




薬学部 薬学科

◎教育研究上の目的

高い倫理観、心豊かな人間性、実践的能力を備え、わが国の医療の進化、健康・福祉の

増進、生活環境の保全に貢献する薬剤師を養成する。 

◎ディプロマ・ポリシー（ＤＰ：卒業認定・学位授与の方針） 
本学科の課程を修め、所定の単位を修得したうえで、次の要件を満たした者に学士（薬

学）の学位を授与します。 
■社会的責任と使命 
［ＤＰ１］医療を提供する者としての社会的責任と使命を強く自覚し、常に人々の生命、

健康、尊厳を守る意思を示す。 
■コミュニケーション 
［ＤＰ２］情報を的確に伝達できる説明および表現能力を身につけているとともに、コミ

ュニケーションを通じて豊かな人間関係を構築する能力を有している。 
■科学の知識の活用 
［ＤＰ３］医薬品の性質を理解し、薬物治療を科学的な視点から支える。 
■情報の収集と評価 
［ＤＰ４］薬物治療の実践に必要な科学に裏付けられた情報および患者からの身体的情報

を収集し、評価する技能を有している。 
■地域および他職種との連携 
［ＤＰ５］地域の中で、住民および他職種と連携し、健康と福祉の維持・増進、生活環境

の保全、科学知識の啓蒙を司る専門家としての基本的な能力を有している。 
■薬物療法における実践的能力 
［ＤＰ６］患者の様々な病態における薬物療法を総合的に評価し、医薬品の供給、調剤、

服薬指導、処方設計の提案、安全性や有効性を担保するなどの薬学的管理を実

践する能力を有している。 
■多角的な観察と解析 
［ＤＰ７］医療の進歩の一端を担うため、多角的な視野で医療を含む自然現象を観察し、

解析する基本的な能力を有している。 
■生涯にわたる自己研鑽、キャリア形成と教育能力 
［ＤＰ８］医療の進歩を知り、薬剤師に対する社会の要請に応えるため、自らの適性に応

じた職業を選択し、生涯にわたって自己研鑽を続け、後進を育成する意欲を有

している。 
 
◎カリキュラム・ポリシー（ＣＰ：教育課程編成・実施の方針） 
ディプロマ・ポリシーに掲げる目標を達成するため、次のとおり教育課程を編成・実施

します。 
 



＜１年次＞ 
■基礎学力を補完し「8 つの資質」の修得に共通する教養を得るために、薬学を学ぶうえ

で必須な学習を開始し、広い視野を身につけ様々な分野で活動する基盤を作るプログラ

ムを実施する。これらの実現のために、「薬剤師になるために」、「早期体験学習」、各教

養科目などを配置する。 
＜１～６年次＞ 
■社会的責任と使命 
「社会的責任と使命」を身につけるため、自己のあり方と他者との関わりを考えるプロ

グラムを実施する。「患者安全」、「臨床心理学」、「応用薬学実習」などの科目を配置する

とともに、課外活動にも取り組む。 
■コミュニケーション 
「コミュニケーション」を身につけるため、グローバル化への対応や自らの役割に基づ

いた行動を考えるプログラムを実施する。これらの実現のため、各種語学科目、「医療英

会話」、「臨床心理学」、「グローバルコミュニケーション」などの科目を配置するととも

に、課外活動にも取り組む。 
■科学の知識の活用 
「科学の知識の活用」を身につけるために、自然科学の知識を補完し、薬学の基礎およ

び専門知識を修得するプログラムを実施する。これらの実現のため、「基盤演習」などの

各種演習科目、「化学系薬学実習」などの実習科目を配置する。 
■情報の収集と評価 
「情報の収集と評価」を身につけるために、自然科学や臨床における情報の測定、収集、

解析能力を修得するプログラムを実施する。これらの実現のため、各種実習科目、「患者

安全」、「患者コミュニケーション」などの科目を配置する。 
■地域および他職種との連携 
「地域および他職種との連携」を身につけるために、地域における薬学と薬剤師の役割

を理解するプログラムを実施する。これらの実現のために、「セルフメディケーション演

習」などの各種演習科目、「生物・衛生系薬学実習」などの実習科目を配置する。 
■薬物療法における実践的能力 
「薬物療法における実践的能力」を身につけるために、疾病の成因および薬物治療を理

解し、薬物の構造的特徴や剤形から体内動態を予測するプログラムを実施する。これら

の実現のために、「カルテ読解演習」、「薬学臨床実習事後演習」などの演習科目、「医療

系薬学実習」などの実習科目を配置する。 
■多角的な観察と解析 
「多角的な観察と解析」を身につけるために、情報の測定、収集、解析をするための知

識と技能を修得し、薬学研究を学び、研究に必要な態度を修得するプログラムを実施す

る。これらを実現するために、「DI 演習」などの演習科目、「薬学研究」などの科目を配

置する。 
■生涯にわたる自己研鑽、キャリア形成と教育能力 

 「生涯にわたる自己研鑽、キャリア形成と教育能力」を身につけるために、人や社会の育



成について議論し、自己研鑽を図るプログラムを実施する。これらの実現のために、「教

育学」、「キャリア形成」などの科目を配置するとともに、課外活動にも取り組む。 
＜５～６年次＞ 

■「８つの資質」を統合した能力を身につけるには、４年次に「プレファーマシー実習」、

「フィジカルアセスメント実習」、「実践薬学」などで獲得したパフォーマンスレベルを

さらに向上させる必要がある。５～６年次では本物の場で繰り返しパフォーマンスを発

揮し、統合的な能力が定着する教育プログラム「薬学研究」、「薬学臨床実習」、「アドバ

ンスト臨床薬学」などの科目を配置する。 
 
◎アドミッション・ポリシー（ＡＰ：入学者受入れの方針） 

本学科のディプロマ・ポリシーおよびカリキュラム・ポリシーを理解し、次に掲げる知

識・技能・意欲などを備え、入学後は学修・課外活動に主体的に取り組む人を求めます。 
■知識・理解・思考・判断 
①化学を基本とする理科科目だけではなく、数学・語学などに対する高等学校での学習

を基盤とした知識を活用する力を有している。 
■思考・判断・関心・意欲・態度・技能・表現 
②豊かな人間性を重視する価値観を基盤とした、自らの活動実例を表現できる力を有し

ている。 
■知識・理解・思考・判断・関心・意欲・態度・技能・表現 
③高等学校の学習課程に限らない様々な学習に対して強い興味を示し、積極的な態度に

よって習得する力を有している。 
 
入学者選抜の実施にあたっては、学力試験、適性検査をはじめとして、大学入試センタ

ー試験、面接、学修計画書、小論文、高等学校調査書、英語ほかの資格検定試験の結果な

どを入試毎に組み合わせて評価します。 





授　　業　　計　　画

※本書（薬学部　薬学科Ⅱ）に掲載している科目は、基礎科目： 

P. 561 ～ P. 726、教養科目：P. 727 ～ P. 876、キャリア形成科目： 

P. 877 ～ P. 965 です

　専門科目：P. 9 ～ P. 560 はⅠに掲載しております。
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科目名 担当者 ページ

ア
悪性腫瘍治療学・緩和医療 向　井　　　啓 164 

悪性腫瘍治療学・緩和医療 向　井　　　啓 166 

アドバンスト臨床薬学 辻　　　琢　己 420 

アレルギー・免疫疾患治療学 河　野　武　幸 382 

イ
ＥＢＭ演習 首　藤　　　誠 556 

一般用医薬品 首　藤　　　誠 410 

一般用医薬品 首　藤　　　誠 414 

一般用医薬品概論 首　藤　　　誠 537 

一般用医薬品概論 首　藤　　　誠 541 

医薬品開発演習 小　西　元　美 955 

医薬品開発論 小　村　純　子 247 

医薬品開発論 小　村　純　子 249 

医薬品化学 河　合　健太郎 484 

医薬品化学Ⅰ 安　原　智　久 58 

医薬品化学Ⅰ 安　原　智　久 59 

医薬品化学Ⅰ 安　原　智　久 331 

医薬品化学Ⅰ 安　原　智　久 332 

医薬品化学Ⅱ 河　合　健太郎 60 

医薬品化学Ⅱ 河　合　健太郎 62 

医薬品合成化学 安　原　智　久 486 

医薬品合成化学 安　原　智　久 487 

医薬品情報学 高　田　雅　弘 233 

医薬品情報学 高　田　雅　弘 234 

医薬品情報学 高　田　雅　弘 407 

医薬品情報学 高　田　雅　弘 408 

医療英会話 山　内　浩　充 633 

医療英会話 中　道　英美子 634 

医療英会話 ヘドリックⅢ　ロイ 635 

医療英会話 皆　本　智　美 636 

医療英会話 木　村　理恵子 637 

医療英会話 ユアン　マクドゥーガル 638 

医療英会話 中　道　英美子 639 

医療英会話 皆　本　智　美 640 

医療英会話 ヘドリックⅢ　ロイ 641 

医療英会話 ユアン　マクドゥーガル 642 

医療英会話 木　村　理恵子 643 

医療英会話 山　内　浩　充 644 

医療経済学 大　塚　正　人 950 

医療系薬学実習 前　田　定　秋 262 

医療薬学実習 前　田　定　秋 424 

医療薬学総合演習 曾　根　知　道 453 

医療薬学統合講義 小　森　浩　二 549 

医療倫理 岩　﨑　綾　乃 871 

医療倫理 岩　﨑　綾　乃 873 

エ
英語Ⅰａ 沢　田　美保子 570 

英語Ⅰａ 岩　永　道　子 572 

英語Ⅰａ 箕　田　正　開 573 

科目名 担当者 ページ

英語Ⅰａ 村　木　美紀子 575 

英語Ⅰａ 井　寺　利　奈 577 

英語Ⅰａ ダンカン　ホワイト 578 

英語Ⅰｂ ダンカン　ホワイト 580 

英語Ⅰｂ 箕　田　正　開 582 

英語Ⅰｂ 井　寺　利　奈 584 

英語Ⅰｂ 沢　田　美保子 586 

英語Ⅰｂ 岩　永　道　子 587 

英語Ⅰｂ 村　木　美紀子 588 

英語Ⅰｃ 沢　田　美保子 590 

英語Ⅰｃ 岩　永　道　子 591 

英語Ⅰｃ 箕　田　正　開 592 

英語Ⅰｃ 村　木　美紀子 594 

英語Ⅰｃ 井　寺　利　奈 595 

英語Ⅰｃ ダンカン　ホワイト 596 

英語Ⅰｄ ダンカン　ホワイト 598 

英語Ⅰｄ 箕　田　正　開 600 

英語Ⅰｄ 井　寺　利　奈 602 

英語Ⅰｄ 沢　田　美保子 604 

英語Ⅰｄ 岩　永　道　子 605 

英語Ⅰｄ 村　木　美紀子 606 

英語Ⅱａ 天　野　貴　史 608 

英語Ⅱａ ユアン　マクドゥーガル 610 

英語Ⅱａ 山　内　浩　充 612 

英語Ⅱａ ヘドリックⅢ　ロイ 614 

英語Ⅱａ 村　木　美紀子 616 

英語Ⅱａ 中　道　英美子 618 

英語Ⅱｂ ユアン　マクドゥーガル 619 

英語Ⅱｂ 村　木　美紀子 621 

英語Ⅱｂ 中　道　英美子 622 

英語Ⅱｂ 天　野　貴　史 623 

英語Ⅱｂ ヘドリックⅢ　ロイ 625 

英語Ⅱｂ 山　内　浩　充 626 

英語Ⅱｃ 山　内　浩　充 702 

英語Ⅱｃ 中　道　英美子 704 

英語Ⅱｃ ヘドリックⅢ　ロイ 706 

英語Ⅱｃ 皆　本　智　美 707 

英語Ⅱｃ 木　村　理恵子 709 

英語Ⅱｃ ユアン　マクドゥーガル 710 

英語Ⅱｃ 中　道　英美子 711 

英語Ⅱｃ 皆　本　智　美 712 

英語Ⅱｃ ヘドリックⅢ　ロイ 713 

英語Ⅱｃ ユアン　マクドゥーガル 714 

英語Ⅱｃ 木　村　理恵子 715 

英語Ⅱｃ 山　内　浩　充 716 

英語Ⅱｄ 中　本　明　子 717 

英語Ⅱｄ 村　木　美紀子 718 

英語Ⅱｄ 沢　田　美保子 719 

英語Ⅱｄ 村　木　美紀子 720 

英語Ⅱｄ 中　本　明　子 721 

英語Ⅱｄ 沢　田　美保子 722 

英語Ⅲａ 木　村　理恵子 677 

英語Ⅲｂ 木　村　理恵子 678 
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科目名 担当者 ページ

衛生・医療系薬学演習 中　尾　晃　幸 305 

衛生化学 中　尾　晃　幸 360 

衛生化学 中　尾　晃　幸 362 

衛生薬学実習 伊　藤　　　潔 422 

衛生薬学総合演習 太　田　壮　一 455 

オ
応用薬学実習 河 　 野 　 武 　 幸 430 

応用薬学実習 河　野　武　幸 954 

カ
海外語学研修 鳥　居　祐　介 645 

海外ビジネスインターンシップ 西之坊　　　穂 850 

化学 樽　井　　　敦 14 

化学 樽　井　　　敦 16 

化学系薬学実習 表　　　雅　章 257 

化学療法論 奈　邉　　　健 130 

化学療法論 奈　邉　　　健 132 

株式投資と企業家育成 林　　　正　浩 865 

カルテ読解演習 小　森　浩　二 896 

環境衛生学 奥　野　智　史 104 

環境衛生学 奥　野　智　史 106 

観光学 持　永　政　人 769 

観光学 持　永　政　人 770 

韓国語 沈　　　明　姫 692 

韓国語 小　石　佳　子 694 

韓国語 周　　　相　勳 696 

韓国語 沈　　　明　姫 697 

韓国語 小　石　佳　子 699 

韓国語 周　　　相　勳 701 

患者安全 辻　　　琢　己 890 

患者コミュニケーション 田　中　結　華 893 

感染症学 河　野　武　幸 523 

感染症学 河　野　武　幸 526 

感染症治療学 河　野　武　幸 146 

感染症治療学 河　野　武　幸 149 

感染症治療学 河　野　武　幸 374 

感染症治療学 河　野　武　幸 377 

漢方処方学 矢　部　武　士 194 

漢方処方学 矢　部　武　士 196 

キ
機器分析学 中　谷　尊　史 481 

機器分析学Ⅰ 中　谷　尊　史 44 

機器分析学Ⅰ 中　谷　尊　史 46 

機器分析学Ⅰ 中　谷　尊　史 326 

機器分析学Ⅱ 向　井　　　啓 48 

機器分析学Ⅱ 向　井　　　啓 49 

機器分析学Ⅱ 向　井　　　啓 328 

基礎薬学演習Ⅰ 伊　藤　　　潔 443 

基礎薬学演習Ⅱ 佐久間　信　至 445 

北河内を知る 荻　田　喜代一 783 

基盤演習Ⅰ（物理・化学計算） 安　原　智　久 279 

科目名 担当者 ページ

基盤演習Ⅰ（物理・化学計算） 安　原　智　久 281 

基盤演習Ⅱ（生物学） 曾　根　知　道 283 

基盤演習Ⅱ（生物学） 曾　根　知　道 285 

基盤演習Ⅲ（化学） 安　原　智　久 287 

基盤演習Ⅲ（化学） 安　原　智　久 290 

基盤講義Ⅰ（化学） 樽　井　　　敦 464 

基盤講義Ⅰ（化学） 樽　井　　　敦 466 

基盤講義Ⅱ（物理） 西　田　健太朗 468 

基盤講義Ⅱ（物理） 西　田　健太朗 470 

基盤講義Ⅲ（生物） 曾　根　知　道 472 

基盤講義Ⅲ（生物） 曾　根　知　道 474 

基盤講義Ⅳ（数学） 島　田　伸　一 476 

基盤講義Ⅳ（数学） 田　畑　謙　二 477 

基盤講義Ⅳ（数学） 島　田　伸　一 479 

基盤講義Ⅳ（数学） 田　畑　謙　二 480 

基盤実習 山　岸　伸　行 255 

キャリア形成Ⅰ 奥　野　智　史 881 

キャリア形成Ⅱ 小　西　元　美 884 

キャリア形成Ⅲ 奥　田　和　子 886 

キャリア形成Ⅲ 奥　田　和　子 959 

キャリア形成Ⅳ 中　谷　尊　史 888 

キャリアデザインⅠ（ＢＡＳＩＣ） 石　井　三　恵 816 

キャリアデザインⅠ（ＢＡＳＩＣ） 山　岡　亮　太 818 

キャリアデザインⅠ（ＢＡＳＩＣ） 中　川　浩　一 820 

キャリアデザインⅠ（ＢＡＳＩＣ） 上野山　裕　士 822 

キャリアデザインⅡ（ＡＤＶＡＮＣＥ） 上野山　裕　士 824 

キャリアデザインⅡ（ＡＤＶＡＮＣＥ） 橋　本　朗　子 825 

教育学 安　原　智　久 765 

教育学 安　原　智　久 767 

ク
クリニカルパス演習 菊　田　真　穂 449 

クリニカルパス演習 河　田　　　興 910 

グローバルコミュニケーション（インドネシア語）大　坪　紀　子 938 

グローバルコミュニケーション（韓国語） 沈　　　明　姫 926 

グローバルコミュニケーション（韓国語） 小　石　佳　子 928 

グローバルコミュニケーション（韓国語） 周　　　相　勳 930 

グローバルコミュニケーション（韓国語） 沈　　　明　姫 931 

グローバルコミュニケーション（韓国語） 小　石　佳　子 933 

グローバルコミュニケーション（韓国語） 周　　　相　勳 935 

グローバルコミュニケーション（スペイン語）手　塚　　　進 936 

グローバルコミュニケーション（中国語） 段　　　飛　虹 914 

グローバルコミュニケーション（中国語） 松　田　郁　子 916 

グローバルコミュニケーション（中国語） 兪　　　鳴　蒙 918 

グローバルコミュニケーション（中国語） 段　　　飛　虹 920 

グローバルコミュニケーション（中国語） 松　田　郁　子 922 

グローバルコミュニケーション（中国語） 兪　　　鳴　蒙 924 

ケ
経済学 南　　　慎二郎 759 

経済学 南　　　慎二郎 761 

血液疾患治療学 吉　岡　靖　啓 372 

現代韓国事情 田　中　　　悟 857 
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科目名 担当者 ページ

現代ビジネス論 牧　　　美喜男 855 

コ
公衆衛生学 上　野　　　仁 108 

公衆衛生学 上　野　　　仁 110 

公衆衛生学Ⅰ 奥　野　智　史 349 

公衆衛生学Ⅰ 奥　野　智　史 351 

公衆衛生学Ⅱ 上　野　　　仁 353 

コミュニケーション論 櫻　井　清　華 729 

コミュニケーション論 金　　　　　瑛 730 

コミュニケーション論 櫻　井　清　華 731 

コミュニケーション論 金　　　　　瑛 732 

サ
細胞生物学 桒　名　利津子 100 

細胞生物学 桒　名　利津子 102 

シ
実践衛生試験法概論 中　尾　晃　幸 497 

実践薬学 高　田　雅　弘 401 

実践薬学Ⅰ 片　岡　　　誠 205 

実践薬学Ⅱ 首　藤　　　誠 208 

実践薬学Ⅲ 吉　岡　靖　啓 213 

実践薬学Ⅳ 向　井　　　啓 222 

実践薬学Ⅴ 辻　　　琢　己 225 

社会薬学 高　田　雅　弘 229 

社会薬学 高　田　雅　弘 231 

就職実践基礎 山　岡　亮　太 826 

就職実践基礎 亀　田　峻　宣 827 

循環器疾患治療学 前　田　定　秋 138 

循環器疾患治療学 前　田　定　秋 140 

消化器・血液疾患治療学 前　田　定　秋 142 

消化器・血液疾患治療学 前　田　定　秋 144 

消化器疾患治療学 前　田　定　秋 368 

消化器疾患治療学 前　田　定　秋 370 

症候学 河　田　　　興 243 

症候学 河　田　　　興 245 

症候学 河　田　　　興 418 

情報処理・統計学演習 寺　内　睦　博 870 

生薬学 矢　部　武　士 50 

生薬学 矢　部　武　士 52 

職業保健学 上　野　　　仁 364 

食品衛生学 太　田　壮　一 116 

食品衛生学 太　田　壮　一 117 

食品衛生学Ⅰ 中　尾　晃　幸 355 

食品衛生学Ⅰ 中　尾　晃　幸 357 

食品衛生学Ⅰ 太　田　壮　一 492 

食品衛生学Ⅱ 太　田　壮　一 359 

食品衛生学Ⅱ 中　尾　晃　幸 493 

食品衛生学Ⅱ 中　尾　晃　幸 495 

女性学 荒　木　菜　穂 763 

処方解析 曾　根　知　道 529 

腎・生殖器疾患治療学 吉　岡　靖　啓 160 

科目名 担当者 ページ

腎・生殖器疾患治療学 吉　岡　靖　啓 162 

心理学 小　牧　一　裕 733 

心理学 小　牧　一　裕 735 

ス
数学 島　田　伸　一 775 

数学 田　畑　謙　二 776 

数学 島　田　伸　一 777 

数学 田　畑　謙　二 778 

スタートアップゼミ 河　野　武　幸 879 

スポーツ科学 藤　林　真　美 647 

スポーツ科学 藤　林　真　美 649 

スポーツ科学実習Ⅰ 藤　林　真　美 723 

スポーツ科学実習Ⅱ 藤　林　真　美 725 

セ
生化学Ⅰ 伊　藤　　　潔 64 

生化学Ⅰ 伊　藤　　　潔 65 

生化学Ⅱ 伊　藤　　　潔 66 

生化学Ⅱ 伊　藤　　　潔 68 

生化学Ⅲ 高　松　宏　治 333 

生化学Ⅲ 高　松　宏　治 335 

製剤学 佐久間　信　至 190 

製剤学 佐久間　信　至 192 

製剤学 佐久間　信　至 390 

製剤学 佐久間　信　至 392 

青少年育成ファシリテーター養成講座 浅　野　英　一 830 

精神神経疾患治療学 尾　中　勇　祐 134 

精神神経疾患治療学 尾　中　勇　祐 136 

生体情報伝達学 米　山　雅　紀 78 

生体情報伝達学 米　山　雅　紀 80 

生物・衛生系薬学実習 太　田　壮　一 260 

生物・薬理系薬学演習 竹　内　健　治 299 

生物学 曾　根　知　道 22 

生物学 曾　根　知　道 24 

生物学の基礎 曾　根　知　道 462 

生物薬剤学 片　岡　　　誠 178 

生物薬剤学 片　岡　　　誠 180 

生命倫理学 岩　﨑　綾　乃 771 

生命倫理学 岩　﨑　綾　乃 773 

生理解剖学Ⅰ 倉　本　展　行 70 

生理解剖学Ⅰ 倉　本　展　行 72 

生理解剖学Ⅰ 倉　本　展　行 337 

生理解剖学Ⅱ 倉　本　展　行 74 

生理解剖学Ⅱ 倉　本　展　行 76 

生理解剖学Ⅱ 倉　本　展　行 339 

生理解剖学Ⅲ 米　山　雅　紀 340 

世界遺産論 北　條　ゆかり 867 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 居　場　嘉　教 787 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 橋　本　正　治 789 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 石　田　秀　士 791 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 石　田　裕　子 793 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 浅　野　英　一 795 
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科目名 担当者 ページ

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 久　保　貞　也 797 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 牧　野　幸　志 799 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 大　塚　正　人 801 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 石　井　信　輝 803 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 田　井　義　人 805 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 吉　田　佐治子 809 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 上野山　裕　士 811 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 藤　原　京　佳 813 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 居　場　嘉　教 788 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 橋　本　正　治 790 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 石　田　秀　士 792 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 石　田　裕　子 794 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 浅　野　英　一 796 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 久　保　貞　也 798 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 牧　野　幸　志 800 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 大　塚　正　人 802 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 石　井　信　輝 804 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 田　井　義　人 807 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 吉　田　佐治子 810 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 上野山　裕　士 812 

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 藤　原　京　佳 814 

セルフメディケーション演習 河　野　武　幸 906 

セルフメディケーション論 首　藤　　　誠 237 

セルフメディケーション論 首　藤　　　誠 240 

先端医療Ⅰ 矢　部　武　士 534 

先端医療Ⅱ 辻　　　琢　己 535 

専門日本語ＦⅠ 塩　谷　尚　子 663 

専門日本語ＦⅡ 塩　谷　尚　子 664 

専門日本語Ｒ 塩　谷　尚　子 675 

ソ
早期体験学習 曾　根　知　道 251 

総合薬学演習 河　野　武　幸 457 

ソーシャル・イノベーション実務総論 石　井　三　恵 785 

タ
大学教養応用 大　塚　正　人 863 

大学教養実践 伊　藤　　　譲 861 

大学教養入門 荻　田　喜代一 859 

ダイバーシティとコミュニケーション 石　井　三　恵 845 

チ
地域貢献実践演習 鶴　坂　貴　恵 815 

地域と私 鶴　坂　貴　恵 781 

地域連携教育活動Ⅰ 吉　田　佐治子 831 

地域連携教育活動Ⅱ 吉　田　佐治子 832 

チームビルディング 水　野　　　武 835 

中国語 段　　　飛　虹 680 

中国語 松　田　郁　子 682 

中国語 兪　　　鳴　蒙 684 

中国語 段　　　飛　虹 686 

中国語 松　田　郁　子 688 

中国語 兪　　　鳴　蒙 690 

科目名 担当者 ページ

調剤学 曾　根　知　道 398 

テ
ＤＩ演習 向　井　　　啓 314 

ＤＩ演習 首　藤　　　誠 446 

哲学 濱　　　良　祐 737 

哲学 濱　　　良　祐 739 

天然物化学 中　谷　尊　史 54 

天然物化学 中　谷　尊　史 56 

天然薬用資源学 中　谷　尊　史 329 

天然薬用資源学 荒　木　良　太 940 

天然薬用資源学 荒　木　良　太 943 

ト
統計学 荒　木　良　太 184 

統計学 荒　木　良　太 186 

統計学演習 寺　内　睦　博 869 

毒性学 中　尾　晃　幸 112 

毒性学 中　尾　晃　幸 114 

特別研究Ⅰ 河　野　武　幸 458 

特別研究Ⅱ 河　野　武　幸 460 

ナ
内分泌・代謝性疾患治療学 吉　岡　靖　啓 152 

内分泌・代謝性疾患治療学 吉　岡　靖　啓 154 

内分泌・代謝性疾患治療学 吉　岡　靖　啓 380 

ニ
日本語会話ＦⅠ 古　川　由理子 665 

日本語会話ＦⅡ 古　川　由理子 666 

日本語会話Ｒ 古　川　由理子 676 

日本国憲法 小宮山　直　子 753 

日本国憲法 小宮山　直　子 754 

日本語総合ＦⅠ 藤　原　京　佳 661 

日本語総合ＦⅡ 藤　原　京　佳 662 

日本語総合Ｒ 藤　原　京　佳 674 

日本語読解ＦⅠ 佐々木　成　美 655 

日本語読解ＦⅡ 佐々木　成　美 656 

日本語読解Ｒ 佐々木　成　美 671 

日本語表現作文ＦⅠ 佐々木　成　美 659 

日本語表現作文ＦⅡ 佐々木　成　美 660 

日本語表現作文Ｒ 佐々木　成　美 673 

日本語文法ＦⅠ 佐々木　成　美 657 

日本語文法ＦⅡ 佐々木　成　美 658 

日本語文法Ｒ 佐々木　成　美 672 

日本事情ＦⅠ 門　脇　　　薫 651 

日本事情ＦⅡ 門　脇　　　薫 653 

日本事情ＲⅠ 門　脇　　　薫 667 

日本事情ＲⅡ 門　脇　　　薫 669 

ハ
発達心理学 安　原　智　久 749 

発達心理学 安　原　智　久 750 
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科目名 担当者 ページ

犯罪被害者の支援と法的救済 小　野　晃　正 847 

ヒ
ビジネスマナー 奥　田　和　子 853 

ビジネスマナー 奥　田　和　子 875 

微生物学 高　松　宏　治 82 

微生物学 高　松　宏　治 84 

微生物学 伊　藤　　　潔 341 

病院実務実習 辻　　　琢　己 437 

病院薬学 曾　根　知　道 516 

病態生化学 辻　　　琢　己 168 

病態生化学 辻　　　琢　己 170 

病態生理学 北　谷　和　之 172 

病態生理学 北　谷　和　之 174 

病態生理学 奈　邉　　　健 384 

病理学 河　田　　　興 545 

フ
フィジカルアセスメント実習 辻　　　琢　己 272 

フィジカルアセスメント実習 辻　　　琢　己 435 

物理・化学系薬学演習 表　　　雅　章 293 

物理化学Ⅰ 佐久間　信　至 34 

物理化学Ⅰ 佐久間　信　至 35 

物理化学Ⅱ 片　岡　　　誠 36 

物理化学Ⅱ 片　岡　　　誠 37 

物理学 西　田　健太朗 18 

物理学 西　田　健太朗 20 

物理薬剤学 佐久間　信　至 176 

物理薬剤学 佐久間　信　至 177 

プレファーマシー講義 小　森　浩　二 404 

プレファーマシー講義 高　田　雅　弘 531 

プレファーマシー実習 高　田　雅　弘 268 

プレファーマシー実習 高　田　雅　弘 431 

プロポーザル・デザイン 北　村　　　浩 851 

文学 大　橋　直　義 741 

文学 大　橋　直　義 743 

分子構造解析学 向　井　　　啓 483 

分子細胞生物学 桒　名　利津子 343 

分子細胞生物学 桒　名　利津子 346 

分子細胞生物学Ⅰ 高　松　宏　治 90 

分子細胞生物学Ⅰ 高　松　宏　治 92 

分子細胞生物学Ⅰ 米　山　雅　紀 488 

分子細胞生物学Ⅰ 米　山　雅　紀 490 

分子細胞生物学Ⅱ 桒　名　利津子 94 

分子細胞生物学Ⅱ 桒　名　利津子 97 

文章表現法 南　谷　静　香 563 

文章表現法 澤　野　加　奈 564 

文章表現法 細　川　知佐子 565 

文章表現法 濵　中　祐　子 566 

文章表現法 澤　野　加　奈 568 

文章表現法 細　川　知佐子 569 

科目名 担当者 ページ

ホ
法学入門 安　藤　由香里 755 

法学入門 安　藤　由香里 757 

放射線生物学 山　岸　伸　行 201 

放射線生物学 山　岸　伸　行 203 

保健衛生学 中　尾　晃　幸 118 

保健衛生学 中　尾　晃　幸 120 

ボランティア活動論 山　口　　　尚 751 

ボランティア活動論 山　口　　　尚 752 

マ
マーケティングと歴史 武　居　奈緒子 833 

ミ
身近な犯罪から自分、家族、まちを守る 中　沼　丈　晃 840 

メ
免疫学 吉　田　侑　矢 86 

免疫学 吉　田　侑　矢 88 

免疫疾患治療学 河　野　武　幸 156 

免疫疾患治療学 河　野　武　幸 158 

モ
ものづくりインターンシップ基礎 坂　本　淳　二 837 

ものづくりインターンシップ基礎 楢　橋　祥　一 839 

ものづくりインターンシップ実践 坂　本　淳　二 842 

ものづくり海外インターンシップ 楢　橋　祥　一 844 

ヤ
薬学英語 中　本　明　子 627 

薬学英語 村　木　美紀子 628 

薬学英語 沢　田　美保子 629 

薬学英語 村　木　美紀子 630 

薬学英語 中　本　明　子 631 

薬学英語 沢　田　美保子 632 

薬学研究Ⅰ 河　野　武　幸 318 

薬学臨床実習 辻　　　琢　己 275 

薬剤疫学 山　下　伸　二 521 

薬剤疫学 山　下　伸　二 522 

薬剤師になるために 曾　根　知　道 11 

薬事・衛生行政 奥　野　智　史 946 

薬事・衛生行政 奥　野　智　史 948 

薬事関連法規 小　村　純　子 235 

薬事関連法規 小　村　純　子 236 

薬事関連法規 小　村　純　子 409 

役立つ金融知力 陸　川　富　盛 828 

薬品分析学 小　西　元　美 38 

薬品分析学 小　西　元　美 39 

薬物治療学Ⅰ 尾　中　勇　祐 499 

薬物治療学Ⅱ 前　田　定　秋 501 

薬物治療学Ⅱ 前　田　定　秋 503 

薬物治療学Ⅲ 前　田　定　秋 505 
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科目名 担当者 ページ

薬物治療学Ⅲ 前　田　定　秋 507 

薬物治療学Ⅳ 吉　岡　靖　啓 509 

薬物治療学Ⅴ 吉　岡　靖　啓 511 

薬物治療学Ⅵ 河　野　武　幸 513 

薬物動態学 山　下　伸　二 182 

薬物動態学 山　下　伸　二 183 

薬物動態学 山　下　伸　二 519 

薬物動態学 山　下　伸　二 520 

薬物動態学Ⅰ 山　下　伸　二 386 

薬物動態学Ⅰ 山　下　伸　二 387 

薬物動態学Ⅱ 山　下　伸　二 388 

薬物動態学Ⅱ 山　下　伸　二 389 

薬理学Ⅰ 米　山　雅　紀 122 

薬理学Ⅰ 米　山　雅　紀 124 

薬理学Ⅱ 奈　邉　　　健 126 

薬理学Ⅱ 奈　邉　　　健 128 

薬理学総論 米　山　雅　紀 366 

薬局経営・マネージメント論 砂　川　雅　之 964 

薬局経営学 砂　川　雅　之 552 

薬局実務実習 辻　　　琢　己 440 

薬局方概論 菊　田　真　穂 396 

ユ
有機化学Ⅰ 表　　　雅　章 26 

有機化学Ⅰ 表　　　雅　章 28 

有機化学Ⅱ 表　　　雅　章 30 

有機化学Ⅱ 表　　　雅　章 32 

有機化学Ⅲ 樽　井　　　敦 320 

ラ
ライフサイエンスの基礎 西　矢　芳　昭 849 

リ
臨床栄養学 太　田　壮　一 198 

臨床栄養学 太　田　壮　一 199 

臨床栄養学 太　田　壮　一 394 

臨床栄養学 太　田　壮　一 395 

臨床研究立案演習 小　西　元　美 559 

臨床研究立案演習 小　西　元　美 961 

臨床実務実習 辻　　　琢　己 554 

臨床心理学 菊　田　真　穂 745 

臨床心理学 菊　田　真　穂 747 

臨床分析学 山　岸　伸　行 40 

臨床分析学 山　岸　伸　行 42 

臨床分析学 山　岸　伸　行 322 

臨床分析学 山　岸　伸　行 324 

臨床薬学演習 辻　　　琢　己 451 

臨床薬物動態学 山　下　伸　二 188 

臨床薬物動態学 山　下　伸　二 189 

ロ
論理学 山　本　幸　一 779 

論理学 山　本　幸　一 780 

8
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摂南大学シラバス

科目名 文章表現法 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ａ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 南谷 静香

ディプロマポリシー △ △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を高めることを目的とする。

大学でのレポート・論文の作成、また社会に出てからの文書の作成に必要な、「事実を客観的に説明する」、「意見を論理的に記述する」力を養

成することに重点を置く。

考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くか、など、文章化する際の基礎を実践的にトレーニングする。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

「はじめに」

授業の内容、進め方について

「文章の書き方１」

レポート・論文の基本事項を学ぶ

講義 授業終了後の定期試験

「文章の書き方２」

わかりやすい文章の書き方を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「事実と意見」

「説明文」

事実の書き方、説明文を学ぶ事実と意見の書き分けを学ぶ

講義
授業終了後の定期試験

小テスト

【課題１】ある事物について、論理的に説明する文章を書く 課題の作成・提出
授業終了後の定期試験

小テスト

「構成」

レポートなどの文章構成を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「要約」

要旨の要約の作成方法を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「課題１フィードバック」

課題１を見直す

「要約２」

要約文を作成する

講義と実践（要約文の作成）
課題による

作成した要約文による

「文章を引用する」

文章を引用する方法を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

【課題２】資料（文章）を引用する 課題の作成・提出
授業終了後の定期試験

小テスト

「図表の引用」

図表の説明と考察の方法を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「意見の述べ方」

序論・本論・結論の構成で論理的な文章を書く
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

【レポート】

資料（文章と図表）を引用して、序論、本論、結論の構成で意

見を述べる

レポートの作成・提出 レポートによる

「レポートフィードバック」

レポートの反省
講義 レポートによる

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

大学生の日本語文章表現 摂南大学教育編

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
課題（ ％×２）、レポート（ ％）、定期試験期間の定期試験（ ％）により総合的に評価する。

学生への

メッセージ
口語表現と文章表現の違いを理解し、読み手を意識したわかりやすい文章を書くスキルを身につけてもらいたい。

担当者の

研究室等
号館 階（非常勤講師室）

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業で学んだことを身につけて、次の授業に臨むこと。

総学習時間の目安は 時間。

提出課題については、授業中にフィードバックをします。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 文章表現法 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 澤野 加奈

ディプロマポリシー △ △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を高めることを目的とする。

大学でのレポート・論文の作成、また社会に出てからの文書の作成に必要な、「事実を客観的に説明する」、「意見を論理的に記述する」力を養

成することに重点を置く。考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くかなど、文章化する際の基礎を実践的にトレー

ニングする。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

「はじめに」

授業の内容、進め方について

「文章の書き方１」

レポート・論文の基本事項を学ぶ

講義 授業終了後の定期試験

「文章の書き方２」

わかりやすい文章の書き方を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「事実と意見」

事実と意見の書き分けを学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

【課題１】ある事物について、論理的に説明する文章を書く 課題の作成・提出 課題による

「要約」

要旨の要約の作成方法を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「課題１フィードバック」

課題１を見直す
課題１のフィードバック

授業終了後の定期試験

小テスト

「構成」

レポートなどの文章構成を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「文章を引用する」

文章を引用する方法を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

【課題２】資料を引用して論理的な文章を書く 課題の作成・提出 課題による

「図表の引用」

図表の説明と考察の方法を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「課題 フィードバック」

レポートの書き方
課題 のフィードバック

授業終了後の定期試験

小テスト

【レポート】資料を引用して意見を述べる レポート作成・提出 レポートによる

レポート総評 レポートのフィードバック 授業終了後の定期試験

関連科目 コミュニケーション論

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

大学生の日本語文章表現
摂南大学教育イノベーションセ

ンター編
和泉書院

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

課題 回（ ％× ）、レポート（ ％）、授業に取り組む姿勢・定期試験期間の定期試験・小テスト（ ％）により総合的に評価する。

課題を一度でも提出しない場合は不合格となる。

学生への

メッセージ

口語表現と文章表現の違いを理解し、読み手を意識したわかりやすい文章を書くスキルを身につけてもらいたい。

２回の課題は添削して返却するので、各自必ず見直し、同じ間違いを繰り返さないようにする。

担当者の

研究室等
号館 階（非常勤講師室）

備考、

事前・事後

学習課題

総学習時間の目安は 時間。

提出課題については、授業中にフィードバックをします。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 文章表現法 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 細川 知佐子

ディプロマポリシー △ △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を高めることを目的とする。

大学でのレポート・論文の作成、また社会に出てからの文書の作成に必要な、「事実を客観的に説明する」、「意見を論理的に記述する」力を養

成することに重点を置く。考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くかなど、文章化する際の基礎を実践的にトレー

ニングする。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

「はじめに」

授業の内容、進め方について

「文章の書き方１」

レポート・論文の基本事項を学ぶ

講義 授業終了後の定期試験

「文章の書き方２」

わかりやすい文章の書き方を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「事実と意見」

「説明文」

事実の書き方、説明文を学ぶ事実と意見の書き分けを学ぶ

講義
授業終了後の定期試験

小テスト

【課題１】ある事物について、論理的に説明する文章を書く 課題の作成・提出
授業終了後の定期試験

小テスト

「構成」

レポートなどの文章構成を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「要約」

要旨の要約の作成方法を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「課題１フィードバック」

課題１を見直す

「要約２」

要約文を作成する

講義と実践（要約文の作成）
課題による

作成した要約文による

「文章を引用する」

文章を引用する方法を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

【課題２】資料（文章）を引用する 課題の作成・提出
授業終了後の定期試験

小テスト

「図表の引用」

図表の説明と考察の方法を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「意見の述べ方」

序論・本論・結論の構成で論理的な文章を書く
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

【レポート】

資料（文章と図表）を引用して、序論、本論、結論の構成で意

見を述べる

レポートの作成・提出 レポートによる

「レポートフィードバック」

レポートの反省
講義 レポートによる

関連科目 ゼミ、卒業研究

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

大学生の日本語文章表現
摂南大学教育イノベーションセ

ンター編

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
課題（ ％×２）、レポート（ ％）、定期試験期間の定期試験（ ％）により総合的に評価する。

学生への

メッセージ
口語表現と文章表現の違いを理解し、読み手を意識したわかりやすい文章を書くスキルを身につけてもらいたい。

担当者の

研究室等
号館 階（非常勤講師室）

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業で学んだことを身につけて、次の授業に臨むこと。

総学習時間の目安は 時間。

提出課題については、授業中にフィードバックをします。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 文章表現法 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 濵中 祐子

ディプロマポリシー △ △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

【授業概要・目的】

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を高めることを目的とする。

大学でのレポート・論文の作成、また社会に出てからの文書の作成に必要な、「事実を客観

的に説明する」、「意見を論理的に記述する」力を養成することに重点を置く。

考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くか、など、文章化する

際の基礎を実践的にトレーニングする。

【到達目標】

適切な方法を用いて、 字程度の論理的な文章を書くことができる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

「はじめに」

授業の内容、進め方について

「文章の書き方１」

レポート・論文の基本事項を学ぶ

講義 授業終了後の定期試験

「文章の書き方２」

わかりやすい文章の書き方を学ぶ

「事実と意見」

事実と意見の書き分けを学ぶ

講義
授業終了後の定期試験

小テスト

ブレインストーミング

原稿用紙の使い方を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

【課題１】説明文

ある事物について、論理的に説明する文章を書く
課題の作成・提出 課題による

「構成」

文章構成を学ぶ

「要約」

要旨の要約の作成方法を学ぶ

講義
授業終了後の定期試験

小テスト

【課題１】フィードバック

【課題１】を見直す

要約文を作成する

講義と実践（要約文の作成） 作成した要約文による

「文章を引用する」

文章を引用する方法を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「意見を述べる」

考察に基づいて意見を述べる

注の書き方を学ぶ

講義
授業終了後の定期試験

小テスト

【課題２】論説文

資料（文章）を引用して意見を述べる
課題の作成・提出 課題による

「図表を引用する」

図表を引用する方法を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

【課題２】フィードバック

【課題２】を見直す

図表を引用した意見文を作成する

講義と実践（図表を引用し

た意見文の作成）
作成した意見文による

【レポート】

図表を引用してレポートを作成する
レポートの作成・提出 レポートによる

【レポート】のフィードバック

講義の総括
講義 授業終了後の定期試験

関連科目 ゼミ、卒業研究など

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

『大学生の日本語文章表現』
摂南大学教育イノベーションセ

ンター編

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

課題 回（ ％×２）、レポート（ ％）、授業に取り組む姿勢・提出物・定期試験（ ％）により評価する。

課題、レポートを一度でも提出しない場合は不合格となる。

学生への

メッセージ

口語表現と文章表現の違いを理解し、読み手を意識したわかりやすい文章を書くスキルを身につけてもらいたい。

２回の課題は添削して返却するので、各自必ず見直すこと。

担当者の

研究室等
号館 階（非常勤講師室）

備考、 総学習時間の目安は 時間。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

事前・事後

学習課題 提出課題については、授業中にフィードバックをします。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 文章表現法 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 澤野 加奈

ディプロマポリシー △ △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を高めることを目的とする。

大学でのレポート・論文の作成、また社会に出てからの文書の作成に必要な、「事実を客観的に説明する」、「意見を論理的に記述する」力を養

成することに重点を置く。考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くかなど、文章化する際の基礎を実践的にトレー

ニングする。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

「はじめに」

授業の内容、進め方について

「文章の書き方１」

レポート・論文の基本事項を学ぶ

講義 授業終了後の定期試験

「文章の書き方２」

わかりやすい文章の書き方を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「事実と意見」

事実と意見の書き分けを学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

【課題１】ある事物について、論理的に説明する文章を書く 課題の作成・提出 課題による

「要約」

要旨の要約の作成方法を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「課題１フィードバック」

課題１を見直す
課題１のフィードバック

授業終了後の定期試験

小テスト

「構成」

レポートなどの文章構成を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「文章を引用する」

文章を引用する方法を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

【課題２】資料を引用して論理的な文章を書く 課題の作成・提出 課題による

「図表の引用」

図表の説明と考察の方法を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「課題 フィードバック」

レポートの書き方
課題 のフィードバック

授業終了後の定期試験

小テスト

【レポート】資料を引用して意見を述べる レポート作成・提出 レポートによる

レポート総評 レポートのフィードバック 授業終了後の定期試験

関連科目 コミュニケーション論

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

大学生の日本語文章表現
摂南大学教育イノベーションセ

ンター編
和泉書院

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

課題 回（ ％× ）、レポート（ ％）、授業に取り組む姿勢・定期試験期間の定期試験・小テスト（ ％）により総合的に評価する。

課題を一度でも提出しない場合は不合格となる。

学生への

メッセージ

口語表現と文章表現の違いを理解し、読み手を意識したわかりやすい文章を書くスキルを身につけてもらいたい。

２回の課題は添削して返却するので、各自必ず見直し、同じ間違いを繰り返さないようにする。

担当者の

研究室等
号館 階（非常勤講師室）

備考、

事前・事後

学習課題

総学習時間の目安は 時間。

提出課題については、授業中にフィードバックをします。

基
礎
科
目
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科目名 文章表現法 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｆ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 細川 知佐子

ディプロマポリシー △ △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を高めることを目的とする。

大学でのレポート・論文の作成、また社会に出てからの文書の作成に必要な、「事実を客観的に説明する」、「意見を論理的に記述する」力を養

成することに重点を置く。考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くかなど、文章化する際の基礎を実践的にトレー

ニングする。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

「はじめに」

授業の内容、進め方について

「文章の書き方１」

レポート・論文の基本事項を学ぶ

講義 授業終了後の定期試験

「文章の書き方２」

わかりやすい文章の書き方を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「事実と意見」

「説明文」

事実の書き方、説明文を学ぶ事実と意見の書き分けを学ぶ

講義
授業終了後の定期試験

小テスト

【課題１】ある事物について、論理的に説明する文章を書く 課題の作成・提出
授業終了後の定期試験

小テスト

「構成」

レポートなどの文章構成を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「要約」

要旨の要約の作成方法を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「課題１フィードバック」

課題１を見直す

「要約２」

要約文を作成する

講義と実践（要約文の作成）
課題による

作成した要約文による

「文章を引用する」

文章を引用する方法を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

【課題２】資料（文章）を引用する 課題の作成・提出
授業終了後の定期試験

小テスト

「図表の引用」

図表の説明と考察の方法を学ぶ
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

「意見の述べ方」

序論・本論・結論の構成で論理的な文章を書く
講義

授業終了後の定期試験

小テスト

【レポート】

資料（文章と図表）を引用して、序論、本論、結論の構成で意

見を述べる

レポートの作成・提出 レポートによる

「レポートフィードバック」

レポートの反省
講義 レポートによる

関連科目 ゼミ、卒業研究

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

大学生の日本語文章表現
摂南大学教育イノベーションセ

ンター編

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
課題（ ％×２）、レポート（ ％）、定期試験期間の定期試験（ ％）により総合的に評価する。

学生への

メッセージ
口語表現と文章表現の違いを理解し、読み手を意識したわかりやすい文章を書くスキルを身につけてもらいたい。

担当者の

研究室等
号館 階（非常勤講師室）

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業で学んだことを身につけて、次の授業に臨むこと。

総学習時間の目安は 時間。

提出課題については、授業中にフィードバックをします。

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅰａ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ａ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 沢田 美保子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

到達目標：

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

前期は 、後期は に英語力が到達することを目標とする。

点以上を狙える力を身につける。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

の説明
授業の進め方、評価など説

明

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

模擬テスト

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

前期復習と定期試験準備学習

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

西谷恒志

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

クラス演習、提出物、小テスト、授業参加態度

定期試験

具体的には授業で指示します。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
辞書必携

担当者の

研究室等
号館 階（非常勤講師室）

基
礎
科
目
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備考、

事前・事後

学習課題

毎授業に辞書を必ず持参すること。

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅰａ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 岩永 道子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

到達目標：

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

前期は 、後期は に英語力が到達することを目標とする。

点以上を狙える力を身につける。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業方針の説明と テキスト 前半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

１ 後半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

２ 前半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

２ 後半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

プリント教材によるリーディング演習 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

３ 前半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

３ 後半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

４ 前半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

４ 後半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

プリント教材によるリーディング演習 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

５ 前半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

５ 後半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

６ 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

朝日出版

指

定の単語集）

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験（７０％）、小テスト（１０％）、課題・発表点（２０％）で総合的に評価する。

１００点満点中６０点以上で合格。３回を越える欠席があった者には原則として単位は認めない。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎授業に辞書を必ず持参すること。

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
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科目名 英語Ⅰａ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 箕田 正開

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

「授業概要・目的」

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

「到達目標」

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

前期は 、後期は に英語力が到達することを目標とする。

点以上を狙える力を身につける。

「授業方法と留意点」

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業方針の説明

研究 電子レンジ、環境も熱する

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

トラック、ペルーの古代ナスカの地上絵を破損

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

企業 技術者の確保に苦闘

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

４：

世界の大手自動車メーカー、電気自動車の発売へ加速

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

大分の薬剤師、飲泉のガイドブックを作成

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

のロケット発射、スポーツカーを宇宙に

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

単身所帯、 年に４０％に増加見通し

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

政府、学校への 実施を計画

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

大学、低収入家庭の子供向け食堂運営を支援

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

チュニジアの女子学生、制服に反旗

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

プリント配布

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

プリント配布

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

復習、小テスト

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

基
礎
科
目
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評価の時期・

方法・基準
定期試験（ ）、クラス演習・提出物（ ）で総合的に評価します。具体的には授業で指示します。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
毎回与えられる課題は授業時間内に完成して提出が求められるので、課題に熱心に取り組んでください。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅰａ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 村木 美紀子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

到達目標：

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

前期は 、後期は に英語力が到達することを目標とする。

点以上を狙える力を身につける。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション

授業の概要説明と評価方法について
講義・演習

提出物

授業態度

① 教科書 （ ：写真描写問題 ）

② ハンドアウト課題（ ）
事前自己学習・講義・演習

提出物・小テスト

授業態度

① 教科書 （ ：品詞、動詞の時制 ）

② ハンドアウト課題（
事前自己学習・講義・演習

提出物・小テスト

授業態度

① 教科書 （ ： 疑問文、 疑問文

）

② ハンドアウト課題（ ）

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

① 教科書 （ ：語彙 ）

② ハンドアウト課題（
事前自己学習・講義・演習

提出物・小テスト

授業態度

① 教科書 （ ：否定疑問文、付加疑問文、選

択疑問文、勧誘、事実 ）

② ハンドアウト課題（ ）

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

① 教科書 ：広告・サービス・告知文の読解

② ハンドアウト課題（

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

① 教科書 （ ：会話 ）

② ハンドアウト課題（ ）
事前自己学習・講義・演習

提出物・小テスト

授業態度

① 教科書 （ ：手紙等の読解 ）

② ハンドアウト課題（
事前自己学習・講義・演習

提出物・小テスト

授業態度

① 教科書 （ ：トーク問題 ）

② ハンドアウト課題（ ）
事前自己学習・講義・演習

提出物・小テスト

授業態度

実践テスト 事前自己学習・講義・演習
実践テスト

授業態度

スピーキング演習（プレセンテーション） 事前自己学習・講義・演習
スピーキング演習評価

授業態度

総合復習 事前自己学習・講義・演習 授業態度

関連科目 なし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

公式ワークブック
国際ビジネスコミュニケーシ

ョン協会

指

定の単語集
西谷恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験：３０％

授業中の課題（提出物・テスト・スピーキング演習）：６５％

授業態度：５％

１００点満点中６０点以上で合格。

授業中の演習と提出物・小テスト等が評価の中心となるので、３回を超える欠席者には原則として単位を認めません。

基
礎
科
目
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学生への

メッセージ

このクラスは の演習を中心に行いますが、実社会から得られる最新情報等も取り入れながら、実践で役立つ英語の４技能（読

む・聴く・書く・話す）を楽しく身に着けることを目指します。英語が苦手だと感じている人にも、コミュニケーションツールとしての英語

を自然に使いこなせると感じてもらえるような授業を行いたいと思います。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎授業に辞書を必ず持参すること。

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内に行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅰａ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 井寺 利奈

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

到達目標：

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

前期は 、後期は に英語力が到達することを目標とする。

点以上を狙える力を身につける。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

※授業には必ず辞書を持参してください。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション 授業の進め方、評価など説

明

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

ユニットの復習、定期試験の準備
講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

関連科目 他の英語科目

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

、他 南雲堂

西谷 恒志 成美堂

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験 ％

小テスト・口頭発表・授業態度 ％

※授業態度に問題のある場合（遅刻、居眠り、私語、携帯電話の使用、許可なく途中退席する、教科書を持参しないなど）は教室に来ていて

も「欠席」扱いとします。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めません。

学生への

メッセージ
着実に英語の基礎力を身につけることができるよう、じっくりと進めていきます。積極的かつ集中して授業に臨んでください。

担当者の

研究室等
号館 階（非常勤講師室）

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。

※授業計画は進度によって変更する場合があります。

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅰａ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｆ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 ダンカン ホワイト

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

到達目標：

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

前期は 、後期は に英語力が到達することを目標とする。

点以上を狙える力を身につける。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

関連科目 なし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

基
礎
科
目
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評価の時期・

方法・基準 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目

579



摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅰｂ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ａ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 ダンカン ホワイト

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

到達目標：

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

基
礎
科
目
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評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題

全学共通英語課題

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト、定期試験等も含む）

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 階非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅰｂ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 箕田 正開

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

到達目標：

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業方針の説明

研究 電子レンジ、環境も熱する

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

トラック、ペルーの古代ナスカの地上絵を破損

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

企業 技術者の確保に苦闘

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

４：

世界の大手自動車メーカー、電気自動車の発売へ加速

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

大分の薬剤師、飲泉のガイドブックを作成

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

のロケット発射、スポーツカーを宇宙に

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

単身所帯、 年に４０％に増加見通し

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

政府、学校への 実施を計画

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

大学、低収入家庭の子供向け食堂運営を支援

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

チュニジアの女子学生、制服に反旗

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

プリント配布

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

プリント配布

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

復習、小テスト

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題

全学共通英語課題

定期試験

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む）

学生への

メッセージ
毎回与えられる課題は授業時間内に完成して提出が求められるので、課題に熱心に取り組んでください。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅰｂ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 井寺 利奈

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

「授業概要・目的」

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

「到達目標」

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

「授業方法と留意点」

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

※授業には必ず辞書を持参してください。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション 授業の進め方、評価など説

明

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

ユニットの復習、定期試験の準備
講義と演習 単語テスト学

習

演習、小テスト、授業参加な

ど

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

、他 南雲堂

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題

全学共通英語課題

授業への参加、貢献（小テスト、定期試験等含む）

※授業態度に問題のある場合（遅刻、居眠り、私語、携帯電話の使用、許可なく途中退席する、教科書を持参しないなど）は教室に来ていて

も「欠席」扱いとします。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めません。

学生への

メッセージ
着実に英語の基礎力を身につけることができるよう、じっくりと進めていきます。積極的かつ集中して授業に臨んでください。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、 毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

基
礎
科
目

584



摂南大学シラバス

事前・事後

学習課題

およそ 時間程度とする。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。

※授業計画は進度によって変更する場合があります。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅰｂ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 沢田 美保子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

到達目標：

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業方針説明 講義と演習、単語クイズ学

習

演習、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語クイズ学

習

演習、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語クイズ学

習

演習、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語クイズ学

習

演習、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語クイズ学

習

演習、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語クイズ学

習

演習、小テスト、授業参加態

度など

まとめのテスト
演習、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語クイズ学

習

演習、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語クイズ学

習

演習、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語クイズ学

習

演習、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語クイズ学

習

演習、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語クイズ学

習

演習、小テスト、授業参加態

度など

定期試験準備学習

講義と演習、単語クイズ学

習

演習、小テスト、授業参加態

度など

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

成美堂

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題

全学共通英語課題

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト、定期試験等も含む）

学生への

メッセージ
辞書必携

担当者の

研究室等
号館 階非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅰｂ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 岩永 道子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

到達目標：

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業方針の説明と テキスト
講義・演習

授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

プリント教材にて の問題演習 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

プリント教材による 問題演習 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

プリント教材による 問題演習 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

成美堂

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題

全学共通英語課題

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト、定期試験等も含む）

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 階非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅰｂ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｆ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 村木 美紀子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

到達目標：

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション

授業の概要説明と評価方法について
講義・演習

提出物

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

将来のキャリアに生かす大学生のための

コミュニケーション英語

辻本智子、野口ジュディー、深山

晶子、椋平淳、桐村亮、村尾純子

編著

金星堂

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題

全学共通英語課題

定期試験

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む）

学生への

メッセージ

将来皆さんが広く社会で活躍する場面を想定して、実践で役立つ英語運用能力を身に着けることを目指します。英語が苦手だと感じている人

にも、コミュニケーションツールとしての英語を自然に使いこなせると感じてもらえるような授業を行いたいと思います。

毎授業に辞書を必ず持参すること。

担当者の

研究室等
号館 階非常勤講師室

備考、 毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

基
礎
科
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事前・事後

学習課題

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅰｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ａ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 沢田 美保子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

「授業概要・目的」

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

「到達目標」

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

前期は 、後期は に英語力が到達することを目標とする。

点以上を狙える力を身につける。

「授業方法と留意点」

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

「科目学習の効果（資格）」

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

受験説明
講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

模擬テスト

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

後期復習と試験準備学習

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

クラス演習、提出物、小テスト、授業参加度

定期試験

具体的には授業で提示 点満点中 点以上で合格

学生への

メッセージ
辞書必携

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
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科目名 英語Ⅰｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 岩永 道子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

「授業概要・目的」

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

「到達目標」

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

前期は 、後期は に英語力が到達することを目標とする。

点以上を狙える力を身につける。

「授業方法と留意点」

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

「科目学習の効果（資格）」

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業方針の説明と テキスト 前半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

後半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

前半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

後半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

プリント教材によるリーディング演習 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

前半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

後半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

前半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

後半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

プリント教材によるリーディング演習 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

前半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

後半 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

朝日出版

指

定の単語集）

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験（７０％）、小テスト（１０％）、課題・発表点（２０％）で総合的に評価する。

１００点満点中６０点以上で合格。出席は評価に入らないが、３回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。
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科目名 英語Ⅰｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 箕田 正開

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

「授業概要・目的」

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

「到達目標」

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

前期は 、後期は に英語力が到達することを目標とする。

点以上を狙える力を身につける。

「授業方法と留意点」

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業方針の説明

入試に英語を加える学校が増加

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

国際機関、海底地形に日本語名を認める

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

語学学校、アジアの労働者を日本に向けるねらい

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

４：

買い物アプリ、食品ロスを減らすため試験運用

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

１

サウジの女性、競技場でサッカー観戦の権利を得る

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

１

次の経済フォーラムで富の格差に焦点化

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

１

酸素不足、世界の海の珊瑚を傷つける

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

１

年向けの翻訳システム、表情を読み取る

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

１

積雪を測るスキーヤーを求める

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

２

米国の州、公民権運動の史跡ツアーを促進

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

プリント配布

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

プリント配布

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

復習、小テスト

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

評価の時期・

方法・基準
定期試験（ ）、クラス演習・提出物（ ）で総合的に評価します。具体的には授業で指示します。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
毎回与えられる課題は授業時間内に完成して提出が求められるので、課題に熱心に取り組んでください。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。 基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅰｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 村木 美紀子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。

到達目標：

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

に英語力が到達することを目標とする。

点以上を狙える力を身につける。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題等の授業外学習課題に

ついては、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション

授業の概要説明と評価方法について

教科書

文型、名詞

講義・演習 クラス提出物、授業態度

教科書

現在形、代名詞
事前自己学習、講義・演習

クラス提出物・小テスト、授

業態度

教科書

過去形、形容詞
事前自己学習、講義・演習

クラス提出物・小テスト、授

業態度

教科書 ）

未来形、冠詞
事前自己学習、講義・演習

クラス提出物・小テスト、授

業態度

教科書

進行形、副詞
事前自己学習、講義・演習

クラス提出物・小テスト、授

業態度

教科書

前置詞、感嘆文
事前自己学習、講義・演習

クラス提出物・小テスト、授

業態度

教科書 ）

助動詞、動詞
事前自己学習、講義・演習

クラス提出物・小テスト、授

業態度

教科書

受動態、不定詞
事前自己学習、講義・演習

クラス提出物・小テスト、授

業態度

教科書

時制の一致、分詞
事前自己学習、講義・演習

クラス提出物・小テスト、授

業態度

教科書

主語と動詞の呼応、動名詞
事前自己学習、講義・演習

クラス提出物・小テスト、授

業態度

教科書 ）

仮定法
事前自己学習、講義・演習

クラス提出物・小テスト、授

業態度

教科書 ）

平叙文、関係詞
事前自己学習、講義・演習

クラス提出物・小テスト、授

業態度

教科書

命令文、等位接続詞
事前自己学習、講義・演習

クラス提出物・小テスト、授

業態度

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

他
成美堂

指

定の単語集
西谷恒志 成美堂

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験：３０％

授業中の課題（提出物・小テスト）：６５％

授業態度：５％

点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

このクラスでは、前期の で学んだことを踏まえて のスコアアップを目指した演習を中心に行いますが、 や 演習も

取り入れて実践的な英語力を身に着けることを目指します。製薬企業や医療機関でますます英語コミュニケーションが必要となってきている

現状も積極的に紹介し、演習に反映していきたいと思います。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎授業に辞書を必ず持参すること。

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅰｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 井寺 利奈

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

「授業概要・目的」

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

「到達目標」

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

前期は 、後期は に英語力が到達することを目標とする。

点以上を狙える力を身につける。

「授業方法と留意点」

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

※授業には必ず辞書を持参してください。

「科目学習の効果（資格）」

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション 講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

時事英語
講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

後期復習と試験準備学習
講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

、他 南雲堂

西谷 恒志 成美堂

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験 ％

小テスト・口頭発表・授業態度 ％

※授業態度に問題のある場合（遅刻、居眠り、私語、携帯電話の使用、許可なく途中退席する、教科書を持参しないなど）は教室に来ていて

も「欠席」扱いとします。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めません。

学生への

メッセージ
着実に英語の基礎力を身につけることができるよう、じっくりと進めていきます。積極的かつ集中して授業に臨んでください。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。

※授業計画は進度によって変更する場合があります。

基
礎
科
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅰｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｆ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 ダンカン ホワイト

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

「授業概要・目的」

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

「到達目標」

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

前期は 、後期は に英語力が到達することを目標とする。

点以上を狙える力を身につける。

「授業方法と留意点」

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

「科目学習の効果（資格）」

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

関連科目 なし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

評価の時期・

方法・基準 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅰｄ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ａ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 ダンカン ホワイト

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

到達目標：

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

基
礎
科
目

598
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評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題

全学共通英語課題

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト、定期試験等も含む）

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 階非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅰｄ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 箕田 正開

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

到達目標：

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業方針の説明

入試に英語を加える学校が増加

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

国際機関、海底地形に日本語名を認める

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

語学学校、アジアの労働者を日本に向けるねらい

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

４：

買い物アプリ、食品ロスを減らすため試験運用

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

１

サウジの女性、競技場でサッカー観戦の権利を得る

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

１

次の経済フォーラムで富の格差に焦点化

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

１

酸素不足、世界の海の珊瑚を傷つける

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

１

年向けの翻訳システム、表情を読み取る

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

１

積雪を測るスキーヤーを求める

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

２

米国の州、公民権運動の史跡ツアーを促進

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

プリント配布

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

プリント配布

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

復習、小テスト

講義・演習

教科書の内容を補うプリン

トを配布する

提出物、クラス演習、単語テ

スト、定期試験

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

基
礎
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評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題

全学共通英語課題

定期試験

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む）

学生への

メッセージ
毎回与えられる課題は授業時間内に完成して提出が求められるので、課題に熱心に取り組んでください。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
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科目名 英語Ⅰｄ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 井寺 利奈

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

「授業概要・目的」

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

「到達目標」

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

「授業方法と留意点」

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

※授業には必ず辞書を持参してください。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション 講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

時事英語
講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

後期復習と試験準備学習
講義と演習、 単語テスト

学習

演習、小テスト、授業参加態

度

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

、他 南雲堂

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題

全学共通英語課題

授業への参加、貢献（小テスト、定期試験等含む）

※授業態度に問題のある場合（遅刻、居眠り、私語、携帯電話の使用、許可なく途中退席する、教科書を持参しないなど）は教室に来ていて

も「欠席」扱いとします。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めません。

学生への

メッセージ
着実に英語の基礎力を身につけることができるよう、じっくりと進めていきます。積極的かつ集中して授業に臨んでください。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、 毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

基
礎
科
目
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事前・事後

学習課題

およそ 時間程度とする。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。

※授業計画は進度によって変更する場合があります。

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅰｄ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 沢田 美保子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

到達目標：

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

講義と演習、単語テスト学

習

演習、、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語テスト学

習

演習、、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語テスト学

習

演習、、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語テスト学

習

演習、、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語テスト学

習

演習、、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語テスト学

習

演習、、小テスト、授業参加態

度など

まとめのテスト
演習、、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語テスト学

習

演習、、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語テスト学

習

演習、、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語テスト学

習

演習、、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語テスト学

習

演習、、小テスト、授業参加態

度など

講義と演習、単語テスト学

習

演習、、小テスト、授業参加態

度など

定期試験準備学習

講義と演習、単語テスト学

習

演習、、小テスト、授業参加態

度など

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

成美堂

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題

全学共通英語課題

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト、定期試験等も含む）

学生への

メッセージ
辞書必携

担当者の

研究室等
号館 階非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
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科目名 英語Ⅰｄ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 岩永 道子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

到達目標：

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業方針の説明と テキスト
講義・演習

授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

プリント教材にて の問題演習 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

プリント教材による 問題演習 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

プリント教材による 問題演習 講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

講義・演習
授業終了後の定期試験

演習発表

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

成美堂

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題

全学共通英語課題

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト、定期試験等も含む）

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 階非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅰｄ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス Ｆ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 村木 美紀子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 技能統合型の演習授業を行う。 技能の基礎力を固

めること、 を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむこと

を目的とする。

到達目標：

大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）され

れば音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意す

れば同じ内容を口頭で発話できるようになる。

やスマートフォンを用いた による自律的英語学習法に親しむ。

学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション

授業の概要説明と評価方法について
講義・演習

提出物

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

将来のキャリアに生かす大学生のための

コミュニケーション英語

辻本智子、野口ジュディー、深山

晶子、椋平淳、桐村亮、村尾純子

編著

金星堂

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題

全学共通英語課題

定期試験

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む）

学生への

メッセージ

将来皆さんが広く社会で活躍する場面を想定して、実践で役立つ英語運用能力を身に着けることを目指します。製薬企業や医療機関でますま

す英語コミュニケーションが必要となってきている現状も積極的に紹介し、演習に反映していきたいと思います。

毎授業に辞書を必ず持参すること。この授業では前期（英語 で使用した教科書を引き続き使用します。

担当者の

研究室等
号館 階非常勤講師室

基
礎
科
目
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備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅱａ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｐ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 天野 貴史

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

英語 で学んだ 技能の基礎力を向上させるために、より高度な 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウ

トプット活動を取り入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。

到達目標：

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。 を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的

なトピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。

「リスニング力」としては、 を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解

できるようになる。

「会話・ライティング力」としては、 を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対

など、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複

数の英文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。

・ 点以上を狙える力を身につける。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業中に指示（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

基
礎
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関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

角山照彦
成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験 ％

授業中の小テスト・発言・討論、宿題、提出物等

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等

号館 階 講師控室（月）

寝屋川キャンパス 号館 階 天野研究室（火～金）

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等はスチューデントアワーに

て対応する。

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅱａ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｑ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 ﾕｱﾝ ﾏｸﾄﾞｩｰｶﾞﾙ

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要

目的 英語 で学んだ 技能の基礎力を向上させるために、より高度な 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみ

ならず、アウトプット活動を取り入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。

到達目標

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。 を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的

なトピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。

「リスニング力」としては、 を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解

できるようになる。「会話・ライティング力」としては、 を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外か

らの訪問客への応対など、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できる

スピーキング力、複数の英文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。

・ 点以上を狙える力を身につける。

授業方法と留意点

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ファッション

コース紹介

教科書ユニット

新しい語彙

読解とリスニング

ディスカッション

学習ユニット 語彙（先生の

プリント）

ミニプレゼンテーションを準

備する

ファッション

ユニット 語彙テスト

ディスカッション

ミニプレゼンテーション

学習ユニット 語彙（先生の

プリント）

スマートフォン中毒

教科書ユニット

ユニット 語彙テスト

読解とリスニング

ディスカッション

ミニプレゼンテーションを準

備する

スマートフォン中毒
ディスカッション

ミニプレゼンテーション

学習ユニット 語彙（先生の

プリント）レー

教科書ユニット

ユニット 語彙テスト

読解とリスニング

ディスカッション

ミニプレゼンテーションを準

備する

ディスカッション

ミニプレゼンテーション

学習ユニット５語彙（先生の

プリント）

ジェンダー問題

教科書ユニット

ユニット 語彙テスト

読解とリスニング

ディスカッション

ミニプレゼンテーションを準

備する

ジェンダー問題
ディスカッション

ミニプレゼンテーション

学習ユニット 語彙（先生の

プリント）

モダンファミリ問題

教科書ユニット

ユニット 語彙テスト

読解とリスニング

ディスカッション

ミニプレゼンテーションを準

備する

モダンファミリ問題
ディスカッション

ミニプレゼンテーション

学習ユニット 語彙（先生の

プリント）

モダンファミリ問題

教科書ユニット

ユニット 語彙テスト

読解とリスニング

ディスカッション

ミニプレゼンテーションを準

備する

モダンファミリ問題
ディスカッション

ミニプレゼンテーション

クラスプレゼンテーションの

ための実践

クラスプレゼンテーション

定期テスト準備

生徒は自分の最高のミニプ

レゼンテーションをクラス

に提示する

学生は質問に答える

学生は質問をする

学生はコースを見直すべきで

す

関連科目 他の英語科目

教科書

基
礎
科
目
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番号 書籍名 著者名 出版社名

ピアソン

西谷恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

小テスト

フレーズミニクイズ

定期テスト

授業態度

点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
英語学習は、繰り返しが重要ですので、コツコツ取り組むように。

担当者の

研究室等
号館 階非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
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科目名 英語Ⅱａ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｒ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 山内 浩充

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

英語 で学んだ 技能の基礎力を向上させるために、より高度な 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウ

トプット活動を取り入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。

到達目標：

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。 を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的

なトピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。

「リスニング力」としては、 を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解

できるようになる。

「会話・ライティング力」としては、 を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対

など、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複

数の英文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。

・ 点以上を狙える力を身につける。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション 講義の進め方、評価方法を説明
単語テスト・観察記録・中間

テスト・定期試験

の予習

時制と進行形について学習

単語テスト・観察記録・中間

テスト・定期試験

の予習

完了形と態について学習

単語テスト・観察記録・中間

テスト・定期試験

の予習

文の構造について学習

単語テスト・観察記録・中間

テスト・定期試験

の予習

代名詞について学習

単語テスト・観察記録・中間

テスト・定期試験

の予習

形容詞と限定詞について学習

単語テスト・観察記録・中間

テスト・定期試験

の予習

準動詞：不定詞・分詞・動名詞について学習

単語テスト・観察記録・中間

テスト・定期試験

これまでのまとめと中間テスト 中間テストにむけての学習
単語テスト・観察記録・中間

テスト・定期試験

の予習

副詞と法助動詞について学習

単語テスト・観察記録・中間

テスト・定期試験

の予習

仮定法について学習

単語テスト・観察記録・中間

テスト・定期試験

の予習

接続詞と分詞構文について学習

単語テスト・観察記録・中間

テスト・定期試験

の予習

完了形と完了進行形について学習

単語テスト・観察記録・中間

テスト・定期試験

の予習

関係詞について学習

単語テスト・観察記録・中間

テスト・定期試験

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

北山長貴／ 成美堂

西谷恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験以外に中間テストを実施する。

単語テスト（２０％）、

観察記録（出席・予習を含めた、授業への参加）（２０％）、

中間テストと期末試験の平均（６０％）。

点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

英語学習は、繰り返しが重要ですので、コツコツ取り組むように。

英語辞書必ず持参の事

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

基
礎
科
目
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備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のためのテキストの読み込み、小テストの準備などに要する事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。テストに関する

フィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅱａ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｓ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 ヘドリックⅢ ロイ

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的

英語 で学んだ 技能の基礎力を向上させるために、より高度な 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウ

トプット活動を取り入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。

到達目標

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。 を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的

なトピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。

「リスニング力」としては、 を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解

できるようになる。

「会話・ライティング力」としては、 を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対

など、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複

数の英文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。

・ 点以上を狙える力を身につける。

授業方法と留意点

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション

授業の概要説明と評価方法について

①教科書：

②

講義、演習
提出物

授業態度

①教科書：

②

事前自己学習 、講

義、演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②

事前自己学習 、講

義、演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②

事前自己学習 、講

義、演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②

事前自己学習 、講

義、演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②

事前自己学習 、講

義、演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②

事前自己学習 、講

義、演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②

事前自己学習 、講

義、演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②

事前自己学習 、講

義、演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②

事前自己学習 、

講義、演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②

事前自己学習 、

講義、演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②

事前自己学習 、

講義、演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②

事前自己学習 、

講義、演習

提出物・小テスト

授業態度

関連科目 なし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

吉塚 弘、 成美堂

学校語彙で学ぶ テスト（
西谷恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験：３０％

授業中の課題（提出物・小テスト）：６５％

授業態度：５％

点満点中 点以上で合格。

授業中の演習と提出物・小テスト等が評価の中心となるので、３回を超える欠席者には原則として単位を認めません。

基
礎
科
目
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学生への

メッセージ

指示に従って、しっかりと予習をし、休まずに積極的な態度で臨んでください。

毎授業に辞書を必ず持参すること。

自己学習課題については授業中に事前に指示します。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅱａ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｔ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 村木 美紀子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

英語 で学んだ 技能の基礎力を向上させるために、より高度な 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウ

トプット活動を取り入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。

到達目標：

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。 を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的

なトピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。

「リスニング力」としては、 を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解

できるようになる。

「会話・ライティング力」としては、 を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対

など、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複

数の英文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。

・ 点以上を狙える力を身につける。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション

授業の概要説明と評価方法について
講義、演習

提出物

授業態度

教科書： 事前自己学習、講義、演習
提出物・小テスト

授業態度

教科書： 事前自己学習、講義、演習
提出物・小テスト

授業態度

教科書： 事前自己学習、講義、演習
提出物・小テスト

授業態度

（教科書
（アクティブラ

ーニング）

提出物

授業態度

（教科書 （アクティブラ

ーニング）
評価

教科書： 事前自己学習、講義、演習
提出物・小テスト

授業態度

教科書： 事前自己学習、講義、演習
提出物・小テスト

授業態度

教科書： 事前自己学習、講義、演習
提出物・小テスト

授業態度

（教科書
（アクティブラ

ーニング）

提出物

授業態度

（教科書 （アクティブラ

ーニング）
評価

教科書： 事前自己学習、講義、演習
提出物・小テスト

授業態度

総合演習 事前自己学習、講義、演習
提出物

授業態度

関連科目 なし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

ＴＯＥＩＣリスニング＆リーデ

ィング対応ー
三修社

学校語彙で学ぶ テスト（
西谷恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験：３０％

授業中の課題（提出物・小テスト）：３５％

（２回）：各１５％（３０％）

授業態度：５％

点満点中 点以上で合格。

授業中の演習と提出物・小テスト等が評価の中心となるので、３回を超える欠席者には原則として単位を認めません。

学生への このクラスでは健康に関するトピックスが取り上げられている教科書を使用して 形式の演習を行うと共に、それらの健康関連トピック

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

メッセージ スについてのプロジェクトにグループで取り組み、その成果を英語で発表します。薬剤師として社会で活躍する場面を想像しながら、実践的

な英語を楽しみながら学んでください。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅱａ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｕ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 中道 英美子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

英語 で学んだ 技能の基礎力を向上させるために、より高度な 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウ

トプット活動を取り入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。

到達目標：

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。 を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的

なトピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。

「リスニング力」としては、 を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解

できるようになる。

「会話・ライティング力」としては、 を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対

など、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複

数の英文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。

・ 点以上を狙える力を身につける。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション 授業の進め方の説明

趣味、娯楽に関する英文を読んだり、聞いて内容を理解する

ことができる。

リスニング、英文の内容把

握、文法事項、語彙の確認

授業内発表を受講態度として

評価する。

旅行、交通機関に関する英文を読んだり、聞いて内容を理解

することができる。

リスニング、英文の内容把

握、文法事項、語彙の確認

授業内発表を受講態度として

評価する。

スポーツに関する英文を読んだり、聞いて内容を理解するこ

とができる。

リスニング、英文の内容把

握、文法事項、語彙の確認

授業内発表を受講態度として

評価する。

アメリカの祝祭日に関する英文を読んだり、聞いて内容を理

解することができる。

リスニング、英文の内容把

握、文法事項、語彙の確認

授業内発表を受講態度として

評価する。

健康に関する英文を読んだり、聞いて内容を理解することが

できる。

リスニング、英文の内容把

握、文法事項、語彙の確認

授業内発表を受講態度として

評価する。

就職活動に関する英文を読んだり、聞いて内容を理解するこ

とができる。

リスニング、英文の内容把

握、文法事項、語彙の確認

授業内発表を受講態度として

評価する。

日米の教育システムに関する英文を読んだり、聞いて内容を

理解することができる。

リスニング、英文の内容把

握、文法事項、語彙の確認

授業内発表を受講態度として

評価する。

地球外生命の探索に関する英文を読んだり、聞いて内容を理

解することができる。

リスニング、英文の内容把

握、文法事項、語彙の確認

授業内発表を受講態度として

評価する。

金融機関に関する英文を読んだり、聞いて内容を理解するこ

とができる。

リスニング、英文の内容把

握、文法事項、語彙の確認

授業内発表を受講態度として

評価する。

喫煙に関する英文を読んだり、聞いて内容を理解することが

できる。

リスニング、英文の内容把

握、文法事項、語彙の確認

授業内発表を受講態度として

評価する。

自然災害に関する英文を読んだり、聞いて内容を理解するこ

とができる。

リスニング、英文の内容把

握、文法事項、語彙の確認

授業内発表を受講態度として

評価する。

発展途上国への支援に関する英文を読んだり、聞いて内容を

理解することができる。

リスニング、英文の内容把

握、文法事項、語彙の確認

授業内発表を受講態度として

評価する。

関連科目 全ての英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

パワーアップイングリッシュ基礎編セメスターシリ

ーズ
リスニング研究会 南雲堂

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
定期試験 ５０ 、授業への取り組み （受講態度） ０

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 階非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｂ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｐ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 ﾕｱﾝ ﾏｸﾄﾞｩｰｶﾞﾙ

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取

り入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。

到達目標：

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。 を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的

なトピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。

「リスニング力」としては、 を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解

できるようになる。

「会話・ライティング力」としては、 を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対

など、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複

数の英文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ファッション

コース紹介

教科書ユニット

新しい語彙

読解とリスニング

ディスカッション

学習ユニット 語彙（先生の

プリント）

ミニプレゼンテーションを準

備する

ファッション

ユニット 語彙テスト

ディスカッション

ミニプレゼンテーション

学習ユニット 語彙（先生の

プリント）

スマートフォン中毒

教科書ユニット

ユニット 語彙テスト

読解とリスニング

ディスカッション

ミニプレゼンテーションを準

備する

スマートフォン中毒
ディスカッション

ミニプレゼンテーション

学習ユニット 語彙（先生の

プリント）

教科書ユニット

ユニット 語彙テスト

読解とリスニング

ディスカッション

ミニプレゼンテーションを準

備する

２
ディスカッション

ミニプレゼンテーション

学習ユニット５語彙（先生の

プリント）

ジェンダー問題

教科書ユニット

ユニット 語彙テスト

読解とリスニング

ディスカッション

ミニプレゼンテーションを準

備する

ジェンダー問題
ディスカッション

ミニプレゼンテーション

学習ユニット 語彙（先生の

プリント）

モダンファミリ問題

教科書ユニット

ユニット 語彙テスト

読解とリスニング

ディスカッション

ミニプレゼンテーションを準

備する

モダンファミリ問題
ディスカッション

ミニプレゼンテーション

学習ユニット 語彙（先生の

プリント）

モダンファミリ問題

教科書ユニット

ユニット 語彙テスト

読解とリスニング

ディスカッション

ミニプレゼンテーションを準

備する

モダンファミリ問題
ディスカッション

ミニプレゼンテーション

クラスプレゼンテーションの

ための実践

クラスプレゼンテーション

定期テスト準備

生徒は自分の最高のミニプ

レゼンテーションをクラス

に提示する

学生は質問に答える

学生は質問をする

学生はコースを見直すべきで

す

関連科目 他の英語科目

教科書

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

番号 書籍名 著者名 出版社名

ピアソン

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題

全学共通英語課題

定期試験

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む）

学生への

メッセージ
英語学習は、繰り返しが重要ですので、コツコツ取り組むように。

担当者の

研究室等
号館 階非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｂ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｑ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 村木 美紀子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取

り入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。

到達目標：

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。 を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的

なトピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。

「リスニング力」としては、 を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解

できるようになる。

「会話・ライティング力」としては、 を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対

など、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複

数の英文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション

授業の概要説明と評価方法について
講義・演習

提出物

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

（アクティブラ

ーニング）

提出物

授業態度

（アクティブラ

ーニング）
評価

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

事前自己学習・講義・演習
提出物

授業態度

事前自己学習・講義・演習 評価

事前自己学習・講義・演習
提出物・小テスト

授業態度

総合演習 事前自己学習・講義・演習
提出物

授業態度

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

金星堂

西谷 恒志 成美堂

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題

全学共通英語課題

定期試験

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む）

学生への

メッセージ

このクラスでは、健康に関するトピックスが取り上げられている教科書を使用して、グループでプロジェクトに取り組み、その成果を英語で

発表します。薬剤師として社会で活躍する場面を想像しながら、実践的な英語を楽しみながら学んでください。

担当者の

研究室等
号館 階非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｂ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｒ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 中道 英美子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取

り入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。

到達目標：

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。 を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的

なトピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。

「リスニング力」としては、 を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解

できるようになる。

「会話・ライティング力」としては、 を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対

など、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複

数の英文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション

授業の概要説明と評価方法について

首の痛み

提出物

授業態度

３ チョコレートの健康効果
事前自己学習 、講

義、演習

提出物・小テスト

授業態度

５ 心臓をコピーする
事前自己学習 、講

義、演習

提出物・小テスト

授業態度

７： マジックの癒し
事前自己学習 、講

義、演習

提出物・小テスト

授業態度

８ 惑星を守る医師
事前自己学習 、講

義、演習

提出物・小テスト

授業態度

９ アルツハイマー病
事前自己学習 、講

義、演習

提出物・小テスト

授業態度

１０ 抗生物質と家畜
事前自己学習 、講

義、演習

提出物・小テスト

授業態度

１１ 飛ばないのに時差ボケ
事前自己学習 、講

義、演習

提出物・小テスト

授業態度

１２ カバと生態系
事前自己学習 、講

義、演習

提出物・小テスト

授業態度

１３ ロボットと薬
事前自己学習 、

講義、演習

提出物・小テスト

授業態度

明るすぎる世界
事前自己学習 、

講義、演習

提出物・小テスト

授業態度

５ 西洋の食習慣
事前自己学習 、

講義、演習

提出物・小テスト

授業態度

まとめと復習
事前自己学習 、講

義、演習

提出物・小テスト

授業態度

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

松柏社

西谷 恒志 成美堂

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題

全学共通英語課題

授業への参加、貢献

定期試験

学生への

メッセージ

毎授業に辞書を必ず持参すること。

自己学習課題については授業中に事前に指示します。

担当者の

研究室等
号館 階非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｂ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｓ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 天野 貴史

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取

り入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。

到達目標：

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。 を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的

なトピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。

「リスニング力」としては、 を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解

できるようになる。

「会話・ライティング力」としては、 を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対

など、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複

数の英文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業中に指示（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

単語学習。テキストの予習と

復習。また、指定されたマル

チメディア教材を学習する。

（ 時間）

関連科目

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

角山照彦
成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題

全学共通英語課題

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト、定期試験等も含む）

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等

号館 階 講師控室（月）

寝屋川キャンパス 号館 階 天野研究室（火～金）

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等はスチューデントアワーに

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｂ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｔ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 ヘドリックⅢ ロイ

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取

り入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。

到達目標：

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。 を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的

なトピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。

「リスニング力」としては、 を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解

できるようになる。

「会話・ライティング力」としては、 を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対

など、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複

数の英文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

科目学習の効果（資格）：

英検等

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション

授業の概要説明と評価方法について

①教科書：

②

講義・演習
提出物・演習評価

授業態度

①教科書：

②
事前自己学習・講義・演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②
事前自己学習・講義・演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②
事前自己学習・講義・演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②
事前自己学習・講義・演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②
事前自己学習・講義・演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②
事前自己学習・講義・演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②
事前自己学習・講義・演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②
事前自己学習・講義・演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②
事前自己学習・講義・演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②
事前自己学習・講義・演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②
事前自己学習・講義・演習

提出物・小テスト

授業態度

①教科書：

②
事前自己学習・演習

提出物・小テスト

授業態度

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

吉塚 弘、 成美堂

西谷 恒志 成美堂

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題

全学共通英語課題

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む）

学生への

メッセージ

このクラスは講義中心の授業ではなく、教科書その他の教材で学んだことをベースとして、将来、皆さんが実社会で英語を使う場面を想定し

て課題を設定し、個別あるいはグループで の演習をしていただきます。自然な英語コミュニケーシ

ョンが自発的にできることを多く実感してもらえるような授業を行いたいと思います。

担当者の

研究室等
号館 階非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｂ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｕ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 山内 浩充

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：薬学準備教育

ユニット：（３）薬学の基礎としての英語

一般目標：薬学分野で必要とされる英語に関する基本的事項を修得する。

授業概要・目的

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取

り入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。

到達目標

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。 を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的

なトピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。

「リスニング力」としては、 を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解

できるようになる。

「会話・ライティング力」としては、 を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への応対

など、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力、複

数の英文を組み合わせてパラグラフを構成できるライティング力を身につけるためのトレーニングを行う。

授業方法と留意点

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 課題や、その他の授業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション
教科書、英和辞典を持参す

ること

観察記録・中間試験・定期試

験

「夏休みにおける体

重増加」の予習

観察記録・中間試験・定期試

験

「 からの警告」

の予習

観察記録・中間試験・定期試

験

「高齢化社会の影」

の予習

観察記録・中間試験・定期試

験

「医療分野における

ロボット事情」の予習

観察記録・中間試験・定期試

験

「コーヒーの抗鬱効

果」の予習

観察記録・中間試験・定期試

験

「救急救命室の仕組

み」の予習

観察記録・中間試験・定期試

験

これまでのまとめと中間試験 中間試験の予習
観察記録・中間試験・定期試

験

「脳卒中予防と運

動」の予習

観察記録・中間試験・定期試

験

「若者と電子たば

こ」の予習

観察記録・中間試験・定期試

験

「ピーナッツ・アレ

ルギー治療」の予習

観察記録・中間試験・定期試

験

「貧困とガン」の

予習

観察記録・中間試験・定期試

験

「 の知識」の

予習

観察記録・中間試験・定期試

験

関連科目 他の英語科目

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

近藤 進 朝日出版社

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

全学共通英語課題 が２０％、

全学共通英語課題 が１０％、、

授業への参加、貢献など、平常点が２０％、

中間テストと定期試験等の平均が５０％で

点満点中、 点以上で合格。

学生への

メッセージ

学習は、繰り返しが重要ですので、コツコツ取り組むように。

英和辞典を持参するように。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 薬学英語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ａ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 中本 明子

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【読解・作文】 ：

科学実験、操作、結果の説明などに関する英語表現を列記できる。（知識・技能）

薬学関連分野の英語論文などの内容を説明できる。（知識・技能）

薬学関連分野でよく用いられる英単語を正確に記述できる。（知識・技能）

英語で論文を書くために必要な基本構文を使用できる。（知識・技能）

医療に関わる基礎的なリーディングとライティング能力を養う。授業では毎回医療、健康、地球環境など、科学にまつわるさまざまなトピッ

クについて書かれた短い文章を読み、内容把握、語彙の確認を行う。最後に学習した知識を応用して英作文問題に取り組んだり、扱ったテー

マに関して英語で説明する訓練も行う。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業の概要説明・評価方法についての説明

医療従事者の心得ておくべき基本に関する語彙・表現を修得

し、英語で説明することができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

消化器系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明すること

ができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

循環器系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明すること

ができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

神経系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明することが

できる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

泌尿器系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明すること

ができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

生殖系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明することが

できる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

骨格系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明することが

できる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

免疫系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明することが

できる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

内分泌系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明すること

ができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

感染症の予防に関する語彙・表現を修得し、英語で説明する

ことができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

癌検知技術に関する語彙・表現を修得し、英語で説明するこ

とができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

ロボット手術に関する語彙・表現を修得し、英語で説明する

ことができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

遺伝子研究による個人化医療に関する語彙・表現を修得し、

英語で説明することができる。

講義と演習・ の

復習及び定期試験の準備

単語テスト 確認テスト 本

文の要約及び定期試験の確認

関連科目 すべての英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

西村月満他３名 朝日出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

単語テスト 、確認テスト 定期試験 ％で評価する。授業態度は減点方式とする。

点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

事前事後学習には，英単語を中心に、毎回 時間以上かけること。英単語は意味が分かるだけでなく、スペルが書けるようにして欲しい（ス

ペルが書けると、長く記憶にとどまるため 。

休まず積極的に授業に参加していただきたい。

担当者の

研究室等
非常勤講師室 号館 階）

備考、

事前・事後

学習課題

辞書必携。出席日数は平常点としない。無断欠席すれば減点対象となる。

予定する授業内容は上記の授業計画のとおりであるが、受講生の学習状況を考慮して進度や内容などを調整することもある。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 薬学英語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 村木 美紀子

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

本授業では、将来薬剤師として製薬企業や医療現場で業務を行う際に必要となる英語コミュニケーション力を修得するため、４技能統合型の

授業を行う。特に、添付文書などの医薬品情報や医学論文を読む際に重要となる医療専門用語の意味を類推できるように （接頭辞・接

尾辞）の知識の修得に主眼をおくと共に、患者など非医療従事者とのコミュニケーションで使用する言葉との違いについても理解する。

到達目標：

「読解力」としては、高度な医療専門用語を含む、比較的長い文章の内容が読み取れるようになる。

「リスニング力」としては、医療専門用語の正確なイントネーションを理解して、専門的な内容のスピーチの論旨が理解できるようになる。

「会話力・ライティング力」としては、主に薬局での外国人患者応対や服薬指導を想定して、既往歴の聴取や医薬品の用法用量の説明等を正

確に表現できるようになる。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業ないの学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。

については教科書の他に別途資料を配布するので、 に備えて指定範囲を十分に自己学習すること。

３回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業の概要・評価方法についての説明
講義・演習

提出物

授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、講

義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、講

義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、講

義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、講

義・演習 授業態度

総合演習 事前指定課題、講義・演習
提出物

授業態度

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

（薬学英語１） 日本薬学英語研究会（ ） 成美堂

プリント教材

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験：５０％

：４５％

授業態度：５％

点満点中 点以上で合格。

授業中の演習と提出物・小テスト等が評価の中心となるので、３回を超える欠席者には原則として単位を認めません。

学生への

メッセージ

日々めまぐるしく進歩する医療の最新情報なども紹介しながら、将来薬剤師として英語を用いて活躍する現実的な場面が想像できるような授

業を目指します。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎授業に辞書を必ず持参すること。

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 薬学英語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 沢田 美保子

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【読解・作文】 ：

科学実験、操作、結果の説明などに関する英語表現を列記できる。（知識・技能）

薬学関連分野の英語論文などの内容を説明できる。（知識・技能）

薬学関連分野でよく用いられる英単語を正確に記述できる。（知識・技能）

英語で論文を書くために必要な基本構文を使用できる。（知識・技能）

医療に関わる基礎的なリーディングとライティング能力を養う。授業では毎回医療、薬学に関するさまざまなトピックについて書かれた文章

を読み、内容把握、語彙の確認を行う。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業の概要説明・評価方法についての説明

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

関連科目 すべての英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬学生のため

の英語
日本薬学英語研究会 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

平常点（受講態度、小テスト、提出物等）

定期試験

点満点中 点以上で合格

学生への

メッセージ
辞書必携

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 薬学英語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 村木 美紀子

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

本授業では、将来薬剤師として製薬企業や医療現場で業務を行う際に必要となる英語コミュニケーション力を修得するため、４技能統合型の

授業を行う。特に、添付文書などの医薬品情報や医学論文を読む際に重要となる医療専門用語の意味を類推できるように （接頭辞・接

尾辞）の知識の修得に主眼をおくと共に、患者など非医療従事者とのコミュニケーションで使用する言葉との違いについても理解する。

到達目標：

「読解力」としては、高度な医療専門用語を含む、比較的長い文章の内容が読み取れるようになる。

「リスニング力」としては、医療専門用語の正確なイントネーションを理解して、専門的な内容のスピーチの論旨が理解できるようになる。

「会話力・ライティング力」としては、主に薬局での外国人患者応対や服薬指導を想定して、既往歴の聴取や医薬品の用法用量の説明等を正

確に表現できるようになる。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業ないの学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。

については教科書の他に別途資料を配布するので、 に備えて指定範囲を十分に自己学習すること。

３回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業の概要・評価方法についての説明
講義・演習

提出物

授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、講

義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、講

義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、講

義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、講

義・演習 授業態度

総合演習 事前指定課題、講義・演習
提出物

授業態度

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

（薬学英語１） 日本薬学英語研究会（ ） 成美堂

プリント教材

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験：５０％

：４５％

授業態度：５％

点満点中 点以上で合格。

授業中の演習と提出物・小テスト等が評価の中心となるので、３回を超える欠席者には原則として単位を認めません。

学生への

メッセージ

日々めまぐるしく進歩する医療の最新情報なども紹介しながら、将来薬剤師として英語を用いて活躍する現実的な場面が想像できるような授

業を目指します。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎授業に辞書を必ず持参すること。

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 薬学英語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 中本 明子

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【読解・作文】 ：

科学実験、操作、結果の説明などに関する英語表現を列記できる。（知識・技能）

薬学関連分野の英語論文などの内容を説明できる。（知識・技能）

薬学関連分野でよく用いられる英単語を正確に記述できる。（知識・技能）

英語で論文を書くために必要な基本構文を使用できる。（知識・技能）

医療に関わる基礎的なリーディングとライティング能力を養う。授業では毎回医療、健康、地球環境など、科学にまつわるさまざまなトピッ

クについて書かれた短い文章を読み、内容把握、語彙の確認を行う。最後に学習した知識を応用して英作文問題に取り組んだり、扱ったテー

マに関して英語で説明する訓練も行う。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業の概要説明・評価方法についての説明

医療従事者の心得ておくべき基本に関する語彙・表現を修得

し、英語で説明することができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

消化器系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明すること

ができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

循環器系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明すること

ができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

神経系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明することが

できる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

泌尿器系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明すること

ができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

生殖系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明することが

できる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

骨格系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明することが

できる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

免疫系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明することが

できる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

内分泌系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明すること

ができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

感染症の予防に関する語彙・表現を修得し、英語で説明する

ことができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

癌検知技術に関する語彙・表現を修得し、英語で説明するこ

とができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

ロボット手術に関する語彙・表現を修得し、英語で説明する

ことができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

遺伝子研究による個人化医療に関する語彙・表現を修得し、

英語で説明することができる。

講義と演習・ の

復習及び定期試験の準備

単語テスト 確認テスト 本

文の要約及び定期試験の確認

関連科目 すべての英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

西村月満他３名 朝日出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

単語テスト 、確認テスト 定期試験 ％で評価する。授業態度は減点方式とする。

点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

事前事後学習には，英単語を中心に、毎回 時間以上かけること。英単語は意味が分かるだけでなく、スペルが書けるようにして欲しい（ス

ペルが書けると、長く記憶にとどまるため 。

休まず積極的に授業に参加していただきたい。

担当者の

研究室等
非常勤講師室 号館 階）

備考、

事前・事後

学習課題

辞書必携。出席日数は平常点としない。無断欠席すれば減点対象となる。

予定する授業内容は上記の授業計画のとおりであるが、受講生の学習状況を考慮して進度や内容などを調整することもある。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 薬学英語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｆ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 沢田 美保子

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【読解・作文】 ：

科学実験、操作、結果の説明などに関する英語表現を列記できる。（知識・技能）

薬学関連分野の英語論文などの内容を説明できる。（知識・技能）

薬学関連分野でよく用いられる英単語を正確に記述できる。（知識・技能）

英語で論文を書くために必要な基本構文を使用できる。（知識・技能）

医療に関わる基礎的なリーディングとライティング能力を養う。授業では毎回医療、薬学に関するさまざまなトピックについて書かれた文章

を読み、内容把握、語彙の確認を行う。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業の概要説明・評価方法についての説明

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

関連科目 すべての英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬学生のため

の英語
日本薬学英語研究会 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

平常点（受講態度、小テスト、提出物等）

定期試験

点満点中 点以上で合格

学生への

メッセージ
辞書必携

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

基
礎
科
目

632



摂南大学シラバス

科目名 医療英会話 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ア

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 山内 浩充

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・外国人の患者さんと対応できるように、また、海外で病気や事故にあった時に対応できるように、医療に関わる基礎的なリスニングとスピ

ーキングを身につける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ガイダンス 教科書を持参すること 観察記録・小テスト

薬局での会話

かぜの症状や、気分が悪い

ときの表現と、症状の尋ね

方を学習 （１）

観察記録・小テスト

薬局での会話

かぜの症状や、気分が悪い

ときの表現と、症状の尋ね

方を学習 （２）

観察記録・小テスト

薬局での会話

目や皮膚の症状を表す表現

と、薬効や薬の正しい使い

方を学習 （１）

観察記録・小テスト

薬局での会話

目や皮膚の症状を表す表現

と、薬効や薬の正しい使い

方を学習 （２）

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

アレルギーの有無の尋ね方

を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

薬歴の尋ね方を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

食事や嗜好品の尋ね方を学

習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

副作用の説明の仕方を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

薬の保管方法の説明の仕方

を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

会計のときの会話を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話
処方箋の受付時と引渡し時

の会話を学習 （１）
観察記録・小テスト

薬局での会話
処方箋の受付時と引渡し時

の会話を学習 （２）
観察記録・小テスト

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬剤師のための実践英会話 小宮山 貴子 じほう

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

講義中の観察記録（質疑応答、授業態度など）３０％と小テスト７０％で評価する。

点満点中、 点以上で合格。

学生への

メッセージ

新しい語句を積極的に覚えるように。

英語の学習には日々の積み重ねが必要ですので、怠らないように。

担当者の

研究室等
１号館２階、非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目

633



摂南大学シラバス

科目名 医療英会話 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス イ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 中道 英美子

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・外国人の患者さんと対応できるように、また、海外で病気や事故にあった時に対応できるように、医療に関わる基礎的なリスニングとスピ

ーキングを身につける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ガイダンス 教科書を持参すること 観察記録・小テスト

薬局での会話

かぜの症状や、気分が悪い

ときの表現と、症状の尋ね

方を学習 （１）

観察記録・小テスト

薬局での会話

かぜの症状や、気分が悪い

ときの表現と、症状の尋ね

方を学習 （２）

観察記録・小テスト

薬局での会話

目や皮膚の症状を表す表現

と、薬効や薬の正しい使い

方を学習 （１）

観察記録・小テスト

薬局での会話

目や皮膚の症状を表す表現

と、薬効や薬の正しい使い

方を学習 （２）

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

アレルギーの有無の尋ね方

を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

薬歴の尋ね方を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

食事や嗜好品の尋ね方を学

習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

副作用の説明の仕方を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

薬の保管方法の説明の仕方

を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

会計のときの会話を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話
処方箋の受付時と引渡し時

の会話を学習 （１）
観察記録・小テスト

薬局での会話
処方箋の受付時と引渡し時

の会話を学習 （２）
観察記録・小テスト

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬剤師のための実践英会話 小宮山貴子 じほう

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
講義中の観察記録（質疑応答、授業態度など）５０％ と小テスト５０％で評価する。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
１号館２階、非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目

634



摂南大学シラバス

科目名 医療英会話 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ウ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 ヘドリックⅢ ロイ

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

国際化が進む医療現場では、英会話のできる薬剤師が求められている。そこで、薬学領域の業務に必要とされる専門用語や英語表現を習得す

る。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション（授業の進め方、評価について

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
授業への参加、貢献（小テスト、課題、発表等）で総合的に評価します。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

指示に従って、しっかりと予習をし、休まずに積極的な態度で臨んでください。

毎授業に辞書を必ず持参すること。

自己学習課題については授業中に事前に指示します。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目

635



摂南大学シラバス

科目名 医療英会話 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス エ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 皆本 智美

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・この授業では、医療にかかわる基礎的なリスニングとスピーキングの技能を身につける。日本人の薬剤師が外国人の患者と接する際に必要

な英語表現や、薬学領域の業務に必要とされる専門用語を習得する。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション
授業の進め方、評価方法な

どを説明する。

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

復習 復習、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

これまでの復習と理解度チ

ェックを行う。
、授業態度

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

南雲堂

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
授業内での発表と授業態度および理解度チェックで総合的に評価する。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

・毎回、テキストと英和辞書を持参してください。

・出席日数は平常点としません。

・授業内容・進度は、受講生の学習状況を考慮して調整することもあります。

基
礎
科
目

636



摂南大学シラバス

科目名 医療英会話 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス オ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 木村 理恵子

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・医療に関わる基礎的な と を身につける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション
ソフトウエアの利用方法を

理解し、使えるようになる。
ソフトウエアの利用

服薬指導１（症状の聴解）

テキスト指定ページの発音

病気の症状を英語で聞いて

理解できる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導２（薬分野名の発音）

テキスト指定ページの発音

薬分野の名前を知り、日本

語を見ても英語で発音でき

る。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導３（薬分野名の発音）

テキスト指定ページの発音

前回と同様に薬分野の名前

を知り、日本語をみても英

語で発音できる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導４（薬分野名と実際の薬の発音）

テキスト指定ページの発音

覚えた薬分野の名前と実際

に利用されている薬の名前

を含めて患者さんに英語で

説明できる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導５（薬分野の簡単の説明発音）

テキスト指定ページの発音

薬の簡単な英語で説明をす

ることができる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

復習テスト１（リスニング・スピーキング） 復習テストの準備 復習テスト

服薬指導６（薬分野の簡単な説明発音）

テキスト指定ページの発音

６回目授業に引き続き薬の

簡単な説明を英語でするこ

とができる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導７（服用方法と注意事項）

テキスト指定ページの発音

服用方法と摂取時の注意事

項を英語で説明できる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導８（調剤薬局薬剤師の会話）

テキスト指定ページの発音

一般的な調剤薬局の薬剤師

が話す内容を英語で説明で

きる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導９（病院の薬剤師の会話）

テキスト指定ページの発音

病院の薬剤師が患者さんの

入院時に話す内容を英語で

話すことができる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導１０（副作用の発音） テキスト指定ページの発音
指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

復習テスト２（リスニング・スピーキング） 復習テストの準備 復習テスト

関連科目

教科書 番号 書籍名 著者名 出版社名

５分間 英語発音 関根応之 著 南雲堂

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

授業期間に行う復習テスト１と２（各２５％）、

授業内スピーキング課題（３５％）

情報レポート（１５％）

計１００点満点中６０点以上で合格

学生への

メッセージ
自分の英語での発音を改善する努力をソフトウエアを利用しながら進めることができること。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

期末試験は行わない。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 医療英会話 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス カ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 ﾕｱﾝ ﾏｸﾄﾞｩｰｶﾞﾙ

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・医療に関わる基礎的な と を身につける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション シラバス説明

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

発表１ 発表 発表

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

発表２ 発表 発表

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

プリント教材

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

発表１ ３０％

発表２ ３０％

小テスト ３０％

授業態度（毎回のダイアログパフォーマンス、ダイアログ作成への取り組みを含む） １０％

学生への

メッセージ
自分の英語での発音を改善する努力をソフトウエアを利用しながら進めることができること。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 医療英会話 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス キ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 中道 英美子

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・外国人の患者さんと対応できるように、また、海外で病気や事故にあった時に対応できるように、医療に関わる基礎的なリスニングとスピ

ーキングを身につける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ガイダンス 教科書を持参すること 観察記録・小テスト

薬局での会話

かぜの症状や、気分が悪い

ときの表現と、症状の尋ね

方を学習 （１）

観察記録・小テスト

薬局での会話

かぜの症状や、気分が悪い

ときの表現と、症状の尋ね

方を学習 （２）

観察記録・小テスト

薬局での会話

目や皮膚の症状を表す表現

と、薬効や薬の正しい使い

方を学習 （１）

観察記録・小テスト

薬局での会話

目や皮膚の症状を表す表現

と、薬効や薬の正しい使い

方を学習 （２）

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

アレルギーの有無の尋ね方

を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

薬歴の尋ね方を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

食事や嗜好品の尋ね方を学

習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

副作用の説明の仕方を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

薬の保管方法の説明の仕方

を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

会計のときの会話を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話
処方箋の受付時と引渡し時

の会話を学習 （１）
観察記録・小テスト

薬局での会話
処方箋の受付時と引渡し時

の会話を学習 （２）
観察記録・小テスト

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬剤師のための実践英会話 小宮山貴子 じほう

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
講義中の観察記録（質疑応答、授業態度など）５０％ と小テスト５０％で評価する。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
１号館２階、非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 医療英会話 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ク

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 皆本 智美

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・この授業では、医療にかかわる基礎的なリスニングとスピーキングの技能を身につける。日本人の薬剤師が外国人の患者と接する際に必要

な英語表現や、薬学領域の業務に必要とされる専門用語を習得する。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション
授業の進め方、評価方法な

どを説明する。

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

復習 復習、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

これまでの復習と理解度チ

ェックを行う。
、授業態度

関連科目

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

南雲堂

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
授業内での発表と授業態度および理解度チェックで総合的に評価する。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

・毎回、テキストと英和辞書を持参してください。

・出席日数は平常点としません。

・授業内容・進度は、受講生の学習状況を考慮して調整することもあります。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 医療英会話 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ケ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 ヘドリックⅢ ロイ

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

国際化が進む医療現場では、英会話のできる薬剤師が求められている。そこで、薬学領域の業務に必要とされる専門用語や英語表現を習得す

る。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション（授業の進め方、評価について

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
授業への参加、貢献（小テスト、課題、発表等）で総合的に評価します。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

指示に従って、しっかりと予習をし、休まずに積極的な態度で臨んでください。

毎授業に辞書を必ず持参すること。

自己学習課題については授業中に事前に指示します。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目

641



摂南大学シラバス

科目名 医療英会話 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス コ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 ﾕｱﾝ ﾏｸﾄﾞｩｰｶﾞﾙ

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・医療に関わる基礎的な と を身につける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション シラバス説明

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

発表１ 発表 発表

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

発表２ 発表 発表

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

プリント教材

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

発表１ ３０％

発表２ ３０％

小テスト ３０％

授業態度（毎回のダイアログパフォーマンス、ダイアログ作成への取り組みを含む） １０％

学生への

メッセージ
自分の英語での発音を改善する努力をソフトウエアを利用しながら進めることができること。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 医療英会話 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス サ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 木村 理恵子

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・医療に関わる基礎的な と を身につける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション
ソフトウエアの利用方法を

理解し、使えるようになる。
ソフトウエアの利用

服薬指導１（症状の聴解）

テキスト指定ページの発音

病気の症状を英語で聞いて

理解できる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導２（薬分野名の発音）

テキスト指定ページの発音

薬分野の名前を知り、日本

語を見ても英語で発音でき

る。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導３（薬分野名の発音）

テキスト指定ページの発音

前回と同様に薬分野の名前

を知り、日本語をみても英

語で発音できる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導４（薬分野名と実際の薬の発音）

テキスト指定ページの発音

覚えた薬分野の名前と実際

に利用されている薬の名前

を含めて患者さんに英語で

説明できる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導５（薬分野の簡単の説明発音）

テキスト指定ページの発音

薬の簡単な英語で説明をす

ることができる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

復習テスト１（リスニング・スピーキング） 復習テストの準備 復習テスト

服薬指導６（薬分野の簡単な説明発音）

テキスト指定ページの発音

６回目授業に引き続き薬の

簡単な説明を英語でするこ

とができる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導７（服用方法と注意事項）

テキスト指定ページの発音

服用方法と摂取時の注意事

項を英語で説明できる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導８（調剤薬局薬剤師の会話）

テキスト指定ページの発音

一般的な調剤薬局の薬剤師

が話す内容を英語で説明で

きる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導９（病院の薬剤師の会話）

テキスト指定ページの発音

病院の薬剤師が患者さんの

入院時に話す内容を英語で

話すことができる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導１０（副作用の発音） テキスト指定ページの発音
指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

復習テスト２（リスニング・スピーキング） 復習テストの準備 復習テスト

関連科目

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

５分間 英語発音 関根応之 著 南雲堂

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

授業期間に行う復習テスト１と２（各２５％）、

授業内スピーキング課題（３５％）

情報レポート（１５％）

計１００点満点中６０点以上で合格

学生への

メッセージ
自分の英語での発音を改善する努力をソフトウエアを利用しながら進めることができること。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

期末試験は行わない。

基
礎
科
目

643



摂南大学シラバス

科目名 医療英会話 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス シ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 山内 浩充

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・外国人の患者さんと対応できるように、また、海外で病気や事故にあった時に対応できるように、医療に関わる基礎的なリスニングとスピ

ーキングを身につける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ガイダンス 教科書を持参すること 観察記録・小テスト

薬局での会話

かぜの症状や、気分が悪い

ときの表現と、症状の尋ね

方を学習 （１）

観察記録・小テスト

薬局での会話

かぜの症状や、気分が悪い

ときの表現と、症状の尋ね

方を学習 （２）

観察記録・小テスト

薬局での会話

目や皮膚の症状を表す表現

と、薬効や薬の正しい使い

方を学習 （１）

観察記録・小テスト

薬局での会話

目や皮膚の症状を表す表現

と、薬効や薬の正しい使い

方を学習 （２）

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

アレルギーの有無の尋ね方

を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

薬歴の尋ね方を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

食事や嗜好品の尋ね方を学

習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

副作用の説明の仕方を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

薬の保管方法の説明の仕方

を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

会計のときの会話を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話
処方箋の受付時と引渡し時

の会話を学習 （１）
観察記録・小テスト

薬局での会話
処方箋の受付時と引渡し時

の会話を学習 （２）
観察記録・小テスト

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬剤師のための実践英会話 小宮山 貴子 じほう

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

講義中の観察記録（質疑応答、授業態度など）３０％と小テスト７０％で評価する。

点満点中、 点以上で合格。

学生への

メッセージ

新しい語句を積極的に覚えるように。

英語の学習には日々の積み重ねが必要ですので、怠らないように。

担当者の

研究室等
１号館２階、非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 海外語学研修 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 通年集中 授業担当者 鳥居 祐介

ディプロマポリシー △

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

外国語の運用能力（語学力）と、異文化環境で適切なコミュニケーションと行動をとる力（異文化間能力）の向上を目的とする。募集ガイダ

ンスへの参加からはじまる事前学習、海外研修先での実地学習、帰国後の成果報告を含む事後学習で構成される。研修先での授業は月曜日か

ら金曜日に開講され、語学力別に分けたクラス内で行われる。宿泊・費用等の詳細は募集ガイダンスで周知する。

事前学習

・海外研修の目的と安全管理に関するガイダンスの受講と内容理解の確認

・多読、会話演習など、学内の教材や設備を使った語学演習、 を活用した自主練習（ガイダンス時に説明）

・渡航先の社会事情、歴史、文化に関する情報収集（ガイダンス時に説明）

・研修中の目標と行動計画の策定。漠然と「語学力を上げたい」「話せるようになりたい」ではなく、「滞在中に・・・をする」という具体的

な行動目標を立てること。

海外研修中

・目標と行動計画に従い、授業に真摯に取り組むことはもちろん、授業外でも積極的に講師、スタッフ、ホストファミリーなど周囲の人々に

話しかけ、コミュニケーションを進めること。

・事前に情報収集して得た知識を活用して目標に向けて行動し、日々の成果と反省点について記録をつけながら過ごすこと。

事後学習課題

・同時期に開催される他の研修参加者と合同での成果報告会が開催されるので、そこで研修の成果と反省点についてのプレゼンテーションを

行う。

・成果と反省点をまとめたレポート（報告書）を作成して提出する。

※このシラバスの以下の授業計画では夏に研修をする場合（Ａ）と、春に研修をする場合（Ｂ）の２とおりのスケジュールを併記しています

が、年度よって開催時期が異なる場合があります。募集ガイダンスで確認してください。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

Ａ：４月 ： ～ 月

募集ガイダンス（日時等の詳細はポータルおよび掲示

で連絡する）

出席・質疑応答 なし

Ａ：５月 Ｂ： ～ 月

申込書の提出

Ａ：５月下旬 ～ 月

派遣学生の決定および履修申請

必要書類の提出 提出書類の検討と面談

Ａ：６月～８月 １２～ 月

事前ガイダンス （全３回）

出席・質疑応答

必要書類の提出

事前のガイダンス出席が義務

付けられている

Ａ：８月上旬 Ｂ：２月上旬

結団式
出席

事前のガイダンス出席が義務

付けられている

＜研修スケジュール＞

８月中旬～９月上旬

３月上旬～中旬

上記の中の 週間

学習活動への参加 研修先機関による成績評価

研修 学習活動への参加 研修先機関による成績評価

研修 学習活動への参加 研修先機関による成績評価

研修 学習活動への参加 研修先機関による成績評価

研修 学習活動への参加 研修先機関による成績評価

研修 学習活動への参加 研修先機関による成績評価

研修 学習活動への参加 研修先機関による成績評価

研修 学習活動への参加 研修先機関による成績評価

研修 学習活動への参加 研修先機関による成績評価

Ａ： 月下旬～ 月上旬（予定）

Ｂ： 月下旬（予定）

成果報告会
成果報告会でのプレゼンテー

ション

Ａ： 月下旬～ 月上旬（予定）

Ｂ： 月下旬（予定）

レポート提出 レポート提出

関連科目 英語その他外国語科目、研修先の地域に関する科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・ 事前学習・成果報告会のプレゼン・レポート（３０％）

基
礎
科
目
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方法・基準 研修先での成績（７０％）

学生への

メッセージ
大学生になったら一度は海外に出て自分を鍛えましょう。迷ったら国際交流センターに相談を。

担当者の

研究室等
国際交流センター

備考、

事前・事後

学習課題

・参加学生は事前ガイダンスに必ず出席すること。欠席の場合は、事前に国際交流センターへ連絡をしてください。

・事前に参加申込みをし、参加許可を得た者に限り履修できる。通常の履修申請とは方法が異なるので注意。

・各学部の期末試験等のスケジュールを確認の上、履修を検討すること。学部・学年によっては、今年度は受講できない場合もあります。

基
礎
科
目
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科目名 スポーツ科学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＡＢＣ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 藤林 真美

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

生涯を通じて明るく活気のある生活を営むために、スポーツ・身体運動は極めて重要な役割を果たす。本科目では、体力の維持・増進、スポ

ーツ技術の修得およびスポーツの楽しさを理解するとともに、自らの生活行動の中にスポーツを実践する能力を育成することを目的としてい

る。

授業担当者は医療機関等における運動指導経験から、様々な年代の人々や有疾患者における運動が心身の健康にどのように貢献するか、対話

を通して理解を深めてきた。このことを本授業に活用し、健康に関する課題解決的な学びや、学生自身のみならず様々な背景を持つ人々の健

康に対する多様なニーズに応える能力を醸成する授業を目指す。

＜一般目標＞

①健康の維持・増進をはかる。

②運動技能を向上させることができる。

③マナーやルールを理解し、実践することができる。

④コミュニケーション能力やリーダーシップを培うことができる。

授業は実技形式で行う（雨天の場合、講義形式で行う場合がある）。

開講種目は、以下のとおり

バレーボール、サッカー、フットサル、テニス、ニュースポーツなど。

なお各種目の人数が多過ぎる場合は、他の種目に移動してもらうことがある。また第１回目の授業はガイダンスの他、各種目のコース分けを

行うので必ず出席すること。何らかの事情で出席できない場合は事前に、寝屋川キャンパス総合体育館事務室（ ）へ連絡してく

ださい。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

運動・スポーツ実施の重要性を理解すると共に、スポーツに

よる人間力の向上について理解できる。
講義（講義室）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

現在の自分の体力を知ることができる。

大阪工業大情報科学部 体

育館（体力測定 体育館種

目）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

現在の自分の体力を知ることができる。
グラウンド（体力測定 屋外

種目）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

現在の自分の体力を評価し、今後の課題と解決方法について

理解することができる。

体力測定集計・評価（講義

室）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツのルールやマナーを理解すると共に、基礎技術を修

得することができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（各スポー

ツルールの説明、基礎技術

練習）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツの基礎技術を修得することができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（基礎技術

練習）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツの攻防技術を修得することができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（攻防技術

練習）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツ技術を修得すると共に、ルールやマナーを守りなが

らゲームを行うことができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツ技術を修得すると共に、ルールやマナーを守りなが

らゲームを行うことができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツ技術を修得すると共に、チームメンバーとコミュニ

ケーションを図りながらゲームを行うことができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツ技術を修得すると共に、チームメンバーとコミュニ

ケーションを図りながらゲームを行うことができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

チームメンバーとコミュニケーションを図り、またリーダー

シップを執りながら、楽しく円滑にゲームを進めることがで

きる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

チームメンバーとコミュニケーションを図り、またリーダー

シップを執りながら、楽しく円滑にゲームを進めることがで

きる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

基
礎
科
目

647



摂南大学シラバス

評価の時期・

方法・基準

活動点５０％、態度点２５％、技能点２５％として、総合評価する。

なお、活動点とは授業への参加意欲を、態度点とは積極性・集中度を示す。

学生への

メッセージ

本科目は、実際に身体を動かすことにより到達目標を目指すため、全日程出席すること。

授業への質問などは、授業前後の休憩時間にグリーンハウス体育教員室へ来てください。ただし開講日以外は、寝屋川キャンパス総合体育館

１ 体育館事務室（ ）へ連絡してください。

担当者の

研究室等

枚方キャンパスグリーンハウス（体育準備室）。ただし授業開講曜日のみ。

他の曜日は、寝屋川キャンパス総合体育館１階 体育館事務室。

備考、

事前・事後

学習課題

【共同担当者】渡部 将之、山方 諒平基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 スポーツ科学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 藤林 真美

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

生涯を通じて明るく活気のある生活を営むために、スポーツ・身体運動は極めて重要な役割を果たす。本科目では、体力の維持・増進、スポ

ーツ技術の修得およびスポーツの楽しさを理解するとともに、自らの生活行動の中にスポーツを実践する能力を育成することを目的としてい

る。

授業担当者は医療機関等における運動指導経験から、様々な年代の人々や有疾患者における運動が心身の健康にどのように貢献するか、対話

を通して理解を深めてきた。このことを本授業に活用し、健康に関する課題解決的な学びや、学生自身のみならず様々な背景を持つ人々の健

康に対する多様なニーズに応える能力を醸成する授業を目指す。

＜一般目標＞

①健康の維持・増進をはかる。

②運動技能を向上させることができる。

③マナーやルールを理解し、実践することができる。

④コミュニケーション能力やリーダーシップを培うことができる。

授業は実技形式で行う（雨天の場合、講義形式で行う場合がある）。

開講種目は、以下のとおり

バレーボール、サッカー、フットサル、テニス、ニュースポーツなど。

なお各種目の人数が多過ぎる場合は、他の種目に移動してもらうことがある。また第１回目の授業はガイダンスの他、各種目のコース分けを

行うので必ず出席すること。何らかの事情で出席できない場合は事前に、寝屋川キャンパス総合体育館事務室（ ）へ連絡してく

ださい。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

運動・スポーツ実施の重要性を理解すると共に、スポーツに

よる人間力の向上について理解できる。
講義（講義室）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

現在の自分の体力を知ることができる。

大阪工業大情報科学部 体

育館（体力測定 体育館種

目）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

現在の自分の体力を知ることができる。
グラウンド（体力測定 屋外

種目）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

現在の自分の体力を評価し、今後の課題と解決方法について

理解することができる。

体力測定集計・評価（講義

室）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツのルールやマナーを理解すると共に、基礎技術を修

得することができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（各スポー

ツルールの説明、基礎技術

練習）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツの基礎技術を修得することができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（基礎技術

練習）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツの攻防技術を修得することができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（攻防技術

練習）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツ技術を修得すると共に、ルールやマナーを守りなが

らゲームを行うことができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツ技術を修得すると共に、ルールやマナーを守りなが

らゲームを行うことができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツ技術を修得すると共に、チームメンバーとコミュニ

ケーションを図りながらゲームを行うことができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツ技術を修得すると共に、チームメンバーとコミュニ

ケーションを図りながらゲームを行うことができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

チームメンバーとコミュニケーションを図り、またリーダー

シップを執りながら、楽しく円滑にゲームを進めることがで

きる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

チームメンバーとコミュニケーションを図り、またリーダー

シップを執りながら、楽しく円滑にゲームを進めることがで

きる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

基
礎
科
目
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評価の時期・

方法・基準

活動点５０％、態度点２５％、技能点２５％として、総合評価する。

なお、活動点とは授業への参加意欲を、態度点とは積極性・集中度を示す。

学生への

メッセージ

本科目は、実際に身体を動かすことにより到達目標を目指すため、全日程出席すること。

授業への質問などは、授業前後の休憩時間にグリーンハウス体育教員室へ来てください。ただし開講日以外は、寝屋川キャンパス総合体育館

１ 体育館事務室（ ）へ連絡してください。

担当者の

研究室等

枚方キャンパスグリーンハウス（体育準備室）。ただし授業開講曜日のみ。

他の曜日は、寝屋川キャンパス総合体育館１階 体育館事務室。

備考、

事前・事後

学習課題

【共同担当者】渡部 将之、山方 諒平基
礎
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 日本事情ＦⅠ 科目名（英文） Japanese Culture and Society FI 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 門脇 薫 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1△,DP2○,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP2△,DP4

△,J 科：DP1◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO1312a1 

 

授業概要・ 

目的 

日本文化・社会について、日本映画を視聴して観察したり考察したりします。またテキストの講読、映画の台詞や使われている場面から日本語の

文法や表現についても学びます。 

到達目標 
日本文化・社会について観察し、自国の文化・社会及び他の受講生の国の文化・社会と比較考察し、様々なテーマについて日本語で自分の考えが

表現できることを目標とします 

授業方法と 

留意点 

各映画について次のように進めます。（１）映画についての情報・その他背景知識について説明 （２）映画の場面をいくつか視聴：内容理解・

練習問題・その他の各種タスク問題 （３）テーマについてディスカッション （４）「書く」練習 

科目学習の 

効果（資格） 
自然な日本語の表現・文法事項の習得、異文化理解、異文化に対する見方・態度 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス・日本語レベルの

チェック 
授業の概要・進め方について・スピーチ 

テキスト予習（11 章 2 ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）（1.5 時間） 

2 映画１：テーマ「職業」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テキスト予習（11 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

3 映画１：テーマ「職業」 内容理解、タスク 

テキスト予習（11 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

4 映画１：テーマ「職業」 タスク、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

5 映画２：テーマ「家族」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(計２時間） 

6 映画２：テーマ「家族」 内容理解、タスク 

テキスト予習（４章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

7 映画２：テーマ「家族」 タスク、ディスカッション 

プリントの課題、発表準備 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

8 テーマ１・２に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（10 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）(計２時

間） 

9 
映画３：テーマ「子どもと社

会」 

映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（10 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(計２時間） 

10 
映画３：テーマ「子どもと社

会」 
内容理解、タスク 

テキスト予習（10 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

11 
映画３：テーマ「子どもと社

会」 
タスク、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

12 映画４：「ジェンダー」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

13 映画４：「ジェンダー」 内容理解、タスク 

テキスト予習（４章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

14 映画４：「ジェンダー」 タスク、ディスカッション 

プリントの課題、発表準備 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

15 テーマ３・４に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション 
テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

 

関連科目 日本語読解、日本語文法、日本語表現作文 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 映画で日本文化を学ぶ人のために 窪田守弘編 世界思想社 

2    

3    

基
礎
科
目
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参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 映画でジャパニーズ 窪田守弘編 南雲堂フェニックス 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
各課題及びレポート（80%),授業への参加度（20%）により総合的に評価します。 

学生への 

メッセージ 

映画を見ながら楽しく日本語・日本文化について学びましょう！  

海外、日本国内の日本語教育機関で多様な外国人日本語学習者に教えた経験を生かし、具体的に解説をしながら、インタラクティブに授業を進め

ていきます。 

担当者の 

研究室等 
７号館４階(門脇研究室) 

備考 提出されたレポートについては次の授業時間にフィードバックする。 

基
礎
科
目
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科目名 日本事情ＦⅡ 科目名（英文） Japanese Culture and Society FII 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 門脇 薫 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1△,DP2○,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP2△,DP4

△,J 科：DP1◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO2313a1 

 

授業概要・ 

目的 

日本文化・社会について、日本映画を視聴して観察したり考察したりします。またテキストの講読、映画の台詞や使われている場面から日本語の

文法や表現についても学びます。 

到達目標 
日本文化・社会について観察し、自国の文化・社会及び他の受講生の国の文化・社会と比較考察し、様々なテーマについて日本語で自分の考えが

表現できることを目標とします 

授業方法と 

留意点 

各映画について次のように進めます。（１）映画についての情報・その他背景知識について説明 （２）映画の場面をいくつか視聴：内容理解・

練習問題・その他の各種タスク問題 （３）テーマについてディスカッション （４）「書く」練習 

科目学習の 

効果（資格） 
自然な日本語の表現・文法事項の習得、異文化理解、異文化に対する見方・態度 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス・日本語レベルの

チェック 
授業の概要・進め方について・スピーチ 

テキスト予習（2 ページ分読んで内容を理解する。

漢字の読み方、語彙の意味を調べる）（1.5 時間） 

2 映画１：テーマ「民族」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テキスト予習（２～3 ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プリン

トの課題(1.5 時間） 

3 映画１：テーマ「民族」 内容理解、タスク 

テキスト予習（２～3 ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プリン

トの課題(1.5 時間） 

4 映画１：テーマ「民族」 タスク、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

5 映画２：テーマ「教育」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（11 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(計２時間） 

6 映画２：テーマ「教育」 内容理解、タスク 

テキスト予習（11 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

7 映画２：テーマ「教育」 タスク、ディスカッション 

プリントの課題、発表準備 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

8 テーマ１・２に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（2 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）(計２時

間） 

9 
映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」 

映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（2 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(計２時間） 

10 
映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」 
内容理解、タスク 

テキスト予習（2 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

11 
映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」 
タスク、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（10 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

12 映画４：「高齢化社会」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（10 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

13 映画４：「高齢化社会」 内容理解、タスク 

テキスト予習（10 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

14 映画４：「高齢化社会」 タスク、ディスカッション 

プリントの課題、発表準備 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

15 テーマ３・４に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション 
テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

 

関連科目 日本語読解、日本語文法、日本語表現作文 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 映画で日本文化を学ぶ人のために 窪田守弘編 世界思想社 

2    

3    

基
礎
科
目
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参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 映画でジャパニーズ 窪田守弘編 南雲堂フェニックス 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
各課題及びレポート（80%),授業への参加度（20%）により総合的に評価します。 

学生への 

メッセージ 

映画を見ながら楽しく日本語・日本文化について学びましょう！  

海外、日本国内の日本語教育機関での多様な外国人日本語学習者に教えた経験を生かし、具体的に解説しながらインタラクティブに授業を進めて

いきます。 

担当者の 

研究室等 
７号館４階(門脇研究室) 

備考 提出されたレポートについては次の授業時間にフィードバックする。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語読解ＦⅠ 科目名（英文） Japanese Reading FI 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,DP8◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO1314a1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業では様々な分野の一般書を読み、内容を文章にまとめたり、口頭で説明したりすることを通して理解を深めながら読解力の向上を目指す。

また、読解を通して語彙力アップを図るとともに、文章を音読することによって漢字の読みに強くなることを目指す。 

到達目標 

・読んだ文章の内容をまとめて書く／話すことができる。 

・語彙力をつける。 

・一般書レベルの漢字が読める。 

授業方法と 

留意点 

・授業では、各自で文章を読んだ後、音読し、漢字の読みを確認する。その後、内容を確認する。また、読んだ内容を要約したり、口頭で説明す

る練習を行う。 

・語彙力アップのため、語彙の小テストを行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
専門分野の文章を読むための読解力の基礎が身につく 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション 

「早朝時間」のフル活用で成

功した人たち 

授業の進め方の説明 

読解、内容理解 
復習 

2 渡り鳥はなぜ迷わない？ 読解、内容理解、内容をまとめる練習 復習 

3 フリーズする脳 読解、内容理解、内容をまとめる練習 復習 

4 「科学」の定義① 読解、内容理解 復習 

5 「科学」の定義② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

6 現代の若者のマナー① 読解、内容理解 復習 

7 現代の若者のマナー② 
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク 
復習 

8 親孝行な男の子 読解、内容理解、タスク 復習 

9 言語と文化① 読解、内容理解 復習 

10 言語と文化② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

11 ローソクの進化① 読解、内容理解 復習 

12 ローソクの進化① 
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク 
復習 

13 「割り勘」は当然？① 読解、内容理解 復習 

14 「割り勘」は当然？② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

15 総復習 総復習 復習 

 

関連科目 日本語読解 FⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（40％）、提出物（30％）、小テスト（30％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。専門分野の文章を読むための基礎力を身につけましょう！ 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。 

(3)新出語彙の確認など学習時間の目安は毎週１時間。 

(4)小テストの FB に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語読解ＦⅡ 科目名（英文） Japanese Reading FII 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,DP8◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO2315a1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業では様々な分野の一般書を読み、内容を文章にまとめたり、口頭で説明したりすることを通して理解を深めながら読解力の向上を目指す。

また、読解を通して語彙力アップを図るとともに、文章を音読することによって漢字の読みに強くなることを目指す。 

到達目標 

・読んだ文章の内容をまとめて書く／話すことができる。 

・語彙力をつける。 

・一般書レベルの漢字が読める。 

授業方法と 

留意点 

・授業では、各自で文章を読んだ後、音読し、漢字の読みを確認する。その後、内容を確認する。また、読んだ内容を要約したり、口頭で説明す

る練習を行う。 

・語彙力アップのため、語彙の小テストを行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
専門分野の文章を読むための読解力の基礎が身につく 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

涙 

授業の進め方の説明 

読解、内容理解 
復習 

2 統計と数字① 読解、内容理解 復習 

3 統計と数字② 
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク 
復習 

4 背理法① 読解、内容理解 復習 

5 背理法② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

6 「待つ」こと① 読解、内容理解 復習 

7 「待つ」こと② 
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク 
復習 

8 ついでに何をする？① 読解、内容理解 復習 

9 ついでに何をする？② 
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク 
復習 

10 ウイルス発見！① 読解、内容理解 復習 

11 ウイルス発見！② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

12 大学で学ぶこと① 読解、内容理解 復習 

13 大学で学ぶこと② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

14 何のために「学ぶ」のか 読解、内容理解 復習 

15 総復習 総復習 復習 

 

関連科目 日本語読解 FⅠ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（40％）、提出物（30％）、小テスト（30％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。専門分野の文章を読むための基礎力を身につけましょう！ 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。 

(3)新出語彙の確認など学習時間の目安は毎週１時間。 

(4)小テストの FB に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語文法ＦⅠ 科目名（英文） Japanese Grammar FI 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,DP8◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO1316a1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業では、中上級～上級の文法項目を取り上げる。文法項目の用法を確認し、その文法項目が使われている会話を聞いたり、作文や会話をし

たりすることを通して、適切に使えるようになることを目指す。随時、小テストを行う。 

到達目標 中上級～上級の文法項目が運用できる。 

授業方法と 

留意点 
教員による解説と練習を繰り返しながら進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
高度な日本語運用能力 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション 

「早朝時間」のフル活用で成

功した人たち 

授業の進め方の説明 

文法項目の解説と練習 
復習 

2 渡り鳥はなぜ迷わない？ 文法項目の解説と練習 復習 

3 フリーズする脳 文法項目の解説と練習 復習 

4 「科学」の定義① 文法項目の解説と練習 復習 

5 「科学」の定義② 文法項目の解説と練習 復習 

6 現代の若者のマナー① 文法項目の解説と練習 復習 

7 現代の若者のマナー② 文法項目の解説と練習 復習 

8 親孝行な男の子 文法項目の解説と練習 復習 

9 言語と文化① 文法項目の解説と練習 復習 

10 言語と文化② 文法項目の解説と練習 復習 

11 ローソクの進化① 文法項目の解説と練習 復習 

12 ローソクの進化① 文法項目の解説と練習 復習 

13 「割り勘」は当然？① 文法項目の解説と練習 復習 

14 「割り勘」は当然？② 文法項目の解説と練習 復習 

15 総復習 総復習 復習 

 

関連科目 日本語文法 FⅡ、日本語読解 FⅠ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（40％）、提出物（30％）、小テスト（30％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。日本語のレベルアップを目指して勉強しましょう！ 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。 

(3)授業内で使用したプリントを使い文法の確認（復習）。目安は毎週１時間。 

(4)小テストの FB に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。 

基
礎
科
目

657
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科目名 日本語文法ＦⅡ 科目名（英文） Japanese Grammar FII 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,DP8◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO2317a1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業では、中上級～上級の文法項目を取り上げる。文法項目の用法を確認し、その文法項目が使われている会話を聞いたり、作文や会話をし

たりすることを通して、適切に使えるようになることを目指す。随時、小テストを行う。 

到達目標 中上級～上級の文法項目が運用できる。 

授業方法と 

留意点 
教員による解説と練習を繰り返しながら進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
高度な日本語運用能力 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

涙 

授業の進め方の説明 

文法項目の解説と練習 
復習 

2 統計と数字① 文法項目の解説と練習 復習 

3 統計と数字② 文法項目の解説と練習 復習 

4 背理法① 文法項目の解説と練習 復習 

5 背理法② 文法項目の解説と練習 復習 

6 「待つ」こと① 文法項目の解説と練習 復習 

7 「待つ」こと② 文法項目の解説と練習 復習 

8 ついでに何をする？① 文法項目の解説と練習 復習 

9 ついでに何をする？② 文法項目の解説と練習 復習 

10 ウイルス発見！① 文法項目の解説と練習 復習 

11 ウイルス発見！② 文法項目の解説と練習 復習 

12 大学で学ぶこと① 文法項目の解説と練習 復習 

13 大学で学ぶこと② 文法項目の解説と練習 復習 

14 何のために「学ぶ」のか 文法項目の解説と練習 復習 

15 総復習 総復習 復習 

 

関連科目 日本語文法 FⅠ、日本語読解 FⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（40％）、提出物（30％）、小テスト（30％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。日本語のレベルアップを目指して勉強しましょう！ 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。 

(3)授業内で使用したプリントを使い文法の確認（復習）。目安は毎週１時間。 

(4)小テストの FB に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語表現作文ＦⅠ 科目名（英文） Japanese Reading and Writing FI 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,DP8◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO1318a1 

 

授業概要・ 

目的 
この授業ではレポートや論文の基礎を学び、レポート・論文の文体と書き方を身につけることを目指す。 

到達目標 

・レポート・論文の文体で書ける。 

・読んだ内容を要約できる。 

・段落分けして書ける。 

・経過説明、分類、定義など、書きたい内容に合う表現を使って書ける。 

・信頼性の高い資料を集め、ルールを守って引用できる。 

授業方法と 

留意点 
授業では、レポートや論文の書き方について解説し、書く練習を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
レポートや論文を書くための基礎力を身につける。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

日本語の文体 

授業についての説明 

日本語の文体について学ぶ 
復習 

2 レポート・論文の文体 レポート・論文に使われる文体を学ぶ 復習 

3 記号の使い方 句読点、各種記号の使い方を学ぶ 復習 

4 段落① 段落構成について学ぶ 復習 

5 段落② 実践練習 
復習 

作文課題 

6 経過説明① 経過説明の書き方を学ぶ 復習 

7 経過説明② 実践練習 
復習 

作文課題 

8 分類 「分類」をする文の書き方を学ぶ 復習 

9 定義 定義の書き方を学ぶ 復習 

10 分類・定義 実践練習 
復習 

作文課題 

11 引用 引用の書き方を学ぶ 復習 

12 要約① 要約の書き方を学ぶ 復習 

13 要約② 実践練習 
復習 

作文課題 

14 資料の利用 資料の利用方法を学ぶ 復習 

15 総復習 総復習 復習 

 

関連科目 日本語表現作文 FⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（50％）、提出物（50％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。レポートや論文の書き方を一緒に勉強しましょう。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更する場合がある。 

(3)作文やレポートなどの書き方の形式の確認および文法など学習時間の目安は毎週１時間。 

(4)提出物に関しては、提出物の内容を確認後説明を行う。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語表現作文ＦⅡ 科目名（英文） Japanese Reading and Writing FII 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,DP8◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO2319a1 

 

授業概要・ 

目的 
この授業では、実際にレポートを作成することを通し、レポート・論文の書き方を守ってレポートが作成できるようになることを目指す。 

到達目標 

・レポート・論文の文体で書ける。 

・レポート・論文の書き方を守って書ける。 

・アウトラインに沿って書ける。 

・信頼性の高い資料を集められる。 

授業方法と 

留意点 
授業では、テーマを決め、実際にレポートを作成していく。 

科目学習の 

効果（資格） 
レポートが書けるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

前期の復習 

授業についての説明 

前期の学習内容についての復習 
復習 

2 レポートの言葉と表現 
レポート・論文に使われる文、言葉、表

現を学ぶ 
復習 

3 レポートの構成 レポートの構成を学ぶ 復習 

4 テーマ決め・資料収集 
テーマの決め方・絞り方、資料の集め方

を学ぶ 

復習 

資料を集める 

5 資料を整理する 集めた資料を整理する 復習 

6 アウトライン レポートのアウトラインを作成する 復習 

7 序論① 
序論の内容と書き方（課題、目的の提示）

を学ぶ 
復習 

8 序論② 序論を書く 復習 

9 本論① 
本論の内容と書き方（データ、意見提示）

を学ぶ 
復習 

10 本論② 
本論の内容と書き方（考察、結論提示）

を学ぶ 
復習 

11 本論③ 本論を書く 復習 

12 結論① 
結論の内容と書き方（全体のまとめ、今

後の課題）を学ぶ 
復習 

13 結論② 結論を書く 復習 

14 まとめ① レポートを推敲し、完成稿を作成する 復習 

15 まとめ② 作成したレポートを元に発表を行う 復習 

 

関連科目 日本語表現作文 FⅠ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（40％）、提出物（30％）、レポート（30％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。レポートや論文の書き方を一緒に勉強しましょう！ 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更する場合がある。 

(3)作文やレポートなどの書き方の形式の確認および文法など学習時間の目安は毎週１時間。 

(4)提出物に関しては、提出物の内容を確認後説明を行う。 

基
礎
科
目

660



摂南大学シラバス 2019 

科目名 日本語総合ＦⅠ 科目名（英文） Comprehensive Japanese FI 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 藤原 京佳 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO1320a1 

 

授業概要・ 

目的 

授業では特定のテーマに関する資料を用い、以下の 4 点を行う。 

 

１．資料で使用されている語彙や表現を学ぶ 

２．資料の内容を理解する 

３．資料の内容について意見交換を行う 

４．必要に応じて資料の要約や意見文を書く 

 

日本語の語彙力、読解力、口頭コミュニケーション能力、ライティング力を総合的に養うことを目的とする。 

到達目標 

１．論説文に特徴的な表現や語彙を理解することができる。 

２．社会的・専門的テーマに関する資料を読んで理解することができる。 

３．特定のテーマについて他者と議論・対話を行うことができる。 

４．適切な文体・表現を用いて文章を書くことができる。 

授業方法と 

留意点 

社会的・専門的テーマに関する資料を読んでいくが、内容理解にとどまらず、内容を踏まえた上で自身の考えを深めることが求められる。したが

って、授業では語彙・表現等の説明も行うが、意見交換を重視する。また、自分の考えを一方的に述べるだけでなく、異なる意見をもつ他者とど

のように話し合いを進めていくかということにも意識的に取り組んでいく。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 
自己紹介 

授業の概要説明 
自己紹介文を書く 

2 テーマ１ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

3 テーマ２ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

4 テーマ３ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

5 確認 
テーマ１から３の学習内容に関する確

認・小テスト 
テーマ 1 から３のうち１つ選んで、意見文を書く 

6 テーマ４ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

7 テーマ５ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

8 テーマ６ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

9 確認 
テーマ 4 から 6 の学習内容に関する確

認・小テスト 
テーマ 4 から 6 のうち１つ選んで、意見文を書く 

10 テーマ７ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

11 テーマ８ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

12 テーマ９ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する 

13 確認 
テーマ 7 から 9 の学習内容に関する確

認・小テスト 
テーマ 7 から 9 のうち１つ選んで、意見文を書く 

14 レポート作成準備 レポートの書き方 
これまで扱ったテーマの中から1つ選びレポートを

作成する 

15 発表・フィードバック レポート内容の発表および話し合い 返却されたレポートの訂正箇所について確認する 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への取り組み 30％、小テスト 30％、レポート 40％で判断する。 

学生への 

メッセージ 
受講者の日本語レベルにより授業内容を調整・変更することがあります。 

担当者の 

研究室等 
国際交流センター講師控室（3 号館 4 階） 

備考 

事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

受講者が小人数の場合、要望を取り入れながら授業を行います。 

授業では学生同士の話し合いを観察し、教師が適宜フィードバックを行う。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語総合ＦⅡ 科目名（英文） Comprehensive Japanese FII 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 藤原 京佳 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO2321a1 

 

授業概要・ 

目的 
日本や国際社会における社会・時事問題への理解を深めると同時に、問題について日本語で議論する能力を伸ばす。 

到達目標 
１．社会的な問題について論理的に自分の意見を述べることができる。 

２．他者の意見に耳を傾け、建設的に議論を進めていくことができる。 

授業方法と 

留意点 

日本・国際社会の問題に関するニュースや新聞（生教材）を使い、話し合う。 

コースの後半は学生各自が興味のある話題を持ち寄って、話し合う。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 トピック① 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

2 トピック② 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

3 トピック③ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

4 トピック④ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

5 トピック⑤ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

6 トピック⑥ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

7 トピック⑦ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

8 トピック⑧ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

9 学生持ち寄りのトピック① 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

10 学生持ち寄りのトピック② 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

11 学生持ち寄りのトピック③ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

12 学生持ち寄りのトピック⑤ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

13 学生持ち寄りのトピック⑥ 議論 
翌週行う自分の持ち寄りトピックに関する資料収

集 

14 発表準備 
自分が持ち寄ったトピックをさらに絞

り込み、発表資料を作成する 
発表練習 

15 発表 

口頭発表 

質疑応答 

振り返り 

発表のフィードバックシートを用い、改善点等を確

認する 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業で課される課題 30%、授業への取り組み 30%、口頭発表 40％で判断する。 

学生への 

メッセージ 
受講生の日本語レベル等によって内容を変更することがあります。 

担当者の 

研究室等 
国際交流センター（３号館４階） 

備考 

事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

受講者が小人数の場合、要望を取り入れながら授業を行います。 

議論を行ううえで不明な語彙や表現がある場合は教師が適宜サポート・フィードバックします。 

基
礎
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科目名 専門日本語ＦⅠ 科目名（英文） Japanese for Specific Purposes FI 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 塩谷 尚子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO1322a1 

 

授業概要・ 

目的 
相手との関係や話す／書く目的、使用する媒体に応じた適切な話し方／書き方ができるようになることを目指す。 

到達目標 
・相手との関係に応じて話せる／書ける。 

・使用媒体に応じた話し方／書き方ができる。 

授業方法と 

留意点 
授業では、E メールの書き方、自己 PR の書き方、話の展開のさせ方を扱い、解説と練習を中心に進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
相手との関係、伝達内容、使用媒体に応じた適切な話し方／書き方ができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の説明、様々なコミュニケーション

ツールとその使用 
様々なコミュニケーションの形式の復習 

2 E メールの書き方１ E メールの基本 E メールで使われる形式、表現等の復習 

3 E メールの書き方２ レポート提出のメール レポート提出に必要な語彙、表現の復習 

4 E メールの書き方３ 依頼メール１ 依頼メールに必要な語彙、表現の復習 

5 E メールの書き方４ 依頼メール２ 依頼メールの書き方の復習 

6 E メールの書き方５ 問い合わせ／質問メール 問い合わせ、質問メールで必要な語彙、表現の復習 

7 話し方１ 話題の変え方 話題を変える時に必要な語彙、表現の復習 

8 話し方２ 話の終わらせ方 話の終わらせ方で必要な語彙、表現の復習 

9 話し方３ 話の広げ方 話の広げ方で必要な語彙、表現の復習 

10 自己 PR１ 自己 PR とは何か 自己 PR で必要な項目を復習 

11 自己 PR２ 自己 PR 例の検討、修正１ 自己 PR で必要な語彙、表現の復習 

12 自己 PR３ 自己 PR 例の検討、修正２ 自己 PR で必要な語彙、表現の復習 

13 自己 PR４ 自分の自己 PR を書く１ 自己 PR で必要な形式、書き方の復習 

14 自己 PR５ 自分の自己 PR を書く２ 自己 PR の書き方の復習 

15 総復習 総復習 今学期で学んだことを振り返る。 

 

関連科目 専門日本語 FⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（50％）、提出物（50％） 

学生への 

メッセージ 
相手、内容、媒体に応じた効果的な話し方／書き方を勉強しましょう。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更する場合がある。 

(3)事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

基
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科目名 専門日本語ＦⅡ 科目名（英文） Japanese for Specific Purposes FII 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 塩谷 尚子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO2323a1 

 

授業概要・ 

目的 

相手との関係や話す・書く目的、使用する媒体に応じた適切な話し方・書き方ができるようになることを目指す。 

ビジネス場面で使用する日本語表現、異文化ビジネスコミュニケーションについて学ぶ。 

到達目標 

相手との関係や話す・書く目的、使用する媒体に応じた適切な話し方・書き方ができる。 

ビジネス場面で使用する日本語表現を理解し、使用することができる。 

異文化ビジネスコミュニケーションについて理解できる。 

授業方法と 

留意点 
教師が準備した資料及びタスクシートをもとに講義、ディスカッション等を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 

ビジネス日本語・ビジネスマナー・日本の会社についての知識を得ることによって 

日本での就職活動及び就職に必要な知識やスキルを身につけることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

日本語のレベルチェック 
授業の説明 授業で確認した語彙、表現の復習 

2 
ビジネス日本語１ 

聞く・話す 

ビジネス場面の会話 

表現、敬語 

ビジネス場面で必要な表現、敬語の復習 

授業で提示した課題 

3 
ビジネス日本語２ 

聞く・話す 

ビジネス場面の会話 

表現、敬語 

ビジネス場面で必要な表現、敬語の復習 

授業で提示した課題 

4 
ビジネス日本語３ 

聞く・話す 

ビジネス場面の会話 

表現、敬語 

ビジネス場面で必要な表現、敬語の復習 

授業で提示した課題 

5 
ビジネス日本語４ 

読む 

速読、精読 

内容理解 

文章に出てきた語彙、表現の復習 

授業で提示した課題 

6 
ビジネス日本語５ 

読む 

速読、精読 

内容理解 

文章に出てきた語彙、表現の復習 

授業で提示した課題 

7 
ビジネス日本語６ 

書く 
ビジネス文書の書き方 

ビジネス文書の形式、表現の復習 

授業で提示した課題 

8 
ビジネス日本語７ 

書く 
E メールの書き方 

ビジネスにおける E メールに必要な形式、書き方の

復習 

授業で提示した課題 

9 ビジネス日本語８ 履歴書の書き方 
履歴書を書く時に必要な表現の復習 

授業で提示した課題 

10 ビジネスマナー 異文化ビジネスコミュニケーション 

異文化ビジネスコミュニケーションで必要な項目、

表現の復習 

授業で提示した課題 

11 日本の会社１ 

日本の会社の場面が出てくるドラマ視

聴 

内容についてディスカッション 

授業で確認した語彙、表現等の復習 

授業で提示した課題 

12 日本の会社２ 

日本の会社の場面が出てくるドラマ視

聴 

内容についてディスカッション 

授業で確認した語彙、表現等の復習 

授業で提示した課題 

13 日本の会社３ 

日本の会社の場面が出てくるドラマ視

聴 

内容についてディスカッション 

授業で確認した語彙、表現等の復習 

授業で提示した課題 

14 日本の会社と仕事 
仕事に関するドラマを視聴し、内容をま

とめる。また、内容について話し合う。 
授業で確認した語彙、表現等の復習 

15 総復習・確認テスト 総復習 今学期で学んだことを振り返る。 

 

関連科目 専門日本語 FⅠ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業の参加度（10%）、課題（30％）、テスト（60％）により総合的に判断する。 

学生への 

メッセージ 
授業では積極的に発言することが求められます。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階（非常勤講師室） 

備考 
(1)事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

(2)授業進度及び参加学生のニーズによって授業内容が多少変更することがある。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語会話ＦⅠ 科目名（英文） Japanese Conversation FI 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 古川 由理子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO1324a1 

 

授業概要・ 

目的 
講義を理解する際に役立つメモの取り方を学ぶと同時に、アカデミック場面における口頭発表のスキルを養う。 

到達目標 
まとまりのある話を聞いて、適切にメモを取ることができる。 

適切な表現を用いて、論理的かつわかりやすい発表ができる。 

授業方法と 

留意点 
さまざまなテーマに関する話を聞き、聞きとった内容をメモした後、その内容について発表する。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
授業概要説明 

ウォーミングアップ 

授業の進め方、自己紹介 

メモの取り方を学ぶ 
自己紹介での語彙や文体の選び方を復習する 

2 トピック 1-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

3 トピック 1-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

4 トピック 2-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

5 トピック 2-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

6 トピック 3-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

7 トピック 3-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

8 トピック 4-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

9 トピック 4-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

10 トピック 5-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

11 トピック 5-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

12 発表資料の作り方 発表資料の作り方について学ぶ 発表テーマを決めておく 

13 発表準備１ 発表資料の作成 発表資料の作成（残り） 

14 発表準備２ 発表資料の修正 発表練習（文体に気を付ける） 

15 口頭発表 

発表 

質疑応答 

振り返り 

質疑応答の仕方について復習する 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業において課される課題 30%、授業への取り組み 30%、口頭発表 40%で判断する。 

学生への 

メッセージ 

受講生の日本語レベル等によって内容を変更することがあります。 

これまでの日本語教育の経験を生かし、受講生の希望によって、適宜、授業内容を変更します。 

担当者の 

研究室等 
外国語学部非常勤講師講師室（7 号館 2 階） 

備考 
事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

試験は、最終授業日の前週に行ない、最終授業日にフィードバックを行なう。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語会話ＦⅡ 科目名（英文） Japanese Conversation FII 

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 古川 由理子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング FFO2325a1 

 

授業概要・ 

目的 
講義を理解する際に役立つメモの取り方を学ぶと同時に、アカデミック場面における口頭発表のスキルを養う。 

到達目標 
まとまりのある話を聞いて、適切にメモを取ることができる。 

適切な表現を用いて、論理的かつわかりやすい発表ができる。 

授業方法と 

留意点 
さまざまなテーマに関する話を聞き、聞きとった内容をメモした後、その内容について発表する。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
授業概要説明 

ウォーミングアップ 

授業の進め方、自己紹介 

メモの取り方を学ぶ 
自己紹介での語彙や文体の選び方を復習する 

2 トピック 1-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

3 トピック 1-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

4 トピック 2-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

5 トピック 2-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

6 トピック 3-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

7 トピック 3-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

8 トピック 4-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

9 トピック 4-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

10 トピック 5-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

11 トピック 5-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

12 発表資料の作り方 発表資料の作り方について学ぶ 発表テーマを決めておく 

13 発表準備１ 発表資料の作成 発表資料の作成（残り） 

14 発表準備２ 発表資料の修正 発表練習（文体に気を付ける） 

15 口頭発表 

発表 

質疑応答 

振り返り 

質疑応答の仕方について復習する 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業において課される課題 30%、授業への取り組み 30%、口頭発表 40%で判断する。 

学生への 

メッセージ 

受講生の日本語レベル等によって内容を変更することがあります。 

これまでの日本語教育の経験を生かし、受講生の希望によって、適宜、授業内容を変更します。 

担当者の 

研究室等 
外国語学部非常勤講師講師室（7 号館 2 階） 

備考 
事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

試験は、最終授業日の前週に行ない、最終授業日にフィードバックを行なう。 

基
礎
科
目
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科目名 日本事情ＲⅠ 科目名（英文） Japanese Culture and Society RI 

学部 学部共通 学科 帰国学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 門脇 薫 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1△,DP2○,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP2△,DP4

△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング RRE1326a1 

 

授業概要・ 

目的 

日本文化・社会について、日本映画を視聴して観察したり考察したりします。またテキストの講読、映画の台詞や使われている場面から日本語の

文法や表現についても学びます。 

到達目標 
日本文化・社会について観察し、自国の文化・社会及び他の受講生の国の文化・社会と比較考察し、様々なテーマについて日本語で自分の考えが

表現できることを目標とします 

授業方法と 

留意点 

各映画について次のように進めます。（１）映画についての情報・その他背景知識について説明 （２）映画の場面をいくつか視聴：内容理解・

練習問題・その他の各種タスク問題 （３）テーマについてディスカッション （４）「書く」練習 

科目学習の 

効果（資格） 
自然な日本語の表現・文法事項の習得、異文化理解、異文化に対する見方・態度 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス・日本語レベルの

チェック 
授業の概要・進め方について・スピーチ 

テキスト予習（11 章 2 ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）（1.5 時間） 

2 映画１：テーマ「職業」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テキスト予習（11 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

3 映画１：テーマ「職業」 内容理解、タスク 

テキスト予習（11 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

4 映画１：テーマ「職業」 タスク、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

5 映画２：テーマ「家族」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(計２時間） 

6 映画２：テーマ「家族」 内容理解、タスク 

テキスト予習（４章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

7 映画２：テーマ「家族」 タスク、ディスカッション 

プリントの課題、発表準備 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

8 テーマ１・２に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（10 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）(計２時

間） 

9 
映画３：テーマ「子どもと社

会」 

映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（10 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(計２時間） 

10 
映画３：テーマ「子どもと社

会」 
内容理解、タスク 

テキスト予習（10 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

11 
映画３：テーマ「子どもと社

会」 
タスク、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

12 映画４：「ジェンダー」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

13 映画４：「ジェンダー」 内容理解、タスク 

テキスト予習（４章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

14 映画４：「ジェンダー」 タスク、ディスカッション 

プリントの課題、発表準備 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

15 テーマ３・４に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション 
テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

 

関連科目 日本語読解、日本語文法、日本語表現作文 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 映画で日本文化を学ぶ人のために 窪田守弘編 世界思想社 

2    

3    

基
礎
科
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参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 映画でジャパニーズ 窪田守弘編 南雲堂フェニックス 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
各課題及びレポート（80%),授業への参加度（20%）により総合的に評価します。 

学生への 

メッセージ 

映画を見ながら楽しく日本語・日本文化について学びましょう！  

海外、日本国内の日本語教育機関で多様な外国人日本語学習者に教えた経験を生かし、具体的に解説をしながら、インタラクティブに授業を進め

ていきます。 

担当者の 

研究室等 
７号館４階(門脇研究室) 

備考 提出されたレポートについては次の授業時間にフィードバックする。 

基
礎
科
目
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科目名 日本事情ＲⅡ 科目名（英文） Japanese Culture and Society RII 

学部 学部共通 学科 帰国学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 門脇 薫 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1△,DP2○,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP2△,DP4

△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング RRE2327a1 

 

授業概要・ 

目的 

日本文化・社会について、日本映画を視聴して観察したり考察したりします。またテキストの講読、映画の台詞や使われている場面から日本語の

文法や表現についても学びます。 

到達目標 
日本文化・社会について観察し、自国の文化・社会及び他の受講生の国の文化・社会と比較考察し、様々なテーマについて日本語で自分の考えが

表現できることを目標とします 

授業方法と 

留意点 

各映画について次のように進めます。（１）映画についての情報・その他背景知識について説明 （２）映画の場面をいくつか視聴：内容理解・

練習問題・その他の各種タスク問題 （３）テーマについてディスカッション （４）「書く」練習 

科目学習の 

効果（資格） 
自然な日本語の表現・文法事項の習得、異文化理解、異文化に対する見方・態度 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス・日本語レベルの

チェック 
授業の概要・進め方について・スピーチ 

テキスト予習（2 ページ分読んで内容を理解する。

漢字の読み方、語彙の意味を調べる）（1.5 時間） 

2 映画１：テーマ「民族」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テキスト予習（２～3 ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プリン

トの課題(1.5 時間） 

3 映画１：テーマ「民族」 内容理解、タスク 

テキスト予習（２～3 ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プリン

トの課題(1.5 時間） 

4 映画１：テーマ「民族」 タスク、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

5 映画２：テーマ「教育」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（11 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(計２時間） 

6 映画２：テーマ「教育」 内容理解、タスク 

テキスト予習（11 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

7 映画２：テーマ「教育」 タスク、ディスカッション 

プリントの課題、発表準備 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

8 テーマ１・２に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（2 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）(計２時

間） 

9 
映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」 

映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（2 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(計２時間） 

10 
映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」 
内容理解、タスク 

テキスト予習（2 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

11 
映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」 
タスク、ディスカッション 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（10 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

12 映画４：「高齢化社会」 
映画についての情報・背景解説、内容理

解 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 

テキスト予習（10 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計 2

時間） 

13 映画４：「高齢化社会」 内容理解、タスク 

テキスト予習（10 章２～3 ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題(1.5 時間） 

14 映画４：「高齢化社会」 タスク、ディスカッション 

プリントの課題、発表準備 

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

15 テーマ３・４に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション 
テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）(計２時間） 

 

関連科目 日本語読解、日本語文法、日本語表現作文 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 映画で日本文化を学ぶ人のために 窪田守弘編 世界思想社 

2    

3    

基
礎
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参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 映画でジャパニーズ 窪田守弘編 南雲堂フェニックス 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
各課題及びレポート（80%),授業への参加度（20%）により総合的に評価します。 

学生への 

メッセージ 

映画を見ながら楽しく日本語・日本文化について学びましょう！  

海外、日本国内の日本語教育機関での多様な外国人日本語学習者に教えた経験を生かし、具体的に解説しながらインタラクティブに授業を進めて

いきます。 

担当者の 

研究室等 
７号館４階(門脇研究室) 

備考 提出されたレポートについては次の授業時間にフィードバックする。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語読解Ｒ 科目名（英文） Japanese Reading R 

学部 学部共通 学科 帰国学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング RRE1328a1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業では様々な分野の一般書を読み、内容を文章にまとめたり、口頭で説明したりすることを通して理解を深めながら読解力の向上を目指す。

また、読解を通して語彙力アップを図るとともに、文章を音読することによって漢字の読みに強くなることを目指す。 

到達目標 

・読んだ文章の内容をまとめて書く／話すことができる。 

・語彙力をつける。 

・一般書レベルの漢字が読める。 

授業方法と 

留意点 

・授業では、各自で文章を読んだ後、音読し、漢字の読みを確認する。その後、内容を確認する。また、読んだ内容を要約したり、口頭で説明す

る練習を行う。 

・語彙力アップのため、語彙の小テストを行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
専門分野の文章を読むための読解力の基礎が身につく 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション 

「早朝時間」のフル活用で成

功した人たち 

授業の進め方の説明 

読解、内容理解 
復習 

2 渡り鳥はなぜ迷わない？ 読解、内容理解、内容をまとめる練習 復習 

3 フリーズする脳 読解、内容理解、内容をまとめる練習 復習 

4 「科学」の定義① 読解、内容理解 復習 

5 「科学」の定義② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

6 現代の若者のマナー① 読解、内容理解 復習 

7 現代の若者のマナー② 
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク 
復習 

8 親孝行な男の子 読解、内容理解、タスク 復習 

9 言語と文化① 読解、内容理解 復習 

10 言語と文化② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

11 ローソクの進化① 読解、内容理解 復習 

12 ローソクの進化① 
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク 
復習 

13 「割り勘」は当然？① 読解、内容理解 復習 

14 「割り勘」は当然？② 
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク 
復習 

15 総復習 総復習 復習 

 

関連科目 日本語読解 FⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（40％）、提出物（30％）、小テスト（30％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。専門分野の文章を読むための基礎力を身につけましょう！ 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。 

(3)新出語彙の確認など学習時間の目安は毎週１時間。 

(4)小テストの FB に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。 

基
礎
科
目

671



摂南大学シラバス 2019 

科目名 日本語文法Ｒ 科目名（英文） Japanese Grammar R 

学部 学部共通 学科 帰国学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング RRE1329a1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業では、中上級～上級の文法項目を取り上げる。文法項目の用法を確認し、その文法項目が使われている会話を聞いたり、作文や会話をし

たりすることを通して、適切に使えるようになることを目指す。随時、小テストを行う。 

到達目標 中上級～上級の文法項目が運用できる。 

授業方法と 

留意点 
教員による解説と練習を繰り返しながら進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
高度な日本語運用能力 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

涙 

授業の進め方の説明 

文法項目の解説と練習 
復習 

2 統計と数字① 文法項目の解説と練習 復習 

3 統計と数字② 文法項目の解説と練習 復習 

4 背理法① 文法項目の解説と練習 復習 

5 背理法② 文法項目の解説と練習 復習 

6 「待つ」こと① 文法項目の解説と練習 復習 

7 「待つ」こと② 文法項目の解説と練習 復習 

8 ついでに何をする？① 文法項目の解説と練習 復習 

9 ついでに何をする？② 文法項目の解説と練習 復習 

10 ウイルス発見！① 文法項目の解説と練習 復習 

11 ウイルス発見！② 文法項目の解説と練習 復習 

12 大学で学ぶこと① 文法項目の解説と練習 復習 

13 大学で学ぶこと② 文法項目の解説と練習 復習 

14 何のために「学ぶ」のか 文法項目の解説と練習 復習 

15 総復習 総復習 復習 

 

関連科目 日本語文法 FⅠ、日本語読解 FⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（40％）、提出物（30％）、小テスト（30％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。日本語のレベルアップを目指して勉強しましょう！ 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。 

(3)授業内で使用したプリントを使い文法の確認（復習）。目安は毎週１時間。 

(4)小テストの FB に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語表現作文Ｒ 科目名（英文） Japanese Reading and Writing R 

学部 学部共通 学科 帰国学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 佐々木 成美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング RRE1330a1 

 

授業概要・ 

目的 
この授業ではレポートや論文の基礎を学び、レポート・論文の文体と書き方を身につけることを目指す。 

到達目標 

・レポート・論文の文体で書ける。 

・読んだ内容を要約できる。 

・段落分けして書ける。 

・経過説明、分類、定義など、書きたい内容に合う表現を使って書ける。 

・信頼性の高い資料を集め、ルールを守って引用できる。 

授業方法と 

留意点 
授業では、レポートや論文の書き方について解説し、書く練習を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
レポートや論文を書くための基礎力を身につける。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

日本語の文体 

授業についての説明 

日本語の文体について学ぶ 
復習 

2 レポート・論文の文体 レポート・論文に使われる文体を学ぶ 復習 

3 記号の使い方 句読点、各種記号の使い方を学ぶ 復習 

4 段落① 段落構成について学ぶ 復習 

5 段落② 実践練習 
復習 

作文課題 

6 経過説明① 経過説明の書き方を学ぶ 復習 

7 経過説明② 実践練習 
復習 

作文課題 

8 分類 「分類」をする文の書き方を学ぶ 復習 

9 定義 定義の書き方を学ぶ 復習 

10 分類・定義 実践練習 
復習 

作文課題 

11 引用 引用の書き方を学ぶ 復習 

12 要約① 要約の書き方を学ぶ 復習 

13 要約② 実践練習 
復習 

作文課題 

14 資料の利用 資料の利用方法を学ぶ 復習 

15 総復習 総復習 復習 

 

関連科目 日本語表現作文 FⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（50％）、提出物（50％） 

学生への 

メッセージ 
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。レポートや論文の書き方を一緒に勉強しましょう。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更する場合がある。 

(3)作文やレポートなどの書き方の形式の確認および文法など学習時間の目安は毎週１時間。 

(4)提出物に関しては、提出物の内容を確認後説明を行う。 

基
礎
科
目
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科目名 日本語総合Ｒ 科目名（英文） Comprehensive Japanese R 

学部 学部共通 学科 帰国学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 藤原 京佳 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング RRE1331a1 

 

授業概要・ 

目的 
日本や国際社会における社会・時事問題への理解を深めると同時に、問題について日本語で議論する能力を伸ばす。 

到達目標 
１．社会的な問題について論理的に自分の意見を述べることができる。 

２．他者の意見に耳を傾け、建設的に議論を進めていくことができる。 

授業方法と 

留意点 

日本・国際社会の問題に関するニュースや新聞（生教材）を使い、話し合う。 

コースの後半は学生各自が興味のある話題を持ち寄って、話し合う。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 トピック① 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

2 トピック② 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

3 トピック③ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

4 トピック④ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

5 トピック⑤ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

6 トピック⑥ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

7 トピック⑦ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

8 トピック⑧ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

9 学生持ち寄りのトピック① 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

10 学生持ち寄りのトピック② 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

11 学生持ち寄りのトピック③ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

12 学生持ち寄りのトピック⑤ 議論 
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する 

13 学生持ち寄りのトピック⑥ 議論 
翌週行う自分の持ち寄りトピックに関する資料収

集 

14 発表準備 
自分が持ち寄ったトピックをさらに絞

り込み、発表資料を作成する 
発表練習 

15 発表 

口頭発表 

質疑応答 

振り返り 

発表のフィードバックシートを用い、改善点等を確

認する 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業で課される課題 30%、授業への取り組み 30%、口頭発表 40％で判断する。 

学生への 

メッセージ 
受講生の日本語レベル等によって内容を変更することがあります。 

担当者の 

研究室等 
国際交流センター（３号館４階） 

備考 

事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

受講者が小人数の場合、要望を取り入れながら授業を行います。 

議論を行ううえで不明な語彙や表現がある場合は教師が適宜サポート・フィードバックします。 

基
礎
科
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科目名 専門日本語Ｒ 科目名（英文） Japanese for Specific Purposes R 

学部 学部共通 学科 帰国学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 塩谷 尚子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング RRE1332a1 

 

授業概要・ 

目的 
相手との関係や話す／書く目的、使用する媒体に応じた適切な話し方／書き方ができるようになることを目指す。 

到達目標 
・相手との関係に応じて話せる／書ける。 

・使用媒体に応じた話し方／書き方ができる。 

授業方法と 

留意点 
授業では、E メールの書き方、自己 PR の書き方、話の展開のさせ方を扱い、解説と練習を中心に進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
相手との関係、伝達内容、使用媒体に応じた適切な話し方／書き方ができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の説明、様々なコミュニケーション

ツールとその使用 
様々なコミュニケーションの形式の復習 

2 E メールの書き方１ E メールの基本 E メールで使われる形式、表現等の復習 

3 E メールの書き方２ レポート提出のメール レポート提出に必要な語彙、表現の復習 

4 E メールの書き方３ 依頼メール１ 依頼メールに必要な語彙、表現の復習 

5 E メールの書き方４ 依頼メール２ 依頼メールの書き方の復習 

6 E メールの書き方５ 問い合わせ／質問メール 問い合わせ、質問メールで必要な語彙、表現の復習 

7 話し方１ 話題の変え方 話題を変える時に必要な語彙、表現の復習 

8 話し方２ 話の終わらせ方 話の終わらせ方で必要な語彙、表現の復習 

9 話し方３ 話の広げ方 話の広げ方で必要な語彙、表現の復習 

10 自己 PR１ 自己 PR とは何か 自己 PR で必要な項目を復習 

11 自己 PR２ 自己 PR 例の検討、修正１ 自己 PR で必要な語彙、表現の復習 

12 自己 PR３ 自己 PR 例の検討、修正２ 自己 PR で必要な語彙、表現の復習 

13 自己 PR４ 自分の自己 PR を書く１ 自己 PR で必要な形式、書き方の復習 

14 自己 PR５ 自分の自己 PR を書く２ 自己 PR の書き方の復習 

15 総復習 総復習 今学期で学んだことを振り返る。 

 

関連科目 専門日本語 FⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での取り組み（50％）、提出物（50％） 

学生への 

メッセージ 
相手、内容、媒体に応じた効果的な話し方／書き方を勉強しましょう。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2 階（非常勤講師室） 

備考 

(1)授業外の質問等には、メールで対応する。 

(2)授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更する場合がある。 

(3)事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

基
礎
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科目名 日本語会話Ｒ 科目名（英文） Japanese Conversation R 

学部 学部共通 学科 帰国学生対象 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 古川 由理子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅲ○,Ⅳ○,R 科：A◎,A 科：C◎,M 科：B2◎,E 科：Ｆ○,C 科：Ⅲ○,Ⅵ○,L 科：DP1◎,DP7△,DP8△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：

DP2△,DP4△,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎,DP8△N：DP1◎,DP8△ 

科目ナンバリング RRE1333a1 

 

授業概要・ 

目的 
講義を理解する際に役立つメモの取り方を学ぶと同時に、アカデミック場面における口頭発表のスキルを養う。 

到達目標 
まとまりのある話を聞いて、適切にメモを取ることができる。 

適切な表現を用いて、論理的かつわかりやすい発表ができる。 

授業方法と 

留意点 
さまざまなテーマに関する話を聞き、聞きとった内容をメモした後、その内容について発表する。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
授業概要説明 

ウォーミングアップ 

授業の進め方、自己紹介 

メモの取り方を学ぶ 
自己紹介での語彙や文体の選び方を復習する 

2 トピック 1-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

3 トピック 1-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

4 トピック 2-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

5 トピック 2-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

6 トピック 3-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

7 トピック 3-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

8 トピック 4-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

9 トピック 4-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

10 トピック 5-1 
内容を聞き取りメモを取る 

発表に使われている表現を聞き取る 
授業で使用した語彙を復習し、覚える 

11 トピック 5-2 前回聞いた内容について発表する 
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する 

12 発表資料の作り方 発表資料の作り方について学ぶ 発表テーマを決めておく 

13 発表準備１ 発表資料の作成 発表資料の作成（残り） 

14 発表準備２ 発表資料の修正 発表練習（文体に気を付ける） 

15 口頭発表 

発表 

質疑応答 

振り返り 

質疑応答の仕方について復習する 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業において課される課題 30%、授業への取り組み 30%、口頭発表 40%で判断する。 

学生への 

メッセージ 

受講生の日本語レベル等によって内容を変更することがあります。 

これまでの日本語教育の経験を生かし、受講生の希望によって、適宜、授業内容を変更します。 

担当者の 

研究室等 
外国語学部非常勤講師講師室（7 号館 2 階） 

備考 
事前事後学習時間の目安は毎週 1 時間。 

試験は、最終授業日の前週に行ない、最終授業日にフィードバックを行なう。 

基
礎
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科目名 英語Ⅲａ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 木村 理恵子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｆ）薬学準備教育

ユニット：（ ）薬学英語入門

一般目標：薬学を中心とした自然科学の分野で必要とされる英語の基礎力を身につけるために、「読む」「書く」「聞く」「話す」に関する基礎

的知識と技能を修得する。

【読む】、【書く】、【聞く・話す】本授業では、近年話題の幹細胞研究の変遷に関する話題を中心として、医薬品の開発の現状と課題、今後発

展する新しい医療について取り上げる。その中から、製薬企業や医療業界で就業する際に必要となる実践的な英語コミュニケーション能力や

語彙形成を目指す。

・予定する授業内容は授業計画の通りであるが、受講生の学習状況を考慮して進度や内容など調整することもある。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業の進め方についての説明

人体各部の名称について知り、英語で発音できる。
講義・演習 クラス演習

課題

病気の名前について英語で知り、発音できる。 講義・演習 提出物、クラス演習

課題

２回目の授業に引き続き、それぞれの病気の症状を英

語で表現する。

（

講義・演習 提出物、クラス演習

課題

病気の症状の表現を英語で確認し、発音できる。さら

に、詳しく症状について調べる。
講義・演習 提出物、クラス演習

病気の症状についての発表 講義・演習 クラス発表

課題

診療科・メディカルスタッフの名称、または医療現場

でよく使用される略語を知り、発音できる。
講義・演習 提出物、クラス演習

課題

薬の種類について英語で知り、発音できる。 講義・演習 提出物、クラス演習

課題

薬の種類についてさらに詳しく英語で知り、覚えるこ

とができる。
講義・演習 提出物、クラス演習

課題

薬の薬効説明について動詞を中心に英語で理解し、さ

らに調べる。
講義・演習 提出物、クラス演習

課題

前回に続き、薬の薬効説明について動詞を中心に英語

で理解し、さらに調べる。
講義・演習 提出物、クラス演習

薬効についての発表 講義・演習 クラス発表

課題

保険調剤薬局での英語慣用表現を確認する。 講義・演習 提出物、クラス演習

課題

薬の剤形と用法についての英語表現を確認し、発音で

きる。
講義・演習 提出物、クラス演習

課題

数値・単位等とその読み方を知る。 講義・演習 提出物、クラス演習

前期のまとめ 講義・演習 クラス演習

関連科目

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

プリント教材

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

薬剤師のための実践英会話 小宮山 貴子編著 じほう出版

評価の時期・

方法・基準
クラス発表（ ）、定期試験（ ）、クラス演習・提出物（ ）で総合的に評価します。具体的には授業で指示します。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

基
礎
科
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科目名 英語Ⅲｂ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 木村 理恵子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｆ）薬学準備教育

ユニット：（ ）薬学英語入門

一般目標：薬学を中心とした自然科学の分野で必要とされる英語の基礎力を身につけるために、「読む」「書く」「聞く」「話す」に関する基礎

的知識と技能を修得する。

【読む】、【書く】、【聞く・話す】本授業では、近年話題の幹細胞研究の変遷に関する話題を中心として、医薬品の開発の現状と課題、今後発

展する新しい医療について取り上げる。その中から、製薬企業や医療業界で就業する際に必要となる実践的な英語コミュニケーション能力や

語彙形成を目指す。

・予定する授業内容は授業計画の通りであるが、受講生の学習状況を考慮して進度や内容など調整することもある。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業の進め方についての説明

舌下錠の服用方法についてテキストから復習し、実際

に発音する。

講義・演習 クラス演習

課題

吸入薬の吸入方法についてテキストから復習し、さら

にさまざまな例を知る。
講義・演習 提出物、クラス演習

課題

ワーファリン服用中の食べ物に関する指導についてテ

キストから復習し、さらにビタミン について詳しく

知る。

講義・演習 提出物、クラス演習

課題

日光過敏症になりやすい薬についてテキストから復習

し、さらにさまざまな例を知る。
講義・演習 提出物、クラス演習

授業内レポート

薬アレルギーについてテキストから復習し、さらにど

のようなアレルギー反応が見られるかを調べる。

講義・演習 授業内レポート

課題

副作用の可能性の説明についてテキストから確認し、

さらに薬の副作用について調べる。
講義・演習 提出物、クラス演習

課題

薬の服用についてテキストから復習し、さらに

薬についての説明ができる準備をする。
講義・演習 提出物、クラス演習

課題

前回に引き続き、日本の薬局でみられる 薬、また

はその他の医療品を取り上げ、その説明を英語で行う。
講義・演習 提出物、クラス演習

薬についての発表 講義・演習 クラス内発表

課題

在宅患者へ薬を届けることについてテキストから確認

し、英会話を確認する。
講義・演習 提出物、クラス演習

課題

退院時服薬指導についてテキストから確認し、服薬指

導について必要な事柄を英語で確認する。
講義・演習 クラス発表

課題

薬に関する より
講義・演習 提出物、クラス演習

課題

薬に関する より
講義・演習 提出物、クラス演習

薬に関する からの知識を利用して授業内レポー

トを行う。
講義・演習 授業内レポート

後期のまとめ 講義・演習 クラス演習

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

プリント教材

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

薬剤師のための実践英会話 小宮山 貴子編著 じほう出版

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

評価の時期・

方法・基準
クラス発表・クラスレポート（ ）、定期試験（ ）、クラス演習・提出物（ ）で総合的に評価します。具体的には授業で指示します。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 中国語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ａ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 段 飛虹

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ピンインと四声による発音の基本を学び、基礎的な語彙や文法・文型を学ぶ。また、基本文型を使った日常会話の練習を重ねることで、中国

語学習における達成感を味わうことができる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

発音、ピンイン、単語を学ぶことができる。

・中国語の音節

・声調（アクセント）

・母音（単母音、複母音）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第１～２課の単

語とフレーズを流暢に読

み、また正確に書く練習を

すること。 、 、 、

正しく発音できる、ピンイン

と漢字が書ける。

発音、ピンイン、単語を学ぶことができる。

・子音（無気音と有気音、そり下音）

・母音（鼻母音）

・声調記号の付け方

・ｒ化音

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 ～ 課の単語

とフレーズを流暢に読み、

また正確に書く練習をする

こと。 、 、 、

正しく発音できる、ピンイン

と漢字が書ける。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・判断を表す「是（だ）」

・省略疑問文

・助詞「的（の」）

・会話（パーティーで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞構文の基本語順

・疑問詞疑問文

・選択疑問文

・会話（喫茶店で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第１ 課の復習をすることで、習ったものを身に付けること

ができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をすること。

単元テストの成績で評価す

る。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・年月日・曜日の言い方

・時刻の言い方

・連動文

・会話（昼休みに）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞「在」

・動詞「有①」

・年齢の言い方

・会話（倶楽部かジムで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・形容詞述語文

・助動詞「想（～たい）」

・時間量の言い方

・会話（キャンパスで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第 課の復習をすることで、習ったものを身に付けること

ができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞「有②」

・方位詞

・前置詞「従（から）、離（から、まで）」）

・会話（街角で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

会話を覚え、練習問題を解

答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動作の進行と状態持続を表す表現

・助動詞「会（できる）」

・助詞「過（～たことがある）」

・会話（パソコンの前で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

会話を覚え、練習問題を解

答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・量詞

・助動詞「能（することができる）、可以（～てよい）」

・前置詞「在（で）」

・会話（観光地の店で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第 課の復習をすることで、習ったものを身に付けるこ

とができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をするこ

と。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

関連科目

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

楽々学習 初級中国語 課 陳淑梅・胡興智 同学社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

中日辞典 第 版 北京商務印書館・小学館 小学館

評価の時期・

方法・基準
小テスト ％ 、単元テスト（ ％）と期末試験（ ％）で評価する。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
復習をしてこそはじめて力が付きます。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：松田 郁子

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：兪 鳴蒙

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

講義前の予習（テキストを読む。 時間 回）、

復習（講義プリントの重要事項をまとめる。 時間 回）、

自己学習（講義プリントに収載されている確認問題を解答する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 中国語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 松田 郁子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ピンインと四声による発音の基本を学び、基礎的な語彙や文法・文型を学ぶ。また、基本文型を使った日常会話の練習を重ねることで、中国

語学習における達成感を味わうことができる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

発音、ピンイン、単語を学ぶことができる。

・中国語の音節

・声調（アクセント）

・母音（単母音、複母音）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第１～２課の単

語とフレーズを流暢に読

み、また正確に書く練習を

すること。 、 、 、

正しく発音できる、ピンイン

と漢字が書ける。

発音、ピンイン、単語を学ぶことができる。

・子音（無気音と有気音、そり下音）

・母音（鼻母音）

・声調記号の付け方

・ｒ化音

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 ～ 課の単語

とフレーズを流暢に読み、

また正確に書く練習をする

こと。 、 、 、

正しく発音できる、ピンイン

と漢字が書ける。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・判断を表す「是（だ）」

・省略疑問文

・助詞「的（の」）

・会話（パーティーで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞構文の基本語順

・疑問詞疑問文

・選択疑問文

・会話（喫茶店で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第１ 課の復習をすることで、習ったものを身に付けること

ができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をすること。

単元テストの成績で評価す

る。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・年月日・曜日の言い方

・時刻の言い方

・連動文

・会話（昼休みに）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞「在」

・動詞「有①」

・年齢の言い方

・会話（倶楽部かジムで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・形容詞述語文

・助動詞「想（～たい）」

・時間量の言い方

・会話（キャンパスで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第 課の復習をすることで、習ったものを身に付けること

ができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞「有②」

・方位詞

・前置詞「従（から）、離（から、まで）」）

・会話（街角で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

会話を覚え、練習問題を解

答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動作の進行と状態持続を表す表現

・助動詞「会（できる）」

・助詞「過（～たことがある）」

・会話（パソコンの前で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

会話を覚え、練習問題を解

答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・量詞

・助動詞「能（することができる）、可以（～てよい）」

・前置詞「在（で）」

・会話（観光地の店で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第 課の復習をすることで、習ったものを身に付けるこ

とができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をするこ

と。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

関連科目

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

楽々学習 初級中国語 課 陳淑梅・胡興智 同学社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

中日辞典 第 版 北京商務印書館・小学館 小学館

評価の時期・

方法・基準
小テスト ％ 、単元テスト（ ％）と期末試験（ ％）で評価する。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
復習をしてこそはじめて力が付きます。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：段 飛虹

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：兪 鳴蒙

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

講義前の予習（テキストを読む。 時間 回）、

復習（講義プリントの重要事項をまとめる。 時間 回）、

自己学習（講義プリントに収載されている確認問題を解答する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 中国語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 兪 鳴蒙

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ピンインと四声による発音の基本を学び、基礎的な語彙や文法・文型を学ぶ。また、基本文型を使った日常会話の練習を重ねることで、中国

語学習における達成感を味わうことができる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

発音、ピンイン、単語を学ぶことができる。

・中国語の音節

・声調（アクセント）

・母音（単母音、複母音）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第１～２課の単

語とフレーズを流暢に読

み、また正確に書く練習を

すること。 、 、 、

正しく発音できる、ピンイン

と漢字が書ける。

発音、ピンイン、単語を学ぶことができる。

・子音（無気音と有気音、そり下音）

・母音（鼻母音）

・声調記号の付け方

・ｒ化音

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 ～ 課の単語

とフレーズを流暢に読み、

また正確に書く練習をする

こと。 、 、 、

正しく発音できる、ピンイン

と漢字が書ける。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・判断を表す「是（だ）」

・省略疑問文

・助詞「的（の」）

・会話（パーティーで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞構文の基本語順

・疑問詞疑問文

・選択疑問文

・会話（喫茶店で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第１ 課の復習をすることで、習ったものを身に付けること

ができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をすること。

単元テストの成績で評価す

る。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・年月日・曜日の言い方

・時刻の言い方

・連動文

・会話（昼休みに）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞「在」

・動詞「有①」

・年齢の言い方

・会話（倶楽部かジムで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・形容詞述語文

・助動詞「想（～たい）」

・時間量の言い方

・会話（キャンパスで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第 課の復習をすることで、習ったものを身に付けること

ができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞「有②」

・方位詞

・前置詞「従（から）、離（から、まで）」）

・会話（街角で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

会話を覚え、練習問題を解

答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動作の進行と状態持続を表す表現

・助動詞「会（できる）」

・助詞「過（～たことがある）」

・会話（パソコンの前で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

会話を覚え、練習問題を解

答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・量詞

・助動詞「能（することができる）、可以（～てよい）」

・前置詞「在（で）」

・会話（観光地の店で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第 課の復習をすることで、習ったものを身に付けるこ

とができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をするこ

と。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

関連科目
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教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

楽々学習 初級中国語 課 陳淑梅・胡興智 同学社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

中日辞典 第 版 北京商務印書館・小学館 小学館

評価の時期・

方法・基準
小テスト ％ 、単元テスト（ ％）と期末試験（ ％）で評価する。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
復習をしてこそはじめて力が付きます。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：段 飛虹

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：松田 郁子

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

講義前の予習（テキストを読む。 時間 回）、

復習（講義プリントの重要事項をまとめる。 時間 回）、

自己学習（講義プリントに収載されている確認問題を解答する。

基
礎
科
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科目名 中国語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 段 飛虹

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ピンインと四声による発音の基本を学び、基礎的な語彙や文法・文型を学ぶ。また、基本文型を使った日常会話の練習を行うことで、外国語

学習の達成感を味わうことができる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

発音とピンインを習うことができる。

・中国語の仕組み

・単母音

・声調（アクセント）とその付け方

・子音（１）

・複合母音

授業形式。自己学習： を

聞いて、第１～２課の発音

を練習すること。 ．

正しく発音できる。

発音、ピンイン、単語を習うことができる。

・子音（ ）

・鼻母音

・声調変化

・隔音記号

・ｒ化音

・声調の変化

・数字の読み方

・人称代名詞

授業形式。自己学習： を

聞いて、第１～２課の発音

を練習すること。 ．

正しく発音できる。数を数え

られる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・判断動詞「是」

・名前の尋ね方と答え方

・疑問詞疑問文

・副詞「也」

・会話（お名前は）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読める。

単語、文法、会話を習うことができる。

・動詞述語文

・助詞「的」

・疑問詞「 」

・会話（専攻は何ですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読める。

単語、文法、会話を習うことができる。

・所有を表す「有」

・指示代名詞

・年齢の尋ね方

・「几」と「多少」

・会話（何人家族ですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単元テスト （ ～ 課）の

準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・年月日

・語気助詞「 」

・選択質問文

・前置詞「在」

・会話（誕生日はいつですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・助動詞「想」

・形容詞述語文

・時間名詞

・「量詞」の用法

・会話（この辞書はいかがですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・場所代名詞と方位詞

・存在を表す「有」

・存在を表す「在」

・反復疑問文

・会話（学校の近くにコンビニがありますか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・連動文

・変化・語気の「了」

・動作の完了を表す「了」

・動作の「時間量」

・会話（お腹がすきましたか）

第 課の単語、会話を覚

え、練習問題を解答するこ

と。 、 、 ．

単元テスト （ ～ 課）の

準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・前置詞「从」「到」

・前置詞「離」

・疑問詞「怎 」

・助動詞「要」

・会話（家は学校から遠いですか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・動詞の進行を表す「在」

・「快～了」変化実現の表現

・動詞の重ね型

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。
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・助動詞「得」

・会話（何をしていますか）

単語、文法、会話を習うことができる。

・動作継続の「了」

・経験の「過」

・「是～的」構文

・会話（中国へ行ったことがありますか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答する。 、

、 ．

単元テスト （ ～ 課）

の準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・お金の言い方

・比較の表現

・「有点儿」と「一点儿」

・前置詞「給」

・会話（誰に買ってあげるのですか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

自然に身につく基礎中国語 劔重依子・杜金楓 朝日出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

中日辞典 第 版 北京商務印書館・小学館 小学館

評価の時期・

方法・基準
小テスト ％ 、単元テスト（ ％）と期末試験（ ％）で評価する。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
復習をしてこそはじめて力が付きます。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：松田 郁子

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：兪 鳴蒙

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

講義前の予習（テキストを読む。 時間 回）、

復習（講義プリントの重要事項をまとめる。 時間 回）、

自己学習（講義プリントに収載されている確認問題を解答する。
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科目名 中国語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 松田 郁子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ピンインと四声による発音の基本を学び、基礎的な語彙や文法・文型を学ぶ。また、基本文型を使った日常会話の練習を行うことで、外国語

学習の達成感を味わうことができる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

発音とピンインを習うことができる。

・中国語の仕組み

・単母音

・声調（アクセント）とその付け方

・子音（１）

・複合母音

授業形式。自己学習： を

聞いて、第１～２課の発音

を練習すること。 ．

正しく発音できる。

発音、ピンイン、単語を習うことができる。

・子音（ ）

・鼻母音

・声調変化

・隔音記号

・ｒ化音

・声調の変化

・数字の読み方

・人称代名詞

授業形式。自己学習： を

聞いて、第１～２課の発音

を練習すること。 ．

正しく発音できる。数を数え

られる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・判断動詞「是」

・名前の尋ね方と答え方

・疑問詞疑問文

・副詞「也」

・会話（お名前は）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読める。

単語、文法、会話を習うことができる。

・動詞述語文

・助詞「的」

・疑問詞「 」

・会話（専攻は何ですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読める。

単語、文法、会話を習うことができる。

・所有を表す「有」

・指示代名詞

・年齢の尋ね方

・「几」と「多少」

・会話（何人家族ですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単元テスト （ ～ 課）の

準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・年月日

・語気助詞「 」

・選択質問文

・前置詞「在」

・会話（誕生日はいつですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・助動詞「想」

・形容詞述語文

・時間名詞

・「量詞」の用法

・会話（この辞書はいかがですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・場所代名詞と方位詞

・存在を表す「有」

・存在を表す「在」

・反復疑問文

・会話（学校の近くにコンビニがありますか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・連動文

・変化・語気の「了」

・動作の完了を表す「了」

・動作の「時間量」

・会話（お腹がすきましたか）

第 課の単語、会話を覚

え、練習問題を解答するこ

と。 、 、 ．

単元テスト （ ～ 課）の

準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・前置詞「从」「到」

・前置詞「離」

・疑問詞「怎 」

・助動詞「要」

・会話（家は学校から遠いですか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・動詞の進行を表す「在」

・「快～了」変化実現の表現

・動詞の重ね型

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。
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・助動詞「得」

・会話（何をしていますか）

単語、文法、会話を習うことができる。

・動作継続の「了」

・経験の「過」

・「是～的」構文

・会話（中国へ行ったことがありますか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答する。 、

、 ．

単元テスト （ ～ 課）

の準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・お金の言い方

・比較の表現

・「有点儿」と「一点儿」

・前置詞「給」

・会話（誰に買ってあげるのですか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

自然に身につく基礎中国語 劔重依子・杜金楓 朝日出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

中日辞典 第 版 北京商務印書館・小学館 小学館

評価の時期・

方法・基準
小テスト ％ 、単元テスト（ ％）と期末試験（ ％）で評価する。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
復習をしてこそはじめて力が付きます。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：段 飛虹

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：兪 鳴蒙

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

講義前の予習（テキストを読む。 時間 回）、

復習（講義プリントの重要事項をまとめる。 時間 回）、

自己学習（講義プリントに収載されている確認問題を解答する。

基
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科目名 中国語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｆ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 兪 鳴蒙

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ピンインと四声による発音の基本を学び、基礎的な語彙や文法・文型を学ぶ。また、基本文型を使った日常会話の練習を行うことで、外国語

学習の達成感を味わうことができる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

発音とピンインを習うことができる。

・中国語の仕組み

・単母音

・声調（アクセント）とその付け方

・子音（１）

・複合母音

授業形式。自己学習： を

聞いて、第１～２課の発音

を練習すること。 ．

正しく発音できる。

発音、ピンイン、単語を習うことができる。

・子音（ ）

・鼻母音

・声調変化

・隔音記号

・ｒ化音

・声調の変化

・数字の読み方

・人称代名詞

授業形式。自己学習： を

聞いて、第１～２課の発音

を練習すること。 ．

正しく発音できる。数を数え

られる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・判断動詞「是」

・名前の尋ね方と答え方

・疑問詞疑問文

・副詞「也」

・会話（お名前は）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読める。

単語、文法、会話を習うことができる。

・動詞述語文

・助詞「的」

・疑問詞「 」

・会話（専攻は何ですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読める。

単語、文法、会話を習うことができる。

・所有を表す「有」

・指示代名詞

・年齢の尋ね方

・「几」と「多少」

・会話（何人家族ですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単元テスト （ ～ 課）の

準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・年月日

・語気助詞「 」

・選択質問文

・前置詞「在」

・会話（誕生日はいつですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・助動詞「想」

・形容詞述語文

・時間名詞

・「量詞」の用法

・会話（この辞書はいかがですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・場所代名詞と方位詞

・存在を表す「有」

・存在を表す「在」

・反復疑問文

・会話（学校の近くにコンビニがありますか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・連動文

・変化・語気の「了」

・動作の完了を表す「了」

・動作の「時間量」

・会話（お腹がすきましたか）

第 課の単語、会話を覚

え、練習問題を解答するこ

と。 、 、 ．

単元テスト （ ～ 課）の

準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・前置詞「从」「到」

・前置詞「離」

・疑問詞「怎 」

・助動詞「要」

・会話（家は学校から遠いですか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・動詞の進行を表す「在」

・「快～了」変化実現の表現

・動詞の重ね型

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。
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・助動詞「得」

・会話（何をしていますか）

単語、文法、会話を習うことができる。

・動作継続の「了」

・経験の「過」

・「是～的」構文

・会話（中国へ行ったことがありますか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答する。 、

、 ．

単元テスト （ ～ 課）

の準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・お金の言い方

・比較の表現

・「有点儿」と「一点儿」

・前置詞「給」

・会話（誰に買ってあげるのですか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

自然に身につく基礎中国語 劔重依子・杜金楓 朝日出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

中日辞典 第 版 北京商務印書館・小学館 小学館

評価の時期・

方法・基準
小テスト ％ 、単元テスト（ ％）と期末試験（ ％）で評価する。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
復習をしてこそはじめて力が付きます。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：段 飛虹

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：松田 郁子

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

講義前の予習（テキストを読む。 時間 回）、

復習（講義プリントの重要事項をまとめる。 時間 回）、

自己学習（講義プリントに収載されている確認問題を解答する。
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科目名 韓国語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ａ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 沈 明姫

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

不慣れな姿のハングルを知り韓国語を学ぶことで、日本語と韓国語のもつ類似点、そして同じ漢字文化圏なので、様々な言葉や表現の共通点

を発見することが出来る。隣の国、韓国を真の意味で近い国として実感し、韓国の歴史や文化に興味を深めることと、両国がより近い関係に

回復できるきっかけとなってほしいと望みます。外国語である日本語を習得する過程から得られた私の経験を踏まえ、初めて韓国語を学習す

る人でも楽しくやさしく学ぶことが出来るように心掛けます。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

韓国語とハングル文字について理解する。

韓国語の歴史、文字構成を

説明。

授業の進め方についてのガ

イダンス及び、

受講生の希望を伺うなど、

韓国語をめぐる受講生との

コミュニケーション。

ハングル１

基本母音 ６つ

基本子音 つを学ぶ。

子音一つ、母音一つを組み

合わせて３０文字を読み書

きする。そして３０文字で

できる単語を学ぶ。

ハングル２

重母音４つ、基本子音５つお勉強する。

ｐ１８単語テスト（発音記

号、意味）

これまで学んだ母音１０と

子音１０を組み合わせて１

００文字を読み書きの練習

１００文字を使った韓国語

の単語を学ぶ。

単語テスト

ハングル３、４

二重母音５つ、激音子音４つ、濃音子音 つを学び、単語を

勉強する。

ｐ２５単語テスト（発音記

号、意味）

テキストｐ．２８，２９、

３３、３５，３６

単語テスト

子音１９、母音１５を覚えよう１

ｐ２９，３０単語テスト（発

音記号、意味）

日本のひらがなの音をハン

グルで書いてみる。

自分の名前や家族、友達の

名前を書いてみる。

単語テスト

ひらがな表プリント

子音１９、母音１５を覚えよう２

ｐ３５単語テスト（発音記

号、意味）

ラインをとおしてハングル

による会話

単語テスト

ハングルによるアンケート提

出

二重母音残り６つ

韓国の外来語を読んで意味

を予測する。

ｐ３０の二重母音の単語の

読み書きの練習と意味調

べ。

単語テスト

外来語プリント提出

ハングル５ バッチム

バッチムの仕組みを勉強する。

ｐ３０単語テスト（発音記

号、意味）

日本語では使うことの無か

った発音を、細かく分析、

観察、理解し徹底して練習

する。

単語テスト

ハングル文字総合まとめ

韓国の映画を見て、耳から聞こえる韓国語を感じる。

バッチム前半単語テスト。

ｐ４３

国の名前や首都の名前を読

む。

二重母音の特に発音が難し

い単語を読む。

単語テスト

これまで文字を勉強する際に出てきた全ての単語をまとめて

総合単語テストの後、韓国の映画を見る。

ｐ ，２９，３０，３５，

３６，４３，４４の単語テ

スト

「カンナさん大成功で

す！」

単語テスト

韓国の映画を見る。

「カンナさん大成功で

す！」

音読テスト用の文書を配布

単語テスト

ｐ４７～５０

第６課 こんにちは。

～です ～ですかについて

勉強する。

種類の助詞表を書く

名前は何ですか。

職業は何ですか。

の会話の練習

各助詞を使った作文を提出

前期総合まとめ ～が、～はの助詞を使った 初めて会う人との簡単な挨拶

基
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作文をする。（プリント）

前期定期試験の準備

の会話プリントを提出

関連科目 韓国語基礎会話

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

美しい韓国語 １－１初級 教科書 韓国語教育開発研究院 ランゲージセンター

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

授業態度、提出物、小テスト ５０％

定期試験 ５０％

学生への

メッセージ

楽しく韓国語を習いましょう。積み重ねが大切ですので遅刻・欠席しないでください。安価で韓国へ渡航して、授業で学んだ韓国語を直接体

験したり、確認したりすれば、大学生活の最高の思い出になるでしょう！

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

講義前の予習（テキストを読む。 時間 ２回）

基
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科目名 韓国語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 小石 佳子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業は、学期の前半には、韓国語の文字を正確に発音し、書けるように練習すると同時に、挨拶を含む基本会話を楽しく勉強していけるよう

心掛ける。学期の後半には、韓国語の基本的な文法の勉強と練習に重点をおく。

授業の目標は、初めて韓国語を学ぶ学生を対象に、韓国語の発音、文法を学び、基本的な読み書きと簡単な会話ができるようにする。合わせ

て、韓国語の背景である韓国社会、文化、慣習についても触れていくことで、言葉の勉強だけでない、韓国についても学べる機会を提供した

い。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ガイダンスを通じて、授業の目標と進め方が分かるようにな

る。韓国語の基本である、母音が読めるようになる。

ガイダンス

発音と文字の仕組み①母音

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

子音と複合母音が読めるようになる。少し難しくなるが、バ

ッチムが分かるようになると、文字は読めるようになる。

発音と文字の仕組み②子音

と複合母音、パッチム 発

音の変化

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする、

会話の基本である、自己紹介と挨拶ができるようになる。職

業の名前を覚える。

自己紹介と挨拶①

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする、

出身を含むもう少し詳しい自己紹介が出来るようになる。地

名の勉強も合わせてする。

自己紹介と挨拶②

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

否定文、否定形の表現が使えるようになる。会話の幅が広が

る。

否定文と否定形について学

ぶ

ある ない、する しない

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

日本語の漢数詞に似ている表現の他に、韓国語固有の数詞に

ついても言えるようになる。時計の読みが出来るようになる。

漢数詞、固有数詞、時計の

読み方について学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

敬語は韓国語の勉強において大事な部分、敬語の表現が使え

るようになる。

敬語を学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

過去形が分かるようになる。会話の幅が広がるようになる。

過去形について学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

過去形の表現とリンクするが、現在進行形、未来形の表現が

身に付くと会話の幅がもっと広がるようになる。

現在進行形、未来形につい

て学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。
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ここまで勉強すると、簡単な会話はできるようになる。

可能 不可能の表現につい

て学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

内容的に徐々に難しくなるが、気持ちの表現ができるように

なる。

願望、禁止の表現について

学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

もっと難しくなるが、気持ちの表現の幅が広がるようになる。

義務、意志、推量の表現に

ついて学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

全体の纏めと定期テストを通じて、一学期の総括ができる。

簡単な読み書きと会話ができるようになる。

全体の纏め、定期テスト

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

「基礎から学ぶ」韓国語講座 初級 改訂版 木内明 国書刊行会

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

小テスト 筆記 、定期テスト として評価し、 点以上を合格とする。

小テストは 回実施予定。

学生への

メッセージ

欠席せず、積極的な参加をお願いしたい。授業中は受け身にならず、一緒に学んでいく姿勢を見せてほしい。特に予習は必要ないが、習った

ことはしっかり復讐して次回の授業に臨んでもらいたい。

担当者の

研究室等

備考、

事前・事後

学習課題

質問等は出講時に教室および非常勤講師室にて対応する 予習は特に必要ないが、平常授業に合わせて復習は 時間× 回 回の小テスト

対策として 時間× 回の自宅学習が最低必要になる。

基
礎
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科目名 韓国語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 周 相勳

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

世界で一番日本語に似ている言葉である韓国語だからこそ、日本人に一番学びやすい言葉でもある。

両言葉の共通点と相違点に注意しながら授業を進める。

ハングル文字の読み書きから初級レベルの日常会話が出来ることを目指していく。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ハングルの文字

基本母音や子音

ハングル文字の仕組みを理

解する
特になし

基本母音や子音 基本母音の文字を覚える 教科書 ｐ ６～１１

子音（激音と濃音）

複合母音
子音の発音変化を理解する 教科書 ｐ １２～１５

終声（パッチム）

発音変化
パッチムの区別練習 教科書 ｐ １６～１９

韓国人ですか。 自己紹介練習 教科書 ｐ ２０～２５

学生ですか

～は、

～です、

～ですか

教科書 ｐ ２８～３１

何時ですか。
時間の言い方

数詞を覚える
教科書 ｐ ３２～３５

野球選手ではありません。 ～ではありません 教科書 ｐ ３６～３９

これは何ですか。 指示代名詞を使った表現 教科書 ｐ ４０～４３

どこにありますか。
あります、

ありません
教科書 ｐ ４４～４９

何をしますか。
しますか、

します
教科書 ｐ ５０～５３

何時に起きますか。 一日の生活表現練習 教科書 ｐ ５４～５７

朝ご飯は食べません。 用言の否定形 教科書 ｐ ５８～６１

関連科目 韓国語

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

かんたん！韓国語 金殷模、権来順、宋貞喜 朝日出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験 ５０％

小テスト ３０％

提出物 ２０％

学生への

メッセージ
韓国旅行に行ってもハングル文字に戸惑わず、文字を読んだり基本会話が出来るよう韓国語を身に着けましょう！

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」
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科目名 韓国語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 沈 明姫

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

不慣れな姿のハングルを知り韓国語を学ぶことで、日本語と韓国語のもつ類似点、そして同じ漢字文化圏なので、様々な言葉や表現の共通点

を発見することが出来る。隣の国、韓国を真の意味で近い国として実感し、韓国の歴史や文化に興味を深めることと、両国がより近い関係に

回復できるきっかけとなってほしいと望みます。外国語である日本語を習得する過程から得られた私の経験を踏まえ、初めて韓国語を学習す

る人でも楽しくやさしく学ぶことが出来るように心掛けます。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

韓国語とハングル文字について理解する。

韓国語の歴史、文字構成を

説明。

授業の進め方についてのガ

イダンス及び、

受講生の希望を伺うなど、

韓国語をめぐる受講生との

コミュニケーション。

ハングル１

基本母音 ６つ

基本子音 つを学ぶ。

子音一つ、母音一つを組み

合わせて３０文字を読み書

きする。そして３０文字で

できる単語を学ぶ。

ハングル２

重母音４つ、基本子音５つお勉強する。

ｐ１８単語テスト（発音記

号、意味）

これまで学んだ母音１０と

子音１０を組み合わせて１

００文字を読み書きの練習

１００文字を使った韓国語

の単語を学ぶ。

単語テスト

ハングル３、４

二重母音５つ、激音子音４つ、濃音子音 つを学び、単語を

勉強する。

ｐ２５単語テスト（発音記

号、意味）

テキストｐ．２８，２９、

３３、３５，３６

単語テスト

子音１９、母音１５を覚えよう１

ｐ２９，３０単語テスト（発

音記号、意味）

日本のひらがなの音をハン

グルで書いてみる。

自分の名前や家族、友達の

名前を書いてみる。

単語テスト

ひらがな表プリント

子音１９、母音１５を覚えよう２

ｐ３５単語テスト（発音記

号、意味）

ラインをとおしてハングル

による会話

単語テスト

ハングルによるアンケート提

出

二重母音残り６つ

韓国の外来語を読んで意味

を予測する。

ｐ３０の二重母音の単語の

読み書きの練習と意味調

べ。

単語テスト

外来語プリント提出

ハングル５ バッチム

バッチムの仕組みを勉強する。

ｐ３０単語テスト（発音記

号、意味）

日本語では使うことの無か

った発音を、細かく分析、

観察、理解し徹底して練習

する。

単語テスト

ハングル文字総合まとめ

韓国の映画を見て、耳から聞こえる韓国語を感じる。

バッチム前半単語テスト。

ｐ４３

国の名前や首都の名前を読

む。

二重母音の特に発音が難し

い単語を読む。

単語テスト

これまで文字を勉強する際に出てきた全ての単語をまとめて

総合単語テストの後、韓国の映画を見る。

ｐ ，２９，３０，３５，

３６，４３，４４の単語テ

スト

「カンナさん大成功で

す！」

単語テスト

韓国の映画を見る。

「カンナさん大成功で

す！」

音読テスト用の文書を配布

単語テスト

ｐ４７～５０

第６課 こんにちは。

～です ～ですかについて

勉強する。

種類の助詞表を書く

名前は何ですか。

職業は何ですか。

の会話の練習

各助詞を使った作文を提出

前期総合まとめ ～が、～はの助詞を使った 初めて会う人との簡単な挨拶

基
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作文をする。（プリント）

前期定期試験の準備

の会話プリントを提出

関連科目 韓国語基礎会話

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

美しい韓国語 １－１初級 教科書 韓国語教育開発研究院 ランゲージセンター

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

授業態度、提出物、小テスト ５０％

定期試験 ５０％

学生への

メッセージ

楽しく韓国語を習いましょう。積み重ねが大切ですので遅刻・欠席しないでください。安価で韓国へ渡航して、授業で学んだ韓国語を直接体

験したり、確認したりすれば、大学生活の最高の思い出になるでしょう！

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

講義前の予習（テキストを読む。 時間 ２回）

基
礎
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科目名 韓国語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 小石 佳子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業は、学期の前半には、韓国語の文字を正確に発音し、書けるように練習すると同時に、挨拶を含む基本会話を楽しく勉強していけるよう

心掛ける。学期の後半には、韓国語の基本的な文法の勉強と練習に重点をおく。

授業の目標は、初めて韓国語を学ぶ学生を対象に、韓国語の発音、文法を学び、基本的な読み書きと簡単な会話ができるようにする。合わせ

て、韓国語の背景である韓国社会、文化、慣習についても触れていくことで、言葉の勉強だけでない、韓国についても学べる機会を提供した

い。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ガイダンスを通じて、授業の目標と進め方が分かるようにな

る。韓国語の基本である、母音が読めるようになる。

ガイダンス

発音と文字の仕組み①母音

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

子音と複合母音が読めるようになる。少し難しくなるが、バ

ッチムが分かるようになると、文字は読めるようになる。

発音と文字の仕組み②子音

と複合母音、パッチム 発

音の変化

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする、

会話の基本である、自己紹介と挨拶ができるようになる。職

業の名前を覚える。

自己紹介と挨拶①

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする、

出身を含むもう少し詳しい自己紹介が出来るようになる。地

名の勉強も合わせてする。

自己紹介と挨拶②

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

否定文、否定形の表現が使えるようになる。会話の幅が広が

る。

否定文と否定形について学

ぶ

ある ない、する しない

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

日本語の漢数詞に似ている表現の他に、韓国語固有の数詞に

ついても言えるようになる。時計の読みが出来るようになる。

漢数詞、固有数詞、時計の

読み方について学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

敬語は韓国語の勉強において大事な部分、敬語の表現が使え

るようになる。

敬語を学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

過去形が分かるようになる。会話の幅が広がるようになる。

過去形について学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

過去形の表現とリンクするが、現在進行形、未来形の表現が

身に付くと会話の幅がもっと広がるようになる。

現在進行形、未来形につい

て学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。
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ここまで勉強すると、簡単な会話はできるようになる。

可能 不可能の表現につい

て学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

内容的に徐々に難しくなるが、気持ちの表現ができるように

なる。

願望、禁止の表現について

学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

もっと難しくなるが、気持ちの表現の幅が広がるようになる。

義務、意志、推量の表現に

ついて学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

全体の纏めと定期テストを通じて、一学期の総括ができる。

簡単な読み書きと会話ができるようになる。

全体の纏め、定期テスト

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

「基礎から学ぶ」韓国語講座 初級 改訂版 木内明 国書刊行会

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

小テスト 筆記 、定期テスト として評価し、 点以上を合格とする。

小テストは 回実施予定。

学生への

メッセージ

欠席せず、積極的な参加をお願いしたい。授業中は受け身にならず、一緒に学んでいく姿勢を見せてほしい。特に予習は必要ないが、習った

ことはしっかり復讐して次回の授業に臨んでもらいたい。

担当者の

研究室等

備考、

事前・事後

学習課題

質問等は出講時に教室および非常勤講師室にて対応する 予習は特に必要ないが、平常授業に合わせて復習は 時間× 回 回の小テスト

対策として 時間× 回の自宅学習が最低必要になる。

基
礎
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科目名 韓国語 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｆ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 周 相勳

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

世界で一番日本語に似ている言葉である韓国語だからこそ、日本人に一番学びやすい言葉でもある。

両言葉の共通点と相違点に注意しながら授業を進める。

ハングル文字の読み書きから初級レベルの日常会話が出来ることを目指していく。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ハングルの文字

基本母音や子音

ハングル文字の仕組みを理

解する
特になし

基本母音や子音 基本母音の文字を覚える 教科書 ｐ ６～１１

子音（激音と濃音）

複合母音
子音の発音変化を理解する 教科書 ｐ １２～１５

終声（パッチム）

発音変化
パッチムの区別練習 教科書 ｐ １６～１９

韓国人ですか。 自己紹介練習 教科書 ｐ ２０～２５

学生ですか

～は、

～です、

～ですか

教科書 ｐ ２８～３１

何時ですか。
時間の言い方

数詞を覚える
教科書 ｐ ３２～３５

野球選手ではありません。 ～ではありません 教科書 ｐ ３６～３９

これは何ですか。 指示代名詞を使った表現 教科書 ｐ ４０～４３

どこにありますか。
あります、

ありません
教科書 ｐ ４４～４９

何をしますか。
しますか、

します
教科書 ｐ ５０～５３

何時に起きますか。 一日の生活表現練習 教科書 ｐ ５４～５７

朝ご飯は食べません。 用言の否定形 教科書 ｐ ５８～６１

関連科目 韓国語

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

かんたん！韓国語 金殷模、権来順、宋貞喜 朝日出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験 ５０％

小テスト ３０％

提出物 ２０％

学生への

メッセージ
韓国旅行に行ってもハングル文字に戸惑わず、文字を読んだり基本会話が出来るよう韓国語を身に着けましょう！

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

基
礎
科
目

701



摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ア

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 山内 浩充

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・外国人の患者さんと対応できるように、また、海外で病気や事故にあった時に対応できるように、医療に関わる基礎的なリスニングとスピ

ーキングを身につける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ガイダンス 教科書を持参すること 観察記録・小テスト

薬局での会話

かぜの症状や、気分が悪い

ときの表現と、症状の尋ね

方を学習 （１）

観察記録・小テスト

薬局での会話

かぜの症状や、気分が悪い

ときの表現と、症状の尋ね

方を学習 （２）

観察記録・小テスト

薬局での会話

目や皮膚の症状を表す表現

と、薬効や薬の正しい使い

方を学習 （１）

観察記録・小テスト

薬局での会話

目や皮膚の症状を表す表現

と、薬効や薬の正しい使い

方を学習 （２）

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

アレルギーの有無の尋ね方

を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

薬歴の尋ね方を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

食事や嗜好品の尋ね方を学

習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

副作用の説明の仕方を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

薬の保管方法の説明の仕方

を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

会計のときの会話を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話
処方箋の受付時と引渡し時

の会話を学習 （１）
観察記録・小テスト

薬局での会話
処方箋の受付時と引渡し時

の会話を学習 （２）
観察記録・小テスト

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬剤師のための実践英会話 小宮山 貴子 じほう

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

講義中の観察記録（質疑応答、授業態度など）３０％と小テスト７０％で評価する。

点満点中、 点以上で合格。

学生への

メッセージ

新しい語句を積極的に覚えるように。

英語の学習には日々の積み重ねが必要ですので、怠らないように。

担当者の

研究室等
１号館２階、非常勤講師室

備考、 毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

基
礎
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事前・事後

学習課題

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
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科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス イ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 中道 英美子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・外国人の患者さんと対応できるように、また、海外で病気や事故にあった時に対応できるように、医療に関わる基礎的なリスニングとスピ

ーキングを身につける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ガイダンス 教科書を持参すること 観察記録・小テスト

薬局での会話

かぜの症状や、気分が悪い

ときの表現と、症状の尋ね

方を学習 （１）

観察記録・小テスト

薬局での会話

かぜの症状や、気分が悪い

ときの表現と、症状の尋ね

方を学習 （２）

観察記録・小テスト

薬局での会話

目や皮膚の症状を表す表現

と、薬効や薬の正しい使い

方を学習 （１）

観察記録・小テスト

薬局での会話

目や皮膚の症状を表す表現

と、薬効や薬の正しい使い

方を学習 （２）

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

アレルギーの有無の尋ね方

を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

薬歴の尋ね方を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

食事や嗜好品の尋ね方を学

習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

副作用の説明の仕方を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

薬の保管方法の説明の仕方

を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

会計のときの会話を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話
処方箋の受付時と引渡し時

の会話を学習 （１）
観察記録・小テスト

薬局での会話
処方箋の受付時と引渡し時

の会話を学習 （２）
観察記録・小テスト

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬剤師のための実践英会話 小宮山貴子 じほう

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
講義中の観察記録（質疑応答、授業態度など）５０％ と小テスト５０％で評価する。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
１号館２階、非常勤講師室

備考、

事前・事後

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に
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学習課題 て対応する。

基
礎
科
目

705



摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ウ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 ヘドリックⅢ ロイ

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

国際化が進む医療現場では、英会話のできる薬剤師が求められている。そこで、薬学領域の業務に必要とされる専門用語や英語表現を習得す

る。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション（授業の進め方、評価について

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
授業への参加、貢献（小テスト、課題、発表等）で総合的に評価します。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

指示に従って、しっかりと予習をし、休まずに積極的な態度で臨んでください。

毎授業に辞書を必ず持参すること。

自己学習課題については授業中に事前に指示します。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス エ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 皆本 智美

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・この授業では、医療にかかわる基礎的なリスニングとスピーキングの技能を身につける。日本人の薬剤師が外国人の患者と接する際に必要

な英語表現や、薬学領域の業務に必要とされる専門用語を習得する。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション
授業の進め方、評価方法な

どを説明する。

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

復習 復習、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

これまでの復習と理解度チ

ェックを行う。
、授業態度

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

南雲堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
授業内での発表と授業態度および理解度チェックで総合的に評価する。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

・毎回、テキストと英和辞書を持参してください。

基
礎
科
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・出席日数は平常点としません。

・授業内容・進度は、受講生の学習状況を考慮して調整することもあります。

基
礎
科
目
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科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス オ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 木村 理恵子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・医療に関わる基礎的な と を身につける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション
ソフトウエアの利用方法を

理解し、使えるようになる。
ソフトウエアの利用

服薬指導１（症状の聴解）

テキスト指定ページの発音

病気の症状を英語で聞いて

理解できる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導２（薬分野名の発音）

テキスト指定ページの発音

薬分野の名前を知り、日本

語を見ても英語で発音でき

る。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導３（薬分野名の発音）

テキスト指定ページの発音

前回と同様に薬分野の名前

を知り、日本語をみても英

語で発音できる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導４（薬分野名と実際の薬の発音）

テキスト指定ページの発音

覚えた薬分野の名前と実際

に利用されている薬の名前

を含めて患者さんに英語で

説明できる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導５（薬分野の簡単の説明発音）

テキスト指定ページの発音

薬の簡単な英語で説明をす

ることができる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

復習テスト１（リスニング・スピーキング） 復習テストの準備 復習テスト

服薬指導６（薬分野の簡単な説明発音）

テキスト指定ページの発音

６回目授業に引き続き薬の

簡単な説明を英語でするこ

とができる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導７（服用方法と注意事項）

テキスト指定ページの発音

服用方法と摂取時の注意事

項を英語で説明できる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導８（調剤薬局薬剤師の会話）

テキスト指定ページの発音

一般的な調剤薬局の薬剤師

が話す内容を英語で説明で

きる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導９（病院の薬剤師の会話）

テキスト指定ページの発音

病院の薬剤師が患者さんの

入院時に話す内容を英語で

話すことができる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導１０（副作用の発音） テキスト指定ページの発音
指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

復習テスト２（リスニング・スピーキング） 復習テストの準備 復習テスト

関連科目

教科書 番号 書籍名 著者名 出版社名

５分間 英語発音 関根応之 著 南雲堂

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

授業期間に行う復習テスト１と２（各２５％）、

授業内スピーキング課題（３５％）

情報レポート（１５％）

計１００点満点中６０点以上で合格

学生への

メッセージ
自分の英語での発音を改善する努力をソフトウエアを利用しながら進めることができること。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

期末試験は行わない。

基
礎
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科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス カ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 ﾕｱﾝ ﾏｸﾄﾞｩｰｶﾞﾙ

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・医療に関わる基礎的な と を身につける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション シラバス説明

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

発表１ 発表 発表

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

発表２ 発表 発表

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

プリント教材

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

発表１ ３０％

発表２ ３０％

小テスト ３０％

授業態度（毎回のダイアログパフォーマンス、ダイアログ作成への取り組みを含む） １０％

学生への

メッセージ
自分の英語での発音を改善する努力をソフトウエアを利用しながら進めることができること。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
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科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス キ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 中道 英美子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・外国人の患者さんと対応できるように、また、海外で病気や事故にあった時に対応できるように、医療に関わる基礎的なリスニングとスピ

ーキングを身につける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ガイダンス 教科書を持参すること 観察記録・小テスト

薬局での会話

かぜの症状や、気分が悪い

ときの表現と、症状の尋ね

方を学習 （１）

観察記録・小テスト

薬局での会話

かぜの症状や、気分が悪い

ときの表現と、症状の尋ね

方を学習 （２）

観察記録・小テスト

薬局での会話

目や皮膚の症状を表す表現

と、薬効や薬の正しい使い

方を学習 （１）

観察記録・小テスト

薬局での会話

目や皮膚の症状を表す表現

と、薬効や薬の正しい使い

方を学習 （２）

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

アレルギーの有無の尋ね方

を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

薬歴の尋ね方を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

食事や嗜好品の尋ね方を学

習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

副作用の説明の仕方を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

薬の保管方法の説明の仕方

を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

会計のときの会話を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話
処方箋の受付時と引渡し時

の会話を学習 （１）
観察記録・小テスト

薬局での会話
処方箋の受付時と引渡し時

の会話を学習 （２）
観察記録・小テスト

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬剤師のための実践英会話 小宮山貴子 じほう

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
講義中の観察記録（質疑応答、授業態度など）５０％ と小テスト５０％で評価する。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
１号館２階、非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ク

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 皆本 智美

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・この授業では、医療にかかわる基礎的なリスニングとスピーキングの技能を身につける。日本人の薬剤師が外国人の患者と接する際に必要

な英語表現や、薬学領域の業務に必要とされる専門用語を習得する。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション
授業の進め方、評価方法な

どを説明する。

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

復習 復習、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

・読解

・リスニング

・スピーキング

発表、授業態度

これまでの復習と理解度チ

ェックを行う。
、授業態度

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

南雲堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
授業内での発表と授業態度および理解度チェックで総合的に評価する。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

・毎回、テキストと英和辞書を持参してください。

・出席日数は平常点としません。

・授業内容・進度は、受講生の学習状況を考慮して調整することもあります。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ケ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 ヘドリックⅢ ロイ

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

国際化が進む医療現場では、英会話のできる薬剤師が求められている。そこで、薬学領域の業務に必要とされる専門用語や英語表現を習得す

る。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション（授業の進め方、評価について

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

読解・リスニング・ライテ

ィング・スピーキング

授業への参加、貢献（小テス

ト、課題、発表等）

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
授業への参加、貢献（小テスト、課題、発表等）で総合的に評価します。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

指示に従って、しっかりと予習をし、休まずに積極的な態度で臨んでください。

毎授業に辞書を必ず持参すること。

自己学習課題については授業中に事前に指示します。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス コ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 ﾕｱﾝ ﾏｸﾄﾞｩｰｶﾞﾙ

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・医療に関わる基礎的な と を身につける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション シラバス説明

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

発表１ 発表 発表

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

単語小テスト

ダイアログ練習

オリジナルダイアログ作成

小テスト

ダイアログパフォーマンス

ダイアログ作成への取り組み

発表２ 発表 発表

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

プリント教材

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

発表１ ３０％

発表２ ３０％

小テスト ３０％

授業態度（毎回のダイアログパフォーマンス、ダイアログ作成への取り組みを含む） １０％

学生への

メッセージ
自分の英語での発音を改善する努力をソフトウエアを利用しながら進めることができること。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス サ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 木村 理恵子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・医療に関わる基礎的な と を身につける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション
ソフトウエアの利用方法を

理解し、使えるようになる。
ソフトウエアの利用

服薬指導１（症状の聴解）

テキスト指定ページの発音

病気の症状を英語で聞いて

理解できる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導２（薬分野名の発音）

テキスト指定ページの発音

薬分野の名前を知り、日本

語を見ても英語で発音でき

る。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導３（薬分野名の発音）

テキスト指定ページの発音

前回と同様に薬分野の名前

を知り、日本語をみても英

語で発音できる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導４（薬分野名と実際の薬の発音）

テキスト指定ページの発音

覚えた薬分野の名前と実際

に利用されている薬の名前

を含めて患者さんに英語で

説明できる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導５（薬分野の簡単の説明発音）

テキスト指定ページの発音

薬の簡単な英語で説明をす

ることができる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

復習テスト１（リスニング・スピーキング） 復習テストの準備 復習テスト

服薬指導６（薬分野の簡単な説明発音）

テキスト指定ページの発音

６回目授業に引き続き薬の

簡単な説明を英語でするこ

とができる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導７（服用方法と注意事項）

テキスト指定ページの発音

服用方法と摂取時の注意事

項を英語で説明できる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導８（調剤薬局薬剤師の会話）

テキスト指定ページの発音

一般的な調剤薬局の薬剤師

が話す内容を英語で説明で

きる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導９（病院の薬剤師の会話）

テキスト指定ページの発音

病院の薬剤師が患者さんの

入院時に話す内容を英語で

話すことができる。

指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

服薬指導１０（副作用の発音） テキスト指定ページの発音
指定の聴解または発音ができ

て課題提出とします。

復習テスト２（リスニング・スピーキング） 復習テストの準備 復習テスト

関連科目

教科書 番号 書籍名 著者名 出版社名

５分間 英語発音 関根応之 著 南雲堂

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

授業期間に行う復習テスト１と２（各２５％）、

授業内スピーキング課題（３５％）

情報レポート（１５％）

計１００点満点中６０点以上で合格

学生への

メッセージ
自分の英語での発音を改善する努力をソフトウエアを利用しながら進めることができること。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

期末試験は行わない。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス シ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 山内 浩充

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【会話・ヒアリング】

平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。（知識・技能）

薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。（知識・技能）

・外国人の患者さんと対応できるように、また、海外で病気や事故にあった時に対応できるように、医療に関わる基礎的なリスニングとスピ

ーキングを身につける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ガイダンス 教科書を持参すること 観察記録・小テスト

薬局での会話

かぜの症状や、気分が悪い

ときの表現と、症状の尋ね

方を学習 （１）

観察記録・小テスト

薬局での会話

かぜの症状や、気分が悪い

ときの表現と、症状の尋ね

方を学習 （２）

観察記録・小テスト

薬局での会話

目や皮膚の症状を表す表現

と、薬効や薬の正しい使い

方を学習 （１）

観察記録・小テスト

薬局での会話

目や皮膚の症状を表す表現

と、薬効や薬の正しい使い

方を学習 （２）

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

アレルギーの有無の尋ね方

を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

薬歴の尋ね方を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

食事や嗜好品の尋ね方を学

習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

副作用の説明の仕方を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

薬の保管方法の説明の仕方

を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話

症状の表現と薬の効能や使

用法を復習するとともに、

会計のときの会話を学習

観察記録・小テスト

薬局での会話
処方箋の受付時と引渡し時

の会話を学習 （１）
観察記録・小テスト

薬局での会話
処方箋の受付時と引渡し時

の会話を学習 （２）
観察記録・小テスト

関連科目 他の英語科目

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

薬剤師のための実践英会話 小宮山 貴子 じほう

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

講義中の観察記録（質疑応答、授業態度など）３０％と小テスト７０％で評価する。

点満点中、 点以上で合格。

学生への

メッセージ

新しい語句を積極的に覚えるように。

英語の学習には日々の積み重ねが必要ですので、怠らないように。

担当者の

研究室等
１号館２階、非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｄ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ａ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 中本 明子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【読解・作文】 ：

科学実験、操作、結果の説明などに関する英語表現を列記できる。（知識・技能）

薬学関連分野の英語論文などの内容を説明できる。（知識・技能）

薬学関連分野でよく用いられる英単語を正確に記述できる。（知識・技能）

英語で論文を書くために必要な基本構文を使用できる。（知識・技能）

医療に関わる基礎的なリーディングとライティング能力を養う。授業では毎回医療、健康、地球環境など、科学にまつわるさまざまなトピッ

クについて書かれた短い文章を読み、内容把握、語彙の確認を行う。最後に学習した知識を応用して英作文問題に取り組んだり、扱ったテー

マに関して英語で説明する訓練も行う。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業の概要説明・評価方法についての説明

医療従事者の心得ておくべき基本に関する語彙・表現を修得

し、英語で説明することができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

消化器系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明すること

ができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

循環器系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明すること

ができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

神経系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明することが

できる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

泌尿器系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明すること

ができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

生殖系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明することが

できる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

骨格系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明することが

できる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

免疫系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明することが

できる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

内分泌系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明すること

ができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

感染症の予防に関する語彙・表現を修得し、英語で説明する

ことができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

癌検知技術に関する語彙・表現を修得し、英語で説明するこ

とができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

ロボット手術に関する語彙・表現を修得し、英語で説明する

ことができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

遺伝子研究による個人化医療に関する語彙・表現を修得し、

英語で説明することができる。

講義と演習・ の

復習及び定期試験の準備

単語テスト 確認テスト 本

文の要約及び定期試験の確認

関連科目 すべての英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

西村月満他３名 朝日出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

単語テスト 、確認テスト 定期試験 ％で評価する。授業態度は減点方式とする。

点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

事前事後学習には，英単語を中心に、毎回 時間以上かけること。英単語は意味が分かるだけでなく、スペルが書けるようにして欲しい（ス

ペルが書けると、長く記憶にとどまるため 。

休まず積極的に授業に参加していただきたい。

担当者の

研究室等
非常勤講師室 号館 階）

備考、

事前・事後

学習課題

辞書必携。出席日数は平常点としない。無断欠席すれば減点対象となる。

予定する授業内容は上記の授業計画のとおりであるが、受講生の学習状況を考慮して進度や内容などを調整することもある。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｄ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 村木 美紀子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

本授業では、将来薬剤師として製薬企業や医療現場で業務を行う際に必要となる英語コミュニケーション力を修得するため、４技能統合型の

授業を行う。特に、添付文書などの医薬品情報や医学論文を読む際に重要となる医療専門用語の意味を類推できるように （接頭辞・接

尾辞）の知識の修得に主眼をおくと共に、患者など非医療従事者とのコミュニケーションで使用する言葉との違いについても理解する。

到達目標：

「読解力」としては、高度な医療専門用語を含む、比較的長い文章の内容が読み取れるようになる。

「リスニング力」としては、医療専門用語の正確なイントネーションを理解して、専門的な内容のスピーチの論旨が理解できるようになる。

「会話力・ライティング力」としては、主に薬局での外国人患者応対や服薬指導を想定して、既往歴の聴取や医薬品の用法用量の説明等を正

確に表現できるようになる。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業ないの学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。

については教科書の他に別途資料を配布するので、 に備えて指定範囲を十分に自己学習すること。

３回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業の概要・評価方法についての説明
講義・演習

提出物

授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、講

義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、講

義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、講

義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、講

義・演習 授業態度

総合演習 事前指定課題、講義・演習
提出物

授業態度

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

（薬学英語１） 日本薬学英語研究会（ ） 成美堂

プリント教材

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験：５０％

：４５％

授業態度：５％

点満点中 点以上で合格。

授業中の演習と提出物・小テスト等が評価の中心となるので、３回を超える欠席者には原則として単位を認めません。

学生への

メッセージ

日々めまぐるしく進歩する医療の最新情報なども紹介しながら、将来薬剤師として英語を用いて活躍する現実的な場面が想像できるような授

業を目指します。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎授業に辞書を必ず持参すること。

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｄ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 沢田 美保子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【読解・作文】 ：

科学実験、操作、結果の説明などに関する英語表現を列記できる。（知識・技能）

薬学関連分野の英語論文などの内容を説明できる。（知識・技能）

薬学関連分野でよく用いられる英単語を正確に記述できる。（知識・技能）

英語で論文を書くために必要な基本構文を使用できる。（知識・技能）

医療に関わる基礎的なリーディングとライティング能力を養う。授業では毎回医療、薬学に関するさまざまなトピックについて書かれた文章

を読み、内容把握、語彙の確認を行う。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業の概要説明・評価方法についての説明

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

関連科目 すべての英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬学生のため

の英語
日本薬学英語研究会 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

平常点（受講態度、小テスト、提出物等）

定期試験

点満点中 点以上で合格

学生への

メッセージ
辞書必携

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｄ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 村木 美紀子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業概要・目的：

本授業では、将来薬剤師として製薬企業や医療現場で業務を行う際に必要となる英語コミュニケーション力を修得するため、４技能統合型の

授業を行う。特に、添付文書などの医薬品情報や医学論文を読む際に重要となる医療専門用語の意味を類推できるように （接頭辞・接

尾辞）の知識の修得に主眼をおくと共に、患者など非医療従事者とのコミュニケーションで使用する言葉との違いについても理解する。

到達目標：

「読解力」としては、高度な医療専門用語を含む、比較的長い文章の内容が読み取れるようになる。

「リスニング力」としては、医療専門用語の正確なイントネーションを理解して、専門的な内容のスピーチの論旨が理解できるようになる。

「会話力・ライティング力」としては、主に薬局での外国人患者応対や服薬指導を想定して、既往歴の聴取や医薬品の用法用量の説明等を正

確に表現できるようになる。

授業方法と留意点：

演習型の授業を行うので、授業ないの学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。

については教科書の他に別途資料を配布するので、 に備えて指定範囲を十分に自己学習すること。

３回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業の概要・評価方法についての説明
講義・演習

提出物

授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、講

義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、講

義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、講

義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、

講義・演習 授業態度

事前自己学習（ ）、講

義・演習 授業態度

総合演習 事前指定課題、講義・演習
提出物

授業態度

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

（薬学英語１） 日本薬学英語研究会（ ） 成美堂

プリント教材

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験：５０％

：４５％

授業態度：５％

点満点中 点以上で合格。

授業中の演習と提出物・小テスト等が評価の中心となるので、３回を超える欠席者には原則として単位を認めません。

学生への

メッセージ

日々めまぐるしく進歩する医療の最新情報なども紹介しながら、将来薬剤師として英語を用いて活躍する現実的な場面が想像できるような授

業を目指します。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎授業に辞書を必ず持参すること。

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をお

およそ 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室に

て対応する。

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｄ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 中本 明子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【読解・作文】 ：

科学実験、操作、結果の説明などに関する英語表現を列記できる。（知識・技能）

薬学関連分野の英語論文などの内容を説明できる。（知識・技能）

薬学関連分野でよく用いられる英単語を正確に記述できる。（知識・技能）

英語で論文を書くために必要な基本構文を使用できる。（知識・技能）

医療に関わる基礎的なリーディングとライティング能力を養う。授業では毎回医療、健康、地球環境など、科学にまつわるさまざまなトピッ

クについて書かれた短い文章を読み、内容把握、語彙の確認を行う。最後に学習した知識を応用して英作文問題に取り組んだり、扱ったテー

マに関して英語で説明する訓練も行う。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業の概要説明・評価方法についての説明

医療従事者の心得ておくべき基本に関する語彙・表現を修得

し、英語で説明することができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

消化器系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明すること

ができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

循環器系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明すること

ができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

神経系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明することが

できる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

泌尿器系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明すること

ができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

生殖系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明することが

できる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

骨格系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明することが

できる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

免疫系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明することが

できる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

内分泌系に関する語彙・表現を修得し、英語で説明すること

ができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

感染症の予防に関する語彙・表現を修得し、英語で説明する

ことができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

癌検知技術に関する語彙・表現を修得し、英語で説明するこ

とができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

ロボット手術に関する語彙・表現を修得し、英語で説明する

ことができる。

講義と演習・ の予

習と復習

単語テスト 確認テスト 本

文の要約

遺伝子研究による個人化医療に関する語彙・表現を修得し、

英語で説明することができる。

講義と演習・ の

復習及び定期試験の準備

単語テスト 確認テスト 本

文の要約及び定期試験の確認

関連科目 すべての英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

西村月満他３名 朝日出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

単語テスト 、確認テスト 定期試験 ％で評価する。授業態度は減点方式とする。

点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

事前事後学習には，英単語を中心に、毎回 時間以上かけること。英単語は意味が分かるだけでなく、スペルが書けるようにして欲しい（ス

ペルが書けると、長く記憶にとどまるため 。

休まず積極的に授業に参加していただきたい。

担当者の

研究室等
非常勤講師室 号館 階）

備考、

事前・事後

学習課題

辞書必携。出席日数は平常点としない。無断欠席すれば減点対象となる。

予定する授業内容は上記の授業計画のとおりであるが、受講生の学習状況を考慮して進度や内容などを調整することもある。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 英語Ⅱｄ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス Ｆ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 沢田 美保子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：（Ｇ）薬学アドバンスト教育

ユニット：（１）実用薬学英語

一般目標：薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英語力を身につけるた

めに、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。

【読解・作文】 ：

科学実験、操作、結果の説明などに関する英語表現を列記できる。（知識・技能）

薬学関連分野の英語論文などの内容を説明できる。（知識・技能）

薬学関連分野でよく用いられる英単語を正確に記述できる。（知識・技能）

英語で論文を書くために必要な基本構文を使用できる。（知識・技能）

医療に関わる基礎的なリーディングとライティング能力を養う。授業では毎回医療、薬学に関するさまざまなトピックについて書かれた文章

を読み、内容把握、語彙の確認を行う。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業の概要説明・評価方法についての説明

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

講義・演習
受講態度、小テスト、定期試

験

関連科目 すべての英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬学生のため

の英語
日本薬学英語研究会 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

平常点（受講態度、小テスト、提出物等）

定期試験

点満点中 点以上で合格

学生への

メッセージ
辞書必携

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 スポーツ科学実習Ⅰ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 藤林 真美

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

生涯を通じて明るく活気のある生活を営むために、スポーツ・身体運動は極めて重要な役割を果たす。本科目では、体力の維持・増進、スポ

ーツ技術の修得およびスポーツの楽しさを理解するとともに、自らの生活行動の中にスポーツを実践する能力を育成することを目的としてい

る。

授業担当者は医療機関等における運動指導経験から、様々な年代の人々や有疾患者における運動が心身の健康にどのように貢献するか、対話

を通して理解を深めてきた。このことを本授業に活用し、健康に関する課題解決的な学びや、学生自身のみならず様々な背景を持つ人々の健

康に対する多様なニーズに応える能力を醸成する授業を目指す。

＜一般目標＞

①健康の維持・増進をはかる。

②運動技能を向上させることができる。

③マナーやルールを理解し、実践することができる。

④コミュニケーション能力やリーダーシップを培うことができる。

授業は実技形式で行う（雨天の場合、講義形式で行う場合がある）。

開講種目は、以下のとおり

バレーボール、サッカー、フットサル、テニス、ニュースポーツなど。

なお各種目の人数が多過ぎる場合は、他の種目に移動してもらうことがある。また第１回目の授業はガイダンスの他、各種目のコース分けを

行うので必ず出席すること。何らかの事情で出席できない場合は事前に、寝屋川キャンパス総合体育館事務室（ ）へ連絡してく

ださい。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

運動・スポーツ実施の重要性を理解すると共に、スポーツに

よる人間力の向上について理解できる。
講義（講義室）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

現在の自分の体力を知ることができる。

大阪工業大情報科学部 体

育館（体力測定 体育館種

目）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

現在の自分の体力を知ることができる。
グラウンド（体力測定 屋外

種目）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

現在の自分の体力を評価し、今後の課題と解決方法について

理解することができる。

体力測定集計・評価（講義

室）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツのルールやマナーを理解すると共に、基礎技術を修

得することができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（各スポー

ツルールの説明、基礎技術

練習）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツの基礎技術を修得することができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（基礎技術

練習）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツの攻防技術を修得することができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（攻防技術

練習）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツ技術を修得すると共に、ルールやマナーを守りなが

らゲームを行うことができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツ技術を修得すると共に、ルールやマナーを守りなが

らゲームを行うことができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツ技術を修得すると共に、チームメンバーとコミュニ

ケーションを図りながらゲームを行うことができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツ技術を修得すると共に、チームメンバーとコミュニ

ケーションを図りながらゲームを行うことができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

チームメンバーとコミュニケーションを図り、またリーダー

シップを執りながら、楽しく円滑にゲームを進めることがで

きる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

チームメンバーとコミュニケーションを図り、またリーダー

シップを執りながら、楽しく円滑にゲームを進めることがで

きる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

評価の時期・

方法・基準

活動点５０％、態度点２５％、技能点２５％として、総合評価する。

なお、活動点とは授業への参加意欲を、態度点とは積極性・集中度を示す。

学生への

メッセージ

本科目は、実際に身体を動かすことにより到達目標を目指すため、全日程出席すること。

授業への質問などは、授業前後の休憩時間にグリーンハウス体育教員室へ来てください。ただし開講日以外は、寝屋川キャンパス総合体育館

１ 体育館事務室（ ）へ連絡してください。

担当者の

研究室等

枚方キャンパスグリーンハウス（体育準備室）。ただし授業開講曜日のみ。

他の曜日は、寝屋川キャンパス総合体育館１階 体育館事務室。

備考、

事前・事後

学習課題

【共同担当者】渡部 将之、山方 諒平基
礎
科
目

724



摂南大学シラバス

科目名 スポーツ科学実習Ⅱ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 藤林 真美

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

生涯を通じて明るく活気のある生活を営むために、スポーツ・身体運動は極めて重要な役割を果たす。本科目では、体力の維持・増進、スポ

ーツ技術の修得およびスポーツの楽しさを理解するとともに、自らの生活行動の中にスポーツを実践する能力を育成することを目的としてい

る。

授業担当者は医療機関等における運動指導経験から、様々な年代の人々や有疾患者における運動が心身の健康にどのように貢献するか、対話

を通して理解を深めてきた。このことを本授業に活用し、健康に関する課題解決的な学びや、学生自身のみならず様々な背景を持つ人々の健

康に対する多様なニーズに応える能力を醸成する授業を目指す。

＜一般目標＞

①健康の維持・増進をはかる。

②運動技能を向上させることができる。

③マナーやルールを理解し、実践することができる。

④コミュニケーション能力やリーダーシップを培うことができる。

授業は実技形式で行う（雨天の場合、講義形式で行う場合がある）。

開講種目は、以下のとおり

バレーボール、サッカー、フットサル、テニス、ニュースポーツなど。

なお各種目の人数が多過ぎる場合は、他の種目に移動してもらうことがある。また第１回目の授業はガイダンスの他、各種目のコース分けを

行うので必ず出席すること。何らかの事情で出席できない場合は事前に、寝屋川キャンパス総合体育館事務室（ ）へ連絡してく

ださい。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

運動・スポーツ実施の重要性を理解すると共に、スポーツに

よる人間力の向上について理解できる。
講義（講義室）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

現在の自分の体力を知ることができる。

大阪工業大情報科学部 体

育館（体力測定 体育館種

目）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

現在の自分の体力を知ることができる。
グラウンド（体力測定 屋外

種目）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

現在の自分の体力を評価し、今後の課題と解決方法について

理解することができる。

体力測定集計・評価（講義

室）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツのルールやマナーを理解すると共に、基礎技術を修

得することができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（各スポー

ツルールの説明、基礎技術

練習）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツの基礎技術を修得することができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（基礎技術

練習）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツの攻防技術を修得することができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（攻防技術

練習）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツ技術を修得すると共に、ルールやマナーを守りなが

らゲームを行うことができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツ技術を修得すると共に、ルールやマナーを守りなが

らゲームを行うことができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツ技術を修得すると共に、チームメンバーとコミュニ

ケーションを図りながらゲームを行うことができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

スポーツ技術を修得すると共に、チームメンバーとコミュニ

ケーションを図りながらゲームを行うことができる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

チームメンバーとコミュニケーションを図り、またリーダー

シップを執りながら、楽しく円滑にゲームを進めることがで

きる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

チームメンバーとコミュニケーションを図り、またリーダー

シップを執りながら、楽しく円滑にゲームを進めることがで

きる。

グラウンド・大阪工業大情

報科学部 体育館（技術練習

とゲーム）

活動点、態度点、技能点

（総括的評価）

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

基
礎
科
目

725



摂南大学シラバス

評価の時期・

方法・基準

活動点５０％、態度点２５％、技能点２５％として、総合評価する。

なお、活動点とは授業への参加意欲を、態度点とは積極性・集中度を示す。

学生への

メッセージ

本科目は、実際に身体を動かすことにより到達目標を目指すため、全日程出席すること。

授業への質問などは、授業前後の休憩時間にグリーンハウス体育教員室へ来てください。ただし開講日以外は、寝屋川キャンパス総合体育館

１ 体育館事務室（ ）へ連絡してください。

担当者の

研究室等

枚方キャンパスグリーンハウス（体育準備室）。ただし授業開講曜日のみ。

他の曜日は、寝屋川キャンパス総合体育館１階 体育館事務室。

備考、

事前・事後

学習課題

【共同担当者】渡部 将之、山方 諒平基
礎
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 コミュニケーション論 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス １

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 櫻井 清華

ディプロマポリシー △ △ △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ユニット 基本事項

コース （３）信頼関係の構築

一般目標 患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、

信頼関係を構築するために役立つ能力を身につける。

コミュニケーション

意思、情報の伝達に必要な要素について説明できる。

言語的及び非言語的コミュニケーションについて説明できる。

相手の立場、文化、習慣等によって、コミュニケーションの在り方が異なることを例を挙げて説明できる。

対人関係に影響を及ぼす心理的要因について概説できる。

この講義では、わたしたちが日常的におこなっているコミュニケーションの特性や仕組みを知り、そのうえで表現のスキルを向上さていくこ

とをめざしています。

わたしたちは日々、ことばを話し、読み、書き、そうして周囲の人びととコミュニケートしつつ生活をしています。コミュニケーションの諸

場面に生じる問題をとおして、円滑な意志疎通のあり方を探っていくことにしましょう。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

イントロダクション
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

コミュニケーションとは何か①
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

コミュニケーションとは何か②
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

言語コミュニケーション①
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

言語コミュニケーション②
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

言語コミュニケーション③
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

非言語コミュニケーション①
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

非言語コミュニケーション②
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

非言語コミュニケーション③
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

非言語コミュニケーション④
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

コミュニケーションと文化①
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

コミュニケーションと文化②
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

コミュニケーションと文化③
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

関連科目 国語学，言語学，日本語学，社会学，コミュニケーション学など

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

平常点と試験によって、総合的に評価します。平常点 点、定期試験 点。なお、平常点は、提出物、授業における態度などをもとに総合

的に評価するため、出席点は含みません。

学生への

メッセージ
積極的な参加を求めます。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 コミュニケーション論 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ２

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 金 瑛

ディプロマポリシー △ △ △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ユニット 基本事項

コース （３）信頼関係の構築

一般目標 患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、

信頼関係を構築するために役立つ能力を身につける。

コミュニケーション

意思、情報の伝達に必要な要素について説明できる。

言語的及び非言語的コミュニケーションについて説明できる。

相手の立場、文化、習慣等によって、コミュニケーションの在り方が異なることを例を挙げて説明できる。

対人関係に影響を及ぼす心理的・社会的要因について概説できる。

グループ・ディスカッションやプレゼンテーションを通して、適切な話し方を身に着ける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

イントロダクション 講義と演習 授業内での課題と定期試験

コミュニケーションとは何か 講義と演習 授業内での課題と定期試験

言語コミュニケーションの特徴 講義と演習 授業内での課題と定期試験

言語とミスコミュニケーション 講義と演習 授業内での課題と定期試験

非言語コミュニケーションの種類と特徴 講義と演習 授業内での課題と定期試験

メディアの影響力 講義と演習 授業内での課題と定期試験

メディアの悪影響 講義と演習 授業内での課題と定期試験

メディア・リテラシーについて考える 講義と演習 授業内での課題と定期試験

現代社会におけるコミュニケーションをめぐる問題 講義と演習 授業内での課題と定期試験

感性を活かすコミュニケーション 講義と演習 授業内での課題と定期試験

論理的・理性的なコミュニケーション 講義と演習 授業内での課題と定期試験

グループ・ディスカッションへ向けて 講義と演習 授業内での課題と定期試験

グループディスカッションの実践 講義と演習 授業内での課題と定期試験

関連科目 日本語表現、言語学、心理学、社会心理学、社会学など

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

授業時に行う課題に基づく平常点（ 点）と定期試験（ 点）によって総合的に評価する。

総合点 点以上で合格。

学生への

メッセージ
積極的な参加を求めます。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

講義前の予習（関連資料を読む。 時間× 回）

復習（講義プリントの重要事項をまとめる。 時間× 回）

授業時に行う課題については、提出以降の授業において解説や解答例の紹介といったフィードバックを行う。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 コミュニケーション論 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ３

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 櫻井 清華

ディプロマポリシー △ △ △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ユニット 基本事項

コース （３）信頼関係の構築

一般目標 患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、

信頼関係を構築するために役立つ能力を身につける。

コミュニケーション

意思、情報の伝達に必要な要素について説明できる。

言語的及び非言語的コミュニケーションについて説明できる。

相手の立場、文化、習慣等によって、コミュニケーションの在り方が異なることを例を挙げて説明できる。

対人関係に影響を及ぼす心理的要因について概説できる。

この講義では、わたしたちが日常的におこなっているコミュニケーションの特性や仕組みを知り、そのうえで表現のスキルを向上さていくこ

とをめざしています。

わたしたちは日々、ことばを話し、読み、書き、そうして周囲の人びととコミュニケートしつつ生活をしています。コミュニケーションの諸

場面に生じる問題をとおして、円滑な意志疎通のあり方を探っていくことにしましょう。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

イントロダクション
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

コミュニケーションとは何か①
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

コミュニケーションとは何か②
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

言語コミュニケーション①
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

言語コミュニケーション②
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

言語コミュニケーション③
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

非言語コミュニケーション①
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

非言語コミュニケーション②
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

非言語コミュニケーション③
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

非言語コミュニケーション④
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

コミュニケーションと文化①
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

コミュニケーションと文化②
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

コミュニケーションと文化③
講義と演習

講義内容の復習と自己学習
平常点と定期試験

関連科目 国語学，言語学，日本語学，社会学，コミュニケーション学など

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

平常点と試験によって、総合的に評価します。平常点 点、定期試験 点。なお、平常点は、提出物、授業における態度などをもとに総合

的に評価するため、出席点は含みません。

学生への

メッセージ
積極的な参加を求めます。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する

教
養
科
目
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科目名 コミュニケーション論 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ４

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 金 瑛

ディプロマポリシー △ △ △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ユニット 基本事項

コース （３）信頼関係の構築

一般目標 患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、

信頼関係を構築するために役立つ能力を身につける。

コミュニケーション

意思、情報の伝達に必要な要素について説明できる。

言語的及び非言語的コミュニケーションについて説明できる。

相手の立場、文化、習慣等によって、コミュニケーションの在り方が異なることを例を挙げて説明できる。

対人関係に影響を及ぼす心理的・社会的要因について概説できる。

グループ・ディスカッションやプレゼンテーションを通して、適切な話し方を身に着ける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

イントロダクション 講義と演習 授業内での課題と定期試験

コミュニケーションとは何か 講義と演習 授業内での課題と定期試験

言語コミュニケーションの特徴 講義と演習 授業内での課題と定期試験

言語とミスコミュニケーション 講義と演習 授業内での課題と定期試験

非言語コミュニケーションの種類と特徴 講義と演習 授業内での課題と定期試験

メディアの影響力 講義と演習 授業内での課題と定期試験

メディアの悪影響 講義と演習 授業内での課題と定期試験

メディア・リテラシーについて考える 講義と演習 授業内での課題と定期試験

現代社会におけるコミュニケーションをめぐる問題 講義と演習 授業内での課題と定期試験

感性を活かすコミュニケーション 講義と演習 授業内での課題と定期試験

論理的・理性的なコミュニケーション 講義と演習 授業内での課題と定期試験

グループ・ディスカッションへ向けて 講義と演習 授業内での課題と定期試験

グループディスカッションの実践 講義と演習 授業内での課題と定期試験

関連科目 日本語表現、言語学、心理学、社会心理学、社会学など

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

授業時に行う課題に基づく平常点（ 点）と定期試験（ 点）によって総合的に評価する。

総合点 点以上で合格。

学生への

メッセージ
積極的な参加を求めます。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

講義前の予習（関連資料を読む。 時間× 回）

復習（講義プリントの重要事項をまとめる。 時間× 回）

授業時に行う課題については、提出以降の授業において解説や解答例の紹介といったフィードバックを行う。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
科
目
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科目名 心理学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＡＢＣ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 小牧 一裕

ディプロマポリシー △ △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ユニット 基本事項

コース （３）信頼関係の構築

一般目標 患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、信頼関係を構築するために役立つ能力を身につける。

①コミュニケーション

対人関係に影響を及ぼす心理的要因について概説できる。

到達領域の変更項目（一般目標）

相手の心理状態とその変化に配慮し、対応することの重要性を説明できる。

自分の心理状態を意識して、他者と接することの重要性を説明できる。

ユニット 薬学と社会

一般目標：人と社会に関わる薬剤師として自覚を持って行動するために、保健・医療・福祉に係る法規範・制度・経済、及び地域における薬

局と薬剤師の役割を理解し、義務及び法令を遵守する態度を身につける。

コース （１）人と社会に関わる薬剤師

一般目標：人の行動や考え方、社会の仕組みを理解し、人・社会と薬剤師の関わりを認識する。

人の行動がどのような要因によって決定されるのかについて説明できる。

到達領域の変更項目（一般目標）

人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性について説明できる。

心理学とは、われわれが周囲のさまざまな環境とのかかわりの中でとる行動やその背景にある心を客観的に理解しようとする学問である。授

業では人間の心と行動に関して科学的に認められる傾向性や法則性について検討し、心理学における専門的基礎知識を学習することを目的と

する。現代社会での実際的な問題、日常的な話題を多く取り上げ、個人・対人間・集団関係での行動と心理の理解を目指す。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

さまざまなパーソナリティの理論について説明することがで

きる。また、パーソナリティを測定して自分を客観的に把握

し、分析することができる。

講義

自己のパーソナリティにつ

いての分析

授業終了後のレポート・学習

態度

パーソナリティの形成に影響を与える外的要因として、文化

と家庭の視点から学び、われわれがいかにして現在の自分に

なったのかについて説明できる。

講義

どのような要因が自己の形

成に影響を与えたのかにつ

いての分析

授業終了後のレポート・学習

態度

人が人間関係を含む行動をするとき、その原因である動機づ

けについて理解し、生活に活用することができる。

講義

動機づけを高める要因につ

いての分析

授業終了後のレポート・学習

態度

青年期の人間関係、特に友人関係に焦点を当て、特徴とその

背景について理解し、対人関係に活用することができる。

講義

自己の友人関係の分析

授業終了後のレポート・学習

態度

ジョハリの窓を使って自分のことを振り返り、自分の気づか

ない盲点を知り、自己開示の活用などで自己の理解を深め、

それを活用することができる。

講義

ジョハリの窓と自己の理解

授業終了後のレポート・学習

態度

われわれが人と良い関係を築いていくためには，まず自分を

取り巻く環境や他者を知ることが必要となる。そのプロセス

を理解し説明できる。

講義

対人関係における他者認知

の手がかり

授業終了後のレポート・学習

態度

人に対する好意的や非好意的な態度である対人魅力の規定因

についての知識を深め、それを説明できる。

講義

親密な人間関係における対

人魅力の分析

授業終了後のレポート・学習

態度

コミュニケーションの阻害や歪みについての知識を得て、そ

の原因を理解し、より良い人間関係を築くことができる。

講義

伝わらない原因の分析

授業終了後のレポート・学習

態度

人を助ける、あるいは怒りや攻撃についての知識を学び、怒

りのコントロールができるようになる。

講義

自己の怒りをコントロール

する方法

授業終了後のレポート・学習

態度

人開関係の展開３：自分と意見が違う人を説得し、他者に影

響を与える要因についての知識を得て活用できる。

講義

説得的コミュニケーション

依頼と説得への応用

授業終了後のレポート・学習

態度

集団におけるまとまり（凝集性）、リーダーシップ、集団への

適応について学び、その知識を生活の中で活用できる。

講義

集団への適応とその方法

授業終了後のレポート・学習

態度

ストレスの仕組みとその予防について学び、ストレスに強く

なる方法について知識を得て、現実の生活に活用できる。

講義

ストレスと心の健康

精神的回復力

授業終了後のレポート・学習

態度

ポジティブ心理学の視点から、幸せについて学び、幸せにな

るためにはどのような条件が必要であるのかを理解し、説明

できる。

講義

幸せの要因を分析する

授業終了後のレポート・学習

態度

関連科目

教
養
科
目

733



摂南大学シラバス

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

人間関係を学ぶ心理学 川端啓之、安藤明人他 福村出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
定期試験 、大レポート 、毎回の提出物 を総合して評価する。 点満点中 点以上で合格とする。

学生への

メッセージ
心理学を学んで、自分のこと、相手のこと、社会のできごとを客観的に見る力を磨きましょう。

担当者の

研究室等
１号館２階 （非常勤講師室）

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の提出物について、次回の授業の中で結果報告として概要を説明する。

授業の下調べおよび指定した教科書を事前に読んでおくこと（ 時間）

授業終了時に示す課題についてレポートを作成する（ 時間）

教
養
科
目
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科目名 心理学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 小牧 一裕

ディプロマポリシー △ △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ユニット 基本事項

コース （３）信頼関係の構築

一般目標 患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、信頼関係を構築するために役立つ能力を身につける。

①コミュニケーション

対人関係に影響を及ぼす心理的要因について概説できる。

到達領域の変更項目（一般目標）

相手の心理状態とその変化に配慮し、対応することの重要性を説明できる。

自分の心理状態を意識して、他者と接することの重要性を説明できる。

ユニット 薬学と社会

一般目標：人と社会に関わる薬剤師として自覚を持って行動するために、保健・医療・福祉に係る法規範・制度・経済、及び地域における薬

局と薬剤師の役割を理解し、義務及び法令を遵守する態度を身につける。

コース （１）人と社会に関わる薬剤師

一般目標：人の行動や考え方、社会の仕組みを理解し、人・社会と薬剤師の関わりを認識する。

人の行動がどのような要因によって決定されるのかについて説明できる。

到達領域の変更項目（一般目標）

人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性について説明できる。

心理学とは、われわれが周囲のさまざまな環境とのかかわりの中でとる行動やその背景にある心を客観的に理解しようとする学問である。授

業では人間の心と行動に関して科学的に認められる傾向性や法則性について検討し、心理学における専門的基礎知識を学習することを目的と

する。現代社会での実際的な問題、日常的な話題を多く取り上げ、個人・対人間・集団関係での行動と心理の理解を目指す。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

さまざまなパーソナリティの理論について説明することがで

きる。また、パーソナリティを測定して自分を客観的に把握

し、分析することができる。

講義

自己のパーソナリティにつ

いての分析

授業終了後のレポート・学習

態度

パーソナリティの形成に影響を与える外的要因として、文化

と家庭の視点から学び、われわれがいかにして現在の自分に

なったのかについて説明できる。

講義

どのような要因が自己の形

成に影響を与えたのかにつ

いての分析

授業終了後のレポート・学習

態度

人が人間関係を含む行動をするとき、その原因である動機づ

けについて理解し、生活に活用することができる。

講義

動機づけを高める要因につ

いての分析

授業終了後のレポート・学習

態度

青年期の人間関係、特に友人関係に焦点を当て、特徴とその

背景について理解し、対人関係に活用することができる。

講義

自己の友人関係の分析

授業終了後のレポート・学習

態度

ジョハリの窓を使って自分のことを振り返り、自分の気づか

ない盲点を知り、自己開示の活用などで自己の理解を深め、

それを活用することができる。

講義

ジョハリの窓と自己の理解

授業終了後のレポート・学習

態度

われわれが人と良い関係を築いていくためには，まず自分を

取り巻く環境や他者を知ることが必要となる。そのプロセス

を理解し説明できる。

講義

対人関係における他者認知

の手がかり

授業終了後のレポート・学習

態度

人に対する好意的や非好意的な態度である対人魅力の規定因

についての知識を深め、それを説明できる。

講義

親密な人間関係における対

人魅力の分析

授業終了後のレポート・学習

態度

コミュニケーションの阻害や歪みについての知識を得て、そ

の原因を理解し、より良い人間関係を築くことができる。

講義

伝わらない原因の分析

授業終了後のレポート・学習

態度

人を助ける、あるいは怒りや攻撃についての知識を学び、怒

りのコントロールができるようになる。

講義

自己の怒りをコントロール

する方法

授業終了後のレポート・学習

態度

人開関係の展開３：自分と意見が違う人を説得し、他者に影

響を与える要因についての知識を得て活用できる。

講義

説得的コミュニケーション

依頼と説得への応用

授業終了後のレポート・学習

態度

集団におけるまとまり（凝集性）、リーダーシップ、集団への

適応について学び、その知識を生活の中で活用できる。

講義

集団への適応とその方法

授業終了後のレポート・学習

態度

ストレスの仕組みとその予防について学び、ストレスに強く

なる方法について知識を得て、現実の生活に活用できる。

講義

ストレスと心の健康

精神的回復力

授業終了後のレポート・学習

態度

ポジティブ心理学の視点から、幸せについて学び、幸せにな

るためにはどのような条件が必要であるのかを理解し、説明

できる。

講義

幸せの要因を分析する

授業終了後のレポート・学習

態度

関連科目
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教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

人間関係を学ぶ心理学 川端啓之、安藤明人他 福村出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
定期試験 、大レポート 、毎回の提出物 を総合して評価する。 点満点中 点以上で合格とする。

学生への

メッセージ
心理学を学んで、自分のこと、相手のこと、社会のできごとを客観的に見る力を磨きましょう。

担当者の

研究室等
１号館２階 （非常勤講師室）

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の提出物について、次回の授業の中で結果報告として概要を説明する。

授業の下調べおよび指定した教科書を事前に読んでおくこと（ 時間）

授業終了時に示す課題についてレポートを作成する（ 時間）
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科目名 哲学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＡＢＣ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 濱 良祐

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

薬学準備教育 （１）人と文化

一般目標：薬学領域の学習と併行して、人文科学、社会科学および自然科学などを広く学び、知識を獲得し、さまざまな考え方、感じ方に

ふれ、物事を多角的にみる能力を養う。そして見識のある人間としての基礎を築くために、自分自身についての洞察を深め、生涯にわたって

自己研鑽に努める習慣を身につける。

この授業では、上記の目標を達成するために「哲学」について学習する。「哲学」と聞くとひどく難しい学問であると感じられるかもしれな

いし、ひとによっては役に立たない、自分には関係ない、と思うかもしれない。しかし、私たち人間は人生において誰もが必ず「私とは何か」，

「他者とは何か」，「幸福とは何か」など，人間存在に根本的に関わる哲学的な難問に出会うことになる。この授業は，そうした人生における

難問に自ら向き合えるようになるための準備である。

この授業では、西洋近代の哲学思想史をたどり，人間存在や社会に関わる諸問題に取り組むことを通して、現代を主体的に生きるための批

判的思考力・哲学的洞察力を養うことを目標とする。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業の進め方、授業全体の目的等について理解すること。「哲

学」することの意義について自分自身で考察してみること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

古代ギリシアの思想についての知識を習得し、「知」の可能性

について自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

ソクラテスの思想についての知識を習得し、「知」の探求の意

義について自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

西洋近代の自然観と人間観についての知識を習得し、近代科

学の哲学的基礎について自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

ベーコンの思想についての知識を習得し、人間の本性に根

差した「偏見」について自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

デカルトの思想についての知識を習得し、「私」とは何かにつ

いて自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

引き続きデカルトの思想についての知識を習得し、哲学にお

ける「世界」や「神」について自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

ロックの思想についての知識を習得し、「認識」の仕組みにつ

いて自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

ヒュームの思想についての知識を習得し、経験から得られる

真理とは何かを自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

カントの認識論についての知識を習得し、批判的思考のあり

方について自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。
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引き続きカントの認識論についての知識を習得し、認識にお

ける真理の所在のについて自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

引き続きカントの認識論についての知識を習得し、人間理性

の限界について自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

授業全体を振り返り、改めて「哲学」することの意義につい

て自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

関連科目 生命倫理学、医療倫理、社会と人権、コミュニケーション論

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

平常点（受講態度、授業後の質問、小テストなど）を４０％、期末定期試験の結果を６０％として総合的に評価し、１００点満点中６０点以

上で合格とする

学生への

メッセージ
授業中の私語、携帯の使用などで授業を妨害した者には退席を命じ、欠席扱いとします。大学生にふさわしい態度で授業に臨んでください。

担当者の

研究室等

非常勤講師控室（枚方キャンパス１号館２ ）

授業担当者メールアドレス：

備考、

事前・事後

学習課題

〈事前学習〉前回までの内容をふまえて講義するので、ノートや資料に改めて目を通し、それまでの学習内容を確認しておくこと。

〈事後学習〉各授業後に、ノートや資料の整理をしておくこと。病気などやむをえない事情で欠席した場合には、その回の資料を入手し、次

の授業までに目を通しておくこと。

授業外学習の目安は、予習復習を合わせて毎回 時間程度とする。

提出物についての全体的な講評は授業内で行う。具体的な評価に関する問い合わせには、授業時間の前後に対応することができる。授業時間

外での質問等は出講時に非常勤講師室にて対応することができる。
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科目名 哲学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 濱 良祐

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

薬学準備教育 （１）人と文化

一般目標：薬学領域の学習と併行して、人文科学、社会科学および自然科学などを広く学び、知識を獲得し、さまざまな考え方、感じ方に

ふれ、物事を多角的にみる能力を養う。そして見識のある人間としての基礎を築くために、自分自身についての洞察を深め、生涯にわたって

自己研鑽に努める習慣を身につける。

この授業では、上記の目標を達成するために「哲学」について学習する。「哲学」と聞くとひどく難しい学問であると感じられるかもしれな

いし、ひとによっては役に立たない、自分には関係ない、と思うかもしれない。しかし、私たち人間は人生において誰もが必ず「私とは何か」，

「他者とは何か」，「幸福とは何か」など，人間存在に根本的に関わる哲学的な難問に出会うことになる。この授業は，そうした人生における

難問に自ら向き合えるようになるための準備である。

この授業では、西洋近代の哲学思想史をたどり，人間存在や社会に関わる諸問題に取り組むことを通して、現代を主体的に生きるための批

判的思考力・哲学的洞察力を養うことを目標とする。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業の進め方、授業全体の目的等について理解すること。「哲

学」することの意義について自分自身で考察してみること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

古代ギリシアの思想についての知識を習得し、「知」の可能性

について自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

ソクラテスの思想についての知識を習得し、「知」の探求の意

義について自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

西洋近代の自然観と人間観についての知識を習得し、近代科

学の哲学的基礎について自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

ベーコンの思想についての知識を習得し、人間の本性に根

差した「偏見」について自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

デカルトの思想についての知識を習得し、「私」とは何かにつ

いて自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

引き続きデカルトの思想についての知識を習得し、哲学にお

ける「世界」や「神」について自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

ロックの思想についての知識を習得し、「認識」の仕組みにつ

いて自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

ヒュームの思想についての知識を習得し、経験から得られる

真理とは何かを自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

カントの認識論についての知識を習得し、批判的思考のあり

方について自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。
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引き続きカントの認識論についての知識を習得し、認識にお

ける真理の所在のについて自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

引き続きカントの認識論についての知識を習得し、人間理性

の限界について自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

ノート・資料を整理し、次

回以降の授業に備える。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

授業全体を振り返り、改めて「哲学」することの意義につい

て自らで考察すること。

講義を聴き、講義内容をノ

ート等に書き留める。疑問

や不明な点があれば授業後

に質問する。

平常点（受講態度、授業後の

質問、小テストなど）を４

０％、

期末定期試験の結果を６０％

として総合的に評価する。

関連科目 生命倫理学、医療倫理、社会と人権、コミュニケーション論

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

平常点（受講態度、授業後の質問、小テストなど）を４０％、期末定期試験の結果を６０％として総合的に評価し、１００点満点中６０点以

上で合格とする

学生への

メッセージ
授業中の私語、携帯の使用などで授業を妨害した者には退席を命じ、欠席扱いとします。大学生にふさわしい態度で授業に臨んでください。

担当者の

研究室等

非常勤講師控室（枚方キャンパス１号館２ ）

授業担当者メールアドレス：

備考、

事前・事後

学習課題

〈事前学習〉前回までの内容をふまえて講義するので、ノートや資料に改めて目を通し、それまでの学習内容を確認しておくこと。

〈事後学習〉各授業後に、ノートや資料の整理をしておくこと。病気などやむをえない事情で欠席した場合には、その回の資料を入手し、次

の授業までに目を通しておくこと。

授業外学習の目安は、予習復習を合わせて毎回 時間程度とする。

提出物についての全体的な講評は授業内で行う。具体的な評価に関する問い合わせには、授業時間の前後に対応することができる。授業時間

外での質問等は出講時に非常勤講師室にて対応することができる。
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科目名 文学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＡＢＣ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 大橋 直義

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

薬学準備教育 （１）人と文化

一般目標：みなさんの多くがおそらくは共通して抱いているであろう、「現代社会において古典文学を学ぶ意味はどこにあるのか」との問いの

根底には、「古典文学は役に立たない」という観念が横たわっています。このような問いを突きつけられたとき、たとえば「自国の文化・文芸

についての教養を身に付けていることが国際社会では常識だから」といった回答で人はその身をかわしますが、結局のところ、「役には立たな

いかもしれないけれど」と留保しつつ、「読んでおいたほうがよい」という自己目的的な知識増大の礼賛──教養主義に陥っているにすぎず、

その意味でこれまでの古典文学研究あるいは教育は、この種の問題から目をそらしつづけてきたと言わざるをえません。たしかに古典文学は、

現代の社会システム──たとえば企業経済活動に代表される効率化を是とする社会においては、ほとんど「役に立たない」のです。この授業が

問題の出発点としたいのは、なぜ我々は古典文学が「役に立たない」と感じてしまうのか、ということです。そのような判断を下しているの

は、 年 月 日正午以後（あるいは明治維新以後）、日本社会の様々な局面に累々と積み上げられてきた価値規範に他なりません。つま

り、古典文学が描く世界は、この価値規範によって排除され、どこか遠い世界の物語として断絶させられてしまっているのです。現代の日本

がこれまでの価値規範の見直し・再構築を迫られている現状にあることは我々が肌で感じている通りですが、このような状況は、現代に限っ

たことではありませんでした。戦乱・地震・大火・台風などの未曾有の災厄を経た、たとえば鎌倉時代最初期も同様であったとすることがで

きます。そのような時代、新たな価値規範を再構築するにあたって、常に「古典」が共同体の物語として再認識されてきたのです。このこと

は、この時期、藤原俊成によってなされた「源氏見ざる歌詠みは遺恨のことなり」との警鐘にも読み取ることができますし、西洋世界におけ

る古典（人文）復興──ルネサンスとも通底するでしょう。 この授業が目指すのは、今後、価値規範が再構築されるであろう現代日本におい

て、顧みられることになる「古典文学」とそこに内在する、時に「呪縛」ともなってしまう共同体の物語の力、ことばの力のありかたを明ら

かにすることです。そのことを通じ、現代において「古典文学」を学ぶ意味を考えることをこの授業の目標とします。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ガイダンス・現代に息づく「古典文学」「地域社会と文学」
講義

配布プリントを読む
リアクションペーパー

「古典」とは何か、「文学」とは何か

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

書物と図書館

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

「説話」と「物語」と「歴史叙述」と

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（１）

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（２）

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（３）

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（４）

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（５）

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（６）

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（７）

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（８）

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（９）

まとめ

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

平家物語一（～四） 梶原正昭・山下宏明 岩波書店

評価の時期・ 授業への取り組み・リアクションペーパー（ ％）、定期試験（ ％）により、総合的に評価する。
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方法・基準 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
高等学校の「古文」が苦手だった人も歓迎します。古典文法や古文単語を覚えていなくても全く問題ありません。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

履修上の注意点、レポートのテーマなどは初回授業時に指示します。授業前後の自主学習は、授業内で配布する資料を熟読しておくこと、ま

た授業内で得た知見を自身がめざす研究・学習や日常に活かすよう、意識することです。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
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科目名 文学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 大橋 直義

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

薬学準備教育 （１）人と文化

一般目標：みなさんの多くがおそらくは共通して抱いているであろう、「現代社会において古典文学を学ぶ意味はどこにあるのか」との問いの

根底には、「古典文学は役に立たない」という観念が横たわっています。このような問いを突きつけられたとき、たとえば「自国の文化・文芸

についての教養を身に付けていることが国際社会では常識だから」といった回答で人はその身をかわしますが、結局のところ、「役には立たな

いかもしれないけれど」と留保しつつ、「読んでおいたほうがよい」という自己目的的な知識増大の礼賛──教養主義に陥っているにすぎず、

その意味でこれまでの古典文学研究あるいは教育は、この種の問題から目をそらしつづけてきたと言わざるをえません。たしかに古典文学は、

現代の社会システム──たとえば企業経済活動に代表される効率化を是とする社会においては、ほとんど「役に立たない」のです。この授業が

問題の出発点としたいのは、なぜ我々は古典文学が「役に立たない」と感じてしまうのか、ということです。そのような判断を下しているの

は、 年 月 日正午以後（あるいは明治維新以後）、日本社会の様々な局面に累々と積み上げられてきた価値規範に他なりません。つま

り、古典文学が描く世界は、この価値規範によって排除され、どこか遠い世界の物語として断絶させられてしまっているのです。現代の日本

がこれまでの価値規範の見直し・再構築を迫られている現状にあることは我々が肌で感じている通りですが、このような状況は、現代に限っ

たことではありませんでした。戦乱・地震・大火・台風などの未曾有の災厄を経た、たとえば鎌倉時代最初期も同様であったとすることがで

きます。そのような時代、新たな価値規範を再構築するにあたって、常に「古典」が共同体の物語として再認識されてきたのです。このこと

は、この時期、藤原俊成によってなされた「源氏見ざる歌詠みは遺恨のことなり」との警鐘にも読み取ることができますし、西洋世界におけ

る古典（人文）復興──ルネサンスとも通底するでしょう。 この授業が目指すのは、今後、価値規範が再構築されるであろう現代日本におい

て、顧みられることになる「古典文学」とそこに内在する、時に「呪縛」ともなってしまう共同体の物語の力、ことばの力のありかたを明ら

かにすることです。そのことを通じ、現代において「古典文学」を学ぶ意味を考えることをこの授業の目標とします。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ガイダンス・現代に息づく「古典文学」「地域社会と文学」
講義

配布プリントを読む
リアクションペーパー

「古典」とは何か、「文学」とは何か

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

書物と図書館

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

「説話」と「物語」と「歴史叙述」と

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（１）

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（２）

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（３）

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（４）

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（５）

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（６）

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（７）

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（８）

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

『平家物語』を読む（９）

まとめ

講義

鑑賞・配布プリントを

読む

リアクションペーパー

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

平家物語一（～四） 梶原正昭・山下宏明 岩波書店

評価の時期・ 授業への取り組み・リアクションペーパー（ ％）、定期試験（ ％）により、総合的に評価する。
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方法・基準 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
高等学校の「古文」が苦手だった人も歓迎します。古典文法や古文単語を覚えていなくても全く問題ありません。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

履修上の注意点、レポートのテーマなどは初回授業時に指示します。授業前後の自主学習は、授業内で配布する資料を熟読しておくこと、ま

た授業内で得た知見を自身がめざす研究・学習や日常に活かすよう、意識することです。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
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科目名 臨床心理学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＡＢＣ

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 菊田 真穂 石田 拓也

ディプロマポリシー ◎ ◎ ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース： ．基本事項

ユニット：（ ）信頼関係の構築

一般目標：患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、信頼関係を構築するために役立つ能力を身につける。

【①コミュニケーション】

対人関係に影響を及ぼす心理的要因について概説できる。

相手の心理状態とその変化に配慮し、対応する。（態度）

自分の心理状態を意識して、他者と接することができる。（態度）

【②患者・生活者と薬剤師】

患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケアの影響について説明できる。

患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配慮して行動する。（態度）

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ガイダンス

臨床心理学について概説できる。

講義とディスカッション

講義前後の予復習（ 時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

子どもと発達①

アタッチメントについて概説できる。

講義と映像資料を基にディ

スカッション

授業内で提示する参考図書

を用いての講義前後の予復

習（ 時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

子どもと発達②

各発達段階におけるアタッチメントについて説明できる。

講義

授業内で提示する参考図書

を用いての講義前後の予復

習（ 時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

家族関係

システム論の視点から家族について説明することが出来る。

講義

授業内で提示する参考図書

を用いての講義前後の予復

習（ 時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

対象喪失

対象喪失おける心理的変化について理解している。

講義

授業内で提示する参考図書

を用いての講義前後の予復

習（ 時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

災害と心理援助①

災害が心身に及ぼす影響について理解している。

講義

授業内で提示する参考図書

を用いての講義前後の予復

習（ 時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

災害と心理援助②

災害時の基礎的な心理的援助の方法論を習得する。

講義とグループワーク、プ

レゼンテーション

講義前後のグループ討議（

時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

虐待とその支援

虐待、および支援のための社会的資源について理解している。

講義

授業内で提示する参考図書

を用いての講義前後の予復

習（ 時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

障碍と支援

障碍を抱える本人、家族への支援について説明することが出

来る。

講義

授業内で提示する参考図書

を用いての講義前後の予復

習（ 時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

心理療法

心理療法の基本的態度について理解している。

講義とグループワーク

講義前後のグループ討議（

時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

心理検査

基礎的な心理検査について、説明することが出来る。

講義とグループワーク

講義前後のグループ討議（

時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

心理援助総論

心理学的視点から支援対象者についてアセスメントすること

が出来る。

講義とグループワーク、デ

ィスカッション

講義前後のグループ討議（

時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

まとめ 講義 受講態度

定期試験（総括的評価）

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

各論について、自身の考えを述べることが出来る。 授業内で提示する参考図書

を用いての講義前後の予復

習（ 時間）

関連科目 心理学、発達心理学など

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

看護師・コメディカルのための医療心理学入門 野口 普子 金剛出版

評価の時期・

方法・基準

定期試験期間に実施する定期試験により評価する。

点満点中 点以上で合格とする。

但し、受講態度不良の場合、減点することがある。

グループワークやディスカッションについての、評価とフィードバックは授業内で行う。

学生への

メッセージ

常に臨床を意識した講義を行いますので、議論やロールプレイなど積極的に参加してください。

授業担当者の石田拓也は、総合病院精神科外来、精神科病院病棟勤務を経て、たちメンタルクリニック（精神科・心療内科）にて 年勤務し

た経験から、心理学についての知識にとどまらず、その方法論について実務的な教育を行う。

授業担当者の菊田真穂は、星ヶ丘厚生年金病院（現、 星ヶ丘医療センター）で病院薬剤師として 年間勤務した経験から、患者や家族

の心理状態に配慮したコミュニケーションに関する実践的な教育を行う。

担当者の

研究室等

石田：１号館２階 （非常勤講師室）

菊田： 号館 階（医療薬学研究室１）

備考、

事前・事後

学習課題

学習方法・自己学習課題の欄を参照（ 時間× 回＝ 時間）

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 臨床心理学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＤＥＦ

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 菊田 真穂 石田 拓也

ディプロマポリシー ◎ ◎ ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース： ．基本事項

ユニット：（ ）信頼関係の構築

一般目標：患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、信頼関係を構築するために役立つ能力を身につける。

【①コミュニケーション】

対人関係に影響を及ぼす心理的要因について概説できる。

相手の心理状態とその変化に配慮し、対応する。（態度）

自分の心理状態を意識して、他者と接することができる。（態度）

【②患者・生活者と薬剤師】

患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケアの影響について説明できる。

患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配慮して行動する。（態度）

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ガイダンス

臨床心理学について概説できる。

講義とディスカッション

講義前後の予復習（ 時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

子どもと発達①

アタッチメントについて概説できる。

講義と映像資料を基にディ

スカッション

授業内で提示する参考図書

を用いての講義前後の予復

習（ 時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

子どもと発達②

各発達段階におけるアタッチメントについて説明できる。

講義

授業内で提示する参考図書

を用いての講義前後の予復

習（ 時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

家族関係

システム論の視点から家族について説明することが出来る。

講義

授業内で提示する参考図書

を用いての講義前後の予復

習（ 時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

対象喪失

対象喪失おける心理的変化について理解している。

講義

授業内で提示する参考図書

を用いての講義前後の予復

習（ 時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

災害と心理援助①

災害が心身に及ぼす影響について理解している。

講義

授業内で提示する参考図書

を用いての講義前後の予復

習（ 時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

災害と心理援助②

災害時の基礎的な心理的援助の方法論を習得する。

講義とグループワーク、プ

レゼンテーション

講義前後のグループ討議（

時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

虐待とその支援

虐待、および支援のための社会的資源について理解している。

講義

授業内で提示する参考図書

を用いての講義前後の予復

習（ 時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

障碍と支援

障碍を抱える本人、家族への支援について説明することが出

来る。

講義

授業内で提示する参考図書

を用いての講義前後の予復

習（ 時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

心理療法

心理療法の基本的態度について理解している。

講義とグループワーク

講義前後のグループ討議（

時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

心理検査

基礎的な心理検査について、説明することが出来る。

講義とグループワーク

講義前後のグループ討議（

時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

心理援助総論

心理学的視点から支援対象者についてアセスメントすること

が出来る。

講義とグループワーク、デ

ィスカッション

講義前後のグループ討議（

時間）

受講態度

定期試験（総括的評価）

まとめ 講義 受講態度

定期試験（総括的評価）

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

各論について、自身の考えを述べることが出来る。 授業内で提示する参考図書

を用いての講義前後の予復

習（ 時間）

関連科目 心理学、発達心理学など

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

看護師・コメディカルのための医療心理学入門 野口 普子 金剛出版

評価の時期・

方法・基準

定期試験期間に実施する定期試験により評価する。

点満点中 点以上で合格とする。

但し、受講態度不良の場合、減点することがある。

グループワークやディスカッションについての、評価とフィードバックは授業内で行う。

学生への

メッセージ

常に臨床を意識した講義を行いますので、議論やロールプレイなど積極的に参加してください。

授業担当者の石田拓也は、総合病院精神科外来、精神科病院病棟勤務を経て、たちメンタルクリニック（精神科・心療内科）にて 年勤務し

た経験から、心理学についての知識にとどまらず、その方法論について実務的な教育を行う。

授業担当者の菊田真穂は、星ヶ丘厚生年金病院（現、 星ヶ丘医療センター）で病院薬剤師として 年間勤務した経験から、患者や家族

の心理状態に配慮したコミュニケーションに関する実践的な教育を行う。

担当者の

研究室等

石田：１号館２階 （非常勤講師室）

菊田： 号館 階（医療薬学研究室１）

備考、

事前・事後

学習課題

学習方法・自己学習課題の欄を参照（ 時間× 回＝ 時間）

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 発達心理学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＡＢＣ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 安原 智久

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

独自の項目（一般目標）

人の障害を通した精神的な成長を俯瞰して捉えるために、発達心理学の基本を理解する。

他者にそのときに必要でかつ受容可能な支援を提供するために、ライフ・スパンの視点から人の発達を理解する。

合理的配慮に基づく適切な支援を子なうために、発達障害とその周辺で生じる問題に関して理解する。

臨床現場で出会う発達障害を有する方に対して適切な対応を行うために、発達臨床に関わる人々と発達臨床の現場を理解する。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

我が国の小児保健・医療の課題を概説する。 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

発達心理学とは何かを概説する。 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

我が国の社会における個別性と共通性がもたらす人との関係

を概説する。
講義・課題演習

定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

希望はどこに宿るのかについて考えを述べる。 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

周産期・新生児の発達について概説する。 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

幼児期の発達について概説する。 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

学齢期（低学年）の発達について概説する。 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

学齢期（高学年）の発達について概説する。 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

障害とその周辺に関して理解する１

注意欠陥多動性障害について概説する。
講義・課題演習

定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

障害とその周辺に関して理解する２

学習障害について概説する。
講義・課題演習

定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

障害とその周辺に関して理解する３

アスペルガー症候群について概説する。
講義・課題演習

定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

障害とその周辺に関して理解する４

幼児・児童虐待について概説する。
講義・課題演習

定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

発達心理と障害を総括的に議論する。 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

関連科目 心理学、臨床心理学

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

よくわかる臨床発達心理学 麻生 武 他 ミネルヴァ書房

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

臨床発達心理学・理論と実践１～５ 本郷 一夫 他 ミネルヴァ書房

評価の時期・

方法・基準

各回の個人レポートを成績に反映させるので必ず毎回提出すること。

上述の前提条件を満たした者を、提出課題の評価（ ）、及び定期試験（ ）で評価を行う。 点満点中、 点以上で合格。

学生への

メッセージ
本科目は、教養科目であるので、積極的な興味をもって能動的に受講・学習していただくことが何よりも自分のためになると思います。

担当者の

研究室等
安原：１号館２階 薬学教育学研究室

備考、

事前・事後

学習課題

本科目は予習を前提とした講義・演習となるため、必ずあらかじめ指定された範囲の予習を入念に行うこと（ 分× ）。また、講義・演習後

に理解が不十分な問題等に関しては、自己学習により理解を深めること（ 分× ）。レポート作成に関しては、授業時間のみでは不足が予想

されるため、自発的にプロダクト作成の時間を設けること（ 分× ）。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 発達心理学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＤＥＦ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 安原 智久

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

独自の項目（一般目標）

人の障害を通した精神的な成長を俯瞰して捉えるために、発達心理学の基本を理解する。

他者にそのときに必要でかつ受容可能な支援を提供するために、ライフ・スパンの視点から人の発達を理解する。

合理的配慮に基づく適切な支援を子なうために、発達障害とその周辺で生じる問題に関して理解する。

臨床現場で出会う発達障害を有する方に対して適切な対応を行うために、発達臨床に関わる人々と発達臨床の現場を理解する。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

我が国の小児保健・医療の課題を概説する。 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

発達心理学とは何かを概説する。 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

我が国の社会における個別性と共通性がもたらす人との関係

を概説する。
講義・課題演習

定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

希望はどこに宿るのかについて考えを述べる。 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

周産期・新生児の発達について概説する。 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

幼児期の発達について概説する。 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

学齢期（低学年）の発達について概説する。 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

学齢期（高学年）の発達について概説する。 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

障害とその周辺に関して理解する１

注意欠陥多動性障害について概説する。
講義・課題演習

定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

障害とその周辺に関して理解する２

学習障害について概説する。
講義・課題演習

定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

障害とその周辺に関して理解する３

アスペルガー症候群について概説する。
講義・課題演習

定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

障害とその周辺に関して理解する４

幼児・児童虐待について概説する。
講義・課題演習

定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

発達心理と障害を総括的に議論する。 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

関連科目 心理学、臨床心理学

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

よくわかる臨床発達心理学 麻生 武 他 ミネルヴァ書房

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

臨床発達心理学・理論と実践１～５ 本郷 一夫 他 ミネルヴァ書房

評価の時期・

方法・基準

各回の個人レポートを成績に反映させるので必ず毎回提出すること。

上述の前提条件を満たした者を、提出課題の評価（ ）、及び定期試験（ ）で評価を行う。 点満点中、 点以上で合格。

学生への

メッセージ
本科目は、教養科目であるので、積極的な興味をもって能動的に受講・学習していただくことが何よりも自分のためになると思います。

担当者の

研究室等
安原：１号館２階 薬学教育学研究室

備考、

事前・事後

学習課題

本科目は予習を前提とした講義・演習となるため、必ずあらかじめ指定された範囲の予習を入念に行うこと（ 分× ）。また、講義・演習後

に理解が不十分な問題等に関しては、自己学習により理解を深めること（ 分× ）。レポート作成に関しては、授業時間のみでは不足が予想

されるため、自発的にプロダクト作成の時間を設けること（ 分× ）。
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科目名 ボランティア活動論 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＡＢＣ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 山口 尚

ディプロマポリシー △ △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

本講義は、「ボランティアとは何か」をさまざまな角度から考察することを通じて、自己と社会の関係の理解を深めることを目指します。とり

わけ、ボランティア活動の意義に関する複数の理解の各々を批判的に考察しながら、根本的な意味で〈互いに支え合う存在〉であるところの

人間存在のあり方をつかむことを目標とします。本講義を通じて、現在行なわれているさまざまなボランティア活動の具体的な内容を知るだ

けでなく、ボランティアの意義の理解を深めることによって人間理解（すなわち私たちの自己理解）も深めることができるでしょう。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

イントロダクション：災害とボランティア――講義の全体像を

把握する。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

障害者とボランディア――「ニーズ」という概念の内容を掴み、

なぜ困っている人を助けねばならないのかの理解を深める。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

高齢者とボランティア（１）――高齢化問題について考察する

ことを通じて、「ケア」の精神がどのようなものかを学ぶ。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

高齢者とボランティア（２）――「グループホーム」という試

みについて考察することを通じて、「ケア」の精神がどのよう

なものかの理解を深める。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

医療とボランティア――アメリカの医療保険問題の考察を通

じて、ニーズへの適切な向き合い方がどのようなものかを学

ぶ。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

貧困とボランティア（１）――いわゆる「ひとり親家庭」の問

題の考察を通じて、《貧困や生活苦が社会構造から生み出され

うる》という事態の理解を深める。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

貧困とボランティア（２）――おカネと福祉の関係をめぐる問

題を考察し、社会的セーフティネットの重要性の理解を深め

る。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

貧困とボランティア（３）――「日雇い派遣問題」の考察を通

じて、《人的つながりもまた重要な資産・財産なのだ》という

点の理解を深める。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

貧困とボランティア（４）――「パーソナル・サポート」とい

う試みの考察を通じて、自立と人的つながりの関係の理解を

深める。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

子どもとボランティア――児童労働の問題の考察を通じて、

「フェアトレード」という大人の収入を守る仕組みが却って

児童労働を減らす点などを理解する。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

国際ボランティア――途上国支援の問題の考察を通じて、その

重要性と難しさの両面を理解する。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

ボランティアの哲学――「ボランティア精神」とは何かを理解

する。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

総括
講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。［以上のコメン

トペーパーと定期試験を総合

して評価する。］

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

毎時間提出（予定）のコメントペーパーの記述内容（ ）および定期試験（ ）を総合して評価する。

点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
随時プリントを配布し、板書を中心に授業を進めます。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

日頃から新聞等を読み、ボランティア活動に関わる内容やニュースについての情報を収集する習慣をつけておく。質問等は出講時に非常勤講

師室にて対応する。また、予習復習については、各回の講義ノートの重要な点をまとめなおし、次回予告に即して関連する事柄を調べたりし

ながらノートしておく（ 時間 回）。
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科目名 ボランティア活動論 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 山口 尚

ディプロマポリシー △ △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

本講義は、「ボランティアとは何か」をさまざまな角度から考察することを通じて、自己と社会の関係の理解を深めることを目指します。とり

わけ、ボランティア活動の意義に関する複数の理解の各々を批判的に考察しながら、根本的な意味で〈互いに支え合う存在〉であるところの

人間存在のあり方をつかむことを目標とします。本講義を通じて、現在行なわれているさまざまなボランティア活動の具体的な内容を知るだ

けでなく、ボランティアの意義の理解を深めることによって人間理解（すなわち私たちの自己理解）も深めることができるでしょう。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

イントロダクション：災害とボランティア――講義の全体像を

把握する。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

障害者とボランディア――「ニーズ」という概念の内容を掴み、

なぜ困っている人を助けねばならないのかの理解を深める。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

高齢者とボランティア（１）――高齢化問題について考察する

ことを通じて、「ケア」の精神がどのようなものかを学ぶ。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

高齢者とボランティア（２）――「グループホーム」という試

みについて考察することを通じて、「ケア」の精神がどのよう

なものかの理解を深める。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

医療とボランティア――アメリカの医療保険問題の考察を通

じて、ニーズへの適切な向き合い方がどのようなものかを学

ぶ。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

貧困とボランティア（１）――いわゆる「ひとり親家庭」の問

題の考察を通じて、《貧困や生活苦が社会構造から生み出され

うる》という事態の理解を深める。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

貧困とボランティア（２）――おカネと福祉の関係をめぐる問

題を考察し、社会的セーフティネットの重要性の理解を深め

る。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

貧困とボランティア（３）――「日雇い派遣問題」の考察を通

じて、《人的つながりもまた重要な資産・財産なのだ》という

点の理解を深める。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

貧困とボランティア（４）――「パーソナル・サポート」とい

う試みの考察を通じて、自立と人的つながりの関係の理解を

深める。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

子どもとボランティア――児童労働の問題の考察を通じて、

「フェアトレード」という大人の収入を守る仕組みが却って

児童労働を減らす点などを理解する。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

国際ボランティア――途上国支援の問題の考察を通じて、その

重要性と難しさの両面を理解する。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

ボランティアの哲学――「ボランティア精神」とは何かを理解

する。

講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。

総括
講義、ミニワーク・アクテ

ィビティ

コメントペーパーの内容によ

って評価する。［以上のコメン

トペーパーと定期試験を総合

して評価する。］

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

毎時間提出（予定）のコメントペーパーの記述内容（ ）および定期試験（ ）を総合して評価する。

点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
随時プリントを配布し、板書を中心に授業を進めます。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

日頃から新聞等を読み、ボランティア活動に関わる内容やニュースについての情報を収集する習慣をつけておく。質問等は出講時に非常勤講

師室にて対応する。また、予習復習については、各回の講義ノートの重要な点をまとめなおし、次回予告に即して関連する事柄を調べたりし

ながらノートしておく（ 時間 回）。
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科目名 日本国憲法 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＡＢＣ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 小宮山 直子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

薬学準備教育 （１）人と文化

一般目標：薬学領域の学習と併行して、人文科学、社会科学および自然科学などを広く学び、知識を獲得し、さまざまな考え方にふれ、物事

を多角的にみる能力を養う。そして見識のある人間としての基礎を築くために、自分自身についての洞察を深め、生涯にわたって自己研鑽に

努める習慣を身につける。

本講義では、日本国憲法の基礎的知識を習得することを目的としています。さらにその知識を活用して、社会における多様な問題について、

憲法の視点を踏まえて自分の言葉で発言できるようになることを目標とします。できるだけ身近な素材を利用して講義を進めますので、「憲

法」と日常生活との関わりについて考えてもらえる機会になるでしょう。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

はじめに

現代日本の法制度の概要、及び、近代憲法の特徴について理

解する。

講義

日本法全体における憲法の

位置を確認しておく。

定期試験・平常点

日本における憲法：

明治憲法の特徴及び日本国憲法の歴史を理解する。

講義

日本国憲法全文を読む。
定期試験・平常点

日本国憲法の基本原理：

国民主権・平和主義を中心に考察する。

講義

明治憲法と日本国憲法の違

いについて整理する。

定期試験・平常点

統治規定の基礎

国会のしくみ及び裁判所・違憲審査制度の基本を理解する。

講義

違憲審査制度について整理

する。

定期試験・平常点

人権規定の基礎

憲法における人権保障の意義、限界などを理解する。

講義

人権規定の分類を整理す

る。

定期試験・平常点

自由権（１）

表現の自由：表現の自由の重要性とその限界について、判例・

近年の動きを通して考える。

講義

表現の自由に関する重要判

例を整理する。

定期試験・平常点

自由権（２）

刑事手続きに関する諸権利について考察する。

講義

近年の冤罪事件について調

べる。

定期試験・平常点

社会権

生存権と生活保護：生存権をめぐる判例から、支え合う社会

について考える。

講義

社会権が登場する歴史的背

景について整理する。

定期試験・平常点

法の下の平等（１）

憲法で保障される平等の意味・歴史を学ぶ。 条に関わる重

要判例を検討する。

講義

平等の意義について整理す

る。

定期試験・平常点

法の下の平等（２）

条・ 条にめぐる重要判例を検討しつつ、家族をめぐる法

や諸問題を憲法を通して考える。

講義

憲法に関する新聞記事を調

べる。

定期試験・平常点

新しい人権

プライバシー権、自己決定権など新しい人権をめぐる諸問題・

判例を考察する。

講義

憲法に関する新聞記事を調

べる。

定期試験・平常点

平和主義、憲法改正の問題

憲法改正をめぐる諸問題を考察する。

講義

条をめぐる様々な議論、

憲法改正に関する近年の動

向を整理する。

定期試験・平常点

まとめと復習

全体の再確認および憲法問題に関する今後の展望を考える。

講義

これまで取り上げた憲法に

関する重要判例を整理す

る。

定期試験・平常点

関連科目

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

憲法（第 版） 芦部信喜 岩波書店

評価の時期・

方法・基準

定期試験９０％、平常点（レポート・学習態度など）１０％によって総合的に評価します。

詳しくは初回の講義で説明します。

点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
１号館２階 （非常勤講師室）

備考、

事前・事後

学習課題

事前学習：前回までの学習内容を資料等を通して確認しておく。各テーマに関連する参考文献や新聞記事を読む。

事後学習：配布資料の重要事項を見直した上で、各回の自己学習課題に取り組む。（図書館等も活用すること）

参考文献は授業の中で随時紹介します。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 日本国憲法 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 小宮山 直子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

薬学準備教育 （１）人と文化

一般目標：薬学領域の学習と併行して、人文科学、社会科学および自然科学などを広く学び、知識を獲得し、さまざまな考え方にふれ、物事

を多角的にみる能力を養う。そして見識のある人間としての基礎を築くために、自分自身についての洞察を深め、生涯にわたって自己研鑽に

努める習慣を身につける。

本講義では、日本国憲法の基礎的知識を習得することを目的としています。さらにその知識を活用して、社会における多様な問題について、

憲法の視点を踏まえて自分の言葉で発言できるようになることを目標とします。できるだけ身近な素材を利用して講義を進めますので、「憲

法」と日常生活との関わりについて考えてもらえる機会になるでしょう。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

はじめに

現代日本の法制度の概要、及び、近代憲法の特徴について理

解する。

講義

日本法全体における憲法の

位置を確認しておく。

定期試験・平常点

日本における憲法：

明治憲法の特徴及び日本国憲法の歴史を理解する。

講義

日本国憲法全文を読む。
定期試験・平常点

日本国憲法の基本原理：

国民主権・平和主義を中心に考察する。

講義

明治憲法と日本国憲法の違

いについて整理する。

定期試験・平常点

統治規定の基礎

国会のしくみ及び裁判所・違憲審査制度の基本を理解する。

講義

違憲審査制度について整理

する。

定期試験・平常点

人権規定の基礎

憲法における人権保障の意義、限界などを理解する。

講義

人権規定の分類を整理す

る。

定期試験・平常点

自由権（１）

表現の自由：表現の自由の重要性とその限界について、判例・

近年の動きを通して考える。

講義

表現の自由に関する重要判

例を整理する。

定期試験・平常点

自由権（２）

刑事手続きに関する諸権利について考察する。

講義

近年の冤罪事件について調

べる。

定期試験・平常点

社会権

生存権と生活保護：生存権をめぐる判例から、支え合う社会

について考える。

講義

社会権が登場する歴史的背

景について整理する。

定期試験・平常点

法の下の平等（１）

憲法で保障される平等の意味・歴史を学ぶ。 条に関わる重

要判例を検討する。

講義

平等の意義について整理す

る。

定期試験・平常点

法の下の平等（２）

条・ 条にめぐる重要判例を検討しつつ、家族をめぐる法

や諸問題を憲法を通して考える。

講義

憲法に関する新聞記事を調

べる。

定期試験・平常点

新しい人権

プライバシー権、自己決定権など新しい人権をめぐる諸問題・

判例を考察する。

講義

憲法に関する新聞記事を調

べる。

定期試験・平常点

平和主義、憲法改正の問題

憲法改正をめぐる諸問題を考察する。

講義

条をめぐる様々な議論、

憲法改正に関する近年の動

向を整理する。

定期試験・平常点

まとめと復習

全体の再確認および憲法問題に関する今後の展望を考える。

講義

これまで取り上げた憲法に

関する重要判例を整理す

る。

定期試験・平常点

関連科目

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

憲法（第 版） 芦部信喜 岩波書店

評価の時期・

方法・基準

定期試験９０％、平常点（レポート・学習態度など）１０％によって総合的に評価します。

詳しくは初回の講義で説明します。

点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
１号館２階 （非常勤講師室）

備考、

事前・事後

学習課題

事前学習：前回までの学習内容を資料等を通して確認しておく。各テーマに関連する参考文献や新聞記事を読む。

事後学習：配布資料の重要事項を見直した上で、各回の自己学習課題に取り組む。（図書館等も活用すること）

参考文献は授業の中で随時紹介します。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 法学入門 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＡＢＣ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 安藤 由香里

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

本授業は、皆さんの「日常生活」および「医療従事者」として、法がどのような機能を果たしているかについて「楽しく」学ぶことを目的と

する。

社会における法の役割について理解する。

グローバルな視野を身につけるために多様な事象を考察する。

批判力および分析力を養うために、参加型講義を実施する。

教科書以外にも授業中に適宜参考資料を紹介する。

毎週、講義と関連する事件・ニュースの新聞記事を持参する。

授業冒頭で、近くの席の人に自分の印刷した記事を見せ、事件の概要となぜその記事を選らんだかを説明する。

法律の基本的知識やその活用について学ぶことは、医療従事者としての社会生活そして日常生活に必ず役立ちます！

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

法ってなんだろう？
講義の目的、進め方、成績

評価／私たちの生活と法

人間らしく生きる権利の保障－基本的人権
基本的人権、プライバシー、

自己決定権、信教の自由

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

人間らしく生きる権利の保障－基本的人権
表現の自由、生存権、法の

下の平等

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験のための復習、定期

試験

現代行政における国民 外国人の権利、入国管理

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

すべては契約から
契約の自由、損害賠償、住

まいと法律

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

いろいろな決済方法
クレジットカード、連帯保

証、自己破産

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

家族と法－結婚・離婚
法律婚、事実婚、離婚、親

権、監護権

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

家族と法－親子関係 扶養、相続、遺言

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

日常生活のアクシデント－交通事故 交通事故、自動車、自転車

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

日常生活のアクシデント－医療事故
インフォームドコンセン

ト、医療過誤

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

罪と罰－犯罪
脳死・臓器移植、インフォ

ームドコンセント

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

罪と罰ー犯罪
インフォームドコンセン

ト、安楽死・尊厳死と刑法

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

労働・社会保障と法
労働契約、解雇・失業、子

育て、介護

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

関連科目 日本国憲法

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

ワンステップ法学 國友順市、畑雅弘 編著 嵯峨野書院

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験 ％

積極的に討議し、コメント用紙に記入し提出する。 ％

学生への

メッセージ

法は、私たちの生活のどこにでも常に関わってくる問題です。

医療従事者として知らなかったではすまされない基礎知識があります。

本講義を通じて、そのことを実感し、社会問題を問いなおす視点を身につけてください。

担当者の

研究室等

号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

講義前の予習（教科書を読む。 時間× 回）

復習（講義の重要事項をまとめる。 時間× 回）

自己学習（講義に関連する新聞記事を読み、次週に持参する）教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 法学入門 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 安藤 由香里

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

本授業は、皆さんの「日常生活」および「医療従事者」として、法がどのような機能を果たしているかについて「楽しく」学ぶことを目的と

する。

社会における法の役割について理解する。

グローバルな視野を身につけるために多様な事象を考察する。

批判力および分析力を養うために、参加型講義を実施する。

教科書以外にも授業中に適宜参考資料を紹介する。

毎週、講義と関連する事件・ニュースの新聞記事を持参する。

授業冒頭で、近くの席の人に自分の印刷した記事を見せ、事件の概要となぜその記事を選らんだかを説明する。

法律の基本的知識やその活用について学ぶことは、医療従事者としての社会生活そして日常生活に必ず役立ちます！

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

法ってなんだろう？
講義の目的、進め方、成績

評価／私たちの生活と法

人間らしく生きる権利の保障－基本的人権
基本的人権、プライバシー、

自己決定権、信教の自由

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

人間らしく生きる権利の保障－基本的人権
表現の自由、生存権、法の

下の平等

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験のための復習、定期

試験

現代行政における国民 外国人の権利、入国管理

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

すべては契約から
契約の自由、損害賠償、住

まいと法律

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

いろいろな決済方法
クレジットカード、連帯保

証、自己破産

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

家族と法－結婚・離婚
法律婚、事実婚、離婚、親

権、監護権

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

家族と法－親子関係 扶養、相続、遺言

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

日常生活のアクシデント－交通事故 交通事故、自動車、自転車

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

日常生活のアクシデント－医療事故
インフォームドコンセン

ト、医療過誤

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

罪と罰－犯罪
脳死・臓器移植、インフォ

ームドコンセント

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

罪と罰ー犯罪
インフォームドコンセン

ト、安楽死・尊厳死と刑法

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

労働・社会保障と法
労働契約、解雇・失業、子

育て、介護

前回の復習・予習として講義

と関連する関心事例（事件・

ニュース）を新聞等で確認、

定期試験

関連科目 日本国憲法

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

ワンステップ法学 國友順市、畑雅弘 編著 嵯峨野書院

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験 ％

積極的に討議し、コメント用紙に記入し提出する。 ％

学生への

メッセージ

法は、私たちの生活のどこにでも常に関わってくる問題です。

医療従事者として知らなかったではすまされない基礎知識があります。

本講義を通じて、そのことを実感し、社会問題を問いなおす視点を身につけてください。

担当者の

研究室等

号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

講義前の予習（教科書を読む。 時間× 回）

復習（講義の重要事項をまとめる。 時間× 回）

自己学習（講義に関連する新聞記事を読み、次週に持参する）教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 経済学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＡＢＣ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 南 慎二郎

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

【授業概要】

経済学は特に近代以降の科学や産業の発展と共に進歩してきた学問であり、私たちの社会の豊かさや直面する課題解決 貧困、社会保障、環

境問題など を求めていく上で、経済学の考え方やそれに基づく政策は密接に関わっています。本講義では経済学の歴史に即して基礎的な考え

を学習した上で、現実の具体的な動向や問題のトピックを通じて理解を深めていきます。

【講義の目標】

一般教養としての経済学の知識を俯瞰的に把握し、その知識に基づいて社会経済や時事問題を理解して自らで考えられるようになることが

目標です。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

はじめに：講義の全体や進行について 経済学の一般的な考

え方、経済学史の流れ

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

経済循環をめぐる歴史：主に古典派経済学とマルクス、シュ

ンペーター

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

価値や価格はどのようにして決まるか：価値説と限界効用説、

リカードから新古典派へ

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

ケインズ革命：ケインズの研究・思想とその影響について

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

現代経済学の概観：戦後の経済学の流れ、現代の経済学派の

関係

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

制度学派：現実社会の制度（慣習や経験・心理に影響される

人間行動を含む）を重視する経済学の系譜

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

行動経済学：認知心理学をベースとした新たな経済学の展開

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

戦後の日本経済史：私たちが生活している社会経済の背景と

して

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

労働について：雇用と賃金の決まり方、日本の労働市場、格

差や雇用形態や労働災害の問題

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

公害・環境問題について①：利潤追求と節約、外部性と社会

的費用、環境問題に対する経済学的アプローチ

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

公害・環境問題について②：日本の公害・環境問題の歴史と

教訓、具体的な環境問題で考えてみる

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

経済学と政府の役割：社会保障制度と福祉国家の盛衰、市場

の失敗と政府の失敗

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

まとめとして：これまでの講義の振り返り、社会を見る手が

かりとしての経済思想

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

入門 経済学の歴史 根井雅弘 筑摩書房 ちくま新書

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

日本経済論
宮川努、細野薫、細谷圭、川上淳

之
中央経済社

評価の時期・

方法・基準
期末試験 ％、講義期間中に実施する小レポート ％

学生への

メッセージ

経済学というと競争社会での合理性や効率性を追求するといった冷たいイメージも伴いますが、現実の社会を取り扱うものですから、道徳倫

理や公正を重視して、万人の幸福や厚生を求める思想も根幹に持ちます。特に薬剤師や医療関係の進路であれば、人の生命や尊厳、幸福に関

わる仕事ですので、経済学の知識やその思想を学んでおくことは有意義といえます。経済学や数学の予備知識を前提とはせずに授業進行を行

います。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

配布するレジュメおよびスライド資料を元に講義を行います。

各回の事前・事後学習として、

・講義で使用した資料による復習。 分

・シラバスおよび講義中に示した参考文献による自習。 時間

授業時間内に口頭もしくは紙により質問を受け付けるようにし、次回講義時にフィードバックします。

授業時間外の質問についてはメール等で対応します 初回時にアナウンス 。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 経済学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 南 慎二郎

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

【授業概要】

経済学は特に近代以降の科学や産業の発展と共に進歩してきた学問であり、私たちの社会の豊かさや直面する課題解決 貧困、社会保障、環

境問題など を求めていく上で、経済学の考え方やそれに基づく政策は密接に関わっています。本講義では経済学の歴史に即して基礎的な考え

を学習した上で、現実の具体的な動向や問題のトピックを通じて理解を深めていきます。

【講義の目標】

一般教養としての経済学の知識を俯瞰的に把握し、その知識に基づいて社会経済や時事問題を理解して自らで考えられるようになることが

目標です。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

はじめに：講義の全体や進行について 経済学の一般的な考

え方、経済学史の流れ

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

経済循環をめぐる歴史：主に古典派経済学とマルクス、シュ

ンペーター

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

価値や価格はどのようにして決まるか：価値説と限界効用説、

リカードから新古典派へ

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

ケインズ革命：ケインズの研究・思想とその影響について

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

現代経済学の概観：戦後の経済学の流れ、現代の経済学派の

関係

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

制度学派：現実社会の制度（慣習や経験・心理に影響される

人間行動を含む）を重視する経済学の系譜

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

行動経済学：認知心理学をベースとした新たな経済学の展開

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

戦後の日本経済史：私たちが生活している社会経済の背景と

して

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

労働について：雇用と賃金の決まり方、日本の労働市場、格

差や雇用形態や労働災害の問題

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

公害・環境問題について①：利潤追求と節約、外部性と社会

的費用、環境問題に対する経済学的アプローチ

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

公害・環境問題について②：日本の公害・環境問題の歴史と

教訓、具体的な環境問題で考えてみる

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

経済学と政府の役割：社会保障制度と福祉国家の盛衰、市場

の失敗と政府の失敗

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

まとめとして：これまでの講義の振り返り、社会を見る手が

かりとしての経済思想

講義、および配布するレジ

ュメやスライド資料、紹介

する参考文献を利用した復

習・自習

講義期間中のレポート課題お

よび期末試験により理解度・

習熟度を評価します。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

入門 経済学の歴史 根井雅弘 筑摩書房 ちくま新書

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

日本経済論
宮川努、細野薫、細谷圭、川上淳

之
中央経済社

評価の時期・

方法・基準
期末試験 ％、講義期間中に実施する小レポート ％

学生への

メッセージ

経済学というと競争社会での合理性や効率性を追求するといった冷たいイメージも伴いますが、現実の社会を取り扱うものですから、道徳倫

理や公正を重視して、万人の幸福や厚生を求める思想も根幹に持ちます。特に薬剤師や医療関係の進路であれば、人の生命や尊厳、幸福に関

わる仕事ですので、経済学の知識やその思想を学んでおくことは有意義といえます。経済学や数学の予備知識を前提とはせずに授業進行を行

います。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

配布するレジュメおよびスライド資料を元に講義を行います。

各回の事前・事後学習として、

・講義で使用した資料による復習。 分

・シラバスおよび講義中に示した参考文献による自習。 時間

授業時間内に口頭もしくは紙により質問を受け付けるようにし、次回講義時にフィードバックします。

授業時間外の質問についてはメール等で対応します 初回時にアナウンス 。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 女性学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 荒木 菜穂

ディプロマポリシー △ △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：ヒューマニズムについて学ぶ

ユニット：（３）信頼関係の確立を目指して

一般目標：医療の担い手の一員である薬学専門家として、患者、同僚、地域社会との信頼関係を確立できるようになるために、相手の心理、

立場、環境を理解するための基本的知識、技能、態度を修得する。

【コミュニケーション】、【相手の気持ちに配慮する】、【患者の気持ちに配慮する】

女性学とは、男女ともが、社会のしくみについて考える場である。社会の「主人公」が男性であることが自明であった時代、「見えない存在」

とされていた女性のあり方に目を向けることが女性学のきっかけとなった。しかし、それは、性別によって個人が生き方を決められてしまう

社会のしくみそのものを問う学問および活動を意味する。現在では、性をめぐる社会のしくみは、男女それぞれの個人としての「生きにくさ」

と何かしら関係があるのかもしれないと捉えられる一方、「もはや性別による不都合など存在しない」という意見も多く見られる。本授業で

は、 年代以降現在に至るまでの、女性学において語られてきた様々なトピックをヒントに、性をめぐっての、今日的な社会のしくみにつ

いて、家族、恋愛、仕事、セクシュアリティなど様々な角度から理解を深める。女性学、ジェンダーに関する基本的なキーワードを理解し、

その上で、日々のニュースや社会問題などを知り、考える作業を意識的に行い、一般論としての「あたりまえ」ではなく、自分を主語として

それらの問題について語ることができるようになることを目標とする。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

イントロダクション／女性学とは何かを知る

女性学について、また、日

本における女性学誕生から

ジェンダー概念の普及まで

の簡単な歴史的な振り返り

を行う。

授業内レポート（授業内容の

理解と自分の意見を書く）。

メディアの中の男女のイメージを観る（１）

様々なメディアの中で、男

性、女性のイメージがどの

ように描き分けられている

か、またなぜそうなってい

るのかについて考える。配

布プリントの復習と意識的

なメディア視聴をし、次回

の準備とする。

授業内レポート（授業内容の

理解と自分の意見を書く）。

メディアの中の男女のイメージを観る（２）

メディアにおける表現の問

題性、また、メディアと接

する際のリテラシーについ

て考える。配布プリントの

復習と、意識的なメディア

視聴をする。

授業内レポート（授業内容の

理解と自分の意見を書く）。

恋愛・結婚・家族とジェンダーについて考える（１）

モテ非モテ、愛と暴力など、

日常的な問題の背景にある

社会のしくみを知る。配布

プリントの復習を行う。

授業内レポート（授業内容の

理解と自分の意見を書く）。

恋愛・結婚・家族とジェンダーについて考える（２）

恋愛意識、経済、家族のあ

り方など、様々な社会の問

題と結びつく「結婚」とい

う制度について、結婚が困

難になりつつある近年の現

状をデータなどで振り返

り、その構造について考え

る。配布プリントの復習を

行う。

授業内レポート（授業内容の

理解と自分の意見を書く）。

恋愛・結婚・家族とジェンダーについて考える（３）

家族とは何か。現在私たち

があたりまえの制度として

とらえている家族の歴史や

変化について学習する。配

布プリントの復習を行う。

授業内レポート（授業内容の

理解と自分の意見を書く）。

女性運動から学ぶ

過去および現在のフェミニ

ズム運動やその主張の多様

性から平等とは何かを学

ぶ。配布プリントの復習を

行う。

授業内レポート（授業内容の

理解と自分の意見を書く）。

個人の外見と身体と社会との関係性を知る

個人の「見た目」がジェン

ダーや社会による制約を受

ける問題について、単に批

判するだけでなく、我々が

積極的に表現する行為とし

ての意味を考える。配布プ

リントの復習を行う。

授業内レポート（授業内容の

理解と自分の意見を書く）。

身体と性を考える

出産・健康・医療をめぐり、

男女の身体や性が社会とど

のような関係にあったのか

を学ぶ。配布プリントの復

習を行う。

授業内レポート（授業内容の

理解と自分の意見を書く）。

セクシュアリティとジェンダーを考える

快楽の性、性的なものをめ

ぐる差別など、性と社会に

関する様々なことを学ぶ。

配布プリントの復習を行

授業内レポート（授業内容の

理解と自分の意見を書く）。
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う。

労働と社会のしくみを知る（１）

個人が生きる上での仕事、

労働、生活について、現代

の男女のライフコースとの

関わりで考える。配布プリ

ントの復習、事例に基づく

レポート課題を行う。

授業内レポート（授業内容の

理解と自分の意見を書く）。

労働と社会のしくみを知る（２）

格差社会と男女共同参画と

いった観点から、資本主義

社会の中のジェンダーと労

働について学ぶ。配布プリ

ントの復習を行う。

授業内レポート（授業内容の

理解と自分の意見を書く）。

ジェンダーに関する今日的課題

性の多様性、格差社会など、

近年の社会の様々な課題を

これまで学んだジェンダー

の視点を使い考える。配布

プリントの復習を行う。

授業内レポート（授業内容の

理解と自分の意見を書く）。

関連科目 社会と個人について考える科目全てに関連性があるといえます。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
授業内レポートおよび課題レポート（ 点）、定期試験（ 点）により総合評価する。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

配布プリントの復習（１時間×１３回）・意識的にニュース、新聞記事などを予習し次回に備える（１時間×１３回）を学習課題とします。難解

な理論を把握することよりも、日常生活の中の問題を、「あたりまえ」だけではない様々な視点で考えることができるようになることが本授業

の目的です。この問題はなぜ起こっているのだろう、世の中ってどうなってるんだろう、と一緒に考えていけたらと思います。
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科目名 教育学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＡＢＣ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 安原 智久 串畑 太郎

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

基本事項

（ ）信頼関係の構築

患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、信頼関係を構築するために役立つ能力を身につける。

【①コミュニケーション】

相手の心理状態とその変化に配慮し、対応する。（態度）

自分の心理状態を意識して、他者と接することができる。（態度）

適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや感情を理解するように努める。（技能・態度）

適切な手段により自分の考えや感情を相手に伝えることができる。（技能・態度）

他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すことができる。（知識・技能・態度）

（ ）多職種連携協働とチーム医療

医療・福祉・行政・教育機関及び関連職種の連携の必要性を理解し、チームの一員としての在り方を身につける。

自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協力・支援を求める。（態度）

チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役割を積極的に果たすように努める。（知識・態度）

（ ）自己研鑽と次世代を担う人材の育成

生涯にわたって自ら学ぶことの必要性・重要性を理解し、修得した知識・技能・態度を確実に次世代へ継承する意欲と行動力を身につける。

【①学習の在り方】

医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目を向け、自ら課題を見出し、解決に向けて努力する。（態度）

講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項や問題点を抽出できる。（技能）

必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。（知識・技能）

得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりやすく表現できる。（技能）

インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュリティに配慮して活用できる。（知識・態度）

【②薬学教育の概要】

「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説明できる。

薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づける。（知識・態度）

【④次世代を担う人材の育成】

薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識し、ロールモデルとなるように努める。（態度）

後輩等への適切な指導を実践する。（技能・態度）

独自の項目

（ ）教育力の向上

教育に関する基本的な理論とカリキュラムの構成を理解し、模擬的なカリキュラムを立案する。

【①教育思想と教育方法の歴史】

近代教育思想と教育学について概説できる。

教育学の体系化と授業の組織化について概説できる。

カリキュラム立案の原理について概説できる。

【②日本の教育改革と教育方法の歴史】

近代学校制度と授業について概説できる。

授業の定型化と授業改造の試みについて概説できる。

【③現代教育方法額の論点と課題】

「学力」について討議できる。

「問題解決学習」について討議できる。

「たのしい授業」について討議できる。

「教育技術」について討議できる。

【④何を学ぶか】

教育目標に課する基本的な説明が出来る。

簡単な教育目標を作成できる。

【⑤学習とは何か】

学習をめぐる つの理論を説明できる。

学習理理論に基づく学習方法を説明できる。

学習における他者の役割を説明できる。

【⑥学力をどう高めるか】

学力をどうとらえるかについて討議できる。

「できる学力」と「わかる学力」を比較して説明できる。

【⑦授業をどうデザインするか】

授業デザインについて概説できる。

対話的・協同的な学び合いについて討議できる。

学びのための指導・支援の在り方について討議できる。

簡単な教育方略を作成できる。

【⑧教育の道具・素材・環境】

教材づくりについて討議できる。

教材としてのメディアについて討議できる。

学習環境としての時空間について討議できる。

【⑨何をどう評価するのか】

「目標に準拠した評価」について討議できる。

「形成的評価」と「自己評価」の意義を説明できる。

「パフォーマンス評価」と「ポートフォリオ評価」について説明できる。

教育評価としての「実践記録」の意義を説明できる。

簡単な教育評価計画を作成できる。

【⑩教科外教育活動】

教科外教育の意義について説明できる。

教科外教育を取り入れた教育方略を作成できる。

【⑪どのような先導的薬剤師を目指すか】

「技術的熟達者モデル」と「反省的実践家モデル」について説明できる。

薬剤師としての成長に関して討議する。
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優れた薬剤師について持論を展開する。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

イントロダクション

学習観について
講義・課題演習

定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

現代教育方法額の論点と課題 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

学力とはなにか 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

学習とは何か 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

問題解決能力とは何か 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

教育目標とは何か 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

教育目標の作成 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

教育評価とは何か 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

教育評価の作成 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

教育計画を立案する１ 講義・課題演習
プロダクト提出（総括的評価）

観察記録（総括的評価）

教育方略とは何か 講義・課題演習
プロダクト提出（総括的評価）

観察記録（総括的評価）

教育方略の作成 講義・課題演習
プロダクト提出（総括的評価）

観察記録（総括的評価）

我が国の教育の現状 講義・課題演習
プロダクト提出（総括的評価）

観察記録（総括的評価）

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

新しい時代の教育方法 田中耕治他 有斐閣アルマ

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

拡張による学習―活動理論からのアプローチ ユーリア エンゲストローム 新曜社

あなたへの社会構成主義 ケネス・Ｊ・ガーゲン ナカニシヤ出版

評価の時期・

方法・基準

各回の個人レポートとグループプロダクトを成績に反映させるので必ず毎回参加すること。演習回への出席と積極的なグループワークへの参

加が単位認定の前提条件となる。

上述の前提条件を満たした者を、提出課題の評価（個人課題、グループプロダクト、 ）、観察記録（ピア評価、教員による観察、 ）、及

び定期試験（ ）で評価を行う。 点満点中、 点以上で合格。

学生への

メッセージ

本科目は、課題自己学習と講義、参加型学習法であるグループワークにより行う。尚、進行に合わせて、内容や日程の変更や追加を行う場合

があるので注意すること。

担当者の

研究室等
串畑、安原：１号館２階 薬学教育学研究室

備考、

事前・事後

学習課題

本科目は予習を前提とした講義・演習となるため、必ずあらかじめ指定された範囲の予習を入念に行い、課題を提出すること（ 分× ）。尚、

【②日本の教育改革と教育方法の歴史】および【⑧教育の道具・素材・環境】の項目に関しては自己学習による修得を前提としている（ 分

× ）。また、演習後に理解が不十分な問題等に関しては、自己学習により理解を深めること（ 分× ）。グループワークのプロダクト作成に

関しては、授業時間のみでは不足が予想されるため、グループ単位で自発的にプロダクト作成の時間を設けること（ 分× ）。
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科目名 教育学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 安原 智久 串畑 太郎

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

基本事項

（ ）信頼関係の構築

患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、信頼関係を構築するために役立つ能力を身につける。

【①コミュニケーション】

相手の心理状態とその変化に配慮し、対応する。（態度）

自分の心理状態を意識して、他者と接することができる。（態度）

適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや感情を理解するように努める。（技能・態度）

適切な手段により自分の考えや感情を相手に伝えることができる。（技能・態度）

他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すことができる。（知識・技能・態度）

（ ）多職種連携協働とチーム医療

医療・福祉・行政・教育機関及び関連職種の連携の必要性を理解し、チームの一員としての在り方を身につける。

自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協力・支援を求める。（態度）

チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役割を積極的に果たすように努める。（知識・態度）

（ ）自己研鑽と次世代を担う人材の育成

生涯にわたって自ら学ぶことの必要性・重要性を理解し、修得した知識・技能・態度を確実に次世代へ継承する意欲と行動力を身につける。

【①学習の在り方】

医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目を向け、自ら課題を見出し、解決に向けて努力する。（態度）

講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項や問題点を抽出できる。（技能）

必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。（知識・技能）

得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりやすく表現できる。（技能）

インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュリティに配慮して活用できる。（知識・態度）

【②薬学教育の概要】

「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説明できる。

薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づける。（知識・態度）

【④次世代を担う人材の育成】

薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識し、ロールモデルとなるように努める。（態度）

後輩等への適切な指導を実践する。（技能・態度）

独自の項目

（ ）教育力の向上

教育に関する基本的な理論とカリキュラムの構成を理解し、模擬的なカリキュラムを立案する。

【①教育思想と教育方法の歴史】

近代教育思想と教育学について概説できる。

教育学の体系化と授業の組織化について概説できる。

カリキュラム立案の原理について概説できる。

【②日本の教育改革と教育方法の歴史】

近代学校制度と授業について概説できる。

授業の定型化と授業改造の試みについて概説できる。

【③現代教育方法額の論点と課題】

「学力」について討議できる。

「問題解決学習」について討議できる。

「たのしい授業」について討議できる。

「教育技術」について討議できる。

【④何を学ぶか】

教育目標に課する基本的な説明が出来る。

簡単な教育目標を作成できる。

【⑤学習とは何か】

学習をめぐる つの理論を説明できる。

学習理理論に基づく学習方法を説明できる。

学習における他者の役割を説明できる。

【⑥学力をどう高めるか】

学力をどうとらえるかについて討議できる。

「できる学力」と「わかる学力」を比較して説明できる。

【⑦授業をどうデザインするか】

授業デザインについて概説できる。

対話的・協同的な学び合いについて討議できる。

学びのための指導・支援の在り方について討議できる。

簡単な教育方略を作成できる。

【⑧教育の道具・素材・環境】

教材づくりについて討議できる。

教材としてのメディアについて討議できる。

学習環境としての時空間について討議できる。

【⑨何をどう評価するのか】

「目標に準拠した評価」について討議できる。

「形成的評価」と「自己評価」の意義を説明できる。

「パフォーマンス評価」と「ポートフォリオ評価」について説明できる。

教育評価としての「実践記録」の意義を説明できる。

簡単な教育評価計画を作成できる。

【⑩教科外教育活動】

教科外教育の意義について説明できる。

教科外教育を取り入れた教育方略を作成できる。

【⑪どのような先導的薬剤師を目指すか】

「技術的熟達者モデル」と「反省的実践家モデル」について説明できる。

薬剤師としての成長に関して討議する。
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優れた薬剤師について持論を展開する。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

イントロダクション

学習観について
講義・課題演習

定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

現代教育方法額の論点と課題 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

学力とはなにか 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

学習とは何か 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

問題解決能力とは何か 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

教育目標とは何か 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

教育目標の作成 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

教育評価とは何か 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

教育評価の作成 講義・課題演習
定期試験（総括的評価）

課題提出（総括的評価）

教育計画を立案する１ 講義・課題演習
プロダクト提出（総括的評価）

観察記録（総括的評価）

教育方略とは何か 講義・課題演習
プロダクト提出（総括的評価）

観察記録（総括的評価）

教育方略の作成 講義・課題演習
プロダクト提出（総括的評価）

観察記録（総括的評価）

我が国の教育の現状 講義・課題演習
プロダクト提出（総括的評価）

観察記録（総括的評価）

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

新しい時代の教育方法 田中耕治他 有斐閣アルマ

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

拡張による学習―活動理論からのアプローチ ユーリア エンゲストローム 新曜社

あなたへの社会構成主義 ケネス・Ｊ・ガーゲン ナカニシヤ出版

評価の時期・

方法・基準

各回の個人レポートとグループプロダクトを成績に反映させるので必ず毎回参加すること。演習回への出席と積極的なグループワークへの参

加が単位認定の前提条件となる。

上述の前提条件を満たした者を、提出課題の評価（個人課題、グループプロダクト、 ）、観察記録（ピア評価、教員による観察、 ）、及

び定期試験（ ）で評価を行う。 点満点中、 点以上で合格。

学生への

メッセージ

本科目は、課題自己学習と講義、参加型学習法であるグループワークにより行う。尚、進行に合わせて、内容や日程の変更や追加を行う場合

があるので注意すること。

担当者の

研究室等
串畑、安原：１号館２階 薬学教育学研究室

備考、

事前・事後

学習課題

本科目は予習を前提とした講義・演習となるため、必ずあらかじめ指定された範囲の予習を入念に行い、課題を提出すること（ 分× ）。尚、

【②日本の教育改革と教育方法の歴史】および【⑧教育の道具・素材・環境】の項目に関しては自己学習による修得を前提としている（ 分

× ）。また、演習後に理解が不十分な問題等に関しては、自己学習により理解を深めること（ 分× ）。グループワークのプロダクト作成に

関しては、授業時間のみでは不足が予想されるため、グループ単位で自発的にプロダクト作成の時間を設けること（ 分× ）。

教
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科目名 観光学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＡＢＣ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 持永 政人 伊藤 優

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

少子高齢化の時代を迎え、交流人口の増加を期待できる観光振興は日本の成長戦略に位置付けられ、我々はこれから日本の魅力をさらに磨き、

発信していくことが求められます。特に日本の先進的な医療や質の高い医薬品は重要な観光資源のひとつになりつつあります。

この授業では薬学を志す学生が観光振興の意義を理解し、さまざまな観光現象について説明するために必要な基礎的な知識の習得を目標とし

ます。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

「はじめに」

授業の内容、進め方について

講義

プレテストの実施

「観光と観光学」

何故、今、観光が注目されるのか理解する
講義

第 回時に実施の小テスト①

定期試験

「観光の歴史」①

観光の歴史（古代～近世）を学ぶ
講義

第 回時に実施の小テスト①

定期試験

「観光の歴史」②

観光の歴史（近代～現代）を学ぶ
講義

第 回時に実施の小テスト①

定期試験

「観光と行動」

観光行動の形と仕組みについて理解する
講義

第 回時に実施の小テスト①

定期試験

「観光と経済」①

観光の持つ経済的なインパクトを考える
講義

第 回時に実施の小テスト①

定期試験

「観光と経済」②

経済の一般理論と観光の関係について考える

講義

課題レポートの作成と提出

第 回時に実施の小テスト①

定期試験

「観光と観光情報」

観光における情報の重要性を理解する
講義

小テスト①の実施

定期試験

「観光と交通」

交通が観光に果たす役割を理解する
講義

第 回時に行う小テスト②

定期試験

「観光と観光資源」

観光資源の特徴と要件を理解する
講義

第 回時に行う小テスト②

定期試験

「観光と法律」

観光関連政策と関連法規について学ぶ
講義

第 回時に行う小テスト②

定期試験

「観光と観光産業」

観光に関連する産業について考える
講義

第 回時に行う小テスト②

定期試験

「新しい観光と観光政策」

新しい観光のかたちと対応する観光政策を学ぶ
講義

小テスト②の実施

定期試験

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
授業への取組及び課題レポート（ 回） ０％、小テスト（ 回）３０％、定期試験６０％により総合的に評価する。

学生への

メッセージ

観光はさまざまなニュースや記事に取り上げられています。普段から幅広い時事問題にも触れるよう心掛けて下さい。

また、授業担当者の持永は観光事業会社での 年間の観光事業全般の運営・マネジメント経験から得た知見をふまえ、観光に関する実践的な

教育を行う。

担当者の

研究室等
寝屋川キャンパス 号館 階 持永教授室（経済学部）

備考、

事前・事後

学習課題

復習：講義時配布プリントに記載事項をまとめる。（ 時間× 回）

自己学習：各講義で指摘した「観光用語」について内容を確認・理解する。（ 分× 回）

教
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科目名 観光学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 持永 政人 伊藤 優

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

少子高齢化の時代を迎え、交流人口の増加を期待できる観光振興は日本の成長戦略に位置付けられ、我々はこれから日本の魅力をさらに磨き、

発信していくことが求められます。特に日本の先進的な医療や質の高い医薬品は重要な観光資源のひとつになりつつあります。

この授業では薬学を志す学生が観光振興の意義を理解し、さまざまな観光現象について説明するために必要な基礎的な知識の習得を目標とし

ます。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

「はじめに」

授業の内容、進め方について

講義

プレテストの実施

「観光と観光学」

何故、今、観光が注目されるのか理解する
講義

第 回時に実施の小テスト①

定期試験

「観光の歴史」①

観光の歴史（古代～近世）を学ぶ
講義

第 回時に実施の小テスト①

定期試験

「観光の歴史」②

観光の歴史（近代～現代）を学ぶ
講義

第 回時に実施の小テスト①

定期試験

「観光と行動」

観光行動の形と仕組みについて理解する
講義

第 回時に実施の小テスト①

定期試験

「観光と経済」①

観光の持つ経済的なインパクトを考える
講義

第 回時に実施の小テスト①

定期試験

「観光と経済」②

経済の一般理論と観光の関係について考える

講義

課題レポートの作成と提出

第 回時に実施の小テスト①

定期試験

「観光と観光情報」

観光における情報の重要性を理解する
講義

小テスト①の実施

定期試験

「観光と交通」

交通が観光に果たす役割を理解する
講義

第 回時に行う小テスト②

定期試験

「観光と観光資源」

観光資源の特徴と要件を理解する
講義

第 回時に行う小テスト②

定期試験

「観光と法律」

観光関連政策と関連法規について学ぶ
講義

第 回時に行う小テスト②

定期試験

「観光と観光産業」

観光に関連する産業について考える
講義

第 回時に行う小テスト②

定期試験

「新しい観光と観光政策」

新しい観光のかたちと対応する観光政策を学ぶ
講義

小テスト②の実施

定期試験

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
授業への取組及び課題レポート（ 回） ０％、小テスト（ 回）３０％、定期試験６０％により総合的に評価する。

学生への

メッセージ

観光はさまざまなニュースや記事に取り上げられています。普段から幅広い時事問題にも触れるよう心掛けて下さい。

また、授業担当者の持永は観光事業会社での 年間の観光事業全般の運営・マネジメント経験から得た知見をふまえ、観光に関する実践的な

教育を行う。

担当者の

研究室等
寝屋川キャンパス 号館 階 持永教授室（経済学部）

備考、

事前・事後

学習課題

復習：講義時配布プリントに記載事項をまとめる。（ 時間× 回）

自己学習：各講義で指摘した「観光用語」について内容を確認・理解する。（ 分× 回）
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科目名 生命倫理学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＡＢＣ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 岩﨑 綾乃

ディプロマポリシー ◎ ◎ ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース； 基本事項

ユニット： ２ 薬剤師に求められる倫理観

一般目標：倫理的問題に配慮して主体的に行動するために、生命・医療に係る倫理観を身につけ、医療の担い手としての感性を養う。

【①生命倫理】

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）

生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）について説明できる。

生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述べる。（知識・態度）

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概説できる。

【②医療倫理】

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

回

●みんなちがってみんないい

～あなたが生きる「いのち」～

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）

生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述

べる。（知識・態度）

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

講義、レポート、クラスデ

ィスカッション、グループ

ワーク

定期試験＋レポート＋成果物

回

●生命倫理って？

～あなたの「いのち」はだれのもの？～

生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）につい

て説明できる。

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

レポート、グループワーク、

プレゼンテーション、講義、
定期試験＋レポート＋成果物

～ 回

●「薬」と「生命倫理」

～「いのち」を守る～

薬害、スポーツファーマシスト、疾患をもって生きる、高齢

者医療について考えを述べる。

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

講義、レポート、グループ

ワーク
定期試験＋レポート＋成果物

～ 回

●「うまれること」「うまれてきたこと」「いきること」

～つながる「いのち」～

生殖、遺伝子に関係する医療技術について考えを述べる。

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）

生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述

べる。（知識・態度）

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

レポート、グループワーク、

グループディスカッショ

ン、プレゼンテーション、

講義、

定期試験＋レポート＋成果物

～ 回

●「死ぬということ」「死に向かうこと」「いきていること」

～尊厳ってなんだ～

脳死と臓器移植、再生医療、安楽死と尊厳死について考えを

述べる。

生命倫理に関わる主な歴史と宣言について説明できる（知

識）。

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）

生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述

べる。（知識・態度）

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

レポート、グループワーク、

グループディスカッショ

ン、ディベート、講義、

定期試験＋レポート＋成果物
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関連科目 薬剤師になるために、患者安全、患者コミュニケーション、社会薬学、薬事関連法規、分子細胞生物学、キャリア形成、哲学他

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

生物と生命倫理の基本ノート 改訂３版 西沢いづみ著 金芳堂

薬学総論 Ⅰ薬剤師としての基本事項 日本薬学会編 東京化学同人

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

授業中の個人ワーク、レポートの提出内容、 等での課題提出および発表用資料等の成果物 点、定期試験 点。 点満点の 点

以上で合格。

学生への

メッセージ

土曜日等に学外者（病院薬剤師、スポーツファーマシスト）の講演、講義を聴講させることがある。その場合は事前に連絡するので必ず聴講

すること。

●講義１回目の注意点

１．グループをつくり、チームビルディングを行う。

２．講義時にシラバスを説明するので、シラバスを印刷して持ってくること。

３． の登録を行うので、各自電子媒体（スマートフォン、タブレット等）を持参すること。なお、電子媒体を持っていない場合には、

１回目の時に申し出ること。

授業担当の岩﨑綾乃は、国立の研究機関における２年間の特別研究員の経験を活かし、現代社会の健康と科学技術に関する実践的教育を行う。

担当者の

研究室等
号館４階 統合薬学分野：岩﨑講師室

備考、

事前・事後

学習課題

講義前の予習（教科書（上記番号１、２）、予習プリントを読む、グループディスカッションのための事前準備等 時間ｘ 回、講義及び

自己学習課題の復習 時間ｘ 回）

教科書（上記番号２）「薬学総論 Ⅰ薬剤師としての基本事項」は、”薬剤師になるために”で使用したものと同じです。必ず持ってきてくださ

い。また、前期の”薬剤師になるために”の授業、”早期体験学習”での講演会、” ２”と関連が大変深いので、生命倫理学を履修する前に復習

を必ず行ってください。

レポート等、課題については、提出後の授業内のディスカッションで用い、理解を深めます。
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摂南大学シラバス

科目名 生命倫理学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＤＥＦ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 岩﨑 綾乃

ディプロマポリシー ◎ ◎ ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース； 基本事項

ユニット： ２ 薬剤師に求められる倫理観

一般目標：倫理的問題に配慮して主体的に行動するために、生命・医療に係る倫理観を身につけ、医療の担い手としての感性を養う。

【①生命倫理】

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）

生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）について説明できる。

生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述べる。（知識・態度）

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概説できる。

【②医療倫理】

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

回

●みんなちがってみんないい

～あなたが生きる「いのち」～

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）

生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述

べる。（知識・態度）

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

講義、レポート、クラスデ

ィスカッション、グループ

ワーク

定期試験＋レポート＋成果物

回

●生命倫理って？

～あなたの「いのち」はだれのもの？～

生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）につい

て説明できる。

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

レポート、グループワーク、

プレゼンテーション、講義、
定期試験＋レポート＋成果物

～ 回

●「薬」と「生命倫理」

～「いのち」を守る～

薬害、スポーツファーマシスト、疾患をもって生きる、高齢

者医療について考えを述べる。

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

講義、レポート、グループ

ワーク
定期試験＋レポート＋成果物

～ 回

●「うまれること」「うまれてきたこと」「いきること」

～つながる「いのち」～

生殖、遺伝子に関係する医療技術について考えを述べる。

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）

生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述

べる。（知識・態度）

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

レポート、グループワーク、

グループディスカッショ

ン、プレゼンテーション、

講義、

定期試験＋レポート＋成果物

～ 回

●「死ぬということ」「死に向かうこと」「いきていること」

～尊厳ってなんだ～

脳死と臓器移植、再生医療、安楽死と尊厳死について考えを

述べる。

生命倫理に関わる主な歴史と宣言について説明できる（知

識）。

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）

生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述

べる。（知識・態度）

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

レポート、グループワーク、

グループディスカッショ

ン、ディベート、講義、

定期試験＋レポート＋成果物
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関連科目 薬剤師になるために、患者安全、患者コミュニケーション、社会薬学、薬事関連法規、分子細胞生物学、キャリア形成、哲学他

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

生物と生命倫理の基本ノート 改訂３版 西沢いづみ著 金芳堂

薬学総論 Ⅰ薬剤師としての基本事項 日本薬学会編 東京化学同人

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

授業中の個人ワーク、レポートの提出内容、 等での課題提出および発表用資料等の成果物 点、定期試験 点。 点満点の 点

以上で合格。

学生への

メッセージ

土曜日等に学外者（病院薬剤師、スポーツファーマシスト）の講演、講義を聴講させることがある。その場合は事前に連絡するので必ず聴講

すること。

●講義１回目の注意点

１．グループをつくり、チームビルディングを行う。

２．講義時にシラバスを説明するので、シラバスを印刷して持ってくること。

３． の登録を行うので、各自電子媒体（スマートフォン、タブレット等）を持参すること。なお、電子媒体を持っていない場合には、

１回目の時に申し出ること。

授業担当の岩﨑綾乃は、国立の研究機関における２年間の特別研究員の経験を活かし、現代社会の健康と科学技術に関する実践的教育を行う。

担当者の

研究室等
号館４階 統合薬学分野：岩﨑講師室

備考、

事前・事後

学習課題

講義前の予習（教科書（上記番号１、２）、予習プリントを読む、グループディスカッションのための事前準備等 時間ｘ 回、講義及び

自己学習課題の復習 時間ｘ 回）

教科書（上記番号２）「薬学総論 Ⅰ薬剤師としての基本事項」は、”薬剤師になるために”で使用したものと同じです。必ず持ってきてくださ

い。また、前期の”薬剤師になるために”の授業、”早期体験学習”での講演会、” ２”と関連が大変深いので、生命倫理学を履修する前に復習

を必ず行ってください。

レポート等、課題については、提出後の授業内のディスカッションで用い、理解を深めます。
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科目名 数学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス １

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 島田 伸一

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース ：本学独自の薬学専門教育

ユニット：薬学準備教育ガイドライン（７）薬学の基礎としての数学・統計学

一般目標：薬学を学ぶ上で基礎となる数学・統計学に関する基礎知識を習得し、それらの薬学領域で応用するための基本的技能を身につける。

補足説明：物理工学薬学等で使われる微分積分の基礎を講義する。高校の数学の数 は仮定せずに講義を進める。数学 の範囲で十分である。

道具としての数学を目指すので、厳密さは時には犠牲にしても、直観的なわかり易い説明を優先する。また時間の許す限り様々な応用も例示した

い。

到達目標 微積分の基本的計算の習得 簡単な微分方程式の解法の習熟

授業計画

回

数
到達目標

学習方法・自己学

習課題
評価

微分法の基本

微分、積分の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・接線と微分係数 ・導関数

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

微分法の基本

微分、積分の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・微分計算の公式 ・１次近似式

講義・演習
１，２の小テスト

（総括的評価）

微分法の基本

微分、積分の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・関数の増減 ・速度と加速度

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

指数関数と対数関数

指数関数、対数関数の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・指数法則と対数法則 ・グラフ

講義・演習
３，４の小テスト

（総括的評価）

指数関数と対数関数

指数関数、対数関数の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・簡単な微分方程式

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

３角関数

三角関数の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・３角関数の復習 ・グラフ

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

３角関数

三角関数の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・加法定理 ・３角関数の微分

講義・演習
５，６，７の小テスト

（総括的評価）

不定積分

・基礎的な公式
講義・演習

定期テスト（総括的

評価）

不定積分

・置換積分

・部分積分

講義・演習
８，９の小テスト

（総括的評価）

定積分

・不定積分と定積分

・面積と定積分

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

定積分

・定積分の計算

・置換積分と部分積分

講義・演習

１０，１１の小テス

ト

（総括的評価）

定積分

・表面積と回転体の体積
講義・演習

定期テスト（総括的

評価）

微分方程式

基 本 的 な 微 分 方 程 式 の 計 算 が で き る 。 （ 技

能） ・

変数分離型 ・ 階線型

講義・演習

１２，１３の小テス

ト

（総括的評価）

関連科目 物理 化学等

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬学部 数学
摂南大学 基礎理工学機

構編

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

課題・小テスト 、定期テスト 期末 で で判定し評価する。小テストは約 週毎に実施するが、講義の進度によって前後する場合もある。

点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

証明はしないが、説明はします。まずは使ってみて答えが出るように練習しましょう。消化の仕組みを理解しなくても、美味しいと分かることは

可能です。そして微分積分学のアイデア自体は、単純そのものなのだとどこかの時点で気付いて頂ければ有り難い。

担当者の

研究室等
島田 ：寝屋川学舎 号館 階 数学研究室

備考、

事前・事後

学習課題

講義前の予習：１回１章の内容で教科書を編集しています。次回の章を読んでやる内容の見当をつけておきましょう 時間 回 。

復習：講義の重要事項をまとめ、例題を解き直しましょう 時間 回 。

自己学習：先ずは小テストに関連する教科書の練習問題を解きましょう。余裕があれば講義で触れることが出来なかった章の内容を見て欲しい。

学習課題：採点して返却し、適宜講義中に解説する。

教
養
科
目

775



摂南大学シラバス

科目名 数学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ２

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 田畑 謙二

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース ：本学独自の薬学専門教育

ユニット：薬学準備教育ガイドライン（７）薬学の基礎としての数学・統計学

一般目標：薬学を学ぶ上で基礎となる数学・統計学に関する基礎知識を習得し、それらの薬学領域で応用するための基本的技能を身につける。

補足説明：物理工学薬学等で使われる微分積分の基礎を講義する。高校の数学の数 は仮定せずに講義を進める。数学 の範囲で十分である。

道具としての数学を目指すので、厳密さは時には犠牲にしても、直観的なわかり易い説明を優先する。また時間の許す限り様々な応用も例示した

い。

到達目標 微積分の基本的計算の習得 簡単な微分方程式の解法の習熟

授業計画

回

数
到達目標

学習方法・自己学

習課題
評価

微分法の基本

微分、積分の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・接線と微分係数 ・導関数

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

微分法の基本

微分、積分の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・微分計算の公式 ・１次近似式

講義・演習
１，２の小テスト

（総括的評価）

微分法の基本

微分、積分の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・関数の増減 ・速度と加速度

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

指数関数と対数関数

指数関数、対数関数の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・指数法則と対数法則 ・グラフ

講義・演習
３，４の小テスト

（総括的評価）

指数関数と対数関数

指数関数、対数関数の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・簡単な微分方程式

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

３角関数

三角関数の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・３角関数の復習 ・グラフ

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

３角関数

三角関数の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・加法定理 ・３角関数の微分

講義・演習
５，６，７の小テスト

（総括的評価）

不定積分

・基礎的な公式
講義・演習

定期テスト（総括的

評価）

不定積分

・置換積分

・部分積分

講義・演習
８，９の小テスト

（総括的評価）

定積分

・不定積分と定積分

・面積と定積分

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

定積分

・定積分の計算

・置換積分と部分積分

講義・演習

１０，１１の小テス

ト

（総括的評価）

定積分

・表面積と回転体の体積
講義・演習

定期テスト（総括的

評価）

微分方程式

基 本 的 な 微 分 方 程 式 の 計 算 が で き る 。 （ 技

能） ・

変数分離型 ・ 階線型

講義・演習

１２，１３の小テス

ト

（総括的評価）

関連科目 物理 化学等

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬学部 数学
摂南大学 基礎理工学機

構編

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

課題・小テスト 、定期テスト 期末 で で判定し評価する。小テストは約 週毎に実施するが、講義の進度によって前後する場合もある。

点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

証明はしないが、説明はします。まずは使ってみて答えが出るように練習しましょう。消化の仕組みを理解しなくても、美味しいと分かることは

可能です。そして微分積分学のアイデア自体は、単純そのものなのだとどこかの時点で気付いて頂ければ有り難い。

担当者の

研究室等
田畑 ：寝屋川学舎 号館 階 数学準備室

備考、

事前・事後

学習課題

講義前の予習：１回１章の内容で教科書を編集しています。次回の章を読んでやる内容の見当をつけておきましょう 時間 回 。

復習：講義の重要事項をまとめ、例題を解き直しましょう 時間 回 。

自己学習：先ずは小テストに関連する教科書の練習問題を解きましょう。余裕があれば講義で触れることが出来なかった章の内容を見て欲しい。

学習課題：採点して返却し、適宜講義中に解説する。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 数学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ３

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 島田 伸一

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース ：本学独自の薬学専門教育

ユニット：薬学準備教育ガイドライン（７）薬学の基礎としての数学・統計学

一般目標：薬学を学ぶ上で基礎となる数学・統計学に関する基礎知識を習得し、それらの薬学領域で応用するための基本的技能を身につける。

補足説明：物理工学薬学等で使われる微分積分の基礎を講義する。高校の数学の数 は仮定せずに講義を進める。数学 の範囲で十分である。

道具としての数学を目指すので、厳密さは時には犠牲にしても、直観的なわかり易い説明を優先する。また時間の許す限り様々な応用も例示した

い。

到達目標 微積分の基本的計算の習得 簡単な微分方程式の解法の習熟

授業計画

回

数
到達目標

学習方法・自己学

習課題
評価

微分法の基本

微分、積分の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・接線と微分係数 ・導関数

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

微分法の基本

微分、積分の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・微分計算の公式 ・１次近似式

講義・演習
１，２の小テスト

（総括的評価）

微分法の基本

微分、積分の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・関数の増減 ・速度と加速度

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

指数関数と対数関数

指数関数、対数関数の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・指数法則と対数法則 ・グラフ

講義・演習
３，４の小テスト

（総括的評価）

指数関数と対数関数

指数関数、対数関数の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・簡単な微分方程式

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

３角関数

三角関数の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・３角関数の復習 ・グラフ

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

３角関数

三角関数の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・加法定理 ・３角関数の微分

講義・演習
５，６，７の小テスト

（総括的評価）

不定積分

・基礎的な公式
講義・演習

定期テスト（総括的

評価）

不定積分

・置換積分

・部分積分

講義・演習
８，９の小テスト

（総括的評価）

定積分

・不定積分と定積分

・面積と定積分

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

定積分

・定積分の計算

・置換積分と部分積分

講義・演習

１０，１１の小テス

ト

（総括的評価）

定積分

・表面積と回転体の体積
講義・演習

定期テスト（総括的

評価）

微分方程式

基 本 的 な 微 分 方 程 式 の 計 算 が で き る 。 （ 技

能） ・

変数分離型 ・ 階線型

講義・演習

１２，１３の小テス

ト

（総括的評価）

関連科目 物理 化学等

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬学部 数学
摂南大学 基礎理工学機

構編

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

課題・小テスト 、定期テスト 期末 で で判定し評価する。小テストは約 週毎に実施するが、講義の進度によって前後する場合もある。

点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

証明はしないが、説明はします。まずは使ってみて答えが出るように練習しましょう。消化の仕組みを理解しなくても、美味しいと分かることは

可能です。そして微分積分学のアイデア自体は、単純そのものなのだとどこかの時点で気付いて頂ければ有り難い。

担当者の

研究室等
島田 ：寝屋川学舎 号館 階 数学研究室

備考、

事前・事後

学習課題

講義前の予習：１回１章の内容で教科書を編集しています。次回の章を読んでやる内容の見当をつけておきましょう 時間 回 。

復習：講義の重要事項をまとめ、例題を解き直しましょう 時間 回 。

自己学習：先ずは小テストに関連する教科書の練習問題を解きましょう。余裕があれば講義で触れることが出来なかった章の内容を見て欲しい。

学習課題：採点して返却し、適宜講義中に解説する。

教
養
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摂南大学シラバス

科目名 数学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ４

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 田畑 謙二

ディプロマポリシー ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース ：本学独自の薬学専門教育

ユニット：薬学準備教育ガイドライン（７）薬学の基礎としての数学・統計学

一般目標：薬学を学ぶ上で基礎となる数学・統計学に関する基礎知識を習得し、それらの薬学領域で応用するための基本的技能を身につける。

補足説明：物理工学薬学等で使われる微分積分の基礎を講義する。高校の数学の数 は仮定せずに講義を進める。数学 の範囲で十分である。

道具としての数学を目指すので、厳密さは時には犠牲にしても、直観的なわかり易い説明を優先する。また時間の許す限り様々な応用も例示した

い。

到達目標 微積分の基本的計算の習得 簡単な微分方程式の解法の習熟

授業計画

回

数
到達目標

学習方法・自己学

習課題
評価

微分法の基本

微分、積分の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・接線と微分係数 ・導関数

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

微分法の基本

微分、積分の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・微分計算の公式 ・１次近似式

講義・演習
１，２の小テスト

（総括的評価）

微分法の基本

微分、積分の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・関数の増減 ・速度と加速度

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

指数関数と対数関数

指数関数、対数関数の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・指数法則と対数法則 ・グラフ

講義・演習
３，４の小テスト

（総括的評価）

指数関数と対数関数

指数関数、対数関数の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・簡単な微分方程式

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

３角関数

三角関数の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・３角関数の復習 ・グラフ

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

３角関数

三角関数の基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能）

・加法定理 ・３角関数の微分

講義・演習
５，６，７の小テスト

（総括的評価）

不定積分

・基礎的な公式
講義・演習

定期テスト（総括的

評価）

不定積分

・置換積分

・部分積分

講義・演習
８，９の小テスト

（総括的評価）

定積分

・不定積分と定積分

・面積と定積分

講義・演習
定期テスト（総括的

評価）

定積分

・定積分の計算

・置換積分と部分積分

講義・演習

１０，１１の小テス

ト

（総括的評価）

定積分

・表面積と回転体の体積
講義・演習

定期テスト（総括的

評価）

微分方程式

基 本 的 な 微 分 方 程 式 の 計 算 が で き る 。 （ 技

能） ・

変数分離型 ・ 階線型

講義・演習

１２，１３の小テス

ト

（総括的評価）

関連科目 物理 化学等

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬学部 数学
摂南大学 基礎理工学機

構編

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

課題・小テスト 、定期テスト 期末 で で判定し評価する。小テストは約 週毎に実施するが、講義の進度によって前後する場合もある。

点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ

証明はしないが、説明はします。まずは使ってみて答えが出るように練習しましょう。消化の仕組みを理解しなくても、美味しいと分かることは

可能です。そして微分積分学のアイデア自体は、単純そのものなのだとどこかの時点で気付いて頂ければ有り難い。

担当者の

研究室等
田畑 ：寝屋川学舎 号館 階 数学準備室

備考、

事前・事後

学習課題

講義前の予習：１回１章の内容で教科書を編集しています。次回の章を読んでやる内容の見当をつけておきましょう 時間 回 。

復習：講義の重要事項をまとめ、例題を解き直しましょう 時間 回 。

自己学習：先ずは小テストに関連する教科書の練習問題を解きましょう。余裕があれば講義で触れることが出来なかった章の内容を見て欲しい。

学習課題：採点して返却し、適宜講義中に解説する。

教
養
科
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摂南大学シラバス

科目名 論理学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＡＢＣ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 山本 幸一

ディプロマポリシー △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

【授業概要・目的】

社会に存在する様々な課題の解決、あるいは対人交渉等、多くの場面において論理的思考力は必須の能力といえます。その論理的思考力を養

う上でベースとなる文章力や基礎的数学力を、算数・数学の問題を解きながら身につけることを目的としています。社会人になれば算数・数

学が必要な場面は意外と多く、就職活動でも筆記試験で算数・数学はよく出てきますので、筆記試験対策にもなります。

【到達目標】

社会人に必要な論理的思考力を養う上でベースとなる文章力や基礎的数学力を身につける

【授業方法と留意点】

授業はオリジナル教材を元に行います。「例題を解いてみる」→「解説を聞く」→「類題を解く」という流れで、問題を確実に理解し、解ける

ようにしていきます。毎回異なる内容に取り組むので、各回ごとに疑問点を残さないようにしてください。

【科目学習の効果（資格）】

大学生・社会人として必要最低限の数学の素養が身につき、論理的思考力のベースが形成される。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション・実力テスト 講義概要説明・実力テスト 実力テスト

文章力を養う算数・数学① 割合と比・濃度算 小テスト

文章力を養う算数・数学② 損益算 小テスト

文章力を養う算数・数学③ 仕事算・分割払い 小テスト

文章力を養う算数・数学④ 代金の精算・料金の割引 小テスト

文章力を養う算数・数学⑤ 速度算① 小テスト

文章力を養う算数・数学⑥・中テスト 速度算②・中間テスト 中テスト

論理的思考力を養う算数・数学① 集合 小テスト

論理的思考力を養う算数・数学② 場合の数・確率 小テスト

論理的思考力を養う算数・数学③ 資料解釈 小テスト

論理的思考力を養う算数・数学④ 推論① 小テスト

論理的思考力を養う算数・数学⑤ 推論② 小テスト

論理的思考力を養う算数・数学⑤・復習テスト 推論③・総復習テスト 小テスト、定期試験

関連科目 特になし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

数的思考アドバンス （一社）キャリアラボ （一社）キャリアラボ

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

小テスト： 点、中テスト： 点、定期テスト： 点。

その他授業態度などで加減します。

学生への

メッセージ

算数や数学が苦手な人にも丁寧に説明します。ただし「与えられるもの」ではなく、自ら積極的に取り組む意識をもってください。わからな

いことがあれば、些細なことでも質問ＯＫです。

担当者の

研究室等
号館 階 キャリア教育推進室

備考、

事前・事後

学習課題

復習（講義プリントの重要事項を見直し・解き直し）。

講義 回あたり、 時間程度（合計 回）を予定しています。

教
養
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摂南大学シラバス

科目名 論理学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 山本 幸一

ディプロマポリシー △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

【授業概要・目的】

社会に存在する様々な課題の解決、あるいは対人交渉等、多くの場面において論理的思考力は必須の能力といえます。その論理的思考力を養

う上でベースとなる文章力や基礎的数学力を、算数・数学の問題を解きながら身につけることを目的としています。社会人になれば算数・数

学が必要な場面は意外と多く、就職活動でも筆記試験で算数・数学はよく出てきますので、筆記試験対策にもなります。

【到達目標】

社会人に必要な論理的思考力を養う上でベースとなる文章力や基礎的数学力を身につける

【授業方法と留意点】

授業はオリジナル教材を元に行います。「例題を解いてみる」→「解説を聞く」→「類題を解く」という流れで、問題を確実に理解し、解ける

ようにしていきます。毎回異なる内容に取り組むので、各回ごとに疑問点を残さないようにしてください。

【科目学習の効果（資格）】

大学生・社会人として必要最低限の数学の素養が身につき、論理的思考力のベースが形成される。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション・実力テスト 講義概要説明・実力テスト 実力テスト

文章力を養う算数・数学① 割合と比・濃度算 小テスト

文章力を養う算数・数学② 損益算 小テスト

文章力を養う算数・数学③ 仕事算・分割払い 小テスト

文章力を養う算数・数学④ 代金の精算・料金の割引 小テスト

文章力を養う算数・数学⑤ 速度算① 小テスト

文章力を養う算数・数学⑥・中テスト 速度算②・中間テスト 中テスト

論理的思考力を養う算数・数学① 集合 小テスト

論理的思考力を養う算数・数学② 場合の数・確率 小テスト

論理的思考力を養う算数・数学③ 資料解釈 小テスト

論理的思考力を養う算数・数学④ 推論① 小テスト

論理的思考力を養う算数・数学⑤ 推論② 小テスト

論理的思考力を養う算数・数学⑤・復習テスト 推論③・総復習テスト 小テスト、定期試験

関連科目 特になし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

数的思考アドバンス （一社）キャリアラボ （一社）キャリアラボ

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

小テスト： 点、中テスト： 点、定期テスト： 点。

その他授業態度などで加減します。

学生への

メッセージ

算数や数学が苦手な人にも丁寧に説明します。ただし「与えられるもの」ではなく、自ら積極的に取り組む意識をもってください。わからな

いことがあれば、些細なことでも質問ＯＫです。

担当者の

研究室等
号館 階 キャリア教育推進室

備考、

事前・事後

学習課題

復習（講義プリントの重要事項を見直し・解き直し）。

講義 回あたり、 時間程度（合計 回）を予定しています。

教
養
科
目
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科目名 地域と私 科目名（英文） Introduction to Regional Science 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 
鶴坂 貴恵.石井 三恵.稲地 秀介.上野山 裕士.久保 

貞也.田中 結華.藤林 真美 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,DP6

◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO1435a2,L 科：LLO1416a2,D 科・S 科：ILO1422a2,P 科：YLO1417a2,J 科：JLO1433a2,W 科：WLO1418a2,N

科：NLO1414a2 

 

授業概要・ 

目的 

「地域」に焦点を当てて学ぶ意義を理解し、地域ではどのような課題が存在しているかを学ぶために、テーマごとに学習をします。その後、体験

学習では過疎地域である由良町を対象として、由良町の現状と課題を知った上で、現地に赴いて、グループ単位で調査の上、解決策を考え発表し

ます。 

この授業は、講義のテーマによって担当教員が変わるオムニバス授業です。 

また由良町役場の行政担当者や地元事業者などの実務経験者より、由良町の現状や課題、現在取り組んでいる対応策について講義があります。 

到達目標 

・地域のことを学ぶ意義を理解する。 

・地域の課題を理解する。 

・地域の課題について解決策を提案できる。 

・グループ内で相互理解を図りながら活動できる。 

・グループの中で自分の役割を理解しながら活動できる。 

授業方法と 

留意点 

グループで議論等をした上で、グループごとに発表、レポートの作成といったグループワークが中心の授業です。 

第２回目、３回目は外部講師による体験型の研修となります。 

第 11 回目は和歌山県由良町での体験学習となります。 

グループワークで学習を進めて行きますので、グループのメンバーに迷惑がかからないよう責任のある行動をしてください。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

4 月１３日（土）2 時間目 

到達目標や授業方法、成績評価方法等に

ついて説明します。 

地域のことを学ぶ意義を解説します。 

（鶴坂） 

【事前学習】 

シラバスをみて、内容を確認する。 

地域のことを学ぶことについて自分なりに考える

（1 時間） 

【事後学習】 

地域という視点で新聞等のニュースを探し、読み、

自分なりの意見を考える（1 時間） 

2 
自己の探求 

4 月２０日（土） 

自己理解を深め、他者への配慮をしなが

ら主体的に行動できるための体験型セ

ミナーを受講します。 

(外部講師・鶴坂） 

体験型セミナーでの気づきをまとめる（1 時間） 

3 
自己の探求 

4 月２１日（日） 

自己理解を深め、他者への配慮をしなが

ら主体的に行動できるための体験型セ

ミナーを受講します。 

（外部講師・鶴坂） 

体験型セミナーでの気づきを今後、どのように活か

すかを考え、レポートをまとめる（２時間） 

4 
今、地域で何が起きているか 

５月１８日（土）１限 

人口減少時代の都市・地域の問題や課題

について解説し、地域貢献活動の重要性

について考えます。 

（鶴坂） 

【事前学習】 

キーワード「消滅可能性都市」について調べる（1

時間）。 

【事後学習】由良町の現状と人口減少等の地域の問

題を結びつける。その上で由良町での人口減少の理

由を考え、グループでレポートをまとめる（2 時間） 

5 
由良町関係者の講演 

５月１８日（土）２限 

和歌山県由良町役場の方に来学いただ

き、観光、環境・防災、スポーツ・文化、

地域医療の各領域の現状や課題をお聞

きします。（鶴坂、稲地、藤林、上野山） 

【事前学習】 

和歌山県由良町の概要を調べる（1 時間） 

【事後学習】 

和歌山県由良町の課題をまとめグループでレポー

トをまとめる（2 時間） 

6 

地域経済・経営 

－地域の観光・ブランディン

グ－ 

５月１８日（土）３限 

観光資源を活用した地域経済の活性化

と地域のブランディングについて学習

し、都市部と過疎地域での取組の違いを

議論します。 

（鶴坂・久保） 

【事前学習】 

地域資源を活用した観光によるまちおこしの事例

を調べる（1 時間） 

【事後学習】 

由良町の観光の目玉を考え、グループでレポートを

まとめる（2 時間） 

7 

地域環境・防災 

－空き家の現状と課題－ 

６月１日（土）１限 

大都市周辺市街地と地方農山村部とで

は空き家を取り巻く状況は異なります。 

地域特性ごとに異なる空き家の現状と

課題を学習し、寝屋川市や和歌山県下の

市町村などを対象とした空き家対策な

どについて議論します。 

（稲地） 

【事前学習】 

授業前に国内の空き家問題を概観するために、国土

交通省や自治体などが行っている調査結果、対策、

制度など情報をインターネットなどで収集・整理し

ておくこと（1 時間） 

【事後学習】 

授業後は議論した内容をふまえ、由良町における空

き家対策について検討し、グループでレポートをま

とめる（2 時間） 

8 

地域政策・文化 

－地域とスポーツ－ 

６月１日（土）２限 

地域とスポーツとの関連；「トップスポ

ーツ（プロ野球やプロサッカー、ラグビ

ーのトップリーグ、都道府県対抗駅伝な

ど）との循環による郷土愛的な地域性」

および「地域スポーツクラブにおける住

民のスポーツ参加」について理解・議論

します。 

（藤林） 

【事前学習】 

事前に提示するキーワードについて予習しておく

こと（1 時間） 

【事後学習】 

授業ノート等で復習の上、由良町にける地域スポー

ツを振興するための方策を検討しグループでレポ

ートをまとめる（2 時間） 

9 

地域医療 

－地域で健康な生活を送る

には？－ 

６月 15 日（土）１限 

民が活用できる、組織、サービス、専門

職について理解し、地域で健康な生活を

送るための課題を多様な視点から話し

合います。 

【事前学習】事前に提示するキーワードについて各

自調べておくこと(1 時間） 

【事後学習】 

授業で発表された内容について整理し、由良町の地

教
養
科
目
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（田中・上野山） 域医療の課題についてまとめグループでレポート

にまとめる（2 時間） 

10 

事前学習 

グループワーク 

６月１５日（土）２、３限 

由良町を対象として、地域経済・経営、

地域政策・文化、地域環境・防災、地域

医療のどの切り口で課題発見や解決策

に取組むかをグループで検討します。ま

た、グループ内での分担を決めます。（鶴

坂、稲地、藤林、上野山） 

【事前学習】 

グループでどの領域の問題を取り扱うか決めてお

く（1 時間） 

【事後学習】 

由良町でのフィールドワークの準備を行う（2 時間） 

11 

体験学習 

（和歌山県由良町） 

６月２９日（土）終日 

由良町に出かけ、フィールドワーク（調

査）を行います。（鶴坂、稲地、藤林、

上野山） 

【事前学習】 

現地で調べることについて予備調査しておく（1 時

間） 

【事後学習】 

現地で得られた情報をまとめておく（２時間） 

12 
プレゼンテーション講座 

７月６日（土）１限 

プレゼンテーションについての解説、パ

ワーポイントによる資料作成方法の解

説をします。 

（石井、鶴坂） 

【事前学習】 

現地で得た情報をまとめておく（1 時間） 

【事後学習】 

スライドをつくってみる（２時間） 

13 

事後学習① 

グループワーク 

７月６日（土）２限 

現地で得た情報の整理をもちより、発表

できる形にしていきます。 

（鶴坂、稲地、藤林、上野山） 

【事前学習】 

グループで情報を共有化しておく（2 時間） 

【事後学習】 

発表できるよう準備をする（４時間） 

14 

事後学習② 

成果発表会 

７月２０日（土）１、２限 

作成したスライドを使い、成果発表を行

います。 

（鶴坂、稲地、藤林、上野山） 

【事前学習】 

発表の練習を行う（４時間） 

【事後学習】 

他のグループの取組内容の整理をする（1 時間） 

発表したときのコメントや質問を自分たちのグル

ープの発表内容に反映させ、レポート作成に役立た

せる。 

15 

事後学習③ 

ふりかえり 

７月２１日（土）３限 

「地域と私」全体の総括、ふりかえりを

行います。（鶴坂） 

【事前学習】 

これまでのプリントや副専攻課程ガイドブック等

を整理する（1 時間） 

【事後学習】 

副専攻課程ガイドブックの完成、レポート作成（3

時間） 

 

関連科目 ソーシャル・イノベーション副専攻科目群 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

グループワークの成果物  40％ 

グループの成果発表    20％（ルーブリック評価） 

最終レポート         40％   ６０％で合格とする。 

学生への 

メッセージ 

地域で起きていることを自分ごとにしていくための基礎を形成する授業です。また、副専攻科目を履修していくうえでの、基本的な学びができる

科目でもあります。基本をしっかり身につけ、さらに学びを深めるためにも、主体的な学びの姿勢を期待します。 

担当者の 

研究室等 
鶴坂研究室 11 号館７階 

備考  

教
養
科
目
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科目名 北河内を知る 科目名（英文） Introduction to Kita-kawachi Studies 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 
荻田 喜代一.尾山 廣.喜多 大三.久保 貞也.鶴坂 貴

恵 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,DP6

◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO1436a2,L 科：LLO1417a2,D 科・S 科：ILO1423a2,P 科：YLO1418a2,J 科：JLO1434a2,W 科：WLO1419a2,N

科：NLO1415a2 

 

授業概要・ 

目的 

 摂南大学と大学が立地する「北河内」に焦点をあて、この地域の歴史・文化・産業・ライフライン、地方自治体の現状と課題、「北河内」に関

係する各分野で活躍している団体や機関の人びとの活動状況などをテーマに、外部講師の講演とグループディスカッションを中心に、この地域に

住む人々の暮らしや特徴、現在の問題と今後の課題を知ることにより、摂南大生として、この地域とどのようにかかわるかを考える。 

 この授業は、「地域をつくる」「地域を考える」「地域をまなぶ」の３つのテーマからなり、地域貢献活動の動機づけを目的とする。授業担当者

として、北河内７市および和歌山県すさみ町の「行政実務者」が担当する。 

到達目標 

北河内地域の歴史、文化、産業、街づくりを知り、地域に対する愛着を醸成し、社会の一員として地域とのかかわりの大切さを認識する。この認

識を踏まえて、地域おける摂南大学の役割を考え、積極的に地域にかかわる態度を示すとともに、活気ある地域の創生に向けたアイデアを立案し、

行動できる。 

授業方法と 

留意点 

北河内地域の各分野で活躍されている方々を学外講師とするオムニバス講義である。授業は、土曜日に集中的に実施し、毎回の授業で「自己学習・

グループ学習」「講演の聴講」「グループワーク・成果物のプレゼンテーション」を行う。 

情報収集ツールとしてスマートフォン、タブレット、ノートパソコン等を持参すること 

科目学習の 

効果（資格） 

ソーシャルイノベーション副専攻の必須科目である。「北河内を知る」を通じて、地域の課題を発見して解決する能力を身につけることに努力す

る。さらに、外部講師の方々と交流を深め、地域貢献活動に参画し、自ら考え行動することで、生涯にわたり学習する基盤が培われる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション・グルー

プワークのアイスブレイク 

９月２8 日（土）２限 

授業の進め方、成績評価方法 

グループワークの進め方等を学ぶ 

事前課題：北河内について調べる（３０分） 

事後課題：グループワークの成果物をまとめる（３

０分） 

2 
北河内地域に関する講演 

１０月５日（土）１限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間） 

3 
北河内地域に関する講演 

１０月５日（土）２限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間） 

4 

グループワーク・プレゼンテ

ーション 

１０月５日（土）３限 

北河内地域の活性化・課題解決の対応策

を策定し、発表する 

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる（３

０分） 

5 
北河内地域に関する講演 

１０月１９日（土）１限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）の

情報を収集して地域課題を発見する 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間） 

6 
北河内地域に関する講演 

１０月１９日（土）２限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間） 

7 

グループワーク・プレゼンテ

ーション 

１０月１９日（土）３限 

北河内地域の活性化・課題解決の対応策

を策定し、発表する 

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる（３

０分） 

8 
北河内地域に関する講演 

１１月２日（土）１限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間） 

9 
北河内地域に関する講演 

１１月２日（土）２限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間） 

10 

グループワーク・プレゼンテ

ーション 

１１月２日（土）３限 

北河内地域の活性化・課題解決の対応策

を策定し、発表する 

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる（３

０分） 

11 
北河内地域に関する講演 

１１月１６日（土）１限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間） 

12 
北河内地域に関する講演 

１１月１６日（土）２限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間） 

13 

グループワーク・プレゼンテ

ーション 

１１月１６日（土）３限 

北河内地域の活性化・課題解決の対応策

を策定し、発表する 

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる（３

０分） 

14 
最終発表会 

１２月７日（土）１限 

アクションプランをプレゼンテーショ

ンし、意見交換により、より深い学びを

行う 

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる。ま

た、プレゼンテーションの練習を十分に行う（１０

時間） 

15 
最終発表会 

１２月７日（土）２限 

アクションプランをプレゼンテーショ

ンし、意見交換により、より深い学びを

行う 

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる。ま

た、プレゼンテーションの練習を十分に行う（１０

時間） 
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関連科目 ソーシャルイノベーション副専攻科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

個人レポートの評価（４０％）、グループごとの講演聴講および討議の態度のルーブリック評価（３０％）、グループワークの成果物（３０％）。

欠席・遅刻の場合には当該項目の評価は「０」とする。 

学生への 

メッセージ 
地域創生の第一歩を踏み出してみませんか？ 

担当者の 

研究室等 

荻田喜代一（薬学部・副学長室）、鶴坂貴恵（経営学部・経営情報学科）、尾山廣（理工学部・生命科学科）、久保貞也（経営学部・経営情報学科）、

喜多大三 

備考 
学外講師のご都合により、授業計画の内容や実施日、順序等を変更すること、学外の方が聴講すること、授業の様子をカメラ・ビデオで撮影する

ことがあります。ご了解下さい。 

教
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科目名 ソーシャル・イノベーション実務総論 科目名（英文） Social Innovation Studies 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 石井 三恵 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,DP6

◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO1437a2,L 科：LLO1418a2,D 科・S 科：ILO1424a2,P 科：YLO1419a2,J 科：JLO1435a2,W 科：WLO1420a2,N

科：NLO1416a2 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生には、 

１）ICT 部門が急速な発展を遂げているビジネス社会にあって、ビジネスパーソン自身のあり方も大きく変わってきていることを理解する。 

２）ライフスタイルの変化は、単にキャリアパスを視野に入れるのではなく、個として生きる視点を組み込む必要性を意識せざるを得ないことを

理解する。 

３）グローバル社会において必要とされるビジネス実務なならびにビジネス実務能力とは何かを学ぶ。 

４）変化するビジネス環境の現状と課題について考察し、社会に貢献し、革新を起こすクリエイティビティを発揮する自らの職業観を確立する。 

ようになることが期待される。 

 

なお、講義は担当講師の民間企業社員、自治体職員として業務経験及び、NPO 法人の理事、高等教育での教育ならびに経営の経験を活かした内容

も含まれる。 

到達目標 

１）ビジネスに必要なビジネス実務能力を理解し、計画的に身に付ける必要性を学ぶ。 

２）社会に貢献するためのビジネスという概念から、「異世代・異文化（多様性）を主体的に理解する力」、「地域社会の課題を主体的に発見する

力」、「主体的に課題を解決し、新しい価値を生み出す力」（３つの力）を理解できる。 

授業方法と 

留意点 

第一に学問的探究をもち、偏見なく学ぶ姿勢が必要であり、第二に積極的に参画する意識を持つことを求める。 

また、毎回の座学の後、グループワークを通して課題を議論し、もしくは事前に与えた課題に関してのプレゼンテーションを行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
「ソーシャル・イノベーション副専攻課程」の「アドバンスト科目」の「共通」分野に位置している科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 

・ソーシャル・イノベーション実務総論

の概要を説明する。 

・グループワークならびにプレゼンテー

ションに関して説明する。 

・自己紹介後、グループ形成をする。 

・事前学修：自己紹介の原案を考えること（２時間） 

・事後学修：プレゼンテーション資料を熟読するこ

と（２時間） 

2 ビジネスの定義 

・ビジネスとは何かを考察する。 

・イノベーションが繰り返し唱えられる

理由について考察する。 

・事前学修：テキストの指定個所を熟読し、ノート

にまとめること（２時間） 

・事後学修：企業の事例を調べること（２時間） 

3 
組織の種類 －営利組織と

非営利組織－ 

・阪神淡路大震災後、急速に進化した

NPO 組織について考える。 

・営利組織と非営利組織について、ディ

ベートを行う。 

・事前学修：NPO について調べること（２時間） 

・事後学修として、営利・非営利組織の対照表を作

成すること（２時間） 

4 

ビジネス環境をとらえる① 

－経済のグローバル化と高

度情報化－ 

・グローバル化の明暗について考察す

る。 

・事前学修：グローバル化とは何か、新聞記事等の

情報を集めること（２時間） 

・事後学修：日本のグローバル化に関する小レポー

トを作成すること（２時間） 

5 

ビジネス環境をとらえる②

－地球環境問題と少子高齢

社会－ 

・地球環境問題とジェンダーエンパワー

メント指数について考察する。 

・事前学修：ジェンダーエンパワーメント指数を調

べ、そこから考えたことをまとめること（２時間） 

・事後学修：地球市民として考えたことをまとめる

こと（２時間） 

6 

ビジネス現場をとらえる 

－オフィスからワークプレ

イスへ－ 

・「四角いオフィスから無限大の空間」

というテーマで自由に考える。 

・事前学修：将来の働き方をイメージし、まとめる

こと（２時間） 

・事後学修：グループで話し合ったことを主に、個

人の意見をまとめたレポートを作成すること（２時

間） 

7 ビジネス実務能力 

・企業等のビジネス組織で必要とされて

いる「ビジネス実務能力」とは何かを理

解する。 

・事前学修：働くために必要な知識・スキルはどの

ようなもので、どのように身に付けるかをまとめる

こと（２時間） 

・事後学修：自分に必要な「ビジネス実務能力」を

まとめること（２時間） 

8 
ビジネス実務の基本① －

仕事の進め方－ 

・優先順位の付け方等、具体的な進め方

や対応の科学的対処法を学ぶ。 

・事前学修：問題プリント①を解くこと（２時間） 

・事後学修：問題プリント②を解くこと（２時間） 

9 
ビジネス実務の基本②－ビ

ジネスと諸活動－ 

・自己を取り巻く環境の中で、企業等の

ビジネス組織が展開している諸活動を

理解する。 

・事前学修：CSR について調べ、まとめること（２

時間） 

・事後学修：一企業の CSR を選び、レポートを作成

すること（２時間） 

10 
ビジネス実務の基本③－ビ

ジネスと経営資源－ 

・経営資源としての人的資源を中心に学

ぶ。 

・事前学修：男女共同参画社会に関して調べ、まと

めてくること（２時間） 

・事後学修：、ワークライフバランスに関してレポ

ートを作成すること（２時間） 

11 

ビジネス実務の基本④－ビ

ジネスと PDCA サイクル／マ

ーケティング活動とコスト

パフォーマンス（経理財務）

－ 

・PDCA サイクルを理解する。 

・マーケティングとコストの関係につい

て理解する。 

・事前学修：業界内の 2 社 CM を比較し、その特徴

をまとめること（２時間） 

・事後学修：CM の必要性の有無に関してレポートを

作成すること（２時間） 

12 

自己実現とキャリアプラン

ニング －セルフマネジメ

ントと自己啓発－ 

・自己啓発の必要性を理解し、ライフデ

ザインの中のキャリアデザインを考え

る。 

・社会の中における自己を位置づける。 

・事前学修：自己振り返りシートを作成すること（２

時間） 

・事後学修：再度自己振り返りシートを作成し、職

業を通した自己意識をまとめること（２時間） 

13 
ビジネスプラン①－起業へ

の意識－ 

・日常生活での不便な点、改善すべき点

を挙げ、提案をするためのグループワー

クを行う。 

・事前学修：各自がテーマを見つけること（２時間） 

・事後学修：グループ活動においてビジネスプラン

作成とプレゼンテーション準備を行うこと（２時
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・CM 比較をイノベーションの観点から

行う（とくに CSR に関するもの）。 

間） 

14 ビジネスプラン② 

・CM 比較プレゼンテーションを準備す

る。 

・実際に企画を考える。 

・事前学修：グループのビジネスプランを発展させ

ること（２時間） 

・事後学修：グループ活動においてビジネスプラン

作成とプレゼンテーション準備を行うこと（２時

間） 

15 
ビジネスプラン・プレゼンテ

ーション 

・作成したビジネスプランに基づいて発

表する。 

・事前学修：プレゼンテーション準備を行うこと（２

時間） 

・事後学修：最終レポートを作成すること（２時間） 

 

関連科目 「ソーシャル・イノベーション副専攻課程」の科目。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ビジネス実務総論 全国大学実務教育協会 紀伊国屋書店 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 20 歳のときに知っておきたかったこと ティナ・シーリグ 阪急コミュニケーションズ 

2 イノベーションと企業家精神 P.F.ドラッカー ダイヤモンド社 

3 「デザイン思考」を超えるデザイン思考 
DIAMOND ハーバード・ビジネス・

レビュー編集部 
ダイヤモンド社 

 

評価方法 

（基準） 

・グループワーク（30%）、プレゼンテーション（30%）、レポート（40％）を総合的に評価する。 

・毎回、座学ののち、グループワークとプレゼンが繰り返される予定であるので、準備を怠ることがないように注意する。 

学生への 

メッセージ 

私たちが生きている社会を「ビジネス」という視点で見つめなおしたとき、異なったものが見えてきます。私たちの生活を豊かにしてくれる企業

等のビジネス組織へただ何となく参加するのではなく、その実態を理解し、自ら参画することを選びませんか。さまざまな組織ではさまざまな働

き方がありますが、基本はビジネス実務能力が求められています。それを理解したうえで、従来の社会の上に新しい視点を作り上げていきましょ

う。 

担当者の 

研究室等 
７号館５階 教育イノベーションセンター（石井） 

備考 
予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。ロールプレイ、プレゼンテーション、レポート作成のための学習時間を含め、総時間数で 60 時間程

度を目安とする。 
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 居場 嘉教.木村 朋紀.船越 英資 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

<摂大ブランド商品の開発・販売プロジェクト> 

様々な大学でオリジナル商品が作られており、多種多様なものがある。これまでに摂南大学オリジナル商品の目指すべき方向性を模索し、い

くつかの商品を企画した（サツマイモとみかんピールのお酒、焦げがとれやすい BBQ 網、シソとミカンの入浴剤など）。本プロジェクトでは、

これまでに企画した商品について具体的な商品開発を行い、販売を目指す。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

３人の教員が担当する。 

少人数で活動を行うため、各自が役割を果たし、積極的に取り組むことが求められる。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

実施手順は以下のとおりである。 

<開発プロジェクト>  

１．連携企業を決める。試作品の作製および改良を行う。 

２．必要な資金を確保し、具体的な製品案を決定する。 

３．商品を委託製造する。 

４．広報活動を行う。 

 

<販売プロジェクト> 

１．価格設定 

２．販売ルートの確保 

３．販売管理 

 

 

週 1 回行う活動に対応して、次回までに行わなければならない課題を決める。 

関連科目 教養系・科学技術系科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
活動状況、取り組む姿勢および活動成果を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
摂大ブランド商品の販売を目指して、頑張りましょう。 

担当者の 

研究室等 
居場講師室（1 号館 9 階）、木村准教授室（1 号館 8 階）、船越准教授室（1 号館 9 階） 

備考 新聞を読んで、大学のブランド商品に関連した情報を集めるなど、自主学習に努めましょう。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 居場 嘉教.木村 朋紀.船越 英資 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

<摂大ブランド商品の開発・販売プロジェクト> 

様々な大学でオリジナル商品が作られており、多種多様なものがある。これまでに摂南大学オリジナル商品の目指すべき方向性を模索し、い

くつかの商品を企画した（サツマイモとみかんピールのお酒、焦げがとれやすい BBQ 網、シソとミカンの入浴剤など）。本プロジェクトでは、

これまでに企画した商品について具体的な商品開発を行い、販売を目指す。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

３人の教員が担当する。 

少人数で活動を行うため、各自が役割を果たし、積極的に取り組むことが求められる。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

実施手順は以下のとおりである。 

<開発プロジェクト>  

１．連携企業を決める。試作品の作製および改良を行う。 

２．必要な資金を確保し、具体的な製品案を決定する。 

３．商品を委託製造する。 

４．広報活動を行う。 

 

<販売プロジェクト> 

１．価格設定 

２．販売ルートの確保 

３．販売管理 

 

 

週 1 回行う活動に対応して、次回までに行わなければならない課題を決める。 

関連科目 教養系・科学技術系科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
活動状況、取り組む姿勢および活動成果を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
摂大ブランド商品の販売を目指して、頑張りましょう。 

担当者の 

研究室等 
居場講師室（1 号館 9 階）、木村准教授室（1 号館 8 階）、船越准教授室（1 号館 9 階） 

備考 新聞を読んで、大学のブランド商品に関連した情報を集めるなど、自主学習に努めましょう。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 橋本 正治 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

過疎地域におけるグリーンエネルギー活用プロジェクト 

 

これまで、過疎地域（和歌山県すさみ町）の住民・行政に提案し、グリーンエネルギーを利用した過疎地域自立活性化に利用出来る設備など

を製作してきた。本年度はこれまでの活動で得た成果をもとに廃屋を改修し災害時にも対応できる休憩施設を設計、製作する。また、当地で

夏に開催される柱松まつりにおいて、観望会を開催する。観望会ではこれまでのプロジェクトで製作してきた天体望遠鏡を用いる。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

１．チームで協働して作業することの問題点や有効性を理解できる。 

２．問題が生じたときの対処手順について理解し応用できる。 

３．ものつくりにかかわる作業設計・工程設計を実際に経験し、その有用性について理解できる。 

授業方法と 

留意点 

年数回すさみ町で作業します。（2 泊 3 日を 3-4 回、7 泊 8 日夏休み中に 1 回） 

それ以外は大学で装置や工程の設計を行い、可能であれば装置の試作や評価を行います。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

3 年計画の 3 年目のプロジェクトです。はじめに大きな目標からはずれないような目的を設定します。（受講生が提案して目的を定めることか

ら始めます） 

 

4 月 テーマの情報教共有（昨年度までの成果の説明）と本年度の目的に沿った開発プロジェクトのテーマ設定。大学にて概念設計、

詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う。 

大型装置・設備については現地で加工組み立てできるよう練習する。 

5 月 現地で加工、施工、組み立て開始 不具合の調査 

6、7 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

8 月 現地で加工、施工、組み立て 

9 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

10-1 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

2、3 月 現地で加工、施工、組み立て 

現地で加工、施工、組み立て 

 

 

事前事後課題は、週 1 回行う活動に対応して次回までに実施しないといけないことをチームで決定し各自が役割を果たすことでプロジェクト

をすすめていく 

関連科目 テクニカルデザイン演習 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

通常(週 1 回の）活動状況とすさみでの活動状況をみて十分に自らの能力を発揮しているかどうか、活動を終え自らの体験から成長点を理解で

きるかどうかを元に評価する。 

学生への 

メッセージ 

「古民家再生」では建物のビフォーアフタを実体験し、イベント開催ではアイデアを実現する良い機会です。夢を実現できる実感が得られる

と思います。一緒に楽しみましょう。機械工学科の学生が多いのですが、これまで建築学科、住環境デザイン学科、環境環境工学科、外国語

学部の参加メンバーもいました。浅野教授担当の PBL 授業「過疎地域活性化プロジェクト」と連携して活動しています。ものつくりを通じた

地域活性とも言える活動です。 

担当者の 

研究室等 
８号館１階テクノセンター、１号館５階メカトロニクス研究室で活動します。 

備考 週 1 階のミーティングの事前準備としての学習時間が週あたり 1 時間程度必要となります。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 橋本 正治 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

過疎地域におけるグリーンエネルギー活用プロジェクト 

 

これまで、過疎地域（和歌山県すさみ町）の住民・行政に提案し、グリーンエネルギーを利用した過疎地域自立活性化に利用出来る設備など

を製作してきた。本年度はこれまでの活動で得た成果をもとに廃屋を改修し災害時にも対応できる休憩施設を設計、製作する。また、当地で

夏に開催される柱松まつりにおいて、観望会を開催する。観望会ではこれまでのプロジェクトで製作してきた天体望遠鏡を用いる。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

１．チームで協働して作業することの問題点や有効性を理解できる。 

２．問題が生じたときの対処手順について理解し応用できる。 

３．ものつくりにかかわる作業設計・工程設計を実際に経験し、その有用性について理解できる。 

授業方法と 

留意点 

年数回すさみ町で作業します。（2 泊 3 日を 3-4 回、7 泊 8 日夏休み中に 1 回） 

それ以外は大学で装置や工程の設計を行い、可能であれば装置の試作や評価を行います。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

3 年計画の 3 年目のプロジェクトです。はじめに大きな目標からはずれないような目的を設定します。（受講生が提案して目的を定めることか

ら始めます） 

 

4 月 テーマの情報教共有（昨年度までの成果の説明）と本年度の目的に沿った開発プロジェクトのテーマ設定。大学にて概念設計、

詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う。 

大型装置・設備については現地で加工組み立てできるよう練習する。 

5 月 現地で加工、施工、組み立て開始 不具合の調査 

6、7 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

8 月 現地で加工、施工、組み立て 

9 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

10-1 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

2、3 月 現地で加工、施工、組み立て 

現地で加工、施工、組み立て 

 

 

事前事後課題は、週 1 回行う活動に対応して次回までに実施しないといけないことをチームで決定し各自が役割を果たすことでプロジェクト

をすすめていく 

関連科目 テクニカルデザイン演習 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

通常(週 1 回の）活動状況とすさみでの活動状況をみて十分に自らの能力を発揮しているかどうか、活動を終え自らの体験から成長点を理解で

きるかどうかを元に評価する。 

学生への 

メッセージ 

「古民家再生」では建物のビフォーアフタを実体験し、イベント開催ではアイデアを実現する良い機会です。夢を実現できる実感が得られる

と思います。一緒に楽しみましょう。機械工学科の学生が多いのですが、これまで建築学科、住環境デザイン学科、環境環境工学科、外国語

学部の参加メンバーもいました。浅野教授担当の PBL 授業「過疎地域活性化プロジェクト」と連携して活動しています。ものつくりを通じた

地域活性とも言える活動です。 

担当者の 

研究室等 
８号館１階テクノセンター、１号館５階メカトロニクス研究室で活動します。 

備考 週 1 階のミーティングの事前準備としての学習時間が週あたり 1 時間程度必要となります。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石田 秀士.小田 靖久.桒田 寿基.下元 一輝.釣本 聖司 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

ミニ鉄道プロジェクトとして、レール間隔３．５インチ、５インチの鉄道模型を製作し、各種のイベントにおいて運転会などの企画・運営を

行う。 

蒸気機関車、電気機関車や客車の製作に加えて、軌道、鉄橋、駅舎なども製作し、イベント会場などで運転会・展示会を催す。 

また、運転会・展示会では製作過程や駆動原理などの展示を行い、参加者のものづくりへの関心を高める。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、 

「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受け入れる力」、 

「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

蒸気機関車や鉄道施設などの製作を通して、ものづくりの技術を能動的に習得する。 

 

イベントにおける運転会の企画・準備・運営を通して、目標達成のために自律的に計画し遂行する能力を身につける。 

授業方法と 

留意点 

週１回のミーティングでプロジェクトの企画、運営、製作について、計画や進捗状況の報告を行う。 

履修者が決定する時間割に従って、テクノセンターで部品を製作し技術を習得する。 

この科目では、能動的に活動できる能力を培うことが大きな狙いである。 

与えられた課題に対して全貌を把握した上で計画を作り、その計画を確実に実行する姿勢を学んでほしい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

本年度はレール間隔３．５インチ、５インチの蒸気機関車の製作を継続するとともに、運行イベントの企画・運営を行う。 

 

１．プロジェクトの開始に先立って、社会人基礎力、目標管理、工程管理、プロジェクト管理について、メンバーで調査・討議する。 

２．教員の指導の下に目標と計画を作成する。 

３．計画に従って、技術指導を受けながら蒸気機関車、鉄道施設等を製作する。 

４．計画からの遅れには対策を講じる。 

５．製作時に利用する金属材料、工作機械、工作方法などについては図書館で調べ知識を確かなものとする。 

６．運行イベントの企画・運営を計画し、実施する。 

７．計画、進捗状況、調査結果等をミーティングで報告する。 

 

なお，自主学習として自分の役割に応じ，マネジメント(参考書欄参照)，蒸気機関，機械工作手法，電気回路等々を継続して学ぶことが必要

となる． 

関連科目 教養系・科学技術系科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 マネジメント基本と原則 P.F.ドラッカー（上田惇生編訳） ダイヤモンド社 

2 
もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの

「マネジメント」を読んだら 
岩崎夏海 ダイヤモンド社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

汎用的能力（40％）、主体性・柔軟性・課題発見解決（30％）、貢献度（30％）について、ミーティングでの報告、イベントや作業時の態度で

評価する。 

学生への 

メッセージ 

与えられた環境、条件のもとで、工夫して自律的に課題を達成できる能力は、社会人として必須の力です。この授業で「指示待ち」から「自

ら行動する」姿勢を学んでください。 

担当者の 

研究室等 

１号館３階 石田准教授室  

８号館１階 テクノセンター 

備考  

教
養
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石田 秀士.小田 靖久.桒田 寿基.下元 一輝.釣本 聖司 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

ミニ鉄道プロジェクトとして、レール間隔３．５インチ、５インチの鉄道模型を製作し、各種のイベントにおいて運転会などの企画・運営を

行う。 

蒸気機関車、電気機関車や客車の製作に加えて、軌道、鉄橋、駅舎なども製作し、イベント会場などで運転会・展示会を催す。 

また、運転会・展示会では製作過程や駆動原理などの展示を行い、参加者のものづくりへの関心を高める。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、 

「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受け入れる力」、 

「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

蒸気機関車や鉄道施設などの製作を通して、ものづくりの技術を能動的に習得する。 

 

イベントにおける運転会の企画・準備・運営を通して、目標達成のために自律的に計画し遂行する能力を身につける。 

授業方法と 

留意点 

週１回のミーティングでプロジェクトの企画、運営、製作について、計画や進捗状況の報告を行う。 

履修者が決定する時間割に従って、テクノセンターで部品を製作し技術を習得する。 

この科目では、能動的に活動できる能力を培うことが大きな狙いである。 

与えられた課題に対して全貌を把握した上で計画を作り、その計画を確実に実行する姿勢を学んでほしい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

本年度はレール間隔３．５インチ、５インチの蒸気機関車の製作を継続するとともに、運行イベントの企画・運営を行う。 

 

１．プロジェクトの開始に先立って、社会人基礎力、目標管理、工程管理、プロジェクト管理について、メンバーで調査・討議する。 

２．教員の指導の下に目標と計画を作成する。 

３．計画に従って、技術指導を受けながら蒸気機関車、鉄道施設等を製作する。 

４．計画からの遅れには対策を講じる。 

５．製作時に利用する金属材料、工作機械、工作方法などについては図書館で調べ知識を確かなものとする。 

６．運行イベントの企画・運営を計画し、実施する。 

７．計画、進捗状況、調査結果等をミーティングで報告する。 

 

なお，自主学習として自分の役割に応じ，マネジメント(参考書欄参照)，蒸気機関，機械工作手法，電気回路等々を継続して学ぶことが必要

となる． 

関連科目 教養系・科学技術系科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 マネジメント基本と原則 P.F.ドラッカー（上田惇生編訳） ダイヤモンド社 

2 
もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの

「マネジメント」を読んだら 
岩崎夏海 ダイヤモンド社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

汎用的能力（40％）、主体性・柔軟性・課題発見解決（30％）、貢献度（30％）について、ミーティングでの報告、イベントや作業時の態度で

評価する。 

学生への 

メッセージ 

与えられた環境、条件のもとで、工夫して自律的に課題を達成できる能力は、社会人として必須の力です。この授業で「指示待ち」から「自

ら行動する」姿勢を学んでください。 

担当者の 

研究室等 

１号館３階 石田准教授室  

８号館１階 テクノセンター 

備考  

教
養
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石田 裕子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

概要：摂南大学が進める淀川水系の総合研究の実践的な担い手として、寝屋川市内での子どもたちへの環境学習支援および淀川水系での流域

連携活動を実施する。流域内の様々な団体と連携し、河川での親水活動や交流会を通じて、流域住民、一般市民へ環境問題や流域の諸問題に

ついて普及・啓発する。 

 

目的：池の里市民交流センターの活動に関わり、子どもへの環境学習支援を行う。天若湖アートプロジェクトへの参加を中心に、淀川水系で

の流域連携を向上させる。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組み力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

・何が問題であるかを認識し、それに対してチームで解決する素養を身に付けることができる。 

・多様な人の意見を聞いて理解し、自分の意見を述べることができる。 

・世界や日本で起こっている環境問題や流域の課題について、正しい知識を身に付けることができる。 

授業方法と 

留意点 

連携内容・方法：池の里市民交流センターでは、環境学習支援の補助から始め、学生たち自身による企画と実践を行う。天若湖アートプロジ

ェクト実行委員会や巨椋池プロジェクトに所属し、淀川水系内の市民団体や行政機関と連携し、活動を実施する。 

 

留意点：学外の連携先等と関わるので、大学生らしいマナーと最低限のコミュニケーション力が必要です。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

テーマ：寝屋川市における環境学習支援と淀川水系を中心とした流域連携プロジェクト 

 

内容： 

１．寝屋川市立池の里市民交流センターにおける環境学習支援 

     

２．巨椋池ビオトープを中心とした水辺再生学習の実施 

     

３．淀川水系を中心とした流域連携イベントの企画・実践 

     

４．天若湖アートプロジェクトにおけるイベントの企画・実践 

     

５．天然アユ復活プロジェクトの学習 

    

６．いい川・いい川づくりワークショップ等での発表 

 

方法：授業のうち半分（月 1 回）は原則として平常授業期間内の土曜日１・２限に行い、主として学内のゼミ室において、石田が資料を用い

て講義をし、池の里市民交流センターにおける自然体験学習室の活動に参加して、地域ボランティアおよび子どもたちと接して、必要な知識・

技術を習得する。9 月と 12 月に予定している子ども教室において、自分たちで企画した環境学習プログラムを実施する。 

 

他の半分（月 1 回）は、学外の流域連携イベントに参加し、流域問題について学習する。特に、天若湖アートプロジェクトを中心に、淀川水

系での流域連携を行う。 

 

学外発表の場として、天若湖アートプロジェクト（６月）、近畿水環境交流会（７月）、いい川・いい川づくりワークショップ（9-11 月）を予

定し、各活動段階における成果発表を行い、自己評価および外部評価を受けることで活動内容を振り返り、次の活動に向けてステップアップ

を図る。作業の実施に当たっては、理工学部都市環境工学科生態環境学研究室、および文化会エコシビル部の協力を得る。天若湖アートプロ

ジェクト実行委員会より外部講師を招き、事前学習を行う。授業および活動スケジュールは、学校行事等の関係で受講者と相談の上、変更す

ることがある。 

 

事前事後学習課題：内容ごとに参考資料を配布するので、熟読しておくこと。また、年度末にレポートを作成し、年度末にプレゼンテーショ

ンを課す。 

関連科目 
自然・都市環境論、流域・沿岸域工学（以上、C 科） 

科学技術教養 C1・C2 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業（イベントを含む）に積極的に参加し、水辺環境の再生および流域連携活動に加わること。（60％） 

水辺再生・流域連携の意義を正しく理解し、それを他者に伝えられること。（40％） 

学生への 

メッセージ 

子どもたちへの環境学習支援や流域連携活動においては、学生のみなさんの若いパワーが必要です。ぜひ私たちと一緒に活動を盛り上げてく

ださい。文系・理系問わず、やる気のある人は大歓迎です。 

担当者の 

研究室等 
１号館３階 石田准教授室 

備考 自主学習時間として、総時間数 30 時間以上取り組むこと。 

教
養
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石田 裕子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

概要：摂南大学が進める淀川水系の総合研究の実践的な担い手として、寝屋川市内での子どもたちへの環境学習支援および淀川水系での流域

連携活動を実施する。流域内の様々な団体と連携し、河川での親水活動や交流会を通じて、流域住民、一般市民へ環境問題や流域の諸問題に

ついて普及・啓発する。 

 

目的：池の里市民交流センターの活動に関わり、子どもへの環境学習支援を行う。天若湖アートプロジェクトへの参加を中心に、淀川水系で

の流域連携を向上させる。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組み力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

・何が問題であるかを認識し、それに対してチームで解決する素養を身に付けることができる。 

・多様な人の意見を聞いて理解し、自分の意見を述べることができる。 

・世界や日本で起こっている環境問題や流域の課題について、正しい知識を身に付けることができる。 

授業方法と 

留意点 

連携内容・方法：池の里市民交流センターでは、環境学習支援の補助から始め、学生たち自身による企画と実践を行う。天若湖アートプロジ

ェクト実行委員会や巨椋池プロジェクトに所属し、淀川水系内の市民団体や行政機関と連携し、活動を実施する。 

 

留意点：学外の連携先等と関わるので、大学生らしいマナーと最低限のコミュニケーション力が必要です。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

テーマ：寝屋川市における環境学習支援と淀川水系を中心とした流域連携プロジェクト 

 

内容： 

１．寝屋川市立池の里市民交流センターにおける環境学習支援 

     

２．巨椋池ビオトープを中心とした水辺再生学習の実施 

     

３．淀川水系を中心とした流域連携イベントの企画・実践 

     

４．天若湖アートプロジェクトにおけるイベントの企画・実践 

     

５．天然アユ復活プロジェクトの学習 

    

６．いい川・いい川づくりワークショップ等での発表 

 

方法：授業のうち半分（月 1 回）は原則として平常授業期間内の土曜日１・２限に行い、主として学内のゼミ室において、石田が資料を用い

て講義をし、池の里市民交流センターにおける自然体験学習室の活動に参加して、地域ボランティアおよび子どもたちと接して、必要な知識・

技術を習得する。9 月と 12 月に予定している子ども教室において、自分たちで企画した環境学習プログラムを実施する。 

 

他の半分（月 1 回）は、学外の流域連携イベントに参加し、流域問題について学習する。特に、天若湖アートプロジェクトを中心に、淀川水

系での流域連携を行う。 

 

学外発表の場として、天若湖アートプロジェクト（６月）、近畿水環境交流会（７月）、いい川・いい川づくりワークショップ（9-11 月）を予

定し、各活動段階における成果発表を行い、自己評価および外部評価を受けることで活動内容を振り返り、次の活動に向けてステップアップ

を図る。作業の実施に当たっては、理工学部都市環境工学科生態環境学研究室、および文化会エコシビル部の協力を得る。天若湖アートプロ

ジェクト実行委員会より外部講師を招き、事前学習を行う。授業および活動スケジュールは、学校行事等の関係で受講者と相談の上、変更す

ることがある。 

 

事前事後学習課題：内容ごとに参考資料を配布するので、熟読しておくこと。また、年度末にレポートを作成し、年度末にプレゼンテーショ

ンを課す。 

関連科目 
自然・都市環境論、流域・沿岸域工学（以上、C 科） 

科学技術教養 C1・C2 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業（イベントを含む）に積極的に参加し、水辺環境の再生および流域連携活動に加わること。（60％） 

水辺再生・流域連携の意義を正しく理解し、それを他者に伝えられること。（40％） 

学生への 

メッセージ 

子どもたちへの環境学習支援や流域連携活動においては、学生のみなさんの若いパワーが必要です。ぜひ私たちと一緒に活動を盛り上げてく

ださい。文系・理系問わず、やる気のある人は大歓迎です。 

担当者の 

研究室等 
１号館３階 石田准教授室 

備考 自主学習時間として、総時間数 30 時間以上取り組むこと。 

教
養
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 浅野 英一 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

「すさみ町における過疎地域活性化支援プロジェクト」において必要な要素は「ヒト・モノ・カネ」である。すさみ町には豊かな自然や歴史

文化など、都市にはない多くの魅力（資源）を調べ、都市と田舎の「ヒト・モノ・カネ」がうまく循環する仕組みを作ることにより、お互い

が共生する活動を実践活動教育の核とする。 

 

地域活性化活動のテーマにしているものは「農業」、「ふるさと創生」、「観光」の 3 種類。 

 

①調査：地域で予定されているプロジェクトを調査し、実現可能を探る。 

②企画：具体案を立て、評価（実現可能性、コスト、実施期間、有効性）を行い、詳細な実施計画を立てる。 

③関連する団体に企画をプレゼンテーションし、プロジェクトの妥当性を評価する。 

④実施：実施計画に従いプロジェクトを実施する。途中に実施状況を関連機関に報告し計画の修正を行う 

⑤結果報告：プロジェクトの終了時に関連機関に実施結果と次年度以降でのプロジェクトの展開について報告を行う。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

プロジェクトの実施地は、和歌山県西牟婁郡すさみ町です。活動にかかる交通手段は、バスを大学でチャーターして移動します。宿泊は、摂

南大学すさみ町活動拠点（廃校になった小学校の校舎）を使うため宿泊費用は発生しません。プロジェクト実施については、調査状況に基づ

き事前に学内で協議して現地活動を行います。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

すさみ町は人口が約 4700 人で、39 ある集落のうち 18 が限界集落の町で、その中の１つ、佐本・大都河地域は人口約 360 人、高齢化率 60％以

上であり過疎と高齢化が深刻で、日常生活や地域コミュニティーの維持が困難になりつつある地域である。少子高齢化と過疎化は、物理的な

過疎に加えて人々の心の過疎化（社会の進歩に対する過疎感や年代を超えた人と人の繋がりに対する過疎感など）を招き、それが地域活性化

への意欲を喪失させるという負のスパイラルの形成を促進している。こういった背景の中、履修学生は「よそ者、若者、大学生」という立場

で地域活性化のプロジェクトを実施している。 

 

すさみ町の観光イベントである「イノブータン王国建国祭」「ビルフィシュトーナメント」「ケンケン鰹祭り」の運営協力、220 年続いた山村

の伝統行事「佐本川柱祭り」の復活・伝承、ボランティア活動「なんでもやる隊」、限界集落に住む独居老人宅を訪問する「見守り隊」などを

実施する。 

 

大阪府寝屋川市からすさみ町まで、貸切の大型バスで片道 5 時間という距離である。この距離が PDCA を行うために重要なキーポイントになる。

漁業に例えると遠洋漁業のイメージで、港（大学）を出港（出発）して、遠洋（すさみ町）で漁業（活動）するためには、誰が、いつ、何を、

どこで、どのような方法で行うかを綿密に計画し、実施するかなど多くの課題とそれを乗り越える手段など PDCA を現実に体験する。 

 

事前に、すさみ町役場、NPO、地域の代表者などとメールや電話などで協議し、参加者の募集、実施に必要な資材の調達、イベントの内容、学

生スタッフの人員配置など、会社の中で高度な仕事を実施する能力を身につける。 

 

社会人基礎力の、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の 3 つの能力（12 の能力要素）から構成を自主学習として、調べて

おくこと。 

関連科目 ボランティア論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
参加態度 40％、企画力 20％、コミュニケーション能力 20％、発表能力 20％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
仲間とともに現状打破をしていくチーム学習へと意識を変革する必要が求められる。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 5 階 浅野研究室 

備考 
履修登録をする前に、必ず、活動内容を問い合わせ、相談してから履修して下さい。問い合わせ・相談をせずに履修登録をした場合、登録を

取り消すことがありますので注意してください。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 浅野 英一 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

「すさみ町における過疎地域活性化支援プロジェクト」において必要な要素は「ヒト・モノ・カネ」である。すさみ町には豊かな自然や歴史

文化など、都市にはない多くの魅力（資源）を調べ、都市と田舎の「ヒト・モノ・カネ」がうまく循環する仕組みを作ることにより、お互い

が共生する活動を実践活動教育の核とする。 

 

地域活性化活動のテーマにしているものは「農業」、「ふるさと創生」、「観光」の 3 種類。 

 

①調査：地域で予定されているプロジェクトを調査し、実現可能を探る。 

②企画：具体案を立て、評価（実現可能性、コスト、実施期間、有効性）を行い、詳細な実施計画を立てる。 

③関連する団体に企画をプレゼンテーションし、プロジェクトの妥当性を評価する。 

④実施：実施計画に従いプロジェクトを実施する。途中に実施状況を関連機関に報告し計画の修正を行う 

⑤結果報告：プロジェクトの終了時に関連機関に実施結果と次年度以降でのプロジェクトの展開について報告を行う。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

プロジェクトの実施地は、和歌山県西牟婁郡すさみ町です。活動にかかる交通手段は、バスを大学でチャーターして移動します。宿泊は、摂

南大学すさみ町活動拠点（廃校になった小学校の校舎）を使うため宿泊費用は発生しません。プロジェクト実施については、調査状況に基づ

き事前に学内で協議して現地活動を行います。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

すさみ町は人口が約 4700 人で、39 ある集落のうち 18 が限界集落の町で、その中の１つ、佐本・大都河地域は人口約 360 人、高齢化率 60％以

上であり過疎と高齢化が深刻で、日常生活や地域コミュニティーの維持が困難になりつつある地域である。少子高齢化と過疎化は、物理的な

過疎に加えて人々の心の過疎化（社会の進歩に対する過疎感や年代を超えた人と人の繋がりに対する過疎感など）を招き、それが地域活性化

への意欲を喪失させるという負のスパイラルの形成を促進している。こういった背景の中、履修学生は「よそ者、若者、大学生」という立場

で地域活性化のプロジェクトを実施している。 

 

すさみ町の観光イベントである「イノブータン王国建国祭」「ビルフィシュトーナメント」「ケンケン鰹祭り」の運営協力、220 年続いた山村

の伝統行事「佐本川柱祭り」の復活・伝承、ボランティア活動「なんでもやる隊」、限界集落に住む独居老人宅を訪問する「見守り隊」などを

実施する。 

 

大阪府寝屋川市からすさみ町まで、貸切の大型バスで片道 5 時間という距離である。この距離が PDCA を行うために重要なキーポイントになる。

漁業に例えると遠洋漁業のイメージで、港（大学）を出港（出発）して、遠洋（すさみ町）で漁業（活動）するためには、誰が、いつ、何を、

どこで、どのような方法で行うかを綿密に計画し、実施するかなど多くの課題とそれを乗り越える手段など PDCA を現実に体験する。 

 

事前に、すさみ町役場、NPO、地域の代表者などとメールや電話などで協議し、参加者の募集、実施に必要な資材の調達、イベントの内容、学

生スタッフの人員配置など、会社の中で高度な仕事を実施する能力を身につける。 

 

社会人基礎力の、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の 3 つの能力（12 の能力要素）から構成を自主学習として、調べて

おくこと。 

関連科目 ボランティア論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
参加態度 40％、企画力 20％、コミュニケーション能力 20％、発表能力 20％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
仲間とともに現状打破をしていくチーム学習へと意識を変革する必要が求められる。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 5 階 浅野研究室 

備考 
履修登録をする前に、必ず、活動内容を問い合わせ、相談してから履修して下さい。問い合わせ・相談をせずに履修登録をした場合、登録を

取り消すことがありますので注意してください。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 久保 貞也.針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

地域を便利にするアプリ開発 

 

学生が最新のデータベース技術とアプリケーション構築（携帯アプリ）の技能を身に付ける。そして、大学近隣の市町村に学生が市民への情

報提供の課題を聞き取り、身に付けた情報技術を活かして自治体が公開しているオープンデータを利用したアプリケーションを開発し、その

成果を検証する。 

到達目標 

・学生が最近の IT 動向を理解している 

・学生が一般ユーザー向けの IT についてその仕組みを説明できる 

・学生が初めて触れた技術を修得するための持続的な学習を行える 

・学生自身が技術的な問題解決のために自学自習できる 

・学生が地域の課題を知るためにインタビュー調査票を作成できる 

・地域が抱える問題に対して情報技術の特性を活かした提案ができる 

授業方法と 

留意点 

データベースに関する勉強会（土曜日開催） 

ヒアリング調査 

開発合宿 

自治体でのプレゼンテーション 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【授業テーマ】 

地域を便利にするアプリ開発 

 

【内容】 

自治体が保有するオープンデータを用いて、市民の利便性向上に貢献するアプリケーションを開発する。データベース技術を駆使することで

開発期間を短縮しつつ、メンテナンス性が高いサービスの提供を目指す。 

 

 

【方法】 

・データベースに関する勉強会（土曜日開催） 

・ヒアリング調査 

・開発合宿 

・自治体でのプレゼンテーション 

などを一連の流れとし、支援協力をいただいた自治体ごとにプロジェクトチームを構成する。 

 

【事前・事後学習課題】 

プロジェクトのテーマを考慮して、以下の内容について自主的な調査、学習を行う。 

・自治体の情報サービスの現状調査（4 時間×2 回） 

・IT 関連の情報収集（サービス、セキュリティ、生産性向上など）（1 時間×8 回） 

・データベース設計の見直し（3 時間） 

・作成したアプリの動作テスト（2 時間） 

学習課題を遂行する上で必要と思った書籍やソフトウェアなどについては購入を検討する。 

関連科目 
経営関連、マーケティング関連、心理学（消費者）、情報メディア、社会調査、地域経済、観光など広く興味を持って所属学部の科目を受講す

ること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

技術習得の成長度（グループとしての学び合いを高く評価する） 

自発的な役割の選択 

開発プロセス全体での関与の度合い 

学生への 

メッセージ 

新しい技術は若い人が活用してこそ効果が発揮されます。少しハードルが高そうな課題ですが、社会の課題を最新技術で解決する経験に挑戦

しましょう！ 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 久保准教授室、針尾准教授室 

備考  

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 久保 貞也.針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

地域を便利にするアプリ開発 

 

学生が最新のデータベース技術とアプリケーション構築（携帯アプリ）の技能を身に付ける。そして、大学近隣の市町村に学生が市民への情

報提供の課題を聞き取り、身に付けた情報技術を活かして自治体が公開しているオープンデータを利用したアプリケーションを開発し、その

成果を検証する。 

到達目標 

・学生が最近の IT 動向を理解している 

・学生が一般ユーザー向けの IT についてその仕組みを説明できる 

・学生が初めて触れた技術を修得するための持続的な学習を行える 

・学生自身が技術的な問題解決のために自学自習できる 

・学生が地域の課題を知るためにインタビュー調査票を作成できる 

・地域が抱える問題に対して情報技術の特性を活かした提案ができる 

授業方法と 

留意点 

データベースに関する勉強会（土曜日開催） 

ヒアリング調査 

開発合宿 

自治体でのプレゼンテーション 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【授業テーマ】 

地域を便利にするアプリ開発 

 

【内容】 

自治体が保有するオープンデータを用いて、市民の利便性向上に貢献するアプリケーションを開発する。データベース技術を駆使することで

開発期間を短縮しつつ、メンテナンス性が高いサービスの提供を目指す。 

 

 

【方法】 

・データベースに関する勉強会（土曜日開催） 

・ヒアリング調査 

・開発合宿 

・自治体でのプレゼンテーション 

などを一連の流れとし、支援協力をいただいた自治体ごとにプロジェクトチームを構成する。 

 

【事前・事後学習課題】 

プロジェクトのテーマを考慮して、以下の内容について自主的な調査、学習を行う。 

・自治体の情報サービスの現状調査（4 時間×2 回） 

・IT 関連の情報収集（サービス、セキュリティ、生産性向上など）（1 時間×8 回） 

・データベース設計の見直し（3 時間） 

・作成したアプリの動作テスト（2 時間） 

学習課題を遂行する上で必要と思った書籍やソフトウェアなどについては購入を検討する。 

関連科目 
経営関連、マーケティング関連、心理学（消費者）、情報メディア、社会調査、地域経済、観光など広く興味を持って所属学部の科目を受講す

ること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

技術習得の成長度（グループとしての学び合いを高く評価する） 

自発的な役割の選択 

開発プロセス全体での関与の度合い 

学生への 

メッセージ 

新しい技術は若い人が活用してこそ効果が発揮されます。少しハードルが高そうな課題ですが、社会の課題を最新技術で解決する経験に挑戦

しましょう！ 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 久保准教授室、針尾准教授室 

備考  

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 牧野 幸志.久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

学生の学びと地域の総合活性化プロジェクト ～産業、教育、スポーツ、文化など多様な面から地域を総合的に活性化させる～ 

 

地元の産業を活性化させる商品企画、イルミネーションイベント、子供向けのスポーツ教室の企画・運営、社会教育への貢献イベント、地域

文化発信のための広報や展覧会などに主体的に参画し、地域の総合的な活性化を図るとともに、学生が実践的な場で大いに学ぶことを目的と

する。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

・地域の課題を認識する 

・課題を解決する方法を考える 

・解決策を実行する 

・自らが実行した成果を振り返り、次の行動を設定する 

 

以上のプロセスを主体的に行えるようになることが本プロジェクトの到達目標である。 

授業方法と 

留意点 

学内でのレクチャー（学部講師を含む）、見学会や視察、海外を含む学外者とのオンラインミーティングなどを準備作業として行い、実際のイ

ベント参加や商品企画、調査分析などの実習を行う。 

プロジェクト内は複数のサブプロジェクトを配置する。ただし、改善や比較学習のために複数のプロジェクトの参加も認める。 

参加する学生は「自ら課題を見つけて積極的に動く意識」を重視してすること。 

自主学習時間を活動前(1 時間)と後(2 時間)に取ること。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【授業テーマ】 

学生の学びと地域の総合活性化プロジェクト ～産業、教育、スポーツ、文化など多様な面から地域を総合的に活性化させる～ 

 

【内容】 

対象予定とするプロジェクトは、カレーに乗せてはいけない福神漬けの続編や販売展開（寝屋川市、京都市ほか）、ビジネスプランコンテスト、

平和教育に関するイルミネーションイベント（枚方市）、大学共同のイルミネーションイベント（茨木市）、スポーツ教室運営（門真市）、地域

の IT スキル測定と教育（摂津市）、歴史資産の展覧会企画（河南町）などである。 

 

 

【方法】 

・メンバー間のディスカッション 

・グループワーク 

・オンラインミーティング 

・博物館や自治体の見学会 

・実地調査 

・企画書や報告書の作成 

・学外でのプレゼンテーション 

など、サブプロジェクトの特徴に合わせて行う。 

 

【事前学習課題】 

地域社会の課題や文化・スポーツに関するニュースや新聞、雑誌、書籍などに目を通す。 

事前学習の自主学習時間は、毎週 1 時間程度とする。その内容をまとめて提出すること。 

 

【事後学習課題】 

プロジェクトの中で見つけた自分の長所と短所への自学自習課題を設定すること。 

事後学習の自主学習時間は、活動後 2 時間程度とする。活動での気づき、反省点などをまとめて提出すること。 

関連科目 
経営関連、マーケティング関連、心理学（消費者）、情報メディア、社会調査、地域経済、観光など広く興味を持って所属学部の科目を受講す

ること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
準備やイベントの参加数、達成した内容、外部からの評価、および、メンバー間での相互評価、自主学習の提出などから総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

地域を舞台に自分を試してみたい人をお待ちしています。 

自分の潜在能力を引き出しながら、地域の良さを引き出してください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 、牧野准教授室、久保准教授室、針尾准教授室 

備考 
活動内で課された課題に対しては，その後の活動の中で評価・解説を行い，フィードバックをする。 

自主学習時間の評価も行います。 

教
養
科
目

799



摂南大学シラバス 2019 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 牧野 幸志.久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

学生の学びと地域の総合活性化プロジェクト ～産業、教育、スポーツ、文化など多様な面から地域を総合的に活性化させる～ 

 

地元の産業を活性化させる商品企画、イルミネーションイベント、子供向けのスポーツ教室の企画・運営、社会教育への貢献イベント、地域

文化発信のための広報や展覧会などに主体的に参画し、地域の総合的な活性化を図るとともに、学生が実践的な場で大いに学ぶことを目的と

する。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

・地域の課題を認識する 

・課題を解決する方法を考える 

・解決策を実行する 

・自らが実行した成果を振り返り、次の行動を設定する 

 

以上のプロセスを主体的に行えるようになることが本プロジェクトの到達目標である。 

授業方法と 

留意点 

学内でのレクチャー（学部講師を含む）、見学会や視察、海外を含む学外者とのオンラインミーティングなどを準備作業として行い、実際のイ

ベント参加や商品企画、調査分析などの実習を行う。 

プロジェクト内は複数のサブプロジェクトを配置する。ただし、改善や比較学習のために複数のプロジェクトの参加も認める。 

参加する学生は「自ら課題を見つけて積極的に動く意識」を重視してすること。 

自主学習時間を活動前(1 時間)と後(2 時間)に取ること。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【授業テーマ】 

学生の学びと地域の総合活性化プロジェクト ～産業、教育、スポーツ、文化など多様な面から地域を総合的に活性化させる～ 

 

【内容】 

対象予定とするプロジェクトは、カレーに乗せてはいけない福神漬けの続編や販売展開（寝屋川市、京都市ほか）、ビジネスプランコンテスト、

平和教育に関するイルミネーションイベント（枚方市）、大学共同のイルミネーションイベント（茨木市）、スポーツ教室運営（門真市）、地域

の IT スキル測定と教育（摂津市）、歴史資産の展覧会企画（河南町）などである。 

 

 

【方法】 

・メンバー間のディスカッション 

・グループワーク 

・オンラインミーティング 

・博物館や自治体の見学会 

・実地調査 

・企画書や報告書の作成 

・学外でのプレゼンテーション 

など、サブプロジェクトの特徴に合わせて行う。 

 

【事前学習課題】 

地域社会の課題や文化・スポーツに関するニュースや新聞、雑誌、書籍などに目を通す。 

事前学習の自主学習時間は、毎週 1 時間程度とする。その内容をまとめて提出すること。 

 

【事後学習課題】 

プロジェクトの中で見つけた自分の長所と短所への自学自習課題を設定すること。 

事後学習の自主学習時間は、活動後 2 時間程度とする。活動での気づき、反省点などをまとめて提出すること。 

関連科目 
経営関連、マーケティング関連、心理学（消費者）、情報メディア、社会調査、地域経済、観光など広く興味を持って所属学部の科目を受講す

ること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
準備やイベントの参加数、達成した内容、外部からの評価、および、メンバー間での相互評価、自主学習の提出などから総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

地域を舞台に自分を試してみたい人をお待ちしています。 

自分の潜在能力を引き出しながら、地域の良さを引き出してください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 、牧野准教授室、久保准教授室、針尾准教授室 

備考 
活動内で課された課題に対しては，その後の活動の中で評価・解説を行い，フィードバックをする。 

自主学習時間の評価も行います。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 地域志向系

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 通年集中 授業担当者 大塚 正人

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ○ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科： △

科： ◎ ◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： 科： 科・ 科： 科： 科： 科：

科：

授業概要・

目的

本プロジェクトでは、連携先調剤薬局と協働し、 に参加した学生が、就職関連イベントを企画・運営・実施する事で、学生のコミュニケ

ーション能力、ファシリテーション能力など、人間的な総合力を育成することを目的とする。就職関連イベントに行くのではなく、就職関連

イベントを企画・運営・実施することは、難易度の高い教育プログラムである。その過程で、 （ ）の手法を用いてグル

ープ学習を行い、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の つの能力で構成される「社会人基礎力」が向上するように設計し

ている。

到達目標

【到達目標】

現状の就職関連イベントの問題点・ニーズを踏まえた上で、調剤薬局における理想的な就職関連イベントを企画・運営・実施する。

【プロセス】

１． 理想的な就職関連イベントとは何かを定義できる。

２． 現状の就職関連イベントの問題点・ニーズを列挙できる。

３． 他の プロジェクト参加学生と協働して、就職関連イベントの具体案を企画できる。

４． 他の プロジェクト参加学生と協働して、就職関連イベントの参加者アンケートやイベント広報を立案できる。

５． 関係先調剤薬局の担当者とビジネスマナーをわきまえた上で円滑な人間関係を構築できる。

６． 就職関連イベントの企画・運営・実施を通して、社会にどんな貢献が出来るか主体的に考えられる。

授業方法と

留意点

大学での学びの主役は の受講者である。教員は、 の受講者の学びを補助するファシリテーター役に徹するので、いわゆる座学的な講

義は一切行わない。教員は、教科書や教材に書いてある知識の伝達は一切行わない（質問には答えます）。

具体的には、 読書会方式の受講者の主体的な学び合いを行う。すなわち、各回のテーマに沿ってその内容を各自で学習し、 用紙 枚に

まとめ、リレープレゼンテーションにて共有する。

読書会については、以下の を参照のこと。

講義内容については、 を用いて資料を配付する。また、本講義はアクティブラーニング的手法を積極的に取り入れ、学生が積極的に講

義に参加できるよう工夫する。

また、大学外での学びについても、振り返りを重視した指導を行う。

授業テーマ・

内容、方法・事前、

事後

学習課題

４月 学内研修：まず、チームビルディングを行う。就職関連イベントの目的・方法・成果について具体例を調査・検証・評価する事

により、理想的な就職関連イベントとは何かを定義する。また、企業ブランド・ミッションについて の手法を用いてグループ学習する。

５月 学内研修：就職関連イベントの現状や課題点などについて具体例を調査・検証・評価する事により、現状の就職関連イベントの

問題点と改善点とは何かを定義する。また、システム思考について の手法を用いてグループ学習する。

６月 学内研修：理想的な就職関連イベントと現状の就職関連イベントの問題点を比較することで、就職関連イベントの企画のポイン

トを見いだす。また、組織開発について の手法を用いてグループ学習する。

７月 学内研修：就職関連イベントの具体案を企画する。参加者アンケート、広報ポスター等についても検討する。役割分担を決めた

上で、協働する。

８月 学内研修：就職関連イベントの具体案を企画する。参加者アンケート、広報ポスター等についても検討する。

学外研修：阪神調剤ホールディング株式会社を訪問し、就職関連イベント開催に向けて具体的に協議する。役割分担を決めた上で、協働する。

９月 学内研修：中間報告の準備。パワーポイント作成法、プレゼンテーション法について、 の手法を用いてグループ学習する。

１０月 学内研修：企画した就職関連イベントを実際に学内で実施してみる。必要であれば企画の練り直しを図るファシリテーション力、タ

イムマネジメント力の育成を図る。また、ファシリテーション法について の手法を用いてグループ学習する。

１１月 学外研修：阪神調剤ホールディング株式会社にて就職関連イベントを実際に行う。役割分担を決めた上で、協働する。

学内研修：ふりかえりワークショップを行う。

１２月 学内研修：最終報告の準備。パワーポイント作成法、プレゼンテーション法について、 の手法を用いてグループ学習する。

１月 学内研修：ふりかえりワークショップを行う。成果報告書の作成。

２月 学内研修：成果報告書の作成。

事前、事後学習課題 について

事前、事後学習課題についてはその都度指定しますが、時間的には 単位あたり週 時間の事前、事後学習課題の実施を設定致します。

関連科目 教養系、キャリア系科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

人を伸ばす力 内発と自律のすすめ
エドワード・ ・デシ リチャー

ド・フラスト
新曜社

フロー体験 喜びの現象学
チクセントミハイ 著 今

村浩明訳
世界思想社

モチベーション 持続する「やる気 ドライ

ブ 」をいかに引き出すか

ダニエル・ピンク著 大前研一

訳
講談社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

グロービス で教えているプレゼンの技術 人を

動かす勝利の方程式
グロービス ダイヤモンド社

教え上手になる 教えと学びのワークブック 関根雅泰
クロスメディア・パブリッシン

グ

東大生が書いた議論する力を鍛えるディスカッショ

ンノート 「 ステージ、 ポジション」でつかむ「話

し合い」の新発想

吉田雅裕 東洋経済新報社

評価方法

（基準）

ＰＢＬ活動への参加意欲および貢献度（ ％）、学内・学外発表会等への貢献度（ ％）

準備やイベントの参加数、達成した内容、外部からの評価、および、メンバー間での相互評価から総合的に評価する。

学生への

メッセージ

医療の現場を舞台に自分を試してみたい人をお待ちしています。

自分の潜在能力を開花させながら、ファシリテーション能力をうまく使ってチームビルディングによる力を引き出して下さい。

担当者の

研究室等
摂南大学枚方キャンパス 薬学部薬学科 生命融合化学分野（１号館５階）

備考

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 地域志向系

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 通年集中 授業担当者 大塚 正人

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ○ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科： △

科： ◎ ◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： 科： 科・ 科： 科： 科： 科：

科：

授業概要・

目的

本プロジェクトでは、連携先調剤薬局と協働し、 に参加した学生が、就職関連イベントを企画・運営・実施する事で、学生のコミュニケ

ーション能力、ファシリテーション能力など、人間的な総合力を育成することを目的とする。就職関連イベントに行くのではなく、就職関連

イベントを企画・運営・実施することは、難易度の高い教育プログラムである。その過程で、 （ ）の手法を用いてグル

ープ学習を行い、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の つの能力で構成される「社会人基礎力」が向上するように設計し

ている。

到達目標

【到達目標】

現状の就職関連イベントの問題点・ニーズを踏まえた上で、調剤薬局における理想的な就職関連イベントを企画・運営・実施する。

【プロセス】

１． 理想的な就職関連イベントとは何かを定義できる。

２． 現状の就職関連イベントの問題点・ニーズを列挙できる。

３． 他の プロジェクト参加学生と協働して、就職関連イベントの具体案を企画できる。

４． 他の プロジェクト参加学生と協働して、就職関連イベントの参加者アンケートやイベント広報を立案できる。

５． 関係先調剤薬局の担当者とビジネスマナーをわきまえた上で円滑な人間関係を構築できる。

６． 就職関連イベントの企画・運営・実施を通して、社会にどんな貢献が出来るか主体的に考えられる。

授業方法と

留意点

大学での学びの主役は の受講者である。教員は、 の受講者の学びを補助するファシリテーター役に徹するので、いわゆる座学的な講

義は一切行わない。教員は、教科書や教材に書いてある知識の伝達は一切行わない（質問には答えます）。

具体的には、 読書会方式の受講者の主体的な学び合いを行う。すなわち、各回のテーマに沿ってその内容を各自で学習し、 用紙 枚に

まとめ、リレープレゼンテーションにて共有する。

読書会については、以下の を参照のこと。

講義内容については、 を用いて資料を配付する。また、本講義はアクティブラーニング的手法を積極的に取り入れ、学生が積極的に講

義に参加できるよう工夫する。

また、大学外での学びについても、振り返りを重視した指導を行う。

授業テーマ・

内容、方法・事前、

事後

学習課題

４月 学内研修：まず、チームビルディングを行う。就職関連イベントの目的・方法・成果について具体例を調査・検証・評価する事

により、理想的な就職関連イベントとは何かを定義する。また、企業ブランド・ミッションについて の手法を用いてグループ学習する。

５月 学内研修：就職関連イベントの現状や課題点などについて具体例を調査・検証・評価する事により、現状の就職関連イベントの

問題点と改善点とは何かを定義する。また、システム思考について の手法を用いてグループ学習する。

６月 学内研修：理想的な就職関連イベントと現状の就職関連イベントの問題点を比較することで、就職関連イベントの企画のポイン

トを見いだす。また、組織開発について の手法を用いてグループ学習する。

７月 学内研修：就職関連イベントの具体案を企画する。参加者アンケート、広報ポスター等についても検討する。役割分担を決めた

上で、協働する。

８月 学内研修：就職関連イベントの具体案を企画する。参加者アンケート、広報ポスター等についても検討する。

学外研修：阪神調剤ホールディング株式会社を訪問し、就職関連イベント開催に向けて具体的に協議する。役割分担を決めた上で、協働する。

９月 学内研修：中間報告の準備。パワーポイント作成法、プレゼンテーション法について、 の手法を用いてグループ学習する。

１０月 学内研修：企画した就職関連イベントを実際に学内で実施してみる。必要であれば企画の練り直しを図るファシリテーション力、タ

イムマネジメント力の育成を図る。また、ファシリテーション法について の手法を用いてグループ学習する。

１１月 学外研修：阪神調剤ホールディング株式会社にて就職関連イベントを実際に行う。役割分担を決めた上で、協働する。

学内研修：ふりかえりワークショップを行う。

１２月 学内研修：最終報告の準備。パワーポイント作成法、プレゼンテーション法について、 の手法を用いてグループ学習する。

１月 学内研修：ふりかえりワークショップを行う。成果報告書の作成。

２月 学内研修：成果報告書の作成。

事前、事後学習課題 について

事前、事後学習課題についてはその都度指定しますが、時間的には 単位あたり週 時間の事前、事後学習課題の実施を設定致します。

関連科目 教養系、キャリア系科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

人を伸ばす力 内発と自律のすすめ
エドワード・ ・デシ リチャー

ド・フラスト
新曜社

フロー体験 喜びの現象学
チクセントミハイ 著 今

村浩明訳
世界思想社

モチベーション 持続する「やる気 ドライ

ブ 」をいかに引き出すか

ダニエル・ピンク著 大前研一

訳
講談社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

グロービス で教えているプレゼンの技術 人を

動かす勝利の方程式
グロービス ダイヤモンド社

教え上手になる 教えと学びのワークブック 関根雅泰
クロスメディア・パブリッシン

グ

東大生が書いた議論する力を鍛えるディスカッショ

ンノート 「 ステージ、 ポジション」でつかむ「話

し合い」の新発想

吉田雅裕 東洋経済新報社

評価方法

（基準）

ＰＢＬ活動への参加意欲および貢献度（ ％）、学内・学外発表会等への貢献度（ ％）

準備やイベントの参加数、達成した内容、外部からの評価、および、メンバー間での相互評価から総合的に評価する。

学生への

メッセージ

医療の現場を舞台に自分を試してみたい人をお待ちしています。

自分の潜在能力を開花させながら、ファシリテーション能力をうまく使ってチームビルディングによる力を引き出して下さい。

担当者の

研究室等
摂南大学枚方キャンパス 薬学部薬学科 生命融合化学分野（１号館５階）

備考

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石井 信輝.水野 武 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

マーケティング手法を学び、本学ラグビー部が所属する関西大学ラグビーリーグの PR、リーグ運営サポート、及び本学内におけるラグビー部

の広報活動を行い、大学ラグビーに興味をもってもらうための展開案を構築する。それにより大学ラグビーの新たなファン層拡大の可能性を

探る。将来的には 2019 年ラグビーＷ杯に向けてのインバウンドへと繋げる。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

年間のスケジュールに応じて多様な授業の形態（座学、現地調査）を採用します。また、年度を通じて定期ミーティングを行い、協力団体の

方々と調整しながら活動しますので、発想を柔軟にして何事にも取り組むことが留意点となります。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

以下の手続きで授業を展開する 

 

１．プロジェクトの成果目標と年間スケジュールの共有 

２．マーケティング手法の学習（座学による） 

３．連携先との面談 

４．連携先業務内容の理解、ヒアリングによる課題抽出 

５．学内外におけるラグビーリーグに関するアンケート調査 

６．広報誌制作準備（広報誌は秋季リーグに週刊または隔週で発行） 

７．学内外におけるリーグ戦観戦促進活動、リーグ戦運営補助、PBL 中間報告会、広報誌の発行、来場者への 

  アンケートの実施 

８．まとめと最終報告会 

関連科目 チームビルディング 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
活動報告、活動現場での取り組をもとに評価する。 

学生への 

メッセージ 
積極的に活動してください。 

担当者の 

研究室等 

11 号館 10 階 石井研究室 

７号館３階 水野研究室 

備考 スケジュールに沿って 1 時間程度を目安として、プロジェクト遂行のための自主学習の時間（事前・事後）をとってください。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石井 信輝.水野 武 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

マーケティング手法を学び、本学ラグビー部が所属する関西大学ラグビーリーグの PR、リーグ運営サポート、及び本学内におけるラグビー部

の広報活動を行い、大学ラグビーに興味をもってもらうための展開案を構築する。それにより大学ラグビーの新たなファン層拡大の可能性を

探る。将来的には 2019 年ラグビーＷ杯に向けてのインバウンドへと繋げる。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

年間のスケジュールに応じて多様な授業の形態（座学、現地調査）を採用します。また、年度を通じて定期ミーティングを行い、協力団体の

方々と調整しながら活動しますので、発想を柔軟にして何事にも取り組むことが留意点となります。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

以下の手続きで授業を展開する 

 

１．プロジェクトの成果目標と年間スケジュールの共有 

２．マーケティング手法の学習（座学による） 

３．連携先との面談 

４．連携先業務内容の理解、ヒアリングによる課題抽出 

５．学内外におけるラグビーリーグに関するアンケート調査 

６．広報誌制作準備（広報誌は秋季リーグに週刊または隔週で発行） 

７．学内外におけるリーグ戦観戦促進活動、リーグ戦運営補助、PBL 中間報告会、広報誌の発行、来場者への 

  アンケートの実施 

８．まとめと最終報告会 

関連科目 チームビルディング 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
活動報告、活動現場での取り組をもとに評価する。 

学生への 

メッセージ 
積極的に活動してください。 

担当者の 

研究室等 

11 号館 10 階 石井研究室 

７号館３階 水野研究室 

備考 スケジュールに沿って 1 時間程度を目安として、プロジェクト遂行のための自主学習の時間（事前・事後）をとってください。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 地域志向系

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 通年集中 授業担当者 田井 義人

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ○ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科： △

科： ◎ ◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： 科： 科・ 科： 科： 科： 科：

科：

授業概要・

目的

Ⅰ 授業概要

・吹田市栄通商店街における地域活性化事業への支援による商店街ブランド作成プロジェクトへの参画（企画・活動・推進・振り返り活動へ

の参画）を行う。

・当該活動地域は、顧客獲得において対立構造にある商店街、大規模店、コンビニエンスストアが協働している希有な事例であり、 等でも

紹介された。

・ 年度よりプロジェクト事業拡大によりブランド化を模索・推進している地域である。

Ⅱ 目的

・シャッター街に代表される商店街の課題を成功例に学生が参画（前述のとおり）することと事前学習によって自ら設定した課題認識との比

較により地域活性化の方法論を学ぶ。

到達目標

Ⅰ 到達目標（共通）

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外連絡先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を

受け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。

Ⅱ 到達目標（本プロジェクト）：Ⅰの目標を達成するため、以下のいくつかの修得を行うこと。

（１）課題と課題対応した事例を現場体験することで解決プロセスを列挙できること。

（２）課題解決のための課題認識と対応策を具体的に提案できること。

（３）異なる世代間の交流により情報収集のスキルを修得すること。

（４）成功事例を発展させることで他の事例へのＰＤＣＡスキルを醸成できること。

（５）行政依存から脱却し地域の市民主体の取り組みの有効性と効果を体験することで自立した政策提案することができること。

（６）地域住民や商店街関係者との地域活性に尽力する「本気の大人」に出会うことによるコミュニケーション力や「気づき」力を醸成する

こと。

（７）企画・運営・振り返り資料作成による のスキル、プレゼンテーションスキルを醸成すること。

（８）企画から振り返りまでの一貫した事業展開への参画による 活用スキルを修得すること。

（９）地域活性化に必要な知識と活用による各種ステークホルダ間の調整スキルを修得すること。

（１０）世代間コミュニケーションスキルを修得すること。

授業方法と

留意点

Ⅰ 授業方法

・少子高齢化の進展と中心市街地での後継者不足とともに大規模店やコンビニエンスストアの出店によって商店街が衰退している。シャッタ

ーが閉められ人通りがほとんど無くなっている商店街も地域には多く存在する。

・本プロジェクトは、このような社会状勢のなか、プロジェクトを企画・運営する地域交流拠点（コンビニ２階）を中心に市民が商店街や大

規模店及びコンビニエンスストアとも協働する様々なブランド形成事業に若者である本学学生の視点を取り入れることにより連携先課題であ

るシャッター商店街防止策を企画・活動・推進・振り返りを行う。

・上記目的の達成のため、大学における事前・事後学習と演習及び地元での課外学習（参画による）によって到達目標へ指導する。

・事前学習において、課題設定のブレインストーミングを行い出来ればグループ分けを行う。

Ⅱ 留意点

・上記学習、演習に必ず参加すること。特に他の授業やクラブなどの課外活動との時間調整であるタイムマネジメントに留意すること。

授業テーマ・

内容、方法・事前、

事後

学習課題

Ⅰ 授業テーマ：商店街を中心にした地域ブランドの創生

・事前・事後学習及び講述の課外活動に参画してテーマを達成する事業案の参画

Ⅱ 内容、方法、事前・事後学習課題

（１）事前・事後学習

・シラバスに記載した教科書、参考書を元に事前学習を行う。学習課題の設定の参考とする。

・下記課外活動後、事前学習に使用した教科書を元に課外活動等との比較を行う事後学習を行う。

・上記を通じて得た「気づき」を発表する。（中間報告会、最終報告会）

（２）参画する課外活動例

・４月頃： 稼働及び勉強会。吹田祭企画会議実施。（ 吹田で一番楽しい場として浸透。近隣店舗の参加推進。会員飲食店の営業推進。）

・５月～６月：今後の企画運営検討（エンタメ教室：地域の子育て世帯の参加者推進。商店街ブランド案の検討：栄通りの特色を検討、商店

会は場提供。）

今後の企画運営検討（落研寄席：近隣住民の参画推進。近隣大学等との連携推進：地域モデルの模索、新しい形での連携で「イケテル商店街」

構築へ

・７月頃：吹田祭推進、応援

・８月以降：エンタメ教室に参加。お茶とお花の教室（親子教室）に参加。落研寄席準備に参加。落研寄席 吹田お笑いグランプリに参加。（予

選エントリー本戦 組くらいで決戦、審査員は素人で公平に。継続により商店会のブランドのひとつとなることを目指す。）

・随時：周辺空き家の活用（古民家を活かしたノスタルジック喫茶店・スタバ）による商店街連携検討。

・９月頃：エンタメ教室実施。（ミニ四駆をテーマに世代間参加を推進。親子で四駆レースを体験。翌年度吹田祭での大会レースを企画。）

・１０月頃：高浜神社 戎祭支援（チラシ配布、各店お店情報掲載、神社から店への誘導）に参加

・１２月～３月頃：今年度事業の振り返りと予算策定に参加。翌年度の向けての 委員会年度計画策定二酸化。エンタメ教室、落研寄席予

算申請・企画開始に参加。

このスケジュール内に中間報告会、最終報告会がある。

関連科目 地域の持続的発展 地方自治論 地域実践演習 地域貢献実践演習

教科書 番号 書籍名 著者名 出版社名

凡人のための地域再生入門 木下斉 ダイアモンド社
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摂南大学シラバス 2019 

2 
商店街再生の罠 売りたいモノから顧客がしたいコ

トへ 
久繁哲之介 ちくま書房 

3 
商店街はなぜ滅びるのか 社会・政治・経済史から

探る再生の道 
新雅史 光文社新書 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 イギリスに学ぶ商店街再生計画 足立基浩 ミネルヴァ書房 

2 
その島のひとたちは、ひとの話を聞かない-精神科医

「自殺希少地域」を行く－ 
森川すいめい 青土社 

3    

 

評価方法 

（基準） 
事前事後学習への参加を必修とする。地域での活動内容の発表やプレゼンテーションを通じて評価を行う。 

学生への 

メッセージ 

・教科書 1「凡人のための地域再生入門」の黄色部分は必読です。 

・商店会のメンバは、商店街の発展を通じて地域活性化に努力している「本気の大人」である。彼らとのコミュニケーションを通じて学生個

人のコミュニケーションスキルの醸成と課題設定、解決のプロセスを学ぶ。 

・積極的な活動と活動の糧となる読書を推奨する。 

・当該商店街だけでなく学生が居住する地域の商店街の課題や地域活性化の課題を発見し対策を模索するプロセスを重視する。 

・何よりも商店会が主催する企画会議への出席（参画）が基本である。その他の事業参加も推奨する。 

担当者の 

研究室等 
１号館７階 経済学部 田井義人研究室 

備考 

・事前･事後学習として教科書や参考書の輪読や講評を推奨する。 

・課外活動に参画することを重視する。 

・やみくもに参画するのではなく、情報や知識習得のため教科書、参考書などの熟読を進める。 

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 地域志向系

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 通年集中 授業担当者 田井 義人

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ○ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科： △

科： ◎ ◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： 科： 科・ 科： 科： 科： 科：

科：

授業概要・

目的

Ⅰ 授業概要

・吹田市栄通商店街における地域活性化事業への支援による商店街ブランド作成プロジェクトへの参画（企画・活動・推進・振り返り活動へ

の参画）を行う。

・当該活動地域は、顧客獲得において対立構造にある商店街、大規模店、コンビニエンスストアが協働している希有な事例であり、 等でも

紹介された。

・ 年度よりプロジェクト事業拡大によりブランド化を模索・推進している地域である。

Ⅱ 目的

・シャッター街に代表される商店街の課題を成功例に学生が参画（前述のとおり）することと事前学習によって自ら設定した課題認識との比

較により地域活性化の方法論を学ぶ。

到達目標

Ⅰ 到達目標（共通）

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外連絡先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を

受け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。

Ⅱ 到達目標（本プロジェクト）：Ⅰの目標を達成するため、以下のいくつかの修得を行うこと。

（１）課題と課題対応した事例を現場体験することで解決プロセスを列挙できること。

（２）課題解決のための課題認識と対応策を具体的に提案できること。

（３）異なる世代間の交流により情報収集のスキルを修得すること。

（４）成功事例を発展させることで他の事例へのＰＤＣＡスキルを醸成できること。

（５）行政依存から脱却し地域の市民主体の取り組みの有効性と効果を体験することで自立した政策提案することができること。

（６）地域住民や商店街関係者との地域活性に尽力する「本気の大人」に出会うことによるコミュニケーション力や「気づき」力を醸成する

こと。

（７）企画・運営・振り返り資料作成による のスキル、プレゼンテーションスキルを醸成すること。

（８）企画から振り返りまでの一貫した事業展開への参画による 活用スキルを修得すること。

（９）地域活性化に必要な知識と活用による各種ステークホルダ間の調整スキルを修得すること。

（１０）世代間コミュニケーションスキルを修得すること。

授業方法と

留意点

Ⅰ 授業方法

・少子高齢化の進展と中心市街地での後継者不足とともに大規模店やコンビニエンスストアの出店によって商店街が衰退している。シャッタ

ーが閉められ人通りがほとんど無くなっている商店街も地域には多く存在する。

・本プロジェクトは、このような社会状勢のなか、プロジェクトを企画・運営する地域交流拠点（コンビニ２階）を中心に市民が商店街や大

規模店及びコンビニエンスストアとも協働する様々なブランド形成事業に若者である本学学生の視点を取り入れることにより連携先課題であ

るシャッター商店街防止策を企画・活動・推進・振り返りを行う。

・上記目的の達成のため、大学における事前・事後学習と演習及び地元での課外学習（参画による）によって到達目標へ指導する。

・事前学習において、課題設定のブレインストーミングを行い出来ればグループ分けを行う。

Ⅱ 留意点

・上記学習、演習に必ず参加すること。特に他の授業やクラブなどの課外活動との時間調整であるタイムマネジメントに留意すること。

授業テーマ・

内容、方法・事前、

事後

学習課題

Ⅰ 授業テーマ：商店街を中心にした地域ブランドの創生

・事前・事後学習及び講述の課外活動に参画してテーマを達成する事業案の参画

Ⅱ 内容、方法、事前・事後学習課題

（１）事前・事後学習

・シラバスに記載した教科書、参考書を元に事前学習を行う。学習課題の設定の参考とする。

・下記課外活動後、事前学習に使用した教科書を元に課外活動等との比較を行う事後学習を行う。

・上記を通じて得た「気づき」を発表する。（中間報告会、最終報告会）

（２）参画する課外活動例

・４月頃： 稼働及び勉強会。吹田祭企画会議実施。（ 吹田で一番楽しい場として浸透。近隣店舗の参加推進。会員飲食店の営業推進。）

・５月～６月：今後の企画運営検討（エンタメ教室：地域の子育て世帯の参加者推進。商店街ブランド案の検討：栄通りの特色を検討、商店

会は場提供。）

今後の企画運営検討（落研寄席：近隣住民の参画推進。近隣大学等との連携推進：地域モデルの模索、新しい形での連携で「イケテル商店街」

構築へ

・７月頃：吹田祭推進、応援

・８月以降：エンタメ教室に参加。お茶とお花の教室（親子教室）に参加。落研寄席準備に参加。落研寄席 吹田お笑いグランプリに参加。（予

選エントリー本戦 組くらいで決戦、審査員は素人で公平に。継続により商店会のブランドのひとつとなることを目指す。）

・随時：周辺空き家の活用（古民家を活かしたノスタルジック喫茶店・スタバ）による商店街連携検討。

・９月頃：エンタメ教室実施。（ミニ四駆をテーマに世代間参加を推進。親子で四駆レースを体験。翌年度吹田祭での大会レースを企画。）

・１０月頃：高浜神社 戎祭支援（チラシ配布、各店お店情報掲載、神社から店への誘導）に参加

・１２月～３月頃：今年度事業の振り返りと予算策定に参加。翌年度の向けての 委員会年度計画策定二酸化。エンタメ教室、落研寄席予

算申請・企画開始に参加。

このスケジュール内に中間報告会、最終報告会がある。

関連科目 地域の持続的発展 地方自治論 地域実践演習 地域貢献実践演習

教科書 番号 書籍名 著者名 出版社名

凡人のための地域再生入門 木下斉 ダイアモンド社

教
養
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

2 
商店街再生の罠 売りたいモノから顧客がしたいコ

トへ 
久繁哲之介 ちくま書房 

3 
商店街はなぜ滅びるのか 社会・政治・経済史から

探る再生の道 
新雅史 光文社新書 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 イギリスに学ぶ商店街再生計画 足立基浩 ミネルヴァ書房 

2 
その島のひとたちは、ひとの話を聞かない-精神科医

「自殺希少地域」を行く－ 
森川すいめい 青土社 

3    

 

評価方法 

（基準） 
事前事後学習への参加を必修とする。地域での活動内容の発表やプレゼンテーションを通じて評価を行う。 

学生への 

メッセージ 

・教科書 1「凡人のための地域再生入門」の黄色部分は必読です。 

・商店会のメンバは、商店街の発展を通じて地域活性化に努力している「本気の大人」である。彼らとのコミュニケーションを通じて学生個

人のコミュニケーションスキルの醸成と課題設定、解決のプロセスを学ぶ。 

・積極的な活動と活動の糧となる読書を推奨する。 

・当該商店街だけでなく学生が居住する地域の商店街の課題や地域活性化の課題を発見し対策を模索するプロセスを重視する。 

・何よりも商店会が主催する企画会議への出席（参画）が基本である。その他の事業参加も推奨する。 

担当者の 

研究室等 
１号館７階 経済学部 田井義人研究室 

備考 

・事前･事後学習として教科書や参考書の輪読や講評を推奨する。 

・課外活動に参画することを重視する。 

・やみくもに参画するのではなく、情報や知識習得のため教科書、参考書などの熟読を進める。 

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 地域志向系

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 通年集中 授業担当者 吉田 佐治子 水野 武

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ○ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科： △

科： ◎ ◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： 科： 科・ 科： 科： 科： 科：

科：

授業概要・

目的

【テーマ】

社会人サッカークラブ「 枚方」の活動支援プロジェクト

【概 要】

枚方市に所在する社会人サッカークラブ「 枚方」の活動を支援するための企画を立案・実施する。ホームゲームにおける観戦者

向けにアンケートを実施し、来場者は何に価値を求めてるのを明らかにした上で広報戦略を立案する。また枚方市内における認知率を測定し、

認知度向上に向けた施策を行う。

また、２月には摂南大学× ティアの枚方主催で子ども向けスポーツフェスタを計画している。

【目的】

・ホームゲーム来場者が感じる経験価値を測定し、クラブの広報活動に関する提案を行う

・クラブの広報ポスターを作成し、枚方市内の飲食店等で掲示

・近隣市内におけるクラブの認知度向上とホームゲーム観戦者数の増加

到達目標

・学外の方々向けに通用するビジネスマナーを修得する

・アンケートの集計を通じ、回答者の傾向を読み取ることができる

・連携先に企画提案ができる

・広報活動（飛び込み営業）を通じ、基本的な営業スキルを感得する

・メンバー間とのディスカッションを通じ、他者を理解・共感することができる

・締切意識を持ち、「何を、いつまでに、誰が、どうやって」を意識するようになる

・メンバー間の連絡・返信コメントを行えるようになる

・プレゼンテーションの準備を通し、 の作成スキルが向上する

授業方法と

留意点

「 枚方」と連携しつつ，学生が中心となって活動するプロジェクトです。

全員が「自分がやらなければ」という意識を持って取り組んでください。

授業テーマ・

内容、方法・事前、

事後

学習課題

【内容】

ホームゲーム来場者が感じる経験価値を測定し，クラブの広報活動に関する提案を行う。そのことにより，近隣市内におけるクラブの認知

度向上とホームゲーム観戦者数の増加を目指す。

【方法】

・ホームゲームでのアンケート調査の実施と考察

・連携先へのヒアリングを通じて課題を抽出

・クラブのプロモーション案の展開を作成・評価・検証（連携先の許可により実施）

・近隣市におけるクラブの認知率測定と認知度の向上のための施策を提案

【年間計画（予定）】

４月 マーケティング基礎講座の実施

連携先との顔合わせ

５月 ホームゲーム観戦体験

ホームゲーム来場者向けのアンケートの実施

６月 アンケートの集計と結果を踏まえたイベントの企画立案

７月 枚方市・寝屋川市内における認知度調査（プレ調査）の実施

域内商店街での広報活動の実施

８月 ホームゲームでのイベントの実施

９月 枚方市・寝屋川市における認知度調査（ポスト調査）の実施

月 ホームゲーム運営補助

中間報告会

月 最終報告会とその準備

２月

関連科目 全ての科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

全体で行う活動やミーティングへの貢献，自分の役割の遂行，報告書・ホームページ・報告会などの記録・公表，連携先からの評価を総合的

に判断し評価する。

学生への

メッセージ
プロジェクトの成否は，みなさま一人ひとりにかかっています。それぞれが主体的に取り組み，「 枚方」を盛り立てていきましょう。

担当者の

研究室等

吉田佐治子（７号館３階）

水野武（７号館３階）

備考
学外での活動に際し，事前の準備・事後のまとめ等にかなりの時間を要します。活動によっても異なりますが，一つの活動に対して，それぞ

れ ～ 時間は必要です。

教
養
科
目

809



摂南大学シラバス

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 地域志向系

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 通年集中 授業担当者 吉田 佐治子 水野 武

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ○ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科： △

科： ◎ ◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： 科： 科・ 科： 科： 科： 科：

科：

授業概要・

目的

【テーマ】

社会人サッカークラブ「 枚方」の活動支援プロジェクト

【概 要】

枚方市に所在する社会人サッカークラブ「 枚方」の活動を支援するための企画を立案・実施する。ホームゲームにおける観戦者

向けにアンケートを実施し、来場者は何に価値を求めてるのを明らかにした上で広報戦略を立案する。また枚方市内における認知率を測定し、

認知度向上に向けた施策を行う。

また、２月には摂南大学× ティアの枚方主催で子ども向けスポーツフェスタを計画している。

【目的】

・ホームゲーム来場者が感じる経験価値を測定し、クラブの広報活動に関する提案を行う

・クラブの広報ポスターを作成し、枚方市内の飲食店等で掲示

・近隣市内におけるクラブの認知度向上とホームゲーム観戦者数の増加

到達目標

・学外の方々向けに通用するビジネスマナーを修得する

・アンケートの集計を通じ、回答者の傾向を読み取ることができる

・連携先に企画提案ができる

・広報活動（飛び込み営業）を通じ、基本的な営業スキルを感得する

・メンバー間とのディスカッションを通じ、他者を理解・共感することができる

・締切意識を持ち、「何を、いつまでに、誰が、どうやって」を意識するようになる

・メンバー間の連絡・返信コメントを行えるようになる

・プレゼンテーションの準備を通し、 の作成スキルが向上する

授業方法と

留意点

「 枚方」と連携しつつ，学生が中心となって活動するプロジェクトです。

全員が「自分がやらなければ」という意識を持って取り組んでください。

授業テーマ・

内容、方法・事前、

事後

学習課題

【内容】

ホームゲーム来場者が感じる経験価値を測定し，クラブの広報活動に関する提案を行う。そのことにより，近隣市内におけるクラブの認知

度向上とホームゲーム観戦者数の増加を目指す。

【方法】

・ホームゲームでのアンケート調査の実施と考察

・連携先へのヒアリングを通じて課題を抽出

・クラブのプロモーション案の展開を作成・評価・検証（連携先の許可により実施）

・近隣市におけるクラブの認知率測定と認知度の向上のための施策を提案

【年間計画（予定）】

４月 マーケティング基礎講座の実施

連携先との顔合わせ

５月 ホームゲーム観戦体験

ホームゲーム来場者向けのアンケートの実施

６月 アンケートの集計と結果を踏まえたイベントの企画立案

７月 枚方市・寝屋川市内における認知度調査（プレ調査）の実施

域内商店街での広報活動の実施

８月 ホームゲームでのイベントの実施

９月 枚方市・寝屋川市における認知度調査（ポスト調査）の実施

月 ホームゲーム運営補助

中間報告会

月 最終報告会とその準備

２月

関連科目 全ての科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

全体で行う活動やミーティングへの貢献，自分の役割の遂行，報告書・ホームページ・報告会などの記録・公表，連携先からの評価を総合的

に判断し評価する。

学生への

メッセージ
プロジェクトの成否は，みなさま一人ひとりにかかっています。それぞれが主体的に取り組み，「 枚方」を盛り立てていきましょう。

担当者の

研究室等

吉田佐治子（７号館３階）

水野武（７号館３階）

備考
学外での活動に際し，事前の準備・事後のまとめ等にかなりの時間を要します。活動によっても異なりますが，一つの活動に対して，それぞ

れ ～ 時間は必要です。

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 上野山 裕士 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

テーマ： 

中山間地域における生活支援体制の構築プロジェクト 

 

概 要： 

和歌山県海草郡紀美野町をフィールドに、中山間地域におけるひとり暮らし高齢者の生活をどのように見守り、支えるかについて、地域のキ

ーパーソンに対するヒアリング調査や社会資源調査と地域での生活体験、その他の作業等を通じて考え、生活支援体制の構築に向けての具体

的な活動に取り組んでいきます。 

到達目標 

①中山間地域に暮らす人びとの生活を知り、地域生活やその課題の多様性について説明することができる 

②ひとり暮らし高齢者の生活を見守り、支える方法を検討することで、地域福祉の必要性や相互理解の重要性について考えを述べることがで

きる 

③中山間地域における生活支援体制の構築にかかわる主体について説明することができる 

④「地域の見守り、支え合い」の担い手としての自覚と責任を身につける 

授業方法と 

留意点 

文献、資料等を用いた学内研修と和歌山県海草郡紀美野町における現地調査を実施します。 

具体的には、学内研修（地域について学ぶ）→現地調査（地域について知る）→学内研修（地域について考える）→現地調査（地域のために

活動する）→学内研修（活動を振り返り、評価する）というプロセスを通じ、受講生にとっても地域にとっても意義のある活動となることを

目指します。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

講義では以下の内容に取り組みます（進捗状況によって変更となる場合があります）。 

 

・学内研修：紀美野町の人口・産業・伝統・観光・その他の特性について、地域福祉の考え方について、日常生活支援体制の構築方法につい

て、中間報告会および最終報告会に向けた準備について、等（週一回程度；各回の実施に当たってはテーマに応じた自主学習（1 時間程度）

が求められます） 

 

・地域での活動：地域視察、地域住民との交流、日常生活支援体制構築に向けた実践、等（月一回程度；学外研修後には活動成果の整理およ

び実施意義の分析にかかる自主学習（2 時間程度）が求められます） 

 

・中間報告会、最終報告会：他のプロジェクトと合同で実施（各一回） 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学内研修および地域での活動への主体的な参加および中間／最終報告会に対する貢献度により評価します。 

学生への 

メッセージ 

ひとり暮らし高齢者の生活を見守り、支える方法について考えることは、すべての地域、たとえば、みなさんが生まれ育った地域にとっても

非常に有意義な取り組みです。 

都会から離れた場所での生活を実際に体験し、くらしを支えるとはどのようなことか、一緒に考えてみませんか？ 

担当者の 

研究室等 
 

備考  

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 上野山 裕士 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

テーマ： 

中山間地域における生活支援体制の構築プロジェクト 

 

概 要： 

和歌山県海草郡紀美野町をフィールドに、中山間地域におけるひとり暮らし高齢者の生活をどのように見守り、支えるかについて、地域のキ

ーパーソンに対するヒアリング調査や社会資源調査と地域での生活体験、その他の作業等を通じて考え、生活支援体制の構築に向けての具体

的な活動に取り組んでいきます。 

到達目標 

①中山間地域に暮らす人びとの生活を知り、地域生活やその課題の多様性について説明することができる 

②ひとり暮らし高齢者の生活を見守り、支える方法を検討することで、地域福祉の必要性や相互理解の重要性について考えを述べることがで

きる 

③中山間地域における生活支援体制の構築にかかわる主体について説明することができる 

④「地域の見守り、支え合い」の担い手としての自覚と責任を身につける 

授業方法と 

留意点 

文献、資料等を用いた学内研修と和歌山県海草郡紀美野町における現地調査を実施します。 

具体的には、学内研修（地域について学ぶ）→現地調査（地域について知る）→学内研修（地域について考える）→現地調査（地域のために

活動する）→学内研修（活動を振り返り、評価する）というプロセスを通じ、受講生にとっても地域にとっても意義のある活動となることを

目指します。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

講義では以下の内容に取り組みます（進捗状況によって変更となる場合があります）。 

 

・学内研修：紀美野町の人口・産業・伝統・観光・その他の特性について、地域福祉の考え方について、日常生活支援体制の構築方法につい

て、中間報告会および最終報告会に向けた準備について、等（週一回程度；各回の実施に当たってはテーマに応じた自主学習（1 時間程度）

が求められます） 

 

・地域での活動：地域視察、地域住民との交流、日常生活支援体制構築に向けた実践、等（月一回程度；学外研修後には活動成果の整理およ

び実施意義の分析にかかる自主学習（2 時間程度）が求められます） 

 

・中間報告会、最終報告会：他のプロジェクトと合同で実施（各一回） 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学内研修および地域での活動への主体的な参加および中間／最終報告会に対する貢献度により評価します。 

学生への 

メッセージ 

ひとり暮らし高齢者の生活を見守り、支える方法について考えることは、すべての地域、たとえば、みなさんが生まれ育った地域にとっても

非常に有意義な取り組みです。 

都会から離れた場所での生活を実際に体験し、くらしを支えるとはどのようなことか、一緒に考えてみませんか？ 

担当者の 

研究室等 
 

備考  

教
養
科
目

812



摂南大学シラバス 2019 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 藤原 京佳.梅野 将之 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

  「異文化理解・交流を通した地域貢献プロジェクト」 

 

留学生を含む参加学生が異文化理解・交流にかかわる活動（オリジナルかるた、ゲーム、文化紹介教材、演劇等）を企画し、寝屋川市国際交

流協会や近隣学校等において実施していく。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性をもって前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の想像を目指す。 

 

自らの言語・文化資源を活用すると同時に、異なる文化背景をもつ他者と協働し、活動を企画・実行できる。 

学外の活動を通して地域への理解を深め、地域における異文化理解・交流を促すことができる。 

プロジェクトにおける自身の貢献および不足点を分析し、省察することができる。 

授業方法と 

留意点 
さまざま文化背景、価値観をもつ人々と対話・交渉しながら活動を進めていくことになります。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【内容】 

・週１回のミーティングで活動に関する企画を立案し、進捗等を確認する。 

・寝屋川市国際交流協会および近隣学校と連絡をとり、活動内容や日程を決める。 

・必要に応じて本学国際交流センターにおける活動を企画・実施する。 

・活動内容を報告会等で発表する。 

 

【方法】 

・異文化理解・交流をテーマにした教材、ゲーム等を作成する。 

・作成物を使った活動を地域や国際交流センターで実施する。 

 

【事後学習】 

受講生には活動日誌を配布する。ミーティングおよび各活動後に話し合いや活動の内容、感想、反省点を記録すること。 

プロジェクト終了時に最終レポートを提出してもらう。レポートはプロジェクトを通して学んだこと、自身が貢献できた点、不足していた点

を振り返るものとする。 

関連科目 人文社会系科目全般、外国語科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
ミーティング、報告会、各活動への貢献度 60％、活動日誌およびプロジェクト最終レポート 40％ 

学生への 

メッセージ 

他者を知り、地域を知るは自分自身を知ることにもつながると思います。 

普段自明視している常識、先入観、前提に気づくことから始めてみてください。 

担当者の 

研究室等 
 

備考 自主学習時間の目安は毎週 1 時間。 

教
養
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 藤原 京佳.梅野 将之 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

  「異文化理解・交流を通した地域貢献プロジェクト」 

 

留学生を含む参加学生が異文化理解・交流にかかわる活動（オリジナルかるた、ゲーム、文化紹介教材、演劇等）を企画し、寝屋川市国際交

流協会や近隣学校等において実施していく。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性をもって前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の想像を目指す。 

 

自らの言語・文化資源を活用すると同時に、異なる文化背景をもつ他者と協働し、活動を企画・実行できる。 

学外の活動を通して地域への理解を深め、地域における異文化理解・交流を促すことができる。 

プロジェクトにおける自身の貢献および不足点を分析し、省察することができる。 

授業方法と 

留意点 
さまざま文化背景、価値観をもつ人々と対話・交渉しながら活動を進めていくことになります。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【内容】 

・週１回のミーティングで活動に関する企画を立案し、進捗等を確認する。 

・寝屋川市国際交流協会および近隣学校と連絡をとり、活動内容や日程を決める。 

・必要に応じて本学国際交流センターにおける活動を企画・実施する。 

・活動内容を報告会等で発表する。 

 

【方法】 

・異文化理解・交流をテーマにした教材、ゲーム等を作成する。 

・作成物を使った活動を地域や国際交流センターで実施する。 

 

【事後学習】 

受講生には活動日誌を配布する。ミーティングおよび各活動後に話し合いや活動の内容、感想、反省点を記録すること。 

プロジェクト終了時に最終レポートを提出してもらう。レポートはプロジェクトを通して学んだこと、自身が貢献できた点、不足していた点

を振り返るものとする。 

関連科目 人文社会系科目全般、外国語科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
ミーティング、報告会、各活動への貢献度 60％、活動日誌およびプロジェクト最終レポート 40％ 

学生への 

メッセージ 

他者を知り、地域を知るは自分自身を知ることにもつながると思います。 

普段自明視している常識、先入観、前提に気づくことから始めてみてください。 

担当者の 

研究室等 
 

備考 自主学習時間の目安は毎週 1 時間。 

教
養
科
目
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科目名 地域貢献実践演習 科目名（英文） Practical Training for Social Innovation 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 鶴坂 貴恵.石井 三恵.上野山 裕士.藤林 真美.水野 武 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO3440a2,L 科：LLO3421a2,D 科・S 科：ILO3427a2,P 科：YLO3422a2,J 科：JLO3438a2,W 科：WLO3423a2,N

科：NLO3419a2 

 

授業概要・ 

目的 

この授業は、ソーシャルイノベーション副専攻課程における総仕上げ科目です。 

これまで、講義やフィールドワークで見つけた学びを総合的に活かして、地域の課題により深く関与し、課題の解決を導くための計画策定か

ら、実施、検証にいたるまでを、学生が主体的に取り組みます。 

その過程のなかで、理論と実践を結び付け方を体験を通じて学び、新たな成長につなげていくことが目的です。 

具体的にはグループ単位で地域担当者と密に連携しながら、課題の抽出から解決までの年間計画を立て、現地で実践と振り返りをくりかえし

ながら、当初立てた目的達成にチャレンジしていきます。 

到達目標 

①これまで学んだ理論を実践に結び付けて、考察し行動することができる。 

②課題発見から解決までの PDCA サイクルを回すことができる。 

③チームで活動することができる。 

④チーム内ので役割行動ができる。 

⑤地域の多様性、独自性などを理解した上で、解決策を提示することができる。 

授業方法と 

留意点 

この授業はグループワークで行います。 

・学生が主体的に地域の課題を解決するため、フィールドに赴き活動を行います。 

・中間発表会、最終報告会での発表（チーム単位）、個人別レポートの作成が課せられます。 

・チームで活動を行うため、コミュニケーションを密にし、役割行動ができることが求められます。 

・社会に出れば、必ず求められる「報告、連絡、相談」を実践し、チームで情報共有しながら連携先との相互理解を図り、課題解決のための、

計画策定から実施、振り返りまで、途中で投げ出すことなく取り組むことが求められます。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

 この授業は学生がチームごとに主体的にフィールドワークを行っていきますが、月に１度程度、共有を図り、進捗状況の確認を行います。 

 チームで活動したときには、必ず日誌を作成し、担当教員、連携先、チームメンバーに共有をしてください。 

 また、課題や問題が発生した時には、必ず担当教員に相談をしてください。 

  

 月に１度程度のミーティングの年間スケジュールは第１回目に提示します。 

 

 

 第 1 回 4 月 18 日（木） 6 時間目 オリエンテーション ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内容や進め方の説明を行います 

 履修者は必ず出席してください。 

関連科目 ソーシャルイノベーション副専攻課程関連科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
活動の取組（自己評価、相互評価、連携先からの評価等）50％、発表会での発表（中間、最終）20％、レポート 30％ 

学生への 

メッセージ 
PBL より、さらに踏み込んだ活動を行い、応用力や実践力をつけましょう！ 

担当者の 

研究室等 
 

備考 

【事前学習】活動を実施するまでには、チームで議論し役割分担を決め準備を行います。またミーティング等活動をしたときは活動記録を作

成ください。そのためには 1 時間～４時間程度の自主学習時間が必要となります。 

【事後学習】活動を行った後は、結果をまとめ、チームでミーティングを行い振り返りをしてください。また全体ミーティングに備えて、ス

ライドの作成をしてください。この場合も活動記録を作成してください。これらの活動に１～4 時間程度の自主学生時間が必要となります。 

教
養
科
目
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科目名 キャリアデザインⅠ（ＢＡＳＩＣ） 科目名（英文） Career Planning I(Basic) 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 石井 三恵 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎ 

科目ナンバリング V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生には、 

１）就職や人生設計の前提として、「大学生」として大学生活をプランニングする。 

２）基礎ゼミと連携しつつ、「摂南大学」の学生として必要な知識や技能を習得する。 

３)専門の学びとの接続となるよう基本的なスタディスキルを習得する。 

４）講義と並行して、グループワークを実施し、課題やメンバー構成などの所与の条件に対してグループとして処していく力を養成する。 

ようになることが期待される。 

 

なお、講義は担当講師の民間企業社員、自治体職員として業務経験及び、NPO 法人の理事、高等教育での教育ならびに経営の経験を活かした内容

も含まれる。 

到達目標 

１）摂南大学への理解を深め、自らの大学生活を充実させる方法を考えられるようになる。 

２）社会の変化を知り、これから身につけたい力について考えられるようになる。 

３）調べる・考える・発表するための技能についての理解を深めることを講義目標とする。 

授業方法と 

留意点 
講義だけでなくグループワークなどを織り交ぜて進行するので、積極的な態度で受講すること。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会と自分の接点を考えるきっかけとなる。 

「大学生活を充実させる」きっかけになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ようこそ、摂南大学へ 

・授業のオリエンテーション 

・キャリアデザインとは何か、またなぜ

必要なのかについて考える  

・公と私について考える 

・事前学修：自分にとって“キャリアデザイン”と

は何かを考えること(１時間) 

・事後学修:キャリアデザインがなぜ必要かをまと

め、「公と私」いついて考えること(３時間） 

2 さぁ始めよう！大学生活を 

・大学で学ぶということを理解する 

・「学修」の意味を学ぶ 

・ノートの取り方、学ぶためのスキルを

身に付ける 

・事前学修：大学で学ぶ意味について考えること(１

時間) 

・事後学修：各受講科目のノートを整理すること（３

時間） 

3 摂大学 

・摂南大学の建学の精神と教育理念を理

解する  

・摂南大学の中にある「機会」について

知る 

・先輩の話を聴く 

・事前学修：摂大生として、HP の建学の精神と教育

理念を理解すること HP の（２時間） 

・事後学修：大学の中にある「機会」の活用の仕方

を考えること(２時間) 

4 自己効力感を高めよう 

・学生生活において目標とすることを考

える 

・自己効力感を高めることの意味を知る 

・個人ワークのインストラクション 

・事前学修：設定された個人ワークに取り組むこと

(２時間) 

・事後学修：学生生活の目標を再度考えること（２

時間） 

5 グループ課題の設定 

・グループワーク（インタビュープロジ

ェクト）の目的を理解する 

・社会人としてのマナーを学ぶ 

・グループで工程管理を考える 

・事前学修：グループワークに必要なことを考える

こと（１時間） 

・事後学修：グループで課題に取り組むこと(３時

間) 

6 社会は君を待っている 

・日本の労働事情の推移を知る 

・社会で求められている力について考え

る 

・事前学修：社会で求められる人材について考える

こと(１時間) 

・事後学修：社会で求められる能力について考える

こと（３時間） 

7 社会の仕組み① 

・GDP から見る社会の仕組み  

・労働と貨幣 

・税金について考える 

・事前学修：GDP について調べること（１時間） 

・事後学修：経済・金融と私たちの生活の結びつき

を考えること(３時間) 

8 社会の仕組み② 
・税金について考える 

・社会の問題についてディスカッション 

・事前学修：税金について調べること（１時間） 

・事後学修：配布資料を熟読し、社会の仕組みにつ

いて考えること(３時間) 

9 自分づくり① 
・自分の良いところを１００挙げる 

・ペアワーク 

・事前学修：自分の長所や短所について考え、周囲

の人にも聴くこと(２時間) 

・事後学修：長所を伸ばすための自分の言動につい

て考えること（２時間） 

10 自分づくり② 

・ワークシート記入 

・ペアワーク 

・大学４年間の目標設定 

・事前学修：大学へ入学した目的をを考えること（２

時間） 

・事後学修：学生としての自分の目標を再確認する

こと(２時間) 

11 スケジューリング術 

・社会人基礎力を理解する  

・PDCA サイクルを身につける  

・入学から今までの大学生活を振り返る 

・未来履歴書を書いてみる 

・事前学修：社会人基礎力を調べること（１時間） 

・事後学修：社会人基礎力を実践する方法を考える

こと(３時間) 

12 ビブリオバトル① 
・ビブリオバトルで発表をする準備 

・グループ内で発表する 

・事前学修：他者に紹介したい本を選び、発表の準

備を行うこと(３時間) 

・事後学修：自分が選択した本に関して、よりまと

めておくこと（１時間） 

13 グループ課題の発表会 グループ課題の発表会 

・事前学修：グループのプレゼンテーションの準備

をすること。(３時間) 

・事後学修：発表グループの良かった点、改善点を

まとめること（１時間） 

14 グループ課題の発表会 ・グループごとのプレゼンテーション 

・事前学修：グループのプレゼンテーションの準備

をすること(３時間) 

・事後学修：発表グループの良かった点、改善点を

まとめること（１時間） 

教
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15 

夢の実現に向けて-学びのプ

ランニング-/講義のおさら

い 

・学びのプランニング 

・講義の振り返り 

・事前学修：キャリアデザインを振り返ること（１

時間） 

・事後学修：夏休み以降の大学生活の目標を考える

こと(３時間) 

 

関連科目 
キャリアデザインⅡ 、キャリアデザインⅢ 、インターンシップⅠ 、インターンシップⅡ 

エンプロイメントデザイン Ⅰ、エンプロイメントデザインⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
グループワーク（20%）、ミニレポート（30%）、レポート（50%）で総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
自分の将来を考える授業であると認識し、能動的に参加すること。 

担当者の 

研究室等 
7 号館５階 教育イノベーションセンター（石井） 

備考 
１．必要に応じて授業内でレジュメを配布する。 

２．ミニレポートや最終課題を除くレポートは採点した後に、講義内で返却する。 

教
養
科
目
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科目名 キャリアデザインⅠ（ＢＡＳＩＣ） 科目名（英文） Career Planning I(Basic) 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 山岡 亮太 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎ 

科目ナンバリング V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生は、 

１）就職や人生設計の前提として、「大学生」として大学生活をプランニングする。 

２）基礎ゼミと連携しつつ、「摂南大学」の学生として必要な知識や技能を習得する。 

３)専門の学びとの接続となるよう基本的なスタディスキルを習得する。 

４）講義と並行して、グループワークを実施し、課題やメンバー構成などの所与の条件に対してグループとして処していく力を養成する。 

ことが期待される。 

到達目標 

１）摂南大学への理解を深め、自らの大学生活を充実させる方法を考えられるようになる。 

２）社会の変化を知り、これから身につけたい力について考えられるようになる。 

３）調べる・考える・発表するための技能についての理解を深めることを講義目標とする。 

授業方法と 

留意点 
講義だけでなくグループワークなどを織り交ぜて進行するので、積極的な態度で受講すること。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会と自分の接点を考えるきっかけとなる。 

「大学生活を充実させる」きっかけになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ようこそ、摂南大学へ 

・授業のオリエンテーション 

・キャリアデザインとは何か、またなぜ

必要なのかについて考える  

・公と私について考える 

・事前学修：自分にとって“キャリアデザイン”と

は何かを考えること(１時間) 

・事後学修:キャリアデザインがなぜ必要かをまと

め、「公と私」いついて考えること(２時間） 

2 さぁ始めよう！大学生活を 

・大学で学ぶということを理解する 

・「学修」の意味を学ぶ 

・ノートの取り方、学ぶためのスキルを

身に付ける 

・事前学修：大学で学ぶ意味について考えること(１

時間) 

・事後学修：各受講科目のノートを整理すること（３

時間） 

3 摂大学 

・摂南大学の建学の精神と教育理念を理

解する  

・摂南大学の中にある「機会」について

知る 

・先輩の話を聴く 

・事前学修：摂大生として、HP の建学の精神と教育

理念を理解すること HP の（２時間） 

・事後学修：大学の中にある「機会」の活用の仕方

を考えること(２時間) 

4 自己効力感を高めよう 

・学生生活において目標とすることを考

える 

・自己効力感を高めることの意味を知る 

・個人ワークのインストラクション 

・事前学修：設定された個人ワークに取り組むこと

(２時間) 

・事後学修：学生生活の目標を再度考えること（２

時間） 

5 グループ課題の設定 

・グループワークの目的を理解する 

・社会人としてのマナーを学ぶ 

・グループで工程管理を考える 

・事前学修：グループワークに必要なことを考える

こと（１時間） 

・事後学修：グループで課題に取り組むこと(３時

間) 

6 社会は君を待っている 

・日本の労働事情の推移を知る 

・社会で求められている力について考え

る 

・事前学修：社会で求められる人材について考える

こと(１時間) 

・事後学修：社会で求められる能力について考える

こと（３時間） 

7 社会の仕組み① 

・GDP から見る社会の仕組み  

・労働と貨幣 

・税金について考える 

・事前学修：GDP について調べること（１時間） 

・事後学修：経済・金融と私たちの生活の結びつき

を考えること(３時間) 

8 社会の仕組み② 
・税金について考える 

・社会の問題についてディスカッション 

・事前学修：税金について調べること（１時間） 

・事後学修：配布資料を熟読し、社会の仕組みにつ

いて考えること(３時間) 

9 自分づくり① 
・自分の良いところを１００挙げる 

・ペアワーク 

・事前学修：自分の長所や短所について考え、周囲

の人にも聴くこと(２時間) 

・事後学修：長所を伸ばすための自分の言動につい

て考えること（２時間） 

10 自分づくり② 

・ワークシート記入 

・ペアワーク 

・大学４年間の目標設定 

・事前学修：大学へ入学した目的をを考えること（２

時間） 

・事後学修：学生としての自分の目標を再確認する

こと(２時間) 

11 スケジューリング術 

・社会人基礎力を理解する  

・PDCA サイクルを身につける  

・入学から今までの大学生活を振り返る 

・未来履歴書を書いてみる 

・事前学修：社会人基礎力を調べること（１時間） 

・事後学修：社会人基礎力を実践する方法を考える

こと(３時間) 

12 ビブリオバトル① 
・ビブリオバトルで発表をする準備 

・グループ内で発表する 

・事前学修：他者に紹介したい本を選び、発表の準

備を行うこと(３時間) 

・事後学修：自分が選択した本に関して、よりまと

めておくこと（１時間） 

13 グループ課題の発表会 グループ課題の発表会 

・事前学修：グループのプレゼンテーションの準備

をすること。(３時間) 

・事後学修：発表グループの良かった点、改善点を

まとめること（１時間） 

14 グループ課題の発表会 ・グループごとのプレゼンテーション 

・事前学修：グループのプレゼンテーションの準備

をすること(３時間) 

・事後学修：発表グループの良かった点、改善点を

まとめること（１時間） 

15 

夢の実現に向けて-学びのプ

ランニング-/講義のおさら

い 

・学びのプランニング 

・講義の振り返り 

・事前学修：キャリアデザインを振り返ること（１

時間） 

・事後学修：夏休み以降の大学生活の目標を考える

教
養
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こと(３時間) 

 

関連科目 
キャリアデザインⅡ 、キャリアデザインⅢ 、インターンシップⅠ 、インターンシップⅡ 

エンプロイメントデザイン Ⅰ、エンプロイメントデザインⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
グループワーク（20%）、ミニレポート（30%）、レポート（50%）で総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
自分の将来を考える授業であると認識し、能動的に参加すること。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 教育イノベーションセンター（上野山） 

備考 
１．必要に応じて授業内でレジュメを配布する。 

２．ミニレポートや最終課題を除くレポートは採点した後に、講義内で返却する。 

教
養
科
目

819



摂南大学シラバス 2019 

科目名 キャリアデザインⅠ（ＢＡＳＩＣ） 科目名（英文） Career Planning I(Basic) 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 中川 浩一 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎ 

科目ナンバリング V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生は、 

１）就職や人生設計の前提として、「大学生」として大学生活をプランニングする。 

２）基礎ゼミと連携しつつ、「摂南大学」の学生として必要な知識や技能を習得する。 

３)専門の学びとの接続となるよう基本的なスタディスキルを習得する。 

４）講義と並行して、グループワークを実施し、課題やメンバー構成などの所与の条件に対してグループとして処していく力を養成する。 

ことが期待される。 

到達目標 

１）摂南大学への理解を深め、自らの大学生活を充実させる方法を考えられるようになる。 

２）社会の変化を知り、これから身につけたい力について考えられるようになる。 

３）調べる・考える・発表するための技能についての理解を深めることを講義目標とする。 

授業方法と 

留意点 
講義だけでなくグループワークなどを織り交ぜて進行するので、積極的な態度で受講すること。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会と自分の接点を考えるきっかけとなる。 

「大学生活を充実させる」きっかけになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ようこそ、摂南大学へ 

・授業のオリエンテーション 

・キャリアデザインとは何か、またなぜ

必要なのかについて考える  

・公と私について考える 

・事前学修：自分にとって“キャリアデザイン”と

は何かを考えること(１時間) 

・事後学修:キャリアデザインがなぜ必要かをまと

め、「公と私」いついて考えること(２時間） 

2 さぁ始めよう！大学生活を 

・大学で学ぶということを理解する 

・「学修」の意味を学ぶ 

・ノートの取り方、学ぶためのスキルを

身に付ける 

・事前学修：大学で学ぶ意味について考えること(１

時間) 

・事後学修：各受講科目のノートを整理すること（３

時間） 

3 摂大学 

・摂南大学の建学の精神と教育理念を理

解する  

・摂南大学の中にある「機会」について

知る 

・先輩の話を聴く 

・事前学修：摂大生として、HP の建学の精神と教育

理念を理解すること HP の（２時間） 

・事後学修：大学の中にある「機会」の活用の仕方

を考えること(２時間) 

4 自己効力感を高めよう 

・学生生活において目標とすることを考

える 

・自己効力感を高めることの意味を知る 

・個人ワークのインストラクション 

・事前学修：設定された個人ワークに取り組むこと

(２時間) 

・事後学修：学生生活の目標を再度考えること（２

時間） 

5 グループ課題の設定 

・グループワークの目的を理解する 

・社会人としてのマナーを学ぶ 

・グループで工程管理を考える 

・事前学修：グループワークに必要なことを考える

こと（１時間） 

・事後学修：グループで課題に取り組むこと(３時

間) 

6 社会は君を待っている 

・日本の労働事情の推移を知る 

・社会で求められている力について考え

る 

・事前学修：社会で求められる人材について考える

こと(１時間) 

・事後学修：社会で求められる能力について考える

こと（３時間） 

7 社会の仕組み① 

・GDP から見る社会の仕組み  

・労働と貨幣 

・税金について考える 

・事前学修：GDP について調べること（１時間） 

・事後学修：経済・金融と私たちの生活の結びつき

を考えること(３時間) 

8 社会の仕組み② 
・税金について考える 

・社会の問題についてディスカッション 

・事前学修：税金について調べること（１時間） 

・事後学修：配布資料を熟読し、社会の仕組みにつ

いて考えること(３時間) 

9 自分づくり① 
・自分の良いところを１００挙げる 

・ペアワーク 

・事前学修：自分の長所や短所について考え、周囲

の人にも聴くこと(２時間) 

・事後学修：長所を伸ばすための自分の言動につい

て考えること（２時間） 

10 自分づくり② 

・ワークシート記入 

・ペアワーク 

・大学４年間の目標設定 

・事前学修：大学へ入学した目的をを考えること（２

時間） 

・事後学修：学生としての自分の目標を再確認する

こと(２時間) 

11 スケジューリング術 

・社会人基礎力を理解する  

・PDCA サイクルを身につける  

・入学から今までの大学生活を振り返る 

・未来履歴書を書いてみる 

・事前学修：社会人基礎力を調べること（１時間） 

・事後学修：社会人基礎力を実践する方法を考える

こと(３時間) 

12 ビブリオバトル① 
・ビブリオバトルで発表をする準備 

・グループ内で発表する 

・事前学修：他者に紹介したい本を選び、発表の準

備を行うこと(３時間) 

・事後学修：自分が選択した本に関して、よりまと

めておくこと（１時間） 

13 グループ課題の発表会 グループ課題の発表会 

・事前学修：グループのプレゼンテーションの準備

をすること。(３時間) 

・事後学修：発表グループの良かった点、改善点を

まとめること（１時間） 

14 グループ課題の発表会 ・グループごとのプレゼンテーション 

・事前学修：グループのプレゼンテーションの準備

をすること(３時間) 

・事後学修：発表グループの良かった点、改善点を

まとめること（１時間） 

15 

夢の実現に向けて-学びのプ

ランニング-/講義のおさら

い 

・学びのプランニング 

・講義の振り返り 

・事前学修：キャリアデザインを振り返ること（１

時間） 

・事後学修：夏休み以降の大学生活の目標を考える

教
養
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こと(３時間) 

 

関連科目 
キャリアデザインⅡ 、キャリアデザインⅢ 、インターンシップⅠ 、インターンシップⅡ 

エンプロイメントデザイン Ⅰ、エンプロイメントデザインⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
グループワーク（20%）、ミニレポート（30%）、レポート（50%）で総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
自分の将来を考える授業であると認識し、能動的に参加すること。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 教育イノベーションセンター（上野山） 

備考 
１．必要に応じて授業内でレジュメを配布する。 

２．ミニレポートや最終課題を除くレポートは採点した後に、講義内で返却する。 

教
養
科
目
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科目名 キャリアデザインⅠ（ＢＡＳＩＣ） 科目名（英文） Career Planning I(Basic) 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 上野山 裕士 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎ 

科目ナンバリング V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生は、 

１）就職や人生設計の前提として、「大学生」として大学生活をプランニングする。 

２）基礎ゼミと連携しつつ、「摂南大学」の学生として必要な知識や技能を習得する。 

３)専門の学びとの接続となるよう基本的なスタディスキルを習得する。 

４）講義と並行して、グループワークを実施し、課題やメンバー構成などの所与の条件に対してグループとして処していく力を養成する。 

ことが期待される。 

到達目標 

１）摂南大学への理解を深め、自らの大学生活を充実させる方法を考えられるようになる。 

２）社会の変化を知り、これから身につけたい力について考えられるようになる。 

３）調べる・考える・発表するための技能についての理解を深めることを講義目標とする。 

授業方法と 

留意点 
講義だけでなくグループワークなどを織り交ぜて進行するので積極的な態度で受講すること。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会と自分の接点を考えるきっかけとなる。 

「大学生活を充実させる」きっかけになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ようこそ、摂南大学へ 

・授業のオリエンテーション 

・キャリアデザインとは何か？何故必要

なのか？  

・公と私について考える 

・自分にとって“キャリアデザイン”とは何かを考

えること(0.5 時間) 

2 さぁ始めよう！大学生活を 

・大学で学ぶということを理解する 

・「学修」の意味を学ぶ 

・ノートの取り方、学ぶためのスキルを

身に付ける 

・大学で学ぶ意味について考えること(0.5 時間) 

3 摂大学 

・摂南大学の建学の精神と教育理念を理

解する  

・摂南大学の中にある「機会」について

知る 

・先輩の話を聴く 

・摂大生として、建学の精神と教育理念を理解する

こと 

・大学の中にある「機会」の活用の仕方を考えるこ

と(0.5 時間) 

4 自己効力感を高めよう 

・学生生活において目標とすることを考

える 

・自己効力感を高めることの意味を知る 

・個人ワークのインストラクション 

・設定された個人ワークに取り組むこと(２時間) 

5 グループ課題の設定 

・グループワーク（インタビュープロジ

ェクト）の目的を理解する 

・社会人としてのマナーを学ぶ 

・グループで工程管理を考える 

・グループで課題に取り組むこと(３時間) 

6 社会は君を待っている 

・日本の労働事情の推移を知る 

・社会で求められている力について考え

る 

・社会で求められる人材について考えること(0.5

時間) 

7 社会の仕組み① 

・GDP から見る社会の仕組み  

・労働と貨幣 

・税金について考える 

・経済・金融と私たちの生活の結びつきを考えるこ

と(0.5 時間) 

8 社会の仕組み② 
・税金について考える 

・社会の問題についてディスカッション 

・配布資料を熟読し、社会の仕組みについて考える

こと(0.5 時間) 

9 自分づくり① 
・自分の良いところを１００挙げる 

・ペアワーク 

・自分の長所や短所について考え、周囲の人にも聴

くこと(１時間) 

10 自分づくり② 

・ワークシート記入 

・ペアワーク 

・大学４年間の目標設定 

・大学へ入学した目的と学生としての自分の目標を

再確認すること(0.5 時間) 

11 スケジューリング術 

・社会人基礎力を理解する  

・PDCA サイクルを身につける  

・入学から今までの大学生活を振り返る 

・未来履歴書を書いてみる 

・社会人基礎力を実践する方法を考えること(0.5

時間) 

12 ビブリオバトル 
・ビブリオバトルで発表をする準備 

・グループ内で発表する 

・他者に紹介したい本を選び、発表の準備を行うこ

と(１時間) 

13 グループ課題の発表会 グループ課題の発表会 
・グループ内のプレゼンテーションの内容をまとめ

ること(2 時間) 

14 グループ課題の発表会 ・グループごとのプレゼンテーション ・プレゼンテーションの準備をすること(２時間) 

15 

夢の実現に向けて-学びのプ

ランニング-/講義のおさら

い 

・学びのプランニング 

・講義の振り返り 

・夏休み以降の大学生活の目標を考えること(１時

間) 

 

関連科目 
キャリアデザインⅡ 、キャリアデザインⅢ 、インターンシップⅠ 、インターンシップⅡ 

エンプロイメントデザイン Ⅰ、エンプロイメントデザインⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    
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2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
グループワーク（20%）、ミニレポート（30%）、レポート（50%）で総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
自分の将来を考える授業であると認識し、能動的に参加すること。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 教育イノベーションセンター（上野山） 

備考 
１．必要に応じて授業内でレジュメを配布する。 

２．各回のミニレポートは採点した後に、最終講義で返却する。 

教
養
科
目
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科目名 キャリアデザインⅡ（ＡＤＶＡＮＣＥ） 科目名（英文） Career Planning II(Advanced) 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 上野山 裕士 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎ 

科目ナンバリング V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生には、現代社会で生じているさまざまな事象を氾濫する情報から的確にとらえ、それらを起点に思考し、自らの活かし方、

伸ばすべきポイントについて考えるようになることが期待される。 

講義は担当者の実務経験を元に議論を進行することもある。 

到達目標 将来、就きたい職業を模索し、そのために今何を行うべきかを自ら考え、宣言できるようになることである。 

授業方法と 

留意点 
講義だけでなく、グループワークや個人で考えるワークを織り交ぜて進行するので、能動的な態度で受講すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
来るべき就職活動に向けて、自分に必要な能力を自覚し、計画的に実行に移すことができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
・講義の目的・内容の解説 

・評価の方法 

・配布したレジュメを見直すこと 

・大学生活１年目で経験したことを思い出しておく

こと(3 時間) 

2 社会を知る① 

・なぜ仕事をするのか 

・仕事観について考える 

・仕事の成果とは他者への貢献であるこ

とを学ぶ 

・配付したレジュメを見直すこと 

・人はなぜ働くのかについて自分なりに考えること

(3 時間) 

3 社会を知る② 
・課題「働く人を取材してレポート」の

グループ討議とプレゼンテーション 

・配布したレジュメを見直すこと 

・働くひとへの取材を行い、グループで討議する準

備をすること(5 時間) 

4 社会を知る③ 

・視点/視座/視野の使い方事例を知る 

・業種・職種の概念を理解する 

・川上～川下の概念の理解 

・配布したレジュメを見直すこと 

・グループ課題に取り組むこと(5 時間) 

5 社会を知る④ 
・会社・業種・職種を理解する 

・付加価値について考える 

・配布したレジュメを見直すこと 

・どのような業種・会社があるのか調べること(4

時間) 

6 就活体験① 
・特性と心がけ、自己 PR の組み立て方

を学ぶ 

・配布したレジュメを見直すこと 

・自らの強みについて考えること(3 時間) 

7 就活体験② 

・学生生活を振り返る 

・学生生活で自分を高めるための方法を

考える 

・配布したレジュメを見直すこと 

・学生生活の振り返りを行うこと(3 時間) 

8 社会を知る⑤ ・グループプレゼンテーション 

・配布したレジュメを見直すこと 

・プレゼンテーションンの準備をしておくこと(5

時間) 

9 社会を知る⑥ ・グループプレゼンテーション 

・配布したレジュメを見直すこと 

・プレゼンテーションの準備をしておくこと(5 時

間) 

10 自分を高める① 
・今までの習慣を見直し、自分を高める

必要性を認識する 

・配布したレジュメを見直すこと 

・講義を踏まえ、これからの大学生活において何に

取り組むのかを考えること(3 時間) 

11 自分を高める② 

・リーダーシップ開発 

・リーダーシップのタイプを知る 

・リーダーシップコミュニケ―ションを

学ぶ 

・配布したレジュメを見直すこと 

・講義の内容を日常生活で実践すること(7 時間) 

12 社会を知る⑦ 
・ライフイベントを考える 

・ライフイベントにかかる費用を知る。 

・配付資料を見直すこと 

・自らの将来について考えること(3 時間) 

13 自分を高める③ 
・講義⑩⑪の実践報告プレゼンテーショ

ン 

・配布したレジュメを見直すこと 

・プレゼンテーションの準備をしておくこと(4 時

間) 

14 社会を知る⑧ 
・ニッポンの課題について考える 

・未来の働き方を考える 

・配布したレジュメを見直すこと 

・日本を取り巻く課題につて理解すること(4 時間) 

15 授業のおさらい ・講義のおさらい 

・配布したレジュメを見直すこと 

・課題の出し忘れ等がないか確認しておくこと(3

時間) 

 

関連科目 キャリアデザインⅠ・Ⅲ、インターンシップⅠ・Ⅱ 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 
グループワーク（20%）、授業参加度（30%）、レポート（50%）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

来たるべき就職活動に向けて日々の生活を振り返り、準備することを第一とし授業を行うので、卒業後の「あなた」になるために積極的に参加す

ること。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 教育イノベーションセンター（上野山） 

備考 毎回のミニレポートが採点をした後に最終講義で返却する。 

教
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科目名 キャリアデザインⅡ（ＡＤＶＡＮＣＥ） 科目名（英文） Career Planning II(Advanced) 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 橋本 朗子 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎ 

科目ナンバリング V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生には、現代社会で生じているさまざまな事象を氾濫する情報から的確にとらえ、それらを起点に思考し、自らの活かし方、

伸ばすべきポイントについて考えるようになることが期待される。 

講義は担当者の実務経験を元に議論を進行することもある。 

到達目標 将来、就きたい職業を模索し、そのために今何を行うべきかを自ら考え、宣言できるようになることである。 

授業方法と 

留意点 
講義だけでなく、グループワークや個人で考えるワークを織り交ぜて進行するので、能動的な態度で受講すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
来るべき就職活動に向けて、自分に必要な能力を自覚し、計画的に実行に移すことができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
・講義の目的・内容の解説 

・評価の方法 

・配布したレジュメを見直すこと 

・大学生活１年目で経験したことを思い出しておく

こと(3 時間) 

2 社会を知る① 

・なぜ仕事をするのか 

・仕事観について考える 

・仕事の成果とは他者への貢献であるこ

とを学ぶ 

・配付したレジュメを見直すこと 

・人はなぜ働くのかについて自分なりに考えること

(3 時間) 

3 社会を知る② 
・課題「働く人を取材してレポート」の

グループ討議とプレゼンテーション 

・配布したレジュメを見直すこと 

・働くひとへの取材を行い、グループで討議する準

備をすること(5 時間) 

4 社会を知る③ 

・視点/視座/視野の使い方事例を知る 

・業種・職種の概念を理解する 

・川上～川下の概念の理解 

・配布したレジュメを見直すこと 

・グループ課題に取り組むこと(5 時間) 

5 社会を知る④ 
・会社・業種・職種を理解する 

・付加価値について考える 

・配布したレジュメを見直すこと 

・どのような業種・会社があるのか調べること(4

時間) 

6 就活体験① 
・特性と心がけ、自己 PR の組み立て方

を学ぶ 

・配布したレジュメを見直すこと 

・自らの強みについて考えること(3 時間) 

7 就活体験② 

・学生生活を振り返る 

・学生生活で自分を高めるための方法を

考える 

・配布したレジュメを見直すこと 

・学生生活の振り返りを行うこと(3 時間) 

8 社会を知る⑤ ・グループプレゼンテーション 

・配布したレジュメを見直すこと 

・プレゼンテーションンの準備をしておくこと(5

時間) 

9 社会を知る⑥ ・グループプレゼンテーション 

・配布したレジュメを見直すこと 

・プレゼンテーションの準備をしておくこと(5 時

間) 

10 自分を高める① 
・今までの習慣を見直し、自分を高める

必要性を認識する 

・配布したレジュメを見直すこと 

・講義を踏まえ、これからの大学生活において何に

取り組むのかを考えること(3 時間) 

11 自分を高める② 

・リーダーシップ開発 

・リーダーシップのタイプを知る 

・リーダーシップコミュニケ―ションを

学ぶ 

・配布したレジュメを見直すこと 

・講義の内容を日常生活で実践すること(7 時間) 

12 社会を知る⑦ 
・ライフイベントを考える 

・ライフイベントにかかる費用を知る。 

・配付資料を見直すこと 

・自らの将来について考えること(3 時間) 

13 自分を高める③ 
・講義⑩⑪の実践報告プレゼンテーショ

ン 

・配布したレジュメを見直すこと 

・プレゼンテーションの準備をしておくこと(4 時

間) 

14 社会を知る⑧ 
・ニッポンの課題について考える 

・未来の働き方を考える 

・配布したレジュメを見直すこと 

・日本を取り巻く課題につて理解すること(4 時間) 

15 授業のおさらい ・講義のおさらい 

・配布したレジュメを見直すこと 

・課題の出し忘れ等がないか確認しておくこと(3

時間) 

 

関連科目 キャリアデザインⅠ・Ⅲ、インターンシップⅠ・Ⅱ 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

評価方法 

（基準） 
グループワーク（20%）、授業参加度（30%）、レポート（50%）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

来たるべき就職活動に向けて日々の生活を振り返り、準備することを第一とし授業を行うので、卒業後の「あなた」になるために積極的に参加す

ること。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 教育イノベーションセンター（上野山） 

備考 毎回のミニレポートが採点をした後に最終講義で返却する。 

教
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科目名 就職実践基礎 科目名（英文） Preparation Program for Employment Examination 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 山岡 亮太 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

社会人となってから必要となる基礎学力を総合的に学習します。数的能力・言語能力・一般常識といった各項目は、社会人として仕事をする上で

必須のものですので、大学時代から取り組むことが重要です。この授業では、数的能力・言語能力・一般常識について、幅広く学習していきます。

特に、日常生活・仕事での活用頻度が多い数的能力の開発をメインに取り組みます。 

講師は金融業界・教育業界での実務経験を持ち、実務で数学を活用してきました。そういう経験も活かして、社会で使える数的能力を身につけて

いきます。 

到達目標 
数的能力について、社会人に求められる最低限のレベルに達していること。 

数的思考を活用する必要性や面白さを体感すること。 

授業方法と 

留意点 

授業は基本的に数的能力をメインに学習します。授業は基本的に実践形式で、様々な問題を解いていきます。Input 量が多いので、予習・復習が

大切です。 

科目学習の 

効果（資格） 
社会で必要とされる数的能力を獲得する 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション・実力テ

スト 
講座の目的意義の確認・実力テスト 

シラバスを熟読しておくこと(目安：30 分)・実力テ

ストを復習しておくこと(目安：30 分) 

2 数的思考① 方程式の活用 
方程式について復習しておくこと(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

3 数的思考② 割合の活用① 
割合について復習しておくこと(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

4 数的思考③ 割合の活用② 
割合について復習しておくこと(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

5 数的思考④ 分数の活用 
分数問題について復習しておく(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

6 中テスト①・数的思考⑤ 中テスト①・速度の考え方① 
2～5 回目の範囲を事前に勉強しておくこと(目安：2

時間) 

7 数的思考⑥ 速度の考え方② 
速度算を復習しておくこと(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

8 数的思考⑦ 場合の数と確率 
場合の数・確率を復習しておくこと(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

9 数的思考⑧ 集合の概念 
集合について復習しておく(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

10 中テスト②・資料解釈 中テスト②・表の読み取り 
6～9 回目の範囲を事前に勉強しておくこと(目安：2

時間) 

11 論理推論① 順序推理 
推論を復習しておくこと(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

12 論理推論② 内訳・表・位置 
推論を復習しておくこと(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

13 論理推論③ その他論理推論 
推論を復習しておくこと(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

14 総復習 今までの問題の復習 
全ての範囲を事前に勉強しておくこと(目安：2.5

時間) 

15 テスト 最終テスト 
全ての範囲を事前に勉強しておくこと(目安：5 時

間) 

 

関連科目 コミュニケーション能力開発 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

オリジナル教材を使用します。 また適宜 Smart SPI

の活用を指示します。 
  

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 その他 SPI や玉手箱関連の問題集   

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

小テスト 30%、中間テスト・最終テスト 55%、SmartSPI 15% 

その他授業態度などで加減します。 

学生への 

メッセージ 

数的能力を社会で活かすことをできるようになってもらえればと思います。と、同時に学ぶ楽しさも体感してください。 

また、受講する以上は、講義に集中し、毎回復習して着実に知識・能力を習得していってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 キャリア教育推進室 

備考  

教
養
科
目
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科目名 就職実践基礎 科目名（英文） Preparation Program for Employment Examination 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 亀田 峻宣.寺内 睦博 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

社会人となってから必要となる基礎学力を総合的に学習します。数的能力・言語能力・一般常識といった各項目は、社会人として仕事をする上で

必須のものですので、大学時代から取り組むことが重要です。この授業では、数的能力・言語能力・一般常識について、幅広く学習していきます。

特に、日常生活・仕事での活用頻度が多い数的能力の開発をメインに取り組みます。 

講師は金融業界・教育業界での実務経験を持ち、実務で数学を活用してきました。そういう経験も活かして、社会で使える数的能力を身につけて

いきます。 

到達目標 
数的能力について、社会人に求められる最低限のレベルに達していること。 

数的思考を活用する必要性や面白さを体感すること。 

授業方法と 

留意点 

授業は基本的に数的能力をメインに学習します。授業は基本的に実践形式で、様々な問題を解いていきます。Input 量が多いので、予習・復習が

大切です。 

科目学習の 

効果（資格） 
社会で必要とされる数的能力を獲得する 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション・実力テ

スト 
講座の目的意義の確認・実力テスト 

シラバスを熟読しておくこと(目安：30 分)・実力テ

ストを復習しておくこと(目安：30 分) 

2 数的思考① 方程式の活用 
方程式について復習しておくこと(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

3 数的思考② 割合の活用① 
割合について復習しておくこと(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

4 数的思考③ 割合の活用② 
割合について復習しておくこと(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

5 数的思考④ 分数の活用 
分数問題について復習しておく(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

6 中テスト①・数的思考⑤ 中テスト①・速度の考え方① 
2～5 回目の範囲を事前に勉強しておくこと(目安：2

時間) 

7 数的思考⑥ 速度の考え方② 
速度算を復習しておくこと(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

8 数的思考⑦ 場合の数と確率 
場合の数・確率を復習しておくこと(目安：30 分)・

smartSPI の実施(目安：30 分) 

9 数的思考⑧ 集合の概念 
集合について復習しておく(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

10 中テスト②・資料解釈 中テスト②・表の読み取り 
6～9 回目の範囲を事前に勉強しておくこと(目安：2

時間) 

11 論理推論① 順序推理 
推論を復習しておくこと(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

12 論理推論② 内訳・表・位置 
推論を復習しておくこと(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

13 論理推論③ その他論理推論 
推論を復習しておくこと(目安：30 分)・smartSPI

の実施(目安：30 分) 

14 総復習 今までの問題の復習 
全ての範囲を事前に勉強しておくこと(目安：2.5

時間) 

15 テスト 最終テスト 
全ての範囲を事前に勉強しておくこと(目安：5 時

間) 

 

関連科目 コミュニケーション能力開発 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

オリジナル教材を使用します。 また適宜 Smart SPI

の活用を指示します。 
  

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 その他 SPI や玉手箱関連の問題集   

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

小テスト 30%、中間テスト・最終テスト 55%、SmartSPI 15% 

その他授業態度などで加減します。 

学生への 

メッセージ 

数的能力を社会で活かすことをできるようになってもらえればと思います。と、同時に学ぶ楽しさも体感してください。 

また、受講する以上は、講義に集中し、毎回復習して着実に知識・能力を習得していってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 キャリア教育推進室 

備考  

教
養
科
目
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科目名 役立つ金融知力 科目名（英文） Financial Literacy 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 陸川 富盛 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

 諸君は大学生になるまでは、「これまでに既に起きたこと」を学んできました。「既に起きたこと」はもう変わることはありませんから必ず正解

があり、それらを覚えておけば済みました。つまり、たかだか「正解を教えてもらって要領良く覚える」ということをやってきただけに過ぎませ

ん。 

 

 しかし、諸君がこれから歩を進めていく実社会は「明日を創っていく社会」ですから、最初から決まり切った正解なんかどこにもありません。

自分で自分の答えを創り出して行くしかないのです。そこで最も必要となるのは、他人の話や文章を正確に理解し、自分の考えを的確に表現する

能力です。 

 

 実社会で諸君が自ら成長し自分の人生を築き上げていくことは、企業がより良い企業となることを目指して経営していくことと同じです。つま

り、諸君のこれからの人生は「自分株式会社を経営していくこと」に他なりません。それには、自ら考えて決断し行動する「賢い経済主体」とな

る、という大きな方向転換が必要なのです。具体的には、市場経済や契約社会の仕組みを実感覚として理解し、自分の人生を切り拓いていく力を

身に着ける、ということです。 

 

 金融や投資などファイナンスに関する実戦的な知識を得てそれらを日常的に活用していくことは、単に目先のお金の問題に役立つだけでなく、

より良い人生や社会の実現に欠かせません。これは諸君の専門科目が何であっても同じです。 

 

 本講義の目的は、諸君が人生のさまざまな局面で的確に決断し行動できるよう、ファイナンスの知識や考え方に根差した実戦的なビジネスイン

テリジェンスの基本を身に着けることです。 

到達目標 

 主としてファイナンスの観点から、実戦的なビジネスインテリジェンスの基本を身に着けること、これが諸君の到達目標です。 

 

 具体的には、諸君が将来直面する経済生活やキャリアライフで、諸君自身が「賢い経済主体」として適宜的確に行動できるようになることを目

指します。 

授業方法と 

留意点 

 本講義は１５回全体を通して次の三つのステップで構成し、各回とも教科書を使用した講義形式で進めます。 

 

① 先ずは経済主体としての視点で、社会の仕組みの全体観を把握し、様々な課題や対処法を認識します。 

② 次に、ファイナンスの基礎知識を、大学で学ぶ様々な専門知識と関連付けながら、実戦的に学んでいきます。 

③ 更に、それらを統合し活用する能力をインテリジェンスとして身に着け、社会生活に応用する方法を学びます。  

 

 本講義では毎回必ず教科書をベースに講義を進めるため、レジュメ等の資料を配布することは一切ありません。受講者は指定された教科書を必

ず持参してください。但し、講義の内容は教科書通りではなく、教科書は単なる教材として手元資料的に利用するに過ぎません。このため、毎回

きちんと聴講しなければ成果は得られません。 

 

 講義中や講義に関連した e-Learning として、スマホアプリの利用や検索等を適宜指示します。これらは諸君の成績評価に直結するので指示に

従って必ず実施し、ビジネスに役立つ IT 活用を身に付けてください。 

科目学習の 

効果（資格） 

 経済・社会生活やキャリアライフに必要な意思決定を適宜適切に行えるよう、ファイナンスの知識を活用する実戦的なビジネスインテリジェン

スの基本を身に着けます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 「経済主体としての立ち位置 」 

テキスト＜P15～14,4～13＞ 

・私たちのくらしと経済 

・戦後の社会発展 

・パラダイムシフト 

・変革の必要性 

2 経済・金融の基礎知識 ① 「国際経済と国家財政」 

テキスト＜P44～49,38～44＞ 

・国際経済       

・国家の財政 

3 経済・金融の基礎知識 ② 「市場経済と金融の役割」 

テキスト＜P16～18,25～29,18～25＞ 

・お金の役割       

・市場経済のしくみと意義     

・金融の役割と銀行 

4 法律の基礎知識 「契約の基本」 

テキスト＜P154～157,159～166＞ 

・契約社会 Ⅰ      

・ローン・クレジット     

・契約社会 Ⅱ 

5 リスクと向き合う ① 「日常生活のリスク」 

テキスト＜P79～87,166～168,157～159,168＞ 

・リスクマネジメント     

・契約社会 Ⅲ 

6 リスクと向き合う ② 「リタイアメント」 

テキスト＜P88～97＞ 

・年金制度       

・老後生活資金 

7 投資の基礎知識 「投資とは何か」 

テキスト＜P98～104＞ 

・投資とは       

・投資意思決定プロセス 

8 経済活動と金融市場 「景気・株価」 

テキスト＜P30～31,56～57,32～36,54～55,37,50

～53＞ 

景気         

景気と株価 

9 金融商品の基礎知識 ① 「代表的な金融商品（株式等）」 

テキスト＜P123～135＞ 

・株式 

・投資信託 

・外貨建て商品 

・保険商品 

教
養
科
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・デリバティブ 

10 金融商品の基礎知識 ② 「代表的な金融商品（債券他）」 

テキスト＜P117～123＞ 

・預貯金 

・信託 

・債券 

11 金融商品の基礎知識 ③ 「金融市場と金融商品の性格」 

テキスト＜P105～117＞ 

・直接金融と間接金融     

・金融商品の性格 

12 投資のリスク管理 「投資のリスクマネジメント」 

テキスト＜P136～153＞ 

・分散投資       

・時間分散       

・長期投資 

13 ライフプランニング ① 「ライフプランニング表」 
テキスト＜P58～67＞ 

・ライフプランニング 

14 人生の三大資金 「住宅、教育、リタイヤメント資金」 

テキスト＜P68～78＞ 

・キャッシュフロー表の見直し 

・ライフイベントごとの課題 

15 最終まとめ 「講義のまとめ」 

全体レビュー 

 

講義で得た金融インテリジェンスのレビューを行

い、実戦力を確認します。 

 

関連科目 民法、会社法、経済学、国際経済、経営学、経営戦略、会計学 など 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 今日から役に立つ、経済の読み方と投資の基礎  金融知力普及協会 

2    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    

 

評価方法 

（基準） 

 下記のとおり、本講義と課題に対する取り組み姿勢や理解度等を総合的に評価します。 

・試験      ： 20％（経済やファイナンスに関する知識の正確性を評価します。試験範囲は講義全体です。） 

・レポート  ： 50％（自分で考えて調査し問題解決する能力、即ち、全講義を受講して得た知見を評価します。） 

・平常点   ： 30％（受講状況と態度、質疑応答、e-Learningj 実績等を評価します。出席は前提条件です。） 

 

 必要な学習は、e-Learning システムで適宜指示します。これらにきちんと対応しなければ単位は取得できません。 

 

 講義にただ出席して教科書を開いているだけでは、目標に到達することはあり得ませんから、当然ながら単位も取得できません。毎回きちんと

意識を集中して受講し、「自分で考えて講義内容を理解し行動する」という自分自身の努力を積み重ねる事が必要です。 

 

 成績評価の一つとなる上記課題レポートは表計算ソフト「エクセル」で出題するので、提出期限（定期試験当日を予定）までにこの課題レポー

トの出題に答えて必要事項を調査・入力し、内容を精査すること。 

  （講義では「エクセル」の使い方は教えませんが、フォーマットを提示するので表入力と確認が必要です。）  

 

 レポート課題は大学内の情報システムを通じて掲示・連絡しますので、学内情報システムの利用や連絡設定は各自で事前に必ず行っておいてく

ださい。 

学生への 

メッセージ 

 本講義は「受講者の誰もが覚えられるように一つ一つ教えていく」のではなく、初回「イントロダクション」でも説明する通り、全１５回を通

して受講することによって、情報収集能力、考える力、判断力などの実力が付くように構成してあります。このため本講義を聴講すると、諸君は

実戦と同じく、広範で大量の情報が一方的に流れてくることを経験することになります。 

 しかし、諸君は既に大学生なのだから、「自分に分かる程度のことを自分に分かるように教えてもらえるのが当然だ」などという子供じみた甘

えは捨て去ること。 

 その上で、「講義されている内容を自分自身で考えて理解しよう」という確固たる意志を持ち、私語を慎み毎回静粛に受講すること。 

 そうすればこれまでと異なる観点に立つことができ、本講義本来の効果を各自が最大限に得ることができます。 

 

 本講義ではレジュメ等の資料を配布することは一切ありませんが、スマホやタブレット等からのネット検索やサイトの利用を適宜指示すること

があります。 

 

 受講者は指定された教科書を必ず購入してください。但し、教科書は単なる教材として手元資料的に利用するに過ぎず、講義内容も教科書通り

ではありません。毎回きちんと聴講しなければ成果は得られませんから単位も取得できません。 

 

 その他、課題の提示方法等についても詳しくは講義の中で説明しますので、講義は毎回注意深く受講し、指示に従って下さい。こうした日常の

情報収集能力が、各自の実力や成績評価にも大きく影響します。 

 

 本講義で得た知識は、自分が学んでいる様々な専門知識と組み合わせて考えていくことで、より高い効果を得ることができます。安直にありき

たりの答えを求めるのではなく、自分で考える習慣を身に着けてください。 

   

 なお、居眠り、内職、途中離着席、私語など、真摯に受講せず講義の妨げとなる学生には、講義を中断して注意を促し退席を命じる場合があり

ます。学生の本分を弁えない不適切な行動は本講義の主旨を理解していない証左であり、成績評価にはマイナスとして反映します。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 1 階（教務課） 

備考 

「事前・事後学習課題」について 

  予習（シラバス記載の教科書該当ページを事前に読む）：３０分程度 

  復習（講義の内容を振り返り、自分の言葉で整理する）：３０分程度 

質問等は、講義前又は後の時間帯に、教室等での対面による自由な質疑応答で受け付けます。 

    興味のあることや疑問を感じたことなど、自分で抱え込まないで気軽に相談してください。 

この講義は、ＳＭＢＣ日興証券グループによる「寄附講座」です。 

教
養
科
目
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科目名 青少年育成ファシリテーター養成講座 科目名（英文） Facilitator Training Program 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 浅野 英一 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

教養特別講義「青少年育成ファシリテータ養成講座」は、サービスラーニングの授業であり、青少年育成活動のファシリテーターとして、知

識・野外活動の方法を習得し実習を通して学びと成長を得ることができる実践型学習プログラム。実践は単なる擬似的体験ではなく、人々の

ために役立ったという現実的な体験を得ることを目的としている。 

到達目標 
到達目標として自己の振り返りと自己発見、責任感、価値観・技能や知識の獲得、リスクマネジメント、社会問題の理解を果たす体験を同時

に得るものである。 

授業方法と 

留意点 

大学の授業後や、授業の無い日を利用して学外活動する。週に 1 度、90 分の活動が基本となっているが、夏休み・冬休みなど長期の休み期間

中に集中して活動することも可能。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

活動場所は、寝屋川市、交野市役所、すさみ町役場、共学センター、南農園等の主催・共催事業。第 1 回目の事前授業は 4 月 11 日 6 時限目、

1134 教室で行う。 

--------------------------  

事前教育①～⑨回分： 

①活動についての心構え、授業内容の徹底周知、ファシリテーターについて 

②守秘義務：活動に伴って知った情報を漏らしてはならない義務を学ぶ 

③安全管理スキル：活動に伴って発生しうる事故を未然に防ぐ方法を学ぶ 

④救命救護スキル：命の大切さ、命を助ける方法、ＡＥＤの使用法を学ぶ 

⑤安全対策スキル：安全。衛生管理、危険予知、責任について学ぶ 

⑥コミュニケーションスキル A：対象者理解、人とのかかわり方を学ぶ 

⑦コミュニケーションスキル B：報告、連絡、相談（ホウ・レン・ソウ）の重要性を学ぶ 

⑧コミュニケーションスキル C：アイスブレーキング手法を学ぶ 

⑨コミュニケーションスキル D：指導者のあるべき姿、リーダーシップの取り方 

 

活動（90 分×20 回分）： 

受入機関において青少年育成ファシリテーター活動実践 

 

事後教育（90 分）： 

青少年育成ファシリテーター活動実践のふりかえり 

 

--------------------------- 

履修上の注意： 

学外団体との連携と信頼関係構築が必要であることから、履修希望者は事前に授業担当者から、説明を受け、活動内容を確認し履修許可を受

けた学生のみ履修可能となる。 

 

事前・事後学習課題： 

学外での活動に際し、各種活動（各受入れ団体によって異なる）の事前準備および活動後の報告書（日報等）の作成に各１時間程度行う。 

関連科目 ボランティア論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
①参加日数、②実習報告書、③最終報告書、④受入機関からの調書、以上の４点を総合的に判断して評価する。 

学生への 

メッセージ 
青少年育成活動を通して、責任感・忍耐力・協調性・創造力を養うことで、自分のかけがえのない財産形成を行ってください。 

担当者の 

研究室等 
７号館５階 （浅野研究室） 

備考 第 1 回目の事前授業は 4 月 11 日 6 時限目、1134 教室で行う。 

教
養
科
目
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科目名 地域連携教育活動Ⅰ 科目名（英文） Communitiy-Based Education Support Activities I 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 吉田 佐治子.朝日 素明.谷口 雄一.林 茂樹 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

本科目はサービスラーニングの授業であり、実践型学習プログラムである。大学近隣の小学校・中学校で教育現場の教育補助、課外活動を幅

広く体験し、自己の適性を把握する機会を持ち、人間的成長や社会意識の向上を目指す。活動内容は、授業運営補助、「総合的な学習の時間」

の補助、学校行事運営補助、クラブ・サークル活動の補助、図書室運営の補助、放課後学習の補助などを組み合わせ年間を通じた活動を大学

授業の空き時間を利用して週１回９０分行う。 

 

 ※ 担当者のうち 2 名は、長く学校に勤務した経験をもっている。また、小学校・中学校での活動では、現職の先生方から直接ご指導いただ

く。 

到達目標 
実際の教育現場を知ること、物事を多面的に考察できること、社会的倫理観の確立、相手に理解できるように論理的かつ的確なコミュニケー

ション能力を持つこと。 

授業方法と 

留意点 

原則として、履修申請が可能な学生は、本年２月に行なわれた特別事前履修相談会で受け入れ校の担当者との相談結果によって受入れ許可を

得た学生で、「地域連携教育活動 I」を初めて履修する学生を対象とする。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

事前指導 1   活動についての心構え、内容の徹底周知、年間活動計画作成準備 

事前指導 2   マナー講座・小中学校の教育現場について 

事前指導 3   「守秘義務」の意味とその内容について 

 

活動準備    受け入れ校と協議し、年間活動計画を作成する 

活動 1～25  受け入れ校にて活動 （活動業務日報・活動時間票の提出） 

 

最終報告会  活動報告会を開催する。 

 

※注意事項 

事前指導に 1 回でも欠席した場合は、履修取り消しにします。 

 

事前・事後学習課題 

学外での活動に際し、各種活動（各受入れ団体によって異なる）の事前準備および活動後の報告書（日報等）の作成に各１時間程度行う。 

関連科目 教職課程を履修していない学生でもこの科目を履修することができる。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

①年間活動計画書 ②出席簿 ③日誌 ④レポート の全てを提出し、最終報告会で ⑤活動報告 した場合のみ、それらを総合的に判断して評価

する。 

学生への 

メッセージ 

大学の授業と授業の合間を有効利用して、大学近隣の小・中学校の教育現場の教師をサポートしながら、責任感・忍耐力・協調性・創造力を

養うことで、自分のかけがえのない財産形成を行ってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階（朝日研究室）、７号館４階（谷口研究室）、7 号館 3 階（林研究室）、7 号館 3 階（吉田研究室） 

備考 事前指導・最終報告会の日程等については、別途連絡します。 

教
養
科
目
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科目名 地域連携教育活動Ⅱ 科目名（英文） Communitiy-Based Education Support Activities II 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 吉田 佐治子.朝日 素明.谷口 雄一.林 茂樹 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

本科目はサービスラーニングの授業であり、実践型学習プログラムである。大学近隣の小学校・中学校で教育現場の教育補助、課外活動を幅

広く体験し、自己の適性を把握する機会を持ち、人間的成長や社会意識の向上を目指す。活動内容は、授業運営補助、「総合的な学習の時間」

の補助、学校行事運営補助、クラブ・サークル活動の補助、図書室運営の補助、放課後学習の補助などを組み合わせ年間を通じた活動を大学

授業の空き時間を利用して週１回９０分行う。 

 

 ※ 担当者のうち 2 名は、長く学校に勤務した経験をもっている。また、小学校・中学校での活動では、現職の先生方から直接ご指導いただ

く。 

到達目標 
実際の教育現場を知ること、物事を多面的に考察できること、社会的倫理観の確立、相手に理解できるように論理的かつ的確なコミュニケー

ション能力を持つこと。 

授業方法と 

留意点 

原則として、履修申請が可能な学生は、本年２月に行なわれた特別事前履修相談会で受け入れ校の担当者との相談結果によって受入れ許可を

得た学生で、「地域連携教育活動 I」を初めて履修する学生を対象とする。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

事前指導 1   活動についての心構え、内容の徹底周知、年間活動計画作成準備 

事前指導 2   マナー講座・小中学校の教育現場について 

事前指導 3   「守秘義務」の意味とその内容について 

 

活動準備    受け入れ校と協議し、年間活動計画を作成する 

活動 1～25  受け入れ校にて活動 （活動業務日報・活動時間票の提出） 

 

最終報告会  活動報告会を開催する。 

 

※注意事項 

事前指導に 1 回でも欠席した場合は、履修取り消しにします。 

 

事前・事後学習課題 

学外での活動に際し、各種活動（各受入れ団体によって異なる）の事前準備および活動後の報告書（日報等）の作成に各１時間程度行う。 

関連科目 教職課程を履修していない学生でもこの科目を履修することができる。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

①年間活動計画書 ②出席簿 ③日誌 ④レポート の全てを提出し、最終報告会で ⑤活動報告 した場合のみ、それらを総合的に判断して評価

する。 

学生への 

メッセージ 

大学の授業と授業の合間を有効利用して、大学近隣の小・中学校の教育現場の教師をサポートしながら、責任感・忍耐力・協調性・創造力を

養うことで、自分のかけがえのない財産形成を行ってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階（朝日研究室）、７号館４階（谷口研究室）、7 号館 3 階（林研究室）、7 号館 3 階（吉田研究室） 

備考 事前指導・最終報告会の日程等については、別途連絡します。 

教
養
科
目
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科目名 マーケティングと歴史 科目名（英文） Marketing and History 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 武居 奈緒子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

この講義では、マーケティングを歴史的に考察することを目的としています。特にマーケティングの発想を踏まえ、呉服商の経営活動について説

明していきます。 

到達目標  マーケティングと歴史に関する基本的知識を修得し、活用できることを目指します。 

授業方法と 

留意点 
講義形式を基本とします。 

科目学習の 

効果（資格） 
マーケティング的発想で社会を見る眼が養えます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 
マーケティングについて解説していき

ます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティングに関連

する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

2 製品政策 
ヒット商品はどのようにして作られる

のかについて考えます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、製品政策に関連する内

容を読みましょう。(所要時間１時間) 

3 価格政策 価格の設定方法について考えます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、価格政策に関連する内

容を読みましょう。(所要時間１時間) 

4 流通チャネル政策 
商品はどのような経路をたどって販売

されるのかについて考えます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、流通チャネル政策に関

連する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

5 販売促進政策 
商品のアピールの仕方について考えま

す。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、販売促進政策に関連す

る内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

6 
マーケティングのＳＴＰア

プローチ 
市場細分化について考えます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、ＳＴＰアプローチに関

連する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

7 消費行動 
消費者の購買意思決定過程について考

えます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費行動に関連する内

容を読みましょう。(所要時間１時間) 

8 
マーケティングの歴史的研

究と三井越後屋 

マーケティングにおける歴史的研究と

三井越後屋の商法について説明してい

きます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、三井越後屋に関連する

内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

9 呉服商の流通機構 
呉服商の流通機構について、概説してい

きます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、呉服商の流通機構に関

連する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

10 越後屋の仕入機構（１） 
三井越後屋の絹の仕入機構について、説

明していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、越後屋の仕入機構に関

連する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

11 越後屋の仕入機構（２） 
三井越後屋の木綿の仕入機構について、

説明していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、越後屋の仕入機構に関

連する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

12 
いとう松坂屋、大丸屋の仕入

機構 

いとう松坂屋や大丸屋の仕入機構につ

いて、概説していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、いとう松坂屋・大丸屋

の仕入機構に関連する内容を読みましょう。(所要

時間１時間) 

13 呉服商から百貨店へ 
呉服商から百貨店への変遷について概

説します。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、百貨店化に関連する内

容を読みましょう。(所要時間１時間) 

14 百貨店業態の成立 百貨店について、説明していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、百貨店業態に関連する

内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

15 まとめ 全体のまとめをします。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティングと歴史

の総復習をしておきましょう。(所要時間１時間) 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

大規模呉服商の流通革新と進化ー三井越後屋におけ

る商品仕入れ体制の変遷ー 
武居 奈緒子 千倉書房 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 史料が語る三井のあゆみ 三井文庫編 吉川弘文館 

2 消費行動 新版 武居 奈緒子 晃洋書房 

3    

 

教
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科
目
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評価方法 

（基準） 
期末テストの成績 70％、授業内課題 30％ 

学生への 

メッセージ 
授業で提示される問題・課題に真摯に取り組みましょう。 

担当者の 

研究室等 
11 号館８階 武居教授室 

備考  

教
養
科
目
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科目名 チームビルディング 科目名（英文） Team Building 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 水野 武 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

成熟社会においては個人の力を集合させてプロジェクトを作り上げる「チームビルディングの思考や技術」を学ぶことが重要である。 

本科目はチームビルディングの理論を学び、様々なアクティビティを通してチームに貢献する方法を考えられるようになるための授業である。 

２回生以降に摂南大学 PBL プロジェクトを履修する際にも役立つ。 

なお、講義は担当者の実務経験に基づいて議論を進めることもある。 

 

学科の学習・教育目標との対応：工学部[A]，理工学部［II］ 

到達目標 チームで物事を進める際に必要な知識が理解出来るようになり、技能を身につけることを目標とする。 

授業方法と 

留意点 
講義は受講生によるアクティビティ・プレゼンテーション・グループワークなどを織り交ぜて進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
チームで物事を進める際の基礎知識が身につく。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 

・講義の進め方 

・なぜチームが必要なのかを知る 

・チームビルディングとは何か を理解

する 

事前学習：本科目のシラバスを精読すること。(１

時間) 

事後学修：講義で配付された資料を見直すこと(１

時間) 

2 
チームビルディングとは何

か 

・自己紹介ワーク 

・チームビルディングの理論を学ぶ 

・チームビルディングのための技能を知

る 

事後学修：チームにどのように貢献できるかを考え

る。(１時間) 

3 チームビルディング体験 

・ペーパータワーワーク（予定） 

・チームの 10 カ条 

などに取り組み、チームビルディングを

体験する 

事後学修：チームでの取り組みを振り返る。(１時

間) 

4 
チームにおけるリーダーと

フォロワーの役割 

・リーダーシップとフォロワーシップを

学ぶ 

・メンバーを支援するための質問術、傾

聴術を身につける 

事前学修：講義３で出る課題に取り組むこと(１時

間) 

事後学修：講義で配付された資料を見直すこと(１

時間) 

5 
学習するためのチームづく

り 

・チームを機能させるために必要な要素

を学ぶ 

事後学修：講義で配付された資料を見直すこと(1.5

時間) 

6 話し合う技術 ・チーム話し合う際の技術を学ぶ 
事後学修：講義で配布された資料を見直すこと(1.5

時間) 

7 
ビジネス記事を活用したデ

ィスカッション 

記事を活用して情報の読み取りと活用、

自分ならどうするかを考える 

事後学修：講義で身につけた読解技術を日常生活で

試してみること(1.5 時間) 

8 

チームビルディングの技術

を身につけるためのアクテ

ィビティ① 

・ペアワークに取り組み、情報の読み取

りと活用、提案することを学ぶ 

事前学修：チームにどのように貢献できるかを考え

ること(１時間) 

事後学修：講義で配付された資料を見直すこと(１

時間) 

9 

チームビルディングの技術

を身につけるためのアクテ

ィビティ② 

・グループでニッポンの課題の解決策を

考える 

事前学修：チームにどのように貢献できるかを考え

ること(１時間) 

事後学修：講義で配付された資料を見直すこと(１

時間) 

10 
チームでプロジェクトを企

画する 

・講義の中間おさらい 

・チームでプロジェクトを企画する 
事後学修：チームで課題に取り組むこと(4 時間) 

11 
摂南大学 PBL プロジェクト

の紹介① 

本学で開講されている摂南大学 PBL プ

ロジェクトの紹介 

事後学修：興味を持ったプロジェクトについて調べ

ること(1.5 時間) 

12 
摂南大学 PBL プロジェクト

の紹介② 

本学で開講されている摂南大学 PBL プ

ロジェクトの紹介 

事後学修：興味を持ったプロジェクトについて調べ

ること。(1.5 時間) 

13 
プロジェクトのプレゼンテ

ーション 

第１０回目の課題の報告プレゼンテー

ション 

事後学修：チームで発表をする準備をすること(2

時間) 

事後学修：自チームの発表内容、及び他チームの発

表を振り返ること(１時間) 

14 
プロジェクトのプレゼンテ

ーション 

第１０回目の課題の報告プレゼンテー

ション 

事後学修：チームで発表をする準備をすること(２

時間) 

事後学修：自チームの発表内容、及び他チームの発

表を振り返ること(１時間) 

15 講義のまとめと振り返り 講義のおさらいと振り返りを行う 

事前学修提出物などの出し忘れがないか確認する。

(1.5 時間) 

事後学修：講義全体を振り返ること。(１時間) 

 

関連科目 
・「ソーシャル・イノベーション副専攻科目過程」の科目 

・キャリアデザインⅠ・Ⅱ、摂南大学 PBL プロジェクト、ソーシャルイノベーション実務総論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  

教
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1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
チームでの提出物 20％、チームへの貢献度とワーク後の振り返りシート 30％、個別課題 10%、最終レポート 40％ で総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
ワークやアクティビティを織り交ぜる授業となるので、主体性を持って講義に挑むこと。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 教育イノベーションセンター（水野研究室） 

備考 ・参考とする書籍、文献は適宜提示する。 

教
養
科
目
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科目名 ものづくりインターンシップ基礎 科目名（英文） Internship for Manufacturing Basics 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 坂本 淳二 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

これから就職活動を始める学生（大学３年）を対象に、社会人として必要とされる規律やマナー、製造業など企業で働く上での基礎知識、課題を

発見して解決する方法などを習得することを目的とする。履修後には、社会人・企業人としての役割および責任、仕事への情熱、創造的態度、自

己の能力向上意欲が喚起されることを期待する。 

なお，本授業では、パナソニック（株）より講師を招き、社会人・企業人としての基礎である知識と心がまえについて、パナソニック（株）の新

入社員研修の方式に従い、講義に加えて具体事例演習を通じて体得させる。 

到達目標 
(1)社会人としてのマナーを身につける。(2)仕事の基本に関する知識を修得する。(3)企業における品質問題を体験する。(４)原価管理の基礎知

識を修得する。(５)PDCA サイクルによる課題解決を体験する。 

授業方法と 

留意点 

前半では、グループワーク、Think-Pair-Share などアクティブラーニングを主体に授業を進める。また授業テーマ毎に，授業内容についてのレ

ポートを作成する。摂大教員も教室に常駐し、授業の補助と成績評価を分担する。授業は挨拶に始まり、挨拶で終わるので遅刻は厳禁。なお、1

～8 回目までは 120 分授業とする。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会が学生に何を求めているのかを体得し、職業意識を高め、自発的に能力向上を行えるようになる。就職後ただちに、社会人・企業人としての

適切な行動が取れるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

企業・製造業・仕事の基本と

は① 

4 月 11 日（木） 

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する 

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途） 

2 

企業・製造業・仕事の基本と

は② 

4 月 18 日（木） 

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する 

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途） 

3 

企業・製造業・仕事の基本と

は③ 

4 月 25 日（木） 

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する 

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途） 

4 

企業・製造業・仕事の基本と

は④ 

5 月９日（木） 

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する 

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途） 

5 

企業・製造業・仕事の基本と

は⑤ 

5 月 16 日（木） 

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する 

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途） 

6 

企業・製造業・仕事の基本と

は⑥ 

5 月 23 日（木） 

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する 

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途） 

7 
品質教育① 

5 月 30 日（木） 

企業活動の命運をにぎる品質問題につ

いて、品質管理の基礎からＱＣ7 つ道具

の活用・具体実習等により、品質の重要

性を体得する 

----- 

8 
品質教育② 

6 月 6 日（木） 

企業活動の命運をにぎる品質問題につ

いて、品質管理の基礎からＱＣ7 つ道具

の活用・具体実習等により、品質の重要

性を体得する 

品質教育①～②の講義終了後、レポートを提出する

（書式は別途） 

9 
原価・コスト教育① 

6 月 13 日（木） 

企業活動の根幹を成す原価についての

基礎概念と原価管理の基礎知識を習得

する 

----- 

10 
原価・コスト教育② 

6 月 20 日（木） 

企業活動の根幹を成す原価についての

基礎概念と原価管理の基礎知識を習得

する 

----- 

11 
原価・コスト教育③ 

6 月 27 日（木） 

企業活動の根幹を成す原価についての

基礎概念と原価管理の基礎知識を習得

する 

原価・コスト教育①～③の講義終了後、レポートを

提出する（書式は別途） 

12 
課題解決教育① 

7 月 4 日（木） 

PDCA サイクルを回すことの重要性の習

得により、課題形成力・問題解決力を強

化する 

----- 

13 
課題解決教育② 

7 月 11 日（木） 

PDCA サイクルを回すことの重要性の習

得により、課題形成力・問題解決力を強

化する 

課題解決教育①～②の講義終了後、レポートを提出

のこと（書式は別途） 

14 
プレゼンテーションの方法 

7 月 18 日（木） 

プレゼンテーションの基礎知識を習得

する 

これまでの講義を総括して、全体討議・質疑応答で

のプレゼン資料作成を行うこと 

15 
全体討議・質疑応答 

7 月 25 日（木） 

14 回の講義を総括しての討議・質疑応

答を実施する 
最終報告として受講レポートを提出する。 

 

関連科目 『ものづくりインターンシップ実践』を履修する学生は、必ずこの科目を履修すること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    
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3    

 

評価方法 

（基準） 

課題レポート（6 回）と受講レポート 50％、授業姿勢（積極性）20％、全体討議（プレゼンテーション）10％、期末試験 20％にて総合評価を行

う。 

学生への 

メッセージ 

日本を代表する企業であるパナソニック（株）と共同で実施する研修を受講して、社会と企業は学生に何を求めているのかを知り、職業人として

の基礎知識を身につけ、社会人になるための意識転換をしましょう。この科目を履修する学生は、この科目と「ものづくりインターンシップ実践」

を同時に受講することが前提です。 

担当者の 

研究室等 
12 号館６階 坂本教授室 

備考 

毎回の講義内容を振り返りのための学習毎回 1 時間程度。 レポート各回 3 時間程度，プレゼン準備と期末試験のための学習 20 時間程度。全体

討議におけるプレゼンテーション資料作成のため，2 回 実習前指導を実施する（7/11(木), 7/18(木)6 限目）。 

 

パナソニック講師：佐藤哲志、山下秀行、斎藤遵、町田秀人 

教
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科目名 ものづくりインターンシップ基礎 科目名（英文） Internship for Manufacturing Basics 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 楢橋 祥一 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

本科目は、夏期の「ものづくり海外インターンシップ」で実際に海外に渡航し、海外で実習を受けるために必要な英語力やマナー、現地の予備知

識（社会・文化等）、協同作業能力などを身につけるための講義である。日本の企業がますますグローバル化する中で、国際的視野と素養を身に

付けた人材はますます必要となっている。本科目では、将来グローバルに活躍できる人材の育成を視野に入れ、海外事情や企業のグローバル化の

実態、持続可能な開発の在り方を学ぶほか、英語によるコミュニケーション力や海外での企業や大学の人たちと交流・研究する際の社会人として

のマナーなどについて養成する。これらの各項目の要点について、企業での業務・海外渡航経験を有する授業担当者により講義する。 

到達目標 
(1)海外事情が理解できる。(2)海外渡航の手順や手続きが理解できる。(3)グローバル企業の現状が理解できる。(4)海外インターンシップ先の事

情が理解できる。(5)英語による基本的なコミュニケーションができる。(6)社会人としてのマナーが身につく。 

授業方法と 

留意点 

講義名称が「ものづくり」であるが、専門知識は特に必要としないので参加学生は専門分野も、文系・理系も問わない。また、男女も問わない。

本講義は、夏期の「ものづくり海外インターンシップ」の準備のための講義とする。夏期の実習先の受け入れ人数に制限があるため、希望者多数

の場合は理工学部インターンシップ委員会において受講者を選定する。講義室内ではできるだけ、日本語を使わないようにする。 

科目学習の 

効果（資格） 

英語による基本的なコミュニケーション力が身につく。TOEIC や英検などを受験する契機となる。また、社会人としてのマナーが身につく。海外

における実体験ができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

ガイダンス、海外渡航手続き

概要、英語コミュニケーショ

ン 1 

パスポート、チケット予約（航空機、ホ

テル）、保険、海外渡航準備、英語によ

る自己紹介 

事前：海外渡航手続き調査（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

2 

海外事情、日系企業のグロー

バル化、英語コミュニケーシ

ョン 2 

英語による自己紹介発表、海外の文化、

経済、グローバル化事情 

事前：英語での自己紹介準備（1 時間）事後：課題

レポート作成（1 時間） 

3 
研修先 事前調査、英語コミ

ュニケーション 3 

英字新聞記事の調査、文化、歴史、経済

事情，企業・大学 

事前：研修先の英字新聞調査（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

4 格差社会の問題 
これからのグローバル人材として必要

な素養を考える、ビデオ鑑賞など 

事前：格差社会の調査（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

格差社会の問題について、レポート提出 

5 
社会人基礎力、英語コミュニ

ケーション 4 

社会人として必要な基礎力、英語による

日本の紹介発表 

事前：英語での日本紹介準備（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

6 英語コミュニケーション 5 
海外渡航、海外生活、大学紹介、専門科

目の紹介 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

7 英語コミュニケーション 6 
研修先企業、大学の調査、英語による発

表、英語によるワークショップなど 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

8 英語コミュニケーション 7 
海外研修を想定したグループ実習 1、テ

クノセンター見学、ヒヤリングなど 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

9 英語コミュニケーション 8 
海外研修を想定したグループ実習 2、テ

クニカルニュースのリスニングなど 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

10 英語コミュニケーション 9 
海外研修を想定したグループ実習 3、テ

クニカルニュースの発表など 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

11 英語コミュニケーション 10 
海外研修を想定したグループ実習 4、英

語フレーズ集の作成など 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

12 英語コミュニケーション 11 
海外研修を想定したグループ実習 5、英

語フレーズ集の作成など 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

13 マナー実習 
挨拶、礼儀、服装、ミーティング、質疑、

懇親会、感謝、気配り、機転 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

14 海外渡航、海外生活 
渡航準備、入出国、習慣、食生活、健康

管理 

事前：予習プリント学習（1 時間） 

事後：課題レポート作成（1 時間） 

15 英語による成果発表 まとめ 
事前：成果発表の準備（1 時間） 

事後：成果発表の反省（1 時間） 

 

関連科目 ものづくり海外インターンシップ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
課題レポート 60%、取組み姿勢 20%、成果発表 20%として評価を行う。 

学生への 

メッセージ 

これまでに「ものづくり海外インターンシップ」を受講した学生は、海外実習後に顕著な成長が認められるので大いにチャレンジしてほしい。授

業方法、留意点にも記載のとおり、参加学生は専門分野も、文系・理系も問わない。また、男女も問わない。 

担当者の 

研究室等 
1 号館 4 階 楢橋教授室 

備考 【共同担当者】 楢橋教授（E 科）、原教授（M 科）、木多教授（A 科）、白鳥准教授（R 科）、理工学部インターンシップ委員会委員 

教
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科目名 身近な犯罪から自分、家族、まちを守る 科目名（英文） Neighborhood Crime Prevention 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 中沼 丈晃 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

私は、地域における防犯を研究し、自分自身も、研究室の学生とともに、青パト（青色回転灯をつけた自主防犯パトロールカー）で毎日、子ども

の見守り活動を行っている。そうした研究者として、普段一番接する学生に、犯罪の実態を知ってもらい、少しの注意と手間で犯罪から身を守れ

ることをわかってほしくて、この講義を開講することとした。加えて、それほど気負わなくても、防犯ボランティアとして社会貢献できる方法が

あることも紹介したいと考えている。 

学科の学習・教育目標との対応：工学部[A]，理工学部［II］ 

到達目標 
この授業を通じて学生には、自分と家族の身近でどんな犯罪が起きているか知り、どのような対策が必要かわかるようになることが期待される。

防犯ボランティアへの参加の動機づけが大きくなればなおよい。 

授業方法と 

留意点 

とにかく実際の事件を取り上げて、加害者の視点、被害者の視野、発生した場所・時間の特徴、警察や行政、学校、ボランティアの動きを具体的

に説明する。そして、いま推奨されている防犯対策を紹介する。警察の防犯実務者や、活躍する防犯ボランティア団体の世話役の方をお招きした

インタビュー講義も交えていく。 

科目学習の 

効果（資格） 

各自が自分で、家庭で防犯対策をして、犯罪から身を守れるようになってもらうのが第一である。防犯ボランティア参加の動機づけにもなるだろ

う。職業では、当然、警察官の仕事の視点がわかる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
昨年起きた犯罪はどのよう

な特徴があったのか？ 

昨年起きた具体的な犯罪例を取り上げ

て、どのような人・物が、どういう理由

でねらわれているのか探る。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

2 

犯罪にはどのような種類が

あり、どうやって数えるの

か？ 

刑法上は同じ窃盗でも、ひったくり、自

転車盗、車上ねらいなどさまざまな手口

がある。１件の窃盗でも、起きた数、警

察に届けられた数、検挙された数があ

る。こうした手口の分け方や数の数え方

を説明する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

3 
犯罪はなぜ起こるのか？ど

うやって減らすのか？ 

悪い人がいるから犯罪が起こるのか、す

きがある人がいるから犯罪が起こるの

か、犯罪が起きやすい場所・時間がある

から犯罪が起こるのか、それぞれの理屈

を確かめてみる。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

4 

大阪の治安はどのくらい悪

いのか？どのように防犯対

策を進めているのか？ 

大阪府は、他の都道府県に比べてどのよ

うな犯罪が多いのか、人口の多さを考慮

するとどうなのか説明する。「オール大

阪」で街頭犯罪ワースト１を返上する取

り組みを紹介する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

5 

街頭犯罪－－ひったくり、自

転車盗、車上・部品ねらいを

中心に 

一番身近な街頭犯罪について、どういう

人・物が、どういった状況でねらわれて

いるのか、どういう人が犯罪を行ってい

るのか説明する。ついで、ひったくり防

止カバー、シリンダー錠などの防犯対策

の効果について紹介する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

6 
住宅への空き巣、忍び込み、

居空き 

泥棒は、空き巣に入る家をどのように物

色し、どうやって侵入し、何を盗んでい

くのか解説する。最近の防犯住宅、防犯

マンションの取り組みを紹介する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

7 
性犯罪－－街頭での強制わ

いせつ、痴漢、公然わいせつ 

大阪府は性犯罪が深刻な自治体である。

犯罪者は、どんな人・場所をねらって性

犯罪に及ぶのか説明する。女性の学生が

今日からすべき防犯対策を紹介する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

8 子どもをねらった犯罪 

子どもに対する犯罪について、過去に大

きな社会問題になった殺傷事件から、日

常的に起きているわいせつ、声かけ、つ

きまといまで、実態を具体的に説明す

る。そして、子どもの安全を守るために

各地で行われている取り組みを紹介す

る。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

9 
ストーカー、DV（配偶者から

の暴力） 

ストーカーや DV は、個人間の問題に関

わるので、対応の判断が難しい。しかし、

大きな事件につながれば、対応の遅さ、

まずさが批判されやすい。過去の事件の

経緯を紹介して、深刻な問題への展開を

防ぐために現在行われている対策を説

明する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

10 

詐欺－－高齢者をねらった

振り込め、オレオレ、リフォ

ーム詐欺など 

昨年、急激に増え、手口が次々と変わる

高齢者をねらった詐欺を取り上げる。背

景にどのような組織があるのか、どうし

て防犯が難しいのか、実例に即して説明

する。若い私たちにできる協力も紹介す

る。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

11 

サイバー犯罪－－子どもや

学生が巻き込まれるネット

犯罪 

子どもが巻き込まれる出会い系サイト

やネットゲームでのなりすまし、大学生

も被害を受けている偽サイトでのショ

ッピング詐欺、ネットバンクでの ID、

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 
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パスワード盗難など、身近なサイバー犯

罪を取り上げる。 

12 違法ドラッグの実態と対策 
違法ドラッグについて、その危険性、販

売の実態、取締の方法を紹介する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

13 防犯カメラの普及と効果 

急速に普及した防犯カメラについて、普

及の背景と経緯、技術の進歩、個人情

報・プライバシーとの関係、防犯効果の

考え方を説明する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

14 防犯ボランティアの活動 

近年の犯罪対策の最大の特徴は、民間の

ボランティア団体の活性化である。地域

での子ども見守り隊、青パト活動、学生

防犯ボランティアなど、最近の各地、各

世代の防犯ボランティアの活動を紹介

する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

15 警察官の仕事の実際 

犯罪が起きれば捜査し検挙する。犯罪が

起きないように市民や企業に防犯をう

ながす。それを職業とする警察官の仕事

の実際を紹介する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

 

関連科目 法学部「刑事政策」「経済刑法」「地域防犯政策」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
定期試験(70％)、講義毎回の確認ペーパー(30％)の合計によって評価する。 

学生への 

メッセージ 

勉強以前に、自分、家族、まちを身近な犯罪から守るために、ぜひこの講義を受講してほしいと願っている。そして、できるところからでよいの

で、講義で知った防犯対策をしてもらいたい。警察官志望者には、近年、警察でも人気の仕事になりつつある防犯の実務がわかるという意味で、

興味を持ってもらえると思う。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 9 階 中沼研究室 

備考 講義毎回の確認ペーパーの正解の提示や、そこに書かれた意見の紹介はポータルサイトを通じて行う。 

教
養
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科目名 ものづくりインターンシップ実践 科目名（英文） Internship for Manufacturing Practice 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 坂本 淳二 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

『ものづくりインターンシップ基礎』 の実践コースである。 『ものづくりインターンシップ基礎』 で学んだ内容をパナソニックのモノづく

り現場で具体実習・実践することにより、 更なる理解を進め、習得して自らの強みとすることを目的とする。 

なお，本授業は，パナソニック人材開発カンパニーの講師陣による生産，製造の実践を通して，企業における目標達成のプロセスを体得する

ものである． 

到達目標 
(1)生産革新・改善を体験，理解することができる。(2)製造業の成り立ち・仕組みを体験，理解することができる．(3)チームワーク・ＱＣＤ

問題を体験，理解することができる。(4)パナソニックの工場を見学する。(5)研修成果を発表する。 

授業方法と 

留意点 

『ものづくりインターンシップ基礎』で学んだ内容を体験するため、パナソニック（株）人材開発カンパニーで、計７日間の宿泊実習を行な

う。また、事前指導として『ものづくりインターンシップ基礎』のまとめを行い、事後指導として実習で得られた成果の定着をはかるために

プレゼンテーションによる報告を行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

直前指導 

・1 回目 ものづくりインターンシップ基礎のまとめ，ものづくりインターンシップ実践の準備 7/18（木） 6 限目 

・2 回目 ものづくりインターンシップ基礎全体討議プレゼンテーション指導 7/25（木） 6 限目 

 

宿泊実習（パナソニック人材開発カンパニー） 

・1～3 日目 

【授業テーマ】 

生産革新演習 

【内容・方法等】 

1 個流しセル生産のロールプレイを通じて、生産革新実践・方法等を体得する。（グループ演習） 

【事前・事後学習課題】 

演習終了後、レポートを提出のこと 

 

・4～5 日目 

【授業テーマ】 

モノづくりシュミレーション演習 

【内容・方法等】 

四角錐製作を通じて、製造業の成り立ち・しくみを習得（設計～生産）し、目標達成のためのチームワーク・QCD 問題意識の重要性を体得す

る。（グループ演習） 

【事前・事後学習】 

演習終了後、レポートを提出のこと 

 

・6 日目 

【授業テーマ】 

工場見学 

【内容・方法等】 

パナソニックのモノづくりを工場見学を通じて体得する。（2 工場） 

【事前・事後学習課題】 

見学終了後、レポートを提出のこと 

 

・7 日目 

【授業テーマ】 

研修成果報告会 

【内容・方法等】 

研修成果報告会の実施。（グループ単位） 

【事前・事後学習課題】 

グループ単位でプレゼン資料をまとめておくこと 

 

実習中指導 

・8 月 31 日（土） 1～4 限目 プレゼンテーション指導 

 

実習後指導 

・1 回目 体験報告書の添削指導 

・2 回目 研修成果報告会（2 回目）に向けたプレゼンテーション指導 

・3 回目 研修成果報告会（2 回目）に向けたプレゼンテーション指導 

・4 回目 研修成果報告会（2 回目） 

・5 回目 全体報告会 学生代表者の発表・質疑 

・6 回目 全体報告会 企業管理者の講演と講評 

関連科目 ものづくりインターンシップ基礎 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 実習成果 40%、研修成果報告会（2 回）20%、実習最終レポート 10%、体験報告書 10%、実習・授業態度 20%とした総合評価を行なう。 
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（基準） 

学生への 

メッセージ 
この科目は「ものづくりインターンシップ基礎」を同時に受講することが前提です。 

担当者の 

研究室等 
坂本教授室（12 号館 6 階） 

備考 

期間：2019 年 8 月 26 日（月）～8 月 30 日（金）、9 月 2 日（月）～9 月 3 日（火） パナソニック（株）人材開発カンパニーでの宿泊研修で

す。8 月 31 日（土）には摂南大学でプレゼン資料を作成します。その間、パナソニック㈱社員の、朝礼、ランニングにも参加します。ジーン

ズ、スリッパは禁止。ランニングできる履物、着替えが必要です。学生負担金・食費等は別途徴収します。 

 

【事前事後学習】 

レポート作成，プレゼン準備としての学習時間：20 時間程度。 

 

 【担当者】 

パナソニック講師：佐藤哲志、高岡清、熊本義久、西尾幹夫 

教
養
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科目名 ものづくり海外インターンシップ 科目名（英文） International Internship for Manufacturing 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 楢橋 祥一 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

 日本の企業がますますグローバル化する中で、国際的視野と素養を身に付けた人材はますます必要となる。本科目は、「ものづくり海外イン

ターンシップ」と呼び、世界展開をしている「ものづくり企業」の海外工場において具体的に実習体験をすることにより、グローバル企業の

現状を理解するとともに、自らの視野と経験を広げることを目的とする。研修先は東南アジアおよび北米とする。研修先によっては、海外の

大学でワークショップ体験も含める。企業での業務経験を有する授業担当者により、ものづくりおよび英語によるコミュニケーションの要点

を講義する。 

到達目標 
(1)グローバル企業の現状が理解できる。(2)英語による基本的なコミュニケーションができる。(3)海外でのものづくりの工程を体験できる。

(4)チームワークを体験できる。(5)国際的視野を広げられる。(6)研修成果が発表できる。 

授業方法と 

留意点 

東南アジアは、タイ、フィリピン、ベトナムを、北米は、アメリカを予定している。受講者はいずれかの企業において、本学の夏休み中に往

復を含めて約１０日間（予定）の現場実習を行う。実習後にレポート作成および海外実習の成果報告会を行う。講義名称が「ものづくり」で

あるが、専門知識を特に必要としないので、参加学生は専門分野も、文系・理系も問わない。また男女も問わない。実習先の受け入れ人数に

制限があるため、希望者多数の場合は理工学部インターンシップ委員会において選定する。なお、本講義を受講する学生は、前期の「ものづ

くりインターンシップ基礎（海外班）」の受講を必須とする。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

直前指導 

 ものづくり海外インターンシップ基礎の全体報告会に向けたプレゼンテーションの指導、海外実習の準備など 

 

海外実習 

・1～2 日目 

【授業テーマ】移動、オリエンテーション 

【内容・方法等】研修先の概要、オリエンテーション、語学（英語）研修など 

【事前・事後学習課題】実習終了後、レポートを提出のこと 

 

・3 日目 

【授業テーマ】企画・設計部門実習／ワークショップ 

【内容・方法等】ものづくり工程の上流である企画・設計部門。 

【事前・事後学習】実習終了後、レポート、アイディアスケッチなどを提出のこと 

 

・4～5 日目 

【授業テーマ】製造工場見学 

【内容・方法等】関連工場、施設、建築、デザイン作品の見学、現地協同プロジェクト、現地現地従業員・大学生との交流会に参加する。交

流会では、英語によるコミュニケーションを行う。 

【事前・事後学習課題】交流会終了後、レポート、アイディアスケッチなどを提出のこと 

 

・6～8 日目 

【授業テーマ】製造系実習 

【内容・方法等】製造系の加工、組立、検査・品質管理など。（グループ演習） 

【事前・事後学習課題】実習終了後、レポートを提出のこと 

 

・9～10 日目 

【授業テーマ】研修成果報告会、移動 

【内容・方法等】グループ単位でパワーポイントによるプレゼンテーション、または部分模型やその他手法を用いてプレゼンテーションして

もよい。 

【事前・事後学習課題】実習終了後、最終レポート、または各グループで研究成果ポスター、または梗概作成を提出すること。 

 

実習後指導 

・1 回目 最終レポート（体験報告書）の添削指導 

・2 回目 成果報告会に向けたプレゼンテーション指導 

・3 回目 全体報告会 学生代表者の発表・質疑 

・4 回目 全体報告会 企業管理者の講演と講評 

関連科目 ものづくりインターンシップ基礎 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

評価方法 

（基準） 

海外現地研修 60%（実習記録簿 20%、実習・授業態度 20%、実習成果プレゼン 20%）、実習前後の学習 5%、実習最終レポート 10%、体験報告書

10%、成果報告会（2 回）15%として評価を行う。 

学生への 

メッセージ 

これまでに受講した学生は、海外実習後に顕著な成長が認められるので、大いにチャレンジしてほしい。授業方法、留意点にも記載のとおり、

参加学生は専門分野も文系・理系も問わない。また、男女も問わない。実習先の受け入れ人数に制限があるため、希望者多数の場合は、理工

学部インターンシップ委員会において参加者を選定する。本講義を受講する学生は、前期の「ものづくりインターンシップ基礎（海外班）」の

受講を必須とする。 

担当者の 

研究室等 

１号館４階 楢橋教授室 

１号館５階 原教授室 

８号館３階 木多教授室 

12 号館 7 階 白鳥准教授室 

備考 

【注意事項】研修予定期間：2019 年 8 月中旬（研修先の都合により変更する場合があります。） 

航空運賃、宿泊費、保険代などは自己負担となります。 

【事前事後学習】レポート作成、復習の学習時間：20 時間程度 

【共同担当者】 楢橋教授、原教授、木多教授、白鳥准教授、理工学部インターンシップ委員会委員 

教
養
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科目名 ダイバーシティとコミュニケーション 科目名（英文） Diversity and Communication 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 石井 三恵 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生には、 

１）グローバル社会では、日本人の従来の常識では予測のつかない疑問点が溢れていることを知る。 

２）「境界線」も一つの視野では理解できないことをわかる。 

３）さまざまな差異を理解するためには、ダイバーシティ（多様性）を尊重し、受け入れ、積極的に活かすことが大切であることを事例を通して

学ぶ。 

４）ジェンダーの基本的理解はもちろん、ビジネスにおけるダイバーシティマネジメントをジェンダー視点で俯瞰する。 

容認ることが期待される。 

 

なお、講義は担当講師の民間企業社員、自治体職員として業務経験及び、NPO 法人の理事、高等教育での教育ならびに経営の経験を活かした内容

も含まれる。 

到達目標 
ダイバーシティ理解に欠かせないコミュニケーション手法の一つであるアサーティブネス理論を中心に理解を促進させ、そのスキルを学ぶことに

よって社会生活に活かすことを目標とする。 

授業方法と 

留意点 
第一に学問的探究をもち、偏見なく学ぶ姿勢が必要であり、第二に積極的に参画する意識を持つことを求める。 

科目学習の 

効果（資格） 

・ダイバーシティマネジメントにおける社員教育の在り方を理解することができる。 

・「ソーシャル・イノベーション副専攻課程」の「アドバンスト科目」の「共通」分野に位置している科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
・ダイバーシティの世界へようこそ 

・政策提言へ向けて 

・事前学修：ダイバーシティに関して、調べること

（１時間） 

・事後学修：身近なダイバーシティに対する気づき

に関してレポートを作成すること（３時間） 

2 ダイバーシティと境界線 ・ウチとソトの感覚 

・事前学修：私たちの周りにある伝統や習慣につい

て考えること（２時間） 

・事後学修：「ウチとソト」に関するレポートを作

成をすること（２時間） 

3 ジェンダー視点 

・フェミニズム×女性学＋男性学＝人間

学 

・時代を生きた女性たち 6 名に関して調

査 

・事前学修：フェミニズムの歴史的背景を理解し、

近年話題のエコフェミニズムについて調べること

（２時間） 

・事後学修：活躍した女性たちに関してグループで

文献調査し、まとめること（２時間） 

4 日本の近代化 

・明治の落とし物 

・グループで時代を生きた女性たちに関

するプレゼンテーション 

・事前学修：明治・大正・昭和の歴史年表を作成す

ること（２時間） 

・事後学修：明治・大正・昭和の世相と時代を文学

の世界から垣間見ることによって、現代にも残存し

ている慣習に関してレポートを作成すること（２時

間） 

5 国際統計比較 
・ジェンダーギャップ 

・ジェンダーエンパワーメント指数 

・事前学修：国際的統計から、日本の置かれた位置

を確認し、何が問題であるか考えること（２時間） 

・事後学修：国際的統計から理解できたことに関し

てレポートを作成すること（２時間） 

6 性役割の形成① 
・発達段階における「刷り込み」 

・DV/デート DV 

・事前学修：性役割を理解し、幼児期から振り返る

こと（２時間） 

・事後学修：自らの「刷り込み」体験に関するレポ

ートを作成すること（２時間） 

7 性役割の形成② 

・結婚と母性信仰 

・妊娠と出生前診断 

・優生保護法と母体保護法 

・「親になること」と「親であること」

の相違 

・事前学修：共同作業である結婚の意味を見直すと

同時に、親役割に関して考えること（２時間） 

・事後学修：自らの結婚観に関するレポートを作成

すること（２時間） 

8 
「らしさ」とセクシャル・ポ

リティクス 

・M 字型労働力率曲線とビジネスマイン

ドの形成 

・格差と二極分化 

・事前学修：日本と世界を比較しながら、女性労働

について考えること（２時間） 

・事後学修：M 字型労働力率曲線の底を上げるため

の提言レポートを作成すること（２時間） 

9 
男女共同参画社会とワーク

ライフバランス 

・ジェンダーマネジメント 

・働き方改革 

・事前学修：ワークライフバランスとは何か、政府

の見解を調べること（２時間） 

・事後学修：ワークライフバランスが必要な理由を

まとめ、レポートを作成すること（２時間） 

10 中間プレゼンテーション 
・各自決めたテーマに関して調査考察し

た結果を発表する 

・事前学修：調査考察し、発表準備をすること（２

時間） 

・事後学修：議論した結果などを加筆し、最終プレ

ゼンに向けて練習すること（２時間） 

11 アサーティブネス理論① 

・世界中でアサーティブネスが用いられ

る理由 

・政策提言へ向けての中間レポート提出 

・事前学修：アサーティブネスについて調べること

（２時間） 

・事後学修：アサーティブに話す練習をすること（２

時間） 

12 アサーティブネス理論② 
・スキルの必要性を理解し、身に付ける

ことを試みる 

・事前学修：アサーティブネス理論を実生活に活か

す事例を考えること（２時間） 

・事後学修：アサーティブネス理論を使うことによ

る自身の変化についてレポートを作成すること（２

時間） 
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13 
ダイバーシティマネジメン

ト① 
・企業比較から政策提言へ 

・事前学修：企業が必ず取り入れているダイバーシ

ティマネジメントについて、事例研究すること（２

時間） 

・事後学修：興味のある企業のダイバーシティマネ

ジメントに関してダイバーシティの視点からの政

策提言に関するレポートを作成すること（２時間） 

14 
ダイバーシティマネジメン

ト② 

・政策提言プレゼンテーション 

・自由討議 

・事前学修：事例研究した内容をプレゼンテーショ

ンできるよう練習すること（２時間） 

・事後学修：事例研究した内容をより上手くプレゼ

ンテーションできるよう練習すること（２時間） 

15 まとめ 
・最終レポート提出 

・まとめ 

・事前学修：ダイバーシティ・マネジメントについ

て述べられるようまとめること（２時間） 

・事後学修：ダイバーシティ・マネジメントが必要

である理由について述べられるようまとめること

（２時間） 

 

関連科目 「ソーシャル・イノベーション副専攻課程」の「アドバンス科目」の「共通」分野に位置している科目である。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 共に学ぶ女性学 石井三恵 泉文堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ジェンダーで学ぶ社会学 伊藤公男 世界思想社 

2 よくわかるジェンダー・スタディーズ 木村 涼子 他 ミネルヴァ書房 

3 性と法律 角田 由紀子 岩波新書 

 

評価方法 

（基準） 
ロールプレイ（20%）、プレゼンテーション（30%）、レポート（50％）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

皆さんの身近に存在している不思議を解き明かすカギが女性学、フェミニズム、ジェンダー論、そしてダイバーシティにあります。私たちは生ま

れも育ちも異なることから考え方も異なるように、外国の方にもにそれが当てはまり、みな同じ問題を抱えています。社会的弱者と呼ばれる私た

ちの身近な事例を通して、人としての生きる権利とは何かを考えてみませんか。 

担当者の 

研究室等 
７号館５階 教育イノベーションセンター（石井） 

備考 
予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。ロールプレイ、プレゼンテーション、レポート作成のための学習時間を含め、総時間数で 60 時間程

度を目安とする。 

教
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科目名 犯罪被害者の支援と法的救済 科目名（英文） Legal Remedies for Victims of Crime 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 小野 晃正 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

・日常的な人間関係や医療過誤を通じて、何らかの犯罪の被害者となった場合、犯罪被害者はどのような対処をとることができるだろうか。 

 

・たとえば、医療機関における医療ミス、交友関係をめぐって生じるストーカーやデート DV の被害、近親者からの精神的・肉体的な虐待、学生

をカモにする巧妙な儲け話から起因する詐欺被害（マルチ商法）、とりわけ男子学生が陥りやすい出会い系を通じた美人局被害、あるいは、家族

が犯罪に遭うことによる経済的損失ないし被害など、事例を挙げればきりがない。 

 

・近年、わが国でも犯罪被害に遭った者を支援する制度が構築されつつある。 

しかし、わが国ではこうした支援ないし救済策が講じられてこなかった期間が長すぎたため、多くの国民にその内容が浸透していない。そのため、

依然として被害者は泣き寝入りするか、何も打つ手をとらずに最悪の結果を招来することもある。 

 

・本講義では、自身や家族が犯罪被害者となってしまった場合、どのような救済策があるのかをわかりやすく解説し、被害を最小限度にとどめ、

さらには犯罪被害者に対する理解を深めることを目的とする。 

 

・犯罪被害者を論ずる前に、講義の数回を用いて、まず「加害者」の法的責任、「犯罪者」刑事責任、「犯罪者」の処遇、刑罰の正当化根拠、厳罰

化をめぐる諸問題など、犯罪被害者を講じる前提となる伝統的な刑事学の講義を行う。 

 

・法的知識は、時代を生き抜く上での一種の「転ばぬ先の杖」（教養）でもあるため、文系や理系を問わず、幅広い学生を履修対象とする。 

到達目標 

この講義を通じて学生には、 

「・「被害者」概念について説明できる 

 ・犯罪被害者の救済制度を挙げ、これを説明できる 

 ・犯罪被害者の支援制度について理解できる」 

ようになることが期待される。 

授業方法と 

留意点 

・原則として講義形式で行うが、教員からの一方通行的な講義にならぬよう、学生と教員双方の理解を深めるため、質疑応答をミニッツペーパー

を通じて行う。 

科目学習の 

効果（資格） 

・万が一に犯罪の被害に遭ったとしても、泣き寝入りすることなく、正当な手法による被害回復や救済手段を身につけることができる。 

・公務員や法律事務所などへの就職に役立ちうる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

ガイダンス 

「加害者」と「犯罪者」 

「被害者」と「犯罪被害者」 

・授業の進め方と文献紹介 

・「加害者」の法的責任 

・「加害者」と「犯罪者」 

・「被害者」の意義 

・「犯罪被害者」の意義 

・教科書の入手  

事前：教科書第 1 章をあらかじめ読むこと（2 時間） 

事後：「犯罪被害者」とは何かについてノートにま

とめること（2 時間） 

2 少年犯罪の被害者 ・少年法と被害者救済 

事前：教科書第 6 章「少年犯罪」をあらかじめ読む

こと（2 時間） 

事後：「少年犯罪からの被害者救済」についてノー

トにまとめること（2 時間） 

3 性犯罪の被害者 ・性犯罪被害特有の問題点 

事前：教科書第 6 章「性犯罪」をあらかじめ読むこ

と（2 時間） 

事後：「性犯罪被害の特殊性」についてノートにま

とめること（2 時間） 

4 
ドメスティックバイオレン

ス（ＤＶ）の被害者 
・ＤＶ被害の特殊性 

事前：教科書第 6 章「ＤＶ」をあらかじめ読むこと

（2 時間） 

事後：「ＤＶ被害の特殊性」についてノートにまと

めること（2 時間） 

5 ストーカー犯罪の被害者 ・ストーカーへの対抗手段 

事前：教科書第 6 章「ストーカー犯罪」をあらかじ

め読むこと（2 時間） 

事後：「ストーカー被害の特殊性」についてノート

にまとめること（2 時間） 

6 

インターネット犯罪の被害

者 

 

刑事公判と被害者 

・インターネット犯罪被害の特殊性 

事前：教科書第 6 章「インターネット犯罪」をあら

かじめ読むこと（2 時間） 

事後：「インターネット犯罪被害の特殊性」につい

てノートにまとめること（2 時間） 

7 児童虐待の被害者救済 ・児童虐待の意義 

事前：教科書第 6 章「児童虐待」をあらかじめ読む

こと（2 時間） 

事後：「児童虐待被害の特殊性」についてノートに

まとめること（2 時間） 

8 触法精神障害者からの被害 ・精神障害者の加害行為と対処法 

事前：教科書第 6 章「触法精神障害者」をあらかじ

め読むこと（2 時間） 

事後：「触法精神障害者からの被害の特殊性」につ

いてノートにまとめること（2 時間） 

9 犯罪被害救済総論① 

・被害届と告訴・告発の効果 

・加害者との示談交渉 

・マスコミ対策 

・検察審査会 

・検察審査員 

・審査申立手続 

・検察審査会と被害者 

・起訴議決制度 

事前：教科書第 2 章「刑事手続きの流れ」をあらか

じめ読むこと（2 時間） 

事後：「刑事手続きの流れ」についてノートにまと

めること（2 時間） 

10 犯罪被害救済総論② 
・被害者による裁判傍聴と参加 

・被害者による記録の閲覧と謄写 

事前：教科書第 3 章「被害者参加制度」をあらかじ

め読むこと（2 時間） 
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・被害者における心情陳述 

・被害者等特定事項の非公開 

・遺影の持ち込みと公正なる刑事裁判 

事後：「被害者参加制度」についてノートにまとめ

ること（2 時間） 

11 犯罪被害救済総論③ ・損害賠償命令制度 

事前：教科書第 4 章「損害賠償命令制度」をあらか

じめ読むこと（2 時間） 

事後：「損害賠償命令制度の長所と短所」について

ノートにまとめること（2 時間） 

12 犯罪被害救済総論④ ・被害回復給付金制度 

事前：教科書第 4 章「被害回復給付金制度」をあら

かじめ読むこと（2 時間） 

事後：「被害回復給付金制度の長所と短所」につい

てノートにまとめること（2 時間） 

13 犯罪被害救済総論⑤ ・犯罪被害者等給付金支給制度 

事前：教科書第 7 章「犯罪被害者等給付金支給制度」

をあらかじめ読むこと（2 時間） 

事後：「犯罪被害者等給付金支給制度」についてノ

ートにまとめること（2 時間） 

14 犯罪被害救済総論⑥ 
・加害者情報へのアクセス 

・法テラス 

事前：教科書第 7 章「法テラス」をあらかじめ読む

こと（2 時間） 

事後：「法テラス」についてノートにまとめること

（2 時間） 

15 
重要事項のまとめと確認テ

スト 
重要事項のまとめ 

事前：教科書で取り扱った箇所をあらかじめ読むこ

と（2 時間） 

事後：重要事項についてノートにまとめること（2

時間） 

 

関連科目 
各学部開講の教養科目・・・法学入門、現代社会と法、日本国憲法 

法学部開講の専門科目・・・刑事法概論、刑法総論、刑法各論、経済刑法、刑事訴訟法、刑事政策、少年法、民法、民事訴訟法ほか 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 補訂版 犯罪被害者支援実務ハンドブック 

第一東京弁護士会犯罪被害者に

関する委員会 
東京法令出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 開講時に指示する。   

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
・定期試験（95％）および講義の理解を試すミニッツペーパー（5％）の合計によって評価する。 

学生への 

メッセージ 

・事件報道やその後の話、あるいは社会の問題に関心のある学生が受講することをおすすめします。知って得をすることがあっても、損はさせな

い内容です。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 10 階 小野准教授室 

備考 講義の理解を試すミニッツペーパーに対するコメントは次回講義の冒頭で行う。 

教
養
科
目

848



摂南大学シラバス 2019 

科目名 ライフサイエンスの基礎 科目名（英文） Introduction to Life Science 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 西矢 芳昭 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

ライフサイエンスの基礎知識は、医療、環境、食品分野などへの生物機能の応用、すなわちバイオテクノロジーと密接に係る。ライフサイエンス

およびバイオテクノロジーの知識を深めることで、最新の科学情報を理解できると共に、社会人として相応しい教養が身に付く。ライフサイエン

スの各分野を深く学ぶためにも役立つ基礎的知識を、各専門分野に精通した教員により概説する。 

また、企業で商品開発等に 20 年以上の実務経験を有する教員が、その経験を活かして生体物質の実用化に関する教育も行う。 

到達目標 教養としてのライフサイエンスの基礎的知識の理解 

授業方法と 

留意点 
配布資料に沿って、板書およびプロジェクターによる講義を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
生命科学の学習に必要な基礎的事項を理解することができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
概要説明 

特殊環境微生物学（西矢） 

授業の進め方を説明する。 

微生物や酵素に関する基礎知識・キーワ

ードを解説する。 

課題レポートまたは確認小テストを課す。 

2 糖質生化学（大橋） 

糖質にまつわる基礎知識・キーワード・

最新トピックについて、生化学的な見地

から解説する。 

課題レポートまたは確認小テストを課す。 

3 細胞生命生理学（宮崎） 

生物がいかにして環境に適応する仕組

み（ホメオスタシス）を獲得し、進化し

てきたのかについて解説する。 

課題レポートまたは確認小テストを課す。 

4 分子生物学（川崎） 

分子生物学にについて説明する。 

個体ゲノム制御機構に関する基礎知

識・キーワードを解説する。 

課題レポートまたは確認小テストを課す。 

5 環境分析学（青笹） 
食品因子の機能性と生活習慣病などの

健康との係わりについて解説する。 
課題レポートまたは確認小テストを課す。 

6 生命環境科学（長田） 
ライフサイエンスにおける植物につい

て解説する。 
講義後に小論文を課す。 

7 細胞機能学（船越） 
生物の構成単位である細胞の構造、種類

や機能について解説する。 
課題レポート、または確認小テストを課す。 

8 環境毒性学（木村） 

環境化学物質による健康リスクへのラ

イフサイエンスの係わりについて解説

する。 

課題レポートまたは確認小テストを課す。 

9 構造生物学（中嶋） 
生体分子がもつ分子構造を機能の関係

性について解説する。 
課題レポートを課す。 

10 共生機能材料学（松尾） 
タンパク質に対する水の必要性とその

機能について解説する。 
課題レポートまたは確認小テストを課す。 

11 分子細胞制御学（西村） 

多くの生命現象は「現在（いま）」を生

きるためだが，生殖は「未来」を作る現

象であり，具体的に生殖とは何かを解説

する。 

課題レポートまたは確認小テストを課す。 

12 生体触媒科学（井尻） 
生殖細胞におけるエネルギー代謝につ

いて解説する。 
課題レポートまたは確認小テストを課す。 

13 病態薬理学（居場） 薬理学の基本について解説する。 課題レポートまたは確認小テストを課す。 

14 動物生理学（向井） 
生物が環境の変化に適応するしくみに

ついて、昆虫を題材として解説する。 
課題レポートを課す。 

15 生体分子機能学（尾山） 
さまざまな機能性タンパク質について

解説する。 
確認小テストを課す。 

 

関連科目 生物学概論、生化学Ⅰ、生物無機化学、生物統計学 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義中の積極性、各回のレポートや知識確認テスト、小論文などで総合評価する。 

学生への 

メッセージ 
不明な点があれば、各回の担当教員に遠慮無く質問して下さい。 

担当者の 

研究室等 
１号館 ８階および９階 （理工学部生命科学科全専任教員） 

備考 
欠席・遅刻の扱いは理工学部の規定に従って処理する。 

事後学習に要する総時間の目安は１５時間 

教
養
科
目
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科目名 海外ビジネスインターンシップ 科目名（英文） Overseas Business Internship 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 西之坊 穂 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

 本学では、将来グローバル、あるいは地域で活躍する力を身につけた知的職業人の育成を目指している。 

そのためには、他者と自分の違いを理解し、相手を尊重するという姿勢が必要である。このような態度は国内においても修得可能であるが、

日本とは異なる文化、経済事情、生活習慣、価値観などもつ海外においてインターンシップを体験することにより、相手を正しく理解し、尊

重する姿勢、柔軟な発想力の必要性を実感し修得できる。この海外インターンシップでは、ダイバーシティ社会の中で、自分の考えを相手に

伝え、また相手の考えを理解できるコミュニケーション能力と自己の責任で自ら考え行動する自律心を育成する。 

 なお、授業担当者の一人は企業で人事経験を持ち、もう一人は旅行会社での実務経験を持ちます。パラダイス・バリ（旅行会社）の運営責

任者は日本人であり、現地人をマネジメントしているため、授業担当者の実務視点から学生に教授する。また、旅行会社の実務視点からも学

生に教授する。、 

到達目標 

・日本と相手国（インドネシア・バリ島）の歴史、文化、経済等の違いを正しく理解する。 

・異なる文化、価値観等を尊重する姿勢を修得する。 

・他国を理解することにより、日本についての理解を深め、日本が抱えている問題について深く考察する。 

・将来、グローバルに活躍するために、自分に欠けているものは何か、大学生活で何を学ぶべきか、体得する。 

授業方法と 

留意点 

研修先としてサラスワティ大学、ウプド第一高校、パラダイス・バリ（旅行会社）等を予定している。 

研修先により研修内容は異なり、求められる資質、英語能力が異なります。事前学習において各研修先について 

説明しますが、受講生自身も調査し、研修先を選択します。有意義なインターンシップにするためには、学生の希 

望と相手先の要望とのマッチングが非常に重要になります。そのため学生の希望は配慮しますが、学生が最初に 

希望した研修先に配属されるとは限りません。事前に充分面談を行い、話し合いの上決定します。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

事前学習は１０日を予定している。具体的には、ガイダンス、研修先の研修内容の解説、受け入れ先とのマッチング、バリ島の歴史、習慣、

経済状況などを各自調べ発表する。 

本事前学習では、グループ学習、ディスカッション、プレゼンテーションを繰り返し行う。最終的には、現地での各自の研修内容の事前準備

が完了するまで行う。 

  

 

現地実習 １０日（移動日含む） 

 1 日目      移動 

 2 日目      環境学習  マングローブセンターにて 

 3 日目      サラスワティ大学で国際交流会 

 4 日目～6 日目 各研修先にて各々インターンシップ研修実施 

  7 日目～8 日目 ウブド第一高校にてインターンシップ研修実施 

 9 日目      現地視察 

 １０日目     移動 

 

 研修内容は、研修先により環境問題に対する取り組み、日本語授業の SA、課外活動のサポート、の取り組みなど異なります。なお、研修先

のリクエストにより、環境問題、日本の歴史や文化紹介（茶道、書道、空手等）、旅行会社のパッケージツアーの企画など、内容が異なります。 

 

 

事後学習  ３日（資料の作成が間に合わない場合は、追加する） 

 報告書の作成、指導、報告会に向けたプレゼンテーション資料の作成、指導、全体報告会 

関連科目 外国語関連科目、世界の歴史、日本の歴史等 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

実習前の事前学習（10%)、海外現地研修 60%（実習記録 10%、実習態度 50%（研修先からの評価を勘案し、引率教員が 

評価する）、実習報告書（20%）、全体報告会のプレゼン(10%)で評価する。 

ただし、災害やテロ等により海外現地に行けなかった場合は単位を認定しない。 

 

学生への 

メッセージ 
参加を迷っている方は、遠慮なく田中先生や私の研究室に訪問して質問をしてください。 

担当者の 

研究室等 

11 号館８階   西之坊研究室 

11 号館８階   田中研究室 

備考 事前学習は、全体で 10 時間程度行うこと。 
 

教
養
科
目
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科目名 プロポーザル・デザイン 科目名（英文） Design and Proposal 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 北村 浩 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

新しい商品・サービスを共創型でいかに創造するか、企画の提案&設計（プロポーザル・デザイン）の方法論を学習する。特に、企業・消費者等

のアイデア・感性を融合する『デザイン思考（Design Thinking）』の手法により、多様なメンバーから成るグループ型の提案をどのように進める

のかを実践する。 

 

デザイン思考は、学部・専攻の枠を超えた汎用的な課題解決プロセスを提供し、多くの産官学で実践されている米国発の方法論で、新サービス有

形化の手段として、新市場の開拓を狙う関係者から注目を集めている。 

 

担当教員は、IT&コンサルティング企業で手掛けてきた国内・海外での多数の顧客企業向けのプロポーザル（提案書）の企画・デザインの推進実

績をもとに、課題解決を支援する視点・指針を示し、学生の主体的かつ自律的な学習活動を支援する。 

到達目標 

インターネットやソーシャルメディアの利活用を図り、新サービスを提供する業界・企業等の事例研究、提案活動の体験をとおして、提案を支援

するデザインに関するリテラシーとコミュニケーション力を育成する。主な目標は次の通り。 

 

1. サービス思考  どのようなサービスを提案し、いかにつくるのか（試作化）を試みる。 

2. 共創（コラボレーション） 異分野や立場の異なる人達と思考ベクトルを合わせ、新しい価値の創出を狙う。 

3. サービス提案 共創することで、アウトカム（成果）としてまとめて、プレゼンテーションで発信する。 

授業方法と 

留意点 

授業は、①講義（前半）、②グループワーク（後半）から成る。グループワークは、デザイン思考を適用したサービスデザインのケーススタディ

の演習に取り組み、ディスカッションやプレゼンテーション（グループまたは個人）を行う課題を指示する。ケーススタディは、現代社会の公私

の活動で接することの多い IT サービスデザイン事例に、グループワークで取り組み、デザイン思考の方法論による課題解決のプロポーザル（提

案）のリテラシーを高めることを学ぶ。質問は、対面に加え、指定する Web フォーム・質問共有システム（初回授業でガイド予定、締切厳守で毎

回運用する）にて記名式のものを対象に適宜回答する。 

 

グループワークで行うケーススタディ以外に、a. 個人向け課題の提示、b. 質問のクラス共有のために、携帯端末（スマートフォン）を持参する

ことを推奨する。 

科目学習の 

効果（資格） 

・サービスデザインの方法論の手順、グループワークによる共創活動の概観を理解することができる。 

・モノのデザインとサービスデザインの違いを理解して、後者への基礎的な素養を身につけることができる。 

・他学部の異分野・専攻者とのグループワークによる意見交換と創造の機会に慣れ親しむことができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

・授業ガイダンス 

・『デザイン思考（Design Thinking）』

とは何か 

・デザインファームの役割 

事後学習：イントロダクション内容から質問を Web

フォーム入力する。（標準学習時間：0.5 時間） 

2 サービスデザイン 

・サービスデザイン 

・人間中心のデザイン 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：日常接する IT サービスを列挙し、役割

と特徴を、1 ページに要約する。（標準学習時間：1

時間） 

3 ヒトの視点の適用デザイン 

・サービスの人間の感性 

・IT サービスデザイン 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：参考文献の『デザイン思考』（前半）概

観を読んで、1 ページに要約する。（標準学習時間：

1.5 時間） 

4 市場とプロポーザルの視点 

・市場におけるプロポーザルの意味 

・プロポーザルの視点 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する IT サービス事例のネット検索・

調査を行って、1 ページに要約する。（標準学習時

間：1.5 時間） 

5 デザイン思考の概観 

・デザイン思考とシステム思考 

・デザイン思考の位置づけ 

・個人発表（プレゼンテーション） 

事前学習：指定する対面サービス事例のネット検

索・調査を行って、1 ページに要約する。（標準学習

時間：1.5 時間） 

6 顧客体験デザイン 

・顧客体験デザイン（カスタマーエクス

ペ リ エ ン ス デ ザ イ ン ： Customer 

Experience Design） 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：参考文献の『デザイン思考』（後半）概

観を読んで、1 ページに要約する。（標準学習時間：

1.5 時間） 

7 デザイン思考の手順 

・デザイン思考の手順 

・発見・定義・発想・実証 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する業界・企業のデザイン思考の適

用事例のネット検索・調査を行って、1 ページに要

約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

8 
デザイン思考のプロトタイ

ピング 

・サービスのプロトタイピング（試作） 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する業界・企業のデザイン思考の適

用事例のネット検索・調査を行って、1 ページに要

約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

9 
プロローザルのステークホ

ルダー 

・ステークホルダー 顧客、取引先、CMO

（chief marketing officer）、利益団体

（Interest Group） 

・個人発表（プレゼンテーション） 

事前学習：参考文献の『デザインの誤解』を読んで、

1 ページに要約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

10 プローザル（提案書） 

・プロポーザルの構成と目次 

・顧客の課題解決の提案 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：参考文献の『デザイン思考の誤解』を読

んで、1 ページに要約する。（標準学習時間：1.5 時

間） 

11 B2C/B2B とデザイン思考 

・B2C とデザイン思考 

・B2B とデザイン思考 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：指定する業界・企業のデザイン思考の適

用事例のネット検索・調査を行って、1 ページに要

約する。（標準学習時間：1.5 時間） 

12 デザイン思考の個別手法 

・思考の発散と収束 

・演繹法と帰納法 

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：参考文献の『デザイン思考の実践』を読

んで、1 ページに要約する。（標準学習時間：1.5 時

間） 

13 オープンデザイン 

・オープンデザイン 

・ビジネス実践事例  

・グループワーク&プレゼン 

事前学習：参考文献の『デザイン思考の社会実装』

を読んで、1 ページに要約する。（標準学習時間：1.5

時間） 

14 デザイン思考ビジネスの紹 ・デザインファーム企業の講演 事後学習：講演をとおして、何が理解でき、またど
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介 ・トークセッション んな疑問が生じたのかをWebフォーム入力する。（標

準学習時間：0.5 時間） 

15 まとめ 

・総括 

・小テスト 

・小テストフィードバック 

事後学習：総括と小テストの内容から質問を Web フ

ォーム入力する。（標準学習時間：0.5 時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

デザイン思考の先を行くもの ファン・ブイエン，ア

ネミック/ダールハウゼン，ヤープ/ザイルストラ，

イェル/ファンデル・スコール，ロース 

各務 太郎 
クロスメディア・パブリッシン

グ 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 デザイン思考が世界を変える ティム・ブラウン 早川書房 

2 IBM の思考とデザイン 山崎 和彦 丸善出版 

3 
オープンデザイン ―参加と共創から生まれる「つく

りかたの未来」 

ヴァン・アベル，バス/エバーズ，

ルーカス/クラーセン，ロエル/

トロクスラー，ピーター 

オライリージャパン 

 

評価方法 

（基準） 

平常点（15%）、個人課題（5%）、小テスト（10%）、期末テスト（70%）の累計による総合評価を行う。平常点は、ケーススタディのグループ課題（毎

回および不定期、授業時間内の提出）、指名者（個人・グループ）発表、積極的な質問、建設的な発言等の授業への参画の程度で評価する。授業

において、迷惑な私語、携帯機器の私用、遅刻等の進行を妨げる者、授業に無関係な行動を行う者については退室指示等で厳しく対処し、かつ成

績評価に反映する。授業の受講に集中すること。 

学生への 

メッセージ 

新サービスの発想を形にする方法論として、市場から注目を集めているデザイン思考を学習します。多様な視点で考察・提案を進め、異なる価値

観を有する人達との情報交流をとおして成果を導き出すアプローチに慣れ親しんでください。グループワークで共創する機会を主体的かつ自律的

に参画し、コミュニケーションをとおして触発し合う重要性を認識すること。グループでの自分の存在感が発揮できるように率先して問題の発

見・解決に取り組むこと。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階（北村教授室） 

備考 

指定座席での着席をお願いします。課題等のフィードバックについては、グループワークのケーススタディ、個人課題、小テストが主対象で、提

出後早期の授業の中で、書面（MS Office 形式）や学習支援ツール（Web フォーム形式）の媒体を使って、詳細を説明する。 

 

初回の授業ガイダンスでは、クラス運営法、日常学習方法、成績評価基準（評価マトリクス）の説明、ケーススタディ（グループ・個人）、課題

発表（プレゼンテーション）の実施要領、学習支援ツール（Web フォーム・質問共有システム）の使用方法を説明するので、必ず出席すること。

また、授業の出席回数の要件を満たさない者、成績評価にかかわる活動での不正行為者は、初回授業で示す評価基準に従った評価を行う。 
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科目名 ビジネスマナー 科目名（英文） Business Manners 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 奥田 和子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

ビジネス活動という場とそこで働く人間のビジネスワークについて概説し、企業等のビジネス組織において求められる資質・能力・技術について

考察を深める。 

企業等のビジネス組織において積極的なビジネス・コミュニケーションの必要性とそれを駆使しての人間関係調整の重要性について学ぶことを目

的とする。 

ホテル実務経験者として、対人技能やコミュニケーションスキルの重要性を伝え、また経営士としての観点から人間関係について話をします。 

到達目標 
クリエイティブなビジネスパースンとして求められる実務能力の開発とキャリア形成について探求し、「わかることからできること」への一致を

目標とする。 

授業方法と 

留意点 
ロールプレイやグループワークを多く取り入れるため、学生の積極的な参加が求められる。 

科目学習の 

効果（資格） 
社会人としての第一歩を踏み出すための素養が身に付く。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション 

－あいさつの重要性（理論と

実践） 

・授業のオリエンテーション 

・授業のルール 

・あいさつの真の意味とは 

・正しい基本姿勢を学ぶ 

・事前学修：ビジネスマナーとは何かを考える。 

・事後学修：ビジネスマナーの意義とは何か、400

字でまとめる。 

2 仕事の進め方と組織活動 

・定型業務と非定型業務 

・コスト意識とエコ活動 

・仕事の基本の 8 つの意識 

・話し方と聞き方 

・事前学修：仕事の基本の 8 つの意識について調べ

る。 

・事後学修：仕事の取り組み方の基本は何か、まと

める。 

3 目標設定と PDCA サイクル 

・目標設定（MBO) 

・PDCA とは 

・チームと個人の役割 

・事前学修：PDCA について調べる。 

・事後学修：あなたの日常生活における MBO とと

PDCA を考え、まとめる（400 字以上）。 

4 スケジュールと出張業務 
・スケジュールの作り方 

・業務としての出張-YTT 方式- 

・事前学修：あなたの 1 週間予定表を作成する。 

・事後学修：あなたの予定表を作成提出し、改善点

をまとめる。 

5 ビジネスの場での敬語表現 

・基本的な敬語表現の復習 

・ビジネスの場での使用方法-TPO をも

とに- 

・事前学修：敬語プリント①をする。 

・事後学修：ケーススタディプリントをする。 

6 電話応対 

・ビジネスフォンの扱い方 

・5W2H から 6W3H へ 

・簡潔メモの作り方 

・不在処理と伝言 

・事前学修：電話応対プリントをする。 

・事後学修：ロールプレイングを繰り返す。 

7 来客応対 

・組織図と対応 

・簡単な応対から不在処理や重複処理ま

で 

・名刺交換 

・事前学修：来客応対プリント①をする。 

・事後学修：来客対応プリント②をする。 

8 ホウ・レン・ソウ 

・ビジネスにおける「報連相」 

・指示の受け方 

・業務の優先順位 

・事前学修：報告・連絡・相談の重要性について調

べる 

・事後学修：ロールプレイングを繰り返す。敬語プ

リント②をする。 

9 ビジネス文書の基本① 

・社外文書が基本 

・商取引文書と社交文書の相違 

・社内文書と社外文書の種類 

・ファイリング 

・事前学修：ビジネス文書始める前にをする。 

・事後学修：ビジネス文書②をする。 

10 ビジネス文書の基本② ・実践 
・事前学修：ビジネス文書③をする。 

・事後学修：ビジネス文書④をする。 

11 ビジネス通信の基本 

・通信手段（電子メール、ファックス等）

の選択 

・作成上の注意点 

・郵便・宅配便の知識 

・事前学修：郵便の知識プリント①をする。 

・事後学修：メール文書を作成する。 

12 法的業務 

・押印と印鑑の意味 

・内容証明 

・個人情報保護（P マーク） 

・コンプライアンス 

・事前学習：コンプライアンスについて調べる。 

・事後学修：個人情報保護法についてレポートを作

成する（400 字以上）。 

13 設営の基本 

・YTT 方式からの業務遂行 

・確認の必要性 

・他部署とのコミュニケーションの必要

性 

・事前学修：同窓会幹事として同窓会を開くことを

想定し、おこなうべきことをまとめる。 

・事後学修：設営事例をまとめる。 

14 慶弔と贈答 

・慶弔時の基本的マナー 

・「式」について 

・業務としての贈答 

・事前学修：慶弔・贈答プリント①をする。 

・事後学修：ビジネス文書（社外社内）、郵便の知

識、慶事のマナーのポイントをまとめる。 

15 協働とコミュニケーション 

・外国人同僚・異文化への対応 

・働き方とキャリア開発 

・公共の場でのマナー 

・事前学修：ビジネス実務能力を身に付け、グロー

バル社会へ対応していく決意を示す。 

・事後学修：全体をまとめる。 

 

関連科目 キャリアデザインⅠ・Ⅱ、インターンシップⅠ・Ⅱ 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

教
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2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
ロールプレイ等のワーク（20%）、複数回のレポート（40%）、期末試験（40%）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

近年、企業等のビジネス組織では、かつての新入社員研修のような研修制度を充実できるほどの経済的・時間的余裕がなくなった。しかしながら、

企業等のビジネス組織ではみなさんの「ビジネス実務能力」が問われている。それは一時的な能力ではなく、学生時代から培うことのできる能力

や資質であり、みなさんが意識を変え、学ぶことによって、「わかることからできること」の一致の重要性が理解され、社会人としての第一歩を

築くことも可能となる。 

担当者の 

研究室等 
７号館５階 キャリア教育推進室（石井） 

備考 予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。レポート作成ならびに定期試験前の学習時間を含め、総時間数で 60 時間程度を目安とする。 

教
養
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科目名 現代ビジネス論 科目名（英文） Modern Business 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 牧 美喜男 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

本講義では組織行動論の中心テーマであるリーダーシップや日本企業の直面するマネジメントの国際化時代における人的資源管理を学習する。本

講義の特色は将来のビジネスリーダーを目指す皆さんが考える基盤や目標の提供を目指す。 

両分野の基礎知識の学習に加えて、豊富な事例を紹介する。企業の倒産や再建事例におけるリーダーの行動、皆さんが属する若者の行動や意識の

特徴、日本的経営の特色や日本が生み出したビジネスリーダー実例を学習する。私たち日本人の心の奥底に存する企業観・倫理観や労働観につい

て再検討し、グローバル化・価値観の多様化が進展する中、将来のわが国ビジネスの在り方について、皆さんと一緒に考える。 

到達目標 

本講義では、以下の 3 つの目標を設定する。 

①組織を管理するマネージャーに求められる資質やスキルを理解する。 

②日本的経営の特色および、マネジメントの国際化時代におけるその進化の方向性を理解する。 

③組織で働くとは何かを考え、自分が目指すリーダーとは何かを理解する。 

授業方法と 

留意点 

可能な限り双方向（interactive）の講義を目指す。単に教科書を読んで内容を理解するというだけでなく、レクチャーを通じて身につけた基礎

的な知識に基づきながら、現実世界の経営上の諸問題についての対応策を皆さんが考え、答えを追求する。わからない点や難しい点については補

足的に説明しながら、必要に応じて応用的なディスカッションを実施する。 

科目学習の 

効果（資格） 

資格等の取得はありませんが、本講義終了時には以下が身に付きます。今後のビジネス社会の方向性を理解し、ビジネスリーダーとは何か、自身

はどのようなビジネスリーダーを目指すかを考える基盤を取得出来ます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
現在のビジネス環境 

及びリーダーの重要性 

オペレーションの国際化とマネジメン

トの国際化の違いを説明しリーダーの

役割を述べる。ビジネスマンの職場職場

の現実の雰囲気を知る。 

働くとは何かをを考える。 

日本企業の戦後の海外展開の歴史や現状を調べて

みよう。 

2 マネジャーとマネジメント 人材を管理するとは何かを学ぶ。 
マネジャーはどんな仕事をしているのか、またなぜ

マネジメントを学ぶ必要があるか考えてみる。 

3 個人行動の原点 

人はどのようなときに最もよく働くの

かを考える。 

個人行動の起点を知る。 

組織行動論の目的は何かを考えてみる。 

4 リーダーシップと信頼 各種リーダー論を紹介する。 
自身のリーダー体験および今までに出会った素晴

らしいーダーの特徴を考えてみる。 

5 
変革型リーダーがなぜ求め

られるか 

マネジメントの国際化時代の変革型リ

ーダーの重要性を各種事例をもとに説

明する。（1～5 回までのレポート提出） 

なぜリーダーシップに信頼が強調されるのか自己

の体験に照らして考えてみる。 

6 国際人的資源管理とは何か 
各国人材・マネジメント方式の差異。 

各国企業文化を知る。 

海外展開をする企業は、本国の或いは出身国の労務

管理制度のどちらを採用しようとしてしているの

か考えてみる。 

7 日本企業国際化の軌跡 

オペレーションの国際化・マネジメント

国際化時代の日本企業の対応。 

多国籍従業員の意識。 

トヨタ自動車・GM との合弁企業 NUMMI がなぜ設立さ

れたのか調べてみよう。 

最近、日本本社で外国人が多数採用されているがそ

の理由を考えてみよう。 

8 コミュニケーションと情報 

高コンテクスト文化・社内言語とコミュ

ニケーション外国人社員は何で苦労す

るのかを考える。 

日本人は自己主張をしないと言われいます。あなた

が発揮する日本人らしさとは何でしょうか？ 

9 
日本人の特性と日本的経営

の本質 

歴史や地勢的観点から日本人独特の経

営が生み出されたことを学ぶ。 

有史以来他民族の侵略を受けてこなかった国が世

界に一つだけあります。その特異性を考えましょ

う。 

10 自身を考える 

日米中韓 4 か国の若者調査の紹介・12

人の有識者による若者の実像。人材育成

のモデルの紹介・提案 

（6～10 回までのレポート提出） 

あなたは偉くなり社会に貢献したいですか？ 

自身の能力をどう評価していますか？ 

11 

自分はどのようなビジネス

リーダーになるか 

事例１．平生釟三郎 

日本的経営の原点・心も金も豊かにする

実学を学ぶ。人生 3 分論（成長・働く・

奉仕（奉公）を実践 

以下2回にわたり偉大なビジネスの先人の話をしま

す。2 人に関する本はたくさん出版されているので

図書館やインターネットで調べてみよう。 

12 
事例２ パナソニック創業

者 松下幸之助 

経営の神様が追求し実践した指導者の

条件。 
第 11 回参照 

13 地方創生 

「やりたい仕事がない」［若者が地方に

魅力を持たなくなっている」地方の現状

を如何に解決するか 

外部講師を呼ぶ予定です 

14 国際企業を経営する 
マネジメントの国際化時代です。国際企

業の経営者が実情を語ります。 
外部講師を呼ぶ予定です 

15 まとめ 
全 14 回の講義の中で浮かび上がってき

たことを総括する。 
 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 国際人的資源管理 関口倫紀ほか 中央経済社 

教
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2 マネジメント入門 スティーブン P.ロビンス ダイヤモンド社 

3 世界が称賛する日本の経営 伊勢雅臣 育鵬社 

 

評価方法 

（基準） 
第５回時のレポート（２０％）、第 10 回時のレポート（２０％）、定期試験（６０％） 

学生への 

メッセージ 

自身を知り自身の特性を生かしマネジメントの国際化時代のリーダーとして活躍する。そのモデルである企業やリーダーに巡り合えると思いま

す。紹介するリーダー事例より、自身がどのようなリーダーになりたいか自分に置き換えて考えてください。 

担当者の 

研究室等 
教務課（11 号館１階） 

備考 
事前事後学習には、毎回 1 時間以上かけること。 

「質問等は出講時に教務課にて対応する」 

教
養
科
目
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科目名 現代韓国事情 科目名（英文） Contemporary Korean Society 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 田中 悟 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

日本社会に生きる者にとって、似通っているようで異なる、また異なっているようで似通っている、そんな存在である韓国。そのような隣国に関

して、大きな歴史的流れを検討し、近現代の韓国社会における変化を長期的な視点から理解することを目指す。 

到達目標 

この講義を通じて、韓国社会についての理解を深めていく。具体的には、次の各項目を目標とする。 

・韓国近現代史を概観できるようになる。 

・「解放」前後における朝鮮半島の政治状況について理解する。 

・「民主化」前後における韓国の政治状況について理解する。 

授業方法と 

留意点 
韓国近現代史の基礎を踏まえた上で、関連する映画作品を鑑賞し、それらの解説なども交えながら講義を進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
韓国近現代史および現代韓国社会に関する基礎的な理解 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の目指すところ、テキストの内容に

ついて概説する。 

テキストについて指示するので、次回講義までに入

手しておくこと 

2 近現代韓国の基礎知識（１） 
韓国近現代史概説： 1945 年以前と以

後 

［事前学習］配布レジュメの該当部分を読んでおく

こと（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

3 近現代韓国の基礎知識（２） 
韓国近現代史概説： 軍事政権の時代と

民主化後の時代 

［事前学習］配布レジュメの該当部分を読んでおく

こと（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

4 
映画作品に見る「韓国現代

史」（前編） 
関連する映画作品の鑑賞と解説 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

5 
映画作品に見る「韓国現代

史」（後編） 
関連する映画作品の鑑賞と解説 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

6 
近現代韓国社会への理解

（１） 
解放・建国に始まる韓国現代史概説 

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

7 
近現代韓国社会への理解

（２） 
解放・建国に始まる韓国現代史概説 

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

8 
映画作品に見る「韓国現代史

における政治と人々」（前編） 
関連する映画作品の鑑賞と解説 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

9 
映画作品に見る「韓国現代史

における政治と人々」（後編） 
関連する映画作品の鑑賞と解説 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

10 
近現代韓国社会への理解

（３） 
民主化と、民主化以後の現代韓国 

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

11 
近現代韓国社会への理解

（４） 
民主化と、民主化以後の現代韓国 

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

12 

映画作品に見る「民主化と、

民主化以後の現代韓国」（前

編） 

関連する映画作品の鑑賞と解説 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

13 

映画作品に見る「民主化と、

民主化以後の現代韓国」（後

編） 

関連する映画作品の鑑賞と解説 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

14 現代韓国に向き合う（１） 韓国現代史と現代韓国社会 

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

15 現代韓国に向き合う（２） 韓国現代史と現代韓国社会 

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 
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関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 韓国現代史 木村幹 中公新書 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

提出レポートに基づく評価を行なう。（100％） 

詳細については授業内で指示する。 

学生への 

メッセージ 
韓国語の能力は不要です。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 4 階 田中研究室 

備考 授業のスケジュール・進行形式については、出席者の状況によって調整する可能性もある。 

教
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科目名 大学教養入門 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 荻田 喜代一 伊藤 譲 大塚 正人

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

本科目は学部の枠を越えた教養入門科目です．本科目の目的は，大学生としての教養を身に付けるスタートラインに立つことにあり，自らが主体

的に知識を獲得し，対話を通して理解を深め，表現するための技術等を修得することです．授業では教養の入門書を用いて （アクティブ・ブ

ック・ダイアログ）読書法や協働学習の習慣を身に付けるとともに，チームワーク能力，コミュニケーション能力等を身に付けることを目指しま

す．

なお，授業担当者伊藤は建設系公団での対外折衝から人材育成まで幅広い実務経験から，社会人としての心がけ，コミュニケーション力の大切

さを学生に伝えることができる．柳沢は大手建築会社における研究開発と設計業務の実務経験から，チームワーク力を学生に伝えることができる．

藤林真美は医療機関での運動指導の業務に従事した実務経験から，対話力を学生に伝えることができる．

授業担当者伊藤は建設系公団での対外折衝から人材育成まで幅広い実務経験から，社会人としての心がけ，コミュニケーション力の大切さを学

生に伝えることができる．柳沢は大手建築会社における研究開発と設計業務の実務経験から，チームワーク力を学生に伝えることができる．石井

は企業，自治体， の運営等の実務経験から社会人基礎力全般の教育を専門としている．

到達目標

大学生に必要な教養の基礎知識を身に付けている

による読書法を身に付けている

チームワーク能力を身に付け，対話を通じた協働学習をすることができる

ｓと について基礎的な知識を身に付けている

読書の意義を理解して読書習慣を身に付けている

コミュニケーション能力を身に付け，自分の考えを相手に伝え，相手の考えを理解することができる

授業方法と

留意点

授業では教養を学ぶ過程で，自ら主体的に，仲間と対話を通して理解を深め，表現するための技術等を修得します．教養の入門書を用いて

（アクティブ・ブック・ダイアログ）学修法を中心として，読書，対話，発表等の協働学習による学びを体験します．この科目では、これまでの

授業とは異なり、教員が知識を伝えるのではなく、チームの一員として協働学習により自ら知識や考え方を身につけることにあるので，諸君が積

極的に参加することが大切です．

科目学習の

効果（資格）
大学生に必要な教養の基礎知識が身につく． 法等の協働学習の方法が身につく．

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス

「大人の教養」序章 私たち

はどこから来て、何処へ行く

のか

アイスブレイク

事前アンケート

科目の特徴，どのような力が身につくの

か

「教養とは何か？」

の体験

「おとなの教養」第二章を読むこと 時間以上）

教養入門：「大人の教養」

第二章 宇宙

教科書の紹介，概要

チーム作り，授業の約束事

による学習の進め方の説明

法に挑戦「第二章 宇宙」

「おとなの教養」第六章を読むこと 時間以上）

教養入門：第六章 歴史

解説

協働学習，対話

理解度確認クイズ，振り返り

「おとなの教養」第四章を読むこと 時間以上）

教養入門：第四章 人間と病

気

解説

協働学習，対話

理解度確認クイズ，振り返り

「おとなの教養」第一章を読むこと 時間以上）

教養入門：第一章 宗教

解説

協働学習，対話

理解度確認クイズ，振り返り

中間発表テーマの決定

中間発表の下調べ、ポスターの案（ 時間以上）

教養入門：中間成果発表

ポスター作成の説明

プレゼン、質疑応答

振り返り

ポスターの改善、プレゼンの改善

振り返りレポート 回目（ 時間以上）

教養入門：中間成果発表

ポスター改善

発表・質疑応答

振り返り

ｓとは何か調べる（ 時間以上）

世界を知る教養：国連サステ

イナブルディベロップメン

トゴールズ

の概要

ｓゲーム

理解度確認クイズ，振り返り

チーム学習の振り返り（ 時間以上）

世界を知る教養：国連サステ

イナブルディベロップメン

トゴールズ

ｓとは何か

ワールドカフェ方式対話

理解度確認クイズ，振り返り

とは何かを調べる（ 時間以上）

世界を知る教養：国連アカデ

ミックインパクト

国連の役割と歴史

本学の取り組み

理解度確認クイズ，振り返り

振り返り学習：割り当て個所全体の読み返し（ 時

間以上）

自分を知る教養：岸見著「ア

ドラー心理学入門」

第二章 アドラー心理学の育

児と教養

教科書の紹介、はじめに

解説

協働学習、プレゼン、対話

理解度確認クイズ，振り返り

「アドラー心理学」第二章まで読むこと 時間以

上）

自分を知る教養：

第四章 アドラー心理学の基

礎理論

解説

協働学習、プレゼン、対話

理解度確認クイズ，振り返り

「アドラー心理学」第四章を読むこと 時間以

上）

自分を知る教養：

第五章 人生の意味を求めて

解説

協働学習、プレゼン、対話

理解度確認クイズ，振り返り

中間発表テーマの決定

「アドラー心理学」第五章を読むこと 時間以

上）

自分を知る教養：中間成果発 ポスター作成 振り返りレポート２回目

教
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表 発表・質疑応答 

振り返り 

（3 時間以上） 

15 大学教養入門：まとめ 
グループワーク「教養とは何か？」 

事後アンケート 

振り返りレポート３回目 

（3 時間以上） 

 

関連科目 摂南大学で開講されている科目のすべて 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 おとなの教養 池上彰 NHK 出版 

2 アドラー心理学入門 岸見一郎 KK ベストセラーズ 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

・取り組み姿勢（チーム：30％） 

・ポスター／発表（チーム：30％） 

・振り返りレポート 3 回（個人：30％） 

・理解度確認クイズ（個人：10％） 

以上の評価点の合計で 60％以上を合格とする．期末試験は実施しない． 

なお，成績評価の対象は原則として出席率 80%以上の学生とする． 

学生への 

メッセージ 

 この科目は全国に先駆けて実施する摂南大学独自の教養科目です．授業では，すべての学部の学生が，学部・学科の垣根を越えたグループをつ

くり協働学習を行います．この授業を履修することで，大学生としてふさわしい教養の基礎と学習方法が身に付き，さらに学部，学科を超えたた

くさんの友人をつくることもできるでしょう． 

担当者の 

研究室等 

荻田喜代一（7 号館 8F，副学長室），伊藤譲（1 号館 3F），柳沢学（8 号館 3F） 大塚正人（薬学部 1 号館 5F)，藤林真美（総合体育館１F)，久保

貞也（11 号館 7F），寺内睦博（11 号館 10F），石井三恵（7 号館 5F） 

備考 
この科目は，入学式～キックオフセミナーからつながる科目です．教養を身につけながら学習法を身につけることを期待しています．また，学部

や学科を越えた多くの友人を見つけてください． 

教
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科目名 大学教養実践 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 伊藤 譲 越 希美江 原 由紀子 藤林 真美 柳沢 学

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

この科目は，チームで協働し，対話を通し学びを深める形式で学ぶ学部の枠を越えた教養実践科目です．前期の大学教養入門のステップアップ

講座としての位置づけです．

本科目の目的は，大学生として必要な教養として，文学，社会学や経済学の基礎知識を身につけ，その知識をもとに協働学習により社会課題の解

決を体験します．そうすることで，教養としての知識を実社会での実践にむすびつけることを目指します．

なお， 授業担当者伊藤は建設系公団での対外折衝から人材育成まで幅広い実務経験から，社会人としての心がけ，コミュニケーション力の大

切さを学生に伝えることができる．柳沢は大手建築会社における研究開発と設計業務の実務経験から，チームワーク力を学生に伝えることができ

る．原由紀子，越希美江は自治体や医療機関等でのファシリテーション講師の実務経験が豊富であり，多様な学生が入り混じった授業の運営を得

意とする．

到達目標

大学生として必要な教養レベルを身につけ，実践的に討議することができている．

による読書法を身に付けている

により，自分が知りたいと思うことのテーマ設定ができるようになる．

人間関係のつくり方，チームワーク能力，リーダーシップを身に付けることができる．

論理的でわかりやすいプレゼンテーションをすることができる．

ファシリテーションの基礎能力を身に付け，協働学習を進めることができる．

授業方法と

留意点

授業では教養を学ぶ過程で，自ら主体的に，仲間と対話を通して理解を深め，表現するための技術等を修得します．大学生として必要な教養を

身につけ，身につけた教養，知識をもとに，社会課題の解決策を協働学習により検討します．この科目では，これまでの授業とは異なり，教員が

知識を伝えるのではなく、チームの一員として協働学習により自ら知識や考え方を身につけることにあるので，諸君が積極的に参加することが大

切です．

科目学習の

効果（資格）
大学生に必要な教養の知識が身につき それを元に社会課題について討議できる． 法等の協働学習の方法が身につく．

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス

アイスブレイク

事前アンケート

科目の特徴、どのような力が身につくの

かを知る

チームづくり＋振り返りの大切さ

「星の王子さま」 章～ 章を読み、サマリーの下

書き 時間以上）

教養としての文学に触れ

る：「星の王子さま」

教科書の紹介，概要

による学習の進め方の説明

にチャレンジ

振り返り、振り返りシート

「星の王子さま」 章～ 章を読んでサマリーの

下書き 時間以上）

教養としての文学に触れ

る：「星の王子さま」

解説

協働学習，プレゼン，対話

振り返り、振り返りシート

「星の王子さま」 章～ 章を読んでサマリーの

下書き 時間以上）

教養としての文学に触れ

る：「星の王子さま」

解説

協働学習，プレゼン，対話

により、探求テーマだし

振り返り、振り返りシート

探求テーマのリサーチ，検討 時間以上）

教養としての文学に触れ

る：中間成果発表

解説

前回課題の共有、対話

ポスター作成

プレゼン，質疑応答

振り返り、振り返りシート

振り返りレポート 回目

「未来の年表」 を読み、サマリーの下書きを

する 時間以上）

教養として社会課題を知

る：「未来の年表」

教科書の紹介

解説

協働学習，プレゼン，対話，

理解度確認クイズ，振り返りシート

「未来の年表」 から、重要なキーワードとキ

ーセンテンスを抜き出し調べてくる 時間以上）

教養として社会課題を知

る：「未来の年表」

キーワードの共有、解説

による探求テーマだし

大切な質問作り

振り返り、振り返りシート

探求テーマの調査 時間以上）

教養として社会課題を知

る：「未来の年表」

探求テーマの調査の共有、提出

テーマ別ポスター作り

プレゼンテーションを実施する

相互評価、振り返り、振り返りシート

「未来の年表」 を読み、サマリーの下書き

をする 時間以上）

教養として社会課題を知

る：「未来の年表」

解説、

協働学習，プレゼン，対話，

理解度確認クイズ，振り返り

振り返り、振り返りシート

「未来の年表」 から、重要なキーワードと

キーセンテンスを抜き出し、調べてくる 時間以

上）

教養として社会課題を知

る：「未来の年表」

キーワードの共有、解説

による探求テーマだし

大切な質問作り

振り返り、振り返りシート

探求テーマの調査 時間以上）

教養として社会課題を知

る：「未来の年表」

探求テーマの調査の共有、提出

テーマ別ポスター作り

プレゼンテーションを実施する

振り返り、振り返りレポート

「未来の年表」第２部を読む 時間以上）

教養として社会課題を知

る：「未来の年表」

自分たちで解決策を考えたい社会課題

テーマを決める

理解度確認クイズ，振り返り

振り返り、振り返りレポート

解決策の検討 時間以上）
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教養として社会課題を知

る：「未来の年表」

解決策を検討、ポスター作成

プレゼンテーション準備

振り返り、振り返りレポート

ポスター作成、プレゼンテーション準備 時間以

上）

教養として社会課題を知

る：最終発表

ポスター作成

発表・質疑応答

振り返り、振り返りレポート

振り返りレポート 回目 時間以上）

全体振り返り
全体を通しての学びの整理、共有，振り

返り
振り返りレポート 回目 時間以上）

関連科目 摂南大学で開講されている科目のすべて

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

星の王子さま サン＝テグジュペリ 新潮文庫 円

未来の年表 河合雅司 講談社現代新書 円

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

・取り組み姿勢（チーム： ％）

・ポスター／発表（チーム： ％）

・振り返りレポート 回（個人： ％） ・振り返りシート（個人： ％）

・理解度確認クイズ（個人： ％）

以上の評価点の合計で ％以上を合格とする．期末試験は実施しない．

なお，成績評価の対象は原則として出席率 以上の学生とする．

学生への

メッセージ

この授業では，すべての学部の学生が，学部・学科の垣根を越えたグループをつくり協働学習を行います．この授業を履修することで，大学生

としてふさわしい教養の基礎，コミュニケーション力，ファシリテーション力，と学習方法が身に付き，さらに学部，学科を超えたたくさんの友

人をつくることもできるでしょう．

担当者の

研究室等

伊藤譲（ 号館 ），柳沢学（ 号館 ） 大塚正人（薬学部 号館 ，喜多大三（ 号館 ），藤林真美（総合体育館 ，水野武（ 号館 ，

原由紀子（非常勤講師室），越希美江（非常勤講師室）

備考
バインダーを用意し、資料を管理します．この科目は前期の大学教養入門と同じスタイルの教養を学びながら学習法を身につけることを期待した

科目です．また，学部や学科を越えた多くの友人を見つけてください．

教
養
科
目

862



摂南大学シラバス 2019 

科目名 大学教養応用 科目名（英文） Applied Learning of Liberal Arts 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 大塚 正人.伊藤 譲.越 希美江.原 由紀子.柳沢 学 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

 この科目は，プロジェクトベースドラーニング形式で学ぶ，学部の枠を越えた教養応用科目です．初年次の大学教養入門と大学教養実践のステ

ップアップの講座としての位置づけです． 

本科目の目的は，自分の未来のためには「学び」を実践していくことが大切であることを知ることにあります．そして，今後の大学での学びにお

いても社会との接点を考えながら学ぶ姿勢を持ってもらうため，大学生として必要な，SDGs(2030 年までの世界の目標)などを中心とした教養（社

会、経済、環境等）を身に付けます．また，身につけた知識をもとに考え、未来に向けての実践行動に活かすため、シナリオプランニングを活用

します． 

  なお，授業担当者伊藤は建設系公団での対外折衝から人材育成まで幅広い実務経験から，社会人としての心がけ，コミュニケーション力の大切

さを学生に伝えることができる．柳沢は大手建築会社における研究開発と設計業務の実務経験から，チームワーク力を学生に伝えることができる．

原由紀子，越希美江は自治体や医療機関等でのファシリテーション講師の実務経験が豊富であり，多様な学生が入り混じった授業の運営を得意と

する． 

到達目標 

(1)社会課題を考えるための教養として，SDGs(2030 年までの世界の目標)について知り，討議することができる．   

(2)読書により教養を身につけ，さらに自分が知りたいと思うことについて「テーマ設定」をすることができる．  

  

(3)シナリオプランニングを通して，情報収集の方法を知り，実践できる．論理的思考を知り，実践できる．  

   

(4)論理的でわかりやすく、効果的なプレゼンテーションをすることができる．      

(5)ファシリテーション力を身につけ、合意形成を促進するなどチームへの貢献ができる．    

  

(6)チームの中でリーダーシップを発揮し，成果が上がる協働作業に貢献ができる． 

授業方法と 

留意点 

 授業では教養を学ぶ過程で，自ら主体的に，仲間と対話を通して理解を深め，表現するための技術等を修得します．学修法として ABD（アクテ

ィブ・ブック・ダイアログ），テーマ設定のための QFT，未来を検討するためのシナリオプランニング等の協働学習による学びを体験します．こ

の科目では，教員が知識を伝えるのではなく，チームの一員として協働学習に取り組むことにより，人間関係のつくり方，チームワークの仕方，

リーダーシップ，ものごとに対する柔軟な対応力を身につけます．諸君が積極的に参加することが大切となります． 

科目学習の 

効果（資格） 

社会課題を議論するための教養として SDGs（2030 年までの世界の目標）を知る．自分たちが未来を創る主体であると感じられるようになる．多

様なメンバーと意見を交わしながらシナリオを作成することで，違いを活かし合い新しいものを共創する力を育むことができる． 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 

アイスブレイク 

事前アンケート 

科目の特徴、どのような力が身につくの

かを知る 

シナリオプランニング体験 

振り返りシート 

SDGs を調べる（3 時間以上） 

2 
世界を知る教養： 2030SDGs

を体感する 

2030SDGs カードゲームを実施する．入

門編でも行っているが，そのときとの違

いを知る。 

振り返り、振り返りシート 

SDGｓ前文を読み、サマリーの下書きをする（3 時間

以上） 

3 
世界を知る教養： SDGs 前

文 

解説，理解度確認クイズ 

協働学習，プレゼン，対話 

テーマ設定 

振り返り、振り返りシート 

設定したテーマをリサーチ、それに関連するアカデ

ミックインパクトもリサーチ 

ワークシート作成（3 時間以上） 

4 

世界を知る教養： SDGs 前

文＋アカデミックインパク

ト 

解説，理解度確認クイズ 

リサーチの共有 

「2030 年未来タイムズ」を作成 

プレゼンテーションを実施． 

振り返り、振り返りシート 

教科書の P32-97 を読み、担当のパート部分のサマ

リーの下書きをする（3 時間以上） 

5 
世界を知る教養： SDGs（ア

ジェンダ 1-10） 

解説，理解度確認クイズ 

協働学習，プレゼン，対話 

テーマ設定 

振り返り、振り返りシート 

設定したテーマをリサーチ、それに関連するアカデ

ミックインパクトもリサーチ 

ワークシート作成（3 時間以上） 

6 

世界を知る教養： SDGｓ（ア

ジェンダ 1-10）+アカデミッ

クインパクト 

解説，理解度確認クイズ 

リサーチの共有 

「2030 年未来タイムズ」を作成 

プレゼンテーションを実施． 

振り返り、振り返りシート 

教科書の p98-159 を読み、担当のパート部分のサマ

リーの下書きをする（3 時間以上） 

7 
世界を知る教養： SDGs（ア

ジェンダ 11-17） 

解説，理解度確認クイズ 

協働学習，プレゼン，対話 

テーマ設定 

振り返り、振り返りシート 

設定したテーマをリサーチ、それに関連するアカデ

ミックインパクトもリサーチ 

ワークシート作成（3 時間以上） 

8 

世界を知る教養： SDGｓ（ア

ジェンダ 11-17）+アカデミ

ックインパクト 

解説，理解度確認クイズ 

リサーチの共有 

「2030 年未来タイムズ」を作成 

プレゼンテーションを実施． 

シナリオプランニングとは講義 

振り返りレポート 

外部環境リサーチ（3 時間以上） 

9 
未来を考える教養： ほぼ確

実な未来を考える 

解説、 

課題の共有，提出 

協働学習 

振り返り、振り返りシート 

外部環境リサーチシート作成（3 時間以上） 

10 
未来を考える教養： 不確実

な未来を考える① 

課題の共有，提出 

協働学習 

10 年後の未来シナリオづくり 

外部環境リサーチシート作成（3 時間以上） 
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振り返り、振り返りシート

未来を考える教養： 不確実

な未来を考える②

課題の共有，提出

協働学習

年後の未来シナリオ完成

振り返り、振り返りシート

グループでシナリオ完成（ 時間以上）

未来を考える教養： 不確実

な未来を考える③

課題の共有，提出

協働学習、プレゼンテーション講義

年後の機会、脅威、対応策検討

振り返り、振り返りシート

ポスター作成，プレゼンテーション準備（ 時間以

上）

未来を考える教養： プレゼ

ンテーション

プレゼンテーション実施，質疑応答

プレゼンテーション相互評価

振り返り、振り返りシート

自己の行動計画案作成（ 時間以上）

未来を考える教養：未来に向

けての行動計画作成

課題の共有，協働学習，対話

ワールドカフェ実施、行動計画完成

振り返り、振り返りシート

振り返りレポート 回目（ 時間以上）

全体振り返り
全体を通しての学びの整理、共有，振り

返り
振り返りレポート 回目（ 時間以上）

関連科目 摂南大学で開講されている科目のすべて

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

アジェンダ前文 国連

未来を変える目標 アイデアブック 蟹江憲史 紀伊國屋書店 円（税別）

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

・取り組み姿勢（チーム： ％）

・新聞作り／発表（チーム： ％）

・振り返りレポート 回（個人： ％） ・振り返りシート（個人： ％）

・理解度確認クイズ（個人： ％）

・外部環境リサーチ 回（ ）

以上の評価点の合計で ％以上を合格とする．期末試験は実施しない．

なお，成績評価の対象は原則として出席率 以上の学生とする．

学生への

メッセージ

この授業では，すべての学部の学生が，学部・学科の垣根を越えたグループをつくり協働学習を行います．この授業を履修することで，大学生

として未来を創っていくための教養，コミュニケーション力，ファシリテーション力，学習方法が身に付き，さらに学部，学科を超えたたくさん

の友人をつくることもできるでしょう．

担当者の

研究室等

大塚正人（薬学部 号館 ，伊藤譲（ 号館 ），柳沢学（ 号館 ），喜多大三（ 号館 ），水野武（ 号館 ），原由紀子（非常勤講師室），

越希美江（非常勤講師室）

備考
バインダーを用意し、資料を管理します．この科目はアクティブラーニング入学式～キックオフセミナー～大学教養入門～大学教養実践Ⅰからつ

ながる科目です．教養を身につけながら学習法を修得することを期待しています．また，学部や学科を越えた多くの友人を見つけてください．
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科目名 株式投資と企業家育成 科目名（英文） Investment & Entrepreneurship 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 林 正浩 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

『「投資」とは何か』、個人投資に必要な基本的な金融・経済知識と投資手法にについて学び、シミュレーションによる資産運用演習を体験します。

更に、投資対象として注目度が高い新興企業（ベンチャー企業）について、新規事業の着想から，ビジネスモデルの構築，そして実際の起業に至

るまでの諸課題や起業の実際，事業の維持・継続と発展に不可欠な諸要素について学びます。 

 

【担当教員実務経歴】 

①ベンチャー投資財団（企業投資業務担当） 

②監査法人（株式上場コンサルティング担当） 

到達目標 

将来、就職してからの確定拠出型年金制度への対応として、各種投資金融商品の特徴と運用リスク、リターンに対する税務処理を習得し、個人投

資家の育成を目指します。 

また、将来の選択肢として自身のアイデアをビジネスに転換するための知恵を習得する起業家育成を目指します。 

授業方法と 

留意点 

毎回、当該授業内容に関するキーワードを記載した「講義メモ」と付属資料を配付します。 

「講義メモ」のキーワードについては、授業後の復習として活用してください。 

またスライドで説明した内容について、自身で「講義メモ」に必要な点のみを記載する、効率的で効果的なノートの取り方を身に付けてください

（板書の習慣を変えてください）。 

毎回、講義内容に関する質問（アンケート表）を配布します。講義終了時に提出してもらいます。 

科目学習の 

効果（資格） 

自身の将来に向けた資産形成に必要な基本的ノウハウの習得 

学生時代に自身のアイデアをビジネスに活かす挑戦意欲の醸成と将来の就くべき職業の選択肢を増やす（視野を拡げる） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

講座ガイダンス 

個人投資とは？ 

起業家とは？ 

講座ガイダンス（勉強方法・評価方法） 

投資を学ぶ理由（確定拠出型年金制度へ

の対応、老後の資金需要への対応） 

起業家教育を受ける理由 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（1 時間） 

2 
経済、財政の基本知識と投資

との関係 

投資のために必要とされる消費生活に

おける経済動向 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（1 時間） 

3 
家計と国の財政動向による

投資環境への影響 

雇用と所得、財政の役割 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（1 時間） 

4 
海外の動向による影響と経

済指標との関係 

景気動向指数、為替動向による投資環境

への影響と対応 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（1 時間） 

5 株式市場の役割と株式価値 

株式市場、発行市場、流通市場による株

式の役割と価値 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（1 時間） 

6 
銘柄選択の考え方と投資シ

ミュレーションの説明 

投資情報に基づく株価評価の考え方と

投資シミュレーション 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（1 時間） 

7 
債券市場の役割と投資の考

え方 

債券の基礎情報と債券投資の仕組み。金

利の決定方法。 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（1 時間） 

8 株式市況先読みの捉え方 

株式投資の基本的分析手法と投資テク

ニック 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（1 時間） 

9 
チャート分析と銘柄選定の

考え方 

株価下降局面、景気低迷期における投資

リスクヘッジの考え方 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（1 時間） 

10 投資信託の仕組み 

グローバル投信を含む投資信託商品選

定の考え方 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（1 時間） 

11 
外貨預金・ＦＸ・金投資の仕

組みと投資の考え方 

外貨預金・ＦＸ・金投資の魅力とリスク

判定 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ
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設問による授業内容の再確認 ョン開始（各自）（1 時間） 

12 企業組織と上場市場 

ベンチャー企業組織組成の考え方と株

式公開の意義。 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（1 時間） 

13 
事業構想におけるドメイン

設定の考え方 

起業準備としての事業構想の立て方と

事例によるディスカッション 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（1 時間） 

14 経営機能構造の設計と税務 

ビジネスモデル設計の考え方と会社設

立および税務手続き。 

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（1 時間） 

15 
投資シミュレーション結果

検証 

各自投資シミュレーションの結果報告

と銘柄変動の要因についてのディスカ

ッション。 

＜事後＞投資シミュレーション結果と分析の再確

認（30 分） 

 

関連科目 ベンチャービジネス論、経営管理論、ビジネスプランニング（演習） 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

①毎回のアンケート内の［設問１］に対する回答評価（評価割合：50％） 

 授業内容のお復習いとして設定してある設問について、授業から学んだ手法を用いた自身の考え方を評価しま 

 す。またアンケート内の［設問２］（授業内容に関する質問および要望）について、積極的に質問または提案した場 

 合は加点評価とします。 

 なお、当該質問や要望については、次回授業時に解説文を付けて一覧表にして学習者全員に資料配付します。 

②最終課題レポート（評価割合：50％） 

 投資手法および銘柄選定（経済指標分析）に関する知識度を判定するため、総括的評価としてのレポート課題と 

 します。 

学生への 

メッセージ 

■「投資」はギャンブルではありません。将来の資産形成のための金融手段です。 

■「儲かる／儲からない」を競うものでもありません。 

■法令を遵守した投資スタンスが必要です。 

■投資は、あくまでも自己責任で行うものです。 

この点を理解できる学生は参加してください。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 林研究室 

備考 実際の株式銘柄の動きを反映した「投資シミュレーション」を行う予定です。 
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科目名 世界遺産論 科目名（英文） Rethinking World Heritage 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 北條 ゆかり 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W 科：

DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

ユネスコの「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約」（1972 年採択、1975 年発効）に謳われる理念に基づき、世界には人類と地球にと

ってかけがえのない価値をもつ記念建造物や遺跡、自然環境、伝統文化などを人類共通の財産として守るための「世界遺産」がある。その理念と

具体的な世界遺産に関する学びを通じて、宗教・文化の多様性、地理、芸術・建築などを深く知る知識編（前半 7 回）と、それぞれに異なるアプ

ローチと研究対象地域の観点から前半の学びをさらに掘り下げて考える考察編から構成する。後半では、地域に根付く人々の暮らしや信仰を遺産

化する意義、自然保護と環境保全、人類の負の歴史、行き過ぎた観光地化がもたらす問題などについて考える。 

到達目標 
世界遺産を通し、グローバル社会において活躍するための知識や教養を身につけるとともに、世界の動きに対する関心を深め、批判の目と自分の

意見を持てるようになる。 

授業方法と 

留意点 

前半 7 回で世界各地の「世界遺産」について講師の体験に基づく解説を通じて知識を培い、後半は 4 名の教員が 2 回ずつ、具体的な世界遺産を窓

口としてその歴史をわかりやすく説き起こし、現代世界に占める意味を問題提起する。 

科目学習の 

効果（資格） 

世界遺産検定 3 級 

旅行・観光業、ホテル業等への就職に役立つ。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

世界遺産を「学ぶ」意義はなにか。 

ユネスコの理念と世界遺産理念誕生の

背景について関 g 萎える。 

「世界遺産」の種類（自然、文化、複合）について

理解しておく。 

2 世界遺産誕生までの流れ 
世界遺産条約誕生の背景と登録後の流

れを知る。 

前回のユネスコの理念を復習し、世界遺産条約につ

いて調べておく。 

3 登録基準 
世界遺産がもつ「顕著な普遍的価値」と

登録基準について学ぶ。 

京都と奈良の世界遺産について調べ、違いについて

考えておく。 

4 日本の産業遺産 
日本で登録されている石見、富岡、明治

日本の産業革命遺産について学ぶ。 
日本の近代化について調べておく。 

5 世界で最初の世界遺産 
1978 年に登録された世界で最初の世界

遺産 12 件について学ぶ。 

世界で最初に登録された遺産の保有国について調

べておく。 

6 文化的景観 
文化遺産と自然遺産の接点を登録する

文化的景観について学ぶ。 

日本で登録されている文化的景観の世界遺産につ

いて調べておく。 

7 

中間テスト 

シリアル・ノミネーションと

トランスバウンダリー・サイ

ト 

第 6 回までの理解度確認を行った後、登

録の多様性を目指すシリアル・ノミネー

ションとトランスバウンダリー・サイト

について学ぶ。 

第2回目で扱ったグローバル・ストラテジーを含め、

第 6 回までに学んだことを復習しておく。 

8 日本の文化遺産１ 

平泉の遺産、長崎の教会群とキリスト教

関連遺産などを事例に日本における信

仰の多様性について考える。 

日本におけるキリスト教伝来およびその展開につ

いて書籍や web で調べておく。 

9 日本の文化遺産２ 

白川郷・五箇山の合掌造り集落を事例に

人びとの生業や暮らしが遺産化される

ことについて考える。 

白川郷、五箇山について書籍や web で調べておく。 

10 自然遺産の重要性と課題１ 

世界自然遺産とその背景にある自然保

護・環境保全について、特に日本に存在

する自然遺産や複合遺産を事例として

考察する。 

日本における自然遺産の分布や歴史的な背景につ

いて書籍や web で調べておく。 

11 自然遺産の重要性と課題２ 

世界自然遺産とその背景にある自然保

護・環境保全について、特にアフリカの

ケニア山やキリマンジャロ山、セレンゲ

ティ・ンゴロンゴロなどの自然遺産を事

例として考察する。 

アフリカの自然遺産の実態や問題点について書籍

や web で調べておく。 

12 負の世界遺産１ 

アウシュヴィッツ＝ヴィルケナウ強制

絶滅収容所を例に、「負の世界遺産」の

意義と問題点について考える。 

ア第二次世界大戦中にアウシュヴィッツ＝ヴィル

ケナウ強制絶滅収容所がどのように用いられたの

か調べておく。 

13 負の世界遺産２ 

海商都市リヴァプールを例に、奴隷貿易

という負の歴史が世界遺産を通してど

のように伝えられているか考える。 

リヴァプールと奴隷貿易の関係について調べてお

く。 

14 文明の衝突の記憶１ 

スペイン・コルドバのメスキータ大聖堂

を例に、イスラム文明がカトリック圏の

イベリア半島に与えた影響と異教徒間

の共存について考える。 

イベリア半島の歴史と世界遺産について調べてお

く。 

15 文明の衝突の記憶２ 

ラテンアメリカの古代先住民文明の遺

跡を例に、インディヘニスモ（先住民擁

護）の歴史と先住民統合政策、観光開発

とオーバー・ツーリズムがもたらす問題

について考える。 

中米のマヤ文明、アンデスのインカ文明について調

べておく。 

 

関連科目 エリアスタディーズ、多文化共生論,、エコツーリズム論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

きほんを学ぶ世界遺産 100＜第 2版＞世界遺産検定 3

級公式テキスト 
世界遺産検定事務局 マイナビ出版 

2    

3    

 

参考書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  
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摂南大学シラバス 2019 

1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

第 7 回目までの学習に関する中間テスト（40％）、後半 8 回で取り上げられた個別の世界遺産に基づくテーマのうち、最も関心を抱いたことに関

するレポート（40％）、毎回の質問・コメント票（20％）によって総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
講師控室（7 号館 2 階）、赤澤研究室（7 号館 4 階）、手代木研究室（7 号館 5 階）、林田研究室（7 号館 4 階）、北條研究室（7 号館 5 階） 

備考 
事前・事後学習に要する総時間数は約 60 時間。 

第 7 回目に行う中間テストに関するフィードバックは第 8 回目に行う。 
 

教
養
科
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摂南大学シラバス

科目名 統計学演習 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 寺内 睦博

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

統計学の基本的な考え方を理解し、その知識を専門分野に応用する技術を習得することを目的とする。

特に、医学実験のデータ分析、薬剤効果の有効性、調査報告等を読み取るための基本的知識の習得を目指す。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

イントロダクション 科学的に考えるとは 提出課題を仕上げる。 学習活動

平均値，中央値，最頻値を求める
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

分散，標準偏差を求める
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

度数分布表とヒストグラム
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

範囲，四分位偏差，変動係数を求める
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

歪度，尖度を求める
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

尺度の理解と統計データ
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。

提出課題、学習活動、中間テス

ト

正規分布の理解と利用
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

クロス表とカイ二乗検定
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

独立性検定と適合度検定
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

推定 点推定と区間推定
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

検定 平均値、分散の検定
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

二項分布の理解
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

散布図、因果、相関，関係
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

まとめ
今までのまとめをして期末テ

ストに備える。
期末テスト

関連科目 なし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

授業全 回出席が前提。その上で講義に関する学習活動と確認テスト 、筆記テスト の合計で評価し、 点満点換算で 点以上

を合格とする。

学生への

メッセージ
グループワーク、プレゼンテーション等の講義への積極的な参加を期待する。理解して人に教えられるようになることが理想である。

担当者の

研究室等

備考、

事前・事後

学習課題

資料に目を通して理解してくること。提出課題を完了してくること。

教
養
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摂南大学シラバス

科目名 情報処理・統計学演習 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 寺内 睦博

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

統計学の基本的な考え方を理解し、その知識を専門分野に応用する技術を習得することを目的とする。

特に、医学実験のデータ分析、薬剤効果の有効性、調査報告等を読み取るための基本的知識の習得を目指す。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

イントロダクション 科学的に考えるとは 提出課題を仕上げる。 学習活動

平均値，中央値，最頻値を求める
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

分散，標準偏差を求める
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

度数分布表とヒストグラム
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

範囲，四分位偏差，変動係数を求める
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

歪度，尖度を求める
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

尺度の理解と統計データ
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。

提出課題、学習活動、中間テス

ト

正規分布の理解と利用
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

クロス表とカイ二乗検定
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

独立性検定と適合度検定
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

推定 点推定と区間推定
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

検定 平均値、分散の検定
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

二項分布の理解
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

散布図、因果、相関，関係
配布プリントで予習する。提出

課題を仕上げる。
提出課題、学習活動

まとめ
今までのまとめをして期末テ

ストに備える。
期末テスト

関連科目 なし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

授業全 回出席が前提。その上で講義に関する学習活動と確認テスト 、筆記テスト の合計で評価し、 点満点換算で 点以上

を合格とする。

学生への

メッセージ
グループワーク、プレゼンテーション等の講義への積極的な参加を期待する。理解して人に教えられるようになることが理想である。

担当者の

研究室等

備考、

事前・事後

学習課題

資料に目を通して理解してくること。提出課題を完了してくること。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 医療倫理 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＡＢＣ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 岩﨑 綾乃

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース； 基本事項

ユニット： ２ 薬剤師に求められる倫理観

一般目標：倫理的問題に配慮して主体的に行動するために、生命・医療に係る倫理観を身につけ、医療の担い手としての感性を養う。

【①生命倫理】

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）

生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）について説明できる。

生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述べる。（知識・態度）

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概説できる。

【②医療倫理】

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

回

●みんなちがってみんないい

～あなたが生きる「いのち」～

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）

生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述

べる。（知識・態度）

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

講義、レポート、クラスデ

ィスカッション、グループ

ワーク

定期試験＋レポート＋成果物

回

●生命倫理って？

～あなたの「いのち」はだれのもの？～

生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）につい

て説明できる。

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

レポート、グループワーク、

プレゼンテーション、講義、
定期試験＋レポート＋成果物

～ 回

●「薬」と「生命倫理」

～「いのち」を守る～

薬害、スポーツファーマシスト、疾患をもって生きる、高齢

者医療について考えを述べる。

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

講義、レポート、グループ

ワーク
定期試験＋レポート＋成果物

～ 回

●「うまれること」「うまれてきたこと」「いきること」

～つながる「いのち」～

生殖、遺伝子に関係する医療技術について考えを述べる。

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）

生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述

べる。（知識・態度）

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

レポート、グループワーク、

グループディスカッショ

ン、プレゼンテーション、

講義、

定期試験＋レポート＋成果物

～ 回

●「死ぬということ」「死に向かうこと」「いきていること」

～尊厳ってなんだ～

脳死と臓器移植、再生医療、安楽死と尊厳死について考えを

述べる。

生命倫理に関わる主な歴史と宣言について説明できる（知

識）。

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）

生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述

べる。（知識・態度）

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

レポート、グループワーク、

グループディスカッショ

ン、ディベート、講義、

定期試験＋レポート＋成果物

教
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摂南大学シラバス

関連科目 薬剤師になるために、患者安全、患者コミュニケーション、社会薬学、薬事関連法規、分子細胞生物学、キャリア形成、哲学他

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

生物と生命倫理の基本ノート 改訂３版 西沢いづみ著 金芳堂

薬学総論 Ⅰ薬剤師としての基本事項 日本薬学会編 東京化学同人

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

授業中の個人ワーク、レポートの提出内容、 等での課題提出および発表用資料等の成果物 点、定期試験 点。 点満点の 点

以上で合格。

学生への

メッセージ

土曜日等に学外者（病院薬剤師、スポーツファーマシスト）の講演、講義を聴講させることがある。その場合は事前に連絡するので必ず聴講

すること。

●講義１回目の注意点

１．グループをつくり、チームビルディングを行う。

２．講義時にシラバスを説明するので、シラバスを印刷して持ってくること。

３． の登録を行うので、各自電子媒体（スマートフォン、タブレット等）を持参すること。なお、電子媒体を持っていない場合には、

１回目の時に申し出ること。

授業担当の岩﨑綾乃は、国立の研究機関における２年間の特別研究員の経験を活かし、現代社会の健康と科学技術に関する実践的教育を行う。

担当者の

研究室等
号館４階 統合薬学分野：岩﨑講師室

備考、

事前・事後

学習課題

講義前の予習（教科書（上記番号１、２）、予習プリントを読む、グループディスカッションのための事前準備等 時間ｘ 回、講義及び

自己学習課題の復習 時間ｘ 回）

教科書（上記番号２）「薬学総論 Ⅰ薬剤師としての基本事項」は、”薬剤師になるために”で使用したものと同じです。必ず持ってきてくださ

い。また、前期の”薬剤師になるために”の授業、”早期体験学習”での講演会、” ２”と関連が大変深いので、生命倫理学を履修する前に復習

を必ず行ってください。

レポート等、課題については、提出後の授業内のディスカッションで用い、理解を深めます。

教
養
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摂南大学シラバス

科目名 医療倫理 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＤＥＦ

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 岩﨑 綾乃

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース； 基本事項

ユニット： ２ 薬剤師に求められる倫理観

一般目標：倫理的問題に配慮して主体的に行動するために、生命・医療に係る倫理観を身につけ、医療の担い手としての感性を養う。

【①生命倫理】

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）

生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）について説明できる。

生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述べる。（知識・態度）

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概説できる。

【②医療倫理】

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

回

●みんなちがってみんないい

～あなたが生きる「いのち」～

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）

生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述

べる。（知識・態度）

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

講義、レポート、クラスデ

ィスカッション、グループ

ワーク

定期試験＋レポート＋成果物

回

●生命倫理って？

～あなたの「いのち」はだれのもの？～

生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）につい

て説明できる。

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

レポート、グループワーク、

プレゼンテーション、講義、
定期試験＋レポート＋成果物

～ 回

●「薬」と「生命倫理」

～「いのち」を守る～

薬害、スポーツファーマシスト、疾患をもって生きる、高齢

者医療について考えを述べる。

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

講義、レポート、グループ

ワーク
定期試験＋レポート＋成果物

～ 回

●「うまれること」「うまれてきたこと」「いきること」

～つながる「いのち」～

生殖、遺伝子に関係する医療技術について考えを述べる。

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）

生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述

べる。（知識・態度）

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

レポート、グループワーク、

グループディスカッショ

ン、プレゼンテーション、

講義、

定期試験＋レポート＋成果物

～ 回

●「死ぬということ」「死に向かうこと」「いきていること」

～尊厳ってなんだ～

脳死と臓器移植、再生医療、安楽死と尊厳死について考えを

述べる。

生命倫理に関わる主な歴史と宣言について説明できる（知

識）。

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）

生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述

べる。（知識・態度）

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい

て概説できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

レポート、グループワーク、

グループディスカッショ

ン、ディベート、講義、

定期試験＋レポート＋成果物

教
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摂南大学シラバス

関連科目 薬剤師になるために、患者安全、患者コミュニケーション、社会薬学、薬事関連法規、分子細胞生物学、キャリア形成、哲学他

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

生物と生命倫理の基本ノート 改訂３版 西沢いづみ著 金芳堂

薬学総論 Ⅰ薬剤師としての基本事項 日本薬学会編 東京化学同人

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

授業中の個人ワーク、レポートの提出内容、 等での課題提出および発表用資料等の成果物 点、定期試験 点。 点満点の 点

以上で合格。

学生への

メッセージ

土曜日等に学外者（病院薬剤師、スポーツファーマシスト）の講演、講義を聴講させることがある。その場合は事前に連絡するので必ず聴講

すること。

●講義１回目の注意点

１．グループをつくり、チームビルディングを行う。

２．講義時にシラバスを説明するので、シラバスを印刷して持ってくること。

３． の登録を行うので、各自電子媒体（スマートフォン、タブレット等）を持参すること。なお、電子媒体を持っていない場合には、

１回目の時に申し出ること。

授業担当の岩﨑綾乃は、国立の研究機関における２年間の特別研究員の経験を活かし、現代社会の健康と科学技術に関する実践的教育を行う。

担当者の

研究室等
号館４階 統合薬学分野：岩﨑講師室

備考、

事前・事後

学習課題

講義前の予習（教科書（上記番号１、２）、予習プリントを読む、グループディスカッションのための事前準備等 時間ｘ 回、講義及び

自己学習課題の復習 時間ｘ 回）

教科書（上記番号２）「薬学総論 Ⅰ薬剤師としての基本事項」は、”薬剤師になるために”で使用したものと同じです。必ず持ってきてくださ

い。また、前期の”薬剤師になるために”の授業、”早期体験学習”での講演会、” ２”と関連が大変深いので、生命倫理学を履修する前に復習

を必ず行ってください。

レポート等、課題については、提出後の授業内のディスカッションで用い、理解を深めます。

教
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摂南大学シラバス

科目名 ビジネスマナー 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ４年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 奥田 和子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ビジネス活動という場とそこで働く人間のビジネスワークについて概説し、企業等のビジネス組織において求められる資質・能力・技術につ

いて考察を深める。

企業等のビジネス組織において積極的なビジネス・コミュニケーションの必要性とそれを駆使しての人間関係調整の重要性について学ぶこと

を目的とする。

ホテル実務経験者として、対人技能やコミュニケーションスキルの重要性を伝え、また経営士としての観点から人間関係について話をします。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション

－あいさつの重要性（理論と実践）

・授業のオリエンテーション

・授業のルール

・あいさつの真の意味とは

・正しい基本姿勢を学ぶ

・事前学修：ビジネスマナーと

は何かを考える。

・事後学修：ビジネスマナーの

意義とは何か、 字でまとめ

る。

仕事の進め方と組織活動

・定型業務と非定型業務

・コスト意識とエコ活動

・仕事の基本の つの意識

・話し方と聞き方

・事前学修：仕事の基本の つ

の意識について調べる。

・事後学修：仕事の取り組み方

の基本は何か、まとめる。

目標設定と サイクル

スケジュールと出張業務

・目標設定（

・ とは

・チームと個人の役割

・スケジュールの作り方

・業務としての出張 方式

・事前学修： について調

べる。あなたの 週間予定表を

作成する。

・事後学修：あなたの日常生活

における とと を考え、

まとめる（ 字以上）。あな

たの予定表を作成提出し、改善

点をまとめる。

ビジネスの場での敬語表現

・基本的な敬語表現の復習

・ビジネスの場での使用方法

をもとに

・事前学修：敬語プリント①を

する。

・事後学修：ケーススタディプ

リントをする。

電話応対

・ビジネスフォンの扱い方

・ から へ

・簡潔メモの作り方

・不在処理と伝言

・事前学修：電話応対プリント

をする。

・事後学修：ロールプレイング

を繰り返す。

来客応対

・組織図と対応

・簡単な応対から不在処理や重

複処理まで

・名刺交換

・事前学修：来客応対プリント

①をする。

・事後学修：来客対応プリント

②をする。

ホウ・レン・ソウ

・ビジネスにおける「報連相」

・指示の受け方

・業務の優先順位

・事前学修：報告・連絡・相談

の重要性について調べる

・事後学修：ロールプレイング

を繰り返す。敬語プリント②を

する。

ビジネス文書の基本①

・社外文書が基本

・商取引文書と社交文書の相違

・社内文書と社外文書の種類

・ファイリング

・事前学修：ビジネス文書始め

る前にをする。

・事後学修：ビジネス文書②を

する。

ビジネス文書の基本② ・実践

・事前学修：ビジネス文書始③

をする。

・事後学修：ビジネス文書④を

する。

ビジネス通信の基本

・通信手段（電子メール、ファ

ックス等）の選択

・作成上の注意点

・郵便・宅配便の知識

・事前学修：郵便の知識プリン

ト①をする。

・事後学修：メール文書を作成

する。

法的業務

設営の基本

・押印と印鑑の意味

・内容証明

・個人情報保護（ マーク）

・コンプライアンス

・ 方式からの業務遂行

・確認の必要性

・他部署とのコミュニケーショ

ンの必要性

・事前学習：コンプライアンス

について調べる。同窓会幹事と

して同窓会を開くことを想定

し、おこなうべきことをまとめ

る。

・事後学修：個人情報保護法に

ついてレポートを作成する

（ 字以上）。設営事例をま

とめる。

慶弔と贈答

・慶弔時の基本的マナー

・「式」について

・業務としての贈答

・事前学修：慶弔・贈答プリン

ト①をする。

・事後学修：ビジネス文書（社

外社内）、郵便の知識、慶事の

マナーのポイントをまとめる。

協働とコミュニケーション

・外国人同僚・異文化への対応

・働き方とキャリア開発

・公共の場でのマナー

・事前学修：ビジネス実務能力

を身に付け、グローバル社会へ

対応していく決意を示す。

・事後学修：全体をまとめる。

教
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摂南大学シラバス

関連科目 キャリアデザインⅠ・Ⅱ、インターンシップⅠ・Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
ロールプレイ等のワーク（ ）、複数回のレポート（ ）、期末試験（ ）を総合的に評価する。

学生への

メッセージ

近年、企業等のビジネス組織では、かつての新入社員研修のような研修制度を充実できるほどの経済的・時間的余裕がなくなった。しかしな

がら、企業等のビジネス組織ではみなさんの「ビジネス実務能力」が問われている。それは一時的な能力ではなく、学生時代から培うことの

できる能力や資質であり、みなさんが意識を変え、学ぶことによって、「わかることからできること」の一致の重要性が理解され、社会人とし

ての第一歩を築くことも可能となる。

担当者の

研究室等
７号館５階 キャリア教育推進室（石井）

備考、

事前・事後

学習課題

予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。レポート作成ならびに定期試験前の学習時間を含め、総時間数で 時間程度を目安とする。

教
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摂南大学シラバス

科目名 スタートアップゼミ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 １年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 必修科目

学期 通年集中 授業担当者 河野 武幸

ディプロマポリシー ◎ ◎ ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

「スタートアップゼミ」は、新入生が薬学での学修を不安なくスタートし、目標を持って勉学に励めるよう準備された本学独自の教育プログ

ラムです。担任教員の指導の元、高校とは異なる大学での学び方を修得し、スムーズに大学生活をスタートさせて下さい。

コース： 基本事項

ユニット：

（ ）薬剤師の使命 一般目標：医療と薬学の歴史を認識するとともに、国民の健康管理、医療安全、薬害防止における役割を理解し、薬剤

師としての使命感を身につける。

（ ）薬剤師に求められる倫理観 一般目標：倫理的問題に配慮して主体的に行動するために、生命・医療に係る倫理観を身につけ、医療の

担い手としての感性を養う。

（ ）信頼関係の構築 一般目標：患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、信頼関係を構築するために

役立つ能力を身につける。

（ ）多職種連携協働とチーム医療 一般目標：医療・福祉・行政・教育機関及び関連職種の連携の必要性を理解し、チームの一員としての

在り方を身につける。

（ ）自己研鑽と次世代を担う人材の育成 一般目標：生涯にわたって自ら学ぶことの必要性・重要性を理解し、修得した知識・技能・態度

を確実に次世代へ継承する意欲と行動力を身につける。

コース： 薬学と社会

一般目標：人と社会に関わる薬剤師として自覚を持って行動するために、保健・医療・福祉

に係る法規範・制度・経済、及び地域における薬局と薬剤師の役割を理解し、義務及び法令を遵守する態度を身につける。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

回程度

を活用しよう

第 章 摂南大学を知ろう づくりの取組

み

第 章 大学の学びのながれを知ろう

第 章 大学の学びを深めるために（研究倫理を含む）

第 章 充実した大学生活を送るために

第 章 快適で安心な大学生活を送るために

第 章 今までの自分を自分で分析しよう

第 章 キャリア・プランニング

第 章 、公務員試験、 、資格試験を意識しよう

早期体験学習の発表準備を実施し、レポートを完成しよう

１）早期体験学習の発表会に向けて、発表、質問、質問対応

等の練習をする（早期体験学習の発表会：医療施設（病院、

薬局）で体験学習したことについて、ポスターを用いて発表

する）。

２）早期体験学習で体験したことを十分伝えられるようにす

るために、適切で分かりやすい表現を用いた文章でレポート

を完成させる（早期体験学習では、医療施設（病院、薬局）で

体験学習したことについて報告書を作成し、冊子として施設

に配付している）。

小グループ討議

課題演習

自己研鑽

成果物（総括的評価：提出状

況）

成果物（形成的評価：内容）

観察記録（総括的評価）

回程度

課題に挑戦してみよう！

担任の先生から与えられた課題に取り組む／自ら見出した課

題に取り組む

例

・研究室での実験体験

・薬学に関係する学内外でのアクティビティー

・薬について調べる

小グループ討議

課題演習

自己研鑽

成果物（総括的評価：提出状

況）

成果物（形成的評価：内容）

観察記録（総括的評価）

関連科目 早期体験学習、薬剤師になるために、その他、薬学基礎系科目及び薬学専門科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

摂南大学

参考書

キ
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摂南大学シラバス

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

成果物（レポート等）の提出状況（ ％）及び授業への取り組みならびにグループワークへの貢献度等に関する観察記録（ ％）で評価する。

点満点中 点以上で合格。なお、修学状況（出席、受講態度等）不良の者については、 点を上限として減点することがある。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
講師以上の全教員

備考、

事前・事後

学習課題

なお、授業スケジュールの詳細は、担任教員に確認すること。

事前学習：指導教員から指定された教材について必ず予習すること

事後学習：指導教員から指定された復習、討議及びその他学習を必ず実施すること
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科目名 キャリア形成Ⅰ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 必修科目

学期 通年集中 授業担当者 奥野 智史 樽井 敦 中谷 尊史

ディプロマポ リシー ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース 基本事項

（ ）自己研鑽と次世代を担う人材の育成

一般目標：生涯にわたって自ら学ぶことの必要性・重要性を理解し、修得した知識・技能・態度を確実に次世代へ継承する意欲と行動力を身

につける。

【③生涯学習】

【④次世代を担う人材の育成】

コース 薬学と社会

一般目標：人と社会に関わる薬剤師として自覚を持って行動するために、保健・医療・福祉に係る法規範・制度・経済、及び地域における薬

局と薬剤師の役割を理解し、義務及び法令を遵守する態度を身につける。

（ ）地域における薬局と薬剤師

一般目標：地域の保健、医療、福祉について、現状と課題を認識するとともに、その質を向上させるための薬局及び薬剤師の役割とその意義

を理解する。

【①地域における薬局の役割】

コース：本学独自の薬学専門教育

ユニット：キャリア形成

一般目標：医療人として相手（患者）を思いやる心を持ち、情熱と責任ある態度で積極的かつ協調的に行動できるようになるために、倫理観

と奉仕・慈愛の心、円滑な対人力、協調的精神、情熱と責任感及び豊かな人間性など、医療人に相応しい知識、技能、態度を身につける。

（１）なりたい自分をさがす

一般目標：自らがその能力及び適性、志望に応じて主体的に進路を選択できるようになるために、医療現場等で活躍する薬剤師等の体験談な

どを通して医療や社会全般を概観し、薬剤師の倫理観、使命感、職業観を認識するとともに、自己研鑽・体験型学習により社会人（医療人）

に相応しい態度を身につける。

（補足説明） 薬学部では、 、 年次：「なりたい自分をさがす」、 、 年次：「なりたい自分をきめる」、 、 年次：「なりたい自分にむかう」

を到達目標と定め、キャリア形成教育を展開している。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

キャリア形成の重要性を説明できる。

〔講義内容〕薬学生のキャリアデザイン
講義（講義室） 臨時試験（総括的評価）

薬剤師の活動分野（医療機関、製薬企業、衛生行政など）

について概説できる。

〔講義内容〕薬学生のキャリアデザイン

講義（講義室） 臨時試験（総括的評価）

医療の場で求められる薬剤師としてのスキルを説明で

きる。

〔講義内容〕医師が薬剤師に期待すること

講義（講義室）
レポート（総括的評価）

臨時試験（総括的評価）

地域における薬局の機能と業務について説明できる。

医薬分業の意義と動向を説明できる。

かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理の意義につ

いて説明できる。

セルフメディケーションにおける薬局の役割について

説明できる。

災害時の薬局の役割について説明できる。

医療費の適正化に薬局が果たす役割について説明でき

る。

〔講義内容〕地域における薬局・薬剤師の役割と今後の

展望

講義（講義室）
レポート（総括的評価）

臨時試験（総括的評価）

薬剤師の活動分野（医療機関、製薬企業、衛生行政など）

について概説できる。

〔講義内容〕薬剤師のキャリアパスを比較する（ ）：保

険薬局で活躍する薬剤師（保険薬局で働く薬剤師のキ

ャリアパス）

講義（講義室）
レポート（総括的評価）

臨時試験（総括的評価）

企業、衛生行政など）について概説できる。

〔講義内容〕薬剤師のキャリアパスを比較する（ ）：病

院で活躍する薬剤師（病院で働く薬剤師のキャリアパ

ス）

講義（講義室）
レポート（総括的評価）

臨時試験（総括的評価）

薬剤師の活動分野（医療機関、製薬企業、衛生行政など）

について概説できる。

〔講義内容〕薬剤師のキャリアパスを比較する（ ）：行

政機関で活躍する薬剤師（行政機関で働く薬剤師のキ

ャリアパス）

講義（講義室）
レポート（総括的評価）

臨時試験（総括的評価）

薬剤師の活動分野（医療機関、製薬企業、衛生行政など）

について概説できる。

〔講義内容〕薬剤師のキャリアパスを比較する（ ）：製

薬企業・治験企業等で活躍する薬剤師（製薬企業・治験

企業等で働く薬剤師のキャリアパス①）

講義（講義室）
レポート（総括的評価）

臨時試験（総括的評価）

薬剤師の活動分野（医療機関、製薬企業、衛生行政など）

について概説できる。

〔講義内容〕薬剤師のキャリアパスを比較する（ ）：製

薬企業・治験企業等で活躍する薬剤師（製薬企業・治験

企業等で働く薬剤師のキャリアパス②）

講義（講義室）
レポート（総括的評価）

臨時試験（総括的評価）

薬剤師の活動分野（医療機関、製薬企業、衛生行政など）

について概説できる。
講義（講義室）

レポート（総括的評価）

臨時試験（総括的評価）
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〔講義内容〕薬剤師のキャリアパスを比較する（ ）：製

薬企業・治験企業等で活躍する薬剤師（製薬企業・治験

企業等で働く薬剤師のキャリアパス③）

自分のこれまでを振り返り、これからをイメージする。

〔演習内容〕ポートフォリオの作成①
演習（講義室）

成果物（総括的評価）

臨時試験（総括的評価）

キャリアデザインにおいて、今、すべきことについて計

画を立てる。

〔演習内容〕ポートフォリオの作成②

演習（講義室）
成果物（総括的評価）

臨時試験（総括的評価）

グローバルな視点で薬学・薬剤師を概説できる。

〔講義内容〕国際感覚を身につけよう
講義（講義室）

レポート（総括的評価）

臨時試験（総括的評価）

災害時医療について概説できる。

〔講義内容〕災害時医療の実際について
講義（講義室）

レポート（総括的評価）

臨時試験（総括的評価）

【第 回～第 回】

災害時医療について概説できる。

災害時の対応について討議する。

〔演習内容〕グループワーク（ ）

演習・グループワーク（講義室

他）
観察記録（総括的評価）

【第 回～第 回】

生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意

義について説明できる。

生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を

収集できる。（技能）

薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識

し、ロールモデルとなるように努める。（態度）

後輩等への適切な指導を実践する。（技能・態度）

災害時医療について概説できる。

〔演習内容〕下記の ～ のコースから１つ選択し、自

己研鑽・体験型学習に取り組む。

：教育体験（ 年次基盤実習の支援）

：教育体験（常翔啓光学園ピアエデュケーションの支

援）

：災害救助訓練の支援

：学会への参加（聴講）

：公開講座（生涯教育）への参加（聴講）

自己研鑽・体験型学習（講義室

他）

観察記録（総括的評価）

レポート・成果物（総括的評価）

関連科目
薬剤師になるために、スタートアップゼミ、キャリア形成Ⅱ～Ⅳ、患者安全、患者コミュニケーション、医療経済学、薬局経営、セルフメデ

ィケーション演習、医薬品開発演習

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬学生・薬剤師のためのキャリアデザインブック 西鶴智香 薬事日報社

評価の時期・

方法・基準

成果物（課題やレポート等を含む）（ ％），自己研鑽・体験型学習の取り組み状況（ ％）、臨時試験（ ％）で評価する。原則、すべての講

義に出席し、レポートをすべて提出し、臨時試験を受けたうえ、 点満点中 点以上で合格とする。

なお、修学状況が不良の者については、 点を限度に減点することがある。 また、剽窃行為の疑われるレポートは受理しないことがある。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等

奥野： 号館 階（公衆衛生学研究室）

中谷： 号館 階（複合薬物解析学研究室）

樽井： 号館 階（薬化学研究室）

備考、

事前・事後

学習課題

共同担当：河野武幸、曽根知道、尾崎清和、小西元美、高田雅弘、倉本展行、小森浩二、首藤 誠、辻 琢己、中尾晃幸、安原智久、岩﨑綾

乃、金城俊彦、串畑太郎、栗尾和佐子、山室晶子、外部講師 他

枚方事務室の協力も得ています。

担当者には、製薬企業で新薬および後発医薬品の開発に携わった実務経験者も含まれており（中谷）、その経験を活かし、本科目を通して学生

達に企業における薬剤師の役割について伝える。

自己研鑽・体験学習などの実施日は土・日・祝日になる場合があります。また、事前説明会や発表会を実施します。

第 回～第 回に実施する自己研鑽・体験型学習のコースは受け入れ人数の関係で希望に添えないことや一部のコースを設定しないことが
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あります。

事前学習：講義や自己研鑽・体験型学習に参加するにあたり、必要な情報を収集し、個人またはグループでまとめる。（ 時間× 回）

事後学習：講義や自己研鑽体験型学習を通じて得られた知識などをまとめる。（ 時間× 回）

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

883



摂南大学シラバス

科目名 キャリア形成Ⅱ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 通年集中 授業担当者 小西 元美 首藤 誠 中尾 晃幸

ディプロマポリシー ○ ○ ○ ○ ○
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース： 基本事項

ユニット：（ ）自己研鑽と次世代を担う人材の育成

一般目標：生涯にわたって自ら学ぶことの必要性・重要性を理解し、修得した知識・技能・態度を確実に次世代へ継承する意欲と行動力を身

につける。

【③生涯学習】

【④次世代を担う人材の育成】

コース： 薬学と社会

一般目標：人と社会に関わる薬剤師として自覚を持って行動するために、保険・医療・福祉に係る法規範・制度・経済、及び地域における薬

局と薬剤師の役割を理解し、義務及び法令を尊守する態度を身につける。

ユニット：（ ）地域における薬局と薬剤師

一般目標：地域の保険、医療、福祉について、現状と課題を認識するとともに、その質を向上させるための薬局及び薬剤師の役割とその意義

を理解する。

【②地域における保健、医療、福祉の連携体制と薬剤師】

コース：本学独自の薬学専門教育 ユニット：キャリア形成

一般目標：医療人として相手（患者）を思いやる心を持ち、情熱と責任ある態度で積極的かつ協調的に行動できるようになるために、倫理

観と奉仕・慈愛の心、円滑な対人力、協調的精神、情熱と責任感及び豊かな人間性など、医療人に相応しい知識、技能、態度を身につける。

（２）なりたい自分をきめる

一般目標：自らがその能力及び適性、志望に応じて主体的に進路を選択できるようになるために、自己研鑽・参加型学習によって必要な情報

を収集する。

補足説明；薬学部では、 、 年次：「なりたい自分をさがす」、 、 年次：「なりたい自分をきめる」、 、 年次：「なりたい自分にむかう」を

到達目標と定め、全学年にわたるキャリア形成教育を展開している。薬剤師が活躍している現場での就労体験（インターンシップ）やボラン

ティア活動を行い、自らのキャリアプランが正しいか否かを確認する。

＊本講義は 年度以降入学生を対象とし、キャリア形成Ⅰを修得していること。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

【③生涯学習】

生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義に

ついて説明できる。

内容：キャリアガイダンス

講義（講義室） レポート（総括的評価）

【③生涯学習】

生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義に

ついて説明できる。

内容：ポートフォリオの作成①

講義等（講義室 レポート（総括的評価）

【③生涯学習】

生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義に

ついて説明できる。

内容：ポートフォリオの作成②

講義等（講義室 レポート（総括的評価）

・言語的および非言語的コミュニケーションの方法を概説で

きる。

・意思、情報の伝達に必要な要素を列挙できる。

・相手の立場、文化、習慣などによって、コミュニケーショ

ンのあり方が異なることを例示できる。

内容：医療通訳

講義等（講義室 レポート（総括的評価）

第 回～第 回

【③生涯学習】

生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収

集できる。

【④次世代を担う人材の育成】

薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識し、ロ

ールモデルとなるように努める。

【②地域における保健、医療、福祉の連携体制と薬剤師】

地域包括ケアの理念について説明できる。

在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割につ

いて説明できる。

学校薬剤師の役割について説明できる。

地域の保健、医療、福祉において利用可能な社会資源につ

いて概説できる。

地域から求められる医療提供施設、福祉施設及び行政との

連携について討議する。

内容：下記の コースから一つを選択し、自己研鑽・参加型

学習を行う。

コース ：薬物乱用防止のための講義実施支援

コース ：アロマテラピーの講習・体験

コース ：健康体操の講習・体験

コース ：地域連携プログラムの実施支援

コース ：地域住民を対象とした健康フォーラムの実施支援

コース ：医療（提供）機関でのインターンシップあるいは

ボランティア

コース ：公開講座（生涯教育）の聴講

コース 避難訓練運営ゲーム 年生むけ ）の実施支援

コース ：医療通訳

実習（外部施設）、プレゼン

テーション及びグループ討

論（講義室）

レポート作成及びプレゼン

テーション準備（情報処理

演習室等）

観察記録（ピア評価等）（総括

的評価）、活動日誌（総括的評

価）、レポート（総括的評価）
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コース ： 向上のための整容講座＆実施支援

コース ：学会の聴講

関連科目
薬剤師になるために、早期体験実習、スタートアップゼミ、キャリア形成 、 、Ⅳ、患者安全、患者コミュニケーション、医薬品開発演習、

薬局経営、病院・薬局実務実習、他

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

キャリアデザインブック 西鶴智花 薬事日報社

評価の時期・

方法・基準

原則として、外部施設での活動及び発表会にすべて出席し、すべての提出物を提出していること。その上で、座学のレポート（ ％）及び各

コースの自己研鑽・参加型学習の取り組み状況（ ％）とその成果物（課題やレポート）（ ％）で評価する。 点満点中 点以上で合格と

する。ただし、修学状況（出席、受講態度等）不良の者については、減点する事がある。剽窃行為に対して、単位を認めない。

学生への

メッセージ

授業担当の首藤誠は、 年間薬局薬剤師として勤務した経験、その後、現在に至るまで医療施設と共同研究してきた経験から、薬剤師業務及

び医療制度・地域医療など、それらに関連する実践的な教育を行う。

担当者の

研究室等

小西： 号館 階（薬学教育センター 統合薬学分野）

首藤： 号館 階（医療薬学研究室）

中尾： 号館 階（疾病予防学研究室）

備考、

事前・事後

学習課題

共同担当：河野武幸、高田雅弘、高松宏治、奥野智史、菊田真穂、辻琢己、安原智久、中谷尊史、中原和秀、串畑太郎、三田村しのぶ、伊藤

優、栗尾和佐子、山室晶子、山口昌之、中野友美子、藤林真美（学生部スポーツ振興センター）、外部講師 他 薬学部事務室・就職部の協力も

得ています。

自己研鑽・参加型学習の各コースは、受け入れ人数の関係で希望に添えない場合や一部コースを設定できない事があります。実施日が夏期休

暇中や土、日曜日になる場合もあります。また、事前説明会や発表会を実施します。

事前学習：講義や自己研鑽・体験型学習に参加するにあたり、必要な情報を収集し、まとめる。（ 時間× 回）

事後学習：講義や自己研鑽・体験型学習を通じて得られた知識などを整理し、まとめる。（ 時間× 回）
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科目名 キャリア形成Ⅲ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ４年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 奥田 和子

ディプロマポリシー ○ ○

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ビジネス活動という場とそこで働く人間のビジネスワークについて概説し、企業等のビジネス組織において求められる資質・能力・技術につ

いて考察を深める。

企業等のビジネス組織において積極的なビジネス・コミュニケーションの必要性とそれを駆使しての人間関係調整の重要性について学ぶこと

を目的とする。

ホテル実務経験者として、対人技能やコミュニケーションスキルの重要性を伝え、また経営士としての観点から人間関係について話をします。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション

－あいさつの重要性（理論と実践）

・授業のオリエンテーション

・授業のルール

・あいさつの真の意味とは

・正しい基本姿勢を学ぶ

・事前学修：ビジネスマナーと

は何かを考える。

・事後学修：ビジネスマナーの

意義とは何か、 字でまとめ

る。

仕事の進め方と組織活動

・定型業務と非定型業務

・コスト意識とエコ活動

・仕事の基本の つの意識

・話し方と聞き方

・事前学修：仕事の基本の つ

の意識について調べる。

・事後学修：仕事の取り組み方

の基本は何か、まとめる。

目標設定と サイクル

スケジュールと出張業務

・目標設定（

・ とは

・チームと個人の役割

・スケジュールの作り方

・業務としての出張 方式

・事前学修： について調

べる。あなたの 週間予定表を

作成する。

・事後学修：あなたの日常生活

における とと を考え、

まとめる（ 字以上）。あな

たの予定表を作成提出し、改善

点をまとめる。

ビジネスの場での敬語表現

・基本的な敬語表現の復習

・ビジネスの場での使用方法

をもとに

・事前学修：敬語プリント①を

する。

・事後学修：ケーススタディプ

リントをする。

電話応対

・ビジネスフォンの扱い方

・ から へ

・簡潔メモの作り方

・不在処理と伝言

・事前学修：電話応対プリント

をする。

・事後学修：ロールプレイング

を繰り返す。

来客応対

・組織図と対応

・簡単な応対から不在処理や重

複処理まで

・名刺交換

・事前学修：来客応対プリント

①をする。

・事後学修：来客対応プリント

②をする。

ホウ・レン・ソウ

・ビジネスにおける「報連相」

・指示の受け方

・業務の優先順位

・事前学修：報告・連絡・相談

の重要性について調べる

・事後学修：ロールプレイング

を繰り返す。敬語プリント②を

する。

ビジネス文書の基本①

・社外文書が基本

・商取引文書と社交文書の相違

・社内文書と社外文書の種類

・ファイリング

・事前学修：ビジネス文書始め

る前にをする。

・事後学修：ビジネス文書②を

する。

ビジネス文書の基本② ・実践

・事前学修：ビジネス文書始③

をする。

・事後学修：ビジネス文書④を

する。

ビジネス通信の基本

・通信手段（電子メール、ファ

ックス等）の選択

・作成上の注意点

・郵便・宅配便の知識

・事前学修：郵便の知識プリン

ト①をする。

・事後学修：メール文書を作成

する。

法的業務

設営の基本

・押印と印鑑の意味

・内容証明

・個人情報保護（ マーク）

・コンプライアンス

・ 方式からの業務遂行

・確認の必要性

・他部署とのコミュニケーショ

ンの必要性

・事前学習：コンプライアンス

について調べる。同窓会幹事と

して同窓会を開くことを想定

し、おこなうべきことをまとめ

る。

・事後学修：個人情報保護法に

ついてレポートを作成する

（ 字以上）。設営事例をま

とめる。

慶弔と贈答

・慶弔時の基本的マナー

・「式」について

・業務としての贈答

・事前学修：慶弔・贈答プリン

ト①をする。

・事後学修：ビジネス文書（社

外社内）、郵便の知識、慶事の

マナーのポイントをまとめる。

協働とコミュニケーション

・外国人同僚・異文化への対応

・働き方とキャリア開発

・公共の場でのマナー

・事前学修：ビジネス実務能力

を身に付け、グローバル社会へ

対応していく決意を示す。

・事後学修：全体をまとめる。
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関連科目 キャリアデザインⅠ・Ⅱ、インターンシップⅠ・Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
ロールプレイ等のワーク（ ）、複数回のレポート（ ）、期末試験（ ）を総合的に評価する。

学生への

メッセージ

近年、企業等のビジネス組織では、かつての新入社員研修のような研修制度を充実できるほどの経済的・時間的余裕がなくなった。しかしな

がら、企業等のビジネス組織ではみなさんの「ビジネス実務能力」が問われている。それは一時的な能力ではなく、学生時代から培うことの

できる能力や資質であり、みなさんが意識を変え、学ぶことによって、「わかることからできること」の一致の重要性が理解され、社会人とし

ての第一歩を築くことも可能となる。

担当者の

研究室等
７号館５階 キャリア教育推進室（石井）

備考、

事前・事後

学習課題

予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。レポート作成ならびに定期試験前の学習時間を含め、総時間数で 時間程度を目安とする。
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科目名 キャリア形成Ⅳ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ５年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 必修科目

学期 通年集中 授業担当者 中谷 尊史 小西 元美 奈邉 健 山口 太郎

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：本学独自の薬学専門教育

ユニット：キャリア形成

一般目標：医療人として相手（患者）を思いやる心を持ち、情熱と責任ある態度で積極的かつ協調的に行動できるようになるために、倫理観

と奉仕・慈愛の心、円滑な対人力、協調的精神、情熱と責任感及び豊かな人間性など、医療人に相応しい知識、技能、態度を身につける。

（３）なりたい自分にむかう

一般目標：様々な分野で活躍する の体験談などの聴講や、グループワークによる医療業界研究の実施を通して、自らがその能力及び適性、

志望に応じて主体的に進路を選択するとともにキャリアプランを立てる。

補足説明；薬学部では、 、 年次：「なりたい自分をさがす」、 、 年次：「なりたい自分をきめる」、 、 年次：「なりたい自分にむかう」を

到達目標と定め、全学年にわたるキャリア形成教育を展開している。薬剤師が活躍している現場での就労体験（インターンシップ）やボラン

ティア活動を行い、自らのキャリアプランが正しいか否かを確認する。

コース： 基本事項

ユニット：（ ）薬剤師の使命

一般目標：医療と薬学の歴史を認識するとともに、国民の健康管理、医療安全、薬害防止における役割を理解し、薬剤師としての使命感を身

につける。

【①医療人として】

【②薬剤師が果たすべき役割】

コース： 薬学と社会

一般目標：人と社会に関わる薬剤師として自覚を持って行動するために、保険・医療・福祉に係る法規範・制度・経済、及び地域における薬

局と薬剤師の役割を理解し、義務及び法令を尊守する態度を身につける。

ユニット：（ ）地域における薬局と薬剤師

一般目標：地域の保険、医療、福祉について、現状と課題を認識するとともに、その質を向上させるための薬局及び薬剤師の役割とその意義

を理解する。

【②地域における保健、医療、福祉の連携体制と薬剤師】

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

【第１回～２回】

【②薬剤師が果たすべき役割】

薬剤師の活動分野（医療機関、製薬企業、衛生行政

等）と社会における役割について説明できる。

キャリア形成 なりたい自分に向かう

講義内容：キャリアガイダンス

講義（講義室） レポート（総括的評価）

【第３回～４回】

【②薬剤師が果たすべき役割】

薬剤師の活動分野（医療機関、製薬企業、衛生行政

等）と社会における役割について説明できる。

キャリア形成 なりたい自分に向かう

講義内容：製薬企業・治験企業等で活躍する薬剤師の

キャリアパス

講義等（講義室 レポート（総括的評価）

【第５回～７回】

【②薬剤師が果たすべき役割】

薬剤師の活動分野（医療機関、製薬企業、衛生行政

等）と社会における役割について説明できる。

医薬品の創製（研究開発、生産等）における薬剤師

の役割について説明できる。

キャリア形成 なりたい自分に向かう

演習内容：グループワーク 医療業界研究（製薬企業、

治験企業など）

演習・グループワーク（講義室

レポート（総括的評価）

成果物（総括的評価）

観察記録（総括的評価）

【第８回～９回】

【②薬剤師が果たすべき役割】

薬剤師の活動分野（医療機関、製薬企業、衛生行政

等）と社会における役割について説明できる。

【①医療人として】

チーム医療や地域保健・医療福祉を担う一員として

の責任を自覚し行動する。

キャリア形成 なりたい自分に向かう

講義内容：医療機関（病院、保険薬局など）で活躍す

る薬剤師のキャリアパス

講義等（講義室 レポート（総括的評価）

【第 回～ 回】

【②薬剤師が果たすべき役割】

薬剤師の活動分野（医療機関、製薬企業、衛生行政

等）と社会における役割について説明できる。

Ｂ 【②地域における保健、医療、福祉の連携体制と

薬剤師】

地域から求められる医療提供施設、福祉施設及び行

政との連携について討議する。

キャリア形成 なりたい自分に向かう

演習内容：グループワーク 医療業界研究（病院、保

険薬局など）

演習・グループワーク（講義室

レポート（総括的評価）

成果物（総括的評価）

観察記録（総括的評価）

【第 回～ 回】

【②薬剤師が果たすべき役割】

薬剤師の活動分野（医療機関、製薬企業、衛生行政

講義等（講義室 レポート（総括的評価）
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等）と社会における役割について説明できる。

キャリア形成 なりたい自分に向かう

講義内容：キャリアガイダンス、様々な分野で活躍す

る薬剤師のキャリアパス

関連科目
薬剤師になるために、早期体験実習、スタートアップゼミ、キャリア形成 、キャリア形成Ⅱ、キャリア形成Ⅲ、臨床研究立案演習、薬局経

営・マネージメント論、病院・薬局実務実習、他

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

キャリアデザインブック 西鶴智花 薬事日報社

評価の時期・

方法・基準

原則として、キャリア支援行事及び講義にすべて出席し、すべての提出物を提出していること。その上で、パフォーマンス評価（活動日誌、

レポート等）で評価する。 点満点中 点以上で合格とする。ただし、修学状況（出席、受講態度等）不良の者については、減点する事が

ある。剽窃行為に対して、単位を認めない。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等

中谷 尊史：１号館４階（複合薬物解析学研究室）

小西 元美：１号館２階（薬学教育センター統合薬学分野）

奈邉 健：１号館７階（薬効薬理学研究室）

山口 太郎：１号館６階（薬理学研究室）

備考、

事前・事後

学習課題

共同担当：河野武幸、伊藤潔、佐久間信至、矢部武士、奥野智史、菊田真穂、小森浩二、向井啓、米山雅紀、佐藤和之、眞島崇、外部講師 他

薬学部事務室・就職部の協力も得ています。

担当者には、製薬企業で新薬および後発医薬品の開発に携わった実務経験者も含まれており、その経験を活かし、本科目を通して学生達に企

業における薬剤師の役割について伝える。

事前学習：講義やキャリア支援行事に参加するにあたり、必要な情報を収集し、まとめる。（ 時間× ５回）

事後学習：講義やキャリア支援行事を通じて得られた知識などを整理し、まとめる。（ 時間× ５回）
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科目名 患者安全 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ２年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 必修科目

学期 通年集中 授業担当者 辻 琢己 岩﨑 綾乃 眞島 崇

ディプロマポリシー ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース： 基本事項

ユニット

（ ）薬剤師の使命

一般目標：医療と薬学の歴史を認識するとともに、国民の健康管理、医療安全、薬害防止における役割を理解し、薬剤師としての使命感を

身につける。

【③患者安全と薬害の防止】

医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を自覚する。（態度）

による患者安全の考え方について概説できる。

医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を説明できる。

医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシデントの事例を列挙し、その原因と防止策を説明できる。

（ ）薬剤師に求められる倫理観

一般目標：倫理的問題に配慮して主体的に行動するために、生命・医療に係る倫理観を身につけ、医療の担い手としての感性を養う。

【②医療倫理】

医療倫理に関する規範（ジュネーブ宣言等）について概説できる。

【③患者の権利】

患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を認識する。（態度）

患者の基本的権利の内容（リスボン宣言等）について説明できる。

患者の自己決定権とインフォームドコンセントの意義について説明できる。

知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解し、適切な取扱いができる。（知識・技能・態度）

（ ）多職種連携協働とチーム医療

一般目標：医療・福祉・行政・教育機関及び関連職種の連携の必要性を理解し、チームの一員としての在り方を身につける。

自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協力・支援を求める。（態度）

コース： 薬学と社会

一般目標：人と社会に関わる薬剤師として自覚を持って行動するために、保健・医療・福祉に係る法規範・制度・経済、及び地域における

薬局と薬剤師の役割を理解し、義務及び法令を遵守する態度を身につける。

ユニット

（ ）人と社会に関わる薬剤師

一般目標：人の行動や考え方、社会の仕組みを理解し、人・社会と薬剤師の関わりを認識する。

薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性について討議する。（態度）

倫理規範や法令に則した行動を取る。（態度）

コース： 薬学臨床

一般目標：患者・生活者本位の視点に立ち、薬剤師として病院や薬局などの臨床現場で活躍するために、薬物療法の実践と、チーム医療・

地域保健医療への参画に必要な基本的事項を修得する。

ユニット

（ ）薬学臨床の基礎

一般目標：医療の担い手として求められる活動を適切な態度で実践するために、薬剤師の活躍する臨床現場で必要な心構えと薬学的管理の

基本的な流れを把握する。

【②臨床における心構え】〔Ａ（１）、（２）参照〕

前）医療の担い手が守るべき倫理規範や法令について討議する。（態度）

前）患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者の個人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対応ができる。（態度）

（ ）処方せんに基づく調剤

一般目標：処方せんに基づいた調剤業務を安全で適正に遂行するために、医薬品の供給と管理を含む基本的調剤業務を修得する。

【⑥安全管理】

前）処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを生じやすい事例を列挙できる。

前）特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の特徴と注意点を列挙できる。

前）代表的なインシデント（ヒヤリハット）、アクシデント事例を解析し、その原因、リスクを回避するための具体策と発生後の適切

な対処法を討議する。（知識・態度）

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

１回（世界標準の患者安全１）

○ による患者安全の考え方について概説できる。

○医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の

責任と義務を説明できる。

講義、自己学習

教材：ねころんで読める 患

者安全カリキュラムガイド及

びプリント

臨時試験（総括的評価）

回（指定された事例について、小グループ討論によ

って必要な情報や問題点を収集・考察し、最善の対応

策（改善策）を提案し発表する。）

○医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を

自覚する。（態度）

○患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を認

識する。（態度）

○知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重

要性を理解し、適切な取扱いができる。（知識・技能・

態度）

○自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協

力・支援を求める。（態度）

○薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性につい

て討議する。（態度）

○倫理規範や法令に則した行動を取る。（態度）

○前）医療の担い手が守るべき倫理規範や法令につい

て討議する。（態度）

○前）患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活

者の個人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対応が

小グループ討論、発表会、自己

学習

成果物（レポート、発表資料等）

（総括的評価）、観察記録等（グ

ループワークへの貢献度等）

（総括的評価）

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

890



摂南大学シラバス

できる。（態度）

○前）処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを生じ

やすい事例を列挙できる。

○前）特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍

薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の特徴と注

意点を列挙できる。

○前）代表的なインシデント（ヒヤリハット）、アクシ

デント事例を解析し、その原因、リスクを回避するた

めの具体策と発生後の適切な対処法を討議する。（知

識・態度）

回（世界標準の患者安全 ）

○医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシデントの

事例を列挙し、その原因と防止策を説明できる。

講義、自己学習

教材：ねころんで読める 患

者安全カリキュラムガイド及

びプリント

臨時試験（総括的評価）

回（指定された事例について、小グループ討論に

よって必要な情報や問題点を収集・考察し、最善の対

応策（改善策）を提案し発表する。）

○医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を

自覚する。（態度）

○患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を認

識する。（態度）

○知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重

要性を理解し、適切な取扱いができる。（知識・技能・

態度）

○自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協

力・支援を求める。（態度）

○薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性につい

て討議する。（態度）

○倫理規範や法令に則した行動を取る。（態度）

○前）医療の担い手が守るべき倫理規範や法令につい

て討議する。（態度）

○前）患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活

者の個人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対応が

できる。（態度）

○前）処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを生じ

やすい事例を列挙できる。

○前）特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍

薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の特徴と注

意点を列挙できる。

○前）代表的なインシデント（ヒヤリハット）、アクシ

デント事例を解析し、その原因、リスクを回避するた

めの具体策と発生後の適切な対処法を討議する。（知

識・態度）

小グループ討論、発表会、自己

学習

成果物（レポート、発表資料等）

（総括的評価）、観察記録等（グ

ループワークへの貢献度等）

（総括的評価）

回（世界標準の患者安全 ）

○医療倫理に関する規範（ジュネーブ宣言等）につい

て概説できる。

○患者の基本的権利の内容（リスボン宣言等）につい

て説明できる。

○患者の自己決定権とインフォームドコンセントの意

義について説明できる。

講義、自己学習

教材：ねころんで読める 患

者安全カリキュラムガイド及

びプリント

臨時試験（総括的評価）

回（指定された事例について、小グループ討論に

よって必要な情報や問題点を収集・考察し、最善の対

応策（改善策）を提案し発表する。）

○医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を

自覚する。（態度）

○患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を認

識する。（態度）

○知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重

要性を理解し、適切な取扱いができる。（知識・技能・

態度）

○自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協

力・支援を求める。（態度）

○薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性につい

て討議する。（態度）

○倫理規範や法令に則した行動を取る。（態度）

○前）医療の担い手が守るべき倫理規範や法令につい

て討議する。（態度）

○前）患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活

者の個人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対応が

できる。（態度）

○前）処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを生じ

やすい事例を列挙できる。

○前）特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍

薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の特徴と注

意点を列挙できる。

○前）代表的なインシデント（ヒヤリハット）、アクシ

デント事例を解析し、その原因、リスクを回避するた

めの具体策と発生後の適切な対処法を討議する。（知

識・態度）

小グループ討論、発表会、自己

学習

成果物（レポート、発表資料等）

（総括的評価）、観察記録等（グ

ループワークへの貢献度等）

（総括的評価）
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関連科目 薬剤師になるために、生命倫理学、教育学、社会薬学、他

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

ねころんで読める 患者安全カリキュラムガイド 相馬孝博 メディカ出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

①レポートや発表用資料等の成果物、② 、発表、質疑応答等での観察記録（以上 点）及び③臨時試験（ 点）を合わせ 点とし、

点以上を合格とします。

学生への

メッセージ

医療事故（医療行為に関する予期しない結果）は、日々発生しています。これを未然に防ぐことは、患者さんを守るだけでなく、医療従事者

自身を守ることにもなります。本科目では、薬剤師、看護師、医師等の医療従事者になりきって、積極的に考え、悩んで下さい。

授業担当者の辻琢己は、臨床薬剤師として勤務した経験から、実臨床での患者（医療）安全の考え方や対応策等について、画一的な考えに捉

われることなく、常に考える実践的な教育を行う。【過去の勤務施設：北大阪警察病院病院（４年間 α）、国立病院機構京都医療センター（５

年間（１日 週）、救命救急センター担当）】

授業担当者の眞島崇は、ドリーム調剤薬局等で薬局薬剤師として 年、奥羽大学歯学部附属病院で非常勤病院薬剤師として 年勤務し、また

看護学部教員（成人看護領域）として 年間看護学生の指導に当たった経験から、薬剤師や看護師、コメディカル職種の視点から医療安全に

ついて考える実践的な教育を行う。

授業担当者の岩﨑綾乃は、国立の研究機関での２年間の特別研究員としての経験をもとに医療の担い手が守るべき倫理規範をふまえた実践的

教育を行う。

担当者の

研究室等

辻：１号館３階（病態医科学研究室）

岩﨑：１号館４階（統合薬学分野）

眞島：１号館４階（実践薬学分野）

森谷、山本、神谷、吉永：７号館３階

備考、

事前・事後

学習課題

修学状況（受講態度等）が不良の場合、 点を限度に減点することがあります。

課題やレポート等に関するフィードバックは、講義及び小グループ討論の中で、適宜、行います。

事前学習：実際に起こった医療事故等について自己で調査し、自分の考えを発言できるようにして下さい。（ 時間× 回）

事後学習：他者の考えを受け入れ、より良い対策を考えて下さい。（ 時間× 回）
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科目名 患者コミュニケーション 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 必修科目

学期 通年集中 授業担当者 田中 結華 岩﨑 綾乃 眞島 崇

ディプロマポリシー ◎ ◎ ◎ ◎

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース： 基本事項

ユニット

（ ）信頼関係の構築

一般目標：患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、信頼関係を構築するために役立つ能力を身につけ

る。

【②患者・生活者と薬剤師】

患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケアの影響について説明できる。

患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配慮して行動する。（態度）

コース： 薬学と社会

一般目標：人と社会に関わる薬剤師として自覚をもって行動するために、保健・医療・福祉に係る法規範・制度・経済、及び地域における

薬局と薬剤師の役割を理解し、義務及び法令を遵守する態度を身につける。

（ ）人と社会に関わる薬剤師

一般目標：人の行動や考え方、社会の仕組みを理解し、人・社会と薬剤師の関わりを認識する。

人の行動がどのような要因によって決定されるのかについて説明できる。

人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性について討議する。（態度）

コース： 医療薬学

薬物治療に役立つ情報

一般目標：薬物治療に必要な情報を医療チームおよび患者に提供したり、処方設計を提案したり、臨床上の問題解決ができるようになるた

めに、医薬品情報ならびに患者情報の収集・評価・加工、臨床研究デザイン・解析などに関する基本的知識を修得し、それらを活用するため

の基本的事項を身につける。

（ ）患者情報

一般目標：患者からの情報の収集、評価に必要な基本的事項を修得する。

【①情報と情報源】

薬物治療に必要な患者基本情報を列挙できる。

患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違いを説明できる。

【②収集・評価・管理】

医薬品の効果や副作用を評価するために必要な患者情報について概説できる。

患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理の重要性を説明できる。

コース： 薬学臨床

一般目標：患者・生活者本位の視点に立ち、薬剤師として病院や薬局などの臨床現場で活躍するために、薬物療法の実践と、チーム医療・

地域保健医療への参画に必要な基本的事項を修得する。

（ ）処方せんに基づく調剤

一般目標：処方せんに基づいた調剤業務を安全で適正に遂行するために、医薬品の供給と管理を含む基本的調剤業務を修得する。

【④患者・来局者応対、服薬指導、患者教育】

前）適切な態度で、患者・来局者と応対できる。（態度）

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

回

○医療の場における患者ー医療者間のコミュニケーシ

ョンの特徴を理解する

基本事項

（ ）信頼関係の構築

【②患者・生活者と薬剤師】

患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケア

の影響について説明できる。

講義、

自己学習（事前課題：テキスト

付録の を視聴し、指定箇所

を読んでくる。）

テキスト：がん医療におけるコ

ミュニケーション・スキル―悪

い知らせをどう伝えるか

成果物（個人ワークシート記

録、最終レポート等）（総括的

評価）、観察記録等（形成的評

価）

～ 回

小グループ討議１

基本事項

（ ）信頼関係の構築

【②患者・生活者と薬剤師】

患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケア

の影響について説明できる。

患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に

配慮して行動する。（態度）

小グループ討議演習（ 分ｘ

回）、発表会（ 分ｘ 回）

、自己学習

成果物（個人ワークシート記

録、発表会用資料、最終レポー

ト等）、観察記録（討議：ピア

評価も含む、発表会）（総括的

評価）

回

○医療を受ける患者を理解し（特に心理プロセス）、コ

ミュニケーション上の配慮を説明できる

基本事項

講義、自己学習

教材：がん医療におけるコミュ

ニケーション・スキル―悪い知

らせをどう伝えるか

成果物（個人ワークシート記

録、最終レポート等）（総括的

評価）、観察記録等（形成的評

価）
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（ ）信頼関係の構築

【②患者・生活者と薬剤師】

患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケア

の影響について説明できる。

薬学と社会

（ ）人と社会に関わる薬剤師

人の行動がどのような要因によって決定されるの

かについて説明できる。

～ 回

小グループ討議２

基本事項

（ ）信頼関係の構築

【②患者・生活者と薬剤師】

患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケア

の影響について説明できる。

患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に

配慮して行動する。（態度）

薬学と社会

（ ）人と社会に関わる薬剤師

人の行動がどのような要因によって決定されるの

かについて説明できる。

人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様

性について討議する。（態度）

小グループ討議演習（ 分ｘ

回）、発表会（ 分ｘ 回）

、自己学習

成果物（個人ワークシート記

録、発表会用資料、最終レポー

ト等）、観察記録（討議：ピア

評価も含む、発表会）（総括的

評価）

回

○患者―医療者のコミュニケーション（会話）に必要

な技法について説明できる

基本事項

ユニット

（ ）信頼関係の構築

【②患者・生活者と薬剤師】

患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケア

の影響について説明できる。

薬学と社会

人の行動がどのような要因によって決定されるの

かについて説明できる。

講義、自己学習

教材：がん医療におけるコミュ

ニケーション・スキル―悪い知

らせをどう伝えるか

成果物（個人ワークシート記

録、最終レポート等）（総括的

評価）、観察記録等（形成的評

価）

～ 回

小グループ討議３

基本事項

（ ）信頼関係の構築

【②患者・生活者と薬剤師】

患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に

配慮して行動する。（態度）

薬学と社会

（ ）人と社会に関わる薬剤師

人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様

性について討議する。（態度）

医療薬学

薬物治療に役立つ情報

（ ）患者情報

【①情報と情報源】

小グループ討議演習（ 分ｘ

回）、発表会（ 分ｘ 回）

、自己学習

成果物（個人ワークシート記

録、発表会用資料、最終レポー

ト等）、観察記録（討議：ピア

評価も含む、発表会）（総括的

評価）
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薬物治療に必要な患者基本情報を列挙できる。

患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違いを説明

できる。

【②収集・評価・管理】

医薬品の効果や副作用を評価するために必要な患

者情報について概説できる。

患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理の重要

性を説明できる。

薬学臨床

（ ）処方せんに基づく調剤

【④患者・来局者応対、服薬指導、患者教育】

前）適切な態度で、患者・来局者と応対できる。（態

度）

関連科目 心理学、臨床心理学、発達心理学、実践薬学Ⅱ Ⅲ、プレファーマシー実習

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

がん医療におけるコミュニケーション・スキル―悪

い知らせをどう伝えるか
内富 庸介 藤森 麻衣子 医学書院

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

成果物（個人ワークシート記録、発表会用資料等）の提出状況（３０％）、最終レポートの内容および提出状況（３０％）、態度・パフォーマ

ンスに関する観察記録（ピア評価を含む）（４０％）で評価する（ 点満点中 点以上で合格）。なお、修学状況（受講態度等）が不良の場

合、 点を限度に減点することがある。

学生への

メッセージ

薬学部・看護学部生の共同学習です。患者と医療者および医療者間のコミュニケーションの基本的概念について、体験的学習を通して学んで

ください。

＜授業担当者の実務経験＞田中結華は大学病院での 年の看護実践経験がある。眞野祥子は精神科病院での 年の実践経験がある。岩﨑綾乃

は国立の研究機関における２年間の特別研究員の経験を実践教育に活かす。眞島崇は薬局薬剤師として 年、非常勤病院薬剤師として 年の

実務経験がある。また、看護学部教員（成人看護領域）としての 年間の看護学生指導経験を本講義での実践教育に活かす。

担当者の

研究室等

岩﨑：１号館４階（統合薬学分野：岩﨑講師室）

眞島：１号館４階（実践薬学分野：眞島講師室）

田中：７号館３階（看護学部研究室９）

眞野：７号館３階（看護学部研究室１９）

備考、

事前・事後

学習課題

事前学習（ 時間ｘ 回）：演習ならびに課題に取り組むために、必要な情報を収集し、教科書の指定箇所（事前に指示）を学んでおく。（１．

教科書を読む、２．事前に指示された を視聴する）

事後学習（ 時間ｘ 回）：演習ならびに課題を振り返る（１．授業で行った を振り返り、再度教科書の該当内容を確認する。２．指示

された や映像を視聴し、振り返りを行う。）

なお、課題（グループ発表資料等）については、発表時にフィードバックを行い、口頭発表であれば、教員から総括のコメントを行う。
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科目名 カルテ読解演習 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ４年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 必修科目

学期 通年集中 授業担当者

小森 浩二 河田 興 菊田 真穂 倉本 展行 河野 武

幸 小西 麗子 高田 雅弘 奈邉 健 眞島 崇 三田村

しのぶ 向井 啓 吉岡 靖啓 吉田 侑矢

ディプロマポリシー ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース： 基本事項

ユニット：

（ ）薬剤師の使命

一般目標：医療と薬学の歴史を認識するとともに、国民の健康管理、医療安全、薬害防止における役割を理解し、薬剤師としての使命感を

身につける。

【①医療人として】

【②薬剤師が果たすべき役割】

【③患者安全と薬害の防止】

（ ）薬剤師に求められる倫理観

一般目標：倫理的問題に配慮して主体的に行動するために、生命・医療に係る倫理観を身につけ、医療の担い手としての感性を養う。

【①生命倫理】

【②医療倫理】

【③患者の権利】

（ ）信頼関係の構築

一般目標：患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、信頼関係を構築するために役立つ能力を身につけ

る。

【①コミュニケーション】

【②患者・生活者と薬剤師】

（ ）多職種連携協働とチーム医療

一般目標：医療・福祉・行政・教育機関及び関連職種の連携の必要性を理解し、チームの一員としての在り方を身につける。

（ ）自己研鑽と次世代を担う人材の育成

一般目標：生涯にわたって自ら学ぶことの必要性・重要性を理解し、修得した知識・技能・態度を確実に次世代へ継承する意欲と行動力を

身につける。

【①学習の在り方】

コース： 薬学と社会

一般目標：人と社会に関わる薬剤師として自覚を持って行動するために、保健・医療・福祉に係る法規範・制度・経済、及び地域における

薬局と薬剤師の役割を理解し、義務及び法令を遵守する態度を身につける。

ユニット：

（ ）薬剤師と医薬品等に係る法規範

一般目標：調剤、医薬品等（医薬品、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等製品）の供給、その他薬事衛生に係る任務を薬剤師とし

て適正に遂行するために必要な法規範とその意義を理解する。

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

コース：Ｅ 医療薬学

薬の作用と体の変化

一般目標：疾病と薬物の作用に関する知識を修得し、医薬品の作用する過程を理解する。

ユニット：

（ ）身体の病的変化を知る

一般目標：身体の病的変化から疾患を推測できるようになるために、代表的な症候、病態・臨床検査に関する基本的事項を修得する。

【①症候】

【②病態・臨床検査】

（ ）薬物治療の位置づけ

一般目標：医療チームの一員として薬物治療に参画できるようになるために、代表的な疾患における治療と薬物療法に関する基本的事項を

修得する。

（ ）医薬品の安全性

一般目標：医療における医薬品のリスクを回避できるようになるために、有害事象（副作用、相互作用）、薬害、薬物乱用に関する基本的事

項を修得する。

薬理・病態・薬物治療

一般目標：患者情報に応じた薬の選択、用法・用量の設定および医薬品情報・安全性や治療ガイドラインを考慮した適正な薬物治療に参画

できるようになるために、疾病に伴う症状などの患者情報を解析し、最適な治療を実施するための薬理、病態・薬物治療に関する基本的事項

を修得する。

ユニット：

（ ）神経系の疾患と薬

一般目標：神経系・筋に作用する医薬品の薬理および疾患の病態・薬物治療に関する基本的知識を修得し、治療に必要な情報収集・解析お

よび医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

【③中枢神経系の疾患の薬、病態、治療】

（ ）免疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節の疾患と薬

一般目標：免疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節に作用する医薬品の薬理および疾患の病態・薬物治療に関する基本的知識を修得し、治

療に必要な情報収集・解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

【②免疫・炎症・アレルギー疾患の薬、病態、治療】

【③骨・関節・カルシウム代謝疾患の薬、病態、治療】

（ ）循環器系・血液系・造血器系・泌尿器系・生殖器系の疾患と薬

一般目標：循環器系・血液・造血器系・泌尿器系・生殖器系に作用する医薬品の薬理および疾患の病態・薬物治療に関する基本的知識を修

得し、治療に必要な情報収集・解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

【①循環器系疾患の薬、病態、治療】

【②血液・造血器系疾患の薬、病態、治療】

【③泌尿器系、生殖器系疾患の薬、病態、薬物治療】

（ ）呼吸器系・消化器系の疾患と薬

一般目標：呼吸器系・消化器系に作用する医薬品の薬理および疾患の病態・薬物治療に関する基本的知識を修得し、治療に必要な情報収集・
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解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

【①呼吸器系疾患の薬、病態、治療】

【②消化器系疾患の薬、病態、治療】

（ ）代謝系・内分泌系の疾患と薬

一般目標：代謝系・内分泌系に作用する医薬品の薬理および疾患の病態・薬物治療に関する基本的知識を修得し、治療に必要な情報収集・

解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

【①代謝系疾患の薬、病態、治療】

（ ）病原微生物（感染症）・悪性新生物（がん）と薬

一般目標：病原微生物（細菌、ウイルス、真菌、原虫）、および悪性新生物に作用する医薬品の薬理および疾患の病態・薬物治療に関する基

本的知識を修得し、治療に必要な情報収集・解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

【①抗菌薬】

【②抗菌薬の耐性】

【③細菌感染症の薬、病態、治療】

【④ウイルス感染症およびプリオン病の薬、病態、治療】

【⑧悪性腫瘍の薬、病態、治療】

（ ）薬物治療の最適化

一般目標：最適な薬物治療の実現に貢献できるようになるために、治療に必要な情報収集・解析および医薬品の適正使用に関する基本的事

項を修得する。

【①総合演習】

薬物治療に役立つ情報

一般目標：薬物治療に必要な情報を医療チームおよび患者に提供したり、処方設計を提案したり、臨床上の問題解決ができるようになるた

めに、医薬品情報ならびに患者情報の収集・評価・加工、臨床研究デザイン・解析などに関する基本的知識を修得し、それらを活用するため

の基本的事項を身につける。

ユニット：

（ ）医薬品情報

一般目標：医薬品情報の収集・評価・加工・提供・管理・評価、 の実践、生物統計ならびに臨床研究デザイン・解析に関する基本的事

項を修得する。

【④ （ ）】

（ ）個別化医療

一般目標：薬物治療の個別化に関する基本的事項を修得する。

【⑤個別化医療の計画・立案】

薬の生体内運命

一般目標：薬物の生体内運命を理解し、個々の患者の投与設計ができるようになるために、薬物の体内動態およびその解析に関する基本的

知識を修得し、それらを応用する基本的技能を身につける。

ユニット：

（ ）薬物動態の解析

一般目標：薬物動態の理論的解析ならびに投与設計に関する基本的事項を修得する。

【② と投与設計】

薬学臨床

一般目標：患者・生活者本位の視点に立ち、薬剤師として病院や薬局などの臨床現場で活躍するために、薬物療法の実践と、チーム医療・

地域保健医療への参画に必要な基本的事項を修得する。

ユニット：

（ ）薬学臨床の基礎

一般目標：医療の担い手として求められる活動を適切な態度で実践するために、薬剤師の活躍する臨床現場で必要な心構えと薬学的管理の

基本的な流れを把握する。

【②臨床における心構え】〔Ａ（１）、（２）参照〕

（ ）処方せんに基づく調剤

一般目標：処方せんに基づいた調剤業務を安全で適正に遂行するために、医薬品の供給と管理を含む基本的調剤業務を修得する。

【②処方せんと疑義照会】

【④患者・来局者応対、服薬指導、患者教育】

（ ）薬物療法の実践

一般目標：患者に安全・最適な薬物療法を提供するために、適切に患者情報を収集した上で、状態を正しく評価し、適切な医薬品情報を基

に、個々の患者に適した薬物療法を提案・実施・評価できる能力を修得する。

【① 患者情報の把握】

【②医薬品情報の収集と活用】〔Ｅ３（１）参照〕

【③処方設計と薬物療法の実践（処方設計と提案）】

【④処方設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果と副作用の評価）】

（ ）チーム医療への参画 〔Ａ（４）参照〕

一般目標：医療機関や地域で、多職種が連携・協力する患者中心のチーム医療に積極的に参画するために、チーム医療における多職種の役

割と意義を理解するとともに、情報を共有し、より良い医療の検討、提案と実施ができる。

【①医療機関におけるチーム医療】

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

回

・常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手として

ふさわしい態度で行動する。（態度）

・患者・生活者の健康の回復と維持に積極的に貢献する

ことへの責任感を持つ。（態度）

・チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員として

の責任を自覚し行動する。（態度）

・患者・患者家族・生活者が求める医療人について、自

らの考えを述べる。（知識・態度）

・様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重要

性について、自らの言葉で説明する。（知識・態度）

・患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚

する。（態度）

・医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファーマ

シューティカルケアについて説明できる。

・医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を自

覚する。（態度）

講義、小グループ討論、自己学

習

成果物（レポート等）、観察記

録（グループワークへの貢献度

等）（総括的評価）
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・重篤な副作用の例について、患者や家族の苦痛を理解

し、これらを回避するための手段を討議する。（知識・

態度）

・生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考

えを述べる。（知識・態度）

・患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を認識

する。（態度）

・知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重

要性を理解し、適切な取扱いができる。（知識・技能・

態度）

・相手の心理状態とその変化に配慮し、対応する。（態

度）

・自分の心理状態を意識して、他者と接することができ

る。（態度）

・適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや感情を理解

するように努める。（技能・態度）

・適切な手段により自分の考えや感情を相手に伝える

ことができる。（技能・態度）

・他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出

すことができる。（知識・技能・態度）

・患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配

慮して行動する。（態度）

・自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協

力・支援を求める。（態度）

・チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの

一員としての役割を積極的に果たすように努める。（知

識・態度）

・医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学

の進歩に常に目を向け、自ら課題を見出し、解決に向け

て努力する。（態度）

・講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容につ

いて、重要事項や問題点を抽出できる。（技能）

・必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断でき

る。（知識・技能）

・得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えと

ともに分かりやすく表現できる。（技能）

・インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情

報倫理、情報セキュリティに配慮して活用できる。（知

識・態度）

・個人情報の取扱いについて概説できる。

・以下の症候・病態について、生じる原因とそれらを伴

う代表的疾患を挙げ、患者情報をもとに疾患を推測で

きる。ショック、高血圧、低血圧、発熱、けいれん、意

識障害・失神、チアノーゼ、脱水、全身倦怠感、肥満・

やせ、黄疸、発疹、貧血、出血傾向、リンパ節腫脹、浮

腫、心悸亢進・動悸、胸水、胸痛、呼吸困難、咳・痰、

血痰・喀血、めまい、頭痛、運動麻痺・不随意運動・筋

力低下、腹痛、悪心・嘔吐、嚥下困難・障害、食欲不振、

下痢・便秘、吐血・下血、腹部膨満（腹水を含む）、タ

ンパク尿、血尿、尿量・排尿の異常、月経異常、関節痛・

関節腫脹、腰背部痛、記憶障害、知覚異常（しびれを含

む）・神経痛、視力障害、聴力障害

・尿検査および糞便検査の検査項目を列挙し、目的と異

常所見を説明できる。

・血液検査、血液凝固機能検査および脳脊髄液検査の検

査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

・血液生化学検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見

を説明できる。

・免疫学的検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を

説明できる。

・動脈血ガス分析の検査項目を列挙し、目的と異常所見

を説明できる。

・代表的な生理機能検査（心機能、腎機能、肝機能、呼

吸機能等）、病理組織検査および画像検査の検査項目を

列挙し、目的と異常所見を説明できる。

・代表的な微生物検査の検査項目を列挙し、目的と異常

所見を説明できる。

・代表的なフィジカルアセスメントの検査項目を列挙

し、目的と異常所見を説明できる。

・代表的な疾患における薬物治療、食事療法、その他の

非薬物治療（外科手術など）の位置づけを説明できる。

・代表的な疾患における薬物治療の役割について、病

態、薬効薬理、薬物動態に基づいて討議する。（知識・

技能）

・薬物の主作用と副作用、毒性との関連について説明で

きる。

・薬物の副作用と有害事象の違いについて説明できる。

・以下の障害を呈する代表的な副作用疾患について、推

定される原因医薬品、身体所見、検査所見および対処方

法を説明できる。血液障害・電解質異常、肝障害、腎障

害、消化器障害、循環器障害、精神障害、皮膚障害、呼

吸器障害、薬物アレルギー（ショックを含む）、代謝障

害
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・脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血栓、脳塞栓、一

過性脳虚血）、くも膜下出血）について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

・ （パーキンソン）病について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。

・以下の薬物アレルギーについて、原因薬物、病態（病

態生理、症状等）および対処法を説明できる。

（スティーブンス ジョンソン）症候群、中毒性

表皮壊死症（重複）、薬剤性過敏症症候群、薬疹

・関節リウマチについて、治療薬の薬理（薬理作用、機

序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬

物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・以下の不整脈および関連疾患について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。不整脈の例示：上室性期外収縮（ ）、心室性期外

収縮（ ）、心房細動（ ）、発作性上室頻拍（ 、

症候群、心室頻拍（ ）、心室細動（ ）、房室ブロ

ック、 延長症候群

・急性および慢性心不全について、治療薬の薬理（薬理

作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症

状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病

態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明

できる。

・以下の高血圧症について、治療薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・

薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。本態性高血

圧症、二次性高血圧症（腎性高血圧症、腎血管性高血圧

症を含む）

・止血薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および

臨床適用を説明できる。

・抗血栓薬、抗凝固薬および血栓溶解薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

・以下の貧血について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治

療（医薬品の選択等）を説明できる。鉄欠乏性貧血、巨

赤芽球性貧血 悪性貧血等）、再生不良性貧血、自己免疫

性溶血性貧血（ ）、腎性貧血、鉄芽球性貧血

・播種性血管内凝固症候群（ ）について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病

態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明

できる。

・以下の疾患について治療薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治

療（医薬品の選択等）を説明できる。血友病、血栓性血

小板減少性紫斑病（ ）、白血球減少症、血栓塞栓症、

白血病（重複）、悪性リンパ腫（重複）（ （ ）【⑧悪性

腫瘍の薬、病態、治療】参照）

・利尿薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および

臨床適用を説明できる。

・急性および慢性腎不全について、治療薬の薬理（薬理

作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症

状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・以下の泌尿器系疾患について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状

等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。慢性

腎臓病（ ）、糸球体腎炎（重複）、糖尿病性腎症（重

複）、薬剤性腎症（重複）、腎盂腎炎（重複）、膀胱炎（重

複）、尿路感染症（重複）、尿路結石

・気管支喘息について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治

療（医薬品の選択等）を説明できる。

・慢性閉塞性肺疾患および喫煙に関連する疾患（ニコチ

ン依存症を含む）について、治療薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・

薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・間質性肺炎について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治

療（医薬品の選択等）を説明できる。

・鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）および臨床適用を説明できる。

・炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クローン病等）につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選

択等）を説明できる。

・肝疾患（肝炎、肝硬変（ウイルス性を含む）、薬剤性

肝障害）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主
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な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療

（医薬品の選択等）を説明できる。

・糖尿病とその合併症について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状

等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・脂質異常症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治

療（医薬品の選択等）を説明できる。

・高尿酸血症・痛風について、治療薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・

薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・以下の抗菌薬の薬理（薬理作用、機序、抗菌スペクト

ル、主な副作用、相互作用、組織移行性）および臨床適

用を説明できる。β ラクタム系、テトラサイクリン系、

マクロライド系、アミノ配糖体（アミノグリコシド）系、

キノロン系、グリコペプチド系、抗結核薬、サルファ剤

（ 合剤を含む）、その他の抗菌薬

・細菌感染症に関係する代表的な生物学的製剤（ワクチ

ン等）を挙げ、その作用機序を説明できる。

・主要な抗菌薬の耐性獲得機構および耐性菌出現への

対応を説明できる。

・以下の呼吸器感染症について、病態（病態生理、症状

等）、感染経路と予防方法および薬物治療（医薬品の選

択等）を説明できる。上気道炎（かぜ症候群（大部分が

ウイルス感染症）を含む）、気管支炎、扁桃炎、細菌性

肺炎、肺結核、レジオネラ感染症、百日咳、マイコプラ

ズマ肺炎

・ウイルス性肝炎（ 、 、 ）について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、感染経路と予

防方法および病態（病態生理（急性肝炎、慢性肝炎、肝

硬変、肝細胞がん）、症状等）・薬物治療（医薬品の選択

等）を説明できる。（重複）

・以下の白血病について、病態（病態生理、症状等）・

薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。急性（慢性）

骨髄性白血病、急性（慢性）リンパ性白血病、成人 細

胞白血病（ ）

・肺癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療

（医薬品の選択等）を説明できる。

・代表的な疾患の症例について、患者情報および医薬品

情報などの情報に基づいて薬物治療の最適化を討議す

る。（知識・態度）

・過剰量の医薬品による副作用への対応（解毒薬を含

む）を討議する。（知識・態度）

・長期療養に付随する合併症を列挙し、その薬物治療に

ついて討議する。（知識・態度）

・ の基本概念と実践のプロセスについて説明でき

る。

・個別の患者情報（遺伝的素因、年齢的要因、臓器機能

など）と医薬品情報をもとに、薬物治療を計画・立案で

きる。（技能）

・薬物動態パラメータを用いて患者ごとの薬物投与設

計ができる。（知識、技能）

・前）医療の担い手が守るべき倫理規範や法令について

討議する。（態度）

・前）患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者

の個人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対応がで

きる。（態度）

・前）患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向

上に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を討議す

る。（態度）

・前）代表的な疾患に使用される医薬品について効能・

効果、用法・用量、警告・禁忌、副作用、相互作用を列

挙できる。

・前）処方オーダリングシステムおよび電子カルテにつ

いて概説できる。

・前）薬歴・診療録の基本的な記載事項とその意義・重

要性について説明できる。

・前）基本的な医療用語、略語の意味を説明できる。

・前）患者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記

録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）から、薬物療法に

必要な情報を収集できる。（技能・態度）〔Ｅ３（２）①

参照〕

・前）身体所見の観察・測定（フィジカルアセスメント）

の目的と得られた所見の薬学的管理への活用について

説明できる。

・前）基本的な身体所見を観察・測定し、評価できる。

（知識・技能）

・前）薬物療法に必要な医薬品情報を収集・整理・加工

できる。（知識・技能）

・前）代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に応じて

科学的根拠に基づいた処方設計ができる。

・前）病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊婦・授

乳婦、小児、高齢者など）等を考慮し、薬剤の選択や用
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法・用量設定を立案できる。

・前）患者のアドヒアランスの評価方法、アドヒアラン

スが良くない原因とその対処法を説明できる。

・前）皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴等の基

本的な手技を説明できる。

・前）代表的な輸液の種類と適応を説明できる。

・前）患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足などが

評価できる。

・前）代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、副作用

に関してモニタリングすべき症状と検査所見等を具体

的に説明できる。

・前）代表的な疾患における薬物療法の評価に必要な患

者情報収集ができる。（知識・技能）

・前）病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（連

携クリニカルパス、退院時共同指導、病院・薬局連携、

関連施設との連携等）を説明できる。

回

・常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手として

ふさわしい態度で行動する。（態度）

・患者・生活者の健康の回復と維持に積極的に貢献する

ことへの責任感を持つ。（態度）

・チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員として

の責任を自覚し行動する。（態度）

・患者・患者家族・生活者が求める医療人について、自

らの考えを述べる。（知識・態度）

・様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重要

性について、自らの言葉で説明する。（知識・態度）

・患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚

する。（態度）

・医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファーマ

シューティカルケアについて説明できる。

・医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を自

覚する。（態度）

・重篤な副作用の例について、患者や家族の苦痛を理解

し、これらを回避するための手段を討議する。（知識・

態度）

・生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考

えを述べる。（知識・態度）

・患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を認識

する。（態度）

・知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重

要性を理解し、適切な取扱いができる。（知識・技能・

態度）

・相手の心理状態とその変化に配慮し、対応する。（態

度）

・自分の心理状態を意識して、他者と接することができ

る。（態度）

・適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや感情を理解

するように努める。（技能・態度）

・適切な手段により自分の考えや感情を相手に伝える

ことができる。（技能・態度）

・他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出

すことができる。（知識・技能・態度）

・患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配

慮して行動する。（態度）

・自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協

力・支援を求める。（態度）

・チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの

一員としての役割を積極的に果たすように努める。（知

識・態度）

・医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学

の進歩に常に目を向け、自ら課題を見出し、解決に向け

て努力する。（態度）

・講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容につ

いて、重要事項や問題点を抽出できる。（技能）

・必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断でき

る。（知識・技能）

・得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えと

ともに分かりやすく表現できる。（技能）

・インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情

報倫理、情報セキュリティに配慮して活用できる。（知

識・態度）

・個人情報の取扱いについて概説できる。

・以下の症候・病態について、生じる原因とそれらを伴

う代表的疾患を挙げ、患者情報をもとに疾患を推測で

きる。ショック、高血圧、低血圧、発熱、けいれん、意

識障害・失神、チアノーゼ、脱水、全身倦怠感、肥満・

やせ、黄疸、発疹、貧血、出血傾向、リンパ節腫脹、浮

腫、心悸亢進・動悸、胸水、胸痛、呼吸困難、咳・痰、

血痰・喀血、めまい、頭痛、運動麻痺・不随意運動・筋

力低下、腹痛、悪心・嘔吐、嚥下困難・障害、食欲不振、

下痢・便秘、吐血・下血、腹部膨満（腹水を含む）、タ

ンパク尿、血尿、尿量・排尿の異常、月経異常、関節痛・

小グループ討論、自己学習

成果物（レポート等）、観察記

録（グループワークへの貢献度

等）（総括的評価）
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関節腫脹、腰背部痛、記憶障害、知覚異常（しびれを含

む）・神経痛、視力障害、聴力障害

・尿検査および糞便検査の検査項目を列挙し、目的と異

常所見を説明できる。

・血液検査、血液凝固機能検査および脳脊髄液検査の検

査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

・血液生化学検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見

を説明できる。

・免疫学的検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を

説明できる。

・動脈血ガス分析の検査項目を列挙し、目的と異常所見

を説明できる。

・代表的な生理機能検査（心機能、腎機能、肝機能、呼

吸機能等）、病理組織検査および画像検査の検査項目を

列挙し、目的と異常所見を説明できる。

・代表的な微生物検査の検査項目を列挙し、目的と異常

所見を説明できる。

・代表的なフィジカルアセスメントの検査項目を列挙

し、目的と異常所見を説明できる。

・代表的な疾患における薬物治療、食事療法、その他の

非薬物治療（外科手術など）の位置づけを説明できる。

・代表的な疾患における薬物治療の役割について、病

態、薬効薬理、薬物動態に基づいて討議する。（知識・

技能）

・薬物の主作用と副作用、毒性との関連について説明で

きる。

・薬物の副作用と有害事象の違いについて説明できる。

・以下の障害を呈する代表的な副作用疾患について、推

定される原因医薬品、身体所見、検査所見および対処方

法を説明できる。血液障害・電解質異常、肝障害、腎障

害、消化器障害、循環器障害、精神障害、皮膚障害、呼

吸器障害、薬物アレルギー（ショックを含む）、代謝障

害

・脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血栓、脳塞栓、一

過性脳虚血）、くも膜下出血）について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

・ （パーキンソン）病について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。

・以下の薬物アレルギーについて、原因薬物、病態（病

態生理、症状等）および対処法を説明できる。

（スティーブンス ジョンソン）症候群、中毒性

表皮壊死症（重複）、薬剤性過敏症症候群、薬疹

・関節リウマチについて、治療薬の薬理（薬理作用、機

序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬

物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・以下の不整脈および関連疾患について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。不整脈の例示：上室性期外収縮（ ）、心室性期外

収縮（ ）、心房細動（ ）、発作性上室頻拍（ 、

症候群、心室頻拍（ ）、心室細動（ ）、房室ブロ

ック、 延長症候群

・急性および慢性心不全について、治療薬の薬理（薬理

作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症

状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病

態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明

できる。

・以下の高血圧症について、治療薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・

薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。本態性高血

圧症、二次性高血圧症（腎性高血圧症、腎血管性高血圧

症を含む）

・止血薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および

臨床適用を説明できる。

・抗血栓薬、抗凝固薬および血栓溶解薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

・以下の貧血について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治

療（医薬品の選択等）を説明できる。鉄欠乏性貧血、巨

赤芽球性貧血 悪性貧血等）、再生不良性貧血、自己免疫

性溶血性貧血（ ）、腎性貧血、鉄芽球性貧血

・播種性血管内凝固症候群（ ）について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病

態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明

できる。

・以下の疾患について治療薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治
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療（医薬品の選択等）を説明できる。血友病、血栓性血

小板減少性紫斑病（ ）、白血球減少症、血栓塞栓症、

白血病（重複）、悪性リンパ腫（重複）（ （ ）【⑧悪性

腫瘍の薬、病態、治療】参照）

・利尿薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および

臨床適用を説明できる。

・急性および慢性腎不全について、治療薬の薬理（薬理

作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症

状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・以下の泌尿器系疾患について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状

等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。慢性

腎臓病（ ）、糸球体腎炎（重複）、糖尿病性腎症（重

複）、薬剤性腎症（重複）、腎盂腎炎（重複）、膀胱炎（重

複）、尿路感染症（重複）、尿路結石

・気管支喘息について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治

療（医薬品の選択等）を説明できる。

・慢性閉塞性肺疾患および喫煙に関連する疾患（ニコチ

ン依存症を含む）について、治療薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・

薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・間質性肺炎について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治

療（医薬品の選択等）を説明できる。

・鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）および臨床適用を説明できる。

・炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クローン病等）につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選

択等）を説明できる。

・肝疾患（肝炎、肝硬変（ウイルス性を含む）、薬剤性

肝障害）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主

な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療

（医薬品の選択等）を説明できる。

・糖尿病とその合併症について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状

等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・脂質異常症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治

療（医薬品の選択等）を説明できる。

・高尿酸血症・痛風について、治療薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・

薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・以下の抗菌薬の薬理（薬理作用、機序、抗菌スペクト

ル、主な副作用、相互作用、組織移行性）および臨床適

用を説明できる。β ラクタム系、テトラサイクリン系、

マクロライド系、アミノ配糖体（アミノグリコシド）系、

キノロン系、グリコペプチド系、抗結核薬、サルファ剤

（ 合剤を含む）、その他の抗菌薬

・細菌感染症に関係する代表的な生物学的製剤（ワクチ

ン等）を挙げ、その作用機序を説明できる。

・主要な抗菌薬の耐性獲得機構および耐性菌出現への

対応を説明できる。

・以下の呼吸器感染症について、病態（病態生理、症状

等）、感染経路と予防方法および薬物治療（医薬品の選

択等）を説明できる。上気道炎（かぜ症候群（大部分が

ウイルス感染症）を含む）、気管支炎、扁桃炎、細菌性

肺炎、肺結核、レジオネラ感染症、百日咳、マイコプラ

ズマ肺炎

・ウイルス性肝炎（ 、 、 ）について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、感染経路と予

防方法および病態（病態生理（急性肝炎、慢性肝炎、肝

硬変、肝細胞がん）、症状等）・薬物治療（医薬品の選択

等）を説明できる。（重複）

・以下の白血病について、病態（病態生理、症状等）・

薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。急性（慢性）

骨髄性白血病、急性（慢性）リンパ性白血病、成人 細

胞白血病（ ）

・肺癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療

（医薬品の選択等）を説明できる。

・代表的な疾患の症例について、患者情報および医薬品

情報などの情報に基づいて薬物治療の最適化を討議す

る。（知識・態度）

・過剰量の医薬品による副作用への対応（解毒薬を含

む）を討議する。（知識・態度）

・長期療養に付随する合併症を列挙し、その薬物治療に

ついて討議する。（知識・態度）

・ の基本概念と実践のプロセスについて説明でき

る。

・個別の患者情報（遺伝的素因、年齢的要因、臓器機能

など）と医薬品情報をもとに、薬物治療を計画・立案で

きる。（技能）
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・薬物動態パラメータを用いて患者ごとの薬物投与設

計ができる。（知識、技能）

・前）医療の担い手が守るべき倫理規範や法令について

討議する。（態度）

・前）患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者

の個人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対応がで

きる。（態度）

・前）患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向

上に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を討議す

る。（態度）

・前）代表的な疾患に使用される医薬品について効能・

効果、用法・用量、警告・禁忌、副作用、相互作用を列

挙できる。

・前）処方オーダリングシステムおよび電子カルテにつ

いて概説できる。

・前）薬歴・診療録の基本的な記載事項とその意義・重

要性について説明できる。

・前）基本的な医療用語、略語の意味を説明できる。

・前）患者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記

録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）から、薬物療法に

必要な情報を収集できる。（技能・態度）〔Ｅ３（２）①

参照〕

・前）身体所見の観察・測定（フィジカルアセスメント）

の目的と得られた所見の薬学的管理への活用について

説明できる。

・前）基本的な身体所見を観察・測定し、評価できる。

（知識・技能）

・前）薬物療法に必要な医薬品情報を収集・整理・加工

できる。（知識・技能）

・前）代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に応じて

科学的根拠に基づいた処方設計ができる。

・前）病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊婦・授

乳婦、小児、高齢者など）等を考慮し、薬剤の選択や用

法・用量設定を立案できる。

・前）患者のアドヒアランスの評価方法、アドヒアラン

スが良くない原因とその対処法を説明できる。

・前）皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴等の基

本的な手技を説明できる。

・前）代表的な輸液の種類と適応を説明できる。

・前）患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足などが

評価できる。

・前）代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、副作用

に関してモニタリングすべき症状と検査所見等を具体

的に説明できる。

・前）代表的な疾患における薬物療法の評価に必要な患

者情報収集ができる。（知識・技能）

・前）病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（連

携クリニカルパス、退院時共同指導、病院・薬局連携、

関連施設との連携等）を説明できる。

回

取り上げた全症例について討議結果にかかわる全体発

表会を行い、知識の共有化を図る。外部講師として医師

をお招きする。

発表会

成果物（発表用資料等）、観察

記録（発表、質疑応答及びグル

ープワークへの貢献度）（総括

的評価）
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関連科目 薬物治療学、病態生化学、病態生理学、感染症学、プレファーマシー実習、薬学臨床実習 他

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

演習には全て出席し、課題（レポート等）も全て提出していることを単位認定の必須要件とします。その上で、①レポートや発表用資料等の

成果物の評点と発表、質疑応答での観察記録及びルーブリック等によるパフォーマンス評価（以上 点）、②グループワークへの貢献度に関

する観察記録、ピア評価及びルーブリック等によるパフォーマンス評価（ 点）をあわせ 点とし、 点以上を合格とします。かつ、「臨

床準備教育における概略評価」において、本科目で評価対象とするすべての観点で「第１段階」以上に到達していることを単位認定の必須要

件とします。なお、本科目で評価対象とする観点については、講義の初めに示します。

学生への

メッセージ

世界に一つしかない「患者診療録（カルテ）」に記載されている記述内容から、患者状態を評価・推測し、治療介入の適切性を吟味し、処方

設計や提案などの他の介入の可能性を探る思考を身に付けてもらいます。加えて、それら「臨床判断」を「患者や他の医療スタッフに対しど

のように伝えるか」などの思考に基づいた成果物を作成してもらいます。

これらの指導には、 年間医師（専門は小児科、新生児、 ）としての経験を有する河田興をはじめ、小森浩二（病院薬剤師として 年

以上）、菊田真穂（病院薬剤師として 年以上、今も研修中）、向井啓（大学病院で薬剤師として６年間、今も研修中）、眞島崇（薬局と病院

併せて 年以上、今も薬剤師として研修中）、吉田侑矢（薬局薬剤師として 年以上、今も研修中）、小西麗子（市民病院で 年間、今も研修

中）など臨床経験に富んだ教員が、実践的な指導を行います。

担当者の

研究室等

小森、河田、向井、眞島、小西（麗）：１号館４階（実践薬学分野）

河野、吉田：１号館３階（病態医科学研究室）

奈邉：１号館７階（薬効薬理学研究室）

吉岡：１号館３階（薬物治療学研究室）

倉本：１号館３階（機能形態学研究室）

高田、菊田、三田村：６号館３階（医療薬学研究室）、他

備考、

事前・事後

学習課題

【共同担当者】河野、吉田、奈邉、吉岡、倉本、河田、向井、眞島、小西（麗）、高田、菊田、三田村、外部講師、他

カルテ読解演習では、コース： 基本事項「（ ）薬剤師の使命、（ ）薬剤師に求められる倫理観、（ ）信頼関係の構築、（ ）多職種連携協働

とチーム医療、（ ）自己研鑽と次世代を担う人材の育成」も到達目標の一つとします。従って、学ぶ姿勢が良好ではない者については、 点

を上限に減点することがあります。

配付する演習日程表にはコアタイムが示されています。コアタイム以外にも個人あるいはグループでの演習（自己学習（事前学習： 時間程

度× 回，事後学習： 時間程度× 回））が必要です。
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科目名 セルフメディケーション演習 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ４年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 必修科目

学期 通年集中 授業担当者
河野 武幸 栗尾 和佐子 小西 麗子 小森 浩二 首藤 誠

中野 友美子 三田村 しのぶ 吉田 侑矢

ディプロマポリシー ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース： 基本事項

ユニット

薬剤師の使命

一般目標 医療と薬学の歴史を認識するとともに、国民の健康管理、医療安全、薬害防止における役割を理解し、薬剤師としての使命感を身

につける。

【①医療人として】

常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手としてふさわしい態度で行動する。 態度

患者・生活者の健康の回復と維持に積極的に貢献することへの責任感を持つ。 態度

チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員としての責任を自覚し行動する。 態度

患者・患者家族・生活者が求める医療人について、自らの考えを述べる。 知識・態度

様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重要性について、自らの言葉で説明する。 知識・態度

【②薬剤師が果たすべき役割】

患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚する。 態度

医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファーマシューティカルケアについて説明できる。

健康管理、疾病予防、セルフメディケーション及び公衆衛生における薬剤師の役割について説明できる。

現代社会が抱える課題 少子・超高齢社会等 に対して、薬剤師が果たすべき役割を提案する。 知識・態度

【③患者安全と薬害の防止】

医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を自覚する。 態度

薬剤師に求められる倫理観

一般目標 倫理的問題に配慮して主体的に行動するために、生命・医療に係る倫理観を身につけ、医療の担い手としての感性を養う。

【①生命倫理】

生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述べる。 知識・態度

【③患者の権利】

患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を認識する。 態度

知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解し、適切な取扱いができる。 知識・技能・態度

信頼関係の構築

一般目標 患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、信頼関係を構築するために役立つ能力を身につけ

る。

【①コミュニケーション】

相手の心理状態とその変化に配慮し、対応する。 態度

自分の心理状態を意識して、他者と接することができる。 態度

適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや感情を理解するように努める。 技能・態度

適切な手段により自分の考えや感情を相手に伝えることができる。 技能・態度

他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すことができる。 知識・技能・態度

【②患者・生活者と薬剤師】

患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケアの影響について説明できる。

患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配慮して行動する。 態度

多職種連携協働とチーム医療

一般目標 医療・福祉・行政・教育機関及び関連職種の連携の必要性を理解し、チームの一員としての在り方を身につける。

自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協力・支援を求める。 態度

チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役割を積極的に果たすように努める。 知識・態度

自己研鑽と次世代を担う人材の育成

一般目標 生涯にわたって自ら学ぶことの必要性・重要性を理解し、修得した知識・技能・ 態度を確実に次世代へ継承する意欲と行動力を

身につける。

【①学習の在り方】

医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目を向け、自ら課題を見出し、 解決に向けて努力する。 態度

講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項や問題点を抽出できる。 技能

必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。 知識・技能

得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりやすく表現できる。 技能

インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュリティに配慮して活用できる。 知識・態度

コース： 薬学と社会

一般目標 人と社会に関わる薬剤師として自覚を持って行動するために、保健・医療・福祉に係る法規範・制度・経済、及び地域における薬

局と薬剤師の役割を理解し、義務及び法令を遵守する態度を身につける。

ユニット

薬剤師と医薬品等に係る法規範

一般目標 調剤、医薬品等 医薬品、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等製品 の供給、その他薬事衛生に係る任務を薬剤師として適

正に遂行するために必要な法規範とその意義を理解する。

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

個人情報の取扱いについて概説できる。

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】

薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業に係る法規範について説明できる。

社会保障制度と医療経済

一般目標 社会保障制度のもとで提供される医療と福祉について、現状と課題を認識するとともに、薬剤師が担う役割とその意義を理解す

る。

【①医療、福祉、介護の制度】

日本の社会保障制度の枠組みと特徴について説明できる。

医療保険制度について説明できる。
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療養担当規則について説明できる。

公費負担医療制度について概説できる。

介護保険制度について概説できる。

薬価基準制度について概説できる。

調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組みについて概説できる。

【②医薬品と医療の経済性】

医薬品の市場の特徴と流通の仕組みについて概説できる。

国民医療費の動向について概説できる。

後発医薬品とその役割について説明できる。

地域における薬局と薬剤師

一般目標 地域の保健、医療、福祉について、現状と課題を認識するとともに、その質を向上させるための薬局及び薬剤師の役割とその意義

を理解する。

【①地域における薬局の役割】

地域における薬局の機能と業務について説明できる。

医薬分業の意義と動向を説明できる。

かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理の意義について説明できる。

セルフメディケーションにおける薬局の役割について説明できる。

災害時の薬局の役割について説明できる。

医療費の適正化に薬局が果たす役割について説明できる。

【②地域における保健、医療、福祉の連携体制と薬剤師】

地域包括ケアの理念について説明できる。

在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割について説明できる。

学校薬剤師の役割について説明できる。

地域の保健、医療、福祉において利用可能な社会資源について概説できる。

地域から求められる医療提供施設、福祉施設及び行政との連携について討議する。 知識・態度

コース： 医療薬学

ユニット： 薬の作用と体の変化

一般目標 疾病と薬物の作用に関する知識を修得し、医薬品の作用する過程を理解する。

身体の病的変化を知る

一般目標 身体の病的変化から疾患を推測できるようになるために、代表的な症候、病態・臨床検査に関する基本的事項を修得する。

【① 症候】

以下の症候・病態について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患を挙げ、患者情報をもとに疾患を推測できる。

ショック、高血圧、低血圧、発熱、けいれん、意識障害・失神、チアノーゼ、脱水、全身倦怠感、 肥満・やせ、黄疸、発疹、貧血、出血傾向、

リンパ節腫脹、浮腫、心悸亢進・動悸、胸水、胸痛、 呼吸困難、咳・痰、血痰・喀血、めまい、頭痛、運動麻痺・不随意運動・筋力低下、腹

痛、悪心・ 嘔吐、嚥下困難・障害、食欲不振、下痢・便秘、吐血・下血、腹部膨満 腹水を含む 、タンパク尿、血尿、尿量・排尿の異常、月

経異常、関節痛・関節腫脹、腰背部痛、記憶障害、知覚異常 しびれを含む ・神経痛、視力障害、聴力障害

【②病態・臨床検査】

代表的なフィジカルアセスメントの検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

薬物治療の位置づけ

一般目標 医療チームの一員として薬物治療に参画できるようになるために、代表的な疾患における治療と薬物療法に関する基本的事項を修

得する。

代表的な疾患における薬物治療、食事療法、その他の非薬物治療 外科手術など の位置づけを説明できる。

代表的な疾患における薬物治療の役割について、病態、薬効薬理、薬物動態に基づいて討議する。 知識・技能

医薬品の安全性

一般目標 医療における医薬品のリスクを回避できるようになるために、有害事象 副作用、相互作用 、薬害、薬物乱用に関する基本的事項

を修得する。

薬物の主作用と副作用、毒性との関連について説明できる。

薬物の副作用と有害事象の違いについて説明できる。

以下の障害を呈する代表的な副作用疾患について、推定される原因医薬品、身体所見、検査所見および対処方法を説明できる。 血液障害・

電解質異常、肝障害、腎障害、消化器障害、循環器障害、精神障害、皮膚障害、呼吸器障害、薬物アレルギー ショックを含む 、代謝障害、

筋障害

代表的薬害、薬物乱用について、健康リスクの観点から討議する。 態度

ユニット： 薬理・病態・薬物治療

一般目標 患者情報に応じた薬の選択、用法・用量の設定および医薬品情報・安全性や治療ガイドラインを考慮した適正な薬物治療に参画で

きるようになるために、疾病に伴う症状などの患者情報を解析し、最適な治療を実施するための薬理、病態・薬物治療に関する基本的事項を

修得する。

要指導医薬品・一般用医薬品とセルフメディケーション

一般目標 適切な薬物治療および地域の保健・医療に貢献できるようになるために、要指導医薬品・一般用医薬品およびセルフメディケーシ

ョンに関する基本的知識を修得する。併せて、薬物治療実施に必要な情報を自ら収集するための基本的事項を修得する。

地域における疾病予防、健康維持増進、セルフメディケーションのために薬剤師が果たす役割を概説できる。

要指導医薬品および一般用医薬品 リスクの程度に応じた区分 第一類、第二類、第三類 も含む について説明し、各分類に含まれる代表

的な製剤を列挙できる。

代表的な症候について、関連する頻度の高い疾患、見逃してはいけない疾患を列挙できる。

要指導医薬品・一般用医薬品の選択、受診勧奨の要否を判断するために必要な患者情報を収集できる。 技能

以下の疾患・症候に対するセルフメディケーションに用いる要指導医薬品・一般用医薬品等に含まれる成分・作用・副作用を列挙できる。

発熱、痛み、かゆみ、消化器症状、呼吸器症状、アレルギー、細菌・真菌感染症、生活習慣病等

主な養生法 運動・食事療法、サプリメント、保健機能食品を含む とその健康の保持・促進における意義を説明できる。

要指導医薬品・一般用医薬品と医療用医薬品、サプリメント、保健機能食品等との代表的な相互作用を説明できる。

要指導医薬品・一般用医薬品等による治療効果と副作用を判定するための情報を収集し評価できる。 技能

医療の中の漢方薬

一般目標 漢方の考え方、疾患概念、代表的な漢方薬の適応、副作用や注意事項などに関する基本的事項を修得する。

【①漢方薬の基礎】

漢方の特徴について概説できる。

以下の漢方の基本用語を説明できる。陰陽、虚実、寒熱、表裏、気血水、証

配合生薬の組み合わせによる漢方薬の系統的な分類が説明できる。

漢方薬と西洋薬、民間薬、サプリメント、保健機能食品などとの相違について説明できる。

【②漢方薬の応用】
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漢方医学における診断法、体質や病態の捉え方、治療法について概説できる。

日本薬局方に収載される漢方薬の適応となる証、症状や疾患について例示して説明できる。

現代医療における漢方薬の役割について説明できる。

【③漢方薬の注意点】

漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示して説明できる。

薬物治療の最適化

一般目標 最適な薬物治療の実現に貢献できるようになるために、治療に必要な情報収集・解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項

を修得する。

【①総合演習】

代表的な疾患の症例について、患者情報および医薬品情報などの情報に基づいて薬物治療の最適化を討議する。 知識・態度

過剰量の医薬品による副作用への対応 解毒薬を含む を討議する。 知識・態度

長期療養に付随する合併症を列挙し、その薬物治療について討議する。 知識・態度

ユニット： 薬物治療に役立つ情報

一般目標 薬物治療に必要な情報を医療チームおよび患者に提供したり、処方設計を提案したり、臨床上の問題解決ができるようになるため

に、医薬品情報ならびに患者情報の収集・評価・加工、臨床研究デザイン・解析などに関する基本的知識を修得し、それらを活用するための

基本的事項を身につける。

医薬品情報

一般目標 医薬品情報の収集・評価・加工・提供・管理・評価、 の実践、生物統計ならびに臨床研究デザイン・解析に関する基本的事項

を修得する。

【④ 】

の基本概念と実践のプロセスについて説明できる。

個別化医療

一般目標 薬物治療の個別化に関する基本的事項を修得する。

【⑤個別化医療の計画・立案】

個別の患者情報 遺伝的素因、年齢的要因、臓器機能など と医薬品情報をもとに、薬物治療を計画・立案できる。 技能

コース： 薬学臨床

一般目標 患者・生活者本位の視点に立ち、薬剤師として病院や薬局などの臨床現場で活躍するために、薬物療法の実践と、チーム医療・地

域保健医療への参画に必要な基本的事項を修得する。

ユニット

薬学臨床の基礎

一般目標 医療の担い手として求められる活動を適切な態度で実践するために、薬剤師の活躍する臨床現場で必要な心構えと薬学的管理の基

本的な流れを把握する。

【②臨床における心構え】

前 医療の担い手が守るべき倫理規範や法令について討議する。 態度

前 患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者の個人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対応ができる。 態度

前 患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向上に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を討議する。 態度

処方せんに基づく調剤

一般目標 処方せんに基づいた調剤業務を安全で適正に遂行するために、医薬品の供給と管理を含む基本的調剤業務を修得する。

【④患者・来局者応対、服薬指導、患者教育】

前 適切な態度で、患者・来局者と応対できる。 態度

前 妊婦・授乳婦、小児、高齢者などへの応対や服薬指導において、配慮すべき事項を具体的に列挙できる。

前 患者・来局者から、必要な情報 症状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、副作用歴等 を適切な手順で聞き取ること

ができる。 知識・態度

前 患者・来局者に、主な医薬品の効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副作用、相互作用、保管方法等について適切に説明できる。 技

能・態度

前 代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。

前 患者・来局者に使用上の説明が必要な製剤 眼軟膏、坐剤、吸入剤、自己注射剤等 の取扱い方法を説明できる。 技能・態度

前 薬歴・診療録の基本的な記載事項とその意義・重要性について説明できる。

前 代表的な疾患の症例についての患者応対の内容を適切に記録できる。 技能

【⑤医薬品の供給と管理】

前 薬局製剤・漢方製剤について概説できる。

薬物療法の実践

一般目標 患者に安全・最適な薬物療法を提供するために、適切に患者情報を収集した上で、状態を正しく評価し、適切な医薬品情報を基に、

個々の患者に適した薬物療法を提案・実施・評価できる能力を修得する。

【①患者情報の把握】

前 基本的な医療用語、略語の意味を説明できる。

前 患者および種々の情報源 診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等 から、薬物療法に必要な情報を収集できる。 技能・

態度 〔 参照〕

前 身体所見の観察・測定 フィジカルアセスメント の目的と得られた所見の薬学的管理への活用について説明できる。

前 基本的な身体所見を観察・測定し、評価できる。 知識・技能

【②医薬品情報の収集と活用】〔 参照〕

前 薬物療法に必要な医薬品情報を収集・整理・加工できる。 知識・技能

【③処方設計と薬物療法の実践 処方設計と提案 】

前 病態 肝・腎障害など や生理的特性 妊婦・授乳婦、小児、高齢者など 等を考慮し、薬剤の選択や用法・用量設定を立案できる。

前 患者のアドヒアランスの評価方法、アドヒアランスが良くない原因とその対処法を説明できる。

チーム医療への参画 〔 参照〕

一般目標 医療機関や地域で、多職種が連携・協力する患者中心のチーム医療に積極的に参画するために、チーム医療における多職種の役割

と意義を理解するとともに、情報を共有し、より良い医療の検討、提案と実施ができる。

【①医療機関におけるチーム医療】

前 病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法 連携クリニカルパス、退院時共同指導、病院・薬局連携、関連施設との連携等 を説明で

きる。

【②地域におけるチーム医療】

前 地域の保健、医療、福祉に関わる職種とその連携体制 地域包括ケア およびその意義について説明できる。

前 地域における医療機関と薬局薬剤師の連携の重要性を討議する。 知識・態度

地域の保健・医療・福祉への参画 〔 参照〕
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一般目標 地域での保健・医療・福祉に積極的に貢献できるようになるために、在宅医療、地域保健、福祉、プライマリケア、セルフメディ

ケーションの仕組みと意義を理解するとともに、これらの活動に参加することで、地域住民の健康の回復、維持、向上に関わることができる。

【①在宅 訪問 医療・介護への参画】

前 在宅医療・介護の目的、仕組み、支援の内容を具体的に説明できる。

前 在宅医療・介護を受ける患者の特色と背景を説明できる。

前 在宅医療・介護に関わる薬剤師の役割とその重要性について説明できる。

【②地域保健 公衆衛生、学校薬剤師、啓発活動 への参画】

前 地域保健における薬剤師の役割と代表的な活動 薬物乱用防止、自殺防止、感染予防、アンチドーピング活動等 について説明できる。

前 公衆衛生に求められる具体的な感染防止対策を説明できる。

【③プライマリケア、セルフメディケーションの実践】〔 参照〕

前 現在の医療システムの中でのプライマリケア、セルフメディケーションの重要性を討議する。 態度

前 代表的な症候 頭痛・腹痛・発熱等 を示す来局者について、適切な情報収集と疾患の推測、適切な対応の選択ができる。 知識・態度

前 代表的な症候に対する薬局製剤 漢方製剤含む 、要指導医薬品・一般用医薬品の適切な取り扱いと説明ができる。 技能・態度

前 代表的な生活習慣の改善に対するアドバイスができる。 知識・態度

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

回 回 症例解析

＜内容＞一連の顧客応対事例から患者の病因・病態ならびに

応対の適切性について、小グループで討議し、成果物を作成

する。

＜到達目標＞課題資料から、患者状態を把握し、その対応の

適切性について評価できる。

小グループ討論

ルーブリック等によるパフォ

ーマンス評価（小グループ討

論）、成果物評価（総括的評価）

回 回 顧客接遇

＜内容＞顧客の主訴から患者の病因・病態に関する様々な可

能性の列挙ならびに適切な応対（ 医薬品の選択、受診勧奨

等）について小グループで討議する。個々にロールプレイ形

式で顧客接遇を行ない、知識の共有化およびコミュニケーシ

ョン能力の向上を図る。

＜到達目標＞顧客の訴えから適切な患者情報を聴取・評価し、

個々の患者に適した対処方法を提案できる。

小グループ討論、ロールプ

レイ

ルーブリック等によるパフォ

ーマンス評価（小グループ討

論、ロールプレイ）（総括的評

価）

回 回 保健・医療・福祉に関する情報媒体の作成および

プレゼン

＜内容＞保健・医療・福祉に関するテーマについて小グルー

プで討議し、その情報提供媒体を作成する。発表会を行い、

知識の共有化およびプレゼン力の向上を図る。

＜到達目標＞（ ）疾患の予防、治療における 医薬品、サ

プリメント、保健機能食品、漢方薬等の選択・使用方法につ

いて説明できる。（ ）在宅医療、介護の仕組みについて説明

できる。（ ）地域の包括的な支援・サービス提供体制につい

て説明できる。

小グループ討論、発表会

ルーブリック等によるパフォ

ーマンス評価（小グループ討

論、発表）、成果物評価（発表

用資料等）（総括的評価）

関連科目
関連科目

セルフメディケーション論、症候学、 演習、クリニカルパス演習、実践薬学Ⅰ～Ⅳ、プレファーマシー実習、他

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬の選び方を学び実践するＯＴＣ薬入門―薬効別イ

メージマップ付き （改訂第 版）

上村 直樹 監修 、鹿村 恵明 監

修
薬ゼミ教育情報センター

治療薬マニュアル

高久 史麿 監修 矢崎 義雄

監修 北原 光夫 編集 上

野 文昭 編集 越前 宏俊 編

集

医学書院

評価の時期・

方法・基準

原則、演習には全て出席し、課題（発表資料等）を全て提出していること、かつ「臨床準備教育における概略評価」において、本科目で評価

対象とするすべての観点で「第１段階」以上に到達していることを単位認定の必須要件とします。なお、本科目で評価対象とする観点につい

ては、講義の初めに示します。その上で、発表用資料等の成果物の評価（ 点）とグループワーク、発表、質疑応答、ロールプレイ等のルー

ブリック等によるパフォーマンス評価（ 点）を合わせて 点とし、 点以上を合格とします。

学生への

メッセージ

授業担当者の吉田侑矢は、薬局薬剤師としても従事しており、その経験から臨床判断・トリアージ、医薬品の選択等に関する実践的な教育を

行う。小森浩二は、病院薬剤師として 年以上従事しており、その経験から患者情報をヒアリングするコミュニケーション技術や、医薬品選

択と薬物治療における効果・副作用など臨床判断に関する実践的な教育を行う。首藤誠は、 年間薬局薬剤師として勤務した経験、その後、現

在に至るまで医療施設と共同研究してきた経験から、薬剤師業務及び医療制度・地域医療など、それらに関連する実践的な教育を行う。三田

村しのぶは、薬局薬剤師として 年間勤務した経験から、患者応対、薬物療法に関する実践的な教育を行う。小西麗子は、病院薬剤師として

現在も勤務しており、その経験からに臨床問題を解決するための実践的な教育を行う。

担当者の

研究室等

河野、吉田： 号館 階（病態医科学研究室）、首藤、三田村： 号館 階（医療薬学研究室）、小森、小西： 号館 階（実践薬学分野）、栗

尾： 号館 階（薬学教育学研究室）、中野： 号館 階（薬学教育センター）

備考、

事前・事後

学習課題

就学状況（受講態度等）が不良の場合、 点を上限に減点することがあります。配付する演習日程表にはコアタイムが示されています。コア

タイム以外にも個人あるいはグループでの演習が必要です。復習を 時間× 回以上してください。
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科目名 クリニカルパス演習 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ４年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 必修科目

学期 通年集中 授業担当者 河田 興 菊田 真穂 小西 麗子 眞島 崇

ディプロマポリシー ◎ ◎ ◎
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース： 本学独自の薬学専門教育 ユニット：未来型薬剤師

一般目標： 社会保障審議会医療部会の「安心と希望の医療確保ビジョン」で討議されている「医療職の役割分担と連携」において、６年制薬

剤師に期待される「社会のニーズ」を具備した薬剤師になるために、薬剤師の新しいスキルに関する基本的知識、技術、態度を身につける。

【アウトカム】

各種疾患に対して計画的かつ安定した医療に参画できるようになるために、検査・治療計画の標準化の必要性とクリニカルパス作成に対する

薬剤師の関与を理解し、エビデンスに基づき適応となる疾患と治療を受ける患者の立場を考慮した薬物治療計画を立案できる（クリ二カルパ

ス作成）。

コース： 基本事項

ユニット：（ ）薬剤師の使命

一般目標：医療と薬学の歴史を認識するとともに、国民の健康管理、医療安全、薬害防止における役割を理解し、薬剤師としての使命感を身

につける。

ユニット：（ ）薬剤師に求められる倫理観

一般目標：倫理的問題に配慮して主体的に行動するために、生命・医療に係る倫理観を身につけ、医療の担い手としての感性を養う。

ユニット：（ ）信頼関係の構築

一般目標：患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、信頼関係を構築するために役立つ能力を身につける。

ユニット：（ ）多職種連携協働とチーム医療

一般目標：医療・福祉・行政・教育機関及び関連職種の連携の必要性を理解し、チームの一員としての在り方を身につける。

コース： 薬学と社会

一般目標：人と社会に関わる薬剤師として自覚を持って行動するために、保健・医療・福祉に係る法規範・制度・経済、及び地域における薬

局と薬剤師の役割を理解し、義務及び法令を遵守する態度を身につける。

ユニット：（ ）薬剤師と医薬品等に係る法規範

一般目標：調剤、医薬品等（医薬品、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等製品）の供給、その他薬事衛生に係る任務を薬剤師として

適正に遂行するために必要な法規範とその意義を理解する。

コース： 医療薬学 薬の作用と体の変化

一般目標：疾病と薬物の作用に関する知識を修得し、医薬品の作用する過程を理解する。

ユニット：（ ）身体の病的変化を知る

一般目標：身体の病的変化から疾患を推測できるようになるために、代表的な症候、病態・

臨床検査に関する基本的事項を修得する。

ユニット：（ ）薬物治療の位置づけ

一般目標：医療チームの一員として薬物治療に参画できるようになるために、代表的な疾患

における治療と薬物療法に関する基本的事項を修得する。

ユニット：（ ）医薬品の安全性

一般目標：医療における医薬品のリスクを回避できるようになるために、有害事象（副作用、

相互作用）、薬害、薬物乱用に関する基本的事項を修得する。

コース： 医療薬学 薬理・病態・薬物治療

一般目標：患者情報に応じた薬の選択、用法・用量の設定および医薬品情報・安全性や治療ガイドラインを考慮した適正な薬物治療に参画で

きるようになるために、疾病に伴う症状などの患者情報を解析し、最適な治療を実施するための薬理、病態・薬物治療に関する基本的事項を

修得する。

ユニット：（ ）薬物治療の最適化

一般目標：最適な薬物治療の実現に貢献できるようになるために、治療に必要な情報収集・

解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

コース： 医療薬学 薬物治療に役立つ情報

一般目標：薬物治療に必要な情報を医療チームおよび患者に提供したり、処方設計を提案したり、臨床上の問題解決ができるようになるため

に、医薬品情報ならびに患者情報の収集・評価・加工、臨床研究デザイン・解析などに関する基本的知識を修得し、それらを活用するための

基本的事項を身につける。

ユニット：（ ）医薬品情報

一般目標：医薬品情報の収集・評価・加工・提供・管理・評価、 の実践、生物統計ならびに臨床研究デザイン・解析に関する基本的事項

を修得する。

コース： 医療薬学 薬の生体内運命

一般目標：薬物の生体内運命を理解し、個々の患者の投与設計ができるようになるために、薬物の体内動態およびその解析に関する基本的知

識を修得し、それらを応用する基本的技能を身につける。

ユニット：（ ）薬物動態の解析

一般目標：薬物動態の理論的解析ならびに投与設計に関する基本的事項を修得する。

コース： 薬学臨床

一般目標：患者・生活者本位の視点に立ち、薬剤師として病院や薬局などの臨床現場で活躍するために、薬物療法の実践と、チーム医療・地

域保健医療への参画に必要な基本的事項を修得する。

ユニット：（ ）薬学臨床の基礎

一般目標：医療の担い手として求められる活動を適切な態度で実践するために、薬剤師の活躍する臨床現場で必要な心構えと薬学的管理の基

本的な流れを把握する。

ユニット：（ ）処方箋に基づく調剤

一般目標：代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。

ユニット：（ ）薬物療法の実践

一般目標：患者に安全・最適な薬物療法を提供するために、適切に患者情報を収集した上で、状態を正しく評価し、適切な医薬品情報を基に、

個々の患者に適した薬物療法を提案・実施・評価できる能力を修得する。
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ユニット：（ ）チーム医療への参画 〔Ａ（４）参照〕

一般目標：医療機関や地域で、多職種が連携・協力する患者中心のチーム医療に積極的に参画するために、チーム医療における多職種の役割

と意義を理解するとともに、情報を共有し、より良い医療の検討、提案と実施ができる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

クリ二カルパスの意義や構成について知り、各疾患に対する

検査・治療計画の標準化の必要性を理解する。
講義 観察記録（総括的評価）

◎グループワーク

クリ二カルパス作成への薬剤師の関与について討議する。

課題となったクリ二カルパスを作成する。

【①医療人として】

常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手としてふさ

わしい態度で行動する。（態度）

患者・生活者の健康の回復と維持に積極的に貢献すること

への責任感を持つ。（態度）

チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員としての責

任を自覚し行動する。（態度）

患者・患者家族・生活者が求める医療人について、自らの

考えを述べる。（知識・態度）

【②薬剤師が果たすべき役割】

患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚す

る。（態度）

医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファーマシュ

ーティカルケアについて説明できる。

【③患者安全と薬害の防止】

医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を自覚す

る。（態度）

【③患者の権利】

知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性

を理解し、適切な取扱いができる。（知識・技能・態度）

・グループワーク
観察記録（総括的評価）

ピア評価（総括的評価）

同上 ・グループワーク
観察記録（総括的評価）

ピア評価（総括的評価）

◎グループワーク

課題となったクリ二カルパスを作成する。

【①コミュニケーション】

相手の心理状態とその変化に配慮し、対応する。（態度）

自分の心理状態を意識して、他者と接することができる。

（態度）

適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや感情を理解する

ように努める。（技能・態度）

適切な手段により自分の考えや感情を相手に伝えること

ができる。（技能・態度）

他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すこ

とができる。（知識・技能・態度）

【②患者・生活者と薬剤師】

患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配慮し

て行動する。（態度）

自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協力・支

援を求める。（態度）

チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員

としての役割を積極的に果たすように努める。（知識・態度）

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

個人情報の取扱いについて概説できる。

【①症候】

以下の症候・病態について、生じる原因とそれらを伴う代

表的疾患を挙げ、患者情報をもとに疾患を推測できる。ショ

ック、高血圧、低血圧、発熱、けいれん、意識障害・失神、チ

アノーゼ、脱水、全身倦怠感、肥満・やせ、黄疸、発疹、貧

血、出血傾向、リンパ節腫脹、浮腫、心悸亢進・動悸、胸水、

胸痛、呼吸困難、咳・痰、血痰・喀血、めまい、頭痛、運動麻

痺・不随意運動・筋力低下、腹痛、悪心・嘔吐、嚥下困難・障

害、食欲不振、下痢・便秘、吐血・下血、腹部膨満（腹水を含

む）、タンパク尿、血尿、尿量・排尿の異常、月経異常、関節

痛・関節腫脹、腰背部痛、記憶障害、知覚異常（しびれを含

む）・神経痛、視力障害、聴力障害

代表的な疾患における薬物治療、食事療法、その他の非薬

物治療（外科手術など）の位置づけを説明できる。

代表的な疾患における薬物治療の役割について、病態、薬

効薬理、薬物動態に基づいて討議する。（知識・技能）

薬物の主作用と副作用、毒性との関連について説明でき

る。

・グループワーク
観察記録（総括的評価）

ピア評価（総括的評価）
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薬物の副作用と有害事象の違いについて説明できる。

以下の障害を呈する代表的な副作用疾患について、推定さ

れる原因医薬品、身体所見、検査所見および対処方法を説明

できる。血液障害・電解質異常、肝障害、腎障害、消化器障

害、循環器障害、精神障害、皮膚障害、呼吸器障害、薬物アレ

ルギー（ショックを含む）、代謝障害

同上 ・グループワーク
観察記録（総括的評価）

ピア評価（総括的評価）

同上 ・グループワーク
観察記録（総括的評価）

ピア評価（総括的評価）

◎グループワーク

課題となったクリ二カルパスに関連し、必要な患者説明用の

資料などを作成する。

作成したクリ二カルパス及び説明用資料について、プレゼン

テーションのリハーサルを行う。

【①総合演習】

代表的な疾患の症例について、患者情報および医薬品情報

などの情報に基づいて薬物治療の最適化を討議する。（知識・

態度）

長期療養に付随する合併症を列挙し、その薬物治療につい

て討議する。（知識・態度）

【④ （ ）】

の基本概念と実践のプロセスについて説明できる。

【② と投与設計】

薬物動態パラメータを用いて患者ごとの薬物投与設計が

できる。（知識、技能）

【②臨床における心構え】〔Ａ（１）、（２）参照〕

前）医療の担い手が守るべき倫理規範や法令について討議

する。（態度）

前）患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者の個

人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対応ができる。（態

度）

前）患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向上に

薬剤師が積極的に貢献することの重要性を討議する。（態度）

【③臨床実習の基礎】

前）病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、その

業務内容を相互に関連づけて説明できる。

【① 患者情報の把握】

前）基本的な医療用語、略語の意味を説明できる。

前）患者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、

看護記録、お薬手帳、持参薬等）から、薬物療法に必要な情

報を収集できる。（技能・態度）〔Ｅ３（２）①参照〕

前）身体所見の観察・測定（フィジカルアセスメント）の

目的と得られた所見の薬学的管理への活用について説明でき

る。

【②医薬品情報の収集と活用】〔Ｅ３（１）参照〕

前）薬物療法に必要な医薬品情報を収集・整理・加工でき

る。（知識・技能）

【③処方設計と薬物療法の実践（処方設計と提案）】

前）病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊婦・授乳婦、

小児、高齢者など）等を考慮し、薬剤の選択や用法・用量設

定を立案できる。

前）代表的な輸液の種類と適応を説明できる。

前）患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足などが評価

できる。

【④処方設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果と副

作用の評価）】

前）代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、副作用に関

してモニタリングすべき症状と検査所見等を具体的に説明で

きる。

前）代表的な疾患における薬物療法の評価に必要な患者情

報収集ができる。（知識・技能）

前）病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（連携ク

リニカルパス、退院時共同指導、病院・薬局連携、関連施設

との連携等）を説明できる。

前）代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙

できる。

・グループワーク

観察記録（総括的評価）

ピア評価（総括的評価）

プロダクト評価（総括的評価）

同上 ・グループワーク

観察記録（総括的評価）

ピア評価（総括的評価）

プロダクト評価（総括的評価）

同上 ・グループワーク
観察記録（総括的評価）

ピア評価（総括的評価）
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摂南大学シラバス

プロダクト評価（総括的評価）

◎プレゼンテーション及びフィードバック

作成したクリ二カルパス及び説明用資料について、プレゼン

テーションする。

プレゼンテーション

観察記録（総括的評価）

ピア評価（総括的評価）

プロダクト評価（総括的評価）

同上 プレゼンテーション

観察記録（総括的評価）

ピア評価（総括的評価）

プロダクト評価（総括的評価）

同上 プレゼンテーション

観察記録（総括的評価）

ピア評価（総括的評価）

プロダクト評価（総括的評価）

関連科目
病態・薬物治療に関連した科目全般、実践薬学Ⅰ～Ⅴ、フィジカルアセスメント実習、 演習、セルフメディケーション演習、プレファーマ

シー実習、病院薬局実務実習

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

備考参照

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

内科学 矢﨑 義雄、 赤司 浩一 朝倉書店

治療薬マニュアル 高久 史麿 矢崎 義雄 医学書院

今日の治療指針 福井 次矢 高木 誠 医学書院

評価の時期・

方法・基準

演習内の取り組み状況及びプロダクト内容で評価するため、原則、すべての演習に出席すること。

演習期間内の①グループワークへの貢献度に関する観察記録等 点、②ピア評価 点及び③プロダクト評価 点を合わせて 点満点と

し、 点以上を合格とします。かつ、「臨床準備教育における概略評価」において、本科目で評価対象とするすべての観点で「第１段階」以上

に到達していることを単位認定の必須要件とします。なお、本科目で評価対象とする観点については、講義の初めに示します。

学生への

メッセージ

クリ二カルパスは、医療の質を担保するために、多くの臨床現場で使用されています。この演習を通して、エビデンスに基づいた各疾患とそ

の標準療法を理解し、さらに患者の目線をもって薬物療法を考える力を養って下さい。

河田 興： 年間小児科医師として主に の新生児医療に従事し、根拠のある医療を実践してきた。現在も京都医療センターで外来診療を

継続している。

菊田 真穂 ： 星ヶ丘厚生年金病院（現、 星ヶ丘医療センター）で病院薬剤師として 年間勤務し、現在も同施設にて研修を行っている。

眞島 崇 ：薬局薬剤師、病院薬剤師として 年間勤務し、現在に至るまで薬局をはじめとする医療施設に研修・共同研究している。

小西 麗子 ： 津島市民病院（愛知県）で病院薬剤師として 年間勤務し、現在も福田総合病院で兼職として勤務している。

担当者の

研究室等

河田： 号館 （実践薬学分野）

菊田： 号館 （医療薬学研究室）

眞島： 号館 （実践薬学分野）

小西： 号館 （実践薬学分野）

備考、

事前・事後

学習課題

＜事前学習＞

課題となったクリ二カルパスの適応疾患及びその疾患の標準療法について自己学習して下さい。： 時間× 回

＜事後学習＞

グループ討議の内容について振り返り、課題に対する理解を深めて下さい。発表後は、他の課題となったクリ二カルパスの適応疾患及びその

疾患の標準療法についてについて自己学習して、理解を深めて下さい。： 時間× 回

＜教科書＞については指定しない

＜参考書＞

『内科学』（朝倉書店）、『治療薬マニュアル』、『今日の治療指針』、各種疾患ガイドライン、 年次までの関連科目で使用した教科書
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摂南大学シラバス

科目名 グローバルコミュニケーション（中国語） 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ａ

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 段 飛虹

ディプロマポリシー ○
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ピンインと四声による発音の基本を学び、基礎的な語彙や文法・文型を学ぶ。また、基本文型を使った日常会話の練習を重ねることで、中国

語学習における達成感を味わうことができる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

発音、ピンイン、単語を学ぶことができる。

・中国語の音節

・声調（アクセント）

・母音（単母音、複母音）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第１～２課の単

語とフレーズを流暢に読

み、また正確に書く練習を

すること。 、 、 、

正しく発音できる、ピンイン

と漢字が書ける。

発音、ピンイン、単語を学ぶことができる。

・子音（無気音と有気音、そり下音）

・母音（鼻母音）

・声調記号の付け方

・ｒ化音

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 ～ 課の単語

とフレーズを流暢に読み、

また正確に書く練習をする

こと。 、 、 、

正しく発音できる、ピンイン

と漢字が書ける。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・判断を表す「是（だ）」

・省略疑問文

・助詞「的（の」）

・会話（パーティーで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞構文の基本語順

・疑問詞疑問文

・選択疑問文

・会話（喫茶店で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第１ 課の復習をすることで、習ったものを身に付けること

ができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をすること。

単元テストの成績で評価す

る。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・年月日・曜日の言い方

・時刻の言い方

・連動文

・会話（昼休みに）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞「在」

・動詞「有①」

・年齢の言い方

・会話（倶楽部かジムで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・形容詞述語文

・助動詞「想（～たい）」

・時間量の言い方

・会話（キャンパスで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第 課の復習をすることで、習ったものを身に付けること

ができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞「有②」

・方位詞

・前置詞「従（から）、離（から、まで）」）

・会話（街角で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

会話を覚え、練習問題を解

答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動作の進行と状態持続を表す表現

・助動詞「会（できる）」

・助詞「過（～たことがある）」

・会話（パソコンの前で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

会話を覚え、練習問題を解

答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・量詞

・助動詞「能（することができる）、可以（～てよい）」

・前置詞「在（で）」

・会話（観光地の店で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第 課の復習をすることで、習ったものを身に付けるこ

とができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をするこ

と。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

関連科目
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摂南大学シラバス

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

楽々学習 初級中国語 課 陳淑梅・胡興智 同学社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

中日辞典 第 版 北京商務印書館・小学館 小学館

評価の時期・

方法・基準
小テスト ％ 、単元テスト（ ％）と期末試験（ ％）で評価する。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
復習をしてこそはじめて力が付きます。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：松田 郁子

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：兪 鳴蒙

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

講義前の予習（テキストを読む。 時間 回）、

復習（講義プリントの重要事項をまとめる。 時間 回）、

自己学習（講義プリントに収載されている確認問題を解答する。
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摂南大学シラバス

科目名 グローバルコミュニケーション（中国語） 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 松田 郁子

ディプロマポリシー ○
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ピンインと四声による発音の基本を学び、基礎的な語彙や文法・文型を学ぶ。また、基本文型を使った日常会話の練習を重ねることで、中国

語学習における達成感を味わうことができる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

発音、ピンイン、単語を学ぶことができる。

・中国語の音節

・声調（アクセント）

・母音（単母音、複母音）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第１～２課の単

語とフレーズを流暢に読

み、また正確に書く練習を

すること。 、 、 、

正しく発音できる、ピンイン

と漢字が書ける。

発音、ピンイン、単語を学ぶことができる。

・子音（無気音と有気音、そり下音）

・母音（鼻母音）

・声調記号の付け方

・ｒ化音

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 ～ 課の単語

とフレーズを流暢に読み、

また正確に書く練習をする

こと。 、 、 、

正しく発音できる、ピンイン

と漢字が書ける。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・判断を表す「是（だ）」

・省略疑問文

・助詞「的（の」）

・会話（パーティーで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞構文の基本語順

・疑問詞疑問文

・選択疑問文

・会話（喫茶店で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第１ 課の復習をすることで、習ったものを身に付けること

ができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をすること。

単元テストの成績で評価す

る。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・年月日・曜日の言い方

・時刻の言い方

・連動文

・会話（昼休みに）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞「在」

・動詞「有①」

・年齢の言い方

・会話（倶楽部かジムで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・形容詞述語文

・助動詞「想（～たい）」

・時間量の言い方

・会話（キャンパスで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第 課の復習をすることで、習ったものを身に付けること

ができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞「有②」

・方位詞

・前置詞「従（から）、離（から、まで）」）

・会話（街角で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

会話を覚え、練習問題を解

答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動作の進行と状態持続を表す表現

・助動詞「会（できる）」

・助詞「過（～たことがある）」

・会話（パソコンの前で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

会話を覚え、練習問題を解

答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・量詞

・助動詞「能（することができる）、可以（～てよい）」

・前置詞「在（で）」

・会話（観光地の店で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第 課の復習をすることで、習ったものを身に付けるこ

とができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をするこ

と。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

関連科目
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摂南大学シラバス

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

楽々学習 初級中国語 課 陳淑梅・胡興智 同学社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

中日辞典 第 版 北京商務印書館・小学館 小学館

評価の時期・

方法・基準
小テスト ％ 、単元テスト（ ％）と期末試験（ ％）で評価する。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
復習をしてこそはじめて力が付きます。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：段 飛虹

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：兪 鳴蒙

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

講義前の予習（テキストを読む。 時間 回）、

復習（講義プリントの重要事項をまとめる。 時間 回）、

自己学習（講義プリントに収載されている確認問題を解答する。
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摂南大学シラバス

科目名 グローバルコミュニケーション（中国語） 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 兪 鳴蒙

ディプロマポリシー ○
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ピンインと四声による発音の基本を学び、基礎的な語彙や文法・文型を学ぶ。また、基本文型を使った日常会話の練習を重ねることで、中国

語学習における達成感を味わうことができる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

発音、ピンイン、単語を学ぶことができる。

・中国語の音節

・声調（アクセント）

・母音（単母音、複母音）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第１～２課の単

語とフレーズを流暢に読

み、また正確に書く練習を

すること。 、 、 、

正しく発音できる、ピンイン

と漢字が書ける。

発音、ピンイン、単語を学ぶことができる。

・子音（無気音と有気音、そり下音）

・母音（鼻母音）

・声調記号の付け方

・ｒ化音

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 ～ 課の単語

とフレーズを流暢に読み、

また正確に書く練習をする

こと。 、 、 、

正しく発音できる、ピンイン

と漢字が書ける。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・判断を表す「是（だ）」

・省略疑問文

・助詞「的（の」）

・会話（パーティーで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞構文の基本語順

・疑問詞疑問文

・選択疑問文

・会話（喫茶店で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第１ 課の復習をすることで、習ったものを身に付けること

ができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をすること。

単元テストの成績で評価す

る。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・年月日・曜日の言い方

・時刻の言い方

・連動文

・会話（昼休みに）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞「在」

・動詞「有①」

・年齢の言い方

・会話（倶楽部かジムで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・形容詞述語文

・助動詞「想（～たい）」

・時間量の言い方

・会話（キャンパスで）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第 課の復習をすることで、習ったものを身に付けること

ができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動詞「有②」

・方位詞

・前置詞「従（から）、離（から、まで）」）

・会話（街角で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

会話を覚え、練習問題を解

答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・動作の進行と状態持続を表す表現

・助動詞「会（できる）」

・助詞「過（～たことがある）」

・会話（パソコンの前で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

会話を覚え、練習問題を解

答する。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

文法、単語、会話を学ぶことができる。

・量詞

・助動詞「能（することができる）、可以（～てよい）」

・前置詞「在（で）」

・会話（観光地の店で）

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚え、練習問

題を解答すること。 、

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

第 課の復習をすることで、習ったものを身に付けるこ

とができる。

・復習

・単元テスト

授業形式。自己学習：録音

を聞いて、第 課の単語、

例文、会話を覚える練習を

すること。単元テスト （

～ 課）の準備をするこ

と。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。
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摂南大学シラバス

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

楽々学習 初級中国語 課 陳淑梅・胡興智 同学社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

中日辞典 第 版 北京商務印書館・小学館 小学館

評価の時期・

方法・基準
小テスト ％ 、単元テスト（ ％）と期末試験（ ％）で評価する。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
復習をしてこそはじめて力が付きます。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：段 飛虹

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：松田 郁子

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

講義前の予習（テキストを読む。 時間 回）、

復習（講義プリントの重要事項をまとめる。 時間 回）、

自己学習（講義プリントに収載されている確認問題を解答する。
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摂南大学シラバス

科目名 グローバルコミュニケーション（中国語） 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 段 飛虹

ディプロマポリシー ○
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ピンインと四声による発音の基本を学び、基礎的な語彙や文法・文型を学ぶ。また、基本文型を使った日常会話の練習を行うことで、外国語

学習の達成感を味わうことができる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

発音とピンインを習うことができる。

・中国語の仕組み

・単母音

・声調（アクセント）とその付け方

・子音（１）

・複合母音

授業形式。自己学習： を

聞いて、第１～２課の発音

を練習すること。 ．

正しく発音できる。

発音、ピンイン、単語を習うことができる。

・子音（ ）

・鼻母音

・声調変化

・隔音記号

・ｒ化音

・声調の変化

・数字の読み方

・人称代名詞

授業形式。自己学習： を

聞いて、第１～２課の発音

を練習すること。 ．

正しく発音できる。数を数え

られる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・判断動詞「是」

・名前の尋ね方と答え方

・疑問詞疑問文

・副詞「也」

・会話（お名前は）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読める。

単語、文法、会話を習うことができる。

・動詞述語文

・助詞「的」

・疑問詞「 」

・会話（専攻は何ですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読める。

単語、文法、会話を習うことができる。

・所有を表す「有」

・指示代名詞

・年齢の尋ね方

・「几」と「多少」

・会話（何人家族ですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単元テスト （ ～ 課）の

準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・年月日

・語気助詞「 」

・選択質問文

・前置詞「在」

・会話（誕生日はいつですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・助動詞「想」

・形容詞述語文

・時間名詞

・「量詞」の用法

・会話（この辞書はいかがですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・場所代名詞と方位詞

・存在を表す「有」

・存在を表す「在」

・反復疑問文

・会話（学校の近くにコンビニがありますか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・連動文

・変化・語気の「了」

・動作の完了を表す「了」

・動作の「時間量」

・会話（お腹がすきましたか）

第 課の単語、会話を覚

え、練習問題を解答するこ

と。 、 、 ．

単元テスト （ ～ 課）の

準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・前置詞「从」「到」

・前置詞「離」

・疑問詞「怎 」

・助動詞「要」

・会話（家は学校から遠いですか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・動詞の進行を表す「在」

・「快～了」変化実現の表現

・動詞の重ね型

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。
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摂南大学シラバス

・助動詞「得」

・会話（何をしていますか）

単語、文法、会話を習うことができる。

・動作継続の「了」

・経験の「過」

・「是～的」構文

・会話（中国へ行ったことがありますか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答する。 、

、 ．

単元テスト （ ～ 課）

の準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・お金の言い方

・比較の表現

・「有点儿」と「一点儿」

・前置詞「給」

・会話（誰に買ってあげるのですか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

自然に身につく基礎中国語 劔重依子・杜金楓 朝日出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

中日辞典 第 版 北京商務印書館・小学館 小学館

評価の時期・

方法・基準
小テスト ％ 、単元テスト（ ％）と期末試験（ ％）で評価する。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
復習をしてこそはじめて力が付きます。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：松田 郁子

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：兪 鳴蒙

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

講義前の予習（テキストを読む。 時間 回）、

復習（講義プリントの重要事項をまとめる。 時間 回）、

自己学習（講義プリントに収載されている確認問題を解答する。
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摂南大学シラバス

科目名 グローバルコミュニケーション（中国語） 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 松田 郁子

ディプロマポリシー ○
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ピンインと四声による発音の基本を学び、基礎的な語彙や文法・文型を学ぶ。また、基本文型を使った日常会話の練習を行うことで、外国語

学習の達成感を味わうことができる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

発音とピンインを習うことができる。

・中国語の仕組み

・単母音

・声調（アクセント）とその付け方

・子音（１）

・複合母音

授業形式。自己学習： を

聞いて、第１～２課の発音

を練習すること。 ．

正しく発音できる。

発音、ピンイン、単語を習うことができる。

・子音（ ）

・鼻母音

・声調変化

・隔音記号

・ｒ化音

・声調の変化

・数字の読み方

・人称代名詞

授業形式。自己学習： を

聞いて、第１～２課の発音

を練習すること。 ．

正しく発音できる。数を数え

られる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・判断動詞「是」

・名前の尋ね方と答え方

・疑問詞疑問文

・副詞「也」

・会話（お名前は）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読める。

単語、文法、会話を習うことができる。

・動詞述語文

・助詞「的」

・疑問詞「 」

・会話（専攻は何ですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読める。

単語、文法、会話を習うことができる。

・所有を表す「有」

・指示代名詞

・年齢の尋ね方

・「几」と「多少」

・会話（何人家族ですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単元テスト （ ～ 課）の

準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・年月日

・語気助詞「 」

・選択質問文

・前置詞「在」

・会話（誕生日はいつですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・助動詞「想」

・形容詞述語文

・時間名詞

・「量詞」の用法

・会話（この辞書はいかがですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・場所代名詞と方位詞

・存在を表す「有」

・存在を表す「在」

・反復疑問文

・会話（学校の近くにコンビニがありますか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・連動文

・変化・語気の「了」

・動作の完了を表す「了」

・動作の「時間量」

・会話（お腹がすきましたか）

第 課の単語、会話を覚

え、練習問題を解答するこ

と。 、 、 ．

単元テスト （ ～ 課）の

準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・前置詞「从」「到」

・前置詞「離」

・疑問詞「怎 」

・助動詞「要」

・会話（家は学校から遠いですか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・動詞の進行を表す「在」

・「快～了」変化実現の表現

・動詞の重ね型

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。
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・助動詞「得」

・会話（何をしていますか）

単語、文法、会話を習うことができる。

・動作継続の「了」

・経験の「過」

・「是～的」構文

・会話（中国へ行ったことがありますか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答する。 、

、 ．

単元テスト （ ～ 課）

の準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・お金の言い方

・比較の表現

・「有点儿」と「一点儿」

・前置詞「給」

・会話（誰に買ってあげるのですか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

自然に身につく基礎中国語 劔重依子・杜金楓 朝日出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

中日辞典 第 版 北京商務印書館・小学館 小学館

評価の時期・

方法・基準
小テスト ％ 、単元テスト（ ％）と期末試験（ ％）で評価する。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
復習をしてこそはじめて力が付きます。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：段 飛虹

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：兪 鳴蒙

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

講義前の予習（テキストを読む。 時間 回）、

復習（講義プリントの重要事項をまとめる。 時間 回）、

自己学習（講義プリントに収載されている確認問題を解答する。
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科目名 グローバルコミュニケーション（中国語） 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｆ

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 兪 鳴蒙

ディプロマポリシー ○
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ピンインと四声による発音の基本を学び、基礎的な語彙や文法・文型を学ぶ。また、基本文型を使った日常会話の練習を行うことで、外国語

学習の達成感を味わうことができる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

発音とピンインを習うことができる。

・中国語の仕組み

・単母音

・声調（アクセント）とその付け方

・子音（１）

・複合母音

授業形式。自己学習： を

聞いて、第１～２課の発音

を練習すること。 ．

正しく発音できる。

発音、ピンイン、単語を習うことができる。

・子音（ ）

・鼻母音

・声調変化

・隔音記号

・ｒ化音

・声調の変化

・数字の読み方

・人称代名詞

授業形式。自己学習： を

聞いて、第１～２課の発音

を練習すること。 ．

正しく発音できる。数を数え

られる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・判断動詞「是」

・名前の尋ね方と答え方

・疑問詞疑問文

・副詞「也」

・会話（お名前は）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読める。

単語、文法、会話を習うことができる。

・動詞述語文

・助詞「的」

・疑問詞「 」

・会話（専攻は何ですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読める。

単語、文法、会話を習うことができる。

・所有を表す「有」

・指示代名詞

・年齢の尋ね方

・「几」と「多少」

・会話（何人家族ですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単元テスト （ ～ 課）の

準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・年月日

・語気助詞「 」

・選択質問文

・前置詞「在」

・会話（誕生日はいつですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・助動詞「想」

・形容詞述語文

・時間名詞

・「量詞」の用法

・会話（この辞書はいかがですか）

授業形式。自己学習：第 課

の単語、会話を覚え、練習

問題を解答すること。 、

、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・場所代名詞と方位詞

・存在を表す「有」

・存在を表す「在」

・反復疑問文

・会話（学校の近くにコンビニがありますか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・連動文

・変化・語気の「了」

・動作の完了を表す「了」

・動作の「時間量」

・会話（お腹がすきましたか）

第 課の単語、会話を覚

え、練習問題を解答するこ

と。 、 、 ．

単元テスト （ ～ 課）の

準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・前置詞「从」「到」

・前置詞「離」

・疑問詞「怎 」

・助動詞「要」

・会話（家は学校から遠いですか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・動詞の進行を表す「在」

・「快～了」変化実現の表現

・動詞の重ね型

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。
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・助動詞「得」

・会話（何をしていますか）

単語、文法、会話を習うことができる。

・動作継続の「了」

・経験の「過」

・「是～的」構文

・会話（中国へ行ったことがありますか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答する。 、

、 ．

単元テスト （ ～ 課）

の準備をすること。

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

単語、文法、会話を習うことができる。

・単元テスト

・お金の言い方

・比較の表現

・「有点儿」と「一点儿」

・前置詞「給」

・会話（誰に買ってあげるのですか）

授業形式。自己学習：第

課の単語、会話を覚え、練

習問題を解答すること。

、 、 ．

単語のピンインと漢字が書

け、会話文が読め、話せる。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

自然に身につく基礎中国語 劔重依子・杜金楓 朝日出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

中日辞典 第 版 北京商務印書館・小学館 小学館

評価の時期・

方法・基準
小テスト ％ 、単元テスト（ ％）と期末試験（ ％）で評価する。 点満点中 点以上で合格。

学生への

メッセージ
復習をしてこそはじめて力が付きます。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：段 飛虹

グローバルコミュニケーション（中国語） クラスの授業担当者：松田 郁子

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

講義前の予習（テキストを読む。 時間 回）、

復習（講義プリントの重要事項をまとめる。 時間 回）、

自己学習（講義プリントに収載されている確認問題を解答する。
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科目名 グローバルコミュニケーション（韓国語） 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ａ

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 沈 明姫

ディプロマポリシー ○
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

不慣れな姿のハングルを知り韓国語を学ぶことで、日本語と韓国語のもつ類似点、そして同じ漢字文化圏なので、様々な言葉や表現の共通点

を発見することが出来る。隣の国、韓国を真の意味で近い国として実感し、韓国の歴史や文化に興味を深めることと、両国がより近い関係に

回復できるきっかけとなってほしいと望みます。外国語である日本語を習得する過程から得られた私の経験を踏まえ、初めて韓国語を学習す

る人でも楽しくやさしく学ぶことが出来るように心掛けます。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

韓国語とハングル文字について理解する。

韓国語の歴史、文字構成を

説明。

授業の進め方についてのガ

イダンス及び、

受講生の希望を伺うなど、

韓国語をめぐる受講生との

コミュニケーション。

ハングル１

基本母音 ６つ

基本子音 つを学ぶ。

子音一つ、母音一つを組み

合わせて３０文字を読み書

きする。そして３０文字で

できる単語を学ぶ。

ハングル２

重母音４つ、基本子音５つお勉強する。

ｐ１８単語テスト（発音記

号、意味）

これまで学んだ母音１０と

子音１０を組み合わせて１

００文字を読み書きの練習

１００文字を使った韓国語

の単語を学ぶ。

単語テスト

ハングル３、４

二重母音５つ、激音子音４つ、濃音子音 つを学び、単語を

勉強する。

ｐ２５単語テスト（発音記

号、意味）

テキストｐ．２８，２９、

３３、３５，３６

単語テスト

子音１９、母音１５を覚えよう１

ｐ２９，３０単語テスト（発

音記号、意味）

日本のひらがなの音をハン

グルで書いてみる。

自分の名前や家族、友達の

名前を書いてみる。

単語テスト

ひらがな表プリント

子音１９、母音１５を覚えよう２

ｐ３５単語テスト（発音記

号、意味）

ラインをとおしてハングル

による会話

単語テスト

ハングルによるアンケート提

出

二重母音残り６つ

韓国の外来語を読んで意味

を予測する。

ｐ３０の二重母音の単語の

読み書きの練習と意味調

べ。

単語テスト

外来語プリント提出

ハングル５ バッチム

バッチムの仕組みを勉強する。

ｐ３０単語テスト（発音記

号、意味）

日本語では使うことの無か

った発音を、細かく分析、

観察、理解し徹底して練習

する。

単語テスト

ハングル文字総合まとめ

韓国の映画を見て、耳から聞こえる韓国語を感じる。

バッチム前半単語テスト。

ｐ４３

国の名前や首都の名前を読

む。

二重母音の特に発音が難し

い単語を読む。

単語テスト

これまで文字を勉強する際に出てきた全ての単語をまとめて

総合単語テストの後、韓国の映画を見る。

ｐ ，２９，３０，３５，

３６，４３，４４の単語テ

スト

「カンナさん大成功で

す！」

単語テスト

韓国の映画を見る。

「カンナさん大成功で

す！」

音読テスト用の文書を配布

単語テスト

ｐ４７～５０

第６課 こんにちは。

～です ～ですかについて

勉強する。

種類の助詞表を書く

名前は何ですか。

職業は何ですか。

の会話の練習

各助詞を使った作文を提出

前期総合まとめ ～が、～はの助詞を使った 初めて会う人との簡単な挨拶
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作文をする。（プリント）

前期定期試験の準備

の会話プリントを提出

関連科目 韓国語基礎会話

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

美しい韓国語 １－１初級 教科書 韓国語教育開発研究院 ランゲージセンター

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

授業態度、提出物、小テスト ５０％

定期試験 ５０％

学生への

メッセージ

楽しく韓国語を習いましょう。積み重ねが大切ですので遅刻・欠席しないでください。安価で韓国へ渡航して、授業で学んだ韓国語を直接体

験したり、確認したりすれば、大学生活の最高の思い出になるでしょう！

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

講義前の予習（テキストを読む。 時間 ２回）
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科目名 グローバルコミュニケーション（韓国語） 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 小石 佳子

ディプロマポリシー ○
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業は、学期の前半には、韓国語の文字を正確に発音し、書けるように練習すると同時に、挨拶を含む基本会話を楽しく勉強していけるよう

心掛ける。学期の後半には、韓国語の基本的な文法の勉強と練習に重点をおく。

授業の目標は、初めて韓国語を学ぶ学生を対象に、韓国語の発音、文法を学び、基本的な読み書きと簡単な会話ができるようにする。合わせ

て、韓国語の背景である韓国社会、文化、慣習についても触れていくことで、言葉の勉強だけでない、韓国についても学べる機会を提供した

い。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ガイダンスを通じて、授業の目標と進め方が分かるようにな

る。韓国語の基本である、母音が読めるようになる。

ガイダンス

発音と文字の仕組み①母音

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

子音と複合母音が読めるようになる。少し難しくなるが、バ

ッチムが分かるようになると、文字は読めるようになる。

発音と文字の仕組み②子音

と複合母音、パッチム 発

音の変化

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする、

会話の基本である、自己紹介と挨拶ができるようになる。職

業の名前を覚える。

自己紹介と挨拶①

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする、

出身を含むもう少し詳しい自己紹介が出来るようになる。地

名の勉強も合わせてする。

自己紹介と挨拶②

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

否定文、否定形の表現が使えるようになる。会話の幅が広が

る。

否定文と否定形について学

ぶ

ある ない、する しない

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

日本語の漢数詞に似ている表現の他に、韓国語固有の数詞に

ついても言えるようになる。時計の読みが出来るようになる。

漢数詞、固有数詞、時計の

読み方について学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

敬語は韓国語の勉強において大事な部分、敬語の表現が使え

るようになる。

敬語を学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

過去形が分かるようになる。会話の幅が広がるようになる。

過去形について学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

過去形の表現とリンクするが、現在進行形、未来形の表現が

身に付くと会話の幅がもっと広がるようになる。

現在進行形、未来形につい

て学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。
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ここまで勉強すると、簡単な会話はできるようになる。

可能 不可能の表現につい

て学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

内容的に徐々に難しくなるが、気持ちの表現ができるように

なる。

願望、禁止の表現について

学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

もっと難しくなるが、気持ちの表現の幅が広がるようになる。

義務、意志、推量の表現に

ついて学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

全体の纏めと定期テストを通じて、一学期の総括ができる。

簡単な読み書きと会話ができるようになる。

全体の纏め、定期テスト

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

「基礎から学ぶ」韓国語講座 初級 改訂版 木内明 国書刊行会

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

小テスト 筆記 、定期テスト として評価し、 点以上を合格とする。

小テストは 回実施予定。

学生への

メッセージ

欠席せず、積極的な参加をお願いしたい。授業中は受け身にならず、一緒に学んでいく姿勢を見せてほしい。特に予習は必要ないが、習った

ことはしっかり復讐して次回の授業に臨んでもらいたい。

担当者の

研究室等

備考、

事前・事後

学習課題

質問等は出講時に教室および非常勤講師室にて対応する 予習は特に必要ないが、平常授業に合わせて復習は 時間× 回 回の小テスト

対策として 時間× 回の自宅学習が最低必要になる。
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科目名 グローバルコミュニケーション（韓国語） 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 周 相勳

ディプロマポリシー ○
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

世界で一番日本語に似ている言葉である韓国語だからこそ、日本人に一番学びやすい言葉でもある。

両言葉の共通点と相違点に注意しながら授業を進める。

ハングル文字の読み書きから初級レベルの日常会話が出来ることを目指していく。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ハングルの文字

基本母音や子音

ハングル文字の仕組みを理

解する
特になし

基本母音や子音 基本母音の文字を覚える 教科書 ｐ ６～１１

子音（激音と濃音）

複合母音
子音の発音変化を理解する 教科書 ｐ １２～１５

終声（パッチム）

発音変化
パッチムの区別練習 教科書 ｐ １６～１９

韓国人ですか。 自己紹介練習 教科書 ｐ ２０～２５

学生ですか

～は、

～です、

～ですか

教科書 ｐ ２８～３１

何時ですか。
時間の言い方

数詞を覚える
教科書 ｐ ３２～３５

野球選手ではありません。 ～ではありません 教科書 ｐ ３６～３９

これは何ですか。 指示代名詞を使った表現 教科書 ｐ ４０～４３

どこにありますか。
あります、

ありません
教科書 ｐ ４４～４９

何をしますか。
しますか、

します
教科書 ｐ ５０～５３

何時に起きますか。 一日の生活表現練習 教科書 ｐ ５４～５７

朝ご飯は食べません。 用言の否定形 教科書 ｐ ５８～６１

関連科目 韓国語

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

かんたん！韓国語 金殷模、権来順、宋貞喜 朝日出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験 ５０％

小テスト ３０％

提出物 ２０％

学生への

メッセージ
韓国旅行に行ってもハングル文字に戸惑わず、文字を読んだり基本会話が出来るよう韓国語を身に着けましょう！

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」
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科目名 グローバルコミュニケーション（韓国語） 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 沈 明姫

ディプロマポリシー ○
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

不慣れな姿のハングルを知り韓国語を学ぶことで、日本語と韓国語のもつ類似点、そして同じ漢字文化圏なので、様々な言葉や表現の共通点

を発見することが出来る。隣の国、韓国を真の意味で近い国として実感し、韓国の歴史や文化に興味を深めることと、両国がより近い関係に

回復できるきっかけとなってほしいと望みます。外国語である日本語を習得する過程から得られた私の経験を踏まえ、初めて韓国語を学習す

る人でも楽しくやさしく学ぶことが出来るように心掛けます。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

韓国語とハングル文字について理解する。

韓国語の歴史、文字構成を

説明。

授業の進め方についてのガ

イダンス及び、

受講生の希望を伺うなど、

韓国語をめぐる受講生との

コミュニケーション。

ハングル１

基本母音 ６つ

基本子音 つを学ぶ。

子音一つ、母音一つを組み

合わせて３０文字を読み書

きする。そして３０文字で

できる単語を学ぶ。

ハングル２

重母音４つ、基本子音５つお勉強する。

ｐ１８単語テスト（発音記

号、意味）

これまで学んだ母音１０と

子音１０を組み合わせて１

００文字を読み書きの練習

１００文字を使った韓国語

の単語を学ぶ。

単語テスト

ハングル３、４

二重母音５つ、激音子音４つ、濃音子音 つを学び、単語を

勉強する。

ｐ２５単語テスト（発音記

号、意味）

テキストｐ．２８，２９、

３３、３５，３６

単語テスト

子音１９、母音１５を覚えよう１

ｐ２９，３０単語テスト（発

音記号、意味）

日本のひらがなの音をハン

グルで書いてみる。

自分の名前や家族、友達の

名前を書いてみる。

単語テスト

ひらがな表プリント

子音１９、母音１５を覚えよう２

ｐ３５単語テスト（発音記

号、意味）

ラインをとおしてハングル

による会話

単語テスト

ハングルによるアンケート提

出

二重母音残り６つ

韓国の外来語を読んで意味

を予測する。

ｐ３０の二重母音の単語の

読み書きの練習と意味調

べ。

単語テスト

外来語プリント提出

ハングル５ バッチム

バッチムの仕組みを勉強する。

ｐ３０単語テスト（発音記

号、意味）

日本語では使うことの無か

った発音を、細かく分析、

観察、理解し徹底して練習

する。

単語テスト

ハングル文字総合まとめ

韓国の映画を見て、耳から聞こえる韓国語を感じる。

バッチム前半単語テスト。

ｐ４３

国の名前や首都の名前を読

む。

二重母音の特に発音が難し

い単語を読む。

単語テスト

これまで文字を勉強する際に出てきた全ての単語をまとめて

総合単語テストの後、韓国の映画を見る。

ｐ ，２９，３０，３５，

３６，４３，４４の単語テ

スト

「カンナさん大成功で

す！」

単語テスト

韓国の映画を見る。

「カンナさん大成功で

す！」

音読テスト用の文書を配布

単語テスト

ｐ４７～５０

第６課 こんにちは。

～です ～ですかについて

勉強する。

種類の助詞表を書く

名前は何ですか。

職業は何ですか。

の会話の練習

各助詞を使った作文を提出

前期総合まとめ ～が、～はの助詞を使った 初めて会う人との簡単な挨拶
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作文をする。（プリント）

前期定期試験の準備

の会話プリントを提出

関連科目 韓国語基礎会話

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

美しい韓国語 １－１初級 教科書 韓国語教育開発研究院 ランゲージセンター

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

授業態度、提出物、小テスト ５０％

定期試験 ５０％

学生への

メッセージ

楽しく韓国語を習いましょう。積み重ねが大切ですので遅刻・欠席しないでください。安価で韓国へ渡航して、授業で学んだ韓国語を直接体

験したり、確認したりすれば、大学生活の最高の思い出になるでしょう！

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

講義前の予習（テキストを読む。 時間 ２回）
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科目名 グローバルコミュニケーション（韓国語） 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 小石 佳子

ディプロマポリシー ○
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業は、学期の前半には、韓国語の文字を正確に発音し、書けるように練習すると同時に、挨拶を含む基本会話を楽しく勉強していけるよう

心掛ける。学期の後半には、韓国語の基本的な文法の勉強と練習に重点をおく。

授業の目標は、初めて韓国語を学ぶ学生を対象に、韓国語の発音、文法を学び、基本的な読み書きと簡単な会話ができるようにする。合わせ

て、韓国語の背景である韓国社会、文化、慣習についても触れていくことで、言葉の勉強だけでない、韓国についても学べる機会を提供した

い。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ガイダンスを通じて、授業の目標と進め方が分かるようにな

る。韓国語の基本である、母音が読めるようになる。

ガイダンス

発音と文字の仕組み①母音

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

子音と複合母音が読めるようになる。少し難しくなるが、バ

ッチムが分かるようになると、文字は読めるようになる。

発音と文字の仕組み②子音

と複合母音、パッチム 発

音の変化

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする、

会話の基本である、自己紹介と挨拶ができるようになる。職

業の名前を覚える。

自己紹介と挨拶①

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする、

出身を含むもう少し詳しい自己紹介が出来るようになる。地

名の勉強も合わせてする。

自己紹介と挨拶②

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

否定文、否定形の表現が使えるようになる。会話の幅が広が

る。

否定文と否定形について学

ぶ

ある ない、する しない

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

日本語の漢数詞に似ている表現の他に、韓国語固有の数詞に

ついても言えるようになる。時計の読みが出来るようになる。

漢数詞、固有数詞、時計の

読み方について学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

敬語は韓国語の勉強において大事な部分、敬語の表現が使え

るようになる。

敬語を学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

過去形が分かるようになる。会話の幅が広がるようになる。

過去形について学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

過去形の表現とリンクするが、現在進行形、未来形の表現が

身に付くと会話の幅がもっと広がるようになる。

現在進行形、未来形につい

て学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。
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ここまで勉強すると、簡単な会話はできるようになる。

可能 不可能の表現につい

て学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

内容的に徐々に難しくなるが、気持ちの表現ができるように

なる。

願望、禁止の表現について

学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

もっと難しくなるが、気持ちの表現の幅が広がるようになる。

義務、意志、推量の表現に

ついて学ぶ

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

全体の纏めと定期テストを通じて、一学期の総括ができる。

簡単な読み書きと会話ができるようになる。

全体の纏め、定期テスト

教科書を使って講義中心形

式で進めるが、学生の積極

的な参加も求められる。練

習問題は基本的に自己学習

課題にする。

出席と積極的な授業参加は、

回予定する小テスト及び期末

本試験結果と直接結びつくの

で、注意してもらいたい。小

テスト 筆記 、定期テスト

として評価し、 点以上

を合格とする。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

「基礎から学ぶ」韓国語講座 初級 改訂版 木内明 国書刊行会

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

小テスト 筆記 、定期テスト として評価し、 点以上を合格とする。

小テストは 回実施予定。

学生への

メッセージ

欠席せず、積極的な参加をお願いしたい。授業中は受け身にならず、一緒に学んでいく姿勢を見せてほしい。特に予習は必要ないが、習った

ことはしっかり復讐して次回の授業に臨んでもらいたい。

担当者の

研究室等

備考、

事前・事後

学習課題

質問等は出講時に教室および非常勤講師室にて対応する 予習は特に必要ないが、平常授業に合わせて復習は 時間× 回 回の小テスト

対策として 時間× 回の自宅学習が最低必要になる。
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科目名 グローバルコミュニケーション（韓国語） 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス Ｆ

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 周 相勳

ディプロマポリシー ○
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

世界で一番日本語に似ている言葉である韓国語だからこそ、日本人に一番学びやすい言葉でもある。

両言葉の共通点と相違点に注意しながら授業を進める。

ハングル文字の読み書きから初級レベルの日常会話が出来ることを目指していく。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

ハングルの文字

基本母音や子音

ハングル文字の仕組みを理

解する
特になし

基本母音や子音 基本母音の文字を覚える 教科書 ｐ ６～１１

子音（激音と濃音）

複合母音
子音の発音変化を理解する 教科書 ｐ １２～１５

終声（パッチム）

発音変化
パッチムの区別練習 教科書 ｐ １６～１９

韓国人ですか。 自己紹介練習 教科書 ｐ ２０～２５

学生ですか

～は、

～です、

～ですか

教科書 ｐ ２８～３１

何時ですか。
時間の言い方

数詞を覚える
教科書 ｐ ３２～３５

野球選手ではありません。 ～ではありません 教科書 ｐ ３６～３９

これは何ですか。 指示代名詞を使った表現 教科書 ｐ ４０～４３

どこにありますか。
あります、

ありません
教科書 ｐ ４４～４９

何をしますか。
しますか、

します
教科書 ｐ ５０～５３

何時に起きますか。 一日の生活表現練習 教科書 ｐ ５４～５７

朝ご飯は食べません。 用言の否定形 教科書 ｐ ５８～６１

関連科目 韓国語

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

かんたん！韓国語 金殷模、権来順、宋貞喜 朝日出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

定期試験 ５０％

小テスト ３０％

提出物 ２０％

学生への

メッセージ
韓国旅行に行ってもハングル文字に戸惑わず、文字を読んだり基本会話が出来るよう韓国語を身に着けましょう！

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」
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科目名
グローバルコミュニケーション（スペイ

ン語）
科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ４年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 手塚 進

ディプロマポリシー ○
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

授業の概要・目的

スペイン語の発音・文法・語彙を学び、簡単な会話ができるようになる。

スペイン語と英語の類似点と相違点を知る。

到達目標

スペイン語の基本的な発音、文法および語彙を習得すること。

スペイン語圏への知識と興味を深めること。

授業方法と留意点

授業に臨むにあたり必ず前回の復習をしておくこと。

必要に応じて小テストを実施する。

授業計画は、受講生の学習状況に応じて調整することがある。そのため、小テストの日程も変更することがある。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

第１課

発音とアルファベット

自己紹介とあいさつをきち

んとした発音でおこなう。

授業後、発音を繰り返し練

習する。

第２課

名詞の性と数

定冠詞と不定冠詞

教科書の を中心に

説明する。

授業後、学習した内容を繰

り返し練習する。

第３課

主語人称代名詞

動詞

教科書の を中心に

説明する。

授業後、学習した内容を繰

り返し練習する。

小テストを実施する。

第４課

規則活用動詞：直説法現在

指示詞「この・その・あの」

教科書の を中心に

説明する。

授業後、学習した内容を繰

り返し練習する。

第５課

不規則活用動詞（１人称単数形が で終わる動詞）：直説法

現在

教科書の を中心に

説明する。

授業後、学習した内容を繰

り返し練習する。

小テストを実施する。

第６課

一般不規則動詞：直説法現在

所有形容詞の前置形

基数（１１～２０）

教科書の を中心に

説明する。

授業後、学習した内容を繰

り返し練習する。

第６課（前週のつづき）

教科書の を中心に

説明する。

授業後、学習した内容を繰

り返し練習する。

第７課

１人称単数形だけが不規則な活用：直説法現在

人称代名詞：目的格

教科書の を中心に

説明する。

授業後、学習した内容を繰

り返し練習する。

小テストを実施する。

第８課

語幹母音変化動詞：直説法現在

従属節の接続詞

所有形容詞の後置形

教科書の を中心に

説明する。

授業後、学習した内容を繰

り返し練習する。

第９課

再帰動詞：直説法現在

の受け身

基数（２１～９９）

教科書の を中心に

説明する。

授業後、学習した内容を繰

り返し練習する。

小テストを実施する。

第１０課

過去分詞

直説法現在完了

時刻の表現

教科書の を中心に

説明する。

授業後、学習した内容を繰

り返し練習する。

第１０課（前週のつづき）

教科書の を中心に

説明する。 小テストを実施する。
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授業後、学習した内容を繰

り返し練習する。

第１０課（前週の続き）

これまでの総復習

学習した内容を確認、復習

する。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

基礎から学ぼう！スペイン語初級 西川喬 朝日出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

西和中辞典 高垣敏博ほか 小学館

評価の時期・

方法・基準
期末試験 ，小テスト ，授業内発表 ％

学生への

メッセージ

ぜひこの機会にスペイン語を覚えて、日本国内外に住むスペイン語話者と話してみましょう。

スペイン語はスペインだけでなくアメリカ大陸でも使用されているので、卒業旅行にメキシコやキューバ、アルゼンチンなどへ行くことを考

えている学生にとっても有意義でしょう。

スペイン語は比較的易しい言語といえるかもしれません。発音は日本語に似ているし、文章はローマ字読みでほとんど音読できてしまいます。

もちろん、わからないことがあれば遠慮なく聞いてくださいね。

担当者の

研究室等
非常勤講師控室

備考、

事前・事後

学習課題

受講にあたりテキストおよび配布プリントは必ず持参する。

学習課題については事前に指示する。

毎授業の予習・復習などに要する総時間は 時間程度とする。
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科目名
グローバルコミュニケーション（インド

ネシア語）
科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ４年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 大坪 紀子

ディプロマポリシー ○
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

この授業では配布プリントを使用してインドネシア語の基本的な会話演習をおこない、インドネシア語の基本的な会話能力の習得を目指す。

インドネシアへ旅行に出かけたり、日常生活のさまざまな場面で役に立つ表現を学ぶ。

授業中は恥ずかしがらずに大きな声で発音をおこなうことを望む。

また授業の後半では、基礎的な文法の紹介もおこなう。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

・インドネシア語の歴史

・インドネシア語を話す地域

・インドネシア語の特徴

・アルファベットの発音

・インドネシアに関するニ

ュースやトピックスに関心

を持つこと

・アルファベットの読み方

の復習

・正しく発音できているかを

確認する。必要に応じてアド

バイスを示して、修正を求め

る。

・基本単語の発音

・挨拶表現

・英語の発音と混同しない

よう注意しながら単語の発

音を復習すること。

・学習した挨拶表現に使わ

れる単語が書けるようにな

ること。

・正しく発音できているかを

確認する。必要に応じてアド

バイスを示して、修正を求め

る。

・感謝や謝罪の表現

・自己紹介

・人称代名詞

・学習した単語の綴りと発

音が正確にできるよう復習

すること。

・会話表現を暗記するこ

と。

・正しく発音できているかを

確認する。必要に応じてアド

バイスを示して、修正を求め

る。

・学習した表現を使った会話

演習をおこない、評価する。

・シーンに応じたふさわしい

表現ができるか確認し、評価

する。

・自己紹介

・家族や友人を紹介する

・疑問詞を用いた表現

・学習した単語の綴りと発

音が正確にできるよう復習

すること。

・会話表現を暗記するこ

と。

・正しく発音できているかを

確認する。必要に応じてアド

バイスを示して、修正を求め

る。

・学習した表現を使った会話

演習をおこない、評価する。

・シーンに応じたふさわしい

表現ができるか確認し、評価

する。

・第 回と第 回で学んだ単

語の小試験。

・数詞

・数詞の仕組み

・学習した単語の綴りと発

音が正確にできるよう復習

すること。

・数詞を暗記すること。

・課題に対する回答を評価す

る。

・今回学習した表現を使った

会話演習をおこない、評価す

る。

・シーンに応じたふさわしい

表現ができるか確認し、評価

する。

・序数詞

・分数

・電話番号や数詞を用いた表現

・日付の表現

・学習した単語の綴りと発

音が正確にできるよう復習

すること。

・序数詞や日付の表現を暗

記すること。

・課題に対する回答を評価す

る。

・学習した表現を使った会話

演習をおこない、評価する。

・シーンに応じたふさわしい

表現ができるか確認し、評価

する。

・第 回と第 回で学んだ単

語の小試験。

・曜日の表現

・月の表現

・西暦の表現

・学習した単語の綴りと発

音が正確にできるよう復習

すること。

・学習した表現を暗記する

こと。

・課題に対する回答を評価す

る。

・今回学習した表現を使った

会話演習をおこない、評価す

る。

・シーンに応じたふさわしい

表現ができるか確認し、評価

する。

・季節の表現

・時間の表現

・時間をめぐる会話

・学習した単語の綴りと発

音が正確にできるよう復習

すること。

・学習した表現を暗記する

こと。

・課題に対する回答を評価す

る。

・今回学習した表現を使った

会話演習をおこない、評価す

る。

・シーンに応じたふさわしい

表現ができるか確認し、評価

する。

・第 回と第 回で学んだ単

語の小試験。

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

938



摂南大学シラバス

・色の表現

・形容詞を使った表現

・助数詞を使った会話

・学習した単語の綴りと発

音が正確にできるよう復習

すること。

・学習した表現を暗記する

こと。

・課題に対する回答を評価す

る。

・今回学習した表現を使った

会話演習をおこない、評価す

る。

・シーンに応じたふさわしい

表現ができるか確認し、評価

する。

・値段の尋ねかた

・お店での会話表現

・サイズの尋ねかた

・学習した単語の綴りと発

音が正確にできるよう復習

すること。

・学習した表現を暗記する

こと。

・課題に対する回答を評価す

る。

・今回学習した表現を使った

会話演習をおこない、評価す

る。

・シーンに応じたふさわしい

表現ができるか確認し、評価

する。

・第 回と第 回で学んだ単

語の小試験。

・位置の表現

・基語動詞を使った表現

・学習した単語の綴りと発

音が正確にできるよう復習

すること。

・学習した表現を暗記する

こと。

・基語動詞を暗記するこ

と。

・課題に対する回答を評価す

る。

・今回学習した表現を使った

会話演習をおこない、評価す

る。

・シーンに応じたふさわしい

表現ができるか確認し、評価

する。

・基語動詞を使った表現

・ 接頭辞の紹介

・ 接頭辞の紹介

・学習した単語の綴りと発

音が正確にできるよう復習

すること。

・学習した表現を暗記する

こと。

・基語動詞を暗記するこ

と。

・課題に対する回答を評価す

る。

・今回学習した表現を使った

会話演習をおこない、評価す

る。

・シーンに応じたふさわしい

表現ができるか確認し、評価

する。

・第 回と第 回で学んだ

単語の小試験。

定期テストの準備として

総復習をおこなう

・事前に疑問や質問などを

まとめておくこと。

・今までに学習した単語や

表現を暗記すること。

・課題に対する回答を評価す

る。

・今回学習した表現を使った

会話演習をおこない、評価す

る。

・シーンに応じたふさわしい

表現ができるか確認し、評価

する。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

・毎回の授業中に実施される会話演習で正確な表現ができる ％

・第 回、第 回、第 回、第 回、第 回に課す単語小テスト ％

・前期期末試験期間に実施される定期テスト ％

学生への

メッセージ

インドネシア語の特徴の つとして、学びやすいことがよく挙げられます。

また日本を訪れるインドネシア人観光客は年々増加していますし、インドネシア出身の人と日常生活で会話する機会も今後はどんどん増える

でしょう。

この授業でインドネシアの人と話す時に不自由のない実力を身につけてください。インドネシアの人びとの日常的な習慣について理解を深め

ることもできます。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考、

事前・事後

学習課題

毎回の会話演習の模範解答は授業時に提示し、理解が足りないと思われるところは再度説明する。

随時課す単語小テストの模範解答は授業時に提示する。

質問等は授業中にも受け付けるが、水曜の昼休みに非常勤講師室でも受け付ける。

基本的に事前学習は必要ない。

事後学習課題として毎週 時間半は、

前回のノートを読む・ 会話文の暗記と会話文の暗唱・ 単語を覚える、に充てること。
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科目名 天然薬用資源学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス ＡＢＣ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 荒木 良太

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース： 薬学基礎

ユニット： 自然が生み出す薬物

一般目標：自然界に存在する物質を医薬品として利用できるようになるために、代表的な生薬の基原、特色、臨床応用および天然生物活性物

質の単離、構造、物性、作用などに関する基本的事項を修得する。

（１）薬になる動植鉱物

一般目標：基原、性状、含有成分、品質評価などに関する基本的事項を修得する。

【①薬用植物】

代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効などを挙げることができる。

【③生薬の用途】

日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途などを説明できる。

副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を列挙し、説明できる。

（２）薬の宝庫としての天然物

一般目標：医薬品資源としての天然生物活性物質を構造によって分類・整理するとともに、天然生物活性物質の利用に関する基本的事項を修

得する。

【①生薬由来の生物活性物質の構造と作用】

芳香族化合物に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

テルペノイド、ステロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

アルカロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

【②微生物由来の生物活性物質の構造と作用】

微生物由来の生物活性物質を化学構造に基づいて分類できる。

微生物由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

【③天然生物活性物質の取り扱い】

天然生物活性物質の代表的な抽出法、分離精製法を概説し、実施できる。（知識）

【④天然生物活性物質の利用】

医薬品として使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。

天然生物活性物質を基に化学修飾等により開発された代表的な医薬品を列挙し、その用途、リード化合物を説明できる。

農薬や香粧品などとして使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。

コース：Ｅ 医療薬学

ユニット： 薬理・病態・薬物治療

一般目標：患者情報に応じた薬の選択、用法・用量の設定および医薬品情報・安全性や治療ガイドラインを考慮した適正な薬物治療に参画で

きるようになるために、疾病に伴う症状などの患者情報を解析し、最適な治療を実施するための薬理、病態・薬物治療に関する基本的事項を

修得する。

（７）病原微生物（感染症）・悪性新生物（がん）と薬

一般目標：病原微生物（細菌、ウイルス、真菌、原虫）、および悪性新生物に作用する医薬品の薬理および疾患の病態・薬物治療に関する基本

的知識を修得し、治療に必要な情報収集・解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

【⑩化学構造と薬効】

病原微生物・悪性新生物が関わる疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連を概説できる。

（１０）医療の中の漢方薬

一般目標：漢方の考え方、疾患概念、代表的な漢方の適応、副作用や注意事項などに関する基本的事項を修得する。

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

940



摂南大学シラバス

【②漢方薬の応用】

現代医療における漢方薬の役割について説明できる。

【③漢方薬の注意点】

漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示して説明できる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

④ 医薬品として使われている代表的な天然生物活

性物質を列挙し、その用途を説明できる 。

④ 天然生物活性物質を基に化学修飾等により開発

された代表的な医薬品を列挙し、その用途、リード化合物を

説明できる。

④ 農薬や香粧品などとして使われている代表的な

天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

① 代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効など

を挙げることができる。

③ 日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、

藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途などを説明でき

る。

③ 副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を

列挙し、説明できる。

① テルペノイド、ステロイドに分類される生薬由

来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

③ 天然生物活性物質の代表的な抽出法、分離精製

法を概説し、実施できる。（知識）

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

① 代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効など

を挙げることができる。

③ 日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、

藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途などを説明でき

る。

③ 副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を

列挙し、説明できる。

① テルペノイド、ステロイドに分類される生薬由

来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

③ 天然生物活性物質の代表的な抽出法、分離精製

法を概説し、実施できる。（知識）

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

① テルペノイド、ステロイドに分類される生薬由

来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。
講義

授業終了後の定期試験

（総括的評価）

レポート（総括的評価）

① 代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効など

を挙げることができる。

③ 日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、

藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途などを説明でき

る。

③ 副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を

列挙し、説明できる。

① 芳香族化合物に分類される生薬由来の代表的な

生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

① アルカロイドに分類される生薬由来の代表的な

生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。
講義

授業終了後の定期試験

（総括的評価）

② 微生物由来の生物活性物質を化学構造に基づい

て分類できる。

② 微生物由来の代表的な生物活性物質を列挙し、

その作用を説明できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

② 微生物由来の生物活性物質を化学構造に基づい

て分類できる。

② 微生物由来の代表的な生物活性物質を列挙し、

その作用を説明できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

⑩ 病原微生物・悪性新生物が関わる疾患に用いら

れる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関

連を概説できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

② 現代医療における漢方薬の役割について説明

できる。

③ 漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示して

説明できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

② 現代医療における漢方薬の役割について説明

できる。

③ 漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示して

説明できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

② 現代医療における漢方薬の役割について説明

できる。

③ 漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示して

説明できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

④ 医薬品として使われている代表的な天然生物活

性物質を列挙し、その用途を説明できる 。

④ 天然生物活性物質を基に化学修飾等により開発

された代表的な医薬品を列挙し、その用途、リード化合物を

説明できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

関連科目 生薬学、天然物化学、漢方処方学
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教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

資源天然物化学 秋久俊博ら 著 協立出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
授業終了後の定期試験 点以上で合格

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
１号館４階 複合薬物解析学研究室

備考、

事前・事後

学習課題

予習（教科書を読む。 時間× 回）。復習（ノートをまとめる。教科書を読む。 時間× 回）。講義終了後に配布する演習プリントで自己学

習（ 時間× 回）
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科目名 天然薬用資源学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス ＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 荒木 良太

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース： 薬学基礎

ユニット： 自然が生み出す薬物

一般目標：自然界に存在する物質を医薬品として利用できるようになるために、代表的な生薬の基原、特色、臨床応用および天然生物活性物

質の単離、構造、物性、作用などに関する基本的事項を修得する。

（１）薬になる動植鉱物

一般目標：基原、性状、含有成分、品質評価などに関する基本的事項を修得する。

【①薬用植物】

代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効などを挙げることができる。

【③生薬の用途】

日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途などを説明できる。

副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を列挙し、説明できる。

（２）薬の宝庫としての天然物

一般目標：医薬品資源としての天然生物活性物質を構造によって分類・整理するとともに、天然生物活性物質の利用に関する基本的事項を修

得する。

【①生薬由来の生物活性物質の構造と作用】

芳香族化合物に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

テルペノイド、ステロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

アルカロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

【②微生物由来の生物活性物質の構造と作用】

微生物由来の生物活性物質を化学構造に基づいて分類できる。

微生物由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

【③天然生物活性物質の取り扱い】

天然生物活性物質の代表的な抽出法、分離精製法を概説し、実施できる。（知識）

【④天然生物活性物質の利用】

医薬品として使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。

天然生物活性物質を基に化学修飾等により開発された代表的な医薬品を列挙し、その用途、リード化合物を説明できる。

農薬や香粧品などとして使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。

コース：Ｅ 医療薬学

ユニット： 薬理・病態・薬物治療

一般目標：患者情報に応じた薬の選択、用法・用量の設定および医薬品情報・安全性や治療ガイドラインを考慮した適正な薬物治療に参画で

きるようになるために、疾病に伴う症状などの患者情報を解析し、最適な治療を実施するための薬理、病態・薬物治療に関する基本的事項を

修得する。

（７）病原微生物（感染症）・悪性新生物（がん）と薬

一般目標：病原微生物（細菌、ウイルス、真菌、原虫）、および悪性新生物に作用する医薬品の薬理および疾患の病態・薬物治療に関する基本

的知識を修得し、治療に必要な情報収集・解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

【⑩化学構造と薬効】

病原微生物・悪性新生物が関わる疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連を概説できる。

（１０）医療の中の漢方薬

一般目標：漢方の考え方、疾患概念、代表的な漢方の適応、副作用や注意事項などに関する基本的事項を修得する。
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【②漢方薬の応用】

現代医療における漢方薬の役割について説明できる。

【③漢方薬の注意点】

漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示して説明できる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

④ 医薬品として使われている代表的な天然生物活

性物質を列挙し、その用途を説明できる 。

④ 天然生物活性物質を基に化学修飾等により開発

された代表的な医薬品を列挙し、その用途、リード化合物を

説明できる。

④ 農薬や香粧品などとして使われている代表的な

天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

① 代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効など

を挙げることができる。

③ 日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、

藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途などを説明でき

る。

③ 副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を

列挙し、説明できる。

① テルペノイド、ステロイドに分類される生薬由

来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

③ 天然生物活性物質の代表的な抽出法、分離精製

法を概説し、実施できる。（知識）

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

① 代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効など

を挙げることができる。

③ 日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、

藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途などを説明でき

る。

③ 副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を

列挙し、説明できる。

① テルペノイド、ステロイドに分類される生薬由

来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

③ 天然生物活性物質の代表的な抽出法、分離精製

法を概説し、実施できる。（知識）

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

① テルペノイド、ステロイドに分類される生薬由

来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。
講義

授業終了後の定期試験

（総括的評価）

レポート（総括的評価）

① 代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効など

を挙げることができる。

③ 日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、

藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途などを説明でき

る。

③ 副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を

列挙し、説明できる。

① 芳香族化合物に分類される生薬由来の代表的な

生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

① アルカロイドに分類される生薬由来の代表的な

生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。
講義

授業終了後の定期試験

（総括的評価）

② 微生物由来の生物活性物質を化学構造に基づい

て分類できる。

② 微生物由来の代表的な生物活性物質を列挙し、

その作用を説明できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

② 微生物由来の生物活性物質を化学構造に基づい

て分類できる。

② 微生物由来の代表的な生物活性物質を列挙し、

その作用を説明できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

⑩ 病原微生物・悪性新生物が関わる疾患に用いら

れる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関

連を概説できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

② 現代医療における漢方薬の役割について説明

できる。

③ 漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示して

説明できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

② 現代医療における漢方薬の役割について説明

できる。

③ 漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示して

説明できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

② 現代医療における漢方薬の役割について説明

できる。

③ 漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示して

説明できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

④ 医薬品として使われている代表的な天然生物活

性物質を列挙し、その用途を説明できる 。

④ 天然生物活性物質を基に化学修飾等により開発

された代表的な医薬品を列挙し、その用途、リード化合物を

説明できる。

講義
授業終了後の定期試験

（総括的評価）

関連科目 生薬学、天然物化学、漢方処方学
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教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

資源天然物化学 秋久俊博ら 著 協立出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
授業終了後の定期試験 点以上で合格

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
１号館４階 複合薬物解析学研究室

備考、

事前・事後

学習課題

予習（教科書を読む。 時間× 回）。復習（ノートをまとめる。教科書を読む。 時間× 回）。講義終了後に配布する演習プリントで自己学

習（ 時間× 回）
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科目名 薬事・衛生行政 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス ＡＢＣ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 奥野 智史 小村 純子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース 大学独自の薬学専門教育

ユニット 薬事・衛生行政

一般目標 人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献できるようになるために、わが国における薬事・衛生行政に関する基本的事項を修得する。

１ 薬事・衛生行政活動に係る法的基盤

一般目標 薬事・衛生行政活動を実践するうえで、踏まえるべき法規範とその意義を理解する。

薬事・衛生行政の仕組みと機能

一般目標 薬事・衛生行政分野の第一線で活躍する薬剤師となるために、薬事・衛生行政の組織とその業務内容を理解する。

薬事・衛生行政に携わる薬剤師の役割

一般目標 薬事衛生行政、食品衛生行政及び環境衛生行政における現状と課題を認識するとともに、人々の健康・福祉ならびに公衆衛生の向

上のために薬剤師が担う役割と意義を理解する。

ユニット 医薬品等の規制、安全対策

一般目標 医薬品関連業務に責任をもって参画できるようになるために、医薬品の開発・承認・市販後安全対策等の薬事行政に関する基本的

知識を修得する。

１ 新医療用医薬品の承認審査

一般目標 いわゆる新薬がどのように審査されて承認されるかの基本的知識を修得し、医薬品開発業務等に就いたときにそれらを活用するた

めの基本的事項を身につける。

２ 市販後安全対策等

一般目標：市販後安全対策等の基本的知識を修得し、医療従事者としてそれらを活用するための基本的事項を身につける。

この科目では、学習目標の基本的事項のうち、知識について修得する。

〔授業担当回数 小村 回、奥野 回〕

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

わが国の薬事・衛生行政の体系を説明できる。

講義（講義室）【奥野】

自己学習課題 わが国の行

政の仕組み、国と都道府県

の関係について調べる。薬

剤師が地域保健にどのよう

にかかわっているかを調べ

る。

定期試験（総括的評価）

公衆衛生の専門家として薬剤師が薬事・衛生行政に従事する

ことの意義が説明できる。

保健所の役割と機能について説明できる。

講義、演習〔セルフワーク

等〕（講義室）【奥野】

自己学習課題 薬事・衛生

行政（地域保健行政）に関

する最近の話題を調べる。

保健所の位置づけとその役

割について調べる。

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

公衆衛生の専門家として薬剤師が薬事・衛生行政に従事する

ことの意義が説明できる。

食品衛生行政の現状と課題を説明できる。

講義、演習〔セルフワーク

等〕（講義室）【奥野】

自己学習課題 食品衛生行

政の目的ならびにそれに関

連した部署や業務内容を調

べる。食品衛生行政に関連

する法律を調べる。

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

公衆衛生の専門家として薬剤師が薬事・衛生行政に従事する

ことの意義が説明できる。

環境衛生行政の現状と課題を説明できる。

講義、演習〔セルフワーク

等〕（講義室）【奥野】

自己学習課題 環境衛生行

政の目的ならびにそれに関

連した部署や業務内容を調

べる。環境衛生行政に関連

する法律を調べる

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

公衆衛生の専門家として薬剤師が薬事・衛生行政に従事する

ことの意義が説明できる。

薬事行政の現状と課題を説明できる。

講義、演習〔セルフワーク

等〕（講義室）【奥野】

自己学習課題 薬事行政の

目的ならびにそれに関連し

た部署や業務内容を調べ

る。薬事行政に関連する法

律を法律を調べる。

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

公衆衛生の専門家として薬剤師が衛生行政に従事することの

意義が説明できる。

厚生労働省等の国の機関の役割について説明できる。

講義（講義室）、演習〔セル

フワーク等〕【奥野】

自己学習課題 厚生労働省

の役割について調べる。

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

新医療用医薬品の開発の概要について説明できる。

新医療用医薬品の承認審査の概要について説明できる。

副作用報告について概説できる。

添付文書改訂について概説できる。

再審査・再評価制度について概説できる。

副作用被害救済制度について概説できる。

講義（講義室）【小村】

自己学習課題：医薬品医療

機器総合機構の役割につい

て調べる。

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

品質・安定性試験の審査について概説できる。

毒性、薬理、薬物動態試験の審査について概説できる。

臨床試験の審査について概説できる。

演習〔セルフワーク等〕（情

報処理演習室）【小村】

自己学習課題：医薬品開発

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）
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に要求される非臨床試験、

臨床試験データの内容、

、 、及び につい

て調べる。

品質・安定性試験の審査について概説できる。

毒性、薬理、薬物動態試験の審査について概説できる。

臨床試験の審査について概説できる。

演習〔セルフワーク等〕（情

報処理演習室）【小村】

自己学習課題：臨床試験ガ

イドラインについて調べ

る。

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

品質・安定性試験の審査について概説できる。

毒性、薬理、薬物動態試験の審査について概説できる。

臨床試験の審査について概説できる。

演習〔セルフワーク等〕（情

報処理演習室）【小村】

自己学習課題：治験実施の

手順について調べる。治験

中の副作用報告制度につい

て調べる。

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

品質・安定性試験の審査について概説できる。

毒性、薬理、薬物動態試験の審査について概説できる。

臨床試験の審査について概説できる。

演習〔セルフワーク等〕（情

報処理演習室）【小村】

自己学習課題：臨床統計解

析方法について調べる。

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

審査報告書について討議する。
演習（情報処理演習室）【小

村】

討議、プレゼンテーション（形

成的評価）

定期試験（総括的評価）

審査報告書について討議する。
演習（情報処理演習室）【小

村】

討議、プレゼンテーション（形

成的評価）

定期試験（総括的評価）

関連科目 薬剤師になるために、キャリア形成Ⅰ～Ⅳ、医療経済学、薬局経営学、医薬品開発演習、薬事関連法規、医薬品開発論

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

衛生行政大要 改訂第 版 上田 茂 編著 日本公衆衛生協会

薬事法規・制度及び倫理 解説 薬事衛生研究会編 薬事日報社

評価の時期・

方法・基準

総括的評価は、レポート ％および定期試験 ％で評価する。すなわち、 ～ 回目の講義範囲はレポート 点満点および定期試験 点満

点、 ～ 回の講義範囲はレポート 点満点および定期試験 点満点とし、合計 点満点とする。レポートを提出し、かつ定期試験を受

けたうえで、 点満点中 点以上で合格とする。

なお、剽窃行為の疑われるレポートについては受理しないことがある。

学生への

メッセージ

授業担当者の小村は、（独）医薬品医療機器総合機構（ ；前身の組織を含む）で約 年間、医薬品の治験相談・審査、安全対策業務等に

携わった経験から、 の業務のうち、主に新医療用医薬品の承認審査に関する実践的な教育を行う。

担当者の

研究室等

小村： 号館 階（実践薬学分野）

奥野： 号館 階（公衆衛生学研究室）

備考、

事前・事後

学習課題

～ 回目の講義の中で、薬事・衛生行政に携われている外部の講師を招請する予定である。

事前学習課題 シラバスの学習方法に書かれている自己学習課題をまとめる（ 時間× 回）

事後学習課題 講義内容の理解度を深めるために、講義中に出てきたキーワード等の整理を行い、ノートをまとめる。また、レポート作成等

を通して自己学習を行う（ 時間× 回）

質問については随時受け付ける。
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科目名 薬事・衛生行政 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ３年 クラス ＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 奥野 智史 小村 純子

ディプロマポリシー △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース 大学独自の薬学専門教育

ユニット 薬事・衛生行政

一般目標 人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献できるようになるために、わが国における薬事・衛生行政に関する基本的事項を修得する。

１ 薬事・衛生行政活動に係る法的基盤

一般目標 薬事・衛生行政活動を実践するうえで、踏まえるべき法規範とその意義を理解する。

薬事・衛生行政の仕組みと機能

一般目標 薬事・衛生行政分野の第一線で活躍する薬剤師となるために、薬事・衛生行政の組織とその業務内容を理解する。

薬事・衛生行政に携わる薬剤師の役割

一般目標 薬事衛生行政、食品衛生行政及び環境衛生行政における現状と課題を認識するとともに、人々の健康・福祉ならびに公衆衛生の向

上のために薬剤師が担う役割と意義を理解する。

ユニット 医薬品等の規制、安全対策

一般目標 医薬品関連業務に責任をもって参画できるようになるために、医薬品の開発・承認・市販後安全対策等の薬事行政に関する基本的

知識を修得する。

１ 新医療用医薬品の承認審査

一般目標 いわゆる新薬がどのように審査されて承認されるかの基本的知識を修得し、医薬品開発業務等に就いたときにそれらを活用するた

めの基本的事項を身につける。

２ 市販後安全対策等

一般目標：市販後安全対策等の基本的知識を修得し、医療従事者としてそれらを活用するための基本的事項を身につける。

この科目では、学習目標の基本的事項のうち、知識について修得する。

〔授業担当回数 小村 回、奥野 回〕

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

わが国の薬事・衛生行政の体系を説明できる。

講義（講義室）【奥野】

自己学習課題 わが国の行

政の仕組み、国と都道府県

の関係について調べる。薬

剤師が地域保健にどのよう

にかかわっているかを調べ

る。

定期試験（総括的評価）

公衆衛生の専門家として薬剤師が薬事・衛生行政に従事する

ことの意義が説明できる。

保健所の役割と機能について説明できる。

講義、演習〔セルフワーク

等〕（講義室）【奥野】

自己学習課題 薬事・衛生

行政（地域保健行政）に関

する最近の話題を調べる。

保健所の位置づけとその役

割について調べる。

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

公衆衛生の専門家として薬剤師が薬事・衛生行政に従事する

ことの意義が説明できる。

食品衛生行政の現状と課題を説明できる。

講義、演習〔セルフワーク

等〕（講義室）【奥野】

自己学習課題 食品衛生行

政の目的ならびにそれに関

連した部署や業務内容を調

べる。食品衛生行政に関連

する法律を調べる。

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

公衆衛生の専門家として薬剤師が薬事・衛生行政に従事する

ことの意義が説明できる。

環境衛生行政の現状と課題を説明できる。

講義、演習〔セルフワーク

等〕（講義室）【奥野】

自己学習課題 環境衛生行

政の目的ならびにそれに関

連した部署や業務内容を調

べる。環境衛生行政に関連

する法律を調べる

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

公衆衛生の専門家として薬剤師が薬事・衛生行政に従事する

ことの意義が説明できる。

薬事行政の現状と課題を説明できる。

講義、演習〔セルフワーク

等〕（講義室）【奥野】

自己学習課題 薬事行政の

目的ならびにそれに関連し

た部署や業務内容を調べ

る。薬事行政に関連する法

律を法律を調べる。

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

公衆衛生の専門家として薬剤師が衛生行政に従事することの

意義が説明できる。

厚生労働省等の国の機関の役割について説明できる。

講義（講義室）、演習〔セル

フワーク等〕【奥野】

自己学習課題 厚生労働省

の役割について調べる。

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

新医療用医薬品の開発の概要について説明できる。

新医療用医薬品の承認審査の概要について説明できる。

副作用報告について概説できる。

添付文書改訂について概説できる。

再審査・再評価制度について概説できる。

副作用被害救済制度について概説できる。

講義（講義室）【小村】

自己学習課題：医薬品医療

機器総合機構の役割につい

て調べる。

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

品質・安定性試験の審査について概説できる。

毒性、薬理、薬物動態試験の審査について概説できる。

臨床試験の審査について概説できる。

演習〔セルフワーク等〕（情

報処理演習室）【小村】

自己学習課題：医薬品開発

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）
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に要求される非臨床試験、

臨床試験データの内容、

、 、及び につい

て調べる。

品質・安定性試験の審査について概説できる。

毒性、薬理、薬物動態試験の審査について概説できる。

臨床試験の審査について概説できる。

演習〔セルフワーク等〕（情

報処理演習室）【小村】

自己学習課題：臨床試験ガ

イドラインについて調べ

る。

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

品質・安定性試験の審査について概説できる。

毒性、薬理、薬物動態試験の審査について概説できる。

臨床試験の審査について概説できる。

演習〔セルフワーク等〕（情

報処理演習室）【小村】

自己学習課題：治験実施の

手順について調べる。治験

中の副作用報告制度につい

て調べる。

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

品質・安定性試験の審査について概説できる。

毒性、薬理、薬物動態試験の審査について概説できる。

臨床試験の審査について概説できる。

演習〔セルフワーク等〕（情

報処理演習室）【小村】

自己学習課題：臨床統計解

析方法について調べる。

レポート（総括的評価）

定期試験（総括的評価）

審査報告書について討議する。
演習（情報処理演習室）【小

村】

討議、プレゼンテーション（形

成的評価）

定期試験（総括的評価）

審査報告書について討議する。
演習（情報処理演習室）【小

村】

討議、プレゼンテーション（形

成的評価）

定期試験（総括的評価）

関連科目 薬剤師になるために、キャリア形成Ⅰ～Ⅳ、医療経済学、薬局経営学、医薬品開発演習、薬事関連法規、医薬品開発論

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

衛生行政大要 改訂第 版 上田 茂 編著 日本公衆衛生協会

薬事法規・制度及び倫理 解説 薬事衛生研究会編 薬事日報社

評価の時期・

方法・基準

総括的評価は、レポート ％および定期試験 ％で評価する。すなわち、 ～ 回目の講義範囲はレポート 点満点および定期試験 点満

点、 ～ 回の講義範囲はレポート 点満点および定期試験 点満点とし、合計 点満点とする。レポートを提出し、かつ定期試験を受

けたうえで、 点満点中 点以上で合格とする。

なお、剽窃行為の疑われるレポートについては受理しないことがある。

学生への

メッセージ

授業担当者の小村は、（独）医薬品医療機器総合機構（ ；前身の組織を含む）で約 年間、医薬品の治験相談・審査、安全対策業務等に

携わった経験から、 の業務のうち、主に新医療用医薬品の承認審査に関する実践的な教育を行う。

担当者の

研究室等

小村： 号館 階（実践薬学分野）

奥野： 号館 階（公衆衛生学研究室）

備考、

事前・事後

学習課題

～ 回目の講義の中で、薬事・衛生行政に携われている外部の講師を招請する予定である。

事前学習課題 シラバスの学習方法に書かれている自己学習課題をまとめる（ 時間× 回）

事後学習課題 講義内容の理解度を深めるために、講義中に出てきたキーワード等の整理を行い、ノートをまとめる。また、レポート作成等

を通して自己学習を行う（ 時間× 回）

質問については随時受け付ける。
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科目名 医療経済学 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ４年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 大塚 正人 田井 義人 田中 龍一郎 増田 知也

ディプロマポリシー △ △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース： 【薬学と社会】

一般目標：人と社会に関わる薬剤師として自覚を持って行動するために、保健・医療・福祉 に係る法規範・制度・経済、及び地域における薬

局と薬剤師の役割を理解し、義 務及び法令を遵守する態度を身につける。

ユニット 人と社会に関わる薬剤師

一般目標：人の行動や考え方、社会の仕組みを理解し、人・社会と薬剤師の関わりを認識する。

ユニット 薬剤師と医薬品等に係る法規範

一般目標：調剤、医薬品等 医薬品、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等製品 の 供給、その他薬事衛生に係る任務を薬剤師として適

正に遂行するために必要な法 規範とその意義を理解する。

サブユニット①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範

ユニット 社会保障制度と医療経済

一般目標：社会保障制度のもとで提供される医療と福祉について、現状と課題を認識すると ともに、薬剤師が担う役割とその意義を理解す

る。

サブユニット①医療、福祉、介護の制度

サブユニット②医薬品と医療の経済性

ユニット 地域における薬局と薬剤師

一般目標：地域の保健、医療、福祉について、現状と課題を認識するとともに、その質を向 上させるための薬局及び薬剤師の役割とその意義

を理解する。

サブユニット①地域における薬局の役割

サブユニット②地域における保健、医療、福祉の連携体制と薬剤師

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

授業テーマ：現代社会と福祉

到達目標：薬剤師に関わる法令とその構成について説明でき

る。医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法の規定

とその意義について説明できる。

（担当：法学部・増田）

学習方法：日本社会が抱え

る問題と、社会福祉政策の

概要について学ぶ。

自己学習課題 ：『社会福祉

政策』序章を自己学習する

事。

また、予習した上で、今回

の講義に関する質問を 個

考えてくると言う課題を

を介して講義前に

予め提出させる。講義後は

を用いたミニッツ

ペーパー・リアクションペ

ーパーで振り返り学習及び

復習する。

ミニッツペーパー・ミニレポ

ート、今回の講義に関する質

問を 個考えてくると言う課

題の提出確認による形成的評

価及び総括的評価を行う。

授業テーマ：福祉ニードと供給システム

到達目標：医療提供体制に関する医療法の規定とその意義に

ついて説明できる。医療の理念と医療の担い手の責務に関す

る医療法の規定とその意義について説明できる。

（担当：法学部・増田）

学習方法：福祉におけるニ

ード概念と、資源を割り当

てるための供給システムに

ついて学ぶ。

自己学習課題 ：『社会福祉

政策』第 章を自己学習す

る事。

また、予習した上で、今回

の講義に関する質問を 個

考えてくると言う課題を

を介して講義前に

予め提出させる。講義後は

を用いたミニッツ

ペーパー・リアクションペ

ーパーで振り返り学習及び

復習する。

ミニッツペーパー・ミニレポ

ート、今回の講義に関する質

問を 個考えてくると言う課

題の提出確認による形成的評

価及び総括的評価を行う。

授業テーマ：福祉政策と市場経済

到達目標：日本の社会保障制度の枠組みと特徴について説明

できる。医療保険制度について説明できる。公費負担医療制

度について概説できる。国民医療費の動向について概説でき

る。

（担当：法学部・増田）

学習方法：経済理論からみ

た福祉政策について検討す

る。

自己学習課題 ：『社会福祉

政策』第 章を自己学習す

る事。

また、予習した上で、今回

の講義に関する質問を 個

考えてくると言う課題を

を介して講義前に

予め提出させる。講義後は

を用いたミニッツ

ペーパー・リアクションペ

ーパーで振り返り学習及び

復習する。

ミニッツペーパー・ミニレポ

ート、今回の講義に関する質

問を 個考えてくると言う課

題の提出確認による形成的評

価及び総括的評価を行う。
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授業テーマ：医療圏及び基準病床数

到達目標：到達目標：地域における薬局の機能と業務につい

て説明できる。医薬分業の意義と動向を説明できる。

（担当：経済学部・田井）

学習方法：保健医療サービ

スを効果的に提供するにふ

さわしい地理的広がりとし

ての医療圏の設定とその範

囲内での病床数の設定につ

いて考察する。

自己学習課題 ：『大阪府保

健医療計画及び大阪府地域

医療構想

＊本計画及び構想は

年度に改定される。改定内

容を適宜追加する。』を自己

学習する事。

また、予習した上で、今回

の講義に関する質問を 個

考えてくると言う課題を

を介して講義前に

予め提出させる。講義後は

を用いたミニッツ

ペーパー・リアクションペ

ーパーで振り返り学習及び

復習する。

ミニッツペーパー・ミニレポ

ート、今回の講義に関する質

問を 個考えてくると言う課

題の提出確認による形成的評

価及び総括的評価を行う。

授業テーマ：大阪府における保健医療体制

到達目標：地域における薬局の機能と業務について説明でき

る。医薬分業の意義と動向を説明できる。かかりつけ薬局・

薬剤師による薬学的管理の意義について説明できる。

（担当：経済学部・田井）

学習方法：大阪府下の医療

体制の情報提供方法と病院

の機能分担及び連携につい

て講義する。

自己学習課題 ：『大阪府保

健医療計画及び大阪府地域

医療構想

＊本計画及び構想は

年度に改定される。改定内

容を適宜追加する。』を自己

学習する事。

また、予習した上で、今回

の講義に関する質問を 個

考えてくると言う課題を

を介して講義前に

予め提出させる。講義後は

を用いたミニッツ

ペーパー・リアクションペ

ーパーで振り返り学習及び

復習する。

ミニッツペーパー・ミニレポ

ート、今回の講義に関する質

問を 個考えてくると言う課

題の提出確認による形成的評

価及び総括的評価を行う。

授業テーマ：主要な事業ごとの保健医療体制（ 疾病）

到達目標：地域包括ケアの理念について説明できる。地域に

おける薬局の機能と業務について説明できる。医薬分業の意

義と動向を説明できる。

（担当：経済学部・田井）

学習方法：大阪府下の医療

体制の情報提供方法と病院

の機能分担及び連携につい

て講義する。

自己学習課題 ：『大阪府保

健医療計画及び大阪府地域

医療構想

＊本計画及び構想は

年度に改定される。改定内

容を適宜追加する。』を自己

学習する事。

また、予習した上で、今回

の講義に関する質問を 個

考えてくると言う課題を

を介して講義前に

予め提出させる。講義後は

を用いたミニッツ

ペーパー・リアクションペ

ーパーで振り返り学習及び

復習する。

ミニッツペーパー・ミニレポ

ート、今回の講義に関する質

問を 個考えてくると言う課

題の提出確認による形成的評

価及び総括的評価を行う。

授業テーマ：主要な事業ごとの保健医療体制（ 事業）

到達目標：地域包括ケアの理念について説明できる。地域に

おける薬局の機能と業務について説明できる。医薬分業の意

義と動向を説明できる。

（担当：経済学部・田井）

学習方法：大阪府下の医療

体制の情報提供方法と病院

の機能分担及び連携につい

て講義する。

自己学習課題 ：『大阪府保

健医療計画及び大阪府地域

医療構想

＊本計画及び構想は

年度に改定される。改定内

容を適宜追加する。』を自己

学習する事。

また、予習した上で、今回

の講義に関する質問を 個

考えてくると言う課題を

を介して講義前に

予め提出させる。講義後は

を用いたミニッツ

ペーパー・リアクションペ

ーパーで振り返り学習及び

復習する。

ミニッツペーパー・ミニレポ

ート、今回の講義に関する質

問を 個考えてくると言う課

題の提出確認による形成的評

価及び総括的評価を行う。

授業テーマ：在宅医療の推進とその対策 学習方法：大阪府下の医療 ミニッツペーパー・ミニレポ
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到達目標：介護保険制度について概説できる。地域包括ケア

の理念について説明できる。在宅医療及び居宅介護における

薬局と薬剤師の役割について説明できる。

（担当：経済学部・田井）

体制の情報提供方法と病院

の機能分担及び連携につい

て講義する。

自己学習課題 ：『大阪府保

健医療計画及び大阪府地域

医療構想

＊本計画及び構想は

年度に改定される。改定内

容を適宜追加する。』を自己

学習する事。

また、予習した上で、今回

の講義に関する質問を 個

考えてくると言う課題を

を介して講義前に

予め提出させる。講義後は

を用いたミニッツ

ペーパー・リアクションペ

ーパーで振り返り学習及び

復習する。

ート、今回の講義に関する質

問を 個考えてくると言う課

題の提出確認による形成的評

価及び総括的評価を行う。

授業テーマ：日本の福祉制度

到達目標：日本の社会保障制度の枠組みと特徴について説明

できる。医療保険制度について説明できる。療養担当規則に

ついて説明できる。公費負担医療制度について概説できる。

介護保険制度について概説できる。地域の保健、医療、福祉

において利用可能な社会資源について概説できる。

（担当：法学部・増田）

学習方法：日本における福

祉制度の体系と、その特質

について学ぶ。

自己学習課題 ：『社会福祉

政策』第 章を自己学習す

る事。

また、予習した上で、今回

の講義に関する質問を 個

考えてくると言う課題を

を介して講義前に

予め提出させる。講義後は

を用いたミニッツ

ペーパー・リアクションペ

ーパーで振り返り学習及び

復習する。

ミニッツペーパー・ミニレポ

ート、今回の講義に関する質

問を 個考えてくると言う課

題の提出確認による形成的評

価及び総括的評価を行う。

授業テーマ：福祉制度の費用と財政

到達目標：日本の社会保障制度の枠組みと特徴について説明

できる。医療保険制度について説明できる。療養担当規則に

ついて説明できる。公費負担医療制度について概説できる。

介護保険制度について概説できる。

（担当：法学部・増田）

学習方法：日本における社

会福祉費用の特徴と課題に

ついて学ぶ。

自己学習課題 ：『社会福祉

政策』第 章を自己学習す

る事。

また、予習した上で、今回

の講義に関する質問を 個

考えてくると言う課題を

を介して講義前に

予め提出させる。講義後は

を用いたミニッツ

ペーパー・リアクションペ

ーパーで振り返り学習及び

復習する。

ミニッツペーパー・ミニレポ

ート、今回の講義に関する質

問を 個考えてくると言う課

題の提出確認による形成的評

価及び総括的評価を行う。

授業テーマ：法学部・経済学部の学生さんたちと合同でする

グループワーク１

到達目標： 薬物療法の経済評価手法について概説できる。人・

社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性について討

議する。人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組み

と規制について討議する。薬剤師が倫理規範や法令を守るこ

との重要性について討議する。

学習方法：教科書『日本の

医療制度がめざすもの』を

用いて （アクティブブ

ックダイアログ）の手法を

用いて学習し、内容につい

て を行う。

ミニッツペーパー・ミニレポ

ート、形成的評価及び総括的

評価を行う。

グループワークの際の積極

性、協調性、貢献度を、リーダ

ーシップ、フォロワーシップ、

メンバーシップの観点からル

ーブリック評価で採点し、総

括的評価を行う。

授業テーマ：法学部・経済学部の学生さんたちと合同でする

グループワーク

到達目標： 薬物療法の経済評価手法について概説できる。人・

社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性について討

議する。人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組み

と規制について討議する。薬剤師が倫理規範や法令を守るこ

との重要性について討議する。

学習方法：教科書『日本の

医療制度がめざすもの』を

用いて （アクティブブ

ックダイアログ）の手法を

用いて学習し、内容につい

て を行った結果をポス

ターにまとめる。

ミニッツペーパー・ミニレポ

ート、形成的評価及び総括的

評価を行う。

グループワークの際の積極

性、協調性、貢献度を、リーダ

ーシップ、フォロワーシップ、

メンバーシップの観点からル

ーブリック評価で採点し、総

括的評価を行う。

授業テーマ：法学部・経済学部の学生さんたちと合同でする

グループワーク 、

到達目標： 薬物療法の経済評価手法について概説できる。人・

社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性について討

議する。人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組み

と規制について討議する。薬剤師が倫理規範や法令を守るこ

との重要性について討議する。

学習方法：教科書『日本の

医療制度がめざすもの』を

用いて （アクティブブ

ックダイアログ）の手法を

用いて学習し、内容につい

て を行った結果をポス

ターにまとめた内容をグル

ープで発表する。

ミニッツペーパー・ミニレポ

ート、形成的評価及び総括的

評価を行う。

グループワークの際の積極

性、協調性、貢献度を、リーダ

ーシップ、フォロワーシップ、

メンバーシップの観点からル

ーブリック評価で採点し、総

括的評価を行う。

関連科目 ・地域保健医療（経済学部）、・福祉政策論（法学部）

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

日本の医療制度がめざすもの 辻 哲夫 時事通信社

大阪府医療計画及び大阪府地域医療構想 大阪府 大阪府ホームページ
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社会福祉政策：現代社会と福祉 坂田周一 有斐閣

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

まちの病院がなくなる！？地域医療の崩壊と再生 伊関友伸 時事通信社

反貧困：「すべり台社会」からの脱出 湯浅誠 岩波書店

アクティブ・ブック・ダイアログ

協会
ファイル

評価の時期・

方法・基準

講義終了後の定期試験（５０％）、講義期間中の課題レポート（２０％）、毎回の講義の受講態度（３０％）で総合的に評価する。

出席および遅刻・欠席の扱いは、薬学部の他の講義の出席および遅刻・欠席と、原則、同じ扱いします。詳細は、一回目の講義で配布する資

料に従います。３回を超えての欠席は（４回以上欠席すると）、定期試験受験資格を失います。

学生への

メッセージ

教科書 日本の医療制度がめざすもの は、絶対に買って下さい。

法学部、経済学部の学生さんたちと一緒に学ぶ機会が有ります。 回から 回は、法学部・経済学部の学生さんたちと合同でグループワー

クをする予定です。

とても刺激的な講義になるように計画しています。

講義開始前の学生証による出席確認と、講義終了時のミニッツペーパー・リアクションペーパーの提出の両方がなされたことをもって、講義

出席の証拠とします。 を多用した講義をしますので、スマホもしくはタブレット必須の講義です。スマホもしくはタブレットを充電し

てから講義に臨んで下さい。

担当者の

研究室等

大塚：薬学部 号館 階大塚教授室、田中：薬学部 号館 階田中講師室、田井： 号館 階田井准教授室（経済学部）、 号館 階増田講

師室（法学部）

備考、

事前・事後

学習課題

小レポート等する場合は、次の回でフォローアップを行う。

予習・復習等に必要な時間：講義前の予習（教科書・講義資料を読む 時間× 回）、復習（ノートをまとめる・課題を学習する 時間×
回）
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科目名 応用薬学実習 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ４年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 通年集中 授業担当者 河野 武幸

ディプロマポリ シー △ △ △ △ △

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：本学独自の薬学専門教育 ユニット：キャリア形成

一般目標：医療人として相手（患者）を思いやる心を持ち、情熱と責任ある態度で積極的かつ協調的に行動できるようになるために、倫理観

と奉仕・慈愛の心、円滑な対人力、協調的精神、情熱と責任感及び豊かな人間性など、医療人に相応しい知識、技能、態度を身につける。

（５）応用薬学実習（なりたい自分をきめる）

一般目標：自らがその能力及び適性、志望に応じて主体的に進路を選択できるようになるために、卒業研究に先立って研究室での創薬研究や

臨床研究などの体験を通し、薬学研究者あるいは研究マインドを持った薬剤師に必要な基本的素養を身につける。

補足説明：薬学部では、 、 年次：「なりたい自分をさがす」、 、 年次：「なりたい自分をきめる」、 、 年次：「なりたい自分にむかう」を

到達目標と定め、全学年にわたるキャリア形成教育を展開している。「応用薬学実習」では、創薬研究や臨床研究に従事することによって、自

らの研究者としての適性を知り、問題発見力・問題解決力を身につけるとともに、研究推進に必要な情報の収集方法を修得する【問題解決能

力の醸成】。

到達目標

（１）薬学における研究の位置づけ

基礎から臨床に至る研究の目的と役割について説明できる。

研究には自立性と独創性が求められていることを知る。

現象を客観的に捉える観察眼をもち、論理的に思考できる。（知識・技能・態度）

新たな課題にチャレンジする創造的精神を養う。（態度）

（２）研究に必要な法規範と倫理

自らが実施する研究に係る法令、指針について概説できる。

研究の実施、患者情報の取扱い等において配慮すべき事項について説明できる。

正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。（態度）

（３）研究の実践

研究課題に関する国内外の研究成果を調査し、読解、評価できる。（知識・技能）

課題達成のために解決すべき問題点を抽出し、研究計画を立案する。（知識・技能）

研究計画に沿って、意欲的に研究を実施できる。（技能・態度）

研究の各プロセスを適切に記録し、結果を考察する。（知識・技能・態度）

研究成果の効果的なプレゼンテーションを行い、適切な質疑応答ができる。（知識・技能・態度）

研究成果を報告書や論文としてまとめることができる。（技能）

（４）各種実験手技の修得

学習方法・

自己学習

課題

研究室での実験・演習、指導教員から出された自己学習課題に日々取り組む。

評価 観察記録で総括評価する。

関連科目 全薬学専門科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

研究への取り組み状況について、応用薬学実習ルーブリックを用いたパフォーマンス評価により合否を判定します。全規準で基準 以上、平

均 以上を合格とします。

学生への

メッセージ
積極的に履修してください。

担当者の

研究室等
すべての研究室、分野

備考、

事前・事後

学習課題

事前学習：指導教員から出された学習課題を行う。

事後学習：得られた実験結果について、考察し、各研究室での発表会に臨む。
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科目名 医薬品開発演習 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ５年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 通年集中 授業担当者 小西 元美 久家 貴寿 西田 健太朗

ディプロマポリシー △ △ △
科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース： 薬学と社会

一般目標：人と社会に関わる薬剤師として自覚をもって行動するために、保険・医療・福祉に係る法規範・制度・経済、及び地域における薬

局と薬剤師の役割を理解し、義務及び法令を尊守する態度を身につける。

ユニット：（１）人と社会に関わる薬剤師

一般目標：人の行動や考え方、社会の仕組みを理解し、人・社会と薬剤師の関わりを認識する。

ユニット：（ ）薬剤師と医薬品等に係る法規範

一般目標：調剤、医薬品等（医薬品、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等製品）の供給、その他薬事衛生に係る任務を薬剤師として

適正に遂行するために必要な法規範とその意義を理解する。

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】

コース： 医療薬学

薬物治療に役立つ情報

一般目標：薬物治療に必要な情報を医療チームおよび患者に提供したり、処方設計を提案したり、臨床上の問題解決ができるようになるため

に、医薬品情報ならびに患者情報の収集・評価・加工、臨床研究デザイン・解析などに関する基本的知識を修得し、それらを活用するための

基本的事項を身につける。

ユニット：（ ）医薬品情報

一般目標：医薬品情報の収集・評価・加工・提供・管理・評価、 の実践、生物統計ならびに臨床研究デザイン・解析に関する基本事項を修

得する。

【①情報】

【②情報源】

【③収集・評価・加工・提供・管理】

【④ （ ）】

【⑤生物統計】

【⑥臨床研究デザインと解析】

コース：本学独自の薬学専門教育 ユニット：キャリア形成

一般目標：医療人として相手（患者）を思いやる心を持ち、情熱と責任ある態度で積極的かつ協調的に行動できるようになるために、倫理

観と奉仕・慈愛の心、円滑な対人力、協調的精神、情熱と責任感及び豊かな人間性など、医療人に相応しい知識、技能、態度を身につける。

（３）なりたい自分にむかう

一般目標：様々な分野で活躍する の体験談などの聴講や、グループワークによる医療業界研究の実施を通して、自らがその能力及び適性、

志望に応じて主体的に進路を選択するとともにキャリアプランを立てる。

補足説明；薬学部では、 、 年次：「なりたい自分をさがす」、 、 年次：「なりたい自分をきめる」、 、 年次：「なりたい自分にむかう」を

到達目標と定め、全学年にわたるキャリア形成教育を展開している。薬剤師が活躍している現場での就労体験（インターンシップ）やボラン

ティア活動を行い、自らのキャリアプランが正しいか否かを確認する。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

第 回

（ ）薬剤師と医薬品等に係る法規範

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】

「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等

に関する法律」の目的及び医薬品等（医薬品、医薬部外品、

化粧品、医療機器、再生医療等製品）の定義について説明で

きる。

医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範について

概説できる。

治験の意義と仕組みについて概説できる。

医薬品等の製造販売及び製造に係る法規範について説明

できる。

「医薬品等の取扱いに関する医薬品、医療機器等の品質、

有効性及び安全性の確保等に関する法律」の規定について説

明できる。

（ ）医薬品情報

【①情報】

医薬品情報に関わっている職種を列挙し、その役割につい

て概説できる。

医薬品（後発医薬品等を含む）の開発過程で行われる試験

（非臨床試験、臨床試験、安定性試験等）と得られる医薬品

情報について概説できる。

医薬品情報に関係する代表的な法律・制度（「医薬品、医

療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」、

、 、 、 など）とレギュラトリーサイエンスに

ついて概説できる。

講義（演習室） 臨時試験（総括的評価）

第 ， 回

（ ）人と社会に関わる薬剤師

人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性につ

いて討議する。（態度）

人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組みと規制

について討議する。（態度）

薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性について討

議する。（態度）

倫理規範や法令に則した行動を取る。（態度）

（ ）薬剤師と医薬品等に係る法規範

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

個人情報の取扱いについて概説できる。

講義（演習室） 臨時試験（総括的評価）

観察記録（総括的評価）
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【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】

「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等

に関する法律」の目的及び医薬品等（医薬品、医薬部外品、

化粧品、医療機器、再生医療等製品）の定義について説明で

きる。

医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範について

概説できる。

第 回

（ ）薬剤師と医薬品等に係る法規範

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】

「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等

に関する法律」の目的及び医薬品等（医薬品、医薬部外品、

化粧品、医療機器、再生医療等製品）の定義について説明で

きる。

医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範について

概説できる。

治験の意義と仕組みについて概説できる。

医薬品等の製造販売及び製造に係る法規範について説明

できる。

【⑥臨床研究デザインと解析】

臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（介入研究、観察

研究）を列挙し、それらの特徴を概説できる。

臨床研究におけるバイアス・交絡について概説できる。

観察研究での主な疫学研究デザイン（症例報告、症例集積、

コホート研究、ケースコントロール研究、ネステッドケース

コントロール研究、ケースコホート研究など）について概説

できる。

副作用の因果関係を評価するための方法（副作用判定アル

ゴリズムなど）について概説できる。

介入研究の計画上の技法（症例数設定、ランダム化、盲検

化など）について概説できる。

統計解析時の注意点について概説できる。

講義（演習室） 臨時試験（総括的評価）

第 回

（ ）人と社会に関わる薬剤師

薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性について討

議する。（態度）

倫理規範や法令に則した行動を取る。（態度）

（ ）薬剤師と医薬品等に係る法規範

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】

「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等

に関する法律」の目的及び医薬品等（医薬品、医薬部外品、

化粧品、医療機器、再生医療等製品）の定義について説明で

きる。

医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範について

概説できる。

治験の意義と仕組みについて概説できる。

【⑥臨床研究デザインと解析】

観察研究での主な疫学研究デザイン（症例報告、症例集積、

コホート研究、ケースコントロール研究、ネステッドケース

コントロール研究、ケースコホート研究など）について概説

できる。

副作用の因果関係を評価するための方法（副作用判定アル

ゴリズムなど）について概説できる。

介入研究の計画上の技法（症例数設定、ランダム化、盲検

化など）について概説できる。

統計解析時の注意点について概説できる。

【②収集・評価・管理】

医薬品の効果や副作用を評価するために必要な患者情報

について概説できる。

患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理の重要性を説

明できる。

講義（演習室） 臨時試験（総括的評価）

観察記録（総括的評価）

第 回

（ ）薬剤師と医薬品等に係る法規範

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令の規定につい

て概説できる。

個人情報の取扱いについて概説できる。

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】

治験の意義と仕組みについて概説できる。

（ ）医薬品情報

【①情報】

医薬品情報に関わっている職種を列挙し、その役割につい

て概説できる。

医薬品情報に関係する代表的な法律・制度（「医薬品、医

療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」、

、 、 、 など）とレギュラトリーサイエンスに

ついて概説できる。

【③収集・評価・加工・提供・管理】

医薬品情報をニーズに合わせて加工・提供し管理する際の

方法と注意点（知的所有権、守秘義務など）について説明で

きる。

【⑥臨床研究デザインと解析】

臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（介入研究、観察

講義（演習室） 臨時試験（総括的評価）
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研究）を列挙し、それらの特徴を概説できる。

患者情報

【①情報と情報源】

薬物治療に必要な患者基本情報を列挙できる。

患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違いを説明でき

る。

【②収集・評価・管理】

医薬品の効果や副作用を評価するために必要な患者情報

について概説できる。

患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理の重要性を説

明できる。

第 回

（ ）人と社会に関わる薬剤師

人の行動がどのような要因によって決定されるのかにつ

いて説明できる。

人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性につ

いて討議する。（態度）

人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組みと規制

について討議する。（態度）

薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性について討

議する。（態度）

倫理規範や法令に則した行動を取る。（態度）

（ ）医薬品情報

【③収集・評価・加工・提供・管理】

目的（効能効果、副作用、相互作用、薬剤鑑別、妊婦への

投与、中毒など）に合った適切な情報源を選択し、必要な情

報を検索、収集できる。（技能）

医薬品情報をニーズに合わせて加工・提供し管理する際の

方法と注意点（知的所有権、守秘義務など）について説明で

きる。

講義（演習室） 臨時試験（総括的評価）

観察記録（総括的評価）

第 回

（ ）薬剤師と医薬品等に係る法規範

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令の規定につい

て概説できる。

個人情報の取扱いについて概説できる。

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】

医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範について

概説できる。

治験の意義と仕組みについて概説できる。

健康被害救済制度について説明できる。

（ ）医薬品情報

【①情報】

医薬品情報に関係する代表的な法律・制度（「医薬品、医

療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」、

、 、 、 など）とレギュラトリーサイエンスに

ついて概説できる。

患者情報

【②収集・評価・管理】

医薬品の効果や副作用を評価するために必要な患者情報

について概説できる。

患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理の重要性を説

明できる。

講義（演習室） 臨時試験（総括的評価）

第 回

（ ）薬剤師と医薬品等に係る法規範

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令の規定につい

て概説できる。

個人情報の取扱いについて概説できる。

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】

医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範について

概説できる。

治験の意義と仕組みについて概説できる。

健康被害救済制度について説明できる。

（ ）医薬品情報

【①情報】

医薬品情報に関係する代表的な法律・制度（「医薬品、医

療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」、

、 、 、 など）とレギュラトリーサイエンスに

ついて概説できる。

患者情報

【②収集・評価・管理】

医薬品の効果や副作用を評価するために必要な患者情報

について概説できる。

患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理の重要性を説

明できる。

（ ）薬剤師と医薬品等に係る法規範

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令の規定につい

て概説できる。

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】

治験の意義と仕組みについて概説できる。

講義（演習室） 臨時試験（総括的評価）
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（ ）医薬品情報

【①情報】

医薬品情報に関係する代表的な法律・制度（「医薬品、医

療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」、

、 、 、 など）とレギュラトリーサイエンスに

ついて概説できる。

【⑥臨床研究デザインと解析】

臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（介入研究、観察

研究）を列挙し、それらの特徴を概説できる。

副作用の因果関係を評価するための方法（副作用判定アル

ゴリズムなど）について概説できる。

統計解析時の注意点について概説できる。

第 回

（ ）薬剤師と医薬品等に係る法規範

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】

治験の意義と仕組みについて概説できる。

【⑥臨床研究デザインと解析】

臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（介入研究、観察

研究）を列挙し、それらの特徴を概説できる。

講義（演習室 臨時試験（総括的評価）

観察記録（総括的評価）

関連科目 医薬品開発論、医薬品情報学、薬事関連法規、薬事・衛生行政、統計学、 演習、キャリア形成 ～

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

テキストブック第 版 日本臨床薬理学会 編 医学書院

評価の時期・

方法・基準

成果物（課題やレポート等を含む）（ ％），自己研鑽・体験型学習の取り組み状況（ ％）、臨時試験（ ％）で評価する。原則、すべての講

義に出席し、レポートをすべて提出し、臨時試験を受けたうえ、 点満点中 点以上で合格とする。ただし、修学状況（出席、受講態度等）

不良の者については、減点する事がある。剽窃行為に対して、単位を認めない。

学生への

メッセージ

医薬品開発に関わる仕事について詳しく学ぶことができます。特に医薬品開発業務に関心があり、製薬メーカーや へ就職を希望する

学生さんは履修して下さい。

担当者の

研究室等

小西： 号館２階（薬学教育センター統合薬学分野

西田： 号館２階（薬学教育センター統合薬学分野

久家： 号館 階（生体分子分析学）

備考、

事前・事後

学習課題

共同担当者：外部講師 他 薬学部事務室・就職部の協力も得ています。

実施日が夏期休暇中や土、日曜日になる場合もあります。

事前学習：講義に参加するにあたり、必要な情報を収集し、まとめる。（ 時間× 回）

事後学習：講義を通じて得られた知識などを整理し、まとめる。（ 時間× 回）
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科目名 キャリア形成Ⅲ 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ４年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 奥田 和子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

ビジネス活動という場とそこで働く人間のビジネスワークについて概説し、企業等のビジネス組織において求められる資質・能力・技術につ

いて考察を深める。

企業等のビジネス組織において積極的なビジネス・コミュニケーションの必要性とそれを駆使しての人間関係調整の重要性について学ぶこと

を目的とする。

ホテル実務経験者として、対人技能やコミュニケーションスキルの重要性を伝え、また経営士としての観点から人間関係について話をします。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

オリエンテーション

－あいさつの重要性（理論と実践）

・授業のオリエンテーション

・授業のルール

・あいさつの真の意味とは

・正しい基本姿勢を学ぶ

・事前学修：ビジネスマナーと

は何かを考える。

・事後学修：ビジネスマナーの

意義とは何か、 字でまとめ

る。

仕事の進め方と組織活動

・定型業務と非定型業務

・コスト意識とエコ活動

・仕事の基本の つの意識

・話し方と聞き方

・事前学修：仕事の基本の つ

の意識について調べる。

・事後学修：仕事の取り組み方

の基本は何か、まとめる。

目標設定と サイクル

スケジュールと出張業務

・目標設定（

・ とは

・チームと個人の役割

・スケジュールの作り方

・業務としての出張 方式

・事前学修： について調

べる。あなたの 週間予定表を

作成する。

・事後学修：あなたの日常生活

における とと を考え、

まとめる（ 字以上）。あな

たの予定表を作成提出し、改善

点をまとめる。

ビジネスの場での敬語表現

・基本的な敬語表現の復習

・ビジネスの場での使用方法

をもとに

・事前学修：敬語プリント①を

する。

・事後学修：ケーススタディプ

リントをする。

電話応対

・ビジネスフォンの扱い方

・ から へ

・簡潔メモの作り方

・不在処理と伝言

・事前学修：電話応対プリント

をする。

・事後学修：ロールプレイング

を繰り返す。

来客応対

・組織図と対応

・簡単な応対から不在処理や重

複処理まで

・名刺交換

・事前学修：来客応対プリント

①をする。

・事後学修：来客対応プリント

②をする。

ホウ・レン・ソウ

・ビジネスにおける「報連相」

・指示の受け方

・業務の優先順位

・事前学修：報告・連絡・相談

の重要性について調べる

・事後学修：ロールプレイング

を繰り返す。敬語プリント②を

する。

ビジネス文書の基本①

・社外文書が基本

・商取引文書と社交文書の相違

・社内文書と社外文書の種類

・ファイリング

・事前学修：ビジネス文書始め

る前にをする。

・事後学修：ビジネス文書②を

する。

ビジネス文書の基本② ・実践

・事前学修：ビジネス文書始③

をする。

・事後学修：ビジネス文書④を

する。

ビジネス通信の基本

・通信手段（電子メール、ファ

ックス等）の選択

・作成上の注意点

・郵便・宅配便の知識

・事前学修：郵便の知識プリン

ト①をする。

・事後学修：メール文書を作成

する。

法的業務

設営の基本

・押印と印鑑の意味

・内容証明

・個人情報保護（ マーク）

・コンプライアンス

・ 方式からの業務遂行

・確認の必要性

・他部署とのコミュニケーショ

ンの必要性

・事前学習：コンプライアンス

について調べる。同窓会幹事と

して同窓会を開くことを想定

し、おこなうべきことをまとめ

る。

・事後学修：個人情報保護法に

ついてレポートを作成する

（ 字以上）。設営事例をま

とめる。

慶弔と贈答

・慶弔時の基本的マナー

・「式」について

・業務としての贈答

・事前学修：慶弔・贈答プリン

ト①をする。

・事後学修：ビジネス文書（社

外社内）、郵便の知識、慶事の

マナーのポイントをまとめる。

協働とコミュニケーション

・外国人同僚・異文化への対応

・働き方とキャリア開発

・公共の場でのマナー

・事前学修：ビジネス実務能力

を身に付け、グローバル社会へ

対応していく決意を示す。

・事後学修：全体をまとめる。
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関連科目 キャリアデザインⅠ・Ⅱ、インターンシップⅠ・Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
ロールプレイ等のワーク（ ）、複数回のレポート（ ）、期末試験（ ）を総合的に評価する。

学生への

メッセージ

近年、企業等のビジネス組織では、かつての新入社員研修のような研修制度を充実できるほどの経済的・時間的余裕がなくなった。しかしな

がら、企業等のビジネス組織ではみなさんの「ビジネス実務能力」が問われている。それは一時的な能力ではなく、学生時代から培うことの

できる能力や資質であり、みなさんが意識を変え、学ぶことによって、「わかることからできること」の一致の重要性が理解され、社会人とし

ての第一歩を築くことも可能となる。

担当者の

研究室等
７号館５階 キャリア教育推進室（石井）

備考、

事前・事後

学習課題

予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。レポート作成ならびに定期試験前の学習時間を含め、総時間数で 時間程度を目安とする。
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科目名 臨床研究立案演習 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ５年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 通年集中 授業担当者 小西 元美

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：本学独自の薬学専門教育

ユニット：キャリアー形成

一般目標：医療人として相手（患者）を思いやる心を持ち、情熱と責任ある態度で積極的かつ協調的に行動できるようになるために、倫理観

と奉仕・慈愛の心、円滑な対人力、協調的精神、情熱と責任感及び豊かな人間性など、医療人に相応しい知識、技能、態度を身につける。

（３）なりたい自分に向かう

補足説明：薬学部では、 年次：「なりたい自分を探す」、 、 年次：「なりたい自分をきめる」、 、 年次：「なりたい自分に向かう」を到

達目標と定め、全学年にわたるキャリア形成教育を展開している。薬剤師が活躍している現場で臨床研究について学ぶ。

ユニット：未来型薬剤師

（７）臨床研究立案演習

一般目標：職務遂行上、生じた臨床上あるいは疫学上の問題点を解決するために、適切な臨床調査研究を立案し、的確に実施する準備が出来

る。

コース 全学年を通して：ヒューマニズムについて学ぶ

一般目標：生命に関わる職業人となることを自覚し、それにふさわしい行動・態度をとることができるようになるために、人との共感的態度

を身につけ、信頼関係を醸成し、さらに生涯にわたってそれらを向上させる習慣を身につける。

（２）医療の担い手としてのこころ構え

一般目標：常に社会に目を向け、生涯にわたって医療を通して社会に貢献できるようになるために必要なこころ構えを身につける。

到達目標：

【社会の期待】

１）医療の担い手として、社会のニーズに常に目を向ける。 態度

２）医療の担い手として、社会のニーズに対応する方法を提案する。（知識・態度）

３）医療の担い手にふさわしい態度を示す。（態度）

【研究活動に求められるこころ構え】

１）研究に必要な独創的考え方、能力を醸成する。

２）研究者に求められる自立した態度を身につける。 態度

３）他の研究者の意見を理解し、討論する能力を身につける。（態度）

【自己学習・生涯学習】

２）医療の担い手として、生涯にわたって自ら学習する大切さを認識する。（態度）

ユニット：（３）信頼関係の確立を目指して

一般目標：

医療の担い手の一員である薬学専門家として、患者、同僚、地域社会との信頼関係を確立できるようになるために、相手の心理、立場、環

境を理解するための基本的知識、技能、態度を修得する。

到達目標：

【相手の気持ちに配慮する】

２）相手の心理状態とその変化に配慮し、適切に対応する。（知識・態度）

３）対立意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すことができる。（技能）

【チームワーク】

１）チームワークの重要性を例示して説明できる。

２）チームに参加し、協調的態度で役割を果たす。（態度）

３）自己の能力の限界を認識し、必要に応じて他者に援助を求める。（態度）

コース：医薬品をつくる

医薬品の開発と生産

一般目標：将来、医薬品開発と生産に参画できるようになるために、医薬品開発の各プロセスについての基本的知識を修得し、併せてそれら

を実施する上で求められる適切な態度を身につける。

（４）治験

一般目標：医薬品開発において治験がどのように行われるかを理解するために、治験に関する基本的知識とそれを実施する上で求められる適

切な態度を修得する。

到達目標：

４）インフォームド・コンセントと治験情報に関する守秘義務の重要性について討議する。（態度）

（５）バイオスタティスティクス

一般目標： 医薬品開発、薬剤疫学、薬剤経済学などの領域において、プロトコル立案、データ解析、および評価に必要な統計学の基本的知

識と技能を修得する。

到達目標：

【生物統計の基礎】

１）帰無仮説の概念を説明できる。

２）パラメトリック検定とノンパラメトリック検定の使い分けを説明できる。

３）主な二群間の平均値の差の検定法（ 検定、 検定）について、適用できるデータの特性を説明し、実施できる。（知識・

技能）

４）χ 検定の適用できるデータの特性を説明し、実施できる。（知識・技能）

５）最小二乗法による直線回帰を説明でき、回帰係数の有意性を検定できる。（知識・技能）

６）主な多重比較検定法（分散分析、 検定、 検定など）の概要を説明できる。

７）主な多変量解析の概要を説明できる。

【臨床への応用】

１）臨床試験の代表的な研究デザイン（症例対照研究、コホート研究、ランダム化比較試験）の特色を説明できる。

２）バイアスの種類をあげ、特徴を説明できる。

３）バイアスを回避するための計画上の技法（盲検化、ランダム化）について説明できる。

４）リスク因子の評価として、オッズ比、相対危険度および信頼区間について説明し、計算できる。（知識・技能）

５）基本的な生存時間解析法（ 曲線など）の特徴を説明できる。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

概要説明

臨床研究に携わる薬剤師の仕事について
講義・

観察記録・ピア評価（総括的評

価）

～ 回

・医療の担い手として、社会のニーズに常に目を向け

る。 態度

実習（学外施設）
観察記録・活動日誌・レポート

（総括的評価）
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・医療の担い手として、社会のニーズに対応する方法

を提案する。（知識・態度）

・医療の担い手にふさわしい態度を示す。（態度）

・研究に必要な独創的考え方、能力を醸成する。

・研究者に求められる自立した態度を身につける。 態

度

・他の研究者の意見を理解し、討論する能力を身につ

ける。（態度）

・医療の担い手として、生涯にわたって自ら学習する

大切さを認識する。（態度）

～ 回

・相手の心理状態とその変化に配慮し、適切に対応す

る。（知識・態度）

・対立意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出

すことができる。（技能）

・チームワークの重要性を例示して説明できる。

・チームに参加し、協調的態度で役割を果たす。（態度）

・自己の能力の限界を認識し、必要に応じて他者に援

助を求める。（態度）

・インフォームド・コンセントと治験情報に関する守

秘義務の重要性について討議する。（態度）

実習（学外施設）
観察記録・活動日誌・レポート

（総括的評価）

～ 回

・帰無仮説の概念を説明できる。

・パラメトリック検定とノンパラメトリック検定の使

い分けを説明できる。

・主な二群間の平均値の差の検定法（ 検定、

検定）について、適用できるデータの

特性を説明し、実施できる。（知識・技能）

・χ 検定の適用できるデータの特性を説明し、実施で

きる。（知識・技能）

・最小二乗法による直線回帰を説明でき、回帰係数の

有意性を検定できる。（知識・技能）

・主な多重比較検定法（分散分析、 検定、

検定など）の概要を説明できる。

・主な多変量解析の概要を説明できる。

・臨床試験の代表的な研究デザイン（症例対照研究、

コホート研究、ランダム化比較試験）の特色を説明で

きる。

・バイアスの種類をあげ、特徴を説明できる。

・バイアスを回避するための計画上の技法（盲検化、

ランダム化）について説明できる。

・リスク因子の評価として、オッズ比、相対危険度お

よび信頼区間について説明し、計算できる。（知識・技

能）

・基本的な生存時間解析法（ 曲線など）

の特徴を説明できる。

・主な二群間の平均値の差の検定法（ 検定、

検定）について、適用できるデータの

特性を説明し、実施できる。（知識・技能）

・χ 検定の適用できるデータの特性を説明し、実施で

きる。（知識・技能）

・最小二乗法による直線回帰を説明でき、回帰係数の

有意性を検定できる。（知識・技能）

・主な多重比較検定法（分散分析、 検定、

検定など）の概要を説明できる。

・主な多変量解析の概要を説明できる。

・臨床試験の代表的な研究デザイン（症例対照研究、

コホート研究、ランダム化比較試験）の特色を説明で

きる。

・バイアスの種類をあげ、特徴を説明できる。

・バイアスを回避するための計画上の技法（盲検化、

ランダム化）について説明できる。

・リスク因子の評価として、オッズ比、相対危険度お

よび信頼区間について説明し、計算できる。（知識・技

能）

・基本的な生存時間解析法（ 曲線など）

の特徴を説明できる。

実習（学外施設）
観察記録・活動日誌・レポート

（総括的評価）

回

プレゼンテーション
発表会・

発表評価・観察記録・ピア評

価・レポート（総括的評価）

関連科目
薬剤師になるために、早期体験実習、スタートアップゼミ、キャリア形成 、キャリア形成 、薬局経営・マネージメント論、臨床医学概論、

病院・薬局実務実習、他
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教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準

原則として全過程への出席と積極的な参加およびすべての提出物を提出していること。その上、パフォーマス評価（活動日誌、レポート、課

題等）（ ）、観察記録（ ）、発表評価（ ）で評価する。 点満点中 点以上で合格とする。ただし、修学状況（出席、受講態度等）

不良の者については、減点する事があります。剽窃行為に対して、単位を認めない。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
小西：１号館 階（教育センター 統合薬学分野）

備考、

事前・事後

学習課題

薬学部事務室の協力も得ています。
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科目名 薬局経営・マネージメント論 科目名（英文）

学部 薬学部 学科 薬学科

配当年次 ６年 クラス ＡＢＣＤＥＦ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期前半 授業担当者 砂川 雅之

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

コース・

ユニット・

一般目標

コース：本学独自の薬学専門教育 ユニット：キャリア形成

一般目標：医療人として相手（患者）を思いやる心を持ち、情熱と責任ある態度で積極的かつ協調的に行動できるようになるために、倫理観

と奉仕・慈愛の心、円滑な対人力、協調的精神、情熱と責任感及び豊かな人間性など、医療人に相応しい知識、技能、態度を身につける。

（７）薬局経営学（なりたい自分をきめる）

一般目標：自らがその能力及び適性、志望に応じて主体的に進路を選択できるようになるために、薬局経営学に関する基本的知識、技能、態

度を修得する。

補足説明：薬学部では、 、 年次：「なりたい自分をさがす」、 、 年次：「なりたい自分をきめる」、 、 年次：「なりたい自分にむかう」を

到達目標と定め、全学年にわたるキャリア形成教育を展開している。「薬局経営学」では、将来、開局を目指している学生を対象に、保険薬局

やドラッグストア等を経営及び管理するために必要な経営学を学ぶ。

授業計画

回数 到達目標 学習方法・自己学習課題 評価

経営学総論Ⅰ

「経営学とは何か」を理解し、経営学の基本的考え方を説明

できる。

学習方法：講義（講義室）

自己学習課題：講義ノート

の 作 成

事前・事後学習課題：教科

書での予習、教科書及び講

義ノートでの復習

定期試験（総括的評価）

経営学総論Ⅱ

「組織行動論・組織理論」「戦略論」を理解する。組織を動

かし、戦略を作成する場合の原則的な考え方を列挙できる。

学習方法：講義（講義室）

自己学習課題：講義ノート

の 作 成

事前・事後学習課題：教科

書での予習、教科書及び講

義ノートでの復習

定期試験（総括的評価）

マネジメント マネジメントにつ

いてドラッカー理論を理解し、薬局経営にとって必要なマネ

ジメントを説明できる。

学習方法：講義（講義室）

自己学習課題：講義ノート

の 作 成

事前・事後学習課題：教科

書での予習、教科書及び講

義ノートでの復習

定期試験（総括的評価）

組織行動論における行動特性 コンピテンシーとディメンシ

ョンを理解し、マネジメントに必要な自己行動特性を発見す

る。

学習方法：講義（講義室）

自己学習課題：社会薬学で

修得した知識を確認（予習）

した上で受講し、受講後、

講義ノートを作成する。

定期試験（総括的評価）

医療経済学（価格の決定と評価）

医療経済学における価格の決定の要因を列挙できる。医療経

済学と哲学との関係について理解する。薬物治療の経済評価

方法を列挙できる。

学習方法：講義（講義室）

自己学習課題：講義ノート

の 作 成

事前・事後学習課題：教科

書での予習、社会薬学で修

得した知識を確認（予習）

した上で受講、教科書及び

講義ノートでの復習

定期試験（総括的評価）

マクロ経済から見たこれからの日本の薬局・薬剤師の役割を

説明できる。

学習方法：講義（講義室）

自己学習課題：講義ノート

の 作 成

事前・事後学習課題：教科

書での予習、教科書及び講

義ノートでの復習

定期試験（総括的評価）

薬局経営の戦術Ⅰ 医薬分業について説明で

きる。保険（調剤）薬局の市場規模を測定できる。

学習方法：講義（講義室）

自己学習課題：講義ノート

の 作 成

事前・事後学習課題：教科

書での予習、社会薬学で修

得した知識を確認（予習）

した上で受講、教科書及び

講義ノートでの復習

定期試験（総括的評価）

薬局経営の戦術Ⅱ 保険調剤を理解し、薬局

経営に必要な法律・規則を説明できる。

学習方法：講義（講義室）

自己学習課題：講義ノート

の 作 成

事前・事後学習課題：教科

書での予習、社会薬学で修

得した知識を確認（予習）

した上で受講、教科書及び

講義ノートでの復習

定期試験（総括的評価）

薬局経営の戦術Ⅲ 保険（調剤）薬局の形態

を列挙できる。調剤報酬、保険（調剤）薬局の経営状況を理

解する。

学習方法：講義（講義室）

自己学習課題：講義ノート

の 作 成

事前・事後学習課題：教科

書での予習、社会薬学で修

得した知識を確認（予習）

した上で受講、教科書及び

講義ノートでの復習

定期試験（総括的評価）

薬局の会計・決算Ⅰ 薬局の会計の特色を説明 学習方法：講義（講義室） 定期試験（総括的評価）
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できる。貸借対照表（バランスシート）及び損益計算書が解

読できる。

自己学習課題：講義ノート

の 作 成

事前・事後学習課題：教科

書での予習、教科書及び講

義ノートでの復習

薬局の会計・決算Ⅱ 薬局における売り上げと

売上原価の関連性を説明できる。

学習方法：講義（講義室）

自己学習課題：講義ノート

の 作 成

事前・事後学習課題：教科

書での予習、教科書及び講

義ノートでの復習

定期試験（総括的評価）

薬局の会計・決算Ⅲ 薬局の開設に係る設備投

資と諸費用を列挙し試算できる。

学習方法：講義（講義室）

自己学習課題：講義ノート

の 作 成

事前・事後学習課題：教科

書での予習、教科書及び講

義ノートでの復習

定期試験（総括的評価）

薬局の会計・決算Ⅳ 薬局運営にかかる諸経費

を列挙し損益計算及び決算ができる。決算に係る税務を説明

できる。

学習方法：講義（講義室）

自己学習課題：講義ノート

の 作 成

事前・事後学習課題：教科

書での予習、教科書及び講

義ノートでの復習

定期試験（総括的評価）

関連科目
薬剤師になるために、薬系キャリア形成、薬系インターンシップ・ボランティア、ビジネスマナー、応用薬学実習、、薬事関連法規、社会薬学、

病院実務実習、薬局実務実習等

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

薬局経営・マネジメント論
砂川雅之

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価の時期・

方法・基準
総括的評価は、定期試験で実施します。 点満点中 点以上を合格とします。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
１号館２階（非常勤講師室）

備考、

事前・事後

学習課題

薬局経営学では、コース：ヒューマニズムについて学ぶ ユニット（２）医療の担い手としてのこころ構え； 「医療の担い手にふさわし

い態度を示す。」も到達目標の一つとします。従って、修学状況（出席、受講態度）不良の者については 点を限度に減点することがありま

す。 事前・事後学習課題に

つては、授業ごとに記載してあります。十分予習及び復習を行ってください。
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